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凡　

例

一　

原
書
を
邦
訳
し
て
引
用
す
る
場
合
、
原
文
中
の
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
示
さ
れ
た
強
調
部
分
は
傍
点
を
つ
け
て
示
し
、
全
部
大
文
字

の
語
は
太
字
で
示
し
た
。

一　

原
書
に
お
け
る
二
重
引
用
語
句
の
シ
ン
グ
ル
ク
ォ
ー
ツ
部
分
が
キ
ー
タ
ー
ム
的
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
、 〈　

  

〉 

で
表
し
た
。
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西
洋
最
初
の
女
性
詩
人
に
し
て
西
洋
最
初
の
女
性
同
性
愛
者
。
紀
元
前
七
世
紀
頃
ギ
リ
シ
ャ
の
レ
ス
ボ
ス
島
に
生
ま
れ
た
サ
ッ
ポ
ー
は
、

女
性
に
対
す
る
愛
や
嫉
妬
を
一
人
称
で
う
た
っ
た
詩
と
そ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
で
有
名
な
女
性
で
あ
る
。
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
サ
ッ
ポ

ー
に
つ
い
て
現
在
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
女
の
時
代
よ
り
は
る
か
後
世
の
情
報
に
よ
る
。
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
は
、
紀
元
前
三
世
紀
に
ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
学
者
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
き
に
は
全
九
巻
に
五
百
編
以
上
も
あ
っ
た
ら
し
い
が(B

arnstone 274)

、 

現
存
し
て

い
る
の
は
わ
ず
か
一
九
二
の
断
篇
の
み
で
あ
る
。1

し
か
も
、
そ
れ
ら
は
、
紀
元
前
四
世
紀
か
ら
紀
元
後
三
世
紀
頃
の
修
辞
学
者
や
韻
律
学

者
や
文
典
家
た
ち
な
ど
が
引
用
し
た
こ
と
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
比
較
的
長
い
二
編
の
詩
と
い
く
つ
か
の
か
な
り
短
い
断
篇
を
除
い
て
す
べ

て
、 

十
九
世
紀
末
に
エ
ジ
プ
ト
中
部
の
オ
ク
シ
ュ
リ
ュ
ン
コ
ス
で
発
見
さ
れ
た
二
〜
三
世
紀
の
パ
ピ
ル
ス
に
書
写
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
。

　

サ
ッ
ポ
ー
の
生
涯
に
つ
い
て
は
も
っ
と
不
確
か
で
、
彼
女
の
死
か
ら
数
世
紀
も
経
た
歴
史
家
や
哲
学
者
や
注
釈
者
た
ち
な
ど
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
証
言
が
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
生
ま
れ
た
場
所
は
レ
ス
ボ
ス
の
エ
レ
ス
ス
市
と
い
う
説
が
現
在
有
力
だ
が
、 

そ
れ
は
十
世
紀
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
百
科
事
典
『
ス
ー
ダ
』
に
依
拠
す
る
。
し
か
し
、『
ス
ー
ダ
』
に
は
サ
ッ
ポ
ー
の
項
が
二
つ
あ
る
。

エ
レ
ス
ス
市
生
ま
れ
の
サ
ッ
ポ
ー
は
、 

第
四
二
オ
リ
ン
ピ
ア
紀 
（
紀
元
前
六
二
五
│
二
〇
頃
） 

に
活
躍
し
、 

全
九
巻
の
詩
集
を
書
い
た
抒
情
詩

人
で
あ
る
。
彼
女
の
父
親
の
諸
説
あ
る
名
前
、
母
親
と
三
人
の
兄
弟
と
夫
と
娘
の
名
前
、
そ
し
て
三
人
の
女
友
達
や
三
人
の
女
弟
子
の
名

前
な
ど
も
明
記
さ
れ
て
い
る( test. 2)

。2

も
う
一
人
の
サ
ッ
ポ
ー
は
、
ミ
テ
ィ
リ
ニ
生
ま
れ
の
リ
ラ
奏
者
で
、
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
の
た
め

に
レ
フ
カ
ス
の
岩
上
か
ら
海
へ
と
身
投
げ
し
て
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
サ
ッ
ポ
ー
も
抒
情
詩
を
書
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う( test. 3)

。

サ
ッ
ポ
ー
の
最
古
の
伝
記
と
し
て
は
、
二
世
紀
末
か
三
世
紀
初
期
の
パ
ピ
ル
ス
に
記
さ
れ
た
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

サ
ッ
ポ
ー
は
ミ
テ
ィ
リ
ニ
市
生
ま
れ
で
あ
る
。
両
親
と
三
人
の
兄
弟
と
娘
の
名
前
、
同
性
愛
で
非
難
さ
れ
た
こ
と
、
醜
く
て
色
黒
で
背
が



　2

低
い
容
貌
な
ど
も
記
さ
れ
る
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
亡
く
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い ( test. 1)

。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
も
情
報
が
欠
如
し
、
謎
に
満
ち
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
西
洋
の
伝
統
に
お
い
て
、
サ
ッ
ポ
ー
の
人
生
ほ

ど
人
々
の
想
像
力
を
か
き
た
て
て
、
夥
し
い
数
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
生
み
出
さ
せ
た
詩
人
は
い
な
い
し
、
彼
女
の
詩
ほ
ど
後
世
の
詩
人
た

ち
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
翻
案
さ
れ
、
模
倣
さ
れ
続
け
た
詩
は
な
い
。
サ
ッ
ポ
ー
の
受
容
の
歴ヒ

ス
ト
リ
ー史は
サ
ッ
ポ
ー
の
多
く
の
物ヒ
ス
ト
リ
ー語の
堆
積
で

あ
る
と
す
ら
言
え
る
。

　

英
米
で
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
や
彼
女
の
伝
説
が
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
を
探
る
研
究
が
始
ま
っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
末
に
大
量

の
サ
ッ
ポ
ー
の
断
篇
が
発
掘
さ
れ
た
あ
と
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
で
あ
る
。
メ
ア
リ
・
ミ
ル
ズ
・
パ
ト
リ
ッ
ク
は
『
サ
ッ
ポ
ー
と
レ
ス
ボ
ス

島
』 （
一
九
一
二
）
の
第
七
章
「
文
学
の
中
の
サ
ッ
ポ
ー
」
に
お
い
て
、
古
代
、
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
、
十
九
世
紀
初
期
の
ド
イ
ツ
、
そ
し

て
十
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
の
受
容
を
、
デ
ィ
ビ
ッ
ト
・
Ｍ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
『
サ
ッ
ポ
ー
と
彼
女
の
影
響
』 （
一
九
二
四
）

に
お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
中
世
、
そ
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
期
か
ら
二
〇
世
紀
初
期
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
文
学

に
与
え
た
影
響
の
跡
を
概
略
的
に
辿
っ
た
。
ま
た
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
マ
リ
オ
ン
・
コ
ッ
ク
ス
は
『
歴
史
的
批
評
的
注
、
翻
訳
、
お
よ
び
伝

記
付
き
サ
ッ
ポ
ー
詩
集
』 （
一
九
二
四
）
中
の
第
二
章
「
英
文
学
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー
の
著
作
」
で
、
十
六
世
紀
の
サ
ッ
ポ
ー
詩
体
（
五
脚

の
四
行
詩
）
の
模
倣
例
か
ら
十
七
世
紀
以
降
の
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
の
英
訳
や
詩
集
の
出
版
、
十
九
世
紀
末
期
か
ら
二
〇
世
紀
初
期
ま
で
の
サ

ッ
ポ
ー
研
究
を
紹
介
し
た
。

　

最
近
で
は
、
古
典
学
以
外
の
分
野
の
学
者
た
ち
も
サ
ッ
ポ
ー
に
高
い
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
受
容
の
歴ヒ

ス
ト
リ
ー史を
さ
ま
ざ
ま
な
物ヒ
ス
ト
リ
ー語と
し
て
学

際
的
に
探
る
傾
向
が
あ
る
。
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
ジ
ャ
ン
の
『
サ
ッ
ポ
ー
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

│
一
五
四
六
│
一
九
三

七
』 （
一
九
八
九
）
だ
っ
た
。
デ
ジ
ャ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
歴
史
を
詳
細
に
考
察
し
、
サ
ッ
ポ
ー

の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
関
し
て
フ
ラ
ン
ス
が
十
六
世
紀
か
ら
一
九
四
〇
年
代
ま
で
一
貫
し
て
支
配
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
強
調
す

る
一
方
、
ド
イ
ツ
は
十
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
期
、
イ
ギ
リ
ス
は
十
八
世
紀
初
期
と
一
九
二
〇
年
以
降
優
位
を
占
め
た
に
す
ぎ
な
い
と

論
じ
た(D

eJean 5)

。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー
の
受
容
に
関
し
て
デ
ジ
ャ
ン
の
見
方
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
二
〇
世
紀



3　はじめに

初
期
の
パ
ト
リ
ッ
ク
や
コ
ッ
ク
ス
の
研
究
で
明
ら
か
だ
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
デ
ジ
ャ
ン
説
に
論
駁
を
加
え
る
研
究
書
や
論
文

が
続
々
と
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、 

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
レ
イ
ト
ン
の
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
女
性
詩
人
た
ち

│
心
に
逆
ら
っ

て
書
く
』 （
一
九
九
二
）
や
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
レ
ノ
ル
ヅ
の
「『
私
は
芸
術
の
た
め
に
生
き
た
、
私
は
愛
の
た
め
に
生
き
た
』 

│
女
性
詩
人

は
サ
ッ
ポ
ー
の
最
期
の
歌
を
う
た
う
」 （
一
九
九
六
）
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
に
お
け
る
「
サ
ッ
ポ
ー
の
最
期
の
歌
」
を
書
く
女
性
詩

人
の
伝
統
を
指
摘
し(Leighton, W

riting A
gainst 36; R

eynolds, “‘I live for art’”)

、
リ
ン
ダ
・
Ｈ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
「
サ
ッ
ポ
ー

と
テ
ニ
ソ
ン
的
抒
情
詩
の
形
成
」 （
一
九
九
四
）
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
テ
ニ
ソ
ン
（
一
八
〇
九
│
九
二
）
の
棄
て
ら
れ
た
女
性
に
つ
い
て
の

詩
に
サ
ッ
ポ
ー
の
影
響
の
跡
を
認
め
た
。
ジ
ャ
ー
メ
イ
ン
・
グ
リ
ア
は
『
だ
ら
し
が
な
い
巫
女
』 （
一
九
九
五
）
の
第
四
章
「
サ
ッ
ポ
ー
の

謎
」
に
お
い
て
、
古
代
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
の
他
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
十
六
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
初
期
ま
で
と
十
九
世
紀
の
サ
ッ
ポ
ー

の
詩
の
翻
訳
や
伝
説
の
表
象
も
扱
っ
た
。
エ
レ
ン
・
グ
リ
ー
ン
編
集
に
よ
る
『
サ
ッ
ポ
ー
再
読

│
受
容
と
伝
播
』 （
一
九
九
六
）
に
は
、

ド
イ
ツ
の
十
九
世
紀
や
イ
ギ
リ
ス
の
二
〇
世
紀
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
ま
で
の
受
容
や
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

朝
の
受
容
を
論
じ
た
論
文(A

ndreadis, “Sappho”; H
arvey; Parker)

も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ピ
ィ
・
プ
リ
ン
ズ
の
『
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
ン
・
サ
ッ
ポ
ー
』 （
一
九
九
九
）
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
ア
ン
ド
レ
ア
デ
ィ
ス
の
『
近
代
初
期
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー

│
女
性
同
性
愛
の
文
学
的
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
一
五
五
〇
│
一
七
一
四
』 （
二
〇
〇
一
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
十
六

世
紀
か
ら
十
八
世
紀
は
じ
め
ま
で
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
レ
ノ
ル
ズ
の
『
サ
ッ
ポ
ー
の
歴
史
』 （
二
〇
〇
三
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
マ
ン
主
義
時

代
か
ら
二
〇
世
紀
は
じ
め
ま
で
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
女
性
同
性
愛
史
の
観
点
か
ら
は
、
エ
マ
・
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
が
『
女
性

間
の
情
念

│
イ
ギ
リ
ス
女
性
同
性
愛
文
化
、
一
六
八
八
│
一
八
〇
一
』 （
一
九
九
三
）
の
第
七
章
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
十
七
世
紀
か

ら
十
八
世
紀
の
サ
ッ
ポ
ー
の
受
容
と
、
女
性
同
性
愛
の
伝
統
の
形
成
を
概
略
的
に
論
じ
て
い
る
。

　

本
書
『
サ
ッ
ポ
ー
た
ち
の
十
八
世
紀

│
近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
女
性
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』
は
、
こ
の
よ
う
な

最
近
の
研
究
動
向
に
沿
い
つ
つ
、
従
来
の
サ
ッ
ポ
ー
関
連
の
ほ
と
ん
ど
の
研
究
で
は
看
過
さ
れ
て
き
た
十
八
世
紀
を
中
心
に
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
に
関
す
る
言
説
の
受
容
、
女
性
同
性
愛
の
言
説
の
形
成
、「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
イ
ギ
リ
ス
女
性
詩
人
の
詩
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的
言
説
や
サ
ッ
ポ
ー
を
最
初
の
知
的
な
女
性
と
し
て
称
え
る
イ
ギ
リ
ス
女
性
作
家
た
ち
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
言
説
な
ど
を
詳
し
く
検
証
し

て
い
る
。
近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
構
築
が
ど
の
よ
う
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
観
や
女
性
同
性
愛
に
対
す
る
見
方
の
も
と

で
お
こ
な
わ
れ
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
異
性
装
の
習
慣
、
女
性
の
社
会
的
地
位
、
女
性
の
創
造
的
能
力
の
評
価
な
ど
と
ど
の
よ
う
な
関
係

に
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

　

本
書
の
構
成
は
三
部
に
分
か
れ
る
。
第
一
部
は
、
古
代
か
ら
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
至
る
ま
で
の
サ
ッ
ポ
ー
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と

詩
の
受
容
の
歴ヒ

ス

ト

リ

ー

史
／
物
語
を
辿
る
。
こ
れ
は
特
に
第
三
部
に
お
い
て
論
を
展
開
す
る
際
の
基
盤
的
論
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で

は
、
古
代
ロ
ー
マ
詩
人
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
第
十
五
番
目
の
書
簡
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
の
流
布
に
よ
っ
て
、
同
性

愛
者
と
し
て
の
サ
ッ
ポ
ー
が
確
立
し
た
過
程
を
通
観
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
西
洋
諸
国
の
う
ち
唯
一
女
性
同
性
愛
に
対
す
る
法
的
罰
則
規
定

の
な
か
っ
た
国
で
あ
る
が
、
レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
が
レ
ス
ビ
ア
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
に
な
る
過
程
で
、
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
知
的

な
女
性
批
判
、
女
性
同
性
愛
に
対
す
る
偏
見
・
嫌
悪
・
抑
圧
、
女
性
同
性
愛
者
の
両
性
具
有
的
身
体
お
よ
び
「
男
性
」
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

サ
ッ
ポ
ー
や
サ
ッ
ポ
ー
の
出
身
地
に
関
係
し
た
固
有
名
詞
の
普
通
名
詞
化
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
二
章
で
は
、
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス

に
お
け
る
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
の
再
評
価
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
サ
ッ
ポ
ー
の
異
性
愛
者
化
の
動
き
を
辿
る
。
十
八
世
紀
の
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
の

英
訳
者
た
ち
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
「
第
十
番
目
の
ミ
ュ
ー
ズ
」
と
賞
賛
さ
れ
た
ほ
ど
優
れ
た
詩
的
能
力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
サ
ッ
ポ

ー
を
同
性
愛
者
も
し
く
は
両
性
愛
者
と
し
て
の
汚
名
か
ら
救
い
出
す
た
め
に
、
彼
女
の
詩
中
の
女
性
へ
の
愛
の
表
現
を
男
性
へ
の
愛
と
意

図
的
に
誤
訳
し
た
。
こ
の
よ
う
な
サ
ッ
ポ
ー
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
異
性
愛
化
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
女
性
同
性
愛
の
抑
圧
の
一
端

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
部
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
十
八
世
紀
に
実
在
し
た
異
性
装
の
女
性
た
ち
や
親
密
な
関
係
に
あ
る
女
性
た
ち
に
関
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
女

性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
を
取
り
上
げ
る
。
第
三
章
で
は
、
十
八
世
紀
に
流
行
し
た
「
女
性
兵
士
」
の
話

の
う
ち
ハ
ン
ナ
・
ス
ネ
ル
の
伝
記
に
焦
点
を
当
て
、
男
装
の
ス
ネ
ル
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
撹
乱
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
表
象
を
読

み
解
く
。
サ
ッ
ポ
ー
の
よ
う
な
知
的
な
女
性
た
ち
や
女
性
同
性
愛
者
が
「
男
性
的
」
と
し
て
批
判
さ
れ
た
時
代
に
、
ス
ネ
ル
の
よ
う
な
女
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性
兵
士
は
「
男
性
」
を
装
う
こ
と
を
許
さ
れ
、
そ
の
男
性
的
な
英
雄
行
為
で
褒
賞
を
受
け
た
。
そ
れ
は
、
彼
女
が
異
性
愛
的
枠
組
み
の
中

で
女
性
と
し
て
の
美
徳
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
第
四
章
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
女
性
の
夫
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
、
す

な
わ
ち
男
装
し
、
夫
と
し
て
別
の
女
性
と
結
婚
し
、
一
緒
に
暮
ら
し
た
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
表
象
を
分
析
す
る
。
ヘ
ン
リ
ー
・

フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
最
も
有
名
な
伝
記
『
女
性
の
夫
』
に
よ
れ
ば
、
メ
ア
リ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
ス
ネ
ル
の
場
合
と
同

じ
く
男
性
の
衣
装
で
性
を
偽
装
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
が
、
ス
ネ
ル
と
違
っ
て
、
そ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
曖
昧
で
あ
る
。
裁
判
沙
汰

に
な
っ
た
最
後
の
妻
と
の
関
係
だ
け
は
彼
女
の
同
性
愛
志
向
を
仄
め
か
す
。
し
か
し
、
最
終
的
に
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
罪
は
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
逸
脱
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
逸
脱
に
す
り
替
え
ら
れ
た
。『
女
性
の
夫
』
に
お
い
て
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
第
五
章
で
は
、「
女
性
の
夫
」
の
場
合
の
よ
う
に
異
性
間
結
婚
の
偽
装
で
は
な
く
、
二
人
と

も
女
性
で
あ
る
こ
と
を
隠
さ
ず
に
一
七
八
〇
年
か
ら
半
世
紀
以
上
も
長
き
に
わ
た
り
一
緒
に
暮
ら
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン

の
貴
婦
人
た
ち
」
に
関
す
る
言
説
を
取
り
上
げ
る
。
多
く
の
同
時
代
人
は
こ
の
二
人
の
独
身
女
性
の
過
度
に
親
密
な
関
係
を
当
時
流
行
し

て
い
た
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
の
理
想
と
し
て
絶
賛
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
異
常
な
「
サ
フ
ィ
ズ
ム
」
で
は
な
い
か
と
ひ
そ
か

に
怪
し
む
者
も
い
た
。「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
」
に
関
す
る
相
反
す
る
言
説
は
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
が
「
サ
フ
ィ

ズ
ム
」
の
表
の
顔
で
あ
っ
た
可
能
性
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

第
三
部
は
、
西
洋
最
初
の
知
的
な
女
性
サ
ッ
ポ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
最
初
の
娘
た
ち
と
言
う
べ
き
、
十
八
世
紀
の
女
性
詩
人
や
作

家
た
ち
の
言
説
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
光
を
当
て
る
。
第
六
章
で
は
、
十
七
世
紀
後
期
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
以
来
、
女
性

詩
人
た
ち
が
賞
賛
さ
れ
る
と
き
も
攻
撃
さ
れ
る
と
き
も
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
現
象
を
取
り
上
げ
る
。
古
代
の
サ
ッ
ポ
ー
は
イ
ギ
リ

ス
の
サ
ッ
ポ
ー
た
ち
の
業
績
を
評
価
す
る
際
の
一
つ
の
重
要
な
指
標
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
も
、
文
芸
的
公
共
圏
に
自

分
た
ち
の
場
を
確
保
す
る
た
め
の
基
準
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
多
く
の
女
性
詩
人
た
ち
は
、
男
性
の
公
的
領
域
を
侵
犯
し
て
い
る
と
い
う

批
判
を
免
れ
る
た
め
に
、
同
時
代
に
伝
わ
っ
て
い
た
サ
ッ
ポ
ー
の
汚
名
に
満
ち
た
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
一
線
を
画
そ
う
と
努
め
た
の

で
あ
る
。
第
七
章
で
は
、
死
後
「
ブ
リ
テ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
十
八
世
紀
末
の
女
性
詩
人
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
の
自
伝
的
な
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詩
を
詳
細
に
分
析
す
る
。
従
来
の
文
学
批
評
家
た
ち
は
異
性
愛
中
心
主
義
の
立
場
か
ら
、
女
性
詩
人
の
恋
愛
詩
を
異
性
間
の
愛
を
前
提
と

し
て
読
む
傾
向
が
あ
っ
た
め
、
養
妹
の
ホ
ノ
ー
ラ
に
対
す
る
シ
ー
ワ
ー
ド
の
熱
烈
な
愛
の
詩
を
誤
読
し
、
単
な
る
友
情
の
詩
と
し
て
解
釈

し
て
き
た
。
し
か
し
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
詩
は
、
不
在
の
愛
す
る
女
性
、
失
わ
れ
た
時
間
、
失
わ
れ
た
喜
び
へ
の
熱
烈
な
切
望
や
思
慕
を
う

た
っ
て
い
る
点
で
、
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
詩
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
。
第
八
章
で
は
、
シ
ー
ワ
ー
ド
が
物
語
詩
『
ル
イ
ー
ザ
』 （
一
七
八

四
）
に
お
い
て
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
以
来
の
伝
統
的
な
異
性
間
恋
愛
書
簡
文
学
の
枠
組
み
を
と
り
な
が
ら
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
ル
イ
ー
ザ
と
そ

の
婚
約
者
の
男
性
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
と
の
恋
愛
や
結
婚
よ
り
も
、
ヒ
ロ
イ
ン
と
そ
の
女
友
達
エ
マ
と
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
を
重
要
視

し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
詩
の
最
後
で
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
人
の
女
性
と
恋
人
の
男
性
の
三
人
で
牧
歌
的

な
楽
園
で
暮
ら
す
未
来
が
示
さ
れ
る
。
シ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
の
よ
う
に
十
八
世
紀
後
期
の
異
性
愛
社
会
と
共
存
す
る
女
性
同
性
愛
の
か
た
ち

を
提
示
し
た
。
第
九
章
で
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
そ
の
呼
称
に
潜
む
文
学
的
性
差

別
に
対
抗
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
の
名
誉
と
自
分
自
身
を
含
む
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
女
性
詩
人
た
ち
の
正
当
な
評
価
を
求

め
る
た
め
に
、
ソ
ネ
ッ
ト
連
歌
集
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』 （
一
七
九
六
）
に
お
い
て
、
い
か
に
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
お
よ
び
ア
レ
グ
ザ
ン

ダ
ー
・
ポ
ー
プ
の
伝
統
的
な
サ
ッ
ポ
ー
像
を
書
き
直
し
た
か
を
考
察
す
る
。
パ
オ
ー
ン
に
恋
に
落
ち
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
語
り
手
「
私
」
は

何
度
も
詩
人
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
死
を
嘆
い
て
い
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、「
私
」
が
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
統
合
し
、
偉
大

な
詩
人
と
し
て
復
活
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
十
章
で
は
、『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』 （
一
七
九
二
）
に
お
い
て
サ
ッ
ポ
ー
を
理
想
的
な
男

性
的
女
性
の
一
人
と
し
て
賞
賛
し
た
メ
ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
言
説
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
思
想
の

関
係
を
論
じ
る
。
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
否
定
す

る
女
嫌
い
で
は
な
く
、
む
し
ろ
男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
拒
絶
す
る
男
嫌
い
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
男
嫌
い
は
伝
統
的
な
サ
ッ
ポ
ー

像
を
修
正
し
、
そ
の
同
性
に
対
す
る
愛
を
脱
性
化
す
る
こ
と
を
含
意
す
る
。
最
後
の
第
十
一
章
で
は
、
マ
ラ
イ
ア
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
小

説
『
ベ
リ
ン
ダ
』 （
一
八
〇
一
）
に
お
け
る
男
装
の
女
性
登
場
人
物
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
ク
夫
人
に
焦
点
を
当
て
る
。
当
時
の
女
性
兵

士
の
よ
う
に
銃
を
撃
ち
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
よ
う
に
「
女
性
の
権
利
」
論
を
唱
え
、
サ
フ
ィ
ス
ト
の
よ
う
に
「
奇
妙
な
」
雰
囲
気
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を
漂
わ
せ
て
女
性
に
言
い
寄
り
、
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
・
デ
オ
ン
の
よ
う
に
密
偵
活
動
に
勤
し
む
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
、
あ
た
か
も
舞
台
の
上
の

ズ
ボ
ン
役
の
女
優
の
よ
う
に
、「
男
性
」
を
上
手
に
面
白
お
か
し
く
演
じ
る
。
だ
が
、
ズ
ボ
ン
役
の
女
優
な
ら
舞
台
か
ら
降
り
れ
ば
女
性

に
戻
る
が
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
場
合
、
二
度
と
も
と
の
性
に
戻
れ
な
い
と
い
う
恐
れ
が
常
に
つ
き
ま
と
う
。
し
か
し
、
風
俗
喜
劇
の
閉
幕

の
よ
う
な
こ
の
小
説
の
終
わ
り
方
は
、
そ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
逸
脱
に
対
す
る
性
転
換
の
恐
怖
や
脅
威
を
無
効
に
し
て
い
る
。『
ベ

リ
ン
ダ
』
に
お
け
る
男
装
の
女
性
の
滑
稽
化
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
は
、
十
八
世
紀
的
な
両
性
具
有
的
身
体
や
曖
昧
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
終
焉
を
暗
示
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
ほ
ど
本
書
を
閉
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
な
い
。

　

本
文
に
入
る
前
に
、
本
書
で
用
い
て
い
る
い
く
つ
か
の
用
語
に
つ
い
て
説
明
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。
本
書
で
い
う
「
イ
ギ
リ
ス
」
と

は
、
そ
の
語
の
起
源
で
あ
るE

ngland

で
は
な
く
、B

ritain

あ
る
い
はU

nited K
ingdom

の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
連
合
王
国
だ
け

で
は
な
く
、
十
八
世
紀
に
お
け
る
国
名
を
指
す
と
き
に
も
慣
用
的
に
用
い
る
。
た
だ
し
、
同
国
の
連
合
の
歴
史
的
変
化
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、
十
八
世
紀
の
文
献
に
登
場
す
るE

ngland

やG
reat B

ritain

な
ど
の
名
称
は
そ
の
ま
ま
忠
実
に
カ
タ
カ
ナ
表
記
す
る
。
ま
た
、

現
代
英
語
で
は
、
女
性
同
士
の
愛
や
親
密
関
係
を
表
す
語
と
し
て
、lesbian, lesbianism

, Sapphism
, fem

ale hom
osexual, fem

ale 

sam
e-sex love

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
語
が
あ
る
が
、
本
書
で
は
、「
女
性
同
性
愛
」
の
語
を
、
女
性
同
士
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
関
係
か

ら
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
関
係
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
総
称
と
し
て
用
い
る
。
ど
の
よ
う
な
関
係
が
セ
ク
シ
ャ
ル
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
否
か

は
、
時
代
や
文
化
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
観
に
よ
っ
て
異
な
る
上
、
第
五
章
で
触
れ
る
エ
ー
ド
リ
ア
ン
・
リ
ッ
チ
の
論
文
で
も
明
確
な
定

義
が
さ
れ
て
い
な
い
微
妙
な
問
題
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
の
女
性
同
性
愛
史
家
た
ち
に
倣
っ
て
、「
レ
ス
ビ
ア

ン
」、「
サ
フ
ィ
ズ
ム
」、「
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
」
の
語
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
関
係
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
は
無
垢
な
関
係
を
指
す

も
の
と
し
て
対
比
的
に
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
す
べ
て
「
女
性
同
性
愛
」
の
範
疇
で
あ
る
。
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レ
ス
ビ
ア
ン
誕
生
秘
話

レ
ス
ボ
ス
島
民
は
レ
ス
ビ
ア
ン

　

ギ
リ
シ
ャ
の
レ
ス
ボ
ス
島
（
現
在
で
は
ミ
テ
ィ
リ
ニ
島
と
呼
ぶ
方
が
多
い
）
は
エ
ー
ゲ
海
で
三
番
目
に
大
き
い
島
で
あ
る
。
ト
ル
コ
の

沿
岸
か
ら
四
・
五
キ
ロ
沖
に
位
置
し
、
ア
テ
ネ
か
ら
飛
行
機
に
の
っ
て
わ
ず
か
三
〇
分
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
オ
リ
ー
ブ
の
木
と
葡
萄

畑
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
島
だ
。
紀
元
前
七
世
紀
頃
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
頃
、
こ
の
島
に
は
サ
ッ
ポ
ー
と
い
う
名
の
西
洋
最

初
の
女
性
詩
人
が
住
ん
で
い
た
。
彼
女
は
正
真
正
銘
の“Lesbian”

だ
っ
た
。
と
同
時
に
、
彼
女
は
西
洋
最
初
の“lesbian”

と
し
て
も
有

名
だ
。

　

大
文
字
で
始
ま
る“Lesbian”

は
形
容
詞
で
「
レ
ス
ボ
ス
島
の
」、
名
詞
で
「
レ
ス
ボ
ス
島
民
」
を
意
味
す
る
が
、“lesbian”

は
形
容

詞
で
「
女
性
同
性
愛
の
」、
名
詞
で
「
同
性
愛
の
女
性
」
を
意
味
す
る
。
日
本
語
で
「
レ
ス
ビ
ア
ン
」
と
よ
く
言
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
後

者
の
英
語
を
指
す
。
だ
が
、“lesbian”

の
由
来
が“Lesbian”
だ
と
知
ら
ず
に
、
そ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

“Lesbian”

か
ら“lesbian”

が
派
生
し
た
の
は
、
レ
ス
ボ
ス
島
が
生
み
だ
し
た
最
も
有
名
な
女
性
詩
人
で
あ
る
サ
ッ
ポ
ー
が
同
性
愛
者

で
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
が
ま
こ
と
し
や
か
に
伝
わ
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
こ
の
偉
大
な
詩
人
が
果
た
し
て
本
当
に
同
性
愛
者
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
実
の
と
こ
ろ
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
現
在
ま
で
唯
一
完
全
な
か
た
ち
で
伝
わ
っ
て
い
る
「
断
篇

１
」
と
ほ
ぼ
完
全
な
か
た
ち
で
伝
わ
っ
て
い
る
「
断
篇
31
」
は
二
編
と
も
女
性
へ
の
愛
を
う
た
っ
て
い
る
し
、
他
に
も
同
性
愛
を
仄
め
か

す
断
篇
も
残
っ
て
い
る
。
だ
が
、
男
女
間
の
愛
や
子
ど
も
へ
の
愛
を
テ
ー
マ
に
し
た
断
篇
も
あ
る
。「
愛
の
詩
人
」1

で
あ
っ
た
こ
と
は
確
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か
の
よ
う
だ
が
、
同
性
愛
の
詩
人
と
断
定
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
証
拠
が
限
定
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
彼
女
の
生
涯

に
つ
い
て
は
も
っ
と
不
確
か
で
、
彼
女
よ
り
は
る
か
後
世
に
記
さ
れ
た
証
言
や
伝
記
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
、
時
に
矛
盾
す
る
内
容
が
伝

わ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

し
か
し
、
十
八
世
紀
末
頃
ま
で
に
、“Lesbian”

の
語
が
「
レ
ス
ボ
ス
島
民
」
で
は
な
く
「
レ
ス
ビ
ア
ン
」
の
意
味
で
使
わ
れ
た
り
、

サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
か
ら
派
生
し
た“Sapphist”

や“Sapphism
”

が
そ
れ
ぞ
れ
現
在
と
同
じ
よ
う
に
「
女
性
同
性
愛
者
」
や
「
女
性
同
性

愛
」
の
意
味
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ッ
ポ
ー
と
く
れ
ば
女
性
同
性
愛
を
連
想
し
、
女
性
同
性
愛
と
く
れ
ば
サ
ッ
ポ
ー
を
連
想
す

る
。
こ
の
連
想
ゲ
ー
ム
は
サ
ッ
ポ
ー
と
そ
の
生
地
の
レ
ス
ボ
ス
の
固
有
名
詞
の
普
通
名
詞
化
に
よ
っ
て
一
応
の
終
わ
り
を
迎
え
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
そ
の
連
想
ゲ
ー
ム
の
推
進
力
に
な
っ
た
伝
説
上
の
サ
ッ
ポ
ー
の
歴ヒ

ス

ト

リ

ー

史
／
物
語
を
通
観
す
る
。

「
第
十
番
目
の
ミ
ュ
ー
ズ
」
が
愛
し
た
男
性
た
ち

　

レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
の
歴ヒ

ス

ト

リ

ー

史
／
物
語
は
、
彼
女
の
死
後
数
世
紀
を
経
て
始
ま
る
。
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
プ
ラ
ト
ン
（
紀
元
前
四
二
七

頃
│
三
四
八
）
は
サ
ッ
ポ
ー
を
「
第
十
番
目
の
ミ
ュ
ー
ズ
」 ( test. 60) 2 

と
呼
び
、
生
身
の
女
性
で
あ
り
な
が
ら
女
神
と
し
て
崇
め
た
。
彼
女

の
名
前
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
征
服
に
よ
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
世
界
が
一
つ
の
帝
国
に
な
り
、
ギ
リ
シ
ャ
文
化
が
新
し
い
段
階
に
入
っ

て
か
ら
も
轟
い
て
い
た
。
紀
元
前
最
後
の
二
世
紀
、
ア
テ
ナ
イ
は
も
は
や
文
化
の
中
心
で
は
な
く
、
代
わ
り
に
他
の
諸
都
市
が
重
要
に

な
っ
た
が
、
そ
の
一
つ
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に
よ
っ
て
北
エ
ジ
プ
ト
に
設
立
さ
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン

ド
リ
ア
は
書
き
言
葉
に
重
き
を
置
く
文
学
文
化
の
発
祥
地
で
、
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
サ
ッ
ポ
ー
を
含
む
過
去
の
詩
人
た
ち
の
作
品
が
編

集
・
出
版
さ
れ
た
。
サ
ッ
ポ
ー
は
規
範
的
な
抒
情
詩
人
の
一
人
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
、
彼
女
の
詩
集
は
全
九
巻
に
お
よ
び
、
そ

の
第
一
巻
に
は
一
三
二
〇
行
の
詩
行
（
三
三
〇
ス
タ
ン
ザ
で
六
〇
〜
七
〇
の
詩
）
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
全
部
で
五
百
編
あ
っ
た
と
も
推
定

さ
れ
て
い
る(B

arnstone 274; C
am

pbell, introduction xiii)

。
そ
し
て
ロ
ー
マ
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
彼
女
の
名
声
は
続
き
、
ホ
ラ
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テ
ィ
ウ
ス
（
紀
元
前
六
五
│
八
）
か
ら
「
男
性
的
な
サ
ッ
ポ
ー
」 ( test. 34)

と
い
う
賛
辞
を
呈
さ
れ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
い
つ
頃
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
古
代
に
お
い
て
名
を
馳
せ
て
い
た
偉
大
な
詩
人
が
同
性
愛
者
で
あ
る
と
い
う
話
が
起
こ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
古
代
証
言
を
見
て
み
る
限
り
で
は
、
西
暦
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
く
の
よ
う
だ
。
そ
れ
よ
り
前
に
は
、
と
言
っ
て

も
紀
元
前
四
世
紀
か
ら
三
世
紀
頃
だ
が
、
彼
女
の
恋
愛
の
相
手
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
名
前
は
す
べ
て
男
性
で
、
女
性
は
一
人
も
い
な
か
っ

た
。
た
と
え
ば
、
紀
元
前
四
世
紀
頃
ア
テ
ナ
イ
の
少
な
く
と
も
六
つ
の
喜
劇
が
サ
ッ
ポ
ー
の
下
ネ
タ
話
を
テ
ー
マ
に
し
、
大
盛
況
だ
っ
た

ら
し
い
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
は
、
彼
女
は
イ
オ
ニ
ア
の
詩
人
ア
ル
キ
ロ
コ
ス
と
ヒ
ッ
ポ
ナ
ク
ス
と
い
う
二
人
の
男
性
と
同
時
に
恋
愛

関
係
に
あ
っ
た( test. 8)
。
ま
た
、 

ギ
リ
シ
ャ
の
学
者
ア
テ
ナ
イ
オ
ス
に
よ
れ
ば
、 

紀
元
前
三
世
紀
頃
の
ヘ
ル
メ
シ
ア
ナ
ク
ス
は
抒
情
詩
人

の
ア
ル
カ
イ
オ
ス
と
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
が
サ
ッ
ポ
ー
を
め
ぐ
っ
て
恋
の
鞘
当
て
を
し
た
と
伝
え
て
い
る( test. 8)

。
し
か
し
、 

こ
れ
ら
の
恋
愛

話
で
も
っ
と
も
ら
し
い
の
は
、
サ
ッ
ポ
ー
と
同
時
代

で
同
郷
の
ア
ル
カ
イ
オ
ス
だ
け
だ
。
ア
ナ
ク
レ
オ
ン

は
サ
ッ
ポ
ー
よ
り
一
世
紀
あ
と
に
活
躍
し
た
詩
人
だ

し
、
ア
ル
キ
ロ
コ
ス
と
ヒ
ッ
ポ
ナ
ク
ス
は
そ
れ
ぞ
れ

彼
女
よ
り
何
十
年
も
前
か
あ
と
の
時
代
の
人
物
で
あ

り
、
そ
の
上
、
こ
の
三
人
と
も
レ
ス
ボ
ス
島
出
身
者

で
は
な
い
。
し
て
み
る
と
、
ア
ル
カ
イ
オ
ス
が
彼
女

の
恋
人
だ
っ
た
と
い
う
話
も
眉
唾
物
で
は
な
い
か
。

　

サ
ッ
ポ
ー
に
は
も
う
一
人
男
性
の
恋
人
が
い
た
。

パ
オ
ー
ン
と
い
う
名
前
の
若
く
て
ハ
ン
サ
ム
な
渡
し

守
で
あ
る
。
こ
の
話
も
紀
元
前
四
世
紀
頃
の
ア
テ
ナ

イ
の
喜
劇
で
始
ま
っ
た
が
、
パ
オ
ー
ン
は
上
記
の
詩

図版 1
「サッポーとアルカイオス」、紀元前 5世紀前半頃のア
テナイのワイン・クーラー。マーガレット・ウィリア
ムソン『サッポーの不滅の娘たち』 (1995)挿絵 2。
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人
た
ち
と
違
っ
て
、
実
在
の
人
物
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
神
話
的
人
物
で
あ
る
。
あ
る
神
話
に
よ
れ
ば
、
パ
オ
ー
ン
は
レ
ス
ボ
ス
島
の
年
老

い
た
渡
し
守
だ
っ
た
が
、
老
女
に
扮
し
た
愛
と
美
の
女
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
を
た
だ
で
川
向
こ
う
に
渡
し
た
お
返
し
に
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
に

よ
っ
て
、
レ
ス
ボ
ス
の
す
べ
て
の
女
た
ち
が
恋
に
落
ち
る
よ
う
な
美
青
年
へ
と
変
え
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
別
の
神
話
に
、
ア
フ
ロ
デ
ィ

テ
自
身
が
彼
を
愛
し
た
と
い
う
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
に
愛
さ
れ
た
ア
ド
ニ
ス
、
曙
の
女
神
エ
オ
ス
に
愛
さ
れ
た
テ
ィ
ト

ノ
ス
、 

月
の
女
神
セ
レ
ネ
に
愛
さ
れ
た
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ
ン
な
ど
、 

女
神
が
年
下
の
美
青
年
に
恋
す
る
神
話
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
し
た
も
の
だ
。

　

紀
元
前
四
世
紀
に
は
こ
れ
ら
の
美
青
年
を
題
材
に
し
た
喜
劇
が
か
な
り
あ
っ
た
。
現
在
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
『
エ
ン
デ
ュ
ミ
オ
ン
』、

二
つ
の
『
ア
ド
ニ
ス
』、
二
つ
の
『
パ
オ
ー
ン
』
の
話
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
あ
る
時
点
で
、
サ
ッ
ポ
ー
は
パ
オ

ー
ン
に
恋
し
た
女
た
ち
の
一
人
と
さ
れ
、
レ
フ
カ
ス
の
岩
上
か
ら
海
へ
と
飛
び
降
り
れ
ば
失
恋
の
痛
手
が
癒
さ
れ
る
と
い
う
も
う
一
つ
の

神
話
と
融
合
し
て
、
彼
女
が
彼
に
失
恋
し
た
あ
と
レ
フ
カ
ス
の
岩
上
か
ら
身
を
投
げ
、
亡
く
な
っ
た
と
い
う
話
が
つ
く
ら
れ
た
よ
う
だ
。

喜
劇
作
家
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
（
紀
元
前
三
四
二
頃
│
二
九
三
頃
）
に
よ
る
『
レ
フ
カ
ス
の
女
』
の
断
篇
以
外
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
い
な
い
が
、

三
つ
の
喜
劇
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
扱
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　

こ
の
よ
う
に
複
数
の
男
性
た
ち
と
の
恋
愛
話
が
起
こ
っ
た
の
は
、
名
前
が
売
れ
れ
ば
売
れ
る
ほ
ど
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
有
名
税
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
や
が
て
サ
ッ
ポ
ー
の
名
声
を
決
定
的
に
貶
め
る
よ
う
な
悪
評
判
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー

　

古
代
ロ
ー
マ
の
詩
人
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
（
紀
元
前
四
三
│
後
一
七
）
が
サ
ッ
ポ
ー
の
偽
手
紙
を
書
い
た
と
き
、
後
世
に
ま
で
彼
女
の
悪
名

を
広
げ
る
ほ
ど
の
影
響
力
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
現
在
『
女
主
人
公
た
ち
』
の
第
十
五
番
目
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
パ
オ
ー

ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
は
、
サ
ッ
ポ
ー
が
パ
オ
ー
ン
に
失
恋
し
て
レ
フ
カ
ス
の
岩
上
か
ら
海
へ
飛
び
降
り
て
亡
く
な
る
直
前
に

彼
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
と
い
う
体
裁
を
と
っ
た
詩
で
、
こ
の
写
本
が
十
五
世
紀
は
じ
め
に
発
見
さ
れ
た
と
き
、
サ
ッ
ポ
ー
の
本
物
の
手
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紙
を
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
が
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
た
も
の
だ
と

勘
違
い
さ
れ
た
と
い
う(M

ost 17)

。

　

し
か
し
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
は
詩
の
冒
頭
か
ら
お
ふ
ざ
け

調
子
だ
。
サ
ッ
ポ
ー
は
パ
オ
ー
ン
に
、
あ
な
た
は
私
の
筆
跡

が
誰
の
か
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
と
言
う
。
も
ち

ろ
ん
、
わ
か
る
は
ず
が
な
い
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
筆
跡
な

の
だ
か
ら
。
だ
が
、 

彼
の
サ
ッ
ポ
ー
は
か
ま
わ
ず
続
け
て
、 

叙

情
詩
で
名
高
い
私
が
ど
う
し
て
そ
の
形
式
で
は
な
く
て
、
こ

の
エ
レ
ジ
ー
形
式
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
の
か
と
お
た
ず
ね

に
な
る
で
し
ょ
う
、 

そ
れ
は
エ
レ
ジ
ー
の
方
が
私
の
悲
し
み
を
伝
え
る
の
に
最
適
だ
っ
た
か
ら
よ
、 

と
し
ら
じ
ら
し
い
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス

の
サ
ッ
ポ
ー
は
こ
の
よ
う
に
も
は
や
抒
情
詩
人
で
な
く
、
年
甲
斐
も
な
く
若
い
パ
オ
ー
ン
に
熱
を
あ
げ
、
彼
に
棄
て
ら
れ
て
も
な
お
か
つ

未
練
が
あ
り
、
つ
い
に
は
絶
望
の
あ
ま
り
投
身
自
殺
し
て
し
ま
う
単
な
る
女
性
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
衝
撃
的

な
こ
と
に
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
は
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た
女
性
で
あ
る
。
彼
女
の
告
白
に
よ
れ
ば
、
彼
女
は
パ
オ
ー
ン
と
い

う
若
い
男
性
へ
の
愛
に
身
を
焦
が
す
よ
う
に
な
る
前
は
、
ア
ナ
ク
ト
リ
エ
、
キ
ュ
ド
ロ
、
ア
ッ
テ
ィ
ス
と
い
う
三
人
の
女
性
を
は
じ
め
と

す
る
百
人
以
上
の
レ
ス
ボ
ス
の
女
性
た
ち
と
同
性
愛
関
係
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
パ
オ
ー
ン
に
恋
に
落
ち
て
い
る
今
と
な
っ
て
は
、
以
前
の

よ
う
に
彼
女
た
ち
に
心
を
奪
わ
れ
な
い
と
言
う
。
い
や
、 

女
性
た
ち
と
の
恋
は
次
の
よ
う
に
「
と
が
む
べ
き
も
の
」 (crim

ine)

で
あ
っ
た

と
後
悔
す
る
。
の
ち
に
言
及
す
る
英
訳
詩
と
の
比
較
の
た
め
に
、 

ロ
ー
ブ
古
典
文
庫
の
グ
ラ
ン
ト
・
シ
ャ
ワ
ー
マ
ン
の
英
訳
を
併
記
す
る
。

 
non oculis grata est A

tthis, ut ante, m
eis,

atque aliae centum
, quas hic sine crim

ine am
avi. . . .　

(O
vid, E

pistle X
V. “Sappho Paoni,” lines 18–19) 3

図版 2
1799年版の『スペクテーター』第 3巻
210頁（第 223号）に面した挿絵。
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m

y eyes joys in A
ttis as once they did, nor 

in the hundred other m
aids I loved here to m

y reproach. . . .

　

そ
し
て
の
ち
に
は
女
性
へ
の
愛
が
自
分
の 「
名
誉
を
棄
損
に
」 (infam

em
) ( “Sappho Paoni, ” line 201)

し
た
の
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

女
性
同
士
の
愛
は
と
が
む
べ
き
で
不
名
誉
な
も
の
だ
が
、
も
う
そ
れ
は
過
去
に
終
わ
っ
た
話
で
、
現
在
は
男
性
を
愛
し
て
い
る

│
オ

ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
こ
の
よ
う
な
サ
ッ
ポ
ー
の
描
き
方
は
、
女
性
同
性
愛
を
ギ
リ
シ
ャ
の
現
象
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
距
離
を

置
こ
う
と
す
る
ロ
ー
マ
人
の
一
般
的
な
態
度
を
端
的
に
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
以
後
、
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
へ
の
言

及
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
非
難
の
声
を
伴
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
現
存
す
る
一
番
古
い
ギ
リ
シ
ャ
語
の
サ
ッ

ポ
ー
の
伝
記
（
二
世
紀
終
わ
り
か
三
世
紀
は
じ
め
）
は
、「
彼
女
の
こ
と
を
淫
ら
で
、
女
を
愛
す
る
女(“a w

om
an-lover”)

と
し
て
非
難

す
る
者
も
い
た
」 ( test. 1) 

と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ッ
シ
リ
ア
出
身
の
シ
リ
ア
人
の
キ
リ
ス
ト
教
護
教
家
タ
テ
ィ
ア
ノ
ス
は
一
八
〇

年
頃
サ
ッ
ポ
ー
を
「
淫
ら
な
恋
の
病
に
か
か
っ
た
女
で
、
自
分
自
身
の
好
色
を
う
た
う
」 (T

itian ch. 33) 

と
し
て
攻
撃
し
、
彼
女
の
詩

の
評
判
を
落
と
し
た
。
二
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
の
修
辞
学
者
・
哲
学
者
テ
ュ
ロ
ス
の
マ
ク
シ
モ
ス
は
サ
ッ
ポ
ー
と
女
性
た
ち
と
の
関
係
を
ソ

ク
ラ
テ
ス
的
愛
に
た
と
え
た
が( test. 20)

、
四
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
の
修
辞
学
者
・
哲
学
者
テ
ミ
ス
テ
ィ
オ
ス
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
サ
ッ
ポ

ー
と
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
に
彼
ら
の
最
愛
の
人
﹇
少
女
・
少
年
﹈
を
節
制
な
く
、
手
放
し
で
褒
め
た
た
え
放
し
に
し
て
い
る
」 ( test. 52) 

と
評
し

た
。
さ
ら
に
、
三
世
紀
初
期
の
ロ
ー
マ
の
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
注
釈
者
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ン
は
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
「
男
性
的
な
サ
ッ
ポ
ー
」
と

い
う
表
現
を
め
ぐ
っ
て
、
サ
ッ
ポ
ー
が
「
男
性
的
」
な
の
は
男
性
の
方
が
優
れ
て
い
る
詩
の
分
野
で
彼
女
が
有
名
だ
か
ら
か
、
そ
れ
と
も

「
ト
リ
バ
ド
」（
女
性
同
性
愛
者
） ( “a tribad ”)

だ
っ
た
と
し
て
中
傷
さ
れ
て
い
る
か
ら
か
、
一
体
ど
ち
ら
の
せ
い
な
の
か
と
頭
を
悩
ま
せ 

た( test. 17)

。
な
ぜ
な
ら
、
古
代
に
お
い
て
は
「
男
性
的
」
と
い
う
言
葉
は
知
的
な
文
脈
だ
け
で
は
な
く
、
同
性
愛
の
女
性
を
指
す
の
に

も
使
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
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男
性
の
よ
う
に
女
性
を
愛
す
る

　

女
性
同
性
愛
者
が
「
男
性
的
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
少
々
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
古
代
の
性
の
し
き
た
り
に
よ
れ

ば
、
性
的
関
係
に
お
け
る
二
人
の
役
割
は
か
な
り
は
っ
き
り
識
別
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
「
男
性
」
は
愛
す
る
側
で
、
積
極
的
に
恋
人
を

求
め
る
が
、「
女
性
」
は
愛
さ
れ
る
側
で
、
欲
望
の
対
象
だ
っ
た
。4

従
っ
て
、
二
人
と
も
男
性
の
場
合
、
一
般
に
年
齢
も
地
位
も
違
っ
て

い
て
、
年
上
で
上
の
階
級
の
者
が
能
動
的
に
愛
す
る
方
で
、
男
と
見
な
す
に
は
若
す
ぎ
る
少
年
が
愛
さ
れ
る
方
な
の
で
、
さ
ほ
ど
問
題
で

は
な
い
。
だ
が
、
女
性
同
士
だ
と
、
ど
ち
ら
か
片
方
が
「
男
性
」
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
憶
測
す
る
よ
り
他
に
な
い
の
で
あ
る
。

　

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
語
』
中
の
「
イ
ピ
ス
と
イ
ア
ン
テ
の
話
」
で
は
、
女
性
が
女
性
と
交
わ
る
た
め
に
片
方
が
本
当
の
男
性

に
変
身
す
る
。
イ
ピ
ス
の
母
親
テ
レ
ト
ゥ
ー
サ
は
生
ま
れ
た
子
が
女
な
ら
育
て
る
の
は
や
め
よ
う
と
言
っ
て
い
た
夫
に
真
実
を
う
ち
明
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
娘
を
男
の
子
だ
と
う
そ
を
つ
き
、
そ
の
よ
う
に
育
て
て
き
た
。
イ
ピ
ス
が
十
三
歳
に
な
っ
た
と
き
、「
彼
」
の
父
親

は
「
彼
」
を
美
し
い
乙
女
イ
ア
ン
テ
と
婚
約
さ
せ
た
。
イ
ピ
ス
と
イ
ア
ン
テ
は
す
ぐ
さ
ま
相
思
相
愛
に
な
っ
た
が
、
イ
ア
ン
テ
が
婚
礼
の

日
を
待
ち
望
ん
で
い
る
に
対
し
、
イ
ピ
ス
は
女
が
女
を
愛
す
な
ん
て
、
雄
牛
と
交
わ
っ
た
パ
シ
パ
エ
（
太
陽
神
の
娘
）
よ
り
も
異
常
だ
わ

と
思
い
悩
む
。
パ
シ
パ
エ
の
恋
の
相
手
は
「
ま
が
り
な
り
に
も
男0

だ
っ
た
」
か
ら
。
テ
レ
ト
ゥ
ー
サ
も
心
配
し
て
、
な
ん
と
か
婚
姻
の
日

ど
り
を
延
ば
し
て
き
た
が
、
と
う
と
う
嘘
の
種
も
尽
き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
イ
シ
ス
女
神
に
助
け
を
求
め
た
。
イ
シ
ス
女
神
は
願
い
を
聞

き
入
れ
、
イ
ピ
ス
を
男
に
変
え
た
の
で
、
イ
ピ
ス
は
め
で
た
く
イ
ア
ン
テ
と
結
婚
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

二
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
の
諷
刺
作
家
ル
キ
ア
ノ
ス
の
『
遊
女
の
対
話
』
の
第
五
話
「
レ
ア
イ
ナ
と
ク
ロ
ー
ナ
リ
オ
ン
」
で
は
、
男
に
変
身

し
な
い
け
れ
ど
も
「
男
の
よ
う
に
」
女
を
愛
す
る
レ
ス
ボ
ス
出
身
の
女
が
出
て
く
る
。
遊
女
の
ク
ロ
ー
ナ
リ
オ
ン
は
「
お
金
持
ち
の
レ
ス

ボ
ス
女
の
メ
ギ
ラ
」
と
同
棲
し
て
い
る
レ
ア
イ
ナ
に
、
一
緒
の
時
に
何
を
す
る
の
よ
、
と
し
つ
こ
く
訊
ね
る
。
何
し
ろ
、「
レ
ス
ボ
ス

じ
ゃ
女
の
人
は
男
み
た
い
で
、
男
に
例
の
こ
と
を
さ
れ
る
の
を
嫌
っ
て
、
自
分
の
方
か
ら
女
の
人
に
ま
る
で
男
み
た
い
に
近
づ
く
」
と
い

う
噂
が
あ
る
か
ら
、
興
味
津
々
な
の
だ
。
そ
こ
で
、
レ
ア
イ
ナ
は
し
ぶ
し
ぶ
、
次
の
よ
う
に
告
白
す
る
。
彼
女
は
、
宴
席
の
あ
と
で
メ
ギ
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ラ
と
も
う
一
人
の
女
デ
ー
モ
ー
ナ
ッ
サ
が
い
る
ベ
ッ
ド
へ
と
誘
わ
れ
た
の
だ
。
メ
ギ
ラ
は
ま
る
で
「
男
の
人
」
み
た
い
に
レ
ア
イ
ナ
に

デ
ィ
ー
プ
・
キ
ス
を
し
、
燃
え
上
が
っ
て
く
る
と
い
き
な
り
鬘
を
脱
ぎ
捨
て
、
丸
坊
主
の
頭
を
見
せ
た
。
そ
し
て
、
自
分
は
メ
ギ
ロ
ス
と

い
う
男
で
、
ず
っ
と
前
か
ら
こ
こ
に
い
る
デ
ー
モ
ー
ナ
ッ
サ
と
結
婚
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
。
驚
い
た
レ
ア
イ
ナ
が
「
そ
れ
じ
ゃ
、
メ
ギ

ロ
ス
さ
ん
、
あ
な
た
は
、
ア
キ
レ
ウ
ス
が
紫
の
衣
を
着
て
い
る
乙
女
た
ち
の
間
に
か
く
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
男
な
の
に
私
た

ち
に
は
わ
か
ら
ず
に
い
た
っ
て
わ
け
ね
。
あ
な
た
は
男
の
例
の
も
の
を
持
っ
て
い
て
、
男
と
同
じ
よ
う
に
デ
ー
モ
ー
ナ
ッ
サ
に
す
る
の

ね
」
と
聞
く
が
、
メ
ギ
ラ
は
「
例
の
も
の
」
は
持
っ
て
い
な
い
と
答
え
る
。
ま
た
、
両
方
の
性
器
を
持
つ
ヘ
ル
マ
プ
ロ
デ
ィ
ー
ト
ス
で
も

な
け
れ
ば
、
テ
ー
バ
イ
の
予
言
者
テ
イ
レ
シ
ア
ー
ス
の
よ
う
に
女
か
ら
男
に
な
っ
た
の
で
も
な
い
、
生
ま
れ
つ
き
女
だ
け
れ
ど
も
「
考
え

方
や
望
み
、
そ
の
他
の
点
で
す
っ
か
り
男
な
ん
だ
」
と
言
う
。
そ
し
て
、「
私
に
は
男
の
も
の
の
代
わ
り
が
あ
る
の
さ
、
さ
あ
、
や
ら
せ

て
ご
覧
」
と
レ
ア
イ
ナ
に
迫
り
、
こ
と
を
お
こ
な
い
、
満
足
し
た
の
で
あ
る
。

　

レ
ス
ボ
ス
の
男
の
よ
う
な
同
性
愛
女
性
の
話
は
サ
ッ
ポ
ー
を
想
起
さ
せ
る
に
十
分
だ
ろ
う
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
レ
ス
ボ
ス
と
女
性
同
性

愛
を
決
定
的
に
結
び
つ
け
た
現
存
す
る
最
古
の
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
女
性
が
ど
の
よ
う
に
女
性
を
愛
す
る
の

か
と
い
う
疑
問
に
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
る
点
で
も
重
要
だ
。
つ
ま
り
、
メ
ギ
ラ
は
肉
体
的
に
は
女
性
だ
が
、「
男
の
も
の
の
代
わ

り
」
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
女
性
を
悦
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。「
男
の
も
の
の
代
わ
り
」
と
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
舞

台
が
イ
ギ
リ
ス
の
十
八
世
紀
に
移
っ
て
か
ら
詳
述
し
た
い
。

二
人
の
サ
ッ
ポ
ー

　

サ
ッ
ポ
ー
の
話
に
戻
れ
ば
、
三
世
紀
頃
ま
で
に
は
、
彼
女
の
評
判
は
完
全
に
地
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
サ
ッ

ポ
ー
の
名
誉
を
回
復
し
よ
う
と
頭
を
ひ
ね
っ
た
学
者
も
い
た
。
三
世
紀
の
ロ
ー
マ
の
修
辞
学
者
ア
イ
リ
ア
ノ
ス
は
、『
ギ
リ
シ
ャ
奇
談
集
』

の
中
で
、 「
レ
ス
ボ
ス
に
は
も
う
一
人
サ
ッ
ポ
ー
と
い
う
名
の
女
が
い
て
、 

こ
れ
は
詩
人
で
は
な
く
て
遊
女
で
あ
っ
た
こ
と
を
筆
者
は
知
っ
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て
い
る
」 ( test. 4) 

と
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
情
報
の
拠
り
所
は
紀
元
前
三
世
紀
頃
の
シ
チ
リ
ア
の
シ
ュ
ラ
ク
サ
イ
出
身
の
ギ
リ
シ
ャ
人

著
述
家
ニ
ュ
ン
ポ
ド
ロ
ス
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ン
ポ
ド
ロ
ス
は
詩
人
の
サ
ッ
ポ
ー
の
他
に
売
春
婦
の
サ
ッ
ポ
ー
が
い
て
、
後
者
の
女
が
パ
オ
ー

ン
と
い
う
若
者
に
恋
に
落
ち
た
の
だ
と
主
張
し
た
。5

こ
れ
は
ア
テ
ナ
イ
の
喜
劇
で
描
か
れ
た
好
色
な
サ
ッ
ポ
ー
に
対
す
る
反
動
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
二
人
の
サ
ッ
ポ
ー
説
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

偉
大
な
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
を
不
名
誉
か
ら
救
い
出
そ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
解
決
法
は
十
世
紀
の
百
科
事
典
『
ス
ー
ダ
』
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
レ
ス
ボ
ス
島
出
身
の
サ
ッ
ポ
ー
の
項
が
二
つ
あ
る

の
で
あ
る
。
一
人
は
、
エ
レ
ス
ス
市
出
身
の
抒
情
詩
人
、「
大
金
持
ち
と
結
婚
し
、（
中
略
）
ク
レ
イ
ス
と
い
う
名
の
娘
を
も
う
け
た
。
彼

女
に
は
ア
ッ
テ
ィ
ス
、
テ
レ
ス
ィ
ッ
パ
、
メ
ガ
ラ
と
い
う
三
人
の
仲
間
と
友
人
た
ち
が
い
て
、
彼
女
ら
と
の
不
純
な
交
友
で
悪
名
高
か
っ

た
。（
中
略
）
彼
女
は
九
巻
の
叙
情
詩
を
書
き
、
ピ
ッ
ク
﹇
弦
楽
器
演
奏
用
の
つ
め
﹈
を
発
明
し
た
。
彼
女
は
ま
た
警
句
、
挽
歌
、
短
調
格

の
諷
刺
詩
、
独
唱
歌
も
書
い
た
」 ( test. 2)
。
も
う
一
人
の
サ
ッ
ポ
ー
は
ミ
テ
ィ
リ
ニ
市
出
身
の
リ
ラ
奏
者
で
、「
ミ
テ
ィ
リ
ニ
人
の
パ
オ

ー
ン
へ
の
愛
の
た
め
に
レ
フ
カ
ス
の
岩
上
か
ら
飛
び
降
り
て
、
溺
死
し
た
。
彼
女
も
叙
情
詩
を
書
い
た
と
い
う
者
も
い
る
」 ( test. 3)

。
し

か
し
、
た
と
え
ば
、
一
番
目
の
サ
ッ
ポ
ー
の
結
婚
相
手
が
ア
ン
ド
ロ
ス
島(A

ndros)

出
身
の
ケ
ル
キ
ュ
ラ
ス(K

erkylas)

と
い
う
名
前

だ
と
記
さ
れ
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
語
でA

ndros

は
「
男
性
の
」、kerkos

は
「
陰
茎
」
を
意
味
す
る
の
で(Lardinois 22)

、
男
島
出
身
の

陰
茎
氏
と
い
う
の
も
同
然
の
ふ
ざ
け
た
名
前
で
あ
る
。『
ス
ー
ダ
』
が
ど
れ
ほ
ど
ま
じ
め
に
サ
ッ
ポ
ー
の
「
伝
記
的
事
実
」
を
記
そ
う
と
、

ば
か
ば
か
し
さ
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。

ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
サ
ッ
ポ
ー

　
『
ス
ー
ダ
』
以
降
中
世
後
半
の
間
は
サ
ッ
ポ
ー
に
つ
い
て
の
言
及
は
何
も
な
い
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
彼
女
は
戻
っ
て
き
た
。
オ

ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
女
主
人
公
た
ち
』
が
続
々
と
出
版
さ
れ
、
そ
の
中
の
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
が
サ
ッ
ポ
ー
の
伝
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記
の
主
た
る
源
泉
に
な
る
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
注
釈
者
た
ち
に
と
っ
て
、
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
は
事
実
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
四
八

二
年
、
一
四
九
二
年
、
一
四
九
五
年
、
一
四
九
九
年
に
出
版
さ
れ
た
一
連
の
ベ
ネ
ツ
イ
ア
版
や
十
六
世
紀
の
い
く
つ
か
の
大
陸
版
に
は
ド

ミ
テ
ィ
ウ
ス
・
カ
ル
デ
リ
ヌ
ス
（
一
四
四
七
│
七
八
）
の
ラ
テ
ン
語
の
注
釈
が
繰
り
返
し
収
録
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
っ
た
。

彼
女
﹇
サ
ッ
ポ
ー
﹈
は
彼
女
た
ち
を
男
が
や
る
よ
う
に
愛
し
た
が
、
他
の
女
性
た
ち
と
は
ト
リ
バ
ド(tribade)

だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ユ
ウ

ェ
ナ
リ
ス
や
マ
ル
テ
ィ
ア
リ
ス
に
よ
れ
ば
、﹇
ギ
リ
シ
ャ
語
の
﹈ “tribein ”

と
は
こ
す
る
こ
と
だ
か
ら
、
こ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
女
性
た
ち

を
陵
辱
し
た
の
だ
。
そ
れ
で
、
彼
女
は
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
っ
て
男
性
的
な
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

0

0

0

0

と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

(Q
td. in A

ndreadis, Sappho 29–30)

　

ド
ミ
テ
ィ
ウ
ス
は
「
男
が
や
る
よ
う
に
」
愛
す
る
行
為
（
挿
入
）
と
「
こ
す
る
」
行
為
を
区
別
し
て
い
る
が
、
両
方
と
も
女
性
同
性
愛

行
為
と
し
て
見
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、「
男
性
的
な
サ
ッ
ポ
ー
」
と
い
う
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
有
名
な
言
葉
が
、
サ
ッ
ポ
ー
の

詩
的
な
能
力
で
は
な
く
彼
女
の
同
性
愛
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
古
代
の
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ン
に
と
っ
て
ど
ち
ら

を
指
す
の
か
不
明
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
注
釈
者
に
と
っ
て
サ
ッ
ポ
ー
が
男
性
並
の
詩
的
能
力
を

持
っ
て
い
る
こ
と
な
ぞ
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　

サ
ッ
ポ
ー
の
詩
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
き
に
は
全
九
巻
あ
っ
た
の
に
、
暗
黒
時
代
が
始
ま
る

直
前
の
九
世
紀
頃
ま
で
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。
十
六
世
紀
に
は
、
こ
の
突
然
の
消
失
を
巡
っ
て
、
も
う
一
つ
の
歴ヒ

ス

ト
史
／

物リ

ー語
が
書
き
留
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
異
教
の
詩
人
で
同
性
愛
者
の
サ
ッ
ポ
ー
の
作
品
は
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
よ
っ
て
道
徳
的

放
縦
の
極
致
と
の
烙
印
を
お
さ
れ
、
焚
書
の
対
象
に
な
っ
た
と
。
た
と
え
ば
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
主
教
ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス
の
グ

レ
ゴ
リ
オ
ス
が
三
八
〇
年
に
サ
ッ
ポ
ー
の
作
品
を
燃
や
せ
と
命
令
し
た
と
か
、
あ
る
い
は
、
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ス
の
古
典
学
者

ヨ
セ
フ
・
ス
カ
リ
ゲ
ル
（
一
五
四
〇
│
一
六
〇
九
）
が
、
一
〇
七
三
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の
命
に
よ
っ
て
、
サ
ッ
ポ
ー
や
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そ
の
他
の
抒
情
詩
人
の
作
品
が
ロ
ー
マ
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
焼
き
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
話
を
伝
え
て
い
る
。6

　

そ
の
一
方
で
、
詩
人
と
し
て
の
サ
ッ
ポ
ー
を
全
面
的
に
崇
め
る
者
た
ち
も
い
た
。
た
と
え
ば
、
十
五
世
紀
は
じ
め
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

女
性
作
家
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ド
・
ピ
ザ
ン
（
一
三
六
三
頃
│
一
四
三
一
）
が
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
的
な
名
声
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
愛
人
と
か

同
性
愛
な
ど
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ず
に
、
知
的
な
女
性
と
し
て
の
サ
ッ
ポ
ー
を
称
え
た
。
そ
し
て
、
サ
ッ
ポ
ー
や
そ
の
他
の
十
七
人
の

知
的
な
女
性
た
ち

│
歴
史
上
の
人
物
だ
け
で
な
く
、
ロ
ー
マ
神
話
の
知
恵
と
武
勇
の
女
神
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
キ
ル
ケ
ー

（
ホ
メ
ロ
ス
の
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
に
出
る
、
魔
術
で
男
を
豚
に
変
え
た
と
い
う
魔
女
）、
メ
ー
デ
イ
ア
（
イ
ア
ー
ソ
ー
ン
の
金
の
羊
毛
獲
得
を
助
け

た
魔
女
）
な
ど
神
話
的
人
物
も
含
む

│
こ
そ
が
、
女
性
に
男
性
と
同
じ
知
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
十
六
世

紀
に
入
る
と
、
イ
タ
リ
ア
の
画
家
ラ
フ
ァ
エ
ロ
（
一
四
八
三
│
一
五
二
〇
）
が
「
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
」
の
絵
の
中
で
九
人
の
女
神
た
ち
の
中
に

混
じ
る
唯
一
の
人
間
と
し
て
サ
ッ
ポ
ー
を
描
き
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
古
典
学
者
ト
マ
ス
・
モ
ア
（
一
四
七
八
│
一
五
三
五
）
が
プ
ラ
ト
ン
に

よ
っ
て
サ
ッ
ポ
ー
が
「
第
十
番
目
の
ミ
ュ
ー
ズ
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ャ
語
で
引
用
し
た
。
さ
ら
に
、
十
六
世
紀
終

わ
り
に
は
、
劇
作
家
ジ
ョ
ン
・
リ
リ
ー
（
一
五
五
四
頃
│
一
六
〇
六
）
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
面
前
で
上
演
し
た
喜
劇
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
』

（
一
五
八
四
）
に
お
い
て
、
サ
ッ
ポ
ー
を
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
よ
う
に
王
家
の
生
ま
れ
で
、
学
識
が
あ
り
、
か
つ
ま
た
パ
オ
（
エ
リ
ザ
ベ
ス

一
世
に
求
愛
し
て
い
た
ア
ラ
ン
ソ
ン
公
爵
を
暗
示
）
へ
の
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
情
熱
に
打
ち
勝
ち
、
処
女
を
守
っ
た
貞
淑
な
女
性
と
し
て
描

い
て
い
た
。7

　

十
六
世
紀
に
は
、
サ
ッ
ポ
ー
自
身
の
詩
も
現
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
一
五
〇
八
年
に
サ
ッ
ポ
ー
の
「
断
篇
１
」
を
引
用
し
た
ハ

リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
の
『
文
章
構
成
法
』
が
、
一
五
五
四
年
に
「
断
篇
31
」
を
引
用
し
た
ロ
ン
ギ
ノ
ス
の
『
崇
高

論
』
が
出
版
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
五
四
六
年
に
ギ
リ
シ
ャ
語
版
の
『
文
章
構
成
法
』
が
出
版
さ
れ
た
あ
と
、
一
五
五
四
年
に
サ

ッ
ポ
ー
の
「
断
篇
１
」
を
収
め
た
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
の
ギ
リ
シ
ャ
語
版
の
詩
集
、
一
五
五
六
年
に
は
そ
の
第
二
版
で
「
断
篇
31
」
も
収
め
た

も
の
の
出
版
、
そ
し
て
一
五
六
六
年
に
は
、「
断
篇
１
」
と
「
断
篇
31
」
の
他
に
四
〇
ほ
ど
の
サ
ッ
ポ
ー
の
断
篇
も
所
収
し
た
ギ
リ
シ
ャ

抒
情
詩
人
詩
集
（
ほ
と
ん
ど
の
詩
に
ラ
テ
ン
語
訳
が
つ
く
）
が
出
版
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ
の
後
一
六
六
〇
年
に
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
と
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サ
ッ
ポ
ー
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
語
版
の
詩
集
、
一
六
七
四
年
に
は
、
ボ
ワ
ロ
に
よ
る
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
語
訳
『
崇
高
論
』、
一
六
八
一

年
に
は
ア
ン
ヌ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
・
ダ
シ
エ
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
訳
『
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
と
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
集
』
な
ど
が
続
々
と
出
版
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。8

　

こ
れ
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
（
一
六
二
七
│
五
六
）
に
よ
る
最
初
の
英
訳
『
崇
高
論
』
の
出
版
が
一
六
五
二
年
、

サ
ッ
ポ
ー
の
詩
を
収
め
た
ギ
リ
シ
ャ
語
と
ラ
テ
ン
語
訳
版
の
『
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
の
オ
ー
ド
』
出
版
は
も
っ
と
遅
く
一
六
九
五
年
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
以
前
で
も
古
典
語
を
解
す
る
知
識
階
級
の
間
で
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
は
よ
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
十

七
世
紀
は
じ
め
の
形
而
上
派
詩
人
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
（
一
五
七
二
│
一
六
三
一
）
は
、
サ
ッ
ポ
ー
が
女
性
の
ピ
ラ
エ
ニ
ス
（
こ
の
名
前
は
古
代

ロ
ー
マ
の
詩
人
マ
ル
テ
ィ
ア
リ
ス
が
描
い
た
両
性
愛
者
と
し
て
有
名
な
女
性
か
ら
採
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
に
宛
て
た
と
い
う
設

定
の
詩
「
ピ
ラ
エ
ニ
ス
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
を
書
い
た
が
、
そ
の
十
六
行
目
「
私
は
あ
な
た
を
神
々
に
た
と
え
る
」( “w

hen 

gods to thee I do com
pare ”)

は
明
ら
か
に
「
断
篇
31
」
の
一
行
目
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ダ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
は
、
オ

ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
淫
ら
な
だ
け
の
サ
ッ
ポ
ー
と
違
っ
て
、
詩
の
言
葉
が
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
か
を
真
剣
に
探
る
詩
人
で
あ
る
。

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
影
響

　

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
十
六
世
紀
中
頃
か
ら
『
女
主
人
公
た
ち
』
の
英
訳
版
が
続
々
と
出
版
さ
れ
て
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス

の
サ
ッ
ポ
ー
像
が
広
く
世
間
に
行
き
渡
る
に
つ
れ
、
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
の
名
誉
に
か
げ
り
が
出
て
き
た
。
つ
ま
り
、
同
性
愛
者
サ
ッ
ポ
ー
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
英
訳
版
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、
い
か
に
サ
ッ
ポ

ー
の
同
性
愛
が
キ
リ
ス
ト
教
の
罪
と
し
て
抑
圧
さ
れ
、
語
る
の
も
は
ば
か
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
か
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
前
に

引
用
し
た
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
ラ
テ
ン
語
の
詩
で“crim

ine ”

と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
、
一
五
六
七
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ー
バ

ヴ
ィ
ル
（
一
五
四
〇
頃
│
九
七
頃
）
の
英
訳
で
は“sham

e ”

（
恥
辱
）
と
さ
れ
た
。
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N
or A

tthis, as she did of yore,

allures these eyes of m
ine.

N
e yet a hundreth m

o

w
hom

 (sham
e ylayd aside)

I fancide erste...

9.

　

一
六
三
九
年
の
ジ
ョ
ン
・
シ
ャ
バ
ー
ン
（
十
七
世
紀
中
葉
活
躍
）
の
英
訳
で
は
、
そ
の
箇
所
は
「
私
の
罪
」
で
あ
る
。

V
ile A

lthis, once m
ost gratefull in m

y sight,

A
nd hundreds m

ore w
ith w

hom
 m

y sins are know
ne

10.

　

そ
し
て
最
も
有
名
な
一
七
〇
七
年
の
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
の
英
訳
で
は
、
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
の
相
手
の
数
や
具
体
的
な
名
前

す
ら
消
さ
れ
、
た
だ
単
に
「
私
の
罪
深
い
愛
の
対
象
」
と
一
言
で
済
ま
せ
て
い
る
。

N
o m

ore the Lesbian dam
es m

y passion m
ove,

O
nce the dear objects of m

y guilty love;　

(lines 17–18)
11

　

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
影
響
力
は
さ
ら
に
旅
行
記
に
ま
で
及
ん
だ
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
人
ニ
コ
ラ
ス
・
ド
・
ニ
コ
レ
イ
（
一
五
一
七

│
八
三
）
の
『
ト
ル
コ
航
海
記
』
の
一
五
八
五
年
の
英
訳
で
は
、
ト
ル
コ
の
女
性
た
ち
が
公
衆
浴
場
に
一
緒
に
入
る
風
習
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
描
写
さ
れ
た
。

彼
女
た
ち
は
時
に
は
十
人
か
十
二
人
で
、
時
に
は
も
っ
と
大
勢
、
ギ
リ
シ
ャ
人
も
ト
ル
コ
人
も
一
緒
に
行
き
、
お
互
い
の
体
を
親
し
く
洗
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い
合
う
。
そ
う
す
る
と
、
頻
繁
に
浴
場
に
行
く
う
ち
に
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
﹇
東
部
地
中
海
お
よ
び
そ
の
沿
岸
諸
国
﹈
の
女
た
ち
の
間
は
非
常

に
親
密
に
な
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
時
に
は
、
ま
る
で
男
性
と
の
よ
う
に
、
強
烈
に
愛
す
る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
乙
女
や
絶
世
の
美
女

を
見
初
め
た
ら
、
彼
女
た
ち
と
一
緒
に
入
浴
し
、
随
意
に
ど
こ
で
で
も
彼
女
ら
に
触
れ
、
体
を
ま
さ
ぐ
る
手
段
を
見
い
だ
す
ま
で
や
め
な

い
ほ
ど
に
。
こ
こ
の
女
性
た
ち
は
そ
れ
ほ
ど
享
楽
的
で
同
性
に
淫
ら
で
あ
る
。
遠
い
過
去
に
も
ト
リ
バ
ド
﹇
女
性
同
性
愛
者
﹈
た
ち
は
い

た
。
そ
の
ト
ッ
プ
が
レ
ス
ボ
ス
島
の
サ
ッ
ポ
ー
で
、
百
人
の
大
人
の
女
性
や
少
女
た
ち
を
愛
し
て
い
た
の
だ
が
、
た
っ
た
一
人
の
男
友
達

パ
オ
ー
ン
に
気
を
移
し
て
し
ま
っ
た
。(N

icolay 60)

　

こ
こ
で
は
、
ト
ル
コ
の
女
性
た
ち
が
お
互
い
に
体
を
洗
い
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ま
る
で
男
性
と
の
よ
う
に
」
同
性
と
愛
し
合
う
よ

う
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
女
性
た
ち
を
意
味
す
る
「
ト
リ
バ
ド
」
の
イ
コ
ン
的
存
在
と
し
て
、
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
サ
ッ
ポ
ー
は
、
彼
女
の
同
性
愛
の
相
手
と
し
て
「
百
人
」
と
い
う
数
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
オ
ウ
ィ

デ
ィ
ウ
ス
が
描
い
た
サ
ッ
ポ
ー
で
あ
る
。

　

近
代
初
期
の
旅
行
記
に
は
、
こ
の
よ
う
に
女
性
同
性
愛
を
東
方
の
ト
ル
コ
の
女
性
た
ち
の
奇
妙
な
習
慣
と
し
て
紹
介
す
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
一
六
八
四
年
に
英
訳
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
男
爵
Ｊ
・
Ｂ
・
タ
ヴ
ァ
ニ
エ
（
一
六
〇
五
│
八
九
）
の
『
ト
ル
コ
・
ペ
ル
シ
ャ
・
東

イ
ン
ド
諸
国
旅
行
記
全
集
』
中
の
「
大
君
主
の
宮
殿
内
奥
の
新
し
い
関
係
」
で
は
、
ト
ル
コ
宮
殿
内
の
ハ
ー
レ
ム
や
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
市
の
女
性
た
ち
が
男
性
同
士
の
「
い
ま
い
ま
し
い
愛
」 (Tavernier 2: 86) 

を
ま
ね
た
女
性
同
士
の
性
愛
に
つ
い
て
伝
え
て
い

る
。
サ
ッ
ポ
ー
の
生
地
と
さ
れ
る
レ
ス
ボ
ス
島
は
ト
ル
コ
沿
岸
沖
に
あ
る
の
で
、
ト
ル
コ
の
習
慣
は
も
っ
と
も
ら
し
い
話
で
あ
る
。
し
か

し
、
当
時
の
旅
行
記
が
常
に
真
実
を
記
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
キ
ャ
サ
リ
ン
・
パ
ー
ク
が
「
性
的
異
常
を
別
の
種
族
や
大
陸
の

女
性
た
ち
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
肉
体
に
投
影
す
る
こ
と
は
、
近
代
初
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
誌
文
学
に
よ
く
見
ら
れ
る
文
彩
だ
っ
た
」 (Park 

172–73) 

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
旅
行
記
は
女
性
同
性
愛
の
存
在
を
遠
い
東
方
の
ト
ル
コ
に
追
い
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
洋
社
会
か

ら
そ
の
存
在
を
排
除
す
る
の
に
一
役
買
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
代
ロ
ー
マ
人
が
女
性
同
性
愛
を
ギ
リ
シ
ャ
の
現
象
と
し
て
見
な

し
た
の
と
似
て
い
る
。
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当
時
の
旅
行
記
に
は
ま
た
、
女
性
同
性
愛
者
を
東
洋
化
す
る
傾
向
に
加
え
て
、
差
別
的
な
階
級
意
識
も
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
ア
ウ

グ
エ
リ
ウ
ス
・
ギ
ス
レ
ニ
ウ
ス
・
ブ
ス
ベ
ク
ィ
ウ
ス
（
一
五
二
二
│
九
二
）
の
ラ
テ
ン
語
の
『
ト
ル
コ
へ
の
使
節
に
関
す
る
Ａ
・
Ｇ
・
ブ

ス
ベ
ク
ィ
ウ
ス
の
四
通
の
書
簡
』 （
一
五
八
九
）
は
各
国
語
で
再
版
を
重
ね
、
英
訳
版
は
一
六
九
四
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
出
た
本
だ
が
、

こ
の
中
に
は
、
ト
ル
コ
の
公
衆
浴
場
で
同
性
愛
に
ふ
け
る
女
性
は
「
庶
民
」
で
あ
り
、「
家
に
風
呂
が
あ
る
」 (B

usbecq 182) 

貴
族
階
級

の
女
性
で
は
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
読
者
層
は
ほ
と
ん
ど
が
貴
族
だ
っ
た
の
で
、
遠
い
異
国
の
、
し
か
も
庶

民
階
級
の
女
性
の
同
性
愛
の
話
を
自
分
た
ち
と
は
関
係
の
な
い
話
と
し
て
楽
し
ん
だ
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
サ
ッ
ポ
ー
の
よ
う
な
女
性
同
性
愛
者
は
古
代
や
遠
い
異
国
に
は
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
内
に
は
ど
こ
を
探
し
て

も
い
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
が
西
洋
諸
国
の
中
で
女
性
同
性
愛
を
一
度
も
法
的
に
処
罰
し
な
か
っ
た
唯
一
の
国
で

あ
る
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
中
世
以
来
近
代
に
至
る
ま
で
、
大
陸
の
女
性
同
性
愛
者
た
ち
は
法
的
迫
害
を
受
け
続
け
、
少
な
く
と
も
一

人
の
ド
イ
ツ
の
女
性
同
性
愛
者
が
一
七
二
一
年
に
処
刑
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る(D

ekker and de Pol 76–80; H
itchcock 77)

。

一
方
、
一
五
三
三
年
の
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、
男
性
同
士
や
男
女
間
の
ソ
ド
ミ
ー
だ
け
が
死
罪
に
さ
れ
た
。
女
性
同
士
の
愛
は
ど
う
し
て
法

的
に
罰
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
女
性
同
性
愛
史
家
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
決
し
て
女
性
同
性
愛
の
存
在
が
許
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
社
会
的
に
抹
消
さ
れ
、
無
視
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う(D

onoghue, Passions 18)

。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
れ

ほ
ど
女
性
同
性
愛
に
対
す
る
抑
圧
が
強
力
だ
っ
た
と
言
え
る
。

両
性
具
有
の
身
体

　

さ
て
、
古
代
の
ル
キ
ア
ノ
ス
の
レ
ス
ボ
ス
女
メ
ギ
ラ
は
自
分
が
身
体
的
に
女
性
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「
男
の
も
の
の
代
わ
り
」
を
持
っ

て
い
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
女
を
悦
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
っ
き
り
主
張
し
た
。「
男
の
も
の
の
代
わ
り
」
と
は
何
な
の
か
。
こ
の
疑

問
に
、
い
ま
だ
二
世
紀
ギ
リ
シ
ャ
の
ガ
レ
ノ
ス
説
か
ら
脱
却
し
て
い
な
か
っ
た
近
代
初
期
の
医
学
書
や
解
剖
学
書
は
、
男
性
性
器
並
に
大
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き
な
ク
リ
ト
リ
ス
の
こ
と
で
あ
る
と
断
定
し
た
。
そ
し
て
、
十
七
世
紀
の
旅
行
書
と
同
じ
よ
う
に
、
サ
ッ
ポ
ー
を
祖
と
す
る
女
性
同
性
愛

者
の
異
国
説
を
唱
え
た
。

　

た
と
え
ば
、
三
〇
年
の
産
婆
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
ジ
ェ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
プ
は
『
産
婆
術
書
』 （
一
六
七
一
）
の
中
で
、
他
の
人
た
ち
よ
り

も
大
き
く
て
、
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
ク
リ
ト
リ
ス
を
持
っ
て
い
る
女
性
を
両
性
具
有
者
で
あ
る
と
し
、
次
に
肉
体
的
な
異
常
が
い
か
に
性

的
な
異
常
を
導
く
か
を
説
明
し
た
。
普
通
の
ク
リ
ト
リ
ス
は
ほ
ん
の
小
さ
な
芽
だ
が
、
時
々
陰
茎
の
よ
う
に
大
き
く
て
長
い
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
は
刺
激
さ
れ
る
と
膨
れ
て
固
く
な
る
の
で
、「
淫
ら
な
女
た
ち
」
は
そ
れ
を
「
男
が
彼
女
ら
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
」
使
う
の

だ
。
シ
ャ
ー
プ
は
最
後
に
、
そ
の
よ
う
な
異
常
な
性
器
を
持
つ
女
性
は
イ
ン
ド
諸
国
や
エ
ジ
プ
ト
で
は
珍
し
く
な
い
け
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ

ス
に
は
一
人
と
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る(Sharp 44–45)

。
女
性
同
性
愛
の
場
所
と
し
て
ト
ル
コ
の
代
わ
り
に
イ
ン
ド
諸
国
や
エ
ジ

プ
ト
の
地
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
イ
ギ
リ
ス
か
ら
遠
い
異
国
で
あ
る
の
で
、
読
者
は
一
安
心
し
た
に
違
い
な
い
。

　

シ
ャ
ー
プ
の
『
産
婆
術
書
』
は
一
七
二
五
年
ま
で
に
四
版
を
重
ね
た
ほ
ど
俗
受
け
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
科
医
ニ
コ
ラ
ス
・
ヴ
ェ

ネ
ッ
ト
（
一
六
三
三
│
九
八
）
が
一
六
九
六
年
に
書
い
た
本
の
英
訳
版
『
夫
婦
間
の
営
み
の
奥
義
の
開
示
』 （
一
七
〇
七
）
も
人
気
が
あ
っ
た

本
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
に
い
か
に
し
た
ら
子
ど
も
を
つ
く
れ
る
か
を
記
し
た
性
の
手
引
き
書
で
あ
る
が
、
本
の
終
わ
り
の
方
で
五
種
の
両

性
具
有
者
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
。
最
初
の
三
人
は
「
本
物
の
男
性
」、
五
番
目
の
は
「
完
全
な
両
性
具
有
」
で
両
方
の
性
器
を
持
つ
。

そ
し
て
四
番
目
の
が
ク
リ
ト
リ
ス
の
大
き
い
女
性
で
、
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
が
「
ト
リ
バ
ド
」
と
呼
ん
で
い
た
も
の
だ
と
い
う(Venette 

453–67)

。
ヴ
ェ
ネ
ッ
ト
は
ま
た
ク
リ
ト
リ
ス
の
説
明
の
と
き
「
こ
の
部
分
を
好
色
な
女
性
た
ち
は
し
ば
し
ば
い
じ
る
」
と
述
べ
、
そ
の

す
ぐ
あ
と
で
、「
レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
は
彼
女
の
こ
の
部
分
が
も
っ
と
小
さ
か
っ
た
ら
、
あ
ん
な
ひ
ど
い
評
判
が
た
た
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
」 (Venette 15) 

と
言
っ
て
い
る
。
サ
ッ
ポ
ー
が
同
性
愛
な
の
は
彼
女
の
性
器
の
奇
形
の
せ
い
と
い
う
説
で
あ
る
。

　

一
七
〇
八
年
出
版
の
『
オ
ナ
ニ
ア
』
は
一
七
五
九
年
ま
で
に
十
九
版
ま
で
い
っ
た
自
慰
の
禁
止
を
唱
え
た
本
で
あ
る
。
一
七
二
五
年
頃

出
版
さ
れ
た
『
オ
ナ
ニ
ア
補
遺
』
は
、
自
慰
を
す
る
と
ク
リ
ト
リ
ス
が
大
き
く
な
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
禁
止
を
唱
え
た
。
そ
し
て
、

ク
リ
ト
リ
ス
が
大
き
い
女
性
の
こ
と
を
、Fricatrices, T

ribades, Subigatrices, H
erm

ophrodites[ sic]

（
は
じ
め
の
三
つ
が
女
性
同



27　第一章　レスビアン誕生秘話

性
愛
者
を
指
し
、
最
後
が
両
性
具
有
者
の
こ
と
）
と
呼
び
、
そ
う
い
う
女
性
は
ト
ル
コ
、
リ
ス
ボ
ン
、
ア
ラ
ビ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
北
ア
メ

リ
カ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
い
る
と
明
記
し
た( Supplem

ent to the O
nania 154–66)

。

　

ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ジ
ャ
イ
ル 

（
一
六
八
六
│
一
七
四
四
） 

の
作
と
さ
れ
る
『
両
性
具
有
者
論
』 （
一
七
一
八
）12

は
、 

ヴ
ェ
ネ
ッ
ト
の
五
種
の
両
性

具
有
者
を
紹
介
し
、 

検
証
し
た
あ
と
、 

主
に
女
性
の
両
性
具
有
者
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
大
き
な
ク
リ
ト
リ
ス
の
持
ち
主
で
、

「
た
く
ま
し
く
、
好
色
」
で
、
他
の
女
性
と
お
互
い
に
楽
し
み
合
う
女
性
で
あ
る
。「
両
性
具
有
者
た
ち
と
男
性
的
な
女
性
た
ち
の
情
事
」

の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
う
い
う
女
性
た
ち
の
具
体
的
な
話
を
描
く
。
最
初
の
話
は
「
気
候
が
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
、
肉
欲
へ
の
耽
溺
が
強

く
な
る｣

と
い
う
記
述
か
ら
始
ま
り
、
イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
二
人
の
男
っ
ぽ
い
女
性
同
士
が
男
女
の
役
割
を
変
え
つ
つ
楽
し
む
秘
め

事
に
つ
い
て
、
二
番
目
の
話
は
そ
れ
ぞ
れ
男
性
に
失
恋
し
た
二
人
の
イ
タ
リ
ア
女
性
が
一
緒
に
住
み
、
互
い
に
愛
し
合
っ
た
が
、
二
人
と

も
最
後
に
は
男
性
と
結
婚
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
三
番
目
の
話
は
二
人
の
有
名
な
両
性
具
有
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
種
の
女
性
た
ち

は
（
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
）
涼
し
い
国
々
よ
り
も
暖
か
い
「
ト
ル
コ
や
他
の
東
洋
諸
国
」
に
多
い
と
さ
れ
た(Jacob 17, 19–55, 60)

。

　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
（
一
七
〇
五
│
七
〇
）
の
『
両
性
具
有
者
の
性
質
に
関
す
る
機
械
論
的
批
評
的
研
究
』 （
一
七
四
一
）
で
は
、

真
正
の
両
性
具
有
者
は
い
な
い
と
さ
れ
る
。
い
る
の
は
身
体
的
に
欠
陥
の
あ
る
女
性
、
す
な
わ
ち
「
大
き
な
ク
リ
ト
リ
ス
を
持
っ
て
い
る

女
性
」 (M

acroclitorideate)

だ
け
で
、
そ
う
い
う
女
性
は
「
女
性
同
性
愛
者
」 (C

onfricatrices)

で
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
や
東
洋
で
見
ら

れ
る
と
い
う(Parsons 63, 21, 10–11)

。

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ル
ノ
ー
（
一
六
九
八
│
一
七
七
四
）
の
『
両
性
具
有
者
論
』 （
一
七
五
〇
）
は
、
完
全
な
両
性
具
有
者
と
不
完
全
な
両
性
具

有
者
（
男
性
か
女
性
の
ど
ち
ら
か
が
支
配
的
）
が
い
る
と
考
え
る
。
女
性
の
両
性
具
有
者(fem

ale herm
aphrodite)

は
大
き
な
ク
リ
ト

リ
ス
を
持
っ
て
い
る
女
性
で
あ
る
。
そ
う
い
う
女
性
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ま
れ
だ
が
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
あ
り
ふ
れ
て
お
り
、
ま
た
、「
性

的
快
楽
の
達
成
な
く
性
交
を
楽
し
む
宦
官
」
に
似
て
い
る
と
さ
れ
、「
そ
の
種
の
」
女
性
の
代
表
と
し
て
レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前

を
挙
げ
て
い
る(A

rnaud 16–19)

。

　

さ
ら
に
、
ス
イ
ス
人
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
テ
ィ
ソ
（
一
七
二
八
│
九
七
）
の
自
慰
に
反
対
を
唱
え
た
論
文
の
英
訳
『
自
慰
』 （
一
七
六
六
）
は
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一
七
八
一
年
ま
で
に
五
版
も
出
版
さ
れ
た
本
だ
が
、
そ
こ
で
は
ク
リ
ト
リ
ス
を
使
う
自
慰
は
レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ

れ
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
詩
か
ら
サ
ッ
ポ
ー
の
女
性
た
ち
の
描
写
が
ラ
テ
ン
語
で
引
用
さ
れ
て
い
る(T

issot 45–46)

。

　

こ
の
よ
う
に
、
女
性
同
性
愛
者
は
女
性
両
性
具
有
者
と
同
一
視
さ
れ
、
異
常
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
異
常
な
身
体
の
異
国
説
が
繰
り

返
し
唱
え
ら
れ
た
。
他
の
女
性
に
対
し
「
男
性
」
の
役
割
を
果
た
す
両
性
具
有
の
身
体
の
女
性
と
い
う
考
え
は
、
当
時
生
物
学
的
・
解
剖

学
的
性(sex)
が
現
在
と
違
っ
て
男
性
、
女
性
、
そ
し
て
両
性
具
有
者
の
三
種
類
あ
り
、
社
会
的
・
文
化
的
性(gender)

が
現
在
と
同

じ
く
二
種
類
だ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。13

女
性
同
性
愛
行
為
は
両
性
具
有
と
い
う
身
体
に
よ
っ
て
可
能
だ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
身
体

の
持
ち
主
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
に
男
性
と
し
て
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
男
性
的
な
サ
ッ
ポ
ー
」
と
い
う
古
来
の
呼
称
が
こ
こ
で
も
反
響

し
て
い
る
。

淫
ら
な
サ
ッ
ポ
ー

　

そ
れ
で
は
、
異
性
愛
者
と
し
て
の
サ
ッ
ポ
ー
の
方
の
評
判
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
女
性
の
同
性
愛
が
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
ら
、
異
性

愛
は
ノ
ー
マ
ル
の
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、
十
七
世
紀
に
戻
っ
て
み
る
と
、
パ
オ
ー
ン
に
対
す
る
愛
を
赤
裸
々
に
訴
え
る
サ
ッ
ポ
ー
も
淫
ら

な
女
性
と
し
て
批
判
の
対
象
だ
っ
た
。
能
動
的
な
男
性
に
対
し
受
動
的
な
女
性
と
い
う
愛
の
場
面
に
お
け
る
二
分
法
は
古
代
か
ら
現
代
ま

で
根
強
く
生
き
て
い
る
が
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
下
で
は
、
慎
み
の
あ
る
女
性
は
決
し
て
自
分
か
ら
愛
を
訴
え
た
り
は
し
な
い
、
淫
ら
な
売

春
婦
だ
け
が
積
極
的
に
な
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ボ
ズ
ワ
ー
ス
（
一
六
〇
七
│
五
〇
頃
）
の
死
後
出
版
の

詩
『
貞
淑
な
恋
人
た
ち
と
堕
落
し
た
恋
人
た
ち
』 （
一
六
五
一
）
中
の
「
パ
オ
ー
ン
と
サ
ッ
ポ
ー
の
物
語
」
は
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
詩
と

違
っ
て
、
レ
ス
ボ
ス
の
ま
だ
う
ら
若
き
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
が
異
国
の
騎
士
パ
オ
ー
ン
に
熱
烈
な
モ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け
る
様
を
描
い
た
と
き
、

パ
オ
ー
ン
に
こ
う
批
判
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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Im
m

odest G
irl he said, w

hy art so rude

To w
oo? w

hen vertuous w
om

en should be w
oo ’d,

A
nd scarce obtain ’d by w

ooing,...　

(B
osw

orth 67)
下
品
な
小
娘
よ
、
と
彼
は
言
っ
た
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
淫
ら
に
／
言
い
寄
る
の
か
？　

貞
淑
な
女
性
た
ち
が
男
ど
も
に
／
言
い
寄
ら
れ

て
も
、
め
っ
た
に
な
び
か
な
い
と
き
に
。

　

ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ラ
ド
ク
リ
フ
（
一
六
六
九
│
九
六
活
躍
）
の
『
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
も
ど
き
の
詩
』 （
一
六
八
一
）
中
の
「
パ
オ
ー
ン
に

宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
で
は
、
サ
ッ
ポ
ー
は
非
常
に
有
名
な
バ
ラ
ッ
ド
歌
手
で
あ
り
、
パ
オ
ー
ン
は
彼
女
の
コ
ー
ラ
ス
仲
間
で
あ
る

と
同
時
に
恋
人
で
あ
る
。
し
か
し
売
春
宿
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
心
を
移
し
た
パ
オ
ー
ン
は
、
サ
ッ
ポ
ー
の
指
輪
と
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
を
盗
ん

で
彼
女
の
も
と
を
逃
げ
出
し
た
。
そ
こ
で
、 
盗
ん
だ
も
の
を
返
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
四
階
の
屋
根
裏
部
屋
か
ら
飛
び
降
り
て
死
ん
で
や
る
、

と
パ
オ
ー
ン
を
脅
す
手
紙
の
中
で
、
ラ
ド
ク
リ
フ
の
サ
ッ
ポ
ー
は
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
以
上
に
淫
ら
な
言
葉
を
連
ね
て
い
る
。

I can rem
em

ber, ’fore m
y Voice w

as broke,
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

You kiss ’d m
e hard, and call ’ d m

e C
harm

ing W
itch,

I can ’t do ’t now
, if you w

ou ’d kiss m
y B

reach.

T
hen you not only lik ’d m

y airy Voice,

B
ut in m

y Fleshly Part you did rejoice;

A
nd w

hen you clasp ’d m
e in your braw

ny C
lutches,

Yo u sw
ore I m

ov ’d m
y B

ody like a D
utchess;

You clapp ’d m
y B

uttocks, o ’er and o ’er again;

I can ’t believe that I w
as crooked then.　

(R
adcliffe 3–4)
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忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
、
私
の
声
が
だ
め
に
な
る
前
、／（
中
略
）／
あ
な
た
は
私
に
激
し
い
キ
ス
を
し
て
、
私
の
こ
と
を
魅
惑
的
な

魔
女
っ
て
呼
ん
で
く
れ
た
。／
今
で
は
う
た
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
、
あ
な
た
が
私
の
割
れ
目
に
キ
ス
し
よ
う
と
し
た
っ
て
。／
あ
の
と

き
、
あ
な
た
は
私
の
軽
や
か
な
声
が
好
き
だ
っ
た
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
／
私
の
肉
体
も
楽
し
ん
だ
。／
そ
し
て
筋
肉
隆
々
の
腕
で
ぎ
ゅ
っ
と

私
を
抱
き
し
め
た
と
き
、／
私
が
公
爵
夫
人
の
よ
う
に
体
を
動
か
す
っ
て
言
い
張
っ
た
。／
何
度
も
何
度
も
私
の
尻
を
ピ
シ
ャ
ピ
シ
ャ
た
た

い
た
。／
私
が
あ
の
と
き
騙
さ
れ
て
い
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
わ
。

　

看
過
で
き
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
に
女
性
に
対
し
て
は
無
論
の
こ
と
、
男
性
に
対
し
て
も
淫
ら
で
あ
る
と
い
う
汚
名
に
ま
み
れ
た
サ
ッ

ポ
ー
が
、
十
七
世
紀
終
わ
り
に
な
る
と
、
女
性
の
知
性
を
攻
撃
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
も
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
（
一
六
六
三
│
一
七
〇
八
）
の
『
女
性
た
ち
に
関
す
る
対
話
』 （
一
六
九
一
）
は
、「
女
性
の
擁
護
」
と
い
う

副
題
が
つ
い
て
い
る
が
、
内
容
は
そ
れ
と
は
全
く
正
反
対
だ
。「
知
性
あ
る
女
性
た
ち
」
に
つ
い
て
の
話
題
を
取
り
上
げ
た
と
き
、「
女
嫌

い
」 (M

isogynes)

と
い
う
名
前
の
登
場
人
物
は
、
一
体
そ
ん
な
女
が
ど
こ
に
い
る
だ
ろ
う
か
、
三
千
年
の
間
に
た
っ
た
三
人
の
知
性
あ

る
女
性
が
い
た
と
い
う
だ
け
で
、
女
に
知
性
が
あ
る
と
言
え
る
か
、
い
や
、
女
が
知
性
的
だ
と
ど
う
い
う
結
果
に
な
る
か
、
と
論
を
進
め

る
。
そ
し
て
、
三
人
の
女
性
の
う
ち
の
一
人
サ
ッ
ポ
ー
を
「
情
欲
の
仕
事
」
に
お
い
て
は
、
ど
の
男
性
よ
り
も
「
才
気
縦
横
」
で
あ
る
と

し
、
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

は
世
界
が
生
ん
だ
最
も
賢
明
な
女
性
た
ち
の
一
人
な
の
で
、
論
理
的
に
こ
う
考
え
た
。
あ
ら
ゆ
る
女
性
が
こ
れ
ま
で
う
ま
く
や

っ
て
き
た
学
問
に
自
分
が
何
か
付
け
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
と
。
そ
れ
で
、
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
男
性
に
は
満
足

で
き
な
く
て
、
同
性
と
情
事
を
は
じ
め
、
わ
れ
ら
に
新
し
い
種
類
の
罪
を
教
え
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
ル
キ
ア
ノ
ス

0

0

0

0

0

の
時
代
に
引
き
継
が

れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
今
日
の
ト
ル
コ

0

0

0

で
も
頻
繁
に
実
践
さ
れ
て
い
る
。(W

alsh 34–35)

　
「
女
嫌
い
」
の
主
張
は
、
サ
ッ
ポ
ー
は
知
性
の
点
に
お
い
て
女
性
と
し
て
は
例
外
的
な
、
い
わ
ば
「
男
性
的
」
な
女
性
だ
か
ら
、
性
的
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に
も
「
男
性
的
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
に
等
し
い
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
男
性
の
領
域
で
名
を
挙
げ
た
女
性
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
「
男
性
的
な
サ
ッ
ポ
ー｣

に
は
、
男
性
に
匹
敵
す
る
詩
的
能
力
の
持
ち
主
か
同
性
を
愛
す

る
女
性
の
ど
ち
ら
を
意
味
す
る
の
か
曖
昧
で
あ
っ
た
が
、「
女
嫌
い
」
は
、
知
性
に
お
い
て
「
男
性
的
な
サ
ッ
ポ
ー
」
を
こ
き
下
ろ
す
た

め
に
、
彼
女
の
性
癖
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
描
か
れ
る
サ
ッ
ポ
ー
は
極
め
て
性
的
に
放
縦
な
女
性
で
あ
る
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
と
反
対
に
、
性
欲
の
対
象
を
異

性
か
ら
同
性
に
変
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
男
性
に
は
満
足
で
き
な
」
い
か
ら
だ
。
さ
ら
に
上
記
の
引
用
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
サ
ッ

ポ
ー
は
「
わ
れ
ら
に
新
し
い
種
類
の
罪
を
教
え
て
い
る
」
と
、
現
在
形
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
二
世
紀
の
ル
キ
ア
ノ
ス
の

『
遊
女
の
対
話
』
の
よ
う
な
遠
い
過
去
の
時
代
で
も
な
く
、
同
時
代
の
旅
行
記
で
書
か
れ
た
ト
ル
コ
の
よ
う
に
遠
方
の
国
で
も
な
く
、
ま

さ
し
く
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
サ
ッ
ポ
ー
の
よ
う
に
知
的
な
女
性
が
他
の
女
性
た
ち
に
「
新
し
い
種
類
の
罪
」
を
教
え
込
む
こ
と

に
対
す
る
恐
れ
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。「
新
し
い
種
類
の
罪
」
と
は
何
も
女
性
の
同
性
愛
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
い
。
い
や
、
む
し
ろ
、

「
女
嫌
い
」
が
警
戒
し
た
の
は
、
知
性
と
い
う
「
新
し
い
種
類
の
罪
」
が
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
た
ち
の
間
に
広
が
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
女
性
が
知
性
の
分
野
に
進
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
、 

男
女
間
の
上
下
の
社
会
的
秩
序
を
撹
乱
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
か
ら
。

　

実
際
、「
女
嫌
い
」
の
警
戒
も
し
く
は
恐
れ
は
現
実
の
も
の
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
た
ち
は
そ
れ
ま
で
長
い
間
一
部
の
貴
族
階
級

出
身
者
を
除
き
、
も
の
を
書
く
と
い
う
知
的
生
産
を
し
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
知
的
生
産
に
は
不
適
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
十
七
世
紀
中
頃
か
ら
女
性
た
ち
は
詩
や
劇
や
ロ
マ
ン
ス
を
出
版
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
知
的
活
動
を
一
手
に
引
き
受
け
て

き
た
男
性
た
ち
に
と
っ
て
、
女
性
作
家
の
登
場
は
自
分
た
ち
の
特
権
的
な
地
位
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
映
っ
た
に
違
い
な
い
。
十
八
世
紀

初
期
の
女
性
詩
人
ア
ン
・
フ
ィ
ン
チ
・
ウ
ィ
ン
チ
ル
シ
ー
伯
爵
夫
人
（
一
六
六
一
│
一
七
二
〇
）
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
。

A
las! a w

om
an that attem

pts the pen,

Such an intruder on the rights of m
en,
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Such a presum
ptuous creature is esteem

ed,

T
he fault can by no virtue be redeem

ed.　

(Finch, “T
he Introduction, ” lines 9–12) 14

あ
あ
！　

書
く
こ
と
を
試
み
る
女
性
は
／
男
性
の
権
利
の
侵
入
者
、／
生
意
気
な
や
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
、／
そ
の
罪
が
贖
わ
れ
る
こ
と
は

絶
対
な
い
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
サ
ッ
ポ
ー
が
愛
の
詩
、
そ
れ
も
女
性
に
対
す
る
愛
の
詩
を
書
い
た
な
ら
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
初
期
女
性
作
家
た
ち
も
女
性
間
の

愛
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
は
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
で
な
い
女
性
の
友
情
を
扱
っ
て
い
た
が
、
中
に
は
ア
フ
ラ
・
ベ

イ
ン
（
一
六
四
〇
│
八
九
）
の
「
美
し
き
ク
ラ
リ
ン
ダ
へ

│
私
を
愛
し
た
、
女
性
以
上
の
存
在
と
想
像
さ
れ
る
人
」 （
一
六
八
八
）
の
よ
う

に
、
女
性
と
の
性
愛
を
う
た
う
詩
も
あ
っ
た
。
ベ
イ
ン
は
そ
の
他
に
も
多
く
の
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
詩
や
劇
な
ど
を
精
力
的
に
出
版
し
た
プ

ロ
の
作
家
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
両
性
愛
者
ジ
ョ
ン
・
ホ
イ
ル
の
愛
人
と
し
て
の
私
生
活
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
不
道
徳
性
が

危
険
視
さ
れ
た
が
、
他
の
女
性
作
家
の
作
品
に
も
別
の
意
味
で
（
男
性
側
に
と
っ
て
）
危
険
な
も
の
が
潜
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
、
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
侯
爵
夫
人
（
一
六
二
四
頃
│
七
四
）
は
『
快
楽
の
修
道
院
』 （
一
六
六
八
）
に
お

い
て
、
世
間
か
ら
隔
離
さ
れ
た
女
性
だ
け
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を

描
い
た
が
、
そ
こ
に
集
う
女
性
た
ち
は
み
な
、「
女
性
を
自

分
た
ち
の
奴
隷
に
す
る
」 (C

avendish 7) 

男
性
中
心
の
社
会

に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
メ

ア
リ
・
ア
ス
テ
ル
（
一
六
六
六
│
一
七
三
一
）
は
『
女
性
た
ち

へ
の
大
事
な
提
言
』 （
一
六
九
四
）
を
「
同
性
を
愛
す
る
女
性
」 

( “a Lover of H
er SE

X
”) 

と
い
う
匿
名
で
出
版
し
、
未
婚
の

女
性
た
ち
に
対
し
て
財
政
的
な
支
援
を
す
る
女
性
共
同
体
を

図版 3
メアリ・アステル『女性たちへの大
事な提言』(1694)題扉。
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確
立
す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ア
ス
テ
ル
の
描
く
女
性
間
の
愛
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
萌
芽
を
宿

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

女
性
同
性
愛
の
伝
統

　

サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
が
女
性
詩
人
や
作
家
の
別
名
と
し
て
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（
一
六
三
一
│
六
四
）
は
十
七
世
紀
後
期
か
ら
十
八
世
紀
中
期
ま
で
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と

し
て
名
を
轟
か
せ
て
い
た
詩
人
で
あ
っ
た
。
彼
女
に
は
、「
ロ
ザ
ニ
ア
」
と
か
「
ル
ー
カ
シ
ャ
」
の
よ
う
に
女
性
の
友
人
た
ち
と
の
友
情

を
う
た
っ
た
詩
が
あ
る
の
で
、
最
初
の
詩
人
た
る
サ
ッ
ポ
ー
を
連
想
さ
せ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
賞
賛
者
た

ち
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
」
の
美
徳
や
貞
淑
さ
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
名
高
い
古
代
の
サ
ッ
ポ
ー
と
の
間
に
一
線

を
引
い
た
の
で
あ
る
。15

　

そ
の
一
方
で
、
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
は
同
時
代
の
女
性
を
貶
め
、
批
判
す
る
と
き
に
も
用
い
ら
れ
た
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
「
パ
オ
ー
ン

に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
を
英
訳
し
た
ポ
ー
プ
は
ま
た
、
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
的
名
声
を
貶
め
る
と
同
時
に
同
時
代
の
女
性
作
家
た
ち
を

こ
き
下
ろ
す
た
め
の
詩
を
書
い
て
い
る
。
彼
が
特
に
目
の
か
た
き
に
し
た
の
は
、
メ
ア
リ
・
ウ
オ
ー
ト
リ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
夫
人
（
一
六

八
九
│
一
七
六
二
）
で
あ
っ
た
。
彼
女
が
一
七
一
六
年
か
ら
一
八
年
に
外
交
官
の
夫
と
ト
ル
コ
に
旅
行
し
た
と
き
書
い
た
書
簡
形
式
の
旅

行
記
は
、
手
書
き
原
稿
の
ま
ま
回
し
読
み
さ
れ
、
大
評
判
に
な
っ
た
。
ポ
ー
プ
も
そ
れ
を
読
ん
で
絶
賛
し
た
。
し
か
し
、
二
人
の
仲
が
政

治
的
な
立
場
の
相
違
な
ど
に
よ
っ
て
断
絶
す
る
と
、
ポ
ー
プ
は
自
分
の
詩
の
中
で
彼
女
を
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
し
て
何
度
も
登
場
さ
せ
な
が

ら
、
彼
女
を
汚
く
て
、
乱
交
に
ふ
け
っ
て
い
て
、
梅
毒
に
か
か
り
、
う
ぬ
ぼ
れ
が
強
い
女
と
し
て
猛
烈
に
攻
撃
し
始
め
た
の
で
あ
る
。16

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ン
グ
（
一
六
八
五
│
一
七
六
三
）
が
ラ
テ
ン
語
の
詩
の
英
訳
と
い
う
体
裁
で
匿
名
出
版
し
た
『
祝
杯
』 （
一
七
三
二
）
と

い
う
嘲
笑
詩
で
は
、
批
判
の
対
象
は
フ
ラ
ン
セ
ス
・
ブ
リ
ュ
ー
デ
ネ
ル
・
ニ
ュ
ー
バ
ラ
公
爵
夫
人
で
あ
る
。
キ
ン
グ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
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滞
在
中
、
彼
女
に
貸
し
た
多
額
の
金
を
め
ぐ
る
裁
判
で
負
け
た
の
で
、
復
讐
す
る
た
め
に
、
そ
の
嘲
笑
詩
の
中
で
彼
女
を
両
性
具
有
者
の

ミ
ラ
と
し
て
登
場
さ
せ
た
。17

そ
し
て
、
ミ
ラ
と
そ
の
醜
い
愛
人
の
ア
リ
（
ニ
ュ
ー
バ
ラ
公
爵
夫
人
の
友
人
ア
レ
ン
夫
人
）
の
関
係
の
こ
と

を
、
前
付
け
の
著
者
へ
の
手
紙
や
後
付
け
の
「
ミ
ラ
へ
の
オ
ー
ド
」
の
中
で
、 “Lesbian Loves ”

と
し
て
言
及
し(K

ing, [1732] 16, 

85)

、
さ
ら
に
同
詩
の
一
七
三
六
年
版
の
第
二
編
の
脚
注
で
は
、
ア
リ
に
「
ト
リ
バ
ド

0

0

0

0

す
な
わ
ち
レ
ス
ビ
ア
ン
た
ち

0

0

0

0

0

0

0

の
ボ
ス
と
い
う
タ
イ

ト
ル
」 ( “the T

itle of C
hief of the T

ribades or Lesbians”) (K
ing, [1736] 53) 

を
授
け
た
。「
ト
リ
バ
ド
」
は
十
六
世
紀
以
来
同
性
愛

に
ふ
け
る
女
性
を
指
す
の
に
使
わ
れ
て
き
た
ギ
リ
シ
ャ
語
源
の
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
意
味
で
「
レ
ス
ビ
ア
ン
」
が
使
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
キ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
サ
ッ
ポ
ー
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
た
。
第
三
編
の
脚
注
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　

サ
ッ
ポ
ー
は
有
名
な
ト
リ
バ
ド
だ
っ
た
。
そ
れ
は
古
代
の
全
詩
人
の
証
言
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
ロ
ン
ギ
ノ
ス
に
よ
っ
て

保
存
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
批
評
家
た
ち
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
、
あ
の
美
し
い
オ
ー
ド
（
彼
女
が
愛
し
た
女
性
た
ち
の
一
人
に
宛
て
た

詩
）
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
女
は
第
十
番
目
の
ミ
ュ
ー
ズ
の
称
号
を
授
か
る
ほ
ど
、
そ
の
詩
で
非
常
に
大
き
な
栄
誉
を
手
に

入
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
レ
ス
ボ
ス
の
女
性
た
ち
へ
の
愛
が
自
分
の
名
声
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
認
め
て
い
る
。

(K
ing, [1736] 110)

　

そ
し
て
、 

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
の
第
二
〇
一
行
目
の
ラ
テ
ン
語“Lesbides infam

em
 quae 

m
e fecistis am

atae ” （「
私
の
名
誉
を
棄
損
し
た
こ
と
に
、
私
が
愛
し
た
レ
ス
ボ
ス
の
女
性
た
ち
」）
を
引
用
し
た
あ
と
、「
ギ
リ
シ
ャ
人

は
好
色
で
不
道
徳
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
こ
れ
を
非
常
に
破
廉
恥
な
熱
情
と
見
な
し
た
。
そ
し
て
サ
ッ
ポ
ー
の
懲
罰
に
は
正
義
の

特
別
な
法
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
彼
女
は
最
後
に
一
人
の
男
へ
の
愛
の
た
め
に
自
殺
し
た
」
と
、
サ
ッ
ポ
ー
の
投
身
自
殺
を
同
性
愛
に
ふ
け

っ
た
罰
だ
っ
た
と
見
な
し
た
。

　

一
七
四
九
年
に
出
版
さ
れ
、
大
評
判
に
な
っ
た
作
者
名
不
明
の
『
サ
タ
ン
の
収
穫
祭

│
売
春
、
姦
通
、
私
通
、
売
春
婦
斡
旋
、
ポ
ン

引
き
、
ソ
ド
ミ
ー
、
女
性
同
性
愛
の
現
況
（
真
正
の
娯
楽
物
語
に
よ
る
例
証
）、
及
び
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
わ
が
王
国
に
て
日
々
増
殖
す
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る
サ
タ
ン
の
書
物
』
で
は
、
女
性
同
性
愛
行
為
を
表
す
言
葉
と
し
て
「
フ
ラ
ッ
ツ
」 ( “Flats ”)

も
し
く
は
「
フ
ラ
ッ
ツ
の
ゲ
ー
ム
」 ( “the 

G
am

e of Flatts ”; “the G
am

e at Flats ”)

と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る( Satan’s H

arvest H
om

e 18, 60)

。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
女

性
の
「
平
た
い
」 (flat) 

性
器
の
接
触
と
「
ま
ぬ
け
」 (flat) 

な
女
が
何
か
性
的
な
ゲ
ー
ム
で
だ
ま
し
合
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
解
釈
さ
れ
て
い
る(D

onoghue, Passions 261)

。
そ
し
て
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
同
書
の
匿
名
作
家
が
、
前
に
引
用
し
た
ウ
ォ

ル
シ
ュ
の
『
女
性
た
ち
に
関
す
る
対
話
』
に
お
け
る
「
女
嫌
い
」
の
言
葉
を
一
字
一
句
忠
実
に
再
録
し
、
最
後
の
部
分
だ
け
を
次
の
よ
う

に
変
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

男
性
に
は
満
足
で
き
な
く
て
、
同
性
と
情
事

0

0

を
は
じ
め
、
女
性
界
に
フ
ラ
ッ
ツ

0

0

0

0

と
呼
ば
れ
る
新
し
い
種
類
の
罪
を
教
え
る
の
だ
。
そ
れ
は

ル
キ
ア
ノ
ス

0

0

0

0

0

の
時
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、 

今
日
で
は
、 

ト
ル
コ

0

0

0

や
ト
ウ
ィ
ッ
ケ
ナ
ム

0

0

0

0

0

0

0

で
も
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

( Satan’s H
arvest H

om
e 18) 18 

　

当
時
の
人
々
が
ト
ル
コ
と
ト
ウ
ィ
ッ
ケ
ナ
ム
の
地
名
で
思
い
起
こ
す
の
は
、
お
そ
ら
く
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た

サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
を
英
訳
し
た
ポ
ー
プ
に
よ
っ
て
何
度
も
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
し
て
中
傷
さ
れ
た
メ
ア
リ
・
ウ
ォ
ー
ト
リ
・
モ
ン
タ

ギ
ュ
ー
夫
人
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
ト
ル
コ
旅
行
記
を
書
い
た
し
、
一
七
一
九
年
に
ポ
ー
プ
に
続
い
て
ト
ウ
ィ
ッ
ケ
ナ
ム
に
転
居
し
、
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
夫
人
の
よ
う
な
貴
族
階
級
の
女
性
た
ち
や
『
女
性
た
ち
へ
の
大
事
な
提
言
』
を
著
し
た
メ
ア
リ
・
ア
ス
テ
ル
と
親
し
く
つ

き
あ
っ
て
い
た(G

rundy 185–89, 354)

。
実
際
に
同
性
愛
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、『
サ
タ
ン
の
収
穫
祭
』
の
著
者
に
と
っ

て
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
夫
人
や
そ
の
女
友
達
た
ち
の
存
在
は
ウ
ォ
ル
シ
ュ
が
警
戒
し
て
い
た
「
新
し
い
種
類
の
罪
」
が
ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
国

内
に
ま
で
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
ソ
ド
ミ
ー
の
刑
罰
し
か
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
女
性
同
性
愛
は
宗
教
上
・
道
徳
上
の
罪(sin)

で
あ
っ
て
、
法
律
上

の
罪(crim

e)

で
は
な
か
っ
た
。
上
記
の
匿
名
作
家
も
別
の
箇
所
で
は
、「
二
人
の
レ
デ
ィ
が
淫
ら
な
や
り
方
で

0

0

0

0

0

0

0

互
い
に
キ
ス
し
た
り

0

0

0

0

0

、

ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
し
た
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
頻
繁
に

0

0

0

そ
れ
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
の
を
見
る
と
、
私
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
」
け
れ
ど
も
、
二
人
の
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男
性
同
士
が
「
会
う
た
び
ご
と
に
べ
た
べ
た
し
た
り

0

0

0

0

0

0

0

、
互
い
の
手
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
っ
た
り

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
他
猥
褻
な
徴
候

0

0

0

0

0

を
示
す
の
を
見
る
と

き
」
に
比
べ
る
と
、
さ
ほ
ど
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る( Satan’s H

arvest H
om

e 51–52)

。

　

し
か
し
、
十
八
世
紀
後
期
に
な
る
と
、
ト
ウ
ィ
ッ
ケ
ナ
ム
に
あ
る
ホ
ー
ラ
ス
・
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
（
一
七
一
七
│
九
七
）
の
ス
ト
ロ
ベ
リ

ー
・
ヒ
ル
屋
敷
を
相
続
し
た
彫
刻
家
ア
ン
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
・
ダ
マ
ー
夫
人
（
一
七
四
八
│
一
八
二
八
）
の
同
性
愛
関
係
を
め
ぐ
る
ゴ
シ
ッ
プ

が
実
際
に
起
こ
っ
た
。
彼
女
は
一
七
六
七
年
に
結
婚
し
た
あ
と
ま
も
な
く
別
居
し
、
一
七
七
六
年
の
夫
の
自
殺
の
あ
と
再
婚
し
な
か
っ

た
。
こ
の
大
金
持
ち
の
未
亡
人
の
相
手
と
し
て
噂
が
立
っ
た
の
は
、
女
優
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
フ
ァ
レ
ン
（
一
七
五
九
頃
│
一
八
二
九
）
や
作

家
の
メ
ア
リ
・
ベ
リ
ー
（
一
七
六
三
│
一
八
五
二
）
で
あ
る
。
作
者
名
不
明
の
『
ジ
ャ
ッ
ク
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
尊
敬
す
べ
き
、

と
て
も
美
し
い
ダ
＊
＊
＊
＊
夫
人
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
風
の
書
簡
』（
一
七
七
八
﹇
？
﹈）
は
、
明
ら
か
に
ダ
マ
ー
夫
人
に
宛
て
た
も
の
だ
。

詩
の
第
一
行
目( “W

as there a M
aid of Lesbos Isle ”) 

の
「
レ
ス
ボ
ス
」
に
つ
け
た
脚
注
で
は
、
サ
ッ
ポ
ー
か
ら
女
性
同
性
愛
の
伝
統

が
生
じ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
女
性
同
性
愛
者
は
「
ト
ミ
ー
」 ( “Tom

m
y ”

11)

と
呼
ば
れ
る
。

　

エ
ー
ゲ
海
の
一
つ
の
島
レ
ス
ボ
ス
は
サ
ッ
ポ
ー
嬢
の
生
誕
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
彼
女
は
自
分
と
同
じ
性
の
者
に
愛
情
を
捧
げ
た
最

初
の
古
典
時
代
の
う
ら
若
き
女
性
だ
っ
た
。
彼
女
は
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
夫
人
、
グ
レ
ヴ
ィ
ル
夫
人
、
カ
ー
タ
ー
嬢
、
エ
イ
キ
ン
嬢
の
誰
よ
り

も
上
手
に
詩
を
書
い
た
が
、
冷
酷
な
パ
オ
ー
ン
に
求
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
詩
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
で
、
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
に
な
っ
て
、
男
の
愛
に
不
向
き
に
な
っ
た
と
き
、
ミ
テ
ィ
リ
ニ
の
若
い
娘
た
ち
を
追
い
か
け
、
た
く
さ
ん
の
娘
を

誘
惑
し
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
記
録
に
残
る
世
界
で
最
初
の
ト
ミ
ー
だ
っ
た
。
だ
が
、
彼
女
の
こ
と
を
公
平
に
評
す
れ
ば
、
彼
女
の
あ
と

多
く
の
ト
ミ
ー
が
出
て
き
た
け
れ
ど
も
、
サ
ッ
ポ
ー
は
一
人
だ
け
だ
っ
た
。

　
　

レ
ス
ボ
ス
の
女
性
た
ち
は
も
う
二
度
と
私
の
熱
情
を
か
き
た
て
る
こ
と
は
な
い

　
　

か
つ
て
私
の
罪
深
い
愛
の
対
象
で
あ
っ
た
者
た
ち
は
。
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ポ
ー
プ
氏
と
ピ
ュ
ブ
リ
ィ
ウ
ス
・
ナ
ソ
・
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
氏
、 

前
者
は
気
難
し
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
詩
人
、 

後
者
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス

帝
の
治
世
で
最
も
学
識
の
あ
る
ロ
ー
マ
の
紳
士
だ
が
、 

二
人
は
サ
ッ
ポ
ー
の
こ
の
異
常
な
熱
情
を
示
す
証
拠
を
提
示
し
て
き
た
。

( Sapphick E
pistle 5n)

　
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
」
氏
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
女
性
詩
人
た
ち

│
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー

（
一
七
一
八
│
一
八
〇
〇
）、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
グ
レ
ヴ
ィ
ル
（
一
七
二
四
│
八
九
）、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
カ
ー
タ
ー
（
一
七
一
七
│
一
八
〇
六
）、
ア
ン

ナ
・
レ
テ
ィ
シ
ア
・
エ
イ
キ
ン
（
の
ち
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド
）（
一
七
四
三
│
一
八
二
五
）

│
よ
り
も
サ
ッ
ポ
ー
が
優
れ
た
詩
人
で
あ
っ
た
こ

と
を
認
め
て
い
る
。「
サ
ッ
ポ
ー
は
一
人
だ
け
だ
っ
た
」
と
は
、
彼
女
ほ
ど
偉
大
な
詩
人
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
男
の
愛
に
不
向
き
に
な
っ
た
」
サ
ッ
ポ
ー
の
女
狂
い
か
ら
綿
々
と
伝
え
ら
れ
る
女
性
同
性
愛
の
伝
統
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
褒
め

言
葉
は
い
か
に
も
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
だ
。「
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
」
氏
が
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
の
証
拠
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の

は
、
ポ
ー
プ
の
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
か
ら
の
二
行
で
あ
る
。

　

サ
ッ
ポ
ー
が
「
最
初
の
ト
ミ
ー
」
で
あ
る
な
ら
、
ダ
マ
ー
夫
人
は
そ
の
後
継
者
の
一
人
で
あ
る
。
詩
の
中
で
は
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
ヒ

ル
は「
サ
ッ
ポ
ー
風
の
愛
」 ( “Sapphic love ”)

の
場
所
で
あ
り
、 

男
性
と
の
結
婚
を
嫌
う
女
性
た
ち
は 「
サ
ッ
ポ
ー
信
徒
た
ち
」 ( “Sapphick 

Saints ”)

と
明
記
さ
れ
る( Sapphick E

pistle 369, 372)
。
ち
な
み
に
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
の
同
種
の
使
い
方
は
こ
の
頃
ま
で
に
は
す
で
に

他
に
も
あ
っ
た
。
フ
ロ
イ
ア
・
シ
ド
ナ
ム
に
よ
る
一
七
六
一
年
の
プ
ラ
ト
ン
の
『
饗
宴
』
の
英
訳
で
は
、
二
人
の
女
性
の
こ
と
を
「
サ
ッ

ポ
ー
風
の
恋
人
た
ち
」( “Sapphic Lovers ”)

と
言
及
し
て
い
た(Plato 93)

。
ま
た
、
一
七
七
三
年
六
月
の
ロ
ン
ド
ン
の
雑
誌
『
コ
ヴ
ェ

ン
ト
ガ
ー
デ
ン
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
は
、
女
性
間
の
関
係
の
話
の
索
引
と
し
て
「
サ
ッ
ポ
ー
風
の
熱
情
」( “Sapphic passion ”)

と
い
う
表

現
が
使
わ
れ
て
い
た(qtd. in D

onoghue, Passions 4)

。

　

ヘ
ス
タ
ー
・
リ
ン
チ
・
ス
レ
ー
ル
、
の
ち
の
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
夫
人
（
一
七
四
一
│
一
八
二
一
）
も
、
私
的
な
日
記
の
中
で
何
度
も
ダ
マ
ー
夫

人
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
が
一
七
八
九
年
四
月
一
日
の
日
記
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で
、
フ
ラ
ン
ス
王
妃
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
（
一
七
五
五
│
九
三
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
こ
と
だ
。
こ
こ
で
は
、
女

性
同
性
愛
者
を
示
す
言
葉
と
し
て
、
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
か
ら
派
生
し
た
「
サ
フ
ィ
ス
ト
」 ( “Sapphist ”)

が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

自
然
は
奇
妙
に
も
流
行
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
。
今
噂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ペ
ト
ロ
ニ
ウ
ス
や
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ス
の
ペ
ン
が
記
録
し
、

諷
刺
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
王
妃
は
、
お
互
い
サ
フ
ィ
ス
ト

0

0

0

0

0

と
呼
び
あ
っ
て
い
る
怪
物
仲
間
の
か
し
ら
だ

と
い
う
。
彼
女
た
ち
は
王
妃
の
例
に
倣
う
の
を
自
慢
し
て
い
て
、
同
じ
よ
う
に
お
互
い
足
繁
く
通
い
合
う
男
の

0

0

悪
魔
た
ち
と
一
緒
に
、
ウ

ェ
ス
ウ
ィ
ウ
ス
山
に
放
り
投
げ
ら
れ
る
罰
に
値
す
る
。

　

そ
の

0

0

悪
徳
は
時
間
毎
に
広
が
り
を
増
し
て
い
る

│
予
期
さ
れ
た
親
殺
し

0

0

0

が
も
は
や
私
た
ち
を
脅
か
さ
な
い
の
に
。

(Piozzi, T
hraliana 2: 740

20) 

　

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
同
性
愛
の
噂
は
少
な
く
と
も
一
七
七
〇
年
代
頃
か
ら
宮
廷
内
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
数
年
前

か
ら
は
、
反
王
権
主
義
の
宣
伝
者
た
ち
が
そ
の
噂
を
取
り
上
げ
、
猥
褻
な
小
冊
子
や
新
聞
を
使
っ
て
広
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。21

上

記
の
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
の
日
記
は
、
そ
の
噂
が
イ
ギ
リ
ス
に
も
届
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

ピ
オ
ッ
ツ
ィ
は
や
が
て
「
悪
徳
」
が
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
都
市
バ
ー
ス
と
ロ
ン
ド
ン
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
記
録
し
始
め
た
。
一

七
九
〇
年
六
月
十
七
日
の
日
記
で
は
、
件
の
ダ
マ
ー
夫
人
に
つ
い
て
こ
う
書
い
て
い
る
。

今
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
こ
れ
ら
言
語
に
絶
す
る
罪ス
ィ
ンへ
の
奇
妙
な
性
癖
が
あ
る
。
ダ
マ
ー

0

0

0

夫
人
は
犯ク
リ
ミ
ナ
ル

罪
的
な
や
り
方
で
自
分
と
同
じ
性

の
者
を
好
む
の
で
は
な
い
か
と
よ
く
怪
し
ま
れ
て
い
る
ご
婦
人
で
、
昨
年
は
た
び
た
び
美
し
い
喜
劇
女
優
の
フ
ァ
レ
ン
嬢
を
そ
ば
に
置
い

て
い
た
。
だ
か
ら
、
シ
ド
ン
ズ
夫
人
の
夫
君
は
彼
女
た
ち
に
つ
い
て
次
の
詩
を
つ
く
っ
た
の
だ
。

彼
女
の
私
的
な
名
声
の
小
さ
な
蓄
え
は

公
の
や
か
ま
し
い
声
に
大
破
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
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も
し
、
フ
ァ
レ
ン
が
あ
の
人
と
同
盟
を
結
ん
だ
ら
。
そ
の
名
前
は

忌
々
し
い

0

0

0

0

﹇
＝
ダ
マ
ー
﹈
に
近
い

│
そ
う
、
と
っ
て
も
近
い
。( T

hraliana 2: 770

22) 

　

一
七
九
四
年
一
月
二
五
日
の
日
記
で
は
、
ト
レ
フ
ュ
ー
シ
ス
嬢
や
ウ
エ
ス
ト
ン
嬢
た
ち
が
住
ん
で
い
た
ラ
ス
ボ
ン
嬢
の
家
が
「
罪
ス
ィ
ン

深
い

独
身
主
義
で
暮
ら
し
て
い
る
不
潔
な
鳥
た
ち
の
か
ご
だ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
る
」 ( T

hraliana 2: 868)

と
記
さ
れ
る
。
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
が
女

性
の
独
身
主
義
を
同
性
愛
志
向
と
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ウ
エ
ス
ト
ン
嬢
と
は
、
詩
人
の
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
（
一

七
四
二
│
一
八
〇
九
）
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
女
性
た
ち
の
う
ち
の
一
人
、
ペ
ネ
ロ
ッ
ペ
・
ウ
エ
ス
ト
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
ピ
オ
ッ
ツ
ィ

は
同
日
の
日
記
の
脚
注
の
中
で
、「
な
ぜ
ウ
エ
ス
ト
ン
嬢
が
ど
ん
な
結
婚

0

0

0

0

0

に
対
し
て
も
あ
ん
な
に
も
嫌
っ
た
の
か
、
私
は
不
思
議
に
思
っ

て
い
る
。（
中
略
）
そ
し
て
、
な
ぜ
ウ
エ
ス
ト
ン
嬢
は
小
さ
な
サ
リ
ー
・
シ
ド
ン
ズ 

﹇
悲
劇
女
優
の
シ
ド
ン
ズ
夫
人
の
娘
﹈ 

の
機
知
と
美
と
才

能
に
つ
い
て
あ
ん
な
に
大
騒
ぎ

0

0

0

し
た
の
だ
ろ
う
？　

あ
の
子
は
他
の

0

0

ど
の
女
の
子
と
も
違
わ
な
い

│
だ
け
ど
ウ
エ
ス
ト
ン
嬢
は
ど
の
女

0

0

0

の
子
も

0

0

0

そ
の
よ
う
に
好
き
に
な
る
の
が
常
だ
っ
た
」 ( T

hraliana 2: 868n3)

と
書
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
一
七
九
五
年
十
二
月
九
日
の
日
記
に
は
、「
二
人
の
ご
婦
人
た
ち
が
あ
ま
り
長
く
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
と
き
に
は
い
つ
で

も
」
の
箇
所
に
次
の
脚
注
を
つ
け
た
。

あ
な
た
方
ロ
ー
マ
の
女
性
が
あ
の
恐
ろ
し
い
悪
徳
を
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
借
用
し
な
か
っ
た
の
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る

│
そ
れ
は
現
在
ギ
リ

シ
ャ
語
の
名
前
を
持
ち
、
サ
フ
ィ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
イ
タ
リ
ア
で
そ
れ
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
の
ご

婦
人
方
は
今
日
ま
さ
に
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ス
が
彼
の
時
代
の
ご
婦
人
た
ち
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
。
シ
ド
ン
ズ
夫
人
は
、
彼
女
の
妹
が

か
つ
て
こ
の
種
の
女
友
達
か
ら
個
人
的
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
と
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
私
に
は
そ
の
言
葉
を
信
じ
な
い
理
由
は

何
も
な
い
。
バ
ー
ス
は
私
が
知
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
不
潔
な
鳥
た
ち
の
か
ご
で
、
ロ
ン
ド
ン
は
あ
ら
ゆ
る
罪ス
ィ
ンの

巣
窟
で
あ
る
。

( T
hraliana 2: 949n3)
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以
上
の
よ
う
に
、
十
八
世
紀
末
頃
ま
で
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
女
性
同
性
愛
者
の
存
在
が
ひ
そ
か
に
囁
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
ま
た
そ
の
頃
ま
で
に
、
サ
ッ
ポ
ー
や
そ
の
生
地
の
レ
ス
ボ
ス
か
ら
派
生
し
た
言
葉
が
現
在
の
よ
う
に
女
性
同
性
愛
（
者
）
を
意
味

す
る
よ
う
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
特
質
す
べ
き
現
象
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
英
語
辞
典
に
よ
れ
ば
、“lesbian ”

が
現
在
の
意
味
の
よ
う
に
使
わ
れ
始
め
た
の
は
、
形
容
詞
と
し
て
は
一
八
九
〇
年
、
名
詞
と
し

て
は
一
九
二
五
年
、“lesbianism

” （
女
性
同
性
愛
） 

は
そ
れ
ら
よ
り
少
し
早
い
一
八
七
〇
年
、
ま
た “lesbianism

”

と
同
じ
意
味
の 

“Sapphism
”

の
初
登
場
も“lesbian ”

と
同
じ
一
八
九
〇
年
、 “Sapphist ”

は
一
九
〇
二
年
だ
か
ら
だ
。
ち
な
み
に
、 “hom

osexual ” （
同

性
愛
者
）
の
初
出
は
一
八
九
七
年
、 “heterosexual ” （
異
性
愛
者
） 

は
一
九
〇
九
年
で
あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
に
お
け
る

女
性
同
性
愛 （
者
） 

の
初
出
年
を
見
る
と
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
や
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ウ
ィ
ー
ク
ス
な
ど
の
歴
史
家
に
倣
っ
て
、
イ
ギ
リ

ス
に
お
い
て
同
性
愛
に
ふ
け
る
女
性
を
他
の
女
性
と
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
末
頃
か
ら
で
あ
る
と
言
い
た
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。23

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
Ｃ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
よ
う
な
女
性
同
性
愛
研
究
者
は
そ
の
立
場
を
と
り
、「
十
九
世
紀
以
前
に
は
、
他
の
女

性
と
性
的
関
係
に
あ
る
女
性
た
ち
は
自
分
た
ち
の
こ
と
を
明
確
な
性
的
・
社
会
的
グ
ル
ー
プ
と
し
て
見
な
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、

他
人
か
ら
も
そ
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」 (B

row
n 173)

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
言
葉
の
上
か
ら
だ
け
見
る

と
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
レ
ス
ビ
ア
ン
の
誕
生
は
、
権
威
あ
る
辞
典
が
示
す
よ
り
も
さ
ら
に
一
世
紀
以
上
も
遡
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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十
番
目
の
ミ
ュ
ー
ズ
」
の
系
譜

サ
ッ
ポ
ー
の
断
篇
詩

　

現
在
ロ
ー
ブ
古
典
文
庫
に
は
一
九
二
編
の
サ
ッ
ポ
ー
の
断
篇
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
十
九
世
紀
末
に
エ
ジ
プ

ト
の
ナ
イ
ル
川
の
三
角
州
で
発
見
さ
れ
た
二
〜
三
世
紀
の
パ
ピ
ル
ス
文
書
に
由
来
し
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
も
前
に
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、

紀
元
前
一
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
の
歴
史
家
・
修
辞
学
者
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
が
『
文
章
構
成
法
』
の
中
で
引
用
し
た

こ
と
で
唯
一
完
全
な
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
「
断
篇
１
」
と
、
紀
元
後
一
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
の
修
辞
学
者
ロ
ン
ギ
ノ
ス
が
『
崇
高
論
』
に
お

い
て
崇
高
の
一
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
「
断
篇
31
」、
そ
し
て
、
韻
律
学
者
や
分
典
家
た
ち
が

引
い
て
き
た
こ
と
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
若
干
の
か
な
り
短
い
断
篇
詩
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
「
断
篇
１
」
は
、
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
へ
の
讃
歌
」
も
し
く
は
「
第
一
の
オ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ロ
ー

ブ
古
典
文
庫
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ａ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
原
文
に
忠
実
な
英
訳
に
よ
れ
ば
、
自
分
の
も
と
か
ら
去
っ
た
女
性

へ
の
愛
に
苦
し
む
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
の
「
私
」
が
、
彼
女
の
愛
を
取
り
戻
し
て
く
れ
る
よ
う
愛
と
美
の
女
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
（
＝
ヴ
ィ
ー
ナ

ス
）
に
懇
願
す
る
詩
で
あ
る
。
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
は
次
の
よ
う
に
サ
ッ
ポ
ー
に
答
え
て
、 

サ
ッ
ポ
ー
の
望
み
を
か
な
え
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

W
hom

 am
 I to persuade this tim

e to lead you back to her love? W
ho w

rongs you, Sappho? If she runs aw
ay, soon she 

shall pursue; if she does not accept gifts, w
hy, she shall give them

 instead; and if she does not love, soon she shall love 

even against her w
ill.　

(fr. 1

1) 
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今
度
は
誰
を
説
得
し
て
あ
な
た
を
彼
女
の
愛
の
も
と
に
戻
し
ま
し
ょ
う
か
。
サ
ッ
ポ
ー
よ
、
誰
が
あ
な
た
に
不
当
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

で
す
か
。
も
し
彼
女
が
﹇
あ
な
た
か
ら
﹈
逃
げ
出
し
て
い
る
の
な
ら
、す
ぐ
に
彼
女
は
﹇
あ
な
た
を
﹈
追
い
か
け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

も
し
彼
女
が
﹇
あ
な
た
か
ら
の
﹈
贈
り
物
を
受
け
取
ら
な
い
な
ら
、
彼
女
が
代
わ
り
に
贈
り
物
を
﹇
あ
な
た
に
﹈
贈
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
も
し
彼
女
が
﹇
あ
な
た
を
﹈
愛
し
て
い
な
い
な
ら
、
す
ぐ
に
彼
女
は
そ
の
意
志
に
反
し
て
も
﹇
あ
な
た
を
﹈
愛
す
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

他
方
、
十
八
世
紀
に
は
「
第
二
の
オ
ー
ド
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
「
断
篇
31
」
は
、
女
性
二
人
と
男
性
一
人
の
三
角
関
係
を
描
く
。

キ
ャ
ン
ベ
ル
訳
の
全
文
を
引
用
す
る
。

　

H
e seem

s as fortunate as the gods to m
e, the m

an w
ho sits opposite you and listens nearby to your sw

eet voice and 

lovely laughter. T
ruly that sets m

y heart trem
bling in m

y breast. For w
hen I look at you for a m

om
ent, then it is no 

longer possible for m
e to speak; m

y tongue has snapped, at once a subtle fire has stolen beneath m
y flesh, I see nothing 

w
ith m

 eyes, m
y ears hum

, sw
eat pours from

 m
e, a trem

bling seizes m
e all over, I am

 greener than grass, and it seem
s to 

m
e that I am

 little short of dying. B
ut all can be endure d, since . . . even a poor m

an
...　

(fr. 31)

　

私
に
は
彼
は
神
々
の
よ
う
に
幸
運
の
よ
う
に
思
え
る
、
あ
な
た
の
向
か
い
側
に
座
り
、
あ
な
た
の
甘
い
声
と
愛
ら
し
い
笑
い
声
を
近
く

で
聞
い
て
い
る
あ
の
男
の
方
は
。
本
当
に
そ
れ
は
私
の
胸
の
中
の
心
を
震
わ
せ
る
。
と
い
う
の
は
、
私
は
あ
な
た
を
ち
ら
り
と
見
る
と
、

も
は
や
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。
私
の
舌
は
プ
ツ
ン
と
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
同
時
に
、
繊
細
な
炎
が
私
の
肉
体
の
下
に
忍
び
込

み
、
目
は
何
も
見
え
ず
、
耳
は
ぶ
ー
ん
と
鳴
り
、
汗
が
流
れ
、
震
え
が
体
中
を
襲
い
、
私
は
草
よ
り
も
緑
色
で
あ
る
﹇
＝
嫉
妬
深
い
﹈、
そ

し
て
ほ
と
ん
ど
死
に
そ
う
な
気
が
す
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
我
慢
で
き
る
…
…
の
で
…
…
か
わ
い
そ
う
な
男
の
人
さ
え
…
…

　
「
断
篇
１
」
と
「
断
篇
31
」
が
二
編
と
も
女
性
へ
の
愛
を
う
た
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
と
言
え
ば
主
に
こ
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の
二
編
し
か
な
か
っ
た
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
れ
ら
は
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
を
裏
づ
け
る
十
分
な
証
拠
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
事
実
は
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
世
紀
の
間
、
一
方
で
は
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
像
が
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
を
再
生
産
し
続
け
、
同
性
愛
者
も
し
く
は
両
性
愛
者
サ
ッ
ポ
ー
の
悪
名
を
轟
か
せ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
他
方
で
は
、「
第
十
番
目
の

ミ
ュ
ー
ズ
」
と
絶
賛
さ
れ
た
ほ
ど
詩
才
に
あ
ふ
れ
た
サ
ッ
ポ
ー
を
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
ま
つ
わ
る
不
名
誉
な
評
判
か
ら
守
り
、
再
評
価

し
よ
う
と
い
う
動
き
も
出
て
き
た
。
そ
の
動
き
の
最
た
る
も
の
が
、
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
の
翻
訳
者
た
ち
に
よ
る
、
お
そ
ら
く
意
図
的
な
誤
訳

で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
十
八
世
紀
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
の
英
訳
の
変
遷
を
通
し
て
、
彼
女
の
名
誉
回
復
の
過
程
を
見
て
み
る
。

「
断
篇
１｣

の
誤
訳

　

ま
ず
、
一
六
九
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
出
版
さ
れ
、
一
七
一
〇
年
に
最
初
の
英
訳
が
出
て
以
来
何
度
も
版
を
重
ね
た
ピ
エ
ー
ル
・
ベ
ー
ル

（
一
六
四
七
│
一
七
〇
六
）
の
『
歴
史
批
評
事
典
』
に
お
け
る
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
項
か
ら
話
を
始
め
よ
う
。
べ
ー
ル
の
事
典
は
知
の
宝
庫
で
、

古
代
か
ら
当
時
ま
で
の
サ
ッ
ポ
ー
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
言

説
を
網
羅
し
、
出
典
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目

し
た
い
の
は
、
サ
ッ
ポ
ー
の
「
断
篇
１
」
と
「
断
篇
31
」
に

つ
い
て
、
十
七
世
紀
末
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
ア
ン
ヌ
・
ル

フ
ェ
ー
ヴ
ル
・
ダ
シ
エ
夫
人
の
説
を
退
け
た
こ
と
で
あ
る
。

ダ
シ
エ
夫
人
に
よ
れ
ば
、
サ
ッ
ポ
ー
の
「
断
篇
31
」
は
女
友

達
へ
の
詩
だ
っ
た
。
ま
た
、「
断
篇
１
」
は
パ
オ
ー
ン
の
愛

を
取
り
戻
す
た
め
の
詩
で
あ
り
、
彼
を
追
い
か
け
て
シ
チ
リ

ア
に
行
っ
た
と
き
に
創
作
し
た
も
の
だ
っ
た
。2

こ
れ
に
対
し
、

図版 4
サッポーの最も初期の肖像画、紀元前 6
世紀後期のアテナイの水甕。マーガレッ
ト・ウィリアムソン『サッポーの不滅の
娘たち』 (1995) 挿絵１。
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ベ
ー
ル
は
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
項
の
脚
注 （
D
） 

で
、「
断
篇
31
」
に
関
す
る
ダ
シ
エ
夫
人
の
説
を
退
け
、「
友
情
」
で
は
な
く
「
愛
」
の
詩

で
あ
る
と
断
定
し
、
脚
注 （
F
） 

で
は
、「
断
篇
１
」
に
関
す
る
ダ
シ
エ
夫
人
説
を
紹
介
す
る
だ
け
に
と
ど
め
た
。
そ
し
て
本
文
で
は
、

サ
ッ
ポ
ー
の
二
編
の
詩
と
も
女
性
へ
の
愛
の
歌
で
あ
る
と
明
記
し
た
直
後
に
、「
と
い
う
の
は
、
諸
君
は
次
の
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
彼
女
の
多
情
な
パ
ッ
シ
ョ
ン
は
彼
女
自
身
の
性
の
者
た
ち
に
対
し
て
も
及
ん
だ
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
彼
女
は
ひ
ど
く
け
な
さ

れ
た
の
で
あ
る
」 (B

ayle, [1710] 4: 2671–72)

と
追
加
し
た
。
上
記
で
引
用
し
た
ベ
ー
ル
の
事
典
は
一
七
一
〇
年
版
か
ら
で
あ
る
が
、

一
八
二
六
年
版
で
も
同
様
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る(B

ayle, [1826] 3: 175–76)

。

　

ベ
ー
ル
の
事
典
は
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ア
デ
ィ
ソ
ン
（
一
六
七
二
│
一
七
一
九
）
が
『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
誌
に
お
い
て
サ
ッ
ポ
ー
関
連
の
記
事

を
書
く
際
に
参
照
し
た
文
献
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る(B

ond 2: 365n3)

。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
デ
ィ
ソ
ン
は
、
一
七
一
一
年
十
一
月

十
五
日
付
け
の
『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
誌
第
二
二
三
号
に
お
い
て
サ
ッ
ポ
ー
を
紹
介
し
た
と
き
、
ダ
シ
エ
夫
人
の
説
に
従
い
、「
断
篇
１
」

は
パ
オ
ー
ン
を
追
い
か
け
た
サ
ッ
ポ
ー
が
シ
チ
リ
ア
で
作
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
と
記
し
た(Joseph A

ddison 2: 369)

。
彼
の
サ
ッ

ポ
ー
の
記
事
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
じ
め
て
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
を
再
評
価
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が(Lipking 80)

、
そ
こ
に
は
明
ら
か

に
偏
向
と
意
図
的
な
操
作
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
や
り
方
は
実
に
巧
妙
だ
っ
た
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、「
第
十
番
目
の
ミ
ュ
ー
ズ
」
た
る
サ
ッ
ポ
ー
に
対
し
、
惜
し
み
な
い
称
賛

の
言
葉
を
贈
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

古
代
の
多
く
の
詩
人
た
ち
の
う
ち
、
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

ほ
ど
美
し
い
断
フ
ラ
グ
メ
ン
ツ
篇
を
残
し
て
い
る
者
は
な
い
。
サ
ッ
ポ
ー
の
断
篇
は
彼
女
の
書
き
方
の

趣
き
を
伝
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、
彼
女
の
著
作
が
全
部
そ
ろ
っ
て
い
た
と
き
に
そ
れ
ら
に
精
通
し
て
い
た
偉
大
な
批
評
家
た
ち
の
評
言

の
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
あ
の
非
凡
な
人
物
像
に
完
全
に
相
応
し
て
い
る
。
残
存
す
る
作
品
を
見
れ
ば
、
彼
女
は
、
多
く
の
現
代
の
叙

情
詩
人
た
ち
が
あ
れ
ほ
ど
悲
惨
な
ほ
ど
か
ぶ
れ
て
い
る
あ
の
些
細
な
点
、
凝コ

ン

シ

ー

ト

っ
た
隠
喩
や
機
知
の
言
い
回
し
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
思
考
に
お
い
て
自
然
に
従
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
女
の
魂
は
愛
と
詩
で
で
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
女
は
熱
烈
な
限
り
の

情パ
ッ
シ
ョ
ン
念
を
感
じ
、
あ
ら
ゆ
る
兆
候
の
情
念
を
描
い
た
。
彼
女
は
古
代
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
第
十
番
目
の
ミ
ュ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
、
プ
ル
タ
ル
コ

0

0

0

0

0
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ス0

に
よ
っ
て
、
バ
ル
カ
ン

0

0

0

0

の
息
子
で
、
炎
以
外
の
何
も
口
か
ら
吐
き
出
さ
な
い
カ
ー
ク
ス

0

0

0

0

に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
の
著
作
に
関
し

て
伝
わ
る
特
徴
を
見
る
と
、
そ
れ
ら
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
人
類
の
利
益
の
た
め
で
は
な
い
か
ど
う
か
、
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は

非
常
に
魅
惑
的
な
愛
情
と
恍
惚
で
満
ち
て
い
た
の
で
、
読
む
に
は
危
険
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。(Joseph A

ddison 2: 365–66

3) 

　

読
者
は
こ
こ
ま
で
読
む
と
、「
読
む
に
は
危
険
」
な
ほ
ど
の
「
情
念
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
興
味
が
わ
く
だ
ろ
う
。
オ

ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
話
や
ギ
リ
シ
ャ
語
の
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
に
精
通
し
て
い
る
者
や
ベ
ー
ル
の
事
典
を
読
ん
だ
者
な
ら
、
女
性
へ
の
愛
の
こ
と

だ
と
す
ぐ
に
思
い
当
た
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
ア
デ
ィ
ソ
ン
は
、
す
ぐ
次
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
パ
オ
ー
ン
へ
の
絶
望
的
な
愛
の
話
と

「
断
篇
１
」
の
創
作
エ
ピ
ソ
ー
ド
へ
と
話
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
内
容
を
異
性
愛
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

パ
オ
ー
ン

0

0

0

0

と
呼
ば
れ
る
不
実
な
愛
人
が
こ
の
女
性
詩
人
に
大
き
な
災
難
を
も
た
ら
し
た
。
彼
女
は
彼
に
絶
望
的
な
恋
に
落
ち
、
彼
を
追
い

か
け
て
シ
チ
リ
ア

0

0

0

0

へ
旅
立
っ
た
。
彼
は
彼
女
を
避
け
る
た
め
に
そ
こ
へ
引
き
こ
も
っ
て
い
た
の
だ
。
こ
の
と
き
そ
の
島
で
彼
女
が
ヴ
ィ
ー

0

0

0

ナ
ス

0

0

へ
の
讃
歌
を
創
作
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
私
は
読
者
諸
君
に
そ
の
翻
訳
を
披
露
し
よ
う
。(Joseph A

ddison 2: 366)

　

そ
こ
で
ア
デ
ィ
ソ
ン
が
掲
載
し
た
英
訳
は
、
ア
ン
ブ
ロ
ー
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（
一
六
七
四
│
一
七
四
九
）
に
よ
る
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

0

0

0

0

0

へ
の

讃
歌
」 （「
断
篇
１
」） 

で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
も
ダ
シ
エ
夫
人
の
説
に
倣
っ
て
、
詩
人
の
愛
す
る
相
手
を
男
性
と
し
て
訳
し
た
。
原
文
に

忠
実
な
英
訳
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
訳
の
違
い
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
（
＝
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
）
の
言
葉
を
み
れ
ば
明
白
だ
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
訳
の

第
五
ス
タ
ン
ザ
の
三
行
目
か
ら
第
六
ス
タ
ン
ザ
が
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
言
葉
で
、
前
に
引
用
し
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
訳
に
相
当
す
る
箇
所
で
あ
る
。

 
 

V.

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

W
hat gentle Youth I w

ould allure,

W
hom

 in m
y artful Toiles secure?
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W
ho does thy tender H

eart subdue,

Tell m
e, m

y Sappho, tell m
e W

ho?

 
 

V
I.

T
ho ’ now

 be Shuns thy longing A
rm

s,

H
e soon shall court thy slighted C

harm
s;

T
ho ’ now

 thy O
ff ’ings he despise,

H
e soon to T

hee shall Sacrifice;

T
ho ’ now

 he freeze, he soon shall burn,

A
nd be thy V

ictim
 in his turn.　

(Joseph A
ddison 2: 368)

ど
ん
な
優
し
い
若
者
を
誘
惑
し
て
、／
私
の
巧
み
な
骨
折
り
で
つ
か
ま
え
ま
し
ょ
う
か
。／
誰
が
あ
な
た
の
繊
細
な
心
を
支
配
し
て
い
る
の

で
す
か
。／
私
に
教
え
て
く
だ
さ
い
、
私
の
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

よ
。
私
に
教
え
て
く
だ
さ
い
、
誰
な
の
で
す
か
。／
今
彼
は
あ
な
た
の
思
い
焦
が
れ

る
腕
を
避
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、／
す
ぐ
に
あ
な
た
の
魅
力
に
言
い
寄
る
で
し
ょ
う
。／
今
彼
は
あ
な
た
の
贈
り
物
を
侮
辱
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、／
す
ぐ
に
あ
な
た
に
捧
げ
も
の
を
差
し
上
げ
る
で
し
ょ
う
。／
今
彼
は
冷
た
い
け
れ
ど
も
、
す
ぐ
に
熱
く
な
っ
て
、／
今
度
は
彼
が

あ
な
た
の
と
り
こ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
以
来
、「
断
篇
１
」
の
詩
人
の
愛
す
る
相
手
の
性
を
「
男
性
」
と
し
て
誤
訳
す
る
伝
統
は
、
十
九
世
紀
後
期
に
な
る
ま

で
根
強
く
続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
伝
統
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
は
、
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
ン
ト
ン
・
シ
モ
ン
ズ
（
一
八
四
〇
│
九
三
）
が

一
八
八
三
年
作
の
英
訳
詩
に
お
い
て
、
詩
人
の
愛
す
る
相
手
を
「
彼
女
」
と
し
て
訳
し
た
と
き
で
あ
る
。
シ
モ
ン
ズ
の
英
訳
詩
は
、
一
八

八
五
年
出
版
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ソ
ー
ン
ト
ン
・
ウ
ォ
ー
ト
ン
（
一
八
四
六
│
九
五
）
に
よ
る
サ
ッ
ポ
ー
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
学
術
書
『
サ
ッ

ポ
ー

│
伝
記
、
テ
ク
ス
ト
、
精
選
訳
と
逐
語
訳
』
に
収
め
ら
れ
た(W

harton 57–58)

。

　

十
八
世
紀
に
出
版
さ
れ
た
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
に
付
記
さ
れ
た
彼
女
の
伝
記
に
お
い
て
は
、
そ
れ
以
後
も
か
な
ら
ず
パ
オ
ー
ン
に
失
恋
し
た
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こ
と
が
「
断
篇
１
」
の
創
作
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
説
明
が
さ
れ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
七
一
三
年
出
版
の
『
ペ
ト
ロ
ニ
ウ
ス
著

作
集
…
…
お
よ
び
ピ
ン
ダ
ロ
ス
、
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
、
サ
ッ
ポ
ー
の
ギ
リ
シ
ャ
語
か
ら
の
翻
訳
』
に
収
め
ら
れ
た
「
ハ
ー
バ
ー
ト
氏
」
と
い

う
人
物
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
た
「
愛
の
女
神
に
寄
せ
て
」 （「
断
篇
１
」）
で
は
、
サ
ッ
ポ
ー
の
愛
す
る
相
手
は
た
だ
単
に
「
彼
」
と
し
て
示

さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
最
終
行
で
「
パ
オ
ー
ン

0

0

0

0

」
の
名
前
す
ら
も
明
示
し
て
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
（
＝
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
）
の
言
葉
か

ら
最
後
の
行
ま
で
引
用
す
る
。
最
終
ス
タ
ン
ザ
は
サ
ッ
ポ
ー
の
返
事
で
あ
る
。

A
las, poor Sappho! w

ho is this Ingrate 

Provokes thee so, for Love returning H
ate?

D
oes he now

 fly thee? he shall soon return;

Pursue thee, and w
ith equal A

rdour burn.

W
ou ’d he no presents at thy H

ands receive?

H
e w

ill repent it, and m
ore largely give;

T
he force of Love no longer can w

ithstand,

H
e m

ust be fond, w
holly at thy com

m
and.

W
hen w

ilt thou w
ork this change? now

, Venus, free,

N
ow

 ease m
y M

ind of so m
uch m

iserie:

In this A
m

our m
y pow

erful A
ider be,

M
ake Phaon Love, but let him

 Love, like m
e.　

(M
r. H

erbert 325–26)

あ
あ
、
か
わ
い
そ
う
な
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

よ
、
こ
の
恩
知
ら
ず
は
誰
で
す
か
。／
愛
に
憎
悪
を
返
し
て
、
あ
な
た
を
そ
ん
な
に
も
じ
ら
す
人
は
。／
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彼
は
今
あ
な
た
か
ら
逃
げ
て
い
る
の
で
す
か
。
す
ぐ
に
彼
は
戻
り
／
あ
な
た
を
追
い
か
け
、
そ
し
て
同
じ
熱
情
で
燃
え
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。／
彼
は
あ
な
た
の
手
の
中
の
贈
り
物
を
受
け
取
ろ
う
と
し
な
い
の
で
す
か
。／
彼
は
そ
れ
を
後
悔
し
て
、
気
前
よ
く
﹇
あ
な
た
に
﹈

も
っ
と
﹇
贈
り
物
を
﹈
あ
げ
る
で
し
ょ
う
。／
愛
の
力
は
も
は
や
逆
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。／
彼
は
完
全
に
あ
な
た
の
掌
中
で
、
愛
に

溺
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。／
い
つ
こ
の
変
化
を
起
こ
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
。
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

0

0

0

0

0

よ
、
今
お
救
い
く
だ
さ
い
、／
今
、
私
の

心
か
ら
こ
ん
な
に
も
ひ
ど
い
苦
悩
を
除
い
て
く
だ
さ
い
。／
こ
の
愛
に
お
い
て
私
の
強
力
な
助
っ
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。／
パ
オ
ー
ン

0

0

0

0

が

﹇
私
を
﹈
愛
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
だ
け
ど
、 

私
が
﹇
彼
を
愛
﹈
し
て
い
る
よ
う
に
、 

彼
が
﹇
私
を
﹈
愛
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
伝
説
上
の
サ
ッ
ポ
ー
と
歴
史
上
の
サ
ッ
ポ
ー
の
区
別
が
曖
昧
に
な
っ
た
最
初
の
例
で
あ
る
。
そ
の

後
、
一
七
六
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
、
サ
ッ
ポ
ー
…
…
著
作
集
』
所
収
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ー
ク
ス
に
よ
る
英
訳
「
第

一
の
オ
ー
ド

│
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
へ
の
讃
歌
」
に
お
い
て
も
、
サ
ッ
ポ
ー
が
思
い
を
寄
せ
る
相
手
は
「
若
き
パ
オ
ー
ン
」
と
し
て
明
記
さ
れ

た
。
以
下
の
引
用
も
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
言
葉
か
ら
最
終
行
ま
で
で
あ
る
。

 
 

V.
‘W

hat healing M
edicine shall I find

‘To cure thy love-distem
per ’d M

ind?
‘Say, shall I lend thee all m

y C
harm

s,
‘To w

in young Phaon to thy A
rm

s?
‘O

r does som
e other Sw

ain subdue
‘T

hy H
eart? m

y Sappho, tell m
e W

ho?

 
 

V
I.

‘T
hough now

, averse, thy C
harm

s he slight,
‘H

e soon shall view
 thee w

ith D
elight;
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‘T
hough now

 he scorns thy G
ifts to take,

‘H
e soon to thee shall O

fferings m
ake;

‘T
hough now

 thy B
eauties fail to m

ove,
‘H

e soon shall m
elt w

ith equal Love. ’

 
 

V
II.

O
nce m

ore, O
 Venus, hear m

y Prayer,

A
nd ease m

y M
ind of anxious C

are;

A
gain vouchsafe to be m

y G
uest,

A
nd calm

 this Tem
pest in m

y B
reast!

To thee, bright Q
ueen, m

y Vow
s aspire;

O
 grant m

e all m
y H

eart ’s D
esire!　

(Faw
kes 183–84)

「
ど
ん
な
癒
し
の
薬
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
か
、／
あ
な
た
の
愛
に
病
ん
だ
心
を
癒
す
薬
を
。／
さ
あ
、
あ
な
た
に
私
の
魅
力
の
す
べ
て
を
貸

し
ま
し
ょ
う
か
、／
若
い
パ
オ
ー
ン

0

0

0

0

を
あ
な
た
の
腕
へ
と
口
説
く
た
め
に
。／
そ
れ
と
も
、
誰
か
他
の
若
者
が
あ
な
た
の
心
を
征
服
す
る
で

し
ょ
う
か
。
私
の
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

よ
、
誰
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。／
今
、
彼
は
嫌
っ
て
、
あ
な
た
の
魅
力
に
冷
淡
だ
け
れ
ど
も
、／
す
ぐ
に

歓
喜
し
て
あ
な
た
を
見
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。／
今
、
彼
は
あ
な
た
の
贈
り
物
を
受
け
取
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、／
す
ぐ

に
あ
な
た
に
贈
り
物
を
捧
げ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。／
今
、
あ
な
た
の
美
し
さ
は
﹇
彼
を
﹈
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、／

す
ぐ
に
彼
は
﹇
あ
な
た
に
﹈
匹
敵
す
る
愛
で
和
ら
ぐ
で
し
ょ
う
。」／
も
う
一
度
、
お
お
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

0

0

0

0

0

よ
、
私
の
祈
り
を
お
聞
き
く
だ
さ

い
。／
そ
し
て
私
の
心
か
ら
心
配
事
を
除
い
て
く
だ
さ
い
。／
再
び
私
の
賓
客
に
な
っ
て
、
私
の
胸
の
中
の
こ
の
嵐
を
鎮
め
て
く
だ
さ
い
ま

せ
！
／
輝
か
し
い
女
王
よ
、
私
の
願
い
は
あ
な
た
の
と
こ
ろ
に
ま
で
上
が
り
ま
す
。／
お
お
、
私
の
心
の
欲
望
を
か
な
え
て
く
だ
さ
い
ま

せ
！
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「
断
篇
31
」
の
異
性
愛
的
読
み
の
操
作

　
「
断
篇
１
」
が
異
性
愛
の
詩
と
し
て
誤
訳
さ
れ
る
一
方
で
、「
断
篇
31
」
は
十
八
世
紀
に
お
い
て
も
多
く
の
場
合
、
同
性
愛
の
詩
と
し
て

忠
実
に
英
訳
さ
れ
て
い
た
。
次
に
引
用
す
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
英
訳
は
、
ア
デ
ィ
ソ
ン
に
よ
っ
て
『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
誌
二
二
九
号

（
一
七
一
一
年
十
一
月
二
二
日
）
に
お
い
て
、
古
代
ロ
ー
マ
の
抒
情
詩
人
カ
ト
ゥ
ル
ス
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
の
翻
案
詩
と
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス

の
ボ
ワ
ロ
に
よ
る
仏
訳
と
と
も
に
、
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
デ
ィ
ソ
ン
は
こ
れ
ら
三
種
類
の
「
断
篇
31
」
の
う
ち
で
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
の
英
訳
が
最
も
原
文
に
近
く
、「
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

の
精
神
そ
の
も
の
で
書
か
れ
て
い
る
」 (Joseph A

ddison 2: 392) 

と
絶
賛
し
た
。
し
か

し
、
厳
密
に
言
え
ば
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
英
訳
は
原
文
通
り
で
は
な
い
。
原
文
で
は
す
べ
て
現
在
形
で
書
か
れ
て
い
る
に
対
し
、
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
の
訳
で
は
第
二
連
以
降
が
過
去
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 

I.

B
lest as th ’Im

m
ortal G

ods is he,

T
he Youth w

ho fondly sits by thee,

A
nd hears and sees thee all the w

hile

Softly speak and sw
eetly sm

ile.

 
 

II. 
’T

w
as this depriv ’d m

y Sould of R
est,

A
nd rais ’d such T

um
ults in m

y B
reast;

For w
hile I gaz ’d, in T

ransport tost,

M
y B

reath w
as gone, m

y Voice w
as lost:
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III.

M
y B

osom
 glow

’d; the subtle Flam
e

R
an quick thro ’ all m

y vital Fram
e;

O
’er m

y dim
 E

yes a D
arkness hung;

M
y E

ars w
ith hollow

 M
urm

urs rung:

 
 

IV.

In dew
y D

am
ps m

y Lim
bs w

ere chill ’d;

M
y B

lood w
ith gentle H

orrours thrill ’d;

M
y feeble Pulse forgot to play;

I fainted, sunk, and dy ’d aw
ay.　

(Joseph A
ddison 2: 392)

彼
は
不
滅
の
神
々
の
よ
う
に
神
聖
だ
。／
あ
の
若
者
は
あ
な
た
の
そ
ば
に
親
し
げ
に
座
り
、／
あ
な
た
が
優
し
く
話
し
、
愛
ら
し
く
微
笑
む

の
を
／
ず
っ
と
聞
き
、
見
て
い
る
。／
こ
れ
こ
そ
、
私
の
魂
か
ら
休
息
を
奪
い
、／
私
の
胸
の
中
で
こ
の
よ
う
な
心
の
乱
れ
を
か
き
た
て
た

も
の
だ
っ
た
。／
と
い
う
の
は
、
私
が
﹇
あ
な
た
を
﹈
見
つ
め
て
い
る
と
、
恍
惚
に
な
っ
て
／
私
の
息
づ
か
い
は
な
く
な
り
、
私
の
声
は
消

え
た
の
だ
。／
私
の
胸
は
熱
く
な
っ
た
。
繊
細
な
炎
が
／
私
の
生
き
て
い
る
体
中
を
駆
け
巡
っ
た
。／
暗
闇
が
私
の
か
す
ん
だ
目
の
上
を
覆

っ
て
い
た
。／
私
の
耳
は
う
つ
ろ
な
さ
ざ
め
き
で
響
い
た
。／
私
の
手
足
は
露
の
よ
う
に
じ
っ
と
り
湿
っ
て
震
え
た
。／
私
の
血
液
は
優
し

い
恐
怖
で
ぞ
く
ぞ
く
し
た
。／
私
の
弱
々
し
い
脈
拍
は
動
く
こ
と
を
忘
れ
た
。／
私
は
気
が
遠
く
な
り
、
沈
み
込
み
、
そ
し
て
死
に
そ
う
に

な
っ
た
。

　

語
り
手
の
「
私
」
の
女
性
に
対
す
る
激
し
い
愛
は
過
去
形
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
文
の
生
々
し
さ
が
和
ら
げ
ら
れ
、
現
実
味

が
薄
れ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
英
訳
に
は
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
が
レ
ス
ボ
ス
の
女
性
た
ち
に
対
す
る
愛
を
後
悔
す
べ
き

過
去
の
出
来
事
と
し
て
片
づ
け
た
の
と
同
じ
よ
う
な
、
女
性
同
性
愛
に
対
す
る
抑
圧
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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そ
の
上
、
そ
れ
を
『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
誌
で
は
じ
め
て
紹
介
し
た
ア
デ
ィ
ソ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。

W
hatever m

ight have been the O
ccasion of this O

de, the E
nglish R

eader w
ill enter into the B

eauties of it, if he supposes 

it to have been w
ritten in the Person of a Lover sitting by his M

istress.　

(Joseph A
ddison 2: 390)

こ
の
オ
ー
ド
の
出
来
事
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

0

0

0

0

0

0

の
読
者
は
そ
の
美
し
さ
の
中
に
入
る
だ
ろ
う
。
も
し
彼
の
愛

す
る
女
性
の
そ
ば
に
そ
の
恋
人
が
座
っ
て
い
る
と
し
て
描
か
れ
た
詩
だ
と
想
定
す
る
な
ら
ば
。

　
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

0

0

0

0

0

0

の
読
者
」
を
「
彼
」
で
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
デ
ィ
ソ
ン
は
男
性
の
読
者
に
向
か
っ
て
、
男

性
が
女
性
詩
人
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
詩
に
表
現
さ
れ
た
女
性
へ
の
愛
が
よ
く
わ
か
る
で
あ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
ア
デ
ィ
ソ
ン
は
こ
こ
で
読
み
手
の
側
の
読
み
を
操
作
し
て
、
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
の
中
の
二
人
の
女
性
と
一
人
の
男
性
の
三
角
関
係
を
一

人
の
女
性
と
二
人
の
男
性
の
三
角
関
係
に
変
え
て
、
同
性
へ
の
愛
の
表
現
を
異
性
へ
の
愛
の
表
現
と
し
て
読
む
よ
う
に
と
示
唆
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

ア
デ
ィ
ソ
ン
は
さ
ら
に
、
こ
の
詩
が
ロ
ン
ギ
ノ
ス
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
間
、
誰
一
人
と
し
て
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
デ
メ
ト
リ
オ
ス
伝

内
に
あ
る
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
王
子
の
話
を
持
ち
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る(Joseph A

ddison 2: 393)

。4

ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
は
義

母
の
ス
ト
ラ
ト
ニ
ス
に
恋
に
落
ち
、
自
分
の
熱
情
を
隠
そ
う
と
し
て
病
気
の
ふ
り
を
し
て
ベ
ッ
ド
に
寝
て
お
り
、
義
母
が
そ
れ
に
つ
き

そ
っ
て
い
た
。
そ
の
様
子
を
見
た
医
者
の
エ
ラ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
は
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
の
病
が
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
に
描
か
れ
た
「
愛
の
症
候
」

に
似
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
い
う
。
ア
デ
ィ
ソ
ン
に
と
っ
て
、
こ
の
話
は
「
断
篇
31
」
を
異
性
愛
の
詩
と
し
て
読
め
る
こ
と
を
裏
づ

け
る
も
の
だ
っ
た
。

　

ア
デ
ィ
ソ
ン
は
こ
の
よ
う
に
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
に
直
接
言
及
し
な
い
よ
う
な
抑
制
し
た
書
き
方
を
し
て
い
る
が
、
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
の

英
訳
者
た
ち
は
、
訳
詩
に
付
記
し
た
サ
ッ
ポ
ー
の
伝
記
の
中
で
、
彼
女
の
同
性
愛
や
両
性
愛
に
つ
い
て
隠
す
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
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い
。
た
と
え
ば
、一
七
一
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ア

ナ
ク
レ
オ
ン
と
サ
ッ
ポ
ー
著
作
集
』
中
に
は
、
フ

ィ
リ
ッ
プ
ス
に
よ
る
「
サ
ッ
ポ
ー
の
オ
ー
ド
」
二

編
が
再
録
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
付
記
さ
れ
た

「
サ
ッ
ポ
ー
の
伝
記
」
欄
で
は
、「
彼
女
の
多
情
な

気
質
は
男
性
の
求
愛
で
は
満
足
で
き
な
く
て
、
色0

男
た
ち

0

0

0

に
加
え
て
女
の
愛
人
た
ち

0

0

0

0

0

0

を
持
つ
の
に
乗

り
気
で
あ
っ
た
と
い
う
変
わ
ら
ぬ
言
い
伝
え
」 (A

. 

Philips 65) 

を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
サ
ッ
ポ
ー
の
オ
ー
ド
」
欄
で
は
、「
第
二
の
オ
ー
ド
」 （「
断
篇
31
」） 

に
序
文
と
し
て

ア
デ
ィ
ソ
ン
の
上
記
の
異
性
愛
的
読
み
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
加
え
ら
れ(A

. Philips 74)

、
さ
ら
に
、
同
書
の
巻
末
に
置
か
れ
た
目
次
で
は
、

そ
の
詩
は
「
恋
人
か
ら
彼0

の
愛
し
い
女
性
へ
」（
傍
点
引
用
者
）
の
タ
イ
ト
ル
で
示
さ
れ
た
。

　

一
七
三
五
年
出
版
の
『
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
と
サ
ッ
ポ
ー
著
作
集
』
に
収
め
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
ソ
ン
に
よ
る
英
訳
「
オ
ー
ド
」 （「
断

篇
31
」） 

は
、
そ
の
副
題
と
し
て
、「
彼
女
が
愛
し
た
若
い
娘
に
」
を
つ
け
て
い
る
よ
う
に
、
同
性
愛
の
詩
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
訳
も
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
訳
と
同
じ
箇
所
か
ら
過
去
形
に
な
り
、
脚
注
で
は
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ア
デ
ィ
ソ
ン
の
記
事
中
の

ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
の
話
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る(John A

ddison 263–65)

。

　

一
方
、「
サ
ッ
ポ
ー
の
伝
記
」
で
は
、
若
く
し
て
寡
婦
に
な
っ
た
サ
ッ
ポ
ー
が
再
婚
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
情
欲
を
「
一
人
の
人
」

に
限
る
こ
と
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、「
古
代
の
人
々
が
伝
え
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
激
し
す
ぎ
て
、
一

つ
の
性
に
す
ら
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」 (John A

ddison 251) 
か
ら
だ
と
記
し
た
。
し
か
し
、
サ
ッ
ポ
ー
の
女
性
の
恋
人
た

ち

│
ア
ッ
テ
ィ
ス
や
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
な
ど
七
名

│
の
名
前
を
挙
げ
た
あ
と
す
ぐ
に
、「
美
し
い
パ
オ
ー
ン

0

0

0

0

ほ
ど
彼
女
の
賞
賛
の
対
象

に
な
っ
た
者
は
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
」 (John A

ddison 252) 

と
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
詩
に
倣
っ
て
、
彼
女
の
人
生
が
最
後
に
は
異
性

図版 5
「サッポー」、 ジョン・アディソン訳
『アナクレオンとサッポー著作集』 (1735)

245頁の挿絵。
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愛
で
終
わ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
最
終
的
に
異
性
愛
に
転
向
し
た
の
だ
か
ら
、
彼
女
の
同
性
愛
は
許
さ
れ
る
類
の
も
の
で
あ
っ
た
と
仄

め
か
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
、「
確
か
に
、
彼
女
の
魂
は
愛
と
詩
で
で
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
女
は
熱
烈
な
限
り
の

情パ
ッ
シ
ョ
ン

念
を
感
じ
、
あ
ら
ゆ
る
兆
候
の
情
念
を
描
い
た
」
と
、『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
誌
第
二
二
三
号
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ア
デ
ィ
ソ
ン
の
言
葉
を

出
典
を
明
示
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
た
あ
と
で
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
「
男
性
的
な
サ
ッ
ポ
ー
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
ポ

ル
ピ
ュ
リ
オ
ン
に
よ
る
解
釈
と
し
て
「
彼
女
の
詩
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
指
す
と
紹
介
し
た(John A

ddison 255)

。
第
一
章
で
述
べ
た
よ

う
に
、
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ン
は
も
う
一
つ
の
解
釈
と
し
て
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
を
示
唆
し
て
い
た
が
、
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
ソ
ン
は
あ
え
て
そ

れ
を
無
視
し
、
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
的
能
力
だ
け
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
で
あ
る
。

　

十
八
世
紀
中
期
を
過
ぎ
る
と
、「
断
篇
31
」
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー
で
す
ら
異
性
愛
者
化
す
る
英
訳
が
出
現
し
た
。
Ｅ
・
Ｂ
・
グ
リ
ー
ン

（
一
七
四
〇
頃
│
八
八
）
の
一
七
六
八
年
の
英
訳
「
第
二
の
オ
ー
ド
」
で
は
、
女
性
を
見
た
と
き
の
も
だ
え
苦
し
む
よ
う
な
愛
が
単
な
る
嫉

妬
に
変
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
詩
人
が
嫉
妬
の
炎
を
燃
や
す
の
は
、
原
文
の
よ
う
に
女
性
の
心
を
つ
か
ん
で
い
る
男
性
に
対
し
て
で
は
な

く
、
男
性
の
心
を
つ
か
ん
で
い
る
女
性
に
対
し
て
で
あ
る
。

H
appy the youth, w

ho free from
 care 

Is seated by the lovely Fair!

N
ot G

ods his ecstacy can reach,

W
ho hears the m

usic of thy speech;

W
ho view

s entranc ’d the dim
pled grace,

T
he sm

iling sw
eetness of thy face.

T
hy sm

iles, thy voice w
ith subtil art

H
ave rais ’d the fever of m

y heart;
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I saw
 T

hee, and unknow
n to rest,

A
t once m

y senses w
ere oppress ’d;

I saw
 T

hee, and w
ith envy toss ’d,

M
y voice, m

y very breath, w
as lost.

M
y veins a throbbing ardor prove

T
he transport of a jealous Love;

E
v ’n in the day ’s m

eridian light

A
 sickly languor clouds m

y sight;

A
 hollow

 m
urm

ur w
ounds m

y ear,

I nothing but confusion hear. 

W
ith current cold the vital stream

s

T
rill, slow

ly trill along m
y lim

bs;

P ale as the flow
’ret ’s faded grace

A
n icy chillness spreads m

y face;

In life ’s last agony I lie,

̶
D

oom
’d, in a m

om
ent doom

’d to die.　

(G
reene 144–46)

何
の
心
配
も
な
く
、
か
わ
い
ら
し
い
美
女
の
そ
ば
に
／
座
っ
て
い
る
あ
の
若
者
は
幸
い
な
る
か
な
！
／
神
々
も
彼
の
歓
喜
に
及
ば
な

い
。／
彼
は
あ
な
た
の
話
の
美
し
い
調
べ
を
聞
き
、／
優
雅
な
え
く
ぼ
を
う
っ
と
り
眺
め
て
い
る
、／
あ
な
た
の
美
し
い
笑
い
顔
を
。／
あ
な

た
の
笑
み
は
、
あ
な
た
の
声
は
、
深
遠
な
技
で
／
私
の
心
の
熱
を
上
げ
て
し
ま
っ
た
。／
私
は
あ
な
た
を
見
る
と
、
平
静
で
い
る
こ
と
が

で
き
ず
、／
私
の
五
感
が
同
時
に
圧
迫
さ
れ
た
。／
私
は
あ
な
た
を
見
る
と
、
妬
み
で
か
き
乱
さ
れ
、／
声
を
失
い
、
息
も
で
き
な
か
っ
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た
。／
私
の
血
管
は
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
、
ド
キ
ド
キ
す
る
熱
情
を
、／
嫉
妬
深
い
愛
の
恍
惚
を
。／
日
中
の
盛
り
の
光
の
中
で
さ
え
／

青
ざ
め
た
物
憂
さ
が
私
の
眼
を
曇
ら
す
。／
う
つ
ろ
な
ざ
わ
め
き
が
私
の
耳
を
傷
つ
け
、／
私
は
混
乱
し
か
聞
こ
え
な
い
。／
寒
流
と
と
も

に
命
の
小
川
は
／
私
の
手
足
を
少
し
ず
つ
流
れ
て
い
く
、
ゆ
っ
く
り
と
少
し
ず
つ
流
れ
て
い
く
。／
小
花
の
し
お
れ
た
恵
み
の
よ
う
に
青

白
く
、／
氷
の
冷
た
さ
が
私
の
顔
に
広
が
る
。／
生
命
の
最
後
の
苦
悶
の
中
に
私
は
い
る
／

│
死
ぬ
と
運
命
づ
け
ら
れ
た
瞬
間
に
。

　

グ
リ
ー
ン
は
脚
注
で
、「
私
は
こ
の
詩
は
、
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

が
恋
敵
の
美
女
が
自
分
よ
り
も
も
っ
と
好
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
嫉
妬
し
た

こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
と
理
解
し
た
い
」 (G

reene 145n) 

と
述
べ
て
い
る
。
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
が
異
性
愛
の
詩
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た

め
に
、
彼
は
あ
え
て
誤
訳
し
た
の
だ
。

　

彼
は
「
サ
ッ
ポ
ー
の
伝
記
と
著
作
に
関
す
る
所
見
」
に
お
い
て
も
、
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
に
関
し
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
ホ
ラ
テ
ィ

ウ
ス
の
「
男
性
的
な
サ
ッ
ポ
ー
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
の
解
釈
を
紹
介
す
る
と
き
も
、
ダ
シ
エ
夫
人
に
よ
る
解
釈
（
サ
ッ
ポ
ー
が
雄
々

し
く
も
レ
フ
カ
ス
か
ら
飛
び
降
り
た
こ
と
）、
お
よ
び
三
世
紀
初
期
の
注
釈
者
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ン
に
よ
る
二
つ
の
解
釈
の
う
ち
の
一
つ

（
彼
女
の
詩
が
男
性
の
詩
に
匹
敵
す
る
よ
う
に
優
れ
て
い
る
こ
と
）
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
る(G

reene 136n)

。
グ
リ
ー
ン
は
意
図
的

に
、
サ
ッ
ポ
ー
か
ら
同
性
愛
を
匂
わ
せ
る
も
の
を
す
べ
て
消
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
の
名
誉
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

同
性
愛
詩
人
の
異
性
愛
者
化

　

イ
ギ
リ
ス
人
だ
け
が
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
を
抑
圧
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
作
家
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ェ
リ
（
一
七
四

一
│
一
八
一
六
）
の
小
説
『
ミ
テ
ィ
リ
ニ
の
女
性
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
の
冒
険
』
は
一
七
八
二
年
に
イ
タ
リ
ア
で
出
版
さ
れ
、
一
七
八
八
年
に

伊
英
対
訳
版
が
出
版
さ
れ
た
。5

ヴ
ェ
リ
の
サ
ッ
ポ
ー
に
は
忠
実
な
女
召
使
い
が
い
る
が
、
女
の
恋
人
は
一
人
も
い
な
い
。
彼
女
の
冒
険
の

最
後
は
パ
オ
ー
ン
と
の
絶
望
的
な
恋
愛
だ
。
そ
し
て
こ
の
小
説
の
中
で
、「
断
篇
31
」
は
「
パ
オ
ー
ン
へ
の
オ
ー
ド
」 (Verri 2: 213) 

と
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呼
ば
れ
、
サ
ッ
ポ
ー
が
パ
オ
ー
ン
の
た
め
に
書
い
た
詩
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
れ
は
、
ア
ン
ブ
ロ
ー
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
英
訳
で
あ

り
、
彼
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
面
白
い
こ
と
に
、
冒
頭
の
二
行
だ
け
が
次
の
よ
う
に
変
え
て
あ
る
。

B
less ’d as the im

m
ortal G

ods is she,

the m
aid w

ho fondly sits by thee,　

(Verri 2: 211)

彼
女
は
不
滅
の
神
々
の
よ
う
に
神
聖
だ
、／
あ
な
た
の
そ
ば
に
優
し
く
座
っ
て
い
る
あ
の
乙
女
は
。

　

ヴ
ェ
リ
は
本
文
中
の
脱
線
と
し
て
、
こ
の
詩
は
パ
オ
ー
ン
の
隣
に
座
っ
て
い
る
少
女
に
サ
ッ
ポ
ー
が
嫉
妬
し
て
い
る
詩
で
あ
る
と
断
言

し
、
サ
ッ
ポ
ー
が
同
性
愛
者
だ
と
い
う
古
来
の
話
は
単
な
る
流
言
で
あ
り
、「
お
し
ゃ
べ
り
な
詩
人
た
ち
の
い
ま
い
ま
し
い
悪
意
」 (Verri 

2: 213) 

に
よ
っ
て
広
げ
ら
れ
た
嘘
に
す
ぎ
な
い
と
明
言
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
証
拠
に
レ
ス
ボ
ス
島
に
は
エ
レ
ス
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
と
ミ

テ
ィ
リ
ニ
の
サ
ッ
ポ
ー
が
い
て
、
二
人
と
も
詩
人
だ
っ
た
が
、
同
性
愛
に
ふ
け
っ
た
の
は
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
る
ミ
テ
ィ
リ
ニ
の
天
才

の
方
で
は
な
く
て
劣
っ
た
方
だ
、
と
古
く
か
ら
な
じ
み
の
戦
略
を
使
っ
た
の
で
あ
る(Verri 2: 215)

。

　

フ
ラ
ン
ス
の
聖
職
者
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
ル
テ
ル
ミ
（
一
七
一
六
│
九
五
）
の
『
小
ア
ナ
カ
ル
シ
ス
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
行
記
』
は
、
一

七
八
八
年
に
出
版
さ
れ
て
以
来
版
を
重
ね
、
一
七
九
一
年
に
英
訳
さ
れ
た
。
バ
ル
テ
ル
ミ
に
と
っ
て
も
、
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
は
認
め
が

た
か
っ
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

夫
の
死
後
、
彼
女
は
暇
な
時
を
学
問
に
捧
げ
、
レ
ス
ボ
ス
の
女
性
た
ち
に
文
学
の
趣
味
を
吹
き
込
む
仕
事
に
と
り
か
か
っ
た
。
彼
女
ら

の
多
く
は
彼
女
か
ら
教
え
を
受
け
、
外
国
の
女
性
た
ち
も
大
勢
彼
女
の
弟
子
に
な
っ
た
。
彼
女
は
彼
女
ら
を
愛
し
す
ぎ
る
ほ
ど
愛
し
た
。

別
な
ふ
う
に
愛
す
る
な
ん
て
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
あ
ら
ん
限
り
の
激
し
い
情
念
で
自
分
の
愛
を
表
現
し
た
。
あ
な
た
方
が

ギ
リ
シ
ャ
人
の
極
端
な
感
受
性
の
こ
と
を
よ
く
ご
存
じ
で
、
彼
ら
の
間
で
は
最
も
無
垢
な
関
係
が
し
ば
し
ば
情
熱
的
な
愛
の
言
葉
を
借
用
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し
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
に
な
っ
た
ら
、
そ
ん
な
表
現
に
驚
か
な
い
で
し
ょ
う
。(B

arthélem
y 2: 63)

　

サ
ッ
ポ
ー
と
女
性
た
ち
と
の
関
係
を
文
学
教
師
と
弟
子
の
関
係
で
あ
る
と
す
る
バ
ル
テ
ル
ミ
の
説
は
、
十
八
世
紀
末
に
「
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と
賞
賛
さ
れ
た
流
行
作
家
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（
一
七
五
八
│
一
八
〇
〇
）
に
と
っ
て
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
女
は
ソ
ネ
ッ
ト
連
歌
集
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』 （
一
七
九
六
）
の
序
の
中
で
、
詩
人
と
し
て
の
サ
ッ
ポ
ー
の
名
誉
を
回
復
す
る
た
め

に
バ
ル
テ
ル
ミ
の
上
記
の
説
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
と
ポ
ー
プ
の
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
は

「
ギ
リ
シ
ャ
の
女
性
詩
人
に
光
彩
を
添
え
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
そ
の
価
値
を
下
げ
る
傾
向
に
あ
る
」 (R

obinson, Sappho 18

6) 

と

し
て
痛
烈
に
批
判
し
、
彼
ら
の
サ
ッ
ポ
ー
像
（
叙
情
詩
人
で
は
な
く
淫
ら
な
女
性
）
を
ソ
ネ
ッ
ト
連
歌
で
大
胆
に
書
き
換
え
た
。
サ
ッ
ポ

ー
の
同
性
愛
を
仄
め
か
す
記
述
は
何
も
な
い
ど
こ
ろ
か
、
サ
ッ
ポ
ー
の
異
性
愛
す
ら
も
抑
圧
し
た
の
で
あ
る
。
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「
女
性
兵
士
」
の
異
性
装
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
境
界

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
衣

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
時
代
か
ら
四
世
紀
に
渡
っ
て
生
き
続
け
て
、
一
九
二
八
年
に
三
六
歳
に
な
る
美
し
い
貴
族
の
詩
人
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
は
、

十
七
世
紀
末
あ
た
り
で
男
性
か
ら
女
性
へ
変
身
し
た
。
七
日
間
の
昏
睡
の
あ
と
、
素
っ
裸
で
起
き
て
み
れ
ば
、
女
の
体
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
ま
か
不
思
議
な
「
性
転
換
」
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
（
一
八
八
二
│
一
九
四
一
）
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
お
こ
な
わ
れ

た
か
を
明
記
し
て
い
な
い
。「
こ
こ
で
は
簡
単
明
瞭
な
事
実
だ
け
記
せ
ば
十
分
。
す
な
わ
ち
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
は
三
〇
歳
ま
で
男
だ
っ
た
、

三
〇
歳
で
女
に
な
り
、
以
来
ず
っ
と
女
だ
」 (W

oolf 134) 

と
書
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
は
肉
体
的
に
女
性
に
な
っ
た

が
、「
他
の
あ
ら
ゆ
る
点
で
全
く
以
前
の
ま
ま
で
あ
っ
た
」 (W

oolf 133) 

の
で
、
は
じ
め
の
う
ち
は
自
分
が
男
だ
か
女
だ
か
混
乱
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
に
女
で
あ
る
こ
と
に
慣
れ
て
く
る
。
他
の
者
た
ち
も
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
を
女
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
る
。
ど
う
し

て
だ
ろ
う
か
。

　

ウ
ル
フ
が
提
示
す
る
一
つ
の
理
由
は
、
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
が
女
の
服
装
を
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
衣
服
は
わ
れ
わ
れ
の

世
界
観
を
変
え
、
わ
れ
ら
に
向
け
る
世
間
の
目
を
変
え
る
。
た
と
え
ば
、
バ
ー
ト
ラ
ス
船
長
は
、
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
の
ス
カ
ー
ト
を
見
た
か

ら
こ
そ
、
た
だ
ち
に
水
夫
に
日
除
け
を
拡
げ
さ
せ
、
お
肉
を
も
う
ひ
と
切
れ
ど
う
ぞ
、
と
す
す
め
、
長
艇
で
上
陸
の
お
供
を
、
と
申
し
出

た
の
だ
。
長
く
て
ふ
わ
ふ
わ
の
ス
カ
ー
ト
で
な
く
て
、
足
に
ぴ
っ
た
り
の
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
た
と
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
敬
意
な
ど
は

は
ら
わ
れ
っ
こ
な
し
で
あ
っ
た
ろ
う
。（
中
略
）
と
い
う
次
第
で
、
わ
れ
わ
れ
は
服
を
着
る
の
で
な
く
、
服
に
着
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
わ
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れ
わ
れ
は
腕
や
胸
を
型
ど
っ
て
服
を
作
る
の
だ
、
と
し
て
も
、
心
、
頭
脳
、
舌
は
衣
服
の
意
の
ま
ま
に
型
ど
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
だ
か

ら
、
ス
カ
ー
ト
を
は
く
よ
う
に
な
っ
て
か
な
り
に
な
る
の
で
、
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
は
目
に
見
え
て
、
顔
つ
き
ま
で
変
わ
っ
て
き
た
」 (W

oolf 

179–80)
と
い
う
。
や
が
て
、
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
は
「
男
の
服
女
の
服
を
と
っ
か
え
ひ
っ
か
え
し
て
」、
始
終
性
を
変
え
る
こ
と
を
楽
し
む

よ
う
に
な
る
。「
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
は
単
刀
直
入
、
そ
れ
を
魅
惑
の
ス
カ
ー
ト
に
着
が
え
て
は
、
両
性
の
愛
を
等
し
く
享
受
し
た
の
で

あ
っ
た
」 (W

oolf 211)

。
そ
の
時
代
は
十
八
世
紀
だ
っ
た
。

　

ウ
ル
フ
の
小
説
『
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
』 （
一
九
二
八
）
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
衣
装
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
決
定
す
る
時
代
が
十
八
世
紀
に
設

定
さ
れ
て
い
る
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
現
代
で
は
女
性
た
ち
も
伝
統
的
に
男
性
の
服
で
あ
っ
た
も
の
を
愛
用
し
、
ユ
ニ
セ

ッ
ク
ス
の
服
も
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
い
く
ら
遠
目
か
ら
で
も
人
が
着
る
衣
装
だ
け
で
男
性
か
女
性
か
を
区
別
す
る
の
は
極
め
て
難
し

い
。
と
こ
ろ
が
、
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
男
性
と
女
性
は
は
っ
き
り
と
識
別
で
き
る
衣
装
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
特
に
「
ペ
テ
ィ

コ
ー
ト
」 (petticoat)

と
呼
ば
れ
る
床
ま
で
の
長
い
ス
カ
ー
ト
は
女
性
の
衣
服
の
代
名
詞
、「
ブ
リ
ッ
チ
ズ
」 (breeches)

と
い
う
膝
下
で

閉
め
た
半
ズ
ボ
ン
も
し
く
は
乗
馬
用
の
ズ
ボ
ン
は
男
性
の
衣
服
の
代
名
詞
で
あ
り
、「
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
」
を
は
く
者
は
女
性
、「
ブ
リ
ッ
チ

ズ
」
を
は
く
者
は
男
性
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
区
別
が
な
さ
れ
た
の
だ
。
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
の
話
の
中
で
も
、「
ス
カ
ー
ト
」 (skirt)

と
「
ズ

ボ
ン
」 (breeches)

を
使
い
分
け
て
、
両
方
の
性
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
と
あ
る
。

　

テ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
十
八
世
紀
の
衣
装
は
言
語
の
よ
う
に
「
人
の
性
、
階
級
、
年
齢
、
職
業
」
を
刻
む
「
記
号

の
体
系
」
で
あ
り
、「
象
徴
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
」
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、「
人
は
い
つ
も
惑
わ
せ
る
衣
服
を
、
戯
れ
に
せ

よ
犯
罪
的
に
せ
よ
不
適
切
な
衣
服
を
自
由
に
着
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
ょ
う
ど
嘘
を
つ
く
か
も
し
れ
な
い
よ
う
に
、
人
は
〈
変
装
〉
す
る

か
も
し
れ
な
い
」 (C

astle, M
asquerade 55–56)

。
つ
ま
り
、
男
性
が
女
性
の
服
を
着
て
「
女
性
」
を
装
い
、
女
性
が
男
性
の
服
を
着
て

「
男
性
」
を
装
う
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
章
が
注
目
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
性
の
仮
装
（
と
り
わ
け
女
性
の
男
装
）
が
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
文
化
的
現

象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
キ
ャ
ッ
ス
ル
は
十
八
世
紀
の
仮
面
舞
踏
会
に
お
け
る
異
性
装
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
故
意
の
混
乱
に
つ
い
て
分
析
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し
て
い
る
が(C

astle, “C
ulture of T

ravesty” 163–64); C
astle, M

asquerade, esp. 46–47, 63–64)

、
異
性
装
は
仮
面
舞
踏
会
に
限
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ス
ト
ラ
ウ
ブ
に
よ
れ
ば
、
劇
の
舞
台
で
は
少
年
が
女
性
の
役
を
演
じ
る
伝
統
が
あ
っ
た
が
、
十

七
世
紀
末
期
に
女
優
が
登
場
す
る
と
、
女
性
役
は
女
性
が
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
女
優
は
ま
た
い
わ
ゆ
る
「
ズ
ボ
ン
役
」 (breeches 

part)

と
呼
ば
れ
る
男
役
も
演
じ
る
よ
う
に
な
り
、
十
八
世
紀
を
通
し
て
人
気
を
博
し
て
い
た (Straub, “G

uilty Pleasures” 142; 

Straub, Sexual Suspects 127)

。
仮
面
舞
踏
会
や
舞
台
で
は
数
時
間
の
間
だ
け
の
変
装
だ
っ
た
が
、
あ
る
程
度
長
い
期
間
水
夫
や
兵
士
と

し
て
男
装
し
、
海
洋
や
戦
場
で
活
躍
し
た
女
性
た
ち
も
い
た
。
さ
ら
に
、
男
装
し
て
別
の
女
性
と
結
婚
し
、
一
緒
に
暮
ら
し
た
女
性
た
ち

も
い
た
。
四
二
歳
の
時
出
版
し
た
自
伝
で
有
名
な
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
チ
ャ
ー
ク
（
一
七
一
三
│
六
〇
）
は
か
な
り
長
期
に
渡
り
、
舞
台
の

上
で
も
外
で
も
男
装
し
て
い
た
。1

こ
れ
ら
実
在
の
男
装
の
女
性
た
ち
の
話
は
新
聞
、
大
衆
小
冊
子
、
伝
記
や
自
伝
な
ど
で
書
か
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
階
級
の
人
々
、
特
に
労
働
階
級
の
人
々
の
間
に
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
虚
構
の
女
性
の
兵
士
な
ど
の
異
性
装
の

話
も
劇
や
詩
や
バ
ラ
ッ
ド
に
よ
く
登
場
し
た
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

　

十
八
世
紀
に
な
ぜ
女
性
の
異
性
装
の
話
が
こ
れ
ほ
ど
流
行
し
た
の
か
、
そ
の
世
紀
は
じ
め
の
メ
ア
リ
・
ア
ス
テ
ル
の
次
の
言
葉
を
知
っ

て
い
る
者
な
ら
疑
問
に
思
う
だ
ろ
う
。

男
性
た
ち
は
歴
史
家
な
の
で
、
め
っ
た
に
女
性
た
ち
の
卓
越
し
た
見
事
な
行
動
を
記
録
に
と
ど
め
て
く
だ
さ
ら
な
い
。
彼
ら
が
彼
女
ら
を

取
り
上
げ
る
と
き
は
、
こ
れ
こ
れ
の
女
性
ら
は
彼
女
た
ち
の
性
を
超
え
て
行
動
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
賢
明
な
評
言
を
す
る
。
そ
う
い
う
言
い
方

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
、
卓
越
し
た
行
動
を
し
た
者
は
女
で
は
な
く
て
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
を
は
い
た
男
で
あ
る
と
、
読
者
に
理
解

し
て
も
ら
い
た
い
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。(M

ary A
stell to E

lizabeth E
lstob in 1705, qtd. in Perry, C

elebrated 25)

　

ア
ス
テ
ル
が
言
及
し
て
い
る
の
は
、
男
性
の
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
知
的
な
女
性
に
対
す
る
当
時
の
男
性
側
の
見
方
で
あ
る
。
男
性
優
位

社
会
に
お
い
て
は
、
女
性
に
対
し
て
「
性
を
超
え
て
行
動
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
表
現
を
使
う
こ
と
は
、
最
大
の
褒
め
言
葉
の
よ
う
に
思
え
る
。

そ
れ
は
「
男
性
と
同
等
の
」
と
か
「
男
性
の
よ
う
な
」
知
性
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
ア
ス
テ
ル
は
そ
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の
褒
め
言
葉
が
実
は
女
性
蔑
視
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
知
的
な
女
性
は
「
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
を
は
い
た

男
」
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
を
身
に
つ
け
、
外
見
は
女
ら
し
い
。
け
れ
ど
も
、
中
身
（
頭
の
中
）
は

女
性
で
は
な
く
男
性
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
女
性
の
ア
ス
テ
ル
に
と
っ
て
決
し
て
嬉
し
い
賛
辞
で
は
な
か
っ
た
。2

　

女
性
が
精
神
的
に
男
性
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
が
あ
る
時
代
に
、
ど
う
し
て
少
な
く
な
い
女
性
た
ち
が
男

性
の
衣
服
を
着
て
、
男
性
を
装
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
う
し
て
そ
の
種
の
女
性
た
ち
の
話
が
好
ん
で
読
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本

章
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
女
性
兵
士
」
の
ハ
ン
ナ
・
ス
ネ
ル
（
一
七
二
三
│
九
二
）
に
焦
点
を
当
て
、
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
異
性

装
の
文
化
現
象
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。

ハ
ン
ナ
・
ス
ネ
ル

　

十
八
世
紀
に
実
在
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
兵
士
の
う
ち
有
名
な
名
前
と
し
て
、
ス
ネ
ル
の
他
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
（
一
六

六
七
│
一
七
三
九
）、
マ
ラ
イ
ア
・
ノ
ー
ル
ズ
（
生
没
年
不
明
）、
メ
ア
リ
・
ア
ン
・
ト
ー
ル
ボ
ッ
ト
（
一
七
七
八
│
一
八
〇
八
）
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
彼
女
た
ち
の
生
涯
や
冒
険
談
は
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
た
伝
記
を
通
じ
て
世
に
知
れ
渡
っ
て
い
た
。3

十
九
世
紀
後
期
に
は
、

ジ
ョ
ン
・
ア
シ
ュ
ト
ン
（
一
八
三
四
│
一
九
一
一
）
が
『
十
八
世
紀
の
放
浪
者
た
ち
』 （
一
八
八
七
）
に
お
い
て
、「
十
八
世
紀
の
ア
マ
ゾ
ン
た

ち
」
の
章
で
こ
の
四
人
の
女
性
兵
士
た
ち
を
紹
介
し
た(A

shton 177–202)

。

　

こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
の
伝
記
の
う
ち
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
唯
一
リ
プ
リ
ン
ト
版
が
出
た
の
が
、『
女
性
兵
士
、
す
な
わ
ち
ハ
ン
ナ
・
ス

ネ
ル
の
驚
く
べ
き
人
生
と
冒
険
』
で
あ
る
。
一
七
五
〇
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
印
刷
業
者
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
作

者
名
不
明
の
『
女
性
兵
士
』
に
は
二
つ
の
版
が
あ
る
。
一
つ
は
全
一
八
七
頁
で
ハ
ン
ナ
・
ス
ネ
ル
の
肖
像
画
な
ど
の
挿
画
を
い
く
つ
か
含

む
。
も
う
一
つ
の
版
は
全
四
六
頁
の
挿
画
の
な
い
版
で
、
こ
れ
が
一
九
八
九
年
に
リ
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
。4

　

十
八
世
紀
の
書
物
に
お
い
て
よ
く
あ
る
よ
う
に
、『
女
性
兵
士
』
の
扉
頁
に
は
読
者
の
興
味
を
喚
起
す
る
た
め
に
粗
筋
が
書
い
て
あ
る
。
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図版 6
「ハンナ・スネル、ジェイムズ・グレイの名
前で通った女性兵士」、『女性兵士』(1750)
口絵。

図版 7
「ハンナ・スネル、女性兵士」、『女性兵士』 
(1750)題扉のあとに置かれた挿絵。

図版 8
挿絵のない版の『女性兵士』 (1750)題扉。
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挿
画
の
な
い
版
の
題
扉
（
図
版
8
）
は
、
挿
画
つ
き
の
版
と
少
し
違
っ
た
箇
所
が
あ
る
が
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

彼
女
は
ウ
ス
タ
ー
市
生
ま
れ
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
レ
イ
の
名
前
を
名
乗
っ
た
。
そ
し
て
夫
に
棄
て
ら
れ
て
、
彼
を
探
す
た
め
に
男
の
服

を
ま
と
っ
て
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
ま
で
旅
を
し
、
そ
こ
で
ギ
ー
ズ
大
佐
の
歩
兵
連
隊
に
入
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
反
乱
時
、
そ
の
連
隊
と

一
緒
に
カ
ー
ラ
イ
ル
ま
で
行
進
し
た
。
そ
の
街
で
彼
女
に
起
こ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
連
隊
を
脱
走
し
た
話
。

 
 

ま
た

そ
の
後
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
に
い
た
フ
レ
ー
ザ
ー
の
海
兵
連
隊
に
入
隊
し
た
完
全
か
つ
真
正
な
話
。
そ
の
連
隊
か
ら
選
抜
派
遣
さ
れ
て
、
ボ
ス

コ
ー
エ
ン
提
督
の
小
艦
隊
の
一
つ
、
つ
ば
め
ス
ル
ー
プ
型
軍
艦
に
乗
船
し
、
東
イ
ン
ド
諸
島
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
航
海
の
間
、
彼
女
は
浮

き
沈
み
の
多
い
運
命
に
遭
遇
し
、
特
に
ポ
ン
デ
ィ
チ
ェ
リ
の
攻
囲
線
で
は
、
十
二
の
負
傷
を
負
っ
た
。
そ
の
上
、
思
い
が
け
な
い
偶
然
の

出
来
事
に
よ
っ
て
、
探
し
て
い
た
不
実
な
夫
の
死
の
噂
を
聞
い
た
。

 
 

さ
ら
に
、

エ
ル
サ
ム
軍
艦
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
帰
る
航
海
中
に
彼
女
の
身
に
起
き
た
話
。
い
ま
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
驚
く
べ
き
出
来
事
を
す
べ

て
含
む
。
男
性
の
服
を
着
て
、
五
年
近
く
も
の
間
、
本
当
の
性
が
見
つ
か
る
こ
と
な
し
に
な
し
た
冒
険
の
す
べ
て
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

テ
ク
ス
ト
内
部
の
情
報
で
年
代
を
補
う
と
す
れ
ば
、
ス
ネ
ル
は
一
七
二
三
年
四
月
生
ま
れ
で
、
一
七
四
〇
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
出
て
、
一

七
四
四
年
一
月
、
二
一
歳
で
オ
ラ
ン
ダ
人
の
水
夫
と
結
婚
し
た
。
早
々
に
子
ど
も
を
宿
す
も
、
夫
は
借
金
の
せ
い
で
妊
娠
七
ヶ
月
の
彼
女

を
棄
て
て
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。
早
産
し
た
子
ど
も
を
亡
く
し
た
あ
と
、
一
七
四
五
年
十
一
月
に
義
理
の
弟
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
レ
イ
の

服
を
着
て
、
彼
の
名
を
騙
り
、
軍
隊
に
入
っ
た
。
一
七
五
〇
年
六
月
に
給
料
を
も
ら
っ
て
除
隊
し
た
あ
と
で
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
打
ち

明
け
た
。
そ
れ
か
ら
終
身
年
金
を
請
願
し
た
と
こ
ろ
、
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。　

　

ス
ネ
ル
の
そ
の
後
の
人
生
に
つ
い
て
現
在
わ
か
っ
て
い
る
の
は
こ
う
だ
。5

『
女
性
兵
士
』
が
出
版
さ
れ
る
や
す
ぐ
に
ス
ネ
ル
は
一
躍
有

名
に
な
り
、『
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
第
二
〇
号
（
一
七
五
〇
）
や
『
ス
コ
ッ
ツ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
第
十
二
号
（
一
七
五
〇
）
に
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『
女
性
兵
士
』
の
縮
約
版
が
現
れ
た
。
ま
た
、
同
年
中
に
オ
ラ
ン
ダ
語
に
も
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
二
四
頁
や
十
六
頁
の
抄
本
版
で
安
価
な

チ
ャ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
も
ロ
ン
ド
ン
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
田
舎
や
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
も
続
々
と
出
た
。
ハ
ン
ナ
自
身
も
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ド
ラ
ー
ズ
・
ウ
ェ
ル
ズ
劇
場
で
軍
服
を
着
て
女
性
の
兵
士
を
演
じ
、
歌

を
う
た
っ
て
、
人
気
を
さ
ら
っ
た
。
彼
女
は
そ
の
後
ウ
ォ
ッ
ピ
ン
グ
に
転
居
し
、「
女
性
戦ウ

ォ
リ
ア
ー

士
」
の
看
板
を
つ
け
た
パ
ブ
を
経
営
す
る
。

ま
た
、
二
度
再
婚
し
、
二
人
の
息
子
を
も
う
け
て
い
る
。
そ
し
て
一
七
九
一
年
に
詳
細
不
明
の
病
気
で
ベ
ド
ラ
ム
精
神
病
院
に
送
ら
れ
、

そ
こ
で
一
七
九
二
年
に
六
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

さ
て
、『
女
性
兵
士
』
の
後
付
け
に
は
、「
ハ
ン
ナ
・
ス
ネ
ル
自
身
の
口
か
ら
」
直
接
聞
い
た
彼
女
の
冒
険
話
が
す
ぐ
さ
ま
印
刷
所
に
回

さ
れ
、
出
版
さ
れ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
他
で
も
な
い
。
女
性
が
戦
争
で
闘
う
話
は
、『
女
性
兵
士
』
が
出
版
さ
れ
た
一
七
五

〇
年
頃
に
は
民
間
伝
承
と
し
て
す
で
に
確
立
し
た
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
一
番
初
期
の
い
わ
ゆ
る
女
性
戦ウ

ォ
リ
ア
ー

士
の
バ
ラ
ッ
ド
は
『
勇
敢
な
美
し
い

娘
メ
ア
リ
・
ア
ン
ブ
リ
が
ゴ
ー
ン
ト
で
闘
っ
た
勇
猛
な
行
為
』
で
あ
る
。
一
六
〇
〇
年
頃
普
及
し
、
十
九
世
紀
ま
で
印
刷
さ
れ
続
け
た
。6

そ
の
他
多
く
の
バ
ラ
ッ
ド
が
女
性
戦
士
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
た
。7

そ
れ
故
、『
女
性
兵
士
』
の
出
版
業
者
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、

虚
構
で
は
な
く
事
実
の
話
で
あ
る
と
わ
ざ
わ
ざ
念
を
押
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
民
間
に
伝
わ
っ
て
い
た
バ
ラ
ッ
ド
の
読
者
層
は
主
と

し
て
下
層
階
級
の
人
々
だ
っ
た
が
、『
女
性
兵
士
』
の
想
定
読
者
層
は
明
ら
か
に
そ
れ
よ
り
も
上
の
階
級
だ
。
何
し
ろ
チ
ャ
ッ
プ
ブ
ッ
ク

が
普
通
一
ペ
ニ
ー
と
い
う
安
価
だ
っ
た
に
対
し
、『
女
性
兵
士
』
は
そ
の
十
二
倍
の
一
シ
リ
ン
グ
も
し
て
い
る
。
ま
た
、
の
ち
に
詳
し
く

述
べ
る
よ
う
に
『
女
性
兵
士
』
に
は
当
時
大
流
行
し
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
（
一
六
八
九
│
一
七
六
一
）
の
小
説
『
パ
メ
ラ
』 

（
一
七
四
〇
│
四
一
）
へ
の
言
及
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
同
書
が
小
説
の
読
者
層
で
あ
る
中
流
階
級
以
上
の
人
々
に
向
け
て
書
か
れ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
物
の
女
性
兵
士
の
話
と
い
う
能
書
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
描
写
の
仕
方
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
女
性
戦
士
に
つ
い

て
の
バ
ラ
ッ
ド
で
お
な
じ
み
の
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
バ
ラ
ッ
ド
と
の
共
通
の
特
徴
に
留
意
し
な
が
ら
、『
女
性
兵
士
』

を
詳
し
く
分
析
し
て
い
こ
う
。
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男
装
の
理
由

　

ダ
イ
ア
ン
・
デ
ュ
ゴ
ー
は
、
女
性
戦
士
の
バ
ラ
ッ
ド
に
共
通
す
る
物
語
要
素
と
し
て
、「
愛
と
栄
光
の
英
雄
的
な
結
合
、
別
離
の
危
機

を
女
性
の
変
装
に
よ
っ
て
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
愛
と
兵
役
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
愛
と
戦
場
に
お
け
る
彼

女
の
成
功
の
賞
賛
」 (D

ugaw
, W

arrior 48)

を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
バ
ラ
ッ
ド
の
特
徴
の
一
つ
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
男
装
し
て
戦
場
へ

行
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
愛
す
る
男
性
の
た
め
と
い
う
異
性
愛
的
動
機
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
メ
ア
リ
・

ア
ン
ブ
リ
』
で
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
男
装
し
、
兵
士
と
な
っ
て
、
勇
敢
に
戦
っ
た
の
は
戦
死
し
た
恋
人
の
あ
だ
を
と
る
た
め
で
あ
っ
た

(D
ugaw

, W
arrior 35)

。『
有
名
な
女
性
鼓
手
』
や
『
雄
々
し
い
女
兵
士
』
の
よ
う
な
バ
ラ
ッ
ド
で
は
、
た
く
ま
し
い
ヒ
ロ
イ
ン
は
男
装

し
て
恋
人
の
出
兵
に
つ
い
て
い
く
。『
コ
ン
ス
タ
ン
ス
と
ア
ン
ソ
ニ
ー
』
で
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
コ
ン
ス
タ
ン
ス
は
水
夫
に
男
装
し
て
恋
人

の
ア
ン
ソ
ニ
ー
に
つ
い
て
い
く
が
、
船
が
難
破
し
た
た
め
別
れ
別
れ
に
な
る
。
し
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
経
た
あ
と
、
最
後
に
恋
人
と

結
ば
れ
る(D

ugaw
, W

arrior 47–48)

。

　
『
女
性
兵
士
』
の
ス
ネ
ル
が
男
装
し
た
の
も
、
自
分
を
棄
て
て
逃
げ
た
夫
を
追
い
か
け
る
た
め
だ
っ
た
。
最
終
的
に
夫
と
再
会
し
ハ
ッ

ピ
ー
・
エ
ン
ド
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ス
ネ
ル
の
男
装
も
ま
た
異
性
愛
的
動
機
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
機

は
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
男
性
の
異
性
装
の
場
合
は
明
ら
か
に
ソ
ド
ミ
ー
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
リ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
に
よ
れ
ば
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ォ
ー
ド
（
一
六
六
七
│
一
七
三
一
）
の
『
ロ
ン
ド
ン
・
ク
ラ
ブ
史
』 （
一
七
〇
九
）

は
女
性
み
た
い
な
男
性
を
示
す
「
モ
リ
ー
」 (M

olly)

の
語
を
ソ
ド
マ
イ
ト
（
男
性
同
性
愛
者
）
の
意
味
で
用
い
た
最
初
の
文
献
で
あ
る

(Friedli 251n3)

。8

厳
密
に
言
う
と
、
そ
の
『
第
二
部
ロ
ン
ド
ン
・
ク
ラ
ブ
』 ﹇
一
七
〇
九
？
﹈9 

中
の
「
ソ
ド
マ
イ
ト
た
ち
、
あ
る
い
は
モ

リ
ー
た
ち
の
ク
ラ
ブ
」
の
項
で
、
ソ
ド
マ
イ
ト
た
ち
は
自
分
た
ち
の
こ
と
を
「
モ
リ
ー
」
と
称
し
、
女
性
の
つ
も
り
で
い
て
、「
慣
習
上

女
性
に
結
び
つ
く
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
流
行
の
装
飾
品
を
ま
ね
、
話
し
た
り
、
歩
い
た
り
、
噂
話
を
し
た
り
、
膝
を
曲
げ
体
を
か
が
め
て
お

辞
儀
し
た
り
、
泣
い
た
り
、
小
言
を
言
っ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
女
々
し
い
そ
ぶ
り
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
」、
ま
た
「
女
性
の
寝
巻
、
薄
い
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絹
織
物
の
フ
ー
ド
、
そ
し
て
婦
人
用
の
ナ
イ
ト
ガ
ウ
ン
」
の
姿
に
変
装
す
る
者
も
い
る
と
記
さ
れ
る(W

ard, Second Part 5–6)

。
な
お

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
で
は
、
ソ
ド
マ
イ
ト
た
ち
が
集
う
酒
場
・
宿
屋
を
意
味
す
る
「
モ
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
」
の
初
出
は
一
八
二
八

年
で
あ
り
、
女
み
た
い
な
男
と
ソ
ド
マ
イ
ト
を
結
び
つ
け
た
最
初
の
使
用
例
「
ミ
ス
・
モ
リ
ー
、
女
み
た
い
な
奴
、
ソ
ド
マ
イ
ト
」
は
一

七
八
五
年
で
あ
る
。

　

一
方
、
女
性
の
異
性
装
の
場
合
は
、
同
性
愛
と
の
関
連
は
明
ら
か
で
な
い
。
研
究
者
に
よ
っ
て
も
見
解
が
分
か
れ
る
。
た
と
え
ば
、
テ

リ
ー
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
は
、
同
性
愛
に
対
す
る
恐
れ
が
（
男
性
だ
け
で
な
く
女
性
の
）
異
性
装
の
攻
撃
の
根
底
に
あ
っ
た
と
主
張
し
、
一
七

二
八
年
十
二
月
十
四
日
付
け
の
『
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
・
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
誌
に
お
け
る
論
評

│
「
ど
の
国
に
お
い
て
も
、
男
女
両
性

は
衣
服

0

0

に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
が
礼
儀
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
ふ
し
だ
ら
な
行
為
を
予
防
す
る
た
め
で
あ
り
、
さ
も
な

け
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」

│
を
引
い
て
い
る(C

astle, M
asquerade 46)

。
ま
た
、
エ
マ
・
ド
ノ

ヒ
ュ
ー
も
、
一
七
一
九
年
の
『
フ
リ
ー
シ
ン
カ
ー
』
第
一
〇
八
号
に
は
、
女
性
が
男
装
し
て
仮
面
舞
踏
会
に
行
く
こ
と
は
「
両
性
の
区

別
」
を
曖
昧
に
し
、「
伯
爵
夫
人
が
女
中
の
色
恋
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
と
き
」、
偶
然
に
せ
よ
意
図
的
に
せ
よ
、
レ
ス
ビ
ア
ン
的
な
誘
惑

を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
と
警
告
さ
れ
て
い
た
と
断
言
す
る(D

onoghue, Passions 90)

。
こ
れ
に
対
し
、
ラ
ン
ド
ル
フ
・
ト
ラ
ン
バ
ッ
ク

は
、
男
性
の
女
装
は
十
八
世
紀
初
期
か
ら
ず
っ
と
ソ
ド
ミ
ー
と
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
女
性
の
男
装
は
十
八
世
紀
の
終
わ
り
に
サ
フ
ィ
ス

ト
（
女
性
同
性
愛
者
）
た
ち
が
登
場
す
る
ま
で
女
性
同
性
愛
と
関
連
が
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る(T

rum
bach, “London’s Sapphists” 

121–22)

。
十
八
世
紀
の
「
男
性
と
し
て
通
る
女
性
た
ち
」
を
研
究
し
た
リ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
も
、
男
性
の
女
装
と
違
っ
て
、
女
性
の
男

装
が
ど
の
程
度
ま
で
同
性
愛
と
関
わ
っ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る(Friedli 234)

。

　

ス
ネ
ル
の
男
装
の
動
機
は
、
ト
ラ
ン
バ
ッ
ク
や
フ
リ
ー
ド
リ
の
見
方
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
の
ち
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、『
女

性
兵
士
』
で
は
、
ス
ネ
ル
や
そ
の
他
の
女
性
の
「
美
徳
」
は
常
に
異
性
愛
の
枠
組
の
中
で
語
ら
れ
て
も
い
る
。
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戦
う
女

　

バ
ラ
ッ
ド
の
女
性
戦
士
は
ま
た
輝
か
し
い
武
勲
を
た
て
、
そ
の
「
女
ら
し
く
な
い
」
性
質
が
い
つ
も
褒
め
た
た
え
ら
れ
た
が
、
ス
ネ
ル

も
戦
場
に
お
い
て
多
く
の
傷
を
負
う
ほ
ど
勇
敢
に
戦
っ
た
こ
と
が
絶
賛
さ
れ
る
。

　

匿
名
作
家
は
冒
頭
か
ら
ス
ネ
ル
を
べ
た
褒
め
で
あ
る
。
ま
ず
、
労
働
階
級
出
身
の
ス
ネ
ル
が
男
性
に
お
い
て
も
賞
賛
さ
れ
る
「
あ
ら
ゆ

る
戦
争
や
征
服
の
栄
誉
あ
る
行
動
に
匹
敵
す
る
英
雄
的
行
為
、
胆
力
、
そ
し
て
精
神
力
」
を
持
っ
た
女
性
で
あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
、

「
ア
マ
ゾ
ン
族
の
時
代
」
以
降
の
戦
う
女
性
た
ち

│
ロ
ー
マ
の
将
軍
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
と
戦
っ
た
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
女
王

セ
ミ
ー
ラ
ミ
ス
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
女
羊
飼
い
た
ち

│
の
系
図
線
上
に
置
き
な
が
ら
、
ス
ネ
ル
の
話
は
こ
れ
ら
過
去
の
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち

の
話
よ
り
も
は
る
か
に
「
変
化
に
富
ん
だ
驚
嘆
す
べ
き
出
来
事
」
と
「
汚
れ
の
な
い
真
実
性
」 ( Fem

ale Soldier 2) 

に
満
ち
て
い
る
と
推

奨
す
る
。
あ
と
の
頁
で
も
、「
ど
の
時
代
、
ど
の
国
も
、
こ
の
わ
れ
ら
が
ヒ
ロ
イ
ン
の
冒
険
で
出
会
う
以
上
に
卓
越
し
た
美
徳
と
行
動
と

不
屈
の
例
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
か
つ
て
な
い
。
彼
女
の
冒
険
は
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
」、「
性
格
が
き
ゃ
し
ゃ

で
、
繊
細
で
、
労
苦
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
、
危
険
の
名
に
ひ
ど
く
怖
が
る
一
人
の
女
性
が
、
自
分
の
性
を
秘
密
に
し
て
お
く
決
意

を
捨
て
去
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
場
面
を
経
験
し
た
」 ( Fem

ale Soldier 34–35)

な
ど
と
褒
め
た
た
え
る
。

　

ス
ネ
ル
が
こ
の
よ
う
に
戦
場
と
い
う
男
性
の
領
域
の
中
で
も
最
も
厳
し
い
場
所
に
入
り
、
男
性
に
匹
敵
も
し
く
は
男
性
よ
り
も
優
れ
た

能
力
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
を
見
る
と
、
彼
女
を
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
先
駆
者
と
し
て
見
な
し
、
彼
女
の
行
動
を
支
配
的
な
性
差
の
概

念
に
意
図
的
に
挑
戦
す
る
試
み
と
し
て
読
み
取
り
た
く
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
匿
名
作
家
の
上
述
の
賞
賛
の
仕
方
で
わ
か
る
よ

う
に
、
ス
ネ
ル
は
あ
く
ま
で
も
「
例
外
的
」
な
女
性
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
は
確
か
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
境
界
を
越
え
た
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
個
人
的
な
行
為
で
あ
っ
て
、
社
会
的
な
革
命
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
男
性
だ
け
に
与
え
ら
れ
て
い
る
社
会

的
・
経
済
的
特
権
（
こ
こ
で
は
兵
役
に
よ
る
給
料
や
武
功
加
俸
）
を
声
高
に
主
張
す
る
こ
と
な
く
容
易
に
獲
得
す
る
が
、
決
し
て
男
性
の

特
権
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
恐
れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
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男
装
と
演
技

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
ス
ネ
ル
の
話
は
、
当
時
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
概
念
が
い
か
に
外
的
な
指
標
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か

を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
男
性
の
衣
服
を
着
て
、
男
性
の
行
動
を
う
ま
く
模
倣
す
れ
ば
、「
男
性
」
と
し
て
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

バ
ラ
ッ
ド
の
女
性
戦
士
と
同
じ
く
、
ス
ネ
ル
が
男
装
す
る
過
程
の
描
写
は
き
わ
め
て
簡
潔
で
あ
る
。「
彼
女
は
義
理
の
兄
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

グ
レ
イ
氏
の
服
を
着
て
、
彼
の
名
前
を
騙
り
、
一
七
四
五
年
十
一
月
二
三
日
に
出
発
し
た
」 ( Fem

ale Soldier 7)

。
ス
ネ
ル
は
男
性
の
衣

服
を
着
た
と
た
ん
、
女
性
か
ら
男
性
へ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
「
旅
の
間
、
五
年
近
く
も
の
間
、
多
く
の

危
険
と
栄
枯
盛
衰
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
度
も
女
性
で
あ
る
と
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
」 ( Fem

ale Soldier 30)

。
さ
ら
に
帰
国

し
た
あ
と
給
料
を
も
ら
う
ま
で
、
彼
女
は
姉
、
義
理
の
兄
の
グ
レ
イ
氏
、
彼
ら
の
下
宿
人
の
若
い
女
の
三
人
以
外
の
誰
に
も
自
分
の
本
当

の
性
を
あ
か
さ
な
か
っ
た
。
ス
ネ
ル
は
グ
レ
イ
氏
の
家
に
住
み
、
そ
の
若
い
女
と
ベ
ッ
ド
を
共
有
し
て
い
た
が
、
近
所
の
人
々
は
ス
ネ
ル

を
男
性
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
二
人
が
結
婚
し
た
と
い
う
噂
が
近
隣
中
に
広
が
っ
た
。

　
「
自
国
と
外
国
の
両
方
で
」
ス
ネ
ル
の
本
当
の
性
が
ば
れ
な
か
っ
た
の
は
、
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
誰
も
が
当
然
い
だ
く
疑
問

に
対
し
、『
女
性
兵
士
』
の
匿
名
作
家
は
「
容
貌
や
身
振
り
を
判
断
す
る
最
も
優
秀
な
人
で
も
ご
ま
か
し
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

ほ
ど
巧
妙
に
、
彼
女
が
男
性
を
ま
ね
て
い
た
」 ( Fem

ale Soldier 33) 

か
ら
だ
と
、
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
で
も
な
お
疑
問
に
思
う

読
者
の
好
奇
心
を
満
た
す
た
め
に
、
逐
一
理
由
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
兵
士
仲
間
で
彼
女
に
あ
ご
ひ
げ
が
な
い
の
を
怪
し
む
者
が

い
た
が
、
彼
女
は
「
若
す
ぎ
る
か
ら
」 ( Fem

ale Soldier 19)

と
答
え
た
。
女
役
の
ソ
ド
マ
イ
ト
を
指
す
よ
う
に
「
モ
リ
ー
・
グ
レ
イ
嬢
」 

( Fem
ale Soldier 19)

と
呼
ば
れ
た
と
き
は
、
無
礼
な
お
返
し
を
し
て
や
っ
て
、
航
海
の
間
に
誰
よ
り
も
立
派
な
男
で
あ
る
の
を
証
明
す

る
と
宣
言
し
、
賭
け
も
し
た
。
こ
う
し
て
、「
彼
女
の
機
敏
な
性
質
」
が
秘
密
を
暴
こ
う
と
す
る
人
の
「
迷
夢
を
さ
ま
さ
せ
た
」 ( Fem

ale 

Soldier 30)

の
で
あ
る
。

　

ま
た
胸
の
ふ
く
ら
み
も
女
性
の
証
拠
で
あ
る
が
、
む
ち
打
ち
刑
の
と
き
で
も
そ
れ
は
目
立
た
な
か
っ
た
。
カ
ー
ラ
イ
ル
の
地
で
任
務
の
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怠
慢
の
た
め
む
ち
打
た
れ
た
と
き
は
、
両
腕
を
大
き
く
広
げ
ら
れ
て
市
の
門
に
固
定
さ
れ
る
と
、
彼
女
の
胸
は
「
引
っ
張
ら
れ
て
、
そ
の

結
果
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
見
え
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
彼
女
の
胸
は
壁
側
だ
っ
た
の
で
、
戦
友
の
誰
に
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。」
船
内
で

む
ち
打
た
れ
た
と
き
は
、「
彼
女
は
直
立
し
、
胸
を
隠
す
た
め
に
、
い
わ
ば
偶
然
に
首
に
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
む
ち
を
防
ぐ
よ
う
に
、

首
の
回
り
に
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
を
巻
い
た
。
胸
は
そ
の
上
に
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
の
両
端
が
垂
れ
下
が
っ
て
隠
さ
れ
た
」 ( Fem

ale Soldier 34)

。

　

さ
ら
に
戦
傷
し
て
治
療
を
受
け
る
と
き
も
な
ん
と
か
切
り
抜
け
る
。
彼
女
が
撃
た
れ
た
十
二
箇
所
の
う
ち
、
十
一
箇
所
は
膝
か
ら
下
の

足
だ
っ
た
が
、
あ
と
の
一
箇
所
は
な
ん
と
「
そ
け
い
部
」 ( Fem

ale Soldier 15) 

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、「
外
科
医
に
い
つ
も
の
手
術
を
す
る

の
を
許
し
た
ら
、
必
ず
や
起
こ
る
に
違
い
な
い
あ
の
発
見
を
妨
げ
る
た
め
に
、
彼
女
は
自
分
の
傷
か
ら
弾
丸
を
抜
き
取
っ
て
、
自
ら
医
者

で
あ
る
と
は
っ
き
り
示
し
た
」 ( Fem

ale Soldier 31)

。
の
ち
の
頁
で
も
う
一
度
も
っ
と
詳
し
く
治
療
の
仕
方
が
述
べ
ら
れ
る
。
彼
女
は
戦

傷
を
負
っ
て
病
院
に
運
ば
れ
た
が
、
医
者
が
把
握
し
て
い
た
の
は
足
の
傷
だ
け
だ
っ
た
。
そ
け
い
部
の
傷
が
非
常
に
痛
む
た
め
、
彼
女
は

黒
人
女
性
に
自
分
の
性
を
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
包
帯
と
膏
薬
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、 「
指
で
傷
を
さ
ぐ
っ
て
、 

弾
丸
が
あ
る
と

こ
ろ
に
行
き
、
そ
れ
か
ら
弾
丸
を
感
じ
る
と
す
ぐ
に
、 

人
差
し
指
と
親
指
で
押
し
て
、 

外
に
出
し
た
」 ( Fem

ale Soldier 37)

。
そ
の
あ
と

軟
膏
を
塗
っ
て
治
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ネ
ル
は
自
分
の
本
当
の
性
を
隠
す
た
め
だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
危
険
な
こ
と
で
も
し
た
の
だ
。

　

男
装
の
ス
ネ
ル
は
、
バ
ラ
ッ
ド
の
女
性
戦
士
の
よ
う
に
、
他
の
女
性
に
言
い
寄
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ジ
ュ
リ
・
ホ
イ
ー
ル
ラ
イ
ト
は

『
ア
マ
ゾ
ン
と
女
軍
人
た
ち
』 （
一
九
八
九
） 

に
お
い
て
、
女
性
戦
士
の
話
の
中
に
よ
く
あ
る
同
性
間
の
ロ
マ
ン
ス
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、

「
男
性
の
読
者
に
性
的
な
快
感
を
与
え
る
た
め
」
と
、「
模
倣
的
な
性
質
の
兵
士
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
調
す
る
た
め
」
の
二
つ
の
目

的
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る(W

heelw
right 12, 60)

。
ス
ネ
ル
の
場
合
、
ま
さ
に
ホ
イ
ー
ル
ラ
イ
ト
の
指
摘
の
通
り
、
同
性
へ
の
求

愛
は
彼
女
が
い
か
に
う
ま
く
男
性
の
ふ
り
を
し
て
い
た
か
の
も
う
一
つ
の
証
左
と
し
て
描
か
れ
る
。
ス
ネ
ル
は
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
再
会
し
た

若
い
女
性
と
親
密
に
な
り
、
船
の
仲
間
た
ち
よ
り
も
彼
女
と
一
緒
に
酒
を
飲
む
方
が
多
く
な
っ
た
。
そ
し
て
「
こ
の
若
い
女
が
自
分
の
こ

と
を
嫌
い
で
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
彼
女
は
兵
士
を
演
じ
る
ほ
ど
上
手
に
恋
人
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ど
う
か
試
し
に
や
っ
て
み

た
」 ( Fem

ale Soldier 28)

。
す
る
と
、「
除
隊
と
給
料
を
得
た
ら
す
ぐ
に
結
婚
す
る
た
め
に
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
戻
っ
て
く
る
」
と
い
う
同
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意
を
得
た
。
若
い
女
と
の
結
婚
を
取
り
つ
け
る
ま
で
わ
ず
か
二
日
間
と
い
う
早
業
で
あ
っ
た
。

　

女
性
と
の
結
婚
の
約
束
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
こ
こ
で
終
わ
り
、
後
日
談
は
な
い
。
ス
ネ
ル
は
除
隊
後
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
結
婚
を

約
束
し
た
若
い
女
性
で
は
な
く
、
義
理
の
兄
の
と
こ
ろ
の
下
宿
人
で
あ
る
若
い
女
性
と
ベ
ッ
ド
を
と
も
に
し
た
。
前
者
の
若
い
女
性
は
ス

ネ
ル
が
男
性
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
に
対
し
、
後
者
の
女
性
は
ス
ネ
ル
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
の
同
衾
で
あ
る
。
前
者
と
の

関
係
は
明
ら
か
に
異
性
愛
関
係
の
模
倣
だ
が
、
後
者
と
の
同
衾
は
同
性
愛
関
係
を
仄
め
か
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

後
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
近
所
の
人
々
が
「（
彼
女
﹇
ス
ネ
ル
﹈
が
男
性
だ
と
思
っ
て
）
若
い
女
性
が
兵
士
と
結
婚
し
た
」 ( Fem

ale 

Soldier 32–33)

と
噂
し
た
よ
う
に
、
異
性
愛
関
係
の
模
倣
と
し
て
語
ら
れ
る
。

女
性
の
美
徳

　

見
逃
せ
な
い
の
は
、『
女
性
兵
士
』
で
は
、
こ
の
よ
う
に
男
性
を
完
璧
に
装
う
こ
と
は
女
性
の
美
徳
を
守
る
こ
と
と
コ
イ
ン
の
裏
表
の

関
係
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
ス
ネ
ル
は
そ
の
男
性
的
な
戦
い
ぶ
り
や
男
ら
し
い
行
動
と
同
じ
く
ら
い
、 

い
や
そ
れ
以
上
に
も
っ

と
、
女
性
と
し
て
の
「
美
徳
」
を
保
持
し
た
こ
と
が
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
陸
に
降
り
た
と
き
、
宿
が
込
ん
で

い
た
の
で
、
ス
ネ
ル
は
海
兵
仲
間
の
ジ
ョ
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
ズ
の“B

edfellow
”

に
な
る
の
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
次
の
二
晩
、
彼

女
の“B

edfellow
”

に
な
っ
た
の
は
、
の
ち
に
ス
ネ
ル
に
求
婚
す
る
こ
と
に
な
る
男
で
、
イ
ギ
リ
ス
行
き
の
エ
ル
タ
ム
号
の
乗
員
仲
間
の

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ム
ー
デ
ィ
だ
っ
た
。“B

edfellow
”

と
い
う
単
語
は
普
通
妻
や
夫
の
よ
う
な
同
衾
者
を
指
す
。
義
理
の
兄
の
家
の
下
宿
人

で
、
ス
ネ
ル
の
「
妻
と
思
わ
れ
て
い
た
」
若
い
女
性
も
ス
ネ
ル
の“B

edfellow
”

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
若
い
女
と
の
同
衾
の
よ
う
に
、

ス
ネ
ル
が
違
っ
た
二
人
の
男
性
と
三
晩
同
衾
し
て
も
セ
ク
シ
ャ
ル
な
こ
と
は
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
男
性
た
ち
は
「
彼
女

が
女
性
で
あ
る
と
全
然
わ
か
ら
な
か
っ
た
」 ( Fem

ale Soldier 29)

か
ら
だ
。
別
の
と
こ
ろ
で
は
こ
う
記
さ
れ
る
。「
も
し
彼
女
の
性
が
見

つ
か
っ
た
ら
、
彼
女
は
多
く
の
乗
船
仲
間
、
特
に
彼
女
が
直
接
関
わ
っ
た
人
々
、
す
な
わ
ち
、
将
校
た
ち
の
節
度
の
な
い
、
無
秩
序
な
、
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非
道
の
性
欲
の
餌
食
に
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
」 ( Fem

ale Soldier 31)

。

　

従
っ
て
、
ス
ネ
ル
は
「
本
物
の
パ
メ
ラ
」 ( Fem

ale Soldier 40)

と
し
て
褒
め
た
た
え
ら
れ
る
。
い
や
、「
冒
険
と
美
徳
」
の
点
に
お
い

て
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
パ
メ
ラ
」
を
凌
駕
し
て
い
る
と
ま
で
も
絶
賛

さ
れ
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
「
ま
が
い
も
の
の
」
の
パ
メ
ラ
が
た
っ
た
一
人
の
男
性
だ
け
を
寄
せ
つ
け
な
か
っ
た
の
に
対
し
、「
生
身

の
人
間
」
の
パ
メ
ラ
は
、「
何
千
も
の
軍
人
た
ち
」
や
、「
も
し
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
レ
イ
が
ハ
ン
ナ
・
ス
ネ
ル
夫
人
だ
と
知
っ
た
ら
、
す
ぐ

さ
ま
彼
女
の
美
徳
の
と
り
で
を
た
た
き
つ
ぶ
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
屈
強
で
大
胆
な
水
夫
た
ち
」
の
間
で
、「
最
も
有
徳
な
計
略
に
よ
っ
て

自
分
の
貞
節
を
守
っ
た
」 ( Fem

ale Soldier 41)

か
ら
だ
。

曖
昧
な
結
び

　

以
上
の
よ
う
に
、『
女
性
兵
士
』
は
異
性
愛
的
枠
組
の
中
で
、
弱
い
性
で
あ
る
は
ず
の
女
性
が
い
か
に
う
ま
く
男
性
を
装
い
つ
つ
、
女

性
の
美
徳
を
保
持
し
た
か
を
描
い
た
。
ス
ネ
ル
は
二
〇
代
の
若
さ
で
髭
が
な
い
の
で
「
モ
リ
ー
・
グ
レ
イ
嬢
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
彼
女
の
戦
友
や
上
官
た
ち
の
中
に
、「
モ
リ
ー
」（
男
性
同
性
愛
の
女
役
）
と
し
て
の
彼
女
を
襲
う
ソ
ド
マ
イ
ト
（
男
性
同
性

愛
者
）
は
全
く
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。『
女
性
兵
士
』
に
登
場
す
る
す
べ
て
の
人
物
は
あ
く
ま
で
も
異
性
愛
者
で
あ
る
。
い
や
、
少
な
く

と
も
そ
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
い
る
と
言
っ
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
か
。

　

現
代
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
な
ぜ
女
性
が
五
年
近
く
も
の
間
男
性
と
し
て
通
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
ま
こ
と
に
不
可
解
き
わ
ま

り
な
い
。
だ
が
、
ス
ネ
ル
の
例
は
当
時
の
人
々
が
ど
れ
ほ
ど
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
差
を
外
的
な
指
標
に
基
づ
い
て
認
識
し
て
い
た
か
を
示
し
て

い
る
。
は
じ
め
に
引
用
し
た
ア
ス
テ
ル
の
「
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
を
は
い
た
男
」
と
い
う
表
現
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
差
は
明
ら
か
に
内
面
的

な
能
力
の
差
を
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ス
ネ
ル
の
話
の
場
合
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
差
は
能
力
の
問
題
で
は
な
く
、
男
性
の
衣
装
を
着
て
、
ど

れ
ほ
ど
う
ま
く
男
性
と
し
て
装
っ
た
か
と
い
う
演
技
の
問
題
で
あ
る
。
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最
後
に
、『
女
性
兵
士
』
は
異
性
愛
的
な
枠
組
を
と
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
終
わ
り
方
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
多
く
の
バ
ラ
ッ
ド
で
は
最
終
的
に
男
性
と
の
愛
が
成
就
す
る
。
一
方
、
ス
ネ
ル
は
公
に
女
性
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し

た
あ
と
、
戦
友
の
一
人
か
ら
求
婚
さ
れ
る
が
、
断
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
前
の
亭
主
が
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
か
っ
た
の
で
「
ど
ん
な
男
と
も
二

度
と
婚
約
し
な
い
」 ( Fem

ale Soldier 39) 

と
決
心
し
て
い
た
か
ら
だ
。
現
在
の
わ
れ
わ
れ
は
ス
ネ
ル
が
の
ち
に
二
回
再
婚
す
る
こ
と
に

な
る
の
を
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
時
点
で
は
、
彼
女
は
明
ら
か
に
男
性
に
対
し
て
不
信
感
、
絶
望
感
を
い
だ
い
て
い
る
。
で
は
、

ス
ネ
ル
と
そ
の
「
妻
と
思
わ
れ
て
い
た
」
若
い
女
性
の
関
係
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
が
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
。
も
し
か
し
て
、
彼
女
は
メ
ア
リ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
よ
う
に
「
女
性
の
夫
」10

に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
、
ス
ネ
ル
の
伝
記
の
最
後
に
は
、
彼
女
が
帰
国
後
も
「
連
隊
服
を
着
続
け
て
い
る
」 ( Fem

ale Soldier 42) 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
も

は
や
自
分
の
性
を
偽
る
必
要
が
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
男
性
の
服
を
脱
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
書
に
は
何
ら
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な

い
だ
け
に
、 

そ
れ
だ
け
一
層
意
味
深
長
で
あ
る
。
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「
女
性
の
夫
」
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
偽
装
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

女
性
と
結
婚
し
た
女
性
の
話

　

十
九
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
の
性
科
学
者
ハ
ヴ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
は
、「
性
的
に
倒
錯
し
た
女
性
」（
女
性
同
性
愛
者
）
が
「
あ
る
程
度
の

男
ら
し
さ
」
の
特
徴
を
持
ち
、
男
性
の
衣
服
を
好
ん
で
着
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
エ
リ
ス
の
い
う
男
装
の
女
性
同
性
愛
者
は
、
二
〇
世
紀

中
頃
か
ら
女
性
同
性
愛
者
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
な
っ
た
男
役(butch)

と
女
役(fem

m
e)

の
う
ち
前
者
に
相
当
す
る
。
で
は
、 

男
装
す

る
女
性
は
み
な
同
性
愛
者
で
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
エ
リ
ス
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
例
と
し
て
彼
が

挙
げ
る
の
が
、 

十
八
世
紀
中
期
の
有
名
な
劇
作
家
・
俳
優
・
桂
冠
詩
人
の
コ
リ
ー
・
シ
バ
ー 

（
一
六
七
一
│
一
七
五
七
） 

の
娘
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ト
・
チ
ャ
ー
ク
（
一
七
一
三
│
六
〇
）
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
ク
は
結
婚
後
夫
が
失
踪
し
て
か
ら
、 

一
人
娘
を
育
て
る
た
め
に
ズ
ボ
ン
役
の
女
優

と
し
て
舞
台
に
上
っ
た
が
、
舞
台
の
外
で
も
男
装
し
続
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
彼
女
を
男
性
だ
と
思
い
込
ん
だ
他
の
女
性
た
ち
か
ら
し

ば
し
ば
恋
慕
さ
れ
た
が
、
彼
女
自
身
は
「
一
度
も
女
性
た
ち
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
だ
っ
た
」 (E

llis, Sexual Inversion 

140)

か
ら
だ
。
興
味
深
い
こ
と
に
、 

彼
女
が
四
二
歳
の
と
き
に
出
版
し
た
自
伝
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
チ
ャ
ー
ク
夫
人
の
生
涯
の
物
語
』 （
一

七
五
五
） 

に
よ
れ
ば
、
四
万
ポ
ン
ド
を
相
続
し
た
若
い
貴
婦
人
に
恋
さ
れ
て
、
結
婚
を
望
ま
れ
た
と
き
で
す
ら
、
チ
ャ
ー
ク
は
自
ら
本
当

の
性
を
明
か
し
、「
神
は
私
を
彼
女
が
思
い
描
い
て
い
る
よ
う
な
幸
せ
な
人
物
に
は
定
め
て
い
な
か
っ
た
」 (C

harke 59

1)

と
断
っ
た
。
つ

ま
り
、
彼
女
は
女
性
で
あ
る
か
ら
他
の
女
性
の
夫
に
な
れ
な
い
と
告
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
リ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
の
よ

う
な
最
近
の
研
究
者
に
よ
っ
て
も
、 

チ
ャ
ー
ク
が
「
女
性
に
対
し
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
性
向
」 ( Friedli 242)

を
持
っ
て
い
な
い
証
拠
と
し
て
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挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
本
当
に
他
の
女
性
と
結
婚
し
た
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

男
性
に
扮
し
た
女
性
が
別
の
女
性
と
結
婚
す
る
。
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
女
性
の
夫
」 (fem

ale 

husband)
の
実
話
が
し
ば
し
ば
世
を
騒
が
し
た
。
最
も
有
名
な
「
女
性
の
夫
」
は
、
治
安
判
事
で
あ
る
と
同
時
に
小
説
家
で
あ
っ
た
ヘ

ン
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（
一
七
〇
七
│
五
四
）
に
よ
っ
て
伝
記
が
書
か
れ
た
メ
ア
リ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
で
あ
る
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
一

七
四
六
年
に
、
男
性
と
偽
っ
て
女
性
と
結
婚
し
た
罪
で
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
四
つ
の
市
場
町
に
お
い
て
公
衆
の
面
前
で
む
ち
打
ち
刑
を
う

け
、
そ
の
後
六
ヶ
月
の
禁
固
刑
を
受
け
た
。
公
開
刑
の
様
子
は
、

一
八
一
三
年
出
版
の
『
女
性
の
夫
の
驚
く
べ
き
冒
険
！
』
の
口
絵

（
図
版
9
）
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
画
家
は
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
（
一
八
一
二
│
七
〇
）
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
サ
ッ

カ
レ
ー
（
一
八
一
一
│
六
三
）
な
ど
の
小
説
の
挿
絵
で
知
ら
れ
て
い

る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ー
ク
シ
ャ
ン
ク
（
一
七
九
二
│
一
八
七
八
）
で

あ
る
。

　

ハ
ミ
ル
ト
ン
の
事
件
以
後
、
新
聞
・
雑
誌
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

「
女
性
の
夫
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え

ば
、
一
七
六
〇
年
代
の
大
衆
紙
『
ロ
ン
ド
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
に

は
、
男
装
の
女
性
兵
士
が
ひ
そ
か
に
女
性
と
結
婚
し
て
い
た
話
、

ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
こ
と
バ
ー
バ
ラ
・
ヒ
ル
が
結
婚
後
志
願
兵
に

な
ろ
う
と
し
た
と
き
本
当
の
性
が
ば
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
妻
の

愛
を
失
わ
な
か
っ
た
と
い
う
話
、
妻
に
養
っ
て
も
ら
う
た
め
に
結

婚
し
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ン
デ
ィ
こ
と
セ
ア
ラ
・
ポ
ー
ル
は
妻
に

図版 9
ジョージ・クルークシャンク「メアリ・ハミルトン」、 『女性の夫の驚
くべき冒険！』 (1813)口絵。
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訴
え
ら
れ
た
が
、
妻
が
結
局
出
廷
し
な
か
っ
た
た
め
釈
放
さ
れ
た
話
、
あ
る
い
は
死
亡
記
事
欄
に
お
い
て
、
故
ジ
ョ
ン
・
チ
ヴ
ィ
が
二
〇

年
以
上
の
結
婚
生
活
の
間
女
性
で
あ
る
と
見
破
ら
れ
な
か
っ
た
話
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。2

ま
た
、『
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
マ

ガ
ジ
ン
』
の
一
七
六
六
年
の
七
月
、
八
月
、
十
月
号
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
東
部
の
ポ
プ
ラ
ー
で
二
人
の
女
性
が
三
六
年
も
の
長
き
に
わ
た
り

「
夫
と
妻
」
と
し
て
一
緒
に
暮
ら
し
、
一
度
も
怪
し
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
パ
ブ
を
経
営
し
て
い
た
と
い
う
記
事
（
七
月
号
で
は
「
ポ
プ
ラ

ー
で
最
近
起
こ
っ
た
異
常
な
事
件
の
詳
し
い
話
」
の
タ
イ
ト
ル
で
報
じ
ら
れ
た
）
が
掲
載
さ
れ
た
。「
夫
」
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ハ
ウ
こ
と

メ
ア
リ
・
イ
ー
ス
ト
で
あ
る
が
、
他
の
「
女
性
の
夫
」
の
話
と
違
っ
て
、
妻
と
な
る
女
性
（
名
前
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
）
を
だ
ま
し
た
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
男
性
に
失
恋
し
た
十
六
才
と
十
七
歳
の
親
友
同
士
が
二
度
と
男
性
か
ら
求
愛
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
夫
婦

の
ふ
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
年
下
の
メ
ア
リ
の
方
が
夫
役
に
な
っ
た
の
は
、
半
ペ
ニ
ー
銅
貨
を
投
げ
て
決
め
、
男
性

の
服
も
二
人
の
金
を
足
し
た
中
か
ら
支
払
っ
た
の
だ
っ
た
。3

そ
し
て
一
七
七
〇
年
代
に
は
、『
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
や

『
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
レ
ジ
ス
タ
ー
』
に
お
い
て
、
若
い
男
装
の
女
性
が
金
を
だ
ま
し
取
る
た
め
に
金
持
ち
の
老
女
と
結
婚
し
た
話
、
ア
ン
・

マ
ロ
ウ
と
い
う
女
性
が
男
装
と
偽
名
を
用
い
て
三
人
の
女
性
を
欺
き
、
そ
れ
ぞ
れ
と
結
婚
し
て
金
を
奪
っ
た
罪
で
、
さ
ら
し
台
に
さ
ら
さ

れ
た
あ
と
、
六
ヶ
月
間
の
禁
固
刑
を
受
け
た
話
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。4

　

こ
れ
ら
の
「
女
性
の
夫
」
の
事
例
を
見
て
み
る
と
、
妻
の
側
も
女
性
同
士
の
結
婚
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
メ
ア
リ
・
イ
ー
ス
ト
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
は
非
常
に
ま
れ
だ
っ
た
と
言
え
る
。
た
い
て
い
の
「
女
性
の
夫
」
は
他
の
女
性
と
結
婚
す
る
た
め
に
男
性
を
装
い
、
結
婚
後
本
当

の
性
が
露
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
構
わ
ず
結
婚
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
詐
欺
と
し
て
訴
え
ら

れ
て
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
ソ
ド
ミ
ー
は
重
罪
だ
っ
た
の
に
対
し
、
女
性
間
の
同
性
愛
を
違
法
と
す
る
法
律
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
場
合
、
一
七
一
三
年
の
「
放
浪
罪
」
の
第
一
条
項
の
「
詐
欺
罪
」
が
適
用
さ
れ
た
。
ソ
ド
ミ

ー
は
無
論
の
こ
と
、
ス
リ
や
強
姦
の
よ
う
な
犯
罪
が
絞
首
刑
の
重
罪
だ
っ
た
時
代
に
、
公
開
鞭
打
ち
や
さ
ら
し
台
に
さ
ら
さ
れ
た
あ
と
六

ヶ
月
の
禁
固
刑
と
い
う
罰
は
い
か
に
も
軽
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
の
女
性
が
ま
ね
を
し
な
い
よ
う
警
告
す
る
程
度
の
罰
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
現
代
で
は
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
は
、「
男
性
と
し
て
通
る
女
性
が
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
こ
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と
は
、
主
た
る
争
点
が
性
的
逸
脱
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
詐
欺
と
そ
の
結
果
生
ず
る
権
利
と
特
権
の
侵
害
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
」 (Friedli 237) 

と
見
な
し
た
。
一
方
、
エ
マ
・
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
女
性
同
性
愛
を
禁
じ
る
法
が
な
か
っ
た
の
は
、

「
法
律
家
や
判
事
た
ち
が
女
性
間
の
セ
ッ
ク
ス
を
公
に
し
た
く
な
か
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
故
に
「
女
性
の
夫
」
事
件
で
用

い
ら
れ
る
「
詐
欺
罪
」
と
い
う
言
葉
は
、「
女
性
に
よ
っ
て
権
力
が
奪
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
男
性
の
恐
怖
を
暗
示
す
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
ま
た
同
時
に
、
女
性
同
性
愛
の
誘
惑
罪
の
婉
曲
語
で
も
あ
り
う
る
」 ( D

onoghue, Passions 61) 

と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
チ
ャ
ー
ク
と
違
っ
て
、
男
性
と
偽
っ
て
他
の
女
性
と
結
婚
し
た
「
女
性
の
夫
」
た
ち
は
、
同
性
に
対
し
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な

感
情
を
い
だ
い
て
い
た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
法
律
の
よ
う
な
公
的
領

域
で
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
も
い
な
か
っ
た
私
的
感
情
を
当
の
女
性
が
果
た
し
て
自
覚
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
不

明
で
あ
る
と
い
う
よ
り
他
に
な
い
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
事
実
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
問
う
の
で
は
な
く
、
当
時
の
「
女
性
の
夫
」
の

話
に
お
い
て
、
男
装
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
偽
装
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
み
た
い
。
取
り
上

げ
る
の
は
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
全
二
四
頁
の
小
冊
子
『
女
性
の
夫
、
す
な
わ
ち
メ
ア
リ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
夫
人
、
別
名
ジ
ョ
ー

ジ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
氏
の
驚
く
べ
き
物
語
』 （
一
七
四
六
） 

で
あ
る
。

　

初
版
の
『
女
性
の
夫
』
の
題
扉
（
図
版
10
）
を
見
て
わ
か
る

よ
う
に
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
匿
名
で
同
書
を
出
版
し
た
。

題
扉
に
は
、ハ
ミ
ル
ト
ン
が
「
ウ
ェ
ル
ズ
の
若
い
女
と
結
婚
し
、

彼
女
の
夫
と
し
て
一
緒
に
暮
ら
し
た
罪
の
判
決
を
受
け
た
」
と

い
う
概
略
と
、
こ
の
話
が
「
彼
女
の
抑
留
以
来
彼
女
自
身
の
口

か
ら
得
た
」5

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は

フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
彼
女
に
直
接
面
会
し
た
こ
と
は
な
く
、

『
バ
ー
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
や
『
デ
イ
リ
ー
・
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ

図版 10
『女性の夫』 (1746)題扉。
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ザ
ー
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
報
告
書
を
読
ん
だ
だ
け
だ
っ
た
ら
し
い(N

orton, introduction xviii)

。
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
別
名
も
実
際
に
は

「
ジ
ョ
ー
ジ
」
で
は
な
く
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
」
だ
っ
た
し
、『
女
性
の
夫
』
で
描
か
れ
る
彼
女
の
伝
記
的
事
項
や
裁
判
内
容
も
事
実
と
は
違
う

部
分
が
多
い
。
文
盲
の
は
ず
の
妻
メ
ア
リ
・
プ
ラ
イ
ス
の
手
紙
な
ど
も
明
ら
か
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。6

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ィ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
の
『
女
性
の
夫
』
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
偽
装
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
点
で
非
常

に
興
味
深
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

メ
ア
リ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン

　
『
女
性
の
夫
』
の
冒
頭
で
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
ま
ず
、「
あ
ら
ゆ
る
時
代
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
不
自
然
な
肉
欲
の
う
ち
」 (Fielding 

2)

、
最
も
驚
く
べ
き
例
が
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
物
語
の
中
で
見
つ
か
る
と
い
う
。『
女
性
の
夫
』
を
読
み
進
む
に
つ
れ
、「
不
自
然
な
肉
欲
」
と

は
、
異
性
愛
社
会
に
お
い
て
女
性
が
そ
の
性
欲
を
同
性
に
向
け
る
「
不
自
然
さ
」
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
が
女
性
と
し
て
は
並
々
な
ら
ぬ

強
さ
の
性
欲
を
持
っ
て
い
る
「
不
自
然
さ
」、
す
な
わ
ち
男
性
並
み
の
性
欲
や
性
行
動
を
持
っ
て
い
る
「
不
自
然
さ
」
を
指
す
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、
当
時
の
医
学
書
や
性
の
手
引
書
で
は
女
性
同
性
愛
者
は
両
性
具
有
の
身
体
を
も
ち
、
他
の
女
性
に
対
し
性
的
に
男
性
の

よ
う
に
ふ
る
ま
う
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、7

ハ
ミ
ル
ト
ン
の
身
体
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
普
通
の
女
性
の
身
体
で
あ
る
。

　

母
親
は
最
初
の
夫
を
亡
く
し
た
あ
と
元
近
衛
歩
兵
隊
軍
曹
と
再
婚
し
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
を
宿
し
た
が
、
二
度
目
の
夫
も
亡
く
な
っ
た
の

で
、
出
産
す
る
二
ヶ
月
前
に
三
度
目
の
夫
を
迎
え
た
と
い
う
女
性
で
あ
る
。
一
七
二
一
年
に
生
ま
れ
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
そ
の
母
親
か
ら

厳
し
く
育
て
ら
れ
、「
い
つ
の
日
か
最
も
忌
ま
わ
し
い
、
不
自
然
な
堕
落
で
彼
女
の
性
を
汚
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
は
と
て
も
思
え

な
い
よ
う
な
幼
少
期
を
送
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
徒
の
ア
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
い
う
近
所
の
女
性
に
「
は
じ
め
て
誘
惑
さ
れ

た
」
と
き
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
中
で
「
異
常
な
熱
情
」 (Fielding 2) 

が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
宗
教
的
転
向
と
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
の
転
向
は
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
次
の
引
用
中
の
「
熱
情
／
狂
信
」 ( “E

nthusiasm
”)

と
「
初
心
者
／
修
練
女
」 ( “novice ”)
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の
二
つ
の
地
口
は
そ
れ
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。

　

こ
の
ア
ン

0

0

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

0

0

0

0

0

は
あ
る
仕
事
で
ブ
リ
ス
ト
ル
に
行
き
、
そ
こ
に
半
年
近
く
い
た
の
だ
が
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
徒
と
呼
ば
れ
る

人
々
と
何
人
か
知
り
合
い
に
な
り
、
そ
の
宗
派
に
帰
依
す
る
よ
う
説
得
さ
れ
た
。

　

彼
女
が
マ
ン

0

0

島
に
戻
る
と
、
す
ぐ
に
モ
リ
ー

0

0

0

﹇
メ
ア
リ
の
愛
称
﹈・
ハ
ミ
ル
ト
ン

0

0

0

0

0

を
た
や
す
く
改
宗
さ
せ
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
そ
の
熱
烈

な
気
質
の
せ
い
で
、
熱
情
／
狂
信
に
影
響
さ
れ
や
す
く
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
徒

0

0

0

0

0

0

0

の
友
人
が
彼
女
の
心
に
刻
も
う
と
す
る
、
あ
の
す
べ
て
の
感

動
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
た
。

　
（
中
略
）
し
か
し
な
が
ら
、 

ハ
ミ
ル
ト
ン
は
愛
と
い
う
か
む
し
ろ
友
情
を
示
し
て
い
て
、 

ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
誘
惑
さ
れ
て
は
じ
め
て
道
を
は

ず
れ
る
ま
で
、
全
く
純
潔
だ
っ
た
。
後
者
の
方
は
、
不
純
行
為
に
お
い
て
初
心
者
／
修
練
女
で
な
か
っ
た
よ
う
で
、
彼
女
の
告
白
に
よ
れ

ば
、 

ブ
リ
ス
ト
ル

0

0

0

0

0

で
そ
れ
を
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
修
道
女
た
ち
と
一
緒
に
学
び
、 

し
ば
し
ば
実
践
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。(Fielding 3)

　

こ
う
し
て
二
人
は
「
離
れ
ら
れ
な
い
仲
間
」
に
な
り
、
や
が
て
「
同
じ
ベ
ッ
ド
に
寝
る
者
」 ( “bed-fellow

s ”)

に
な
っ
た
。“bed-

fellow
”

と
い
う
言
葉
は “bed-m

ate ”

と
違
っ
て
必
ず
し
も
性
的
関
係
を
伴
う
「
同
衾
者
」
を
意
味
せ
ず
、
比
喩
的
に
「
仲
間
」
の
意
味

も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
セ
ク
シ
ャ
ル
な
関
係
の
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
「
性
癖
が
極
端
に
好
色
だ
っ

た
」
の
で
、
そ
の
「
性
癖
」
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
「
と
て
も
激
し
く
向
か
っ
た
。」
そ
し
て
、
二
人
の
会
話
は
す
ぐ
に
「
犯
罪
的
」
に
な
っ

た
が
、
二
人
の
間
に
ど
の
よ
う
な
「
や
り
と
り
」
が
あ
っ
た
か
は
「
語
る
の
に
適
し
て
い
な
い
」 (Fielding 3) 

と
さ
れ
る
。『
女
性
の
夫
』

で
は
、
女
性
間
の
同
性
愛
行
為
に
話
が
及
ぶ
と
き
、
こ
う
い
う
断
り
書
き
が
さ
れ
て
具
体
的
に
何
が
お
こ
っ
た
の
か
語
ら
れ
る
こ
と
が
な

い
。
テ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
書
き
方
は
同
書
が
二
種
類
の
違
っ
た
読
者
層
を
想
定
し
て
い
る
か

ら
だ
と
推
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
ル
ノ
の
よ
う
に
性
的
な
快
感
が
ほ
し
い
好
色
な
男
性
読
者
と
道
徳
的
教
訓
を
求
め
る
有
徳
な
女

性
読
者
で
あ
る(C

astle, “M
atters” 613)

。

　

し
か
し
、
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
有
徳
な
女
性
に
対
す
る
警
告
と
い
う
よ
り
も
、
女
性
同
士
の
「
犯
罪
的
」
関
係
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
女
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性
に
対
し
て
、
最
も
有
効
な
脱
出
法
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
脱
出
法
と
は
男
性
と
結
婚
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ロ

ジ
ャ
ー
ズ
と
い
う
名
前
の
熱
心
な
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
徒
で
、
か
つ
ま
た
非
常
に
ハ
ン
サ
ム
な
若
者
と
ひ
そ
か
に
つ
き
あ
い
、
突
然
ハ
ミ
ル
ト

ン
を
棄
て
て
彼
と
結
婚
す
る
。
そ
し
て
、
結
婚
式
の
翌
日
に
書
い
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
宛
て
の
手
紙
の
中
で
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
を
か
つ
て
誘
惑
し

た
こ
と
の
許
し
を
請
い
、「
そ
ん
な
邪
悪
な
方
向
」
に
進
ま
ず
に
自
分
の
よ
う
に
結
婚
す
る
よ
う
に
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
で
あ
る
。

い
っ
た
ん
誤
っ
た
道
を
進
ん
で
も
、
男
性
と
結
婚
す
れ
ば
、
正
し
い
道
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
以
前
の
過
ち
か
ら
救
わ

れ
る
の
だ
。
そ
の
上
、
男
性
と
の
結
婚
は
「
神
聖
な
状
態
」
で
あ
り
、
女
性
間
よ
り
も
男
女
間
の
方
が
「
喜
び
」 (Fielding 4) 

が
ま
さ
っ

て
い
る
と
言
う
。

　

ハ
ミ
ル
ト
ン
は
残
念
な
が
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
わ
な
か
っ
た
。
男
性
と
結
婚
す
る
と
い
う
道
よ
り
も
む
し
ろ
女
性
と
結

婚
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
い
や
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
彼
女
の
「
夫
」
と
い
う
男
性
的
立
場
に

い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
棄
て
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、「
愛
す
る
妻
の
不
貞
を
思
い
が

け
な
く
も
発
見
し
て
し
ま
っ
た
最
も
優
し
い
夫
の
よ
う
に
」 (Fielding 4)

、
狂
乱
し
、
髪
の
毛
を
か
き
む
し
り
、
胸
を
た
た
き
、
怒
り

狂
っ
た
の
だ
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
の
関
係
が
終
了
し
た
あ
と
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
外
見
的
に
も
男
性
を
装
う
。
つ
ま
り
、「
男
性
の
服
」
を
着
て
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
へ
行
く
。「
彼
女
は
非
常
に
か
わ
い
い
女
性
だ
っ
た
の
で
、
今
で
は
と
て
も
美
し
い
若
者
に
見
え
た
」 (Fielding 5)

。

旅
の
目
的
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
の
教
え
を
広
め
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
宗
教
的
目
的
と
性
的
目
的
は
相
似
関
係
に

あ
っ
た
の
で
、
女
性
間
の
愛
を
広
め
る
た
め
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
う
し
て
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
ま
ず
ダ
ブ
リ
ン
の
下
宿
先
の
同
宿
人
で
あ
る

二
人
の
夫
を
亡
く
し
た
四
〇
歳
近
く
の
未
亡
人
を
誘
惑
す
る
。
そ
の
と
き
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
女
性
か
男
性
か
わ
か
ら
な
い
曖
昧
な
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
持
ち
主
と
し
て
描
か
れ
る
。
少
し
長
い
が
、
原
文
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　

H
ere our adventurer took a lodging in a backstreet near St. Stephen’s G

reen, at w
hich place she intended to preach the 
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next day; but had got a cold in the voyage, w
hich occasioned such a hoarseness that m

ade it im
possible to put that 

design in practice.
　

T
here lodged in the sam

e house w
ith her, a brisk w

idow
 of near 40 Years of age, w

ho had buried tw
o husbands, and 

seem
ed by her behaviour to be far from

 having determ
ined against a third expedition to the land of m

atrim
ony.

　

To this w
idow

 our adventurer began presently to m
ake addresses, and as he at present w

anted tongue to express the 

ardency of his flam
e, he w

as obliged to m
ake use of actions of endearm

ent, such as squeezing, kissing, toying, &
c.

　

T
hese w

ere received in such a m
anner by the fair w

idow
, that her lover thought he had sufficient encouragem

ent to 

proceed to a form
al declaration of his passion. A

nd this she chose to do by letter, as her voice still continued too hoarse 

for uttering the soft accents of love.　

(Fielding 7) （
下
線
引
用
者
）

　

上
記
引
用
の
第
一
・
第
二
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
、「
わ
れ
ら
が
冒
険
者
」
こ
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
「
彼
女

0

0

」
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、 

い
き
な
り 「
彼0

」 ﹇
ハ
ミ
ル
ト
ン
﹈ 

は
未
亡
人
に
「
言
い
寄
り
始
め
た
。（
中
略
） 

彼0

は
、
き
つ
く
抱
い
た
り
、

キ
ス
し
た
り
、
い
ち
ゃ
つ
く
な
ど
の
よ
う
な
愛
情
表
現
の
行
為
を
う
ま
く
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
表
現
に

な
る
。
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
、「
彼0

」
は
「
彼0

の
熱
情
の
正
式
な
告
白
」
に
進
む
た
め
に
、「
彼
女

0

0

は
そ
れ
を
手
紙
で
す
る
こ
と
に
し

た
。
と
い
う
の
は
彼
女

0

0

の
声
は
愛
の
甘
い
言
葉
を
さ
さ
や
く
に
は
ま
だ
あ
ま
り
に
も
し
ゃ
が
れ
声
だ
っ
た
か
ら
だ
」
と
、 “he, his, she, 

her ”

の
代
名
詞
の
使
い
方
が
か
な
り
混
線
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
曖
昧
さ
は
、
喜
劇
に
お
い
て
ズ
ボ
ン
役
を
演
じ

る
女
優
の
よ
う
に
、
滑
稽
味
を
帯
び
て
い
る
。
舞
台
の
上
の
男
役
の
女
優
の
滑
稽
な
仕
草
の
よ
う
に
、
女
性
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
男
性
の
ふ

り
を
し
て
他
の
女
性
に
求
愛
し
て
い
る
様
は
と
て
も
可
笑
し
い
。
そ
し
て
も
っ
と
可
笑
し
い
の
は
、
上
記
の
未
亡
人
が
ハ
ミ
ル
ト
ン
を

振
っ
て
か
ら
わ
ず
か
数
日
後
に
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ト
ロ
ン
グ
と
い
う
名
前
か
ら
し
て
屈
強
な
士
官
候
補
生
と
結
婚
し
た
こ
と
だ
。
ハ
ミ
ル

ト
ン
は
一
生
懸
命
男
性
を
装
っ
た
が
、
所
詮
女
性
だ
か
ら
随
分
弱
々
し
く
、
頼
り
な
く
見
え
た
よ
う
だ
と
推
察
し
た
く
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
る
。
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ハ
ミ
ル
ト
ン
が
次
に
言
い
寄
っ
た
の
は
、
前
の
未
亡
人
よ
り
も
も
っ
と
金
持
ち
の
六
八
歳
の
未
亡
人
で
あ
る
。
十
八
歳
く
ら
い
の
美
し

い
若
者
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
こ
の
未
亡
人
の
財
産
に
目
を
つ
け
て
、「
礼
儀
上
、
口
に
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る

手
段
を
使
っ
て
、
そ
の
老
女
と
結
婚
し
、
彼
女
を
騙
す
こ
と
」 (Fielding 10) 

に
す
る
。「
礼
儀
上
、
口
に
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い

る
手
段
」
が
一
体
何
な
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
具
体
的
に
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
極
端
な
年
の
差
結

婚
の
式
の
様
子
は
実
に
荒
唐
無
稽
だ
。
老
け
た
花
嫁
は
若
い
花
婿
に
合
わ
せ
て
十
八
歳
の
乙
女
が
着
る
よ
う
な
ド
レ
ス
を
身
に
つ
け
、
牧

師
に
多
産
の
祈
り
を
省
略
し
な
い
よ
う
言
い
張
っ
た
。
ま
た
、
花
嫁
の
曾
孫
が
言
う
よ
う
に
、
花
婿
に
ひ
げ
が
な
く
、
花
嫁
に
ひ
げ
が

あ
っ
た
。

　

結
婚
生
活
は
最
初
の
三
日
間
は
う
ま
く
い
っ
た
。
あ
る
老
夫
人
が
花
婿
は
「
男
と
い
う
よ
り
女
の
よ
う
に
見
え
る
わ
」
と
話
し
た
と

き
、
老
花
嫁
は
「
あ
の
人
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

0

0

0

0

0

0

で
一
番
い
い
男
よ
」 (Fielding 11) 

と
答
え
た
。
男
性
と
の
経
験
が
豊
富
な
老
花
嫁
が
こ
こ

ま
で
若
い
花
婿
を
褒
め
ち
ぎ
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
花
婿
は
寝
室
で
も
よ
ほ
ど
う
ま
く
ふ
る
ま
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ

る
と
き
「
必
要
な
も
の

0

0

0

0

0

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」 (Fielding 11) 

ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
経
験
豊
か
な
妻
の
下
で
全
く
受
け
身
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。「
必
要
な
も
の

0

0

0

0

0

」
と
は
張
形
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
夫
役
を
果
た
す
た
め
に
そ
れ
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

彼
女
の
身
体
が
両
性
具
有
で
は
な
く
、
女
性
の
身
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
の
夜
、
好
奇
心
を
抑
え
き
れ
な
い
花
嫁
の
手
が

つ
い
に
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
正
体
を
暴
く
。「
騙
さ
れ
た
わ
！　

男
で
な
い
者
と
結
婚
し
ち
ゃ
っ
た
。
私
の
夫
？　

女
、
女
、
女
よ
」 

(Fielding 12)

。
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
す
ぐ
さ
ま
金
を
つ
か
ん
で
逃
げ
出
し
、
ダ
ー
ト
マ
ス
行
き
の
船
に
乗
っ
て
追
っ
手
を
か
わ
し
た
。

　

ハ
ミ
ル
ト
ン
は
そ
れ
か
ら
ト
ッ
ト
ネ
ス
で
に
せ
医
者
に
な
り
、「
うグ

リ
ー
ン
・
シ
ッ
ク
ネ
ス

ぶ
わ
ず
ら
い
」
に
罹
っ
て
い
た
若
い
女
性
患
者
の
一
人
、
ア
イ

ヴ
ィ
ソ
ー
ン
氏
の
娘
と
結
婚
す
る
。
二
週
間
以
上
怪
し
ま
れ
る
こ
と
な
く
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
い
つ
も
よ
り
深
酒
を
し
て
寝
込
ん

で
し
ま
っ
た
と
き
、
と
う
と
う
若
い
妻
に
「
持
っ
て
い
る
は
ず
の
も
の
を
持
っ
て
い
な
い
」 (Fielding 14) 

こ
と
が
ば
れ
て
し
ま
う
。
そ

れ
故
、
再
び
逃
げ
出
し
て
、
サ
マ
セ
ッ
ト
シ
ャ
ー
の
ウ
ェ
ル
ズ
に
身
を
落
ち
着
け
る
。
そ
し
て
そ
の
地
で
、
メ
ア
リ
・
プ
ラ
イ
ス
と
い
う

十
八
歳
く
ら
い
の
美
し
い
女
性
を
大
好
き
に
な
り
、
結
婚
す
る
の
で
あ
る
。
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三
度
目
の
結
婚
は
こ
れ
ま
で
の
場
合
と
か
な
り
違
う
。
ま
ず
、
財
産
目
当
て
の
結
婚
で
も
な
け
れ
ば
、
滑
稽
な
ほ
ど
年
が
離
れ
て
い
る

結
婚
で
も
な
い
。
ま
た
、
二
度
目
の
よ
う
に
年
が
近
く
と
も
、
今
回
で
は
、
妻
と
な
る
女
性
と
出
会
っ
て
す
ぐ
に
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
「
男

性
が
女
性
と
本
当
の
大
恋
愛
を
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
」 (Fielding 15)

、
恋
に
落
ち
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
本

当
の
性
を
垣
間
見
さ
せ
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
続
く
。
た
と
え
ば
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
メ
ア
リ
・
プ
ラ
イ
ス
の
心
を
掴
む
た
め
に
、
最
初

の
ダ
ン
ス
で
、「
彼
﹇
ハ
ミ
ル
ト
ン
﹈
の
手
と
舌
を
使
っ
て
愛
情
を
示
し
、
彼
女
﹇
メ
ア
リ
﹈
の
耳
に
た
く
さ
ん
の
甘
い
言
葉
を
さ
さ
や
き
、

彼
女
の
手
に
は
何
度
も
や
わ
ら
か
い
も
の
を
押
し
つ
け
た
。」
こ
こ
で
の
「
や
わ
ら
か
い
も
の
」
が
何
で
あ
る
の
か
曖
昧
で
あ
る
。
次
の

行
で
「
そ
れ
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
キ
ス
な
ど
と
と
も
に
、
こ
の
貧
し
い
少
女
を
と
て
も
喜
ば
せ
、
興
奮
さ
せ
た
」 (Fielding 16) 

と
あ
る

か
ら
、
唇
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
や
わ
ら
か
い
も
の
」
が
何
で
あ
れ
、
男
性
的
な
堅
い
も
の
と
対
局
に
あ
る
女
性
的
な
も
の
を

暗
示
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

メ
ア
リ
と
の
二
度
目
の
ダ
ン
ス
の
と
き
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
胸
が
衆
目
に
晒
さ
れ
る
と
い
う
き
わ
ど
い
事
件
も
起
こ
る
。「
ド
ク
タ
ー
」

（
ハ
ミ
ル
ト
ン
）
と
別
の
男
性
の
間
で
け
ん
か
が
お
こ
り
、「
ド
ク
タ
ー
」
の
上
着
が
破
ら
れ
て
胸
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
「
女
性
の
も
の
と
し
た
ら
言
い
よ
う
も
な
い
ほ
ど
美
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
男
性
の
胸
と
は
全
く
違
う
も
の
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
い

た
既
婚
女
性
た
ち
は
く
す
く
す
笑
い
始
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
で
ド
ク
タ
ー
の
性
が
疑
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
蔭
で
ひ

そ
ひ
そ
う
わ
さ
さ
れ
た
」 (Fielding 19)

。

　

ハ
ミ
ル
ト
ン
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
に
、
上
の
事
件
で
メ
ア
リ
の
気
持
ち
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
予
定
ど
お
り
結
婚
式
が
挙

げ
ら
れ
、
三
ヶ
月
間
何
事
も
な
く
過
ぎ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
ド
ク
タ
ー
」
が
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
に
往
診
に
行
っ
て
い
る
と
き
、
た
ま
た

ま
ト
ッ
ト
ネ
ス
出
身
の
人
に
目
撃
さ
れ
、
ア
イ
ヴ
ィ
ソ
ー
ン
氏
の
娘
と
の
話
を
言
い
ふ
ら
さ
れ
る
。
そ
の
噂
を
伝
え
聞
い
た
メ
ア
リ
の
母

親
は
娘
に
、
事
実
を
隠
し
て
い
た
ら
「
大
罪
」
で
あ
り
、
男
で
は
な
い
夫
と
住
ん
で
「
彼
女
の
一
族
と
彼
女
自
身
の
性
の
名
を
汚
す
だ
ろ

う
」 (Fielding 20) 

と
言
う
が
、
メ
ア
リ
は
そ
の
噂
を
信
じ
よ
う
と
し
な
い
。
し
か
し
、
母
親
が
治
安
判
事
に
訴
え
た
の
で
、
ハ
ミ
ル
ト

ン
は
と
う
と
う
逮
捕
さ
れ
る
。
そ
し
て
厳
密
な
調
査
の
結
果
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
上
、「
ド
ク
タ
ー
の
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ト
ラ
ン
ク
」
か
ら
は
、「
非
常
に
下
品
で
、
淫
ら
で
外
聞
の
悪
い
類
い
の
も
の
」 (Fielding 21)

、
す
な
わ
ち
張
形
も
見
つ
か
っ
た
。
一
方
、

メ
ア
リ
は
、
裁
判
に
お
い
て
証
人
と
し
て
呼
ば
れ
た
と
き
、「
ド
ク
タ
ー
の
性
」
に
つ
い
て
何
ら
疑
わ
し
い
こ
と
は
な
か
っ
た
と
証
言
し

た
。「
夫
が
妻
に
お
こ
な
う
よ
う
に
ド
ク
タ
ー
は
彼
女
に
振
る
舞
っ
た
か
」
の
質
問
に
は
、
顔
を
赤
ら
め
な
が
ら
「
そ
う
だ
と
思
う
」 

(Fielding 22)
と
す
ら
答
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
公
に
も
私
的
に
も
男
と
し
て
装
っ
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、「
虚
偽
で
詐
欺
の
常
習
行
為

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て
臣
下
の
人
々
を
騙
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」 (Fielding 21) 

罪
に
問
わ
れ
、
有
罪
判
決
が
出
た
の
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、『
女
性
の
夫
』
中
の
上
記
の
記
述
は
裁
判
記
録
と
随
分
違
っ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
を
通
報
し
た
の

は
母
親
で
は
な
く
、
メ
ア
リ
・
プ
ラ
イ
ス
自
身
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
証
言
録
取
書
に
は
こ
う
あ
る
。「
前
記
の
よ
う
に
彼
女
と
結
婚
し
た

自
称
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
な
る
人
物
は
、
彼
女
の
体
の
中
に
数
回
入
っ
て
き
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
証
人
は
上
述
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
が

本
物
の
男
性
で
あ
る
と
信
じ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
上
述
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
男
性
で
は
な
く
、
女
性
で
あ
る
と
判
断
す
る
理
由
を
持
つ
に

至
っ
た
。」8

メ
ア
リ
が
夫
の
本
当
の
性
を
知
っ
た
「
や
が
て
」
と
い
う
の
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
以
前
の
二
人
の
妻
た
ち
の
よ
う
に
結
婚
直

後
で
は
な
く
、
二
ヶ
月
と
い
う
長
い
時
を
経
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

現
代
の
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
証
言
録
取
書
を
読
む
と
、
素
朴
な
疑
問
を
い
だ
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
ん
な
に
も
長
い
間
、
メ
ア
リ
は
本
当

に
夫
の
性
を
疑
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
か
し
て
、
メ
ア
リ
は
夫
が
女
で
あ
る
と
感
づ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
種
の
素
朴
な
疑
問
は
、「
女
性
の
夫
」
の
妻
と
な
っ
た
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
異
性
愛
志
向
な
の
か
そ
れ
と
も
同
性
愛

志
向
な
の
か
と
い
う
問
題
と
絡
ん
で
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
女
性
の
夫
』
に
お
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
巧
み
に
そ
の
点
を

避
け
る
よ
う
な
書
き
方
に
専
念
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
妻
側
の
女
性
は
す
べ
て
異
性
愛
者
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
三
番
目
の
妻
が
そ
れ

ほ
ど
長
い
間
夫
の
本
当
の
性
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
も
、
彼
女
が
男
性
の
裸
の
胸
す
ら
全
く
知
ら
な
い
う
ぶ
な
女
性
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
こ
の
よ
う
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
妻
の
側
に
は
何
ら
問
題
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
た
と
言
え
る
。
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曖
昧
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

　

一
方
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
描
き
方
は
曖
昧
で
あ
る
。
ア
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
の
関
係
に
お
い
て
、
彼
女
は
明
ら
か

に
女
性
と
し
て
女
性
を
愛
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
三
人
の
女
性
た
ち
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
妻
と
な
る
女
性
を
騙
す
た
め
に

男
性
を
装
い
、
男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
模
倣
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
メ
ア
リ
・
プ
ラ
イ
ス
と
の
関
係
で
は
、

前
の
ケ
ー
ス
と
同
じ
く
男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
模
倣
し
よ
う
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
好
き
に
な
っ
た
女
性

と
結
婚
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
罪
は
女
性
で
あ
り
な
が
ら
、
公
に
も
私
的
に
も
男
性
と
し
て
偽
装

し
、
他
の
女
性
を
騙
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

看
過
で
き
な
い
こ
と
に
、『
女
性
の
夫
』
の
最
後
で
、
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
罪
を
、
詐
欺
罪
と
い
う
よ
り
も
同
性

愛
の
罪
で
あ
る
と
暗
示
す
る
か
の
よ
う
に
、「
こ
の
よ
う
な
不
潔
で
不
自
然
な
犯
罪
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。
彼
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
公

開
鞭
打
ち
刑
が
そ
の
よ
う
な
犯
罪
か
ら
人
を
遠
ざ
け
る
の
に
十
分
で
あ
る
と
信
じ
て
や
ま
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
次
の
よ
う
に
言
葉
を

続
け
て
い
る
。「
不
自
然
な
愛
情
は
両
方
の
性
に
等
し
く
不
道
徳
で
あ
り
、
等
し
く
嫌
悪
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
い
や
、
し
と
や
か
さ
が

女
性
の
特
徴
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
卑
し
め
、
品
位
を
落
と
す
こ
と
は
女
性
に
と
っ
て
最
も
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
、
唾
棄
す
べ
き
こ
と
だ

ろ
う
」 (Fielding 23)

。
引
用
の
前
半
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
不
道
徳
性
を
指
摘
し
て
い
る
の
に
対
し
、

後
半
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
逸
脱
の
問
題
に
す
り
替
え
て
い
る
の
だ
。
い
や
、
す
り
替
え
と
い
う
よ
り
も
、「
女
性
の
夫
」
の
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
の
問
題
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
で
あ
っ
た
と
言
う
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。 
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「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
」

│
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
と
サ
フ
ィ
ズ
ム

ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
貴
族
出
身
の
エ
レ
ナ
ー
・
バ
ト
ラ
ー
（
一
七
三
九
│
一
八
二
九
）
と
セ
ア
ラ
・
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
（
一
七
五
五
│
一
八
三
一
）

は
、
五
〇
年
以
上
も
一
緒
に
暮
ら
し
た
土
地
の
名
前
か
ら
「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
」1

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
二
人
が
は
じ

め
て
出
会
っ
た
の
は
一
七
六
八
年
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
南
東
部
の
キ
ル
ケ
ニ
ー
に
お
い
て
で
あ
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
キ
ル
ケ
ニ
ー
城
の
末
娘
で

あ
り
、
幼
く
し
て
両
親
を
亡
く
し
た
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
は
同
地
の
寄
宿
学
校
に
入
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
修
道
院
で
教
育
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
バ
ト
ラ
ー
は
、
た
ち
ま
ち
十
六
歳
年
下
の
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
の
良
き
指
導
者
で
あ
る
と
と
も
に
非
常
に
親
し
い
友
人
に

な
っ
た
。
一
七
七
三
年
に
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
が
寄
宿
学
校
を
出
て
、
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
に
あ
る
父
方
の
従
姉
の
レ
デ
ィ
・
ベ
テ
ィ
・
フ
ァ
ウ

ン
ズ
の
邸
宅
に
身
を
寄
せ
た
あ
と
は
、
二
人
は
ひ
そ
か
に
手
紙
を
交
わ
し
続
け
、
や
が
て
一
緒
に
住
む
決
心
を
す
る
。

　

最
初
の
「
駆
け
落
ち
」
は
一
七
七
八
年
の
三
月
の
終
わ
り
、
男
性
の
衣
に
身
を
つ
つ
ん
で
こ
っ
そ
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
家
を
抜
け
出
し
た

が
、
見
つ
か
っ
て
連
れ
戻
さ
れ
た
。
だ
が
、
五
月
の
は
じ
め
に
二
人
は
再
び
「
駆
け
落
ち
」
を
決
行
し
、
北
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ス
ラ
ン
ゴ
ス

レ
ン
に
身
を
落
ち
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
バ
ト
ラ
ー
が
三
九
歳
、
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
が
二
三
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
し
て
、
プ
ラ
ー
ス
・
ネ

ウ
ィ
ズ
（
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で
「
新
し
い
場
所
」
の
意
）
と
名
づ
け
た
田
舎
家
で
、
片
方
が
亡
く
な
る
ま
で
片
時
も
離
れ
る
こ
と
な
く
一
緒

に
暮
ら
し
た
。
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現
代
で
は
、
二
人
の
女
性
が
こ
の
よ
う
に
出
奔
し
、
長
い
間
同
棲
し
て
い
た
ら
、
間
違
い
な
く
レ
ス
ビ
ア
ン
・
カ
ッ
プ
ル
と
呼
ば
れ
る

に
違
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
約
二
百
年
前
の
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
非
常
に
強
い
結
び
つ
き
に
対
し
現
代
的
に
レ
ス
ビ
ア

ン
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
い
い
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
な
り
論
争
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
女
た
ち
の
時
代
、

「
サ
フ
ィ
ス
ト
」 (Sapphist)

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
惑
が
た
ま
に
表
に
で
る
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
女
た
ち
の
社
会
的
な
地
位
の

高
さ
や
当
代
一
流
の
著
名
人
た
ち
と
の
親
交
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
疑
惑
は
打
ち
消
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
い
や
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
二

人
の
女
性
同
士
の
関
係
は
い
わ
ゆ
る
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」 (R

om
antic Friendship)

の
理
想
と
し
て
見
な
さ
れ
、「
清
ら
か
で

不
変
の
聖
な
る
友
情
」2

と
か
「
愛
し
合
っ
て
い
る
姉
妹
よ
、
そ
の
愛
は
こ
の
地
上
に
あ
っ
て
な
お
／
時
の
手
の
届
か
ぬ
高
み
に
登
る
こ
と

を
許
さ
れ
た
」3

な
ど
と
詩
に
う
た
わ
れ
る
ほ
ど
絶
賛
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
鑑
み
れ
ば
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
は

確
か
に
現
代
の
レ
ス
ビ
ア
ン
と
は
違
う
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
、
二
人
の
関
係
に
対
し
サ
フ
ィ
ス
ト
と
い
う
疑
惑
が
起
こ
っ
た
こ

と
を
重
視
す
れ
ば
、
彼
女
た
ち
は
現
代
の
レ
ス
ビ
ア
ン
の
先
祖
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
、
女
性
同
性
愛
に

つ
い
て
の
捉
え
方
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
認
識
、
そ
れ
と
関
わ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
な
ど
が
複
雑
に
関
わ
っ
て
い
る
。
本
章
で

は
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
は
じ
め
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
に
関
す
る
同
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
言

説
を
通
し
て
、 

女
性
同
性
愛
を
め
ぐ
る
当
時
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
複
雑
な
関
係
を
見
て
み
た
い
。

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛

　

ま
ず
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
関
係
が
社
会
的
規
範
に
反
し
て
い
る
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
例
か
ら
始
め
よ
う
。

二
人
の
最
初
の
駆
け
落
ち
が
失
敗
し
、
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
が
レ
デ
ィ
・
ベ
テ
ィ
と
一
緒
に
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
に
馬
車
で
帰
る
と
き
の
こ
と
で

あ
る
。
友
人
の
ゴ
ッ
ダ
ー
ド
夫
人
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
レ
デ
ィ
・
ベ
テ
ィ
は
馬
車
の
中
で
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
に
「
こ
の
突
然
の
逃
避
行

の
原
因
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
し
て
い
る
。「
彼
女
は
そ
れ
は
突
然
で
は
な
か
っ
た
と
言
い
ま
し
た
。
彼
女
た
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ち
の
計
画
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
行
っ
て
、
家
を
手
に
入
れ
、
一
緒
に
住
む
こ
と
で
し
た
。
誰
か
ら
聞
い
て
も
、
彼
女
た
ち
の
ど
ち
ら
に
も

男
性
は
関
係
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」 (B

ell 30; M
avor, Ladies 27)

。
明
ら
か
に
、
レ
デ
ィ
・
ベ
テ
ィ
は
二
人
の
女
性
が
一
緒
に
住
む

望
み
を
い
だ
い
て
い
た
こ
と
を
何
ら
問
題
視
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
女
た
ち
の
逃
亡
に
全
く
男
性
の
関
与
が
な
か
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
安
堵
し
て
い
る
。
同
様
に
、
レ
デ
ィ
・
ベ
テ
ィ
の
既
婚
の
娘
タ
イ
夫
人
も
ゴ
ッ
ダ
ー
ド
夫
人
宛
て
の
手
紙
で
こ
う
書
い
た
。
ポ

ン
ソ
ン
ビ
ィ
の
「
行
動
は
軽
率
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
深
刻
な
間
違
い
で
は
な
い
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
男
の
人
は
全
く
関
係
し
て

い
な
か
っ
た
し
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
企
て
以
上
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
」 (B

ell 27; M
avor, Ladies 27–28)

。

　

レ
デ
ィ
・
ベ
テ
ィ
と
タ
イ
夫
人
の
反
応
は
、
当
時
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
観
が
い
か
に
男
性
中
心
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い

て
興
味
深
い
。
こ
こ
で
は
、「
間
違
い
」
は
男
女
の
間
だ
け
に
起
こ
る
の
で
あ
っ
て
、
女
同
士
で
は
何
も
起
こ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
男
性
が
絡
ん
で
い
な
い
の
だ
か
ら
、
若
い
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
の
貞
節
は
ま
だ
汚
さ
れ
て
い
な
い
。
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
の
親
族
は
そ
の
こ
と

に
一
安
心
し
、
い
ら
ぬ
噂
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
友
人
に
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
女
性
同
士
の
親
密
な
関
係
は
ど
ん

な
に
度
が
過
ぎ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
セ
ク
シ
ャ
ル
な
関
係
で
あ
る
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
社
会
に
お
い
て
あ
る
程
度
許
容
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
上
記
の
引
用
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
社
会
的
に
許
容
さ
れ
る
女
性
同
士
の
関
係
に
つ
い
て
、
タ
イ
夫
人
が
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
友
愛
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
と
は
十
八
世
紀
に
流
行
っ
た
用
語
で
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

メ
ー
ヴ
ァ
ー
は
一
九
七
一
年
に
出
版
し
た
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
伝
記
の
中
で
、
二
人
の
強
い
結
び
つ
き
を
表
す
の
に
性
的

関
係
を
匂
わ
す
「
レ
ス
ビ
ア
ン
」
で
は
な
く
、
こ
の
用
語
を
用
い
た
。
そ
れ
以
来
、
こ
の
十
八
世
紀
の
用
語
は
女
性
同
性
愛
史
家
の
間

で
、
二
〇
世
紀
以
前
の
女
性
同
士
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
は
な
く
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
関
係
で
、
か
つ
ま
た
異
性
愛
社
会
の
中
で
容
認

さ
れ
て
い
た
関
係
を
指
し
示
す
の
に
盛
ん
に
使
わ
れ
て
き
た
。4

　

で
は
、
な
ぜ
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
」
友
愛
な
の
だ
ろ
う
か
。
一
瞥
す
る
と
、
男
女
の
恋
愛
に
似
た
女
性
間
の
友
情
を
意
味
す
る
よ
う

に
思
え
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
「（
男
女
間
の
）
熱
烈
な
恋
愛
」
を
意
味
す
る “rom

antic love ”

や
「（
男
女
間
の
）
恋
愛
関
係
・
情
事
」
の
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意
味
の “rom

antic relationship ” 

は
今
日
的
用
法
で
あ
る
。
十
八
世
紀
中
期
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
一
七
〇
九
│
八
四
）
の
辞

書
で
は
、 
形
容
詞
の “R

om
antical ” 

や “R
om

antick ” 

は
む
し
ろ
「
放
縦
な
、 

起
こ
り
そ
う
も
な
い
、 

間
違
っ
た
、 

空
想
的
な
」
を
意
味
し

た (Sam
uel Johnson 623)

。
ま
た
、
十
八
世
紀
末
の
女
性
小
説
家
メ
ア
リ
・
ヘ
イ
ズ
（
一
七
五
九
│
一
八
四
三
）
に
よ
れ
ば
、 “R

om
antic ” 

は
「
私
た
ち
が
理
解
し
な
い
か
、
模
倣
し
た
く
な
い
も
の
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
曖
昧
な
言
葉
」 (H

ays, E
m

m
a C

ourtney 99)

だ
っ
た
。

従
っ
て
、
タ
イ
夫
人
が
バ
ト
ラ
ー
と
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
の
友
情
に
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
」
と
い
う
形
容
を
つ
け
た
の
は
、
夫
人
に
と
っ
て

二
人
の
関
係
は
理
解
不
能
で
常
軌
を
逸
し
て
い
た
か
ら
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
時
代
は
「
ロ
マ
ン
主
義
運
動
」 (R

om
antic M

ovem
ent)

や
「
ロ
マ
ン
主
義
詩
人
」 

(R
om

antic poets)

の
時
代
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
で “R

om
antic ”

が
一
般
的
に
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
レ
イ
モ
ン
ド
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
末
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
ロ
マ
ン
主
義
時
代
に
、
こ
の
形
容
詞
は
こ
れ
ま
で
の
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
侮
蔑
的
な
意
味
か
ら
徐
々
に
賞
賛
的
な
意
味
合
い
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
規
則
や
因
襲
的
な
も
の
か
ら
の
解

放
と
い
う
意
味
が
、
芸
術
や
文
学
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、
感
情
や
品
行
に
お
い
て
も
発
現
し
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
強
い
感
情
や
真
正
の
感

受
性
と
い
う
意
味
も
で
て
き
た
。
だ
か
ら
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー
」
は
突
飛
な
人
物
か
ら
理
想
的
な
人
物
へ
と
変
貌
を
遂
げ

た
の
で
あ
る(W

illiam
s 275)

。

　

同
様
の
変
貌
は
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
人
が
ス
ラ

ン
ゴ
ス
レ
ン
に
身
を
落
ち
着
け
て
四
年
後
、
メ
ア
リ
・
ウ
オ
ー
ト
リ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
の
孫
娘
レ
デ
ィ
・
ル
イ
ー
ザ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

は
、「
彼
女
た
ち
の
こ
と
を
最
初
に
聞
い
た
と
き
、私
は
す
ご
く
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
に
心
を
奪
わ
れ
た
気
に
な
り
ま
し
た
」 (M

avor, 

Ladies 52) 

と
書
い
た
。
こ
の
時
の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
の
使
い
方
は
タ
イ
夫
人
の
手
紙
の
頃
の
よ
う
な
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
否
定
的

な
響
き
は
な
い
。
む
し
ろ
、
一
八
〇
六
年
に
随
筆
家
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
（
一
七
七
〇
│
一
八
四
三
）
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
人
を

「
人
間
の
本
性
と
本
質
的
に
調
和
し
な
い
企
て
を
す
る
か
、
期
待
に
ふ
け
る
」
人
で
あ
り
、「
隠
世
者
」
の
よ
う
に
社
会
か
ら
隠
遁
し
、
適

切
な
教
育
に
よ
っ
て
「
優
れ
た
知
恵
」
や
「
洗
練
さ
れ
た
紳
士
淑
女
の
教
養
や
た
し
な
み
」 (Foster189–91) 

を
身
に
つ
け
た
人
と
し
て
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定
義
し
た
よ
う
に
、
世
俗
的
な
社
会
か
ら
田
舎
へ
の
隠
棲
や
そ
の
清
貧
の
暮
ら
し
ぶ
り
、
知
的
な
探
求
な
ど
が
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
で

あ
る
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

メ
ー
ヴ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
の
一
般
的
な
特
徴
は
、「
隠
棲
、
良
い
仕
事
、
田
舎
家
、
園
芸
、
清
貧
、
声
を

あ
げ
て
本
を
読
ん
だ
り
外
国
語
を
勉
強
し
た
り
す
る
知
的
な
営
み
、
ゴ
シ
ッ
ク
趣
味
、
日
記
、
偏
頭
痛
、
感
受
性
、
そ
し
て
い
つ
も
で
は

な
い
が
し
ば
し
ば
独
身
の
状
態
」 (M

avor, Ladies 80) 

で
あ
る
。
ま
た
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
に
は
「
思
い
や
り
、
誠
実
、
感

受
性
、
共
有
の
ベ
ッ
ド
、
媚
態
、
熱
情
」
な
ど
今
日
で
は
女
性
間
の
性
的
な
愛
着
関
係
だ
け
に
見
い
だ
せ
る
よ
う
な
要
素
も
あ
る
。
ス
ラ

ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
は
五
〇
年
以
上
も
の
間
ベ
ッ
ド
を
共
有
し
、
夫
婦
の
よ
う
に “m

y B
eloved ” 

と
か “m

y sw
eet love ” 

の
呼

び
名
を
使
っ
た
。
二
人
の
関
係
は
ま
さ
し
く
「
私
た
ち
が
現
代
の
用
語
で
結
婚
と
見
な
す
よ
う
な
も
の
」 (M

avor, Ladies vii) 

だ
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
ー
ヴ
ァ
ー
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
と
現
代
の
レ
ス
ビ
ア
ニ
ズ
ム
の
間
に
一
線
を
画
し
た
の
は
、
女
性
同

士
の
愛
情
関
係
が
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
と
し
て
「
生
物
学
的
に
、
そ
れ
故
偏
見
を
持
っ
て
、
定
義
さ
れ
る
前
」、
す
な
わ
ち
十
九
世
紀
末
以

前
に
は
、
そ
の
関
係
は
「
エ
デ
ン
的
」 (M
avor, Ladies xvii) 

で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。5

　

メ
ー
ヴ
ァ
ー
が
こ
の
よ
う
に
現
代
に
蘇
ら
せ
た
十
八
世
紀
の
用
語
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
を
二
〇
世
紀
以
前
の
中
・
上
流
階
級

の
女
性
た
ち
の
間
に
見
ら
れ
る
強
い
愛
着
関
係
を
表
す
の
に
適
用
し
、
女
性
同
性
愛
研
究
だ
け
で
な
く
歴
史
・
文
学
研
究
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
の
は
、
リ
リ
ア
ン
・
フ
ェ
ダ
マ
ン
の
『
男
性
の
愛
を
超
え
て
』 （
一
九
八
一
） 

で
あ
る
。
フ
ェ
ダ
マ
ン
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二

〇
世
紀
は
じ
め
に
性
科
学
者
が
女
性
同
士
の
排
他
的
で
情
熱
的
な
繋
が
り
を
「
レ
ス
ビ
ア
ン
」
で
あ
り
「
邪
悪
」
で
あ
る
と
定
義
す
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
時
代
に
は
、
特
に
十
八
世
紀
に
は
、
そ
の
よ
う
な
関
係
は
ノ
ー
マ
ル
で
性
的
に
無
垢
で
あ
る
と
見
な
さ
れ

て
い
て
、
異
性
愛
が
支
配
的
な
社
会
の
中
で
許
容
さ
れ
て
い
た
ど
こ
ろ
か
、
か
な
り
流
行
し
て
い
た
と
主
張
す
る
。
た
と
え
ば
、
十
八
世

紀
後
半
の
小
説
に
は
、
セ
ア
ラ
・
ス
コ
ッ
ト （
一
七
二
〇
│
九
五
） 

の
『
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
ホ
ー
ル
』 （
一
七
六
二
） 

を
は
じ
め
と
し
て
、
女
性
間

の
密
接
な
友
情
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
実
生
活
上
に
お
い
て
も
、
ブ
ル
ー
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
・
サ
ー
ク
ル
の
エ
リ
ザ
ベ

ス
・
カ
ー
タ
ー （
一
七
一
七
│
一
八
〇
六
） 

と
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ト
ー
ル
ボ
ッ
ト （
一
七
二
一
│
七
〇
）、
同
じ
く
カ
ー
タ
ー
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
モ



93　第五章　「スランゴスレンの貴婦人たち」

ン
タ
ギ
ュ
ー
、
詩
人
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
と
養
妹
の
ホ
ノ
ー
ラ
・
ス
ニ
ー
ド （
一
七
五
三
│
一
七
八
〇
）、
近
代
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
母
メ

ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト （
一
七
五
九
│
九
七
） 

と
幼
な
じ
み
の
フ
ァ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド （
一
七
五
七
│
八
五
） 

な
ど
は
す
べ
て
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
関
係
を
結
ん
で
い
た
と
い
う
。
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
は
そ
の
中
で
モ
デ
ル
的
な
位
置
を
占
め
、
彼
女
た
ち

の
話
は
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
偉
大
な
〈
成
功
の
話
〉」
で
、「
社
会
的
に
許
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
望
ま
し
い
」
関
係
で
あ

り
、「
精
神
的
愛
の
最
も
高
い
理
想
と
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
最
も
清
い
夢
想
の
体
現
」
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
、
と
フ
ェ
ダ
マ

ン
は
断
言
す
る(Faderm

an, Surpassing 119–43, 120, 122)

。

　

フ
ェ
ダ
マ
ン
は
二
〇
世
紀
以
前
の
女
性
同
士
の
愛
の
関
係
か
ら
完
全
に
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
消
去
し
、
男
性
と
は
全
く
関
係
の
な
い

女
性
中
心
的
な
も
の
と
し
て
提
示
し
た
が
、
こ
れ
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
の
い
わ
ゆ
る
レ
ス
ビ
ア
ン
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
通

底
す
る
考
え
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
エ
ー
ド
リ
エ
ン
・
リ
ッ
チ
は
一
九
八
〇
年
の
論
文
「
強
制
的
な
異
性
愛
と
レ
ス
ビ
ア
ン
の
存
在
」

で
、
女
性
同
士
の
密
接
な
繋
が
り
の
世
界
を
提
示
す
る
の
に
、
性
器
接
触
と
い
う
「
臨
床
的
で
狭
い
家
父
長
制
的
定
義
」
を
連
想
さ
せ
る

「
レ
ス
ビ
ア
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
語
を
避
け
、
代
わ
り
に
「
レ
ス
ビ
ア
ン
の
存
在
」
と
「
レ
ス
ビ
ア
ン
連
続
体
」
と
い
う
概
念
を
提
出
し
た
。

「
レ
ス
ビ
ア
ン
の
存
在
は
、
レ
ス
ビ
ア
ン
が
歴
史
的
に
実
在
し
た
と
い
う
事
実
と
私
た
ち
が
絶
え
ず
そ
の
存
在
を
創
造
し
て
ゆ
く
と
い
う

こ
と
を
暗
示
す
る
」 (R

ich 648)

。
一
方
、「
レ
ス
ビ
ア
ン
連
続
体 

」
と
は
、「
た
だ
単
に
一
人
の
女
性
が
別
の
女
性
と
性
器
的
な
性
的
経

験
を
し
た
と
か
、
そ
れ
を
意
識
的
に
望
ん
だ
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
の
人
生
や
歴
史
を
通
し
て
、
女
性
に
同
一

化
す
る
と
い
う
経
験
の
領
域
す
べ
て
」 (R

ich 648) 

を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。
リ
ッ
チ
は
ま
た
、
女
性
間
の
友
情
や
仲
間
意
識
や
共
有

さ
れ
る
喜
び
を
家
父
長
主
義
的
な
狭
い
定
義
と
区
別
し
、
再
エ
ロ
ス
化
し
よ
う
と
し
た
。「
私
た
ち
が
レ
ス
ビ
ア
ン
の
存
在
を
定
義
す
る

も
の
の
範
囲
を
深
め
、
広
げ
る
に
つ
れ
て
、
私
た
ち
は
女
性
の
用
語
で
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
を
発
見
し
始
め
る
。
そ
れ
は
身
体
の
ど
こ

か
一
つ
の
部
分
と
か
身
体
そ
の
も
の
に
限
ら
れ
な
い
も
の
だ
」 (R

ich 650)
。
同
様
な
定
義
は
、
フ
ェ
ダ
マ
ン
の
『
男
性
の
愛
を
超
え
て
』

の
一
九
九
八
年
の
改
訂
版
の
序
で
も
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
女
性
間
の
同
性
愛
関
係
と
は
「
関
わ
り
合
い
、
強
い
感
情
の
交
換
、
性

器
的
で
あ
り
得
る
が
、
必
ず
し
も
性
器
的
で
は
な
い
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
交
換
」 (Faderm

an, Surpassing 19) 

な
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
女
性
同
性
愛
を
女
性
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ
ル
な
欲
望
で
は
な
く
、
男
性
や
男
性
的
な
も
の
と
全
く
関
係
の
な
い
女
性
中
心

的
な
も
の
と
す
る
考
え
、
つ
ま
り
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
考
え
で
は
、
女
性
同
性

愛
者
を
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性
同
性
愛
を
異
性
愛
の
支
配
す
る
家
父
長
制
社
会
に
対
す
る
批
判

精
神
の
あ
ら
わ
れ
と
見
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
時
代
は
近
代
的
な
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
黎
明
期
で

あ
っ
た
。
モ
イ
ラ
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
が
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
最
初
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
』 （
一
九
八
五
） 

に
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人

た
ち
の
一
人
バ
ト
ラ
ー
の
日
記 （
一
九
三
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ハ
ム
ウ
ッ
ド
文
書
』
所
収
） 

か
ら
の
抜
粋
を
収
め
た
の
は(Ferguson, 

First Fem
inists 368–79)

、
彼
女
た
ち
の
強
い
絆
が
家
父
長
制
的
な
権
威
に
対
す
る
反
抗
、
抑
圧
的
な
異
性
愛
結
婚
に
対
す
る
批
判
と
し

て
見
な
せ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ェ
ダ
マ
ン
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る 「
一
九
〇
〇
年
以
前
は
ノ
ー
・
セ
ッ
ク
ス
」
学
派
の
考
え
は
、
の
ち
に
詳
述
す
る

よ
う
に
そ
の
理
論
を
揺
る
が
え
す
よ
う
な
新
た
な
資
料
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
リ
サ
・
ム
ア

や
エ
マ
・
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
な
ど
の
女
性
同
性
愛
史
家
た
ち
に
よ
っ
て
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
ム
ア
は
、
フ
ェ
ダ
マ
ン
が
除
外
し
た
セ
ク

シ
ャ
リ
テ
ィ
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
係
し
て
い
る
が
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
重
要
な
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
」 (M

oore, “Som
ething” 

503)

と
見
な
し
、
十
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
を
女
性
の
貞
淑
に
結
び
つ
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
女
性

の
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
悪
意
に
み
ち
た
糾
弾
、
お
よ
び
女
性
自
身
に
よ
る
同
性
へ
の
セ
ク
シ
ャ
ル
な
欲
望
の
意

識
と
衝
突
し
な
が
ら
共
存
し
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
一
方
、
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
は
フ
ェ
ダ
マ
ン
の
本
に
女
性
間
の
セ
ク
シ
ャ
ル
な
熱
情
を
示
す

テ
ク
ス
ト
が
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
性
的
で
な
く
、
道
徳
的
に
気
高
く
、
男
性
の
権
力
に
と
っ
て
脅
威

で
な
い
と
い
う
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
支
配
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
「
女
性
間
の
そ
の
よ
う
な
繋
が
り
の
現
実
」 (D

onoghue, 

Passions 109) 

を
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。「
た
と
え
ば
、
無
性 (asexuality) 

は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
女
性
の
理

想
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
特
定
の
女
性
が
実
際
に
無
性 (sexless) 

だ
っ
た
と
か
、
そ
の
よ
う
に
自
分
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
立
証
す
る
も
の
で
は
な
い
」 (D

onoghue, Passions 20)

。
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
は
ま
た
、
女
性
間
の
愛
の
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
序
で
、
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ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
と
は
「
特
定
の
、
性
的
で
な
い
種
類
の
愛
で
は
な
く
て
、
愛
を
表
現
す
る
た
め
の
文
学
的
な
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ

ン
」 (D

onoghue, Poem
s xxvi) 

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
女
性
同
性
愛
史
研
究
の
進
展
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
理
想

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
の
に
貢
献
し
た
テ
ク
ス
ト
を
見
て
み
よ
う
。

も
う
一
つ
の
エ
デ
ン
の
園

　

ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
が
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
な
ら
、
北
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
自
体
も
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
風
景
」
で
有

名
だ
っ
た(W

atson 87–90)

。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
博
物
学
者
ト
マ
ス
・
ペ
ナ
ン
ト （
一
七
二
六
│
九
八
） 

は 『
ウ
ェ
ー
ル
ズ
旅
行
記
』 （
一
七
八

四
） 

に
お
い
て
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
渓
谷
に
つ
い
て
、「
こ
こ
で
は
、 

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
の
風
景
、 

感
傷
的
な
風
景
、 

あ
る
い
は
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
風
景
に
う
る
さ
い
愛
好
家
が
自
分
の
好
み
に
思
う
が
ま
ま
耽
溺
す
る
こ
と
が
で
き
る
」 (Pennant 1: 379)

と
称
賛
し
て
い

る
。
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
は
都
会
か
ら
遠
く
離
れ
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
場
所
に
隠
遁
し
、
庭
園
や
菜
園
造
り
に
い
そ
し
む

な
ど
自
然
と
交
わ
っ
た
生
活
を
送
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
趣
味
で
プ
ラ
ー
ス
・
ネ
ウ
ィ
ズ
の
壁
面
や
柱
や
天
井
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
オ

ー
ク
の
浮
彫
り
細
工
を
施
し
、
そ
し
て
読
書
や
風
鳴
琴
を
楽
し
ん
だ
。
こ
う
し
た
生
活
を
お
く
る
二
人
の
噂
は
、
一
緒
に
住
ん
で
二
、
三

年
後
に
は
ひ
ろ
ま
り
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
旅
行
書
に
も
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た( C

ollection of T
ours 110; Skrine 241)

。
彼
女

ら
の
も
と
に
は
政
治
家
の
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
爵 （
一
七
六
九
│
一
八
五
二
）、 

詩
人
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
ー
ズ
ワ
ス （
一
七
七
〇
│
一
八
五
〇
）、 

詩
人
の
ロ
バ
ー
ト
・
サ
ウ
ジ
ー 

（
一
七
七
四
│
一
八
四
三
）、 

陶
器
製
造
業
者
の
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
ウ
ェ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド （
一
七
三
〇
│
九
五
）、
政

治
家
・
思
想
家
の
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク （
一
七
二
九
│
九
七
）、
へ
ス
タ
ー
・
リ
ン
チ
・
ス
レ
ー
ル
・
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
、
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ

ー
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
詩
人
・
作
家
サ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト （
一
七
七
一
│
一
八
三
二
）、
小
説
家
の
レ
デ
ィ
・
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ン
・
ラ
ム （
一
七
八
五
│
一
八
二
八
） 

な
ど
当
代
の
名
士
た
ち
が
続
々
と
表
敬
訪
問
し
、
彼
女
た
ち
の
隠
棲
や
友
情
を
賞
賛
す
る
言
葉
を
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残
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
エ
イ
ヴ
ォ
ン
の
白
鳥
」
た
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
比
べ
ら
れ
て
「
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
白
鳥
」
と
し
て

知
ら
れ
、
当
時
最
も
有
名
な
女
性
詩
人
の
一
人
だ
っ
た
シ
ー
ワ
ー
ド
の
詩
を
取
り
上
げ
よ
う
。

　

前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
生
涯
独
身
で
あ
っ
た
シ
ー
ワ
ー
ド
は
九
歳
年
下
の
養
妹
ホ
ノ
ー
ラ
・
ス
ニ
ー
ド
と
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛

関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
ペ
ネ
ロ
ッ
ペ
・
ウ
エ
ス
ト
ン
、
モ
ン
ペ
ッ
ソ
ン
嬢
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
コ
ー

ン
ウ
ォ
リ
ス
な
ど
の
女
性
た
ち
と
の
関
係
も
知
ら
れ
て
い
る
。6

従
っ
て
、
シ
ー
ワ
ー
ド
が
他
の
誰
よ
り
も
強
く
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦

人
た
ち
に
関
心
を
い
だ
い
た
の
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
彼
女
が
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
プ
ラ
ー
ス
・
ネ
ウ
ィ
ズ
を
訪
問
し
た
の
は

一
七
九
五
年
の
夏
、
四
八
歳
の
と
き
で
あ
る
。
そ
の
と
き
バ
ト
ラ
ー
は
五
六
歳
、
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
は
四
〇
歳
だ
っ
た
。
シ
ー
ワ
ー
ド
は
そ

の
翌
年
に
彼
女
た
ち
に
敬
意
を
表
す
る
詩
「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
渓
谷
」
を
発
表
し
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
渓
谷
に
ま
つ
わ
る
歴
史
上
の
出
来

事
や
人
々
の
描
写
の
あ
と
、
次
の
よ
う
に
二
人
の
「
清
ら
か
で
不
変
の
聖
な
る
友
情
」
や
、
親
や
親
族
な
ど
の
「
厳
格
な
権
威
者
」
の
説

得
に
屈
せ
ず
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
を
逃
れ
て
き
た
こ
と
を
褒
め
た
た
え
た
。

N
ow

 w
ith a vestal lustre glow

s the Vale,

 
T

hine, sacred Friendship, perm
anent as pure;

In vain the stern authorities assail,

 
In vain persuasion spreads her silken lure,

H
igh-born, and high-endow

’d, the peerless tw
ain,

Pant for coy N
ature ’s charm

s ’m
id silent dale, and plain.　

(“Llangollen Vale,” lines 85–90)

今
や
、
渓
谷
は
貞
潔
な
光
り
で
輝
く
。／
あ
な
た
方
の
清
ら
か
で
不
変
の
聖
な
る
友
情
。／
厳
格
な
権
威
者
は
い
た
ず
ら
に
襲
い
、／
説
得

の
言
葉
も
空
し
く
絹
の
お
と
り
を
広
げ
る
。／
高
貴
な
生
ま
れ
で
天
分
豊
か
な
比
類
な
き
お
二
人
は
、／
静
か
な
谷
間
と
平
原
で
人
目
に
つ

か
な
い
自
然
の
魅
力
を
熱
望
す
る
。
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続
い
て
、
彼
女
た
ち
の
住
ま
い
の
プ
ラ
ー
ス
・
ネ
ウ
ィ
ズ
と
そ
の
周
囲
を
囲
わ
れ
た
楽
園
と
し
て
描
く
。

T
hen rose the fairy palace of the Vale,

 
T

hen bloom
’d around it the A

rcadian bow
ers;

Screen ’d from
 the storm

s of W
inter, cold and pale,

 
Screen ’d from

 the fervours of the sultry hours,

C
ircling the law

ny crescent, soon they rose,

To letter ’d ease devote, and Friendship ’s blest repose.　

(“Llangollen Vale,” lines 97–102)

そ
れ
か
ら
渓
谷
の
妖
精
の
宮
殿
が
そ
び
え
立
ち
、／
次
に
そ
の
周
り
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
木
陰
が
突
然
現
れ
た
。／
寒
く
て
薄
暗
い
冬
の
嵐

か
ら
護
ら
れ
、／
蒸
し
暑
い
季
節
の
灼
熱
か
ら
も
護
ら
れ
、／
芝
生
の
三
日
月
形
の
路
を
回
る
う
ち
に
、
や
が
て
彼
女
た
ち
は
／
教
養
あ
る

生
活
の
安
楽
さ
と
友
情
の
神
聖
な
休
息
に
身
を
捧
げ
た
。

　
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
木
陰
」
は
自
然
の
脅
威
か
ら
二
人
を
守
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
家
父
長
制
、
結
婚
制
度
、
異
性
愛
、
男
社
会

が
代
表
す
る
都
会
や
都
会
的
な
も
の
な
ど
の
脅
威
か
ら
守
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ト
ン 

（
一
六
〇
八
│
七
四
） 

の
エ

デ
ン
の
園
は
不
平
等
な
関
係
に
あ
る
男
女
の
楽
園
で
あ
っ
た
が
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
住
処
は
女
性
を
抑
圧
す
る
男
性
や

男
性
的
な
も
の
の
支
配
が
及
ば
な
い
も
う
一
つ
の
エ
デ
ン
の
園
で
あ
る
。
シ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
繰
り
返
し
使
っ
た
。
た
と
え

ば
、「
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
嬢
へ
」
と
い
う
詩
の
最
後
で
は
次
の
よ
う
に
、
も
う
一
つ
の
エ
デ
ン
の
園
に
お
け
る
「
高
潔
な
喜
び
」
を
描
く
。

B
y firm

ness w
on, by constancy secured,

Ye nobler pleasures, be ye long their m
eed,

T
heirs, w

ho, each m
eteor vanity abjured,
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T
he life of A

ngels in an E
den lead.　

(“To M
iss Ponsonby,” lines 13–16)

決
意
の
固
さ
で
獲
得
さ
れ
、
貞
節
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、／
汝
ら
高
潔
な
喜
び
よ
。
汝
ら
が
久
し
く
彼
女
た
ち
の
報
酬
に
、／
彼
女
た

ち
の
も
の
に
、
な
り
ま
す
よ
う
に
。
彼
女
た
ち
は
、
流
星
の
よ
う
な
虚
栄
を
棄
て
て
、／
エ
デ
ン
の
園
で
天
使
の
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
る
。

　

ま
た
手
紙
の
中
で
も
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
渓
谷
を
「
小
エ
ー
リ
ュ
シ
オ
ン
」、「
小
エ
デ
ン
」、「
エ
デ
ン
の
よ
う
な
地
域
」
と
し
て
何
度

も
言
及
し
た
り
、
あ
る
い
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
お
気
に
召
す
ま
ま
』 （
一
六
二
三
） 

の
ア
ー
デ
ン
の
森
に
な
ぞ
ら
え
て
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
ア
ー
デ
ン
」、
バ
ト
ラ
ー
と
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
を
『
お
気
に
召
す
ま
ま
』
の
二
人
の
女
友
だ
ち
（
変
装
し
て
ア
ー
デ
ン
の
森
に
向
か
い
、

そ
こ
で
家
を
買
い
、
一
緒
に
暮
ら
し
た
従
姉
妹
同
士
）
に
な
ぞ
ら
え
て
「
ロ
ザ
リ
ン
ド
と
シ
ー
リ
ア
」
と
呼
ん
だ (M

avor, Year 196, 

120, 198, 52)

。

　

シ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
の
よ
う
に
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
エ
デ
ン
的
な
愛
を
称
え
た
が
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
地
上
楽
園

の
イ
メ
ー
ジ
や
無
垢
な
愛
の
強
調
は
、
伝
統
的
に
同
性
愛
文
学
で
よ
く
使
わ
れ
て
き
た
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
バ
ー

ン
・
Ｒ
・
Ｓ
・
フ
ォ
ン
に
よ
れ
ば
、
ウ
エ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
牧
歌
以
来
の
（
男
性
の
）
同
性
愛
文
学
の
伝
統
で
は
、「
幸
福
な
谷
、
神
聖
な

島
、
牧
歌
的
な
隠
棲
、
も
し
く
は
緑
の
森
の
要
塞
」 (Fon 13) 

な
ど
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
的
な
理
想
郷
は
、
男
性
同
性
愛
者
た
ち
の
避
難
所
と

し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
場
所
に
お
い
て
だ
け
、
男
性
同
性
愛
者
た
ち
は
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
し
て
の
社
会
的
立
場
か
ら
自
由
に
な
る

こ
と
が
で
き
、
罰
を
受
け
る
こ
と
な
く
同
性
愛
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ン
は
ま
た
、
同
性
愛
文
学
の
伝

統
で
は
「
あ
る
種
の
精
神
的
な
価
値
や
神
話
」、
す
な
わ
ち
「
同
性
愛
は
異
性
愛
よ
り
も
優
れ
て
い
て
、
善
や
美
の
理
解
に
達
す
る
神
か

ら
授
け
ら
れ
た
手
段
で
あ
る
」 (Fon 13) 

と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
も
広
く
使
わ
れ
て
き
た
と
言
う
。
ジ
ョ
ン
・
ボ
ズ
ウ
ェ
ル
も
、
プ
ラ
ト
ン

の
『
饗
宴
』
で
異
性
愛
関
係
や
感
情
は
「
低
俗
的
」、
同
性
愛
関
係
や
感
情
は
「
天
上
的
」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
こ
の
対
照
的
な
見
方
が
後
世
の
文
学
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
し
て
い
る(B

osw
ell 74)

。

　

フ
ォ
ン
や
ボ
ズ
ウ
ェ
ル
は
男
性
同
性
愛
文
学
に
つ
い
て
だ
け
言
及
し
て
い
る
が
、
同
様
な
メ
タ
フ
ァ
ー
は
女
性
間
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
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な
友
愛
の
文
学
に
お
い
て
も
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー （
生
没
年
不
明
） 

の
「
満
足
、
友
へ
」 （
一
七
四
五
）

や
デ
ヴ
ォ
ン
シ
ア
公
爵
夫
人
こ
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ナ
・
ス
ペ
ン
サ
ー （
一
七
五
七
│
一
八
〇
六
） 

の 「
レ
デ
ィ
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
フ
ォ
ス
タ
ー

へ
」 （
一
七
九
六
作
） 

の
よ
う
な
詩
は
、
理
想
的
な
牧
歌
的
な
隠
棲
の
中
で
の
二
人
の
女
性
の
至
福
を
描
い
て
い
る(D

onoghue, Poem
s 

xxix)

。7

ま
た
、
十
七
世
紀
末
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
多
く
の
詩
で
、
女
性
へ
の
友
情
や
精
神
的
な
絆
や
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な

関
係
を
強
調
し
、
女
性
の
友
情
を
「
血
縁
も
し
く
は
結
婚
の
絆
よ
り
も
も
っ
と
高
潔
、／
な
ぜ
な
ら
も
っ
と
自
由
だ
か
ら
」 (K

atherine 

Philips, “A
 Friend,” lines 13–14

8) 

と
う
た
っ
た
。
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
に
関
す
る
シ
ー
ワ
ー
ド
の
詩
も
、
こ
う
し
た
文
学

伝
統
に
則
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
渓
谷
」
の
最
後
の
二
連
は
、
独
自
の
境
地
を
開
く
。
次
の
引
用
は
同
詩
の
最
後
の
三
連

か
ら
で
あ
る
。
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
に
対
す
る
最
大
限
の
讃
辞
か
ら
、
一
転
し
て
詩
人
の
望
み
へ
移
る
様
を
見
て
み
よ
う
。

T
his gentle pair no gloom

s of thought infest,

 
N

or B
igotry, nor E

nvy ’s sullen gleam

Shed w
ithering influence on the effort blest,

 
W

hich m
ost should w

in the other ’s dear esteem
,

B
y added know

ledge, by endow
m

ent high,

B
y C

harity ’s w
arm

 boon, and Pity ’s soothing sigh.

T
hen how

 should Sum
m

er-day or W
inter-night,

 
Seem

 long to them
 w

ho thus can w
ing their hours!

O
! ne ’er m

ay pain, or sorrow
’s cruel blight,

 
B

reathe the dark m
ildew

 thro ’ these lovely bow
ers,

B
ut lengthen ’d life subside in soft decay,
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Illum
ed by rising H

ope, and Faith ’s pervading ray.

 
M

ay one kind ice-bolt, from
 the m

ortal stores, 

 
A

rrest each vital current as it flow
s,

T
hat no sad course of desolated hours

 
H

ere vainly nurse the unsubsiding w
oes!

W
hile all w

ho honour V
irtue, gently m

ourn

L
la

n
g

o
lle

n’s vanish’d Pair, and w
reath their sacred urn.　

(“Llangollen Vale,” lines 132–49)

こ
の
高
貴
な
お
二
人
に
は
、
ど
ん
な
憂
鬱
な
考
え
も
群
が
ら
な
い
。／
ど
ん
な
偏
屈
な
考
え
も
、
嫉
妬
の
陰
気
な
微
光
も
、／
神
聖
な
努
力

の
上
に
生
気
を
失
わ
せ
る
よ
う
な
影
響
力
を
及
ぼ
さ
な
い
。／
そ
の
努
力
は
た
い
て
い
の
人
が
他
の
人
か
ら
の
熱
烈
な
評
価
を
勝
ち
得
る

よ
う
な
も
の
だ
、／
蓄
積
さ
れ
た
知
識
に
よ
っ
て
、
高
い
天
賦
の
才
能
に
よ
っ
て
、／
そ
し
て
慈
愛
の
暖
か
い
賜
物
と
憐
憫
の
慰
め
る
た
め

息
に
よ
っ
て
。／
そ
れ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
自
分
た
ち
の
時
を
駈
け
る
こ
と
が
で
き
る
お
二
人
に
と
っ
て
、／
夏
の
日
中
や
冬
の
夜
は
ど
れ

ほ
ど
の
長
さ
に
思
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
！
／
お
お
！　

苦
痛
も
、
悲
し
み
の
残
酷
な
暗
い
影
も
、／
い
つ
ま
で
も
こ
れ
ら
の
美
し
い
あ
ず

ま
や
に
黒
カ
ビ
を
生
や
し
ま
せ
ん
よ
う
に
。／
延
び
た
寿
命
が
、
増
大
す
る
希
望
と
信
仰
の
広
が
る
光
り
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、／
ゆ
る
や

か
に
衰
え
て
ゆ
き
ま
す
よ
う
に
。／
必
滅
の
蓄
え
か
ら
の
親
切
な
氷
の
稲
妻
の
一
撃
が
、／
ど
ち
ら
の
生
命
の
流
れ
も
流
れ
て
い
る
と
き
に

止
め
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。／
ど
ん
な
侘
び
し
い
時
間
の
悲
し
い
歩
み
も
、／
こ
こ
で
は
静
ま
ら
な
い
悲
痛
を
い
た
ず
ら
に
心
に
い
だ
き
ま

せ
ん
よ
う
に
！
／
美
徳
を
崇
め
る
す
べ
て
の
人
々
が
／
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
姿
を
消
し
た
二
人
を
静
か
に
悼
み
、
神
聖
な
骨
壺
を
花
輪
で

飾
る
間
は
。

　

詩
人
は
、
こ
れ
ま
で
エ
デ
ン
の
園
に
お
け
る
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
生
活
を
称
え
て
き
た
の
に
、
突
然
、
最
後
の
二
連
に

至
っ
て
、
時
間
の
世
界
に
読
者
を
投
げ
込
む
。
そ
し
て
、
二
人
同
時
の
死
を
願
い
、
死
後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ま
で
も
思
い
描
く
。
シ
ー
ワ
ー
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ド
が
こ
の
よ
う
に
二
人
同
時
の
死
を
願
う
の
は
、
明
ら
か
に
彼
女
自
身
が
ホ
ノ
ー
ラ
を
早
く
に
失
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
一
七
七

三
年
に
ホ
ノ
ー
ラ
が
結
婚
し
、
さ
ら
に
そ
の
七
年
後
に
突
然
亡
く
な
っ
た
た
め
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
深
い
喪
失
感
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で

き
ず
、
彼
女
へ
の
愛
や
彼
女
を
失
っ
た
悲
し
み
を
う
た
っ
た
詩
を
数
多
く
書
き
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ノ
ー
ラ
の
死
後
ず
い
ぶ
ん
あ
と

に
書
か
れ
た
手
紙
の
中
で
、
彼
女
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
た
と
き
（
一
七
六
六
年
か
ら
一
七
七
一
年
ま
で
）
の
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は

「
エ
デ
ン
の
園
の
よ
う
な
風
景
だ
っ
た
」 (Faderm

an, Surpassing 133) 

と
振
り
返
っ
た
。
シ
ー
ワ
ー
ド
に
と
っ
て
、
ホ
ノ
ー
ラ
と
過
ご

し
た
楽
園
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
楽
園
を
羨
望
の
ま
な
ざ
し
で
見
る
の
も
う
な
ず
け
る
。
そ
し
て
、

愛
す
る
者
に
先
立
た
れ
た
苦
悩
や
苦
痛
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
に
は
一
緒
に
最
期
を
迎
え
て
ほ
し

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
の
最
終
連
で
、
女
性
同
士
の
関
係
は
単
に
精
神
的

な
結
び
つ
き
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
的
な
結
び
つ
き
も
重
要
で
あ
る
と
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
自
身

が
一
七
八
九
年
に
書
い
た
短
詩
を
見
て
み
よ
う
。

B
y vulgar E

ros long m
isled,

I call ’d thee T
yrant, m

ighty Love!

W
ith idle fear m

y fancy fled

N
or e ’en thy pleasures w

ish ’d to prove.

C
ondem

n ’d at leangh to w
ear thy chains,

T
rem

bling I felt and ow
’d thy m

ight;

B
ut soon I found m

y fears w
ere vain,

Soon hugged m
y chain, and found it light.　

(Ponsonby, “Song”

9) 
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低
俗
な
官
能
愛
に
惑
わ
さ
れ
て
、／
力
強
い
愛
よ
！　

私
は
あ
な
た
を
暴
君
と
呼
ん
で
い
た
。／
根
拠
も
な
く
恐
れ
て
、
私
の
想
像
は
逃
げ

出
し
、／
あ
な
た
の
喜
び
を
試
そ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。／
つ
い
に
あ
な
た
の
鎖
を
身
に
つ
け
る
運
命
に
な
っ
て
、／
私
は
身
が
震
え
る
の

を
覚
え
、
あ
な
た
の
力
の
せ
い
だ
と
し
た
。／
し
か
し
、
す
ぐ
に
私
の
恐
れ
は
杞
憂
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、／
す
ぐ
に
鎖
を
抱
き
し
め
、

そ
れ
が
軽
い
も
の
だ
と
わ
か
っ
た
。

　

フ
ェ
ダ
マ
ン
は
こ
の
詩
を
、
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
が
（
女
性
間
の
）「
セ
ク
シ
ャ
ル
な
愛
と
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
愛
を
区
別
し
、
自
分
の
感

情
を
後
者
と
同
一
視
し
て
い
た
」 (Faderm

an, C
hloe 34) 

証
拠
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
し
か
し
、
前
述
の
同
性
愛
文
学
伝
統
の
メ
タ
フ

ァ
ー
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
同
詩
は
む
し
ろ
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
や
ル
ー
ス
・
ヴ
ァ
ニ
タ
の
読
み
の
よ
う
に
、
異
性
間
の
「
低
俗
な
」
愛
と
女
性
間

の
愛
の
対
比
を
描
い
た
も
の
と
し
て
捉
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う(D

onoghue, Poem
s xxviii; Vanita 117)

。
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
は
女
性
間

の
「
力
強
い
愛
」
の
虜
に
な
っ
た
こ
と
を
知
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
彼
女
は
そ
れ
が
「
低
俗
な
」
異
性
愛
と
同
じ
だ
と
思
い
、
恐
れ
て
い

た
。
だ
が
、
異
性
愛
が
女
性
を
抑
圧
し
、
縛
り
つ
け
、
恐
怖
を
与
え
る
も
の
に
対
し
、
女
性
間
の
愛
の
「
鎖
」
は
軽
く
、
女
性
を
む
し
ろ

解
放
し
、
喜
び
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
は
こ
の
よ
う
に
バ
ト
ラ
ー
と
の
愛
を
、
異
性
愛
の
よ
う

に
セ
ク
シ
ャ
ル
と
し
て
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
異
性
愛
と
は
違
う
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

女
性
同
士
の
異
常
な
愛
情

　

ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
時
代
、
彼
女
た
ち
を
礼
賛
す
る
声
は
大
き
か
っ
た
が
、
二
人
の
関
係
に
疑
い
の
目
を
向
け
る
者
が

全
く
い
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
一
七
九
〇
年
七
月
二
四
日
付
け
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
方
新
聞
『
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
イ
ヴ
ニ
ン

グ
・
ポ
ス
ト
』
は
、「
女
性
同
士
の
異
常
な
愛
情
」
と
い
う
見
出
し
で
、
二
人
の
こ
と
を
記
事
に
し
た
。
少
し
長
い
が
全
文
を
引
用
し
て

み
よ
う
。
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バ
ト
ラ
ー
嬢
と
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
嬢
は
上
流
社
会
か
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
某
渓
谷
へ
と
隠
遁
し
た
。

　

二
人
の
貴
婦
人
と
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
偉
大
な
一
族
の
娘
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を
保
持
し
て
い
る
。

　

オ
ー
モ
ン
ド
一
族
の
バ
ト
ラ
ー
嬢
は
何
回
か
結
婚
の
申
し
出
を
さ
れ
た
が
、
す
べ
て
断
っ
た
。
彼
女
の
特
別
な
友
人
で
あ
り
話
し
相
手

で
も
あ
る
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
嬢
が
ど
の
結
婚
に
対
し
て
も
妨
げ
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
、
二
人
を
引
き
離
す
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
、
バ

ト
ラ
ー
嬢
は
監
禁
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
二
人
の
貴
婦
人
は
一
緒
に
駆
け
落
ち
を
目
論
ん
だ
。
だ
が
、
す
ぐ
に
捕
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
族
の
も
と
に
連
れ
戻
さ
れ

た
。
何
度
も
バ
ト
ラ
ー
嬢
を
結
婚
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
た
。
だ
が
、
ど
ん
な
に
勧
め
ら
れ
て
も
誰
と
も
結
婚
し
な
い
、
と
彼

女
が
再
三
再
四
ま
じ
め
に
断
言
す
る
の
で
、
両
親
は
そ
れ
以
上
う
る
さ
く
縁
談
を
持
ち
込
ま
な
く
な
っ
た
。

　

数
ヶ
月
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
貴
婦
人
た
ち
は
新
た
な
駆
け
落
ち
を
計
画
し
、
実
行
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
わ
ず
か
ば
か
り
の
金
を
持

ち
、
収
入
も
少
し
あ
っ
た
の
で
、
隠
棲
場
所
は
バ
ト
ラ
ー
家
の
女
召
使
い
に
だ
け
打
ち
明
け
、
そ
の
場
所
に
関
し
て
秘
密
を
守
る
よ
う
誓

わ
せ
た
。
女
召
使
い
が
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
彼
女
た
ち
は
元
気
で
安
全
だ
か
ら
、
友
人
た
ち
は
こ
れ
以
上
尋
ね
る
こ
と
な
く
、
年

金
を
繰
り
越
し
て
お
い
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
年
金
は
現
在
ま
で
繰
り
越
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
増
え
て
い
る
。

　

上
述
の
美
し
い
渓
谷
は
彼
女
た
ち
が
居
を
定
め
た
場
所
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
何
年
も
そ
こ
に
住
ん
で
い
て
、
近
隣
の
村
人
た
ち
に
渓0

谷
の
貴
婦
人
た
ち

0

0

0

0

0

0

0

の
呼
び
名
だ
け
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

一
ヶ
月
ほ
ど
前
の
あ
る
夜
、
こ
の
村
の
宿
屋
に
三
人
の
貴
婦
人
と
一
人
の
紳
士
が
立
ち
寄
り
、
空
き
が
な
か
っ
た
の
で
、
村
人
た
ち
は

女
隠
世
者
た
ち
に
外
国
の
見
知
ら
ぬ
人
々
の
た
め
の
宿
泊
を
依
頼
し
た
。
こ
れ
は
難
な
く
許
可
さ
れ
た

│
と
そ
の
時
、
見
よ
！　

そ
れ

ら
の
外
国
人
は
彼
女
た
ち
の
親
族
だ
っ
た
の
だ
！　

し
か
し
、
ど
ん
な
に
懇
願
し
て
も
貴
婦
人
た
ち
を
そ
の
す
て
き
な
隠
遁
の
地
か
ら
去

ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

バ
ト
ラ
ー
嬢
は
背
が
高
く
、
男
性
的
で
あ
る
。
彼
女
は
い
つ
も
乗
馬
服
を
身
に
つ
け
、
玄
関
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
よ
う
な
仕
草
で
帽
子

を
掛
け
、
今
も
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
を
着
て
い
る
の
を
除
い
て
は
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
若
い
男
性
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

そ
の
反
対
に
、
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
嬢
は
優
雅
で
女
ら
し
く
、
清
ら
か
で
美
し
い
。
一
七
八
八
年
度
の
ス
テ
ィ
ー
ル
次
官
の
年
金
リ
ス
ト
に

は
、
エ
リ
ノ
ー ﹇
マ
マ
﹈・
バ
ト
ラ
ー
と
セ
ア
ラ
・
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
の
名
前
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
ポ
ン
ド
の
年
金
で
あ
る
。
多
く
の
理

由
か
ら
、
こ
れ
ら
の
年
金
受
給
者
は
渓
谷
の
貴
婦
人
た
ち
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
、
彼
女
た
ち
の
秘
密
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
女
性
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が
二
人
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
年
金
を
送
り
続
け
て
い
る
。

　

彼
女
た
ち
の
生
活
は
こ
ぎ
れ
い
で
、
上
品
で
、
趣
味
が
よ
い
。
彼
女
た
ち
の
召
使
い
は
二
人
の
女
性
だ
け
で
あ
る
。

　

ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
嬢
は
家
の
中
の
義
務
と
装
飾
を
お
こ
な
い
、
バ
ト
ラ
ー
嬢
は
庭
園
や
そ
の
他
の
地
所
を
管
理
し
て
い
る
。

(Q
td. in M

avor, Ladies 73–74)

　

バ
ト
ラ
ー
と
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
は
上
記
の
記
事
に
憤
慨
し
、
名
誉
棄
損
の
訴
え
を
起
こ
す
べ
き
か
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
に
相
談
し
た
。

し
か
し
、
バ
ー
ク
は
訴
訟
を
勧
め
ず
、
代
わ
り
に
「
名
誉
、
友
情
、
道
義
、
思
想
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
仕
方
を
知
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人

か
ら
尊
敬
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
美
徳
を
持
っ
て
い
る
が
故
に
、
中
傷
の
暴
力
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
慰
め
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」 (M

avor, Year 136)

と
助
言
し
た
。

　

で
は
、
こ
の
記
事
は
ど
の
よ
う
に
彼
女
た
ち
を
中
傷
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
目
に
つ
く
の
は
「
女
性
同
士
の
異
常
な
愛
情
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
女
た
ち
の
関
係
に
対
し
、「
サ
フ
ィ
ス
ト
」
と
か
「
ト
ミ
ー
」
な
ど
女
性
同
性
愛
者
を

意
味
す
る
当
時
の
用
語
を
用
い
て
批
判
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
代
わ
り
に
、
彼
女
た
ち
が
独
身
の
状
態
を
自
ら
選
択
し
た
こ

と
、
女
性
同
士
の
特
別
な
友
情
、
乗
馬
服
の
よ
う
な
男
性
的
な
服
装
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
書
く
。
そ
れ
ら
の
特
徴
は
、
一
つ
一
つ
を
見

た
ら
、 

何
ら
罪
に
も
問
題
に
も
な
ら
な
い
も
の
ば
か
り
だ
。
だ
が
、 

総
体
と
し
て
見
て
み
る
と
、 

二
人
の
愛
の
異
常
性
が
醸
し
出
さ
れ
る
。

　

こ
の
記
事
は
ま
た
事
実
を
歪
め
て
ま
で
も
、
二
人
の
異
常
さ
を
強
調
す
る
。
メ
ー
ヴ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
バ
ト
ラ
ー
は
「
若
い
男

性
」
に
見
え
る
ど
こ
ろ
か
、
背
が
低
く
、
小
太
り
で
、
五
一
歳
だ
っ
た
か
ら(M

avor, Ladies 75)

、
こ
の
記
事
を
書
い
た
記
者
が
実
際

に
二
人
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
事
は
バ
ト
ラ
ー
の
服
装
や
雰
囲
気
を
男
性
的
に
、
ポ
ン

ソ
ン
ビ
ィ
の
様
子
を
女
性
的
に
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
と
し
て
家
の
外
で
の
男
性
的
な
役
割
と
家
の
中
で
の
女
性
的
な
役
割
を
割
り
当

て
た
。
二
人
の
女
性
は
あ
た
か
も
異
性
愛
者
同
士
の
結
婚
生
活
を
模
倣
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
描
写
は
、
十
八
世
紀
後
半
に

流
行
っ
た
「
女
性
の
夫
」
の
話
の
よ
う
に
、
二
人
の
女
性
が
一
緒
に
住
む
な
ら
ば
、
片
方
が
男
性
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に



105　第五章　「スランゴスレンの貴婦人たち」

し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
メ
ア
リ
・
イ
ー
ス
ト
の
よ
う
な
例
外
的
な
「
女
性
の
夫
」
の
事
例10

の
よ
う
に
、
お
互

い
納
得
の
上
で
の
同
居
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
尋
常
な
ら
ざ
る
関
係
だ
。
実
際
の
バ
ト
ラ
ー
は
イ
ー
ス
ト
と
違
っ
て
女
性
で
あ
る
こ
と
を
隠

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
上
記
の
よ
う
な
男
性
化
の
描
写
に
は
、
男
性
に
取
っ
て
代
わ
る
女
性
、
す
な
わ
ち
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
境

界
を
越
え
た
女
性
に
対
す
る
恐
怖
心
や
、
女
性
同
士
の
関
係
を
異
性
愛
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
危
険
視
す
る
姿
勢
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、『
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
の
記
事
が
出
た
翌
月
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ゴ
シ
ッ
プ
雑
誌
と
し
て
有

名
な
『
都
市
と
田
園
』
が
同
じ
表
題
で
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
は
二
人
の
ゴ
シ
ッ
プ
が
瞬
く
間
に
広
が
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
雑
誌
記
事
が
地
方
新
聞
記
事
と
違
う
の
は
、
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
地
方
新
聞
で
は
、「
バ
ト
ラ
ー
嬢
と
ポ
ン

ソ
ン
ビ
ィ
嬢
は
上
流
社
会
か
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
某
渓
谷
へ
と
隠
遁
し
た
」
と
あ
る
の
が
、
ゴ
シ
ッ
プ
雑
誌
で
は
、「
今
や
男
性
の
社
会
か

ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
某
渓
谷
の
荒
地
に
隠
遁
し
た
バ
ト
ラ
ー
嬢
と
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
嬢
は
、
男
性
に
対
し
妙
な
嫌
悪
を
い
だ
き
、
事
あ
る
ご
と

に
男
性
を
避
け
て
い
る
」 (“E

xtraordinary Fem
ale A

ffection,” T
he T

ow
n and C

ountry M
agazine 22 [A

ugust 1790]: 363) 

に
直

さ
れ
て
い
る
。
ゴ
シ
ッ
プ
雑
誌
は
、
地
方
新
聞
よ
り
も
も
っ
と
明
確
に
、
二
人
の
独
身
女
性
の
男
嫌
い
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。

サ
フ
ィ
ス
ト

　
『
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
や
『
都
市
と
田
園
』
が
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
を
「
サ
フ
ィ
ス
ト
」
の
よ
う
な

女
性
同
性
愛
者
を
意
味
す
る
言
葉
を
用
い
て
中
傷
し
な
か
っ
た
の
は
、
新
聞
・
雑
誌
と
い
う
公
の
メ
デ
ィ
ア
で
そ
れ
を
公
然
と
口
に
出
す

の
は
憚
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
私
的
な
日
記
の
中
で
同
時
代
の
サ
フ
ィ
ス
ト
た
ち
の
存
在
を
記
し
、
明
ら
か
に
批
判
し
て
い
た
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
夫
人
に
と
っ
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て
、
女
性
の
独
身
主
義
と
女
性
同
士
の
長
期
間
の
同
居
は
、「
サ
フ
ィ
ズ
ム
」
を
疑
る
に
足
る
証
拠
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
一
七
九
五
年
十

二
月
九
日
の
日
記
で
、「
二
人
の
女
性
が
あ
ま
り
長
く
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
と
き
に
は
い
つ
で
も
」、
性
的
な
関
係
が
「
不
可
能
で
あ
る

こ
と
を
疑
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
時
代
に
な
っ
た
と
指
摘
し
、
注
の
中
で
、
そ
の
よ
う
な
関
係
は
「
サ
フ
ィ
ズ
ム
」
で
あ
る
と
明

記
し
た
。
た
だ
し
、
同
時
に
、
自
分
自
身
と
し
て
は
女
性
間
の
性
的
関
係
が
「
不
可
能
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
」 (Piozzi, T

hraliana 2: 

949) 

と
付
け
加
え
た
。11

　

ピ
オ
ッ
ツ
ィ
夫
人
の
中
で
の
女
性
間
の
性
的
関
係
の
可
能
性
を
疑
る
気
持
ち
と
容
認
し
た
い
気
持
ち
は
、
親
し
い
友
人
・
隣
人
と
し
て

交
流
の
あ
っ
た
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
に
対
す
る
相
反
す
る
言
説
に
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
手
紙
の
中
で
は
、「
美
し
く
て

気
高
い
隠
遁
者
た
ち
」（
一
七
九
八
年
十
一
月
十
一
日
）
と
か
「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
渓
谷
の
魅
力
的
な
田
舎
屋
の
住
人
た
ち
」（
一
八
〇
〇
年
三

月
九
日
）
と
し
て
言
及
す
る
だ
け
で
、
二
人
の
関
係
を
い
さ
さ
か
も
怪
し
ん
で
い
な
い(Piozzi, Intim

ate Letters 168, 185)

。
ス
ラ
ン

ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
無
垢
な
関
係
を
信
じ
る
フ
ェ
ダ
マ
ン
は
、
こ
れ
に
注
目
し
、
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
夫
人
は
汚
れ
た
社
会
か
ら
田
舎
に

隠
遁
し
、
日
々
自
然
と
交
わ
る
貴
婦
人
た
ち
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
宮
廷
や
ロ
ン
ド
ン
や
バ
ー
ス
の
よ
う
な
都
会
に
巣
く
っ
て
い
る
世
俗
的
な

サ
フ
ィ
ス
ト
た
ち
の
間
に
明
確
な
線
を
引
い
て
い
た
、
と
指
摘
す
る(Faderm

an, Surpassing 125)

。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
論
議

は
そ
の
後
発
見
さ
れ
た
新
た
な
資
料
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
四
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ス
レ
ー
リ
ア
ナ
』
に
収
め
ら

れ
て
い
た
日
記
の
他
に
、
リ
ズ
・
ス
タ
ン
リ
ー
が
一
九
九
二
年
の
論
文
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
図
書
館
に
手
書
き

の
日
記
が
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
夫
人
は
そ
の
中
で
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
を
「
忌
ま
わ
し
き
サ
フ
ィ

ス
ト
」
と
呼
び
、
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
文
筆
家
た
ち
は
男
性
の
連
れ
が
い
な
い
と
き
に
彼
女
た
ち
の
と
こ
ろ
で
一
晩
滞
在
し

た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
、
と
書
い
て
い
た(Stanley 163)

。
彼
女
は
手
紙
の
中
で
は
い
さ
さ
か
も
触
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
日
記

の
中
で
は
ひ
そ
か
に
二
人
の
サ
フ
ィ
ズ
ム
を
疑
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
で
な
い
愛

　

ピ
オ
ッ
ツ
ィ
夫
人
の
未
刊
行
の
日
記
よ
り
も
さ
ら
に
衝
撃
的
な
日
記
も
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
州
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
生

ま
れ
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
階
級
の
独
身
女
性
ア
ン
・
リ
ス
タ
ー （
一
七
九
一
│
一
八
四
〇
） 

の
日
記
で
あ
る
。
リ
ス
タ
ー
は
、
兄
が
一
八
一
三

年
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
か
わ
り
に
シ
ブ
デ
ン
・
ホ
ー
ル
の
推
定
相
続
人
に
な
り
、
一
八
一
五
年
か
ら
伯
父
と
叔
母 （
二
人
と
も
独
身
） 

と
一
緒
に
そ
こ
に
住
み
始
め
た
。
一
八
二
六
年
の
伯
父
の
死
後
は
、
叔
母
と
そ
の
地
所
の
共
同
所
有
者
に
な
り
、
経
済
的
に
独
立
し
た
。

当
時
の
女
性
と
し
て
は
並
は
ず
れ
て
学
識
が
あ
り
、
英
文
学
だ
け
で
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
数
学
、
幾
何

学
、
歴
史
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
訪
れ
て
は
そ
の
地
の
上
流
階
級
の
人
々
と
交
流
を
も
ち
、
ロ
シ
ア
を
旅
行

し
て
い
る
最
中
に
四
九
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。

　

こ
の
よ
う
な
リ
ス
タ
ー
が
長
い
十
八
世
紀
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
で
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
彼
女
が
多
く

の
女
性
た
ち
と
つ
き
あ
い
、
彼
女
ら
と
の
熱
烈
な
関
係
を
日
記
に
逐
一
克
明
に
綴
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
彼
女
の
日
記
の
存
在
は
二
百
年
近

く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
四
年
に
な
っ
て
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
在
住
の
ヘ
レ
ナ
・
ホ
イ
ッ
ト
ブ
レ
ッ
ド
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、

リ
ス
タ
ー
の
癖
の
あ
る
筆
記
文
字
や
綴
り
や
暗
号
的
表
現
な
ど
の
解
読
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
八
一
七
年
か
ら
一
八
二
四
年
の
間
の

日
記
が
『
私
は
私
自
身
の
心
が
わ
か
っ
て
い
る
』 （
一
九
八
八
） 
の
タ
イ
ト
ル
で
、
一
八
二
四
年
か
ら
一
八
二
六
年
の
間
の
日
記
が
『
愛
以

外
の
司
祭
は
い
な
い
』 （
一
九
九
二
） 

の
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ
た
。12

　

リ
ス
タ
ー
の
日
記
の
発
見
は
、
二
〇
世
紀
以
前
に
は
女
性
間
の
愛
は
セ
ク
シ
ャ
ル
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
フ
ェ
ダ
マ
ン
の
説
を

一
蹴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
女
自
身
が
他
の
女
性
た
ち
と
の
セ
ク
シ
ャ
ル
な
関
係
を
暗
号
で
書
き
残
し
て
い
た
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
、

「
キ
ス
」
は
オ
ル
ガ
ス
ム
ス
の
婉
曲
的
な
表
現
だ
っ
た
。
少
し
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

私
た
ち
は
昨
夜
中
ず
っ
と
話
し
て
い
て
、
起
き
あ
が
る
前
の
三
〇
分
ほ
ど
目
を
閉
じ
て
う
た
た
寝
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
Ｍ
│
の
と
こ
ろ
へ
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行
っ
た
が
、
良
い
キ
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
女
が
私
の
妻
で
あ
る
と
私
が
本
当
に
感
じ
る
ま
で
約
束
す
る
の
を
断
っ
た
。

二
度
目
に
彼
女
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
前
よ
り
う
ま
く
で
き
た
…
…
。（
一
八
二
一
年
七
月
二
三
日
） (Lister, I K

now
 159)

昨
夜
は
二
つ
の
キ
ス
。
私
た
ち
が
眠
る
前
に
、
一
つ
の
キ
ス
の
ほ
と
ん
ど
す
ぐ
あ
と
に
も
う
一
つ
…
…
前
よ
り
よ
く
感
じ
た
け
ど
、
昨
夜

は
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
な
ほ
ど
遅
か
っ
た
の
で
、
私
は
ひ
ど
く
泣
い
た
が
、
Ｍ
│
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
そ
れ
を
抑
え
た
。

（
一
八
二
二
年
七
月
十
三
日
） (Lister, I K

now
 194)

　
「
Ｍ
│
」 

と
は
、
リ
ス
タ
ー
が
一
八
一
二
年
以
来
最
も
長
く
情
熱
的
に
愛
し
て
い
た
マ
リ
ア
ン
ヌ
こ
と
メ
ア
リ
・
ロ
ー
ト
ン
（
旧
姓
ベ

ル
ク
ー
ム
）
と
い
う
女
性
の
こ
と
で
あ
る
。
二
人
の
関
係
は
マ
リ
ア
ン
ヌ
が
一
八
一
六
年
に
結
婚
し
て
も
終
わ
る
こ
と
な
く
、
彼
女
の
夫

の
目
を
盗
ん
で
何
年
も
続
い
て
い
た
。
そ
の
間
に
リ
ス
タ
ー
は
他
の
女
性
と
も
つ
き
あ
っ
た
。
一
八
二
一
年
七
月
二
三
日
の
日
記
に
よ
る

と
、
マ
リ
ア
ン
ヌ
は
夫
か
ら
性
病
を
う
つ
さ
れ
、
そ
の
結
果
リ
ス
タ
ー
に
も
感
染
し
た
ら
し
い
が
、
一
八
二
二
年
十
二
月
十
四
日
付
け
の

日
記
に
は
、
リ
ス
タ
ー
の
別
の
恋
人
、「
テ
ィ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
六
歳
年
上
の
イ
ザ
ベ
ラ
・
ノ
ー
ク
リ
フ
へ
の
感
染
の
恐
れ
が
記
さ
れ
る
。

「
昨
夜
、
私
は
非
常
に
良
い
キ
ス
を
持
っ
た
。
テ
ィ
ブ
は
そ
れ
ほ
ど
良
い
キ
ス
を
持
た
な
か
っ
た
。
…
…
私
は
い
つ
も
テ
ィ
ブ
に
感
染
さ

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
き
た
。
あ
の
分
泌
物
は
一
体
性
病
な
の
か
ど
う
か
怪
し
い
と
思
う
」 (Lister; I K

now
 230)

。

　

リ
ス
タ
ー
は
ま
た
自
分
自
身
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
同
性
志
向
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。
一
八
二
一
年
一
月
二
九
日
付
け
の

彼
女
の
日
記
に
は
こ
う
あ
る
。

ど
ん
な
男
性
の
賞
賛
の
跡
も
残
ら
な
い
よ
う
に
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
氏
の
送
別
の
詩
を
燃
や
し
た
。
そ
れ
は
私
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
私

は
女
性
だ
け
を
愛
し
て
い
る
し
、
こ
の
よ
う
に
彼
女
た
ち
か
ら
も
愛
さ
れ
て
、
彼
女
た
ち
以
外
の
他
の
人
の
愛
に
は
胸
が
む
か
む
か
す

る
。(Lister, I K

now
 145)

　

リ
ス
タ
ー
が
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
を
表
敬
訪
問
し
た
の
は
、
そ
の
翌
年
で
あ
る
。
マ
リ
ア
ン
ヌ
は
そ
の
訪
問
の
話
を
聞
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き
、
リ
ス
タ
ー
に
「
あ
な
た
は
彼
女
た
ち
の
関
係
が
い
つ
も
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
と
思
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
純
粋
な
友
情
が
こ
ん
な
に
も

称
揚
さ
れ
て
い
る
の
を
信
じ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
手
紙
に
書
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
リ
ス
タ
ー
は
こ
う
一
八

二
二
年
八
月
三
日
付
け
の
日
記
に
書
く
。

そ
れ
は
確
か
に
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
で
な
い
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
神
よ
、
許
し
た
ま
え
。
だ
け
ど
私
は
自
分
の
中
を
の
ぞ
い
て
み
て
、
疑

惑
を
い
だ
い
て
い
る
。
私
た
ち
の
性
質
の
弱
さ
を
感
じ
る
し
、
こ
の
よ
う
な
愛
着
が
友
情
よ
り
も
も
っ
と
優
し
い
何
か
に
よ
っ
て
結
ば
れ

て
い
な
い
と
、
断
言
す
る
気
に
は
な
れ
な
い
。(Lister, I K

now
 210)

　

自
ら
の
セ
ク
シ
ャ
ル
な
恋
愛
歴
を
赤
裸
々
に
記
し
て
い
た
リ
ス
タ
ー
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
カ
ッ
プ
ル
と
し
て
名
高
い
二
人

が
「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
で
な
い
」
関
係
だ
と
言
い
切
っ
た
。
自
分
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
十
全
に
認
識
し
、
か
つ
ま
た
そ
れ
を
隠
す
術
を

心
得
た
女
性
の
言
葉
と
し
て
、
看
過
で
き
な
い
発
言
で
あ
る
。

新
し
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
と
女
性
同
性
愛

　

ラ
ン
ド
ル
フ
・
ト
ラ
ン
バ
ッ
ク
は
、
リ
ス
タ
ー
の
日
記
が
出
版
さ
れ
た
あ
と
の
一
九
九
一
年
に
、「
彼
女
た
ち
﹇
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴

婦
人
た
ち
﹈
は
明
ら
か
に
自
分
た
ち
の
関
係
を
セ
ク
シ
ャ
ル
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
関
係
が
セ
ク
シ
ャ
ル
で
あ
る
と

も
提
示
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
彼
女
た
ち
を
知
っ
て
い
る
者
た
ち
は
二
人
の
関
係
を
セ
ク
シ
ャ
ル
と
し
て
見
な
さ
な
か
っ
た
」 

( T
rum

bach, “London’s Sapphists” 121) 

と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
、 
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
同
時
代
人
の
大
多
数
が

ト
ラ
ン
バ
ッ
ク
の
指
摘
通
り
の
反
応
だ
っ
た
ろ
う
。
何
し
ろ
、
テ
ィ
ム
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
い
み
じ
く
も
イ
ギ
リ
ス
の
十
八
世
紀
を
「
性

革
命
」 (H

itchcock 2) 

の
時
代
と
名
づ
け
た
よ
う
に
、
こ
の
世
紀
の
間
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
生
殖
や
身
体
に
対
す
る
見
方
が
急
激
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に
変
容
し
、
世
紀
の
終
わ
り
ま
で
に
は
男
性
中
心
主
義
的
で
異
性
愛
的
な
文
化
が
出
現
し
て
い
た
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
、
ト
マ
ス
・
ラ

カ
ー
に
よ
れ
ば
、
啓
蒙
主
義
以
前
の
身
体
観
は
、
二
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
の
医
学
者
ガ
レ
ノ
ス
の
見
方
に
基
づ
く
「
一
つ
の
性
／
身
体
モ
デ

ル
」
で
、
性
差
は
種
類
で
は
な
く
程
度
の
問
題
で
、
男
性
と
女
性
の
生
殖
器
は
本
来
同
じ
も
の
で
あ
り
、
男
の
場
合
生
殖
器
が
身
体
の
外

に
あ
り
、
女
の
場
合
中
に
あ
る
と
い
う
だ
け
の
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
違
い
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
。
し
か
し
、
啓
蒙
主
義
以
降
は
、

性
差
の
程
度
で
は
な
く
種
類
を
問
題
と
す
る
「
二
つ
の
性
／
身
体
モ
デ
ル
」
へ
移
行
し
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
い
、
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
に
対
す
る
見
方
も
本
来
能
動
的
で
活
動
的
な
も
の
か
ら
、
受
動
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
た
。
以
前
に
は
女
性
の
オ
ル
ガ
ス
ム
ス
は

（
男
性
の
と
同
じ
よ
う
に
）
受
胎
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
受
胎
に
は
男
性
の
オ
ル
ガ
ス
ム
ス
だ
け
が
必

要
で
、
女
性
の
は
無
関
係
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(Laqueur 3–8, 98–103, 149–63)

。
ル
ー
ス
・
ペ
リ
ー
は
ラ
カ
ー
の

い
う
こ
う
し
た
変
化
を
「
女
性
の
脱
性
化
」 (Perry, “C

olonizing” 116) 

と
呼
び
、
十
八
世
紀
は
じ
め
の
淫
ら
で
、
好
色
な
「
性
的
な
存

在
」
と
し
て
の
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
世
紀
の
終
わ
り
ま
で
に
は
、
貞
淑
で
性
的
欲
望
の
な
い
、
慈
愛
に
あ
ふ
れ
た
「
母
性
的
な
存
在
」

と
し
て
再
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ
る
。
こ
う
し
て
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
時
代
に
は
、
女
性
の
「
本
来
の

姿
」
は
慎
み
深
く
、
繊
細
で
、
母
性
的
で
、
貞
淑
で
、
従
順
で
、
男
性
の
性
的
欲
望
の
受
動
的
な
対
象
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
支
配
的
な

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
が
多
く
の
同
時
代
人
か
ら
セ
ク
シ
ャ
ル
で
な
い
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
理
想
的
な
カ
ッ
プ
ル
と
し
て
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
礼
賛
さ
れ
た
の
は
、
彼
女
た
ち
が
結
局
男
性
と
何

の
関
わ
り
も
な
か
っ
た
し
、
女
性
同
士
ど
ん
な
に
親
密
で
も
妊
娠
と
い
う
外
的
な
証
拠
を
何
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
が
故
に
、
性
的
欲
望

も
熱
情
も
な
い
女
性
と
い
う
当
時
の
女
性
の
美
徳
の
枠
内
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら
だ
と
言
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
が
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
強
制
的
異
性
愛
」13

社
会
で
は
、
異
性
間
の
挿
入
的
な
性
行

為
だ
け
が
「
自
然
」
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
逸
脱
し
た
性
行
為
は
す
べ
て
「
不
自
然
」
と
見
な
さ
れ
た
。『
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・

ポ
ス
ト
』
や
『
都
市
と
田
園
』
の
記
者
、
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
夫
人
、
そ
し
て
リ
ス
タ
ー
が
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
「
不
自
然
な
」

関
係
に
疑
い
の
目
を
向
け
た
の
を
、
少
数
意
見
と
し
て
簡
単
に
切
り
捨
て
る
訳
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
リ
ス
タ
ー
は
明
ら
か
に
自
分
と



111　第五章　「スランゴスレンの貴婦人たち」

他
の
女
性
と
の
セ
ク
シ
ャ
ル
な
関
係
を
把
握
し
て
い
た
が
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
自
身
は
異
性
間
の
行
為
だ
け
を
セ
ク
シ
ャ

ル
と
し
て
見
な
し
、
自
分
た
ち
の
関
係
も
そ
う
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
セ
ク
シ
ャ
ル
と
し
て
認
識
し

て
い
た
か
否
か
の
問
題
は
別
に
し
て
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
次
の
よ
う
に
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
女
性
同
性
愛
の
特
性
を
ま
と
め
て
い
た
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。「
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
は
た
だ
単
に
肉
体
的
な
愛
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
顔
に
す
ぎ
な

か
っ
た

│
ア
ン
・
リ
ス
タ
ー
の
女
性
関
係
は
、
彼
女
の
日
記
が
な
か
っ
た
ら
、
ま
さ
し
く
〈
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
〉
の
よ
う
に
見

え
た
だ
ろ
う
」 (H

itchcock 87)

。
つ
ま
り
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
と
サ
フ
ィ
ズ
ム
は
コ
イ
ン
の
表
裏
の
関
係
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

奇
妙
な
外
観

　

実
の
と
こ
ろ
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
と
い
う
表
向
き
の
顔
に
も
、
サ
フ
ィ
ズ
ム
で
は
な
い
か

と
疑
わ
せ
る
よ
う
な
目
立
っ
た
特
徴
が
一
つ
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
、
サ
フ
ィ
ス
ト
と
し
て
悪
名
高
か
っ
た
ダ
マ
ー
夫
人
と
同
じ
よ
う
な

服
装
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
風
景
画
家
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ァ
リ
ン
グ
ト
ン （
一
七
四
七
│
一
八
二
一
） 

は
一
七
八
九
年
四
月
十
九
日
の
日

記
の
中
で
、「
ダ
マ
ー
夫
人
の
風
変
わ
り
は
目
立
っ
て
い
る
。
彼
女
は
男
性
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
男
性
の
靴
を
は
き
、
男
性
の
よ
う
な
上

着
も
着
て
い
た

│
こ
う
し
て
彼
女
は
ス
テ
ッ
キ
を
持
っ
て
野
原
を
歩
き
回
っ
て
い
る
」 (N

orton, headnote, Sapphick E
pistle 356) 

と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
ダ
マ
ー
夫
人
は
下
に
は
ズ
ボ
ン
で
は
な
く
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
い
た
ら
し
い
。
ト
ラ
ン
バ
ッ
ク
は
、
こ
う
し

た
男
性
的
な
上
着
と
女
性
的
な
ス
カ
ー
ト
と
い
う
「
両
性
具
有
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
明
ら
か
に
「
女
性
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
た
め
」

だ
っ
た
と
論
じ
て
い
る(T

rum
bach, “London’s Sapphists” 132, 134)

。

　

一
方
、『
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
で
は
バ
ト
ラ
ー
だ
け
が
乗
馬
服
を
着
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
も
同
じ
も
の
を
着
て
い
た
。
二
人
は
肖
像
画
を
描
か
れ
る
の
を
好
ま
な
か
っ
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
生
前

の
唯
一
の
肖
像
画
は
、
メ
ア
リ
・
パ
ー
カ
ー
、
の
ち
の
レ
デ
ィ
・
レ
イ
ト
ン （
一
七
九
九
│
一
八
六
四
） 

が
一
八
二
八
年
に
二
人
に
内
緒
で
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鉛
筆
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
は
二
人
の
死
後
の
一
八
八
七
年
頃
に
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
レ
イ
ン 

（
一
八
〇
〇
│
七
二
） 

に
よ
っ
て
水
彩
画
と
リ
ト
グ
ラ
フ
（
図
版
11
）
に
さ
れ
た
。
こ
の
肖
像
画
で
は
、
髪
の
毛
を
短
く
刈
り
込
ん
だ
二
人
は

ど
う
み
て
も
男
性
の
老
人
の
よ
う
に
見
え
る
。
も
う
一
つ
の
肖
像
画
は
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ヘ
ン
リ
ー
・
リ
ン
チ （
一
八
六
八
没
） 

に
よ
る
リ
ト

グ
ラ
フ
（
図
版
12
）
で
、
こ
れ
も
一
八
八
七
年
頃
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
二
人
と
も
上
は
乗
馬
服
に
、
下
は
ス
カ
ー
ト

と
い
う
い
で
た
ち
で
、
山
高
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。

　

彼
女
ら
の
異
様
な
外
見
に
つ
い
て
の
驚
き
の
声
は
同
時
代
の
人
々
か
ら
も
聞
こ
え
て
く
る
。
俳
優
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
シ
ュ
ー
ズ （
一

七
七
六
│
一
八
三
五
） 

は
一
八
二
〇
年
九
月
四
日
付
け
の
妻
宛
て
の
手
紙
で
、
自
分
の
舞
台
を
観
に
き
て
く
れ
た
二
人
の
印
象
を
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

私
は
お
二
人
に
一
度
も
会
っ
た
こ
と
が
な
い
け
れ
ど
も
、
す
ぐ
に
彼
女
た
ち
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
が
座
っ
て
い
る
と
き
、
男

性
と
区
別
で
き
る
点
は
一
つ
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
刈
り
込
ん
だ
髪
や
髪
粉
、
糊
の
き
い
た
首
巻
、
彼
女
た
ち
が
い
つ
も
、
晩
餐
会
で

も
、
着
て
い
る
男
性
用
コ
ー
ト
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
乗
馬
服
の
上
着
、
そ
し
て
い
つ
も
の
黒
ビ
ー
バ
ー
毛
皮
製
の
男
性
用
山
高
帽
。
彼
女

た
ち
は
ま
さ
に
尊
敬
す
べ
き
老
齢
の
牧
師
の
よ
う
な
様
子
で
し
た
。(M

avor, Year 178)

　

一
八
二
五
年
八
月
二
四
日
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
に
付
き
添
っ
て
プ
ラ
ー
ス
・
ネ
ウ
ィ
ズ
を
訪
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト （
一

七
九
四
│
一
八
五
四
） 

も
、
妻
宛
て
の
手
紙
で
、「
濃
紺
の
乗
馬
服
、
巨
大
な
靴
、
そ
し
て
男
の
帽
子
、
ス
カ
ー
ト
を
た
く
り
あ
げ
て
い
る
」

二
人
は
、「
老
水
夫
」
の
よ
う
だ
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
彼
は
「
村
の
保
護
天
使
」
で
あ
る
二
人
の
老
女
を
こ
ん
な
ふ
う

に
笑
う
の
は
よ
く
な
い
と
、
反
省
し
た(Lockhart 4: 308–10)

。
ま
た
、
一
八
二
四
年
九
月
二
日
に
表
敬
訪
問
し
た
ワ
ー
ズ
ワ
ス
は
、

一
八
二
四
年
に
出
版
さ
れ
た
ソ
ネ
ッ
ト
「
レ
デ
ィ
・
エ
レ
ナ
ー
・
バ
ト
ラ
ー
と
ポ
ン
ソ
ン
ビ
ィ
嬢
に
寄
せ
て
。
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
、
プ
ラ

ー
ス
・
ネ
ウ
ィ
ズ
の
地
に
て
制
作
」
で
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
渓
谷
」 ( “G

lyn C
yfaillgaroch”) 

を
英
語
の
「
友
情

の
渓
谷
」 ( “Vale of Friendship ”)

に
置
き
換
え
、「
愛
し
合
っ
て
い
る
姉
妹
よ
、
そ
の
愛
は
こ
の
地
上
に
あ
っ
て
な
お
／
時
の
手
の
届
か
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図版 12
ジェイムズ・ヘンリー・リンチのリトグラフ「スラ
ンゴスレンの貴婦人たち」 (c. 1887)。ロンドン・ナ
ショナル・ポートレート・ギャラリー、NPG 
D14047。

図版 11
リチャード・ジェイムズ・レインによるレディ・
レイトンの絵のリトグラフ「スランゴスレンの貴
婦人たち」（c. 1887）。ロンドン・ナショナル・ポ
ートレート・ギャラリー、NPG D7815。
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ぬ
高
み
に
登
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
」
と
絶
賛
し
た
が
、
そ
の
詩
に
添
え
た
回
想
で
は
、
二
人
の
服
装
の
非
常
に
「
奇
妙
な
」
様
子
を
見

て
、「
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
」14

の
よ
う
だ
と
記
し
た
。

　

メ
ー
ヴ
ァ
ー
は
二
人
の
奇
妙
な
外
見
に
つ
い
て
、
乗
馬
服
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
田
舎
生
活
に
最
適
な
服
装
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い

た
し
、
短
い
ヘ
ア
・
ス
タ
イ
ル
は
当
時
フ
ラ
ン
ス
で
流
行
し
て
い
た
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る(M

avor, Ladies 178, 198)

。
し
か
し
な

が
ら
、
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
関
係
に
あ
る
女
性
た
ち
で
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
よ
う
に
ダ
マ
ー

夫
人
と
同
じ
よ
う
な
両
性
具
有
的
な
服
装
を
し
て
い
た
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
ダ
マ
ー
夫
人
と
違
っ
て
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た

ち
は
「
公
然
」
と
は
サ
フ
ィ
ス
ト
と
名
指
し
さ
れ
て
非
難
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
自
分
た
ち
以
外
の
他
の
女
性
た
ち
と
の
関
係
は
全
く
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
彼
女
た
ち
の
関
係
も
サ
フ
ィ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
を
仄
め
か
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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十
八
世
紀
の
サ
ッ
ポ
ー
た
ち

│
ペ
ン
と
縫
い
針
の
文
芸
的
公
共
圏

大
い
な
る
文
化
的
現
象

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の 『
女
性
た
ち
に
関
す
る
対
話
』 （
一
六
九
一
） 

に
お
い
て
、 「
女
嫌
い
」 

と
い
う
名
の
人
物
は
、 

古
代
の
サ
ッ

ポ
ー
の
男
性
的
な
知
性
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
批
判
し
た
と
き
、
女
性
同
性
愛
だ
け
で
は
な
く
知
性
と
い
う
「
新
し
い
種
類
の
罪
」
が

イ
ギ
リ
ス
の
女
性
た
ち
の
間
に
も
広
が
る
こ
と
を
恐
れ
た
。1

実
際
、「
女
嫌
い
」
の
恐
れ
は
現
実
の
も
の
だ
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
六
四
二
年
の
内
戦
開
始
か
ら
王
位
空
位
期
、
そ
し
て
一
六
六
〇
年
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
に
よ
る
王
政
復
古
後
、
何

度
も
出
版
を
統
制
す
る
法
案
が
発
布
さ
れ
た
。
し
か
し
、
政
府
に
よ
る
出
版
統
制
は
、
一
六
六
二
年
に
発
令
さ
れ
た
印
刷
許
可
法
（「
煽

動
的
、
反
逆
的
か
つ
無
許
可
の
書
籍
及
び
小
冊
子
の
印
刷
に
お
け
る
濫
用
を
防
止
し
、
印
刷
業
お
よ
び
印
刷
機
械
を
規
制
す
る
た
め
の
法

律
」）
が
一
六
九
五
年
に
失
効
し
た
と
き
終
わ
り
を
告
げ
、
十
八
世
紀
に
多
量
の
出
版
物
が
文
学
市
場
へ
出
回
る
こ
と
に
な
っ
た

(Feather 45–50)

。
こ
の
世
紀
に
は
ま
た
、
識
字
率
の
増
加
や
中
産
階
級
の
興
隆
に
よ
っ
て
読
者
層
が
拡
大
し
た
た
め
、
そ
の
需
要
に
応

じ
る
た
め
に
、
出
版
業
者
は
新
聞
・
雑
誌
の
よ
う
な
定
期
刊
行
物
の
出
版
、
予
約
購
買
や
分
冊
出
版
の
よ
う
な
廉
価
で
の
出
版
、
貸
本
屋

な
ど
新
し
い
や
り
方
で
、
新
し
い
文
学
市
場
を
開
拓
し
た
。
こ
う
し
た
変
化
の
恩
恵
に
最
も
浴
し
た
の
が
女
性
作
家
た
ち
で
あ
る
。

　

匿
名
や
偽
名
出
版
も
多
か
っ
た
の
で
、
女
性
作
家
の
出
版
物
の
正
確
な
数
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
一
六
六
〇
年
か
ら

一
八
〇
〇
年
ま
で
の
女
性
の
出
版
物
の
増
加
は
、
ま
さ
に
「
大
い
な
る
文
化
的
現
象
」 (Ferguson, “W

om
en” 294) 

だ
っ
た
。
あ
る
統
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計
に
よ
る
と
、
十
七
世
紀
の
最
初
の
四
〇
年
間
で
は
、
女
性
に
よ
る
新
し
い
出
版
は
年
に
一
冊
で
、
全
出
版
物
の
た
っ
た
〇
・
五
％
し
か

な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
毎
年
女
性
の
新
本
出
版
が
平
均
十
二
冊
に
増
加
し
、
全
出
版
物
の
約
一
％
に
な
っ
た
。
王
政
復
古
時
代
は
政
府

に
よ
る
出
版
統
制
の
た
め
に
全
出
版
物
数
は
減
少
し
た
が
、
女
性
の
作
品
の
割
合
は
同
じ
だ
っ
た(C

raw
ford 212–23, 265–66)

。
と
こ

ろ
が
、
世
紀
が
変
わ
る
と
、
女
性
作
家
の
出
版
物
は
急
増
し
、
と
く
に
一
七
六
〇
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
に
か
け
て
の
増
加
率
は
十
年
ご
と

に
五
〇
％
増
と
い
う
驚
異
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る(Ferguson, “W

om
en ” 294)

。

　

女
性
が
扱
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
も
少
な
く
な
い
。
十
七
世
紀
に
は
、
予
言
や
祈
祷
な
ど
宗
教
書
が
多
か
っ
た
が
、
十
八
世
紀
に
は
、
詩
、

劇
、
小
説
、
自
伝
、
実
用
書
、
旅
行
書
、
翻
訳
、
書
簡
、
雑
誌
記
事
、
教
訓
物
語
、
助
言
書
、
教
育
書
、
社
会
的
政
治
的
小
冊
子
な
ど
多

方
面
に
わ
た
っ
た
。
多
く
の
女
性
は
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
だ
け
を
扱
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
に
よ
っ
て
再
評

価
さ
れ
て
き
た
女
性
作
家
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
で
名
を
な
し
た
。
そ
し
て
、
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
携
わ
っ
た
女
性
の
数

だ
け
を
見
る
と
、
詩
が
一
番
多
く
、
次
に
小
説
だ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
Ｐ
・
ス
タ
ン
ト
ン
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
六
六
〇
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
ま
で
の
九
一
三
人
の
女
性
作
家
の

中
で
小
説
を
出
版
し
た
女
性
が
二
〇
一
人
に
対
し
、
詩
を
出
版
し
た
女
性
は
二
六
三
人
で
一
番
多
い
。
十
年
ご
と
の
女
性
詩
人
の
数
は
一

七
六
〇
年
に
な
る
ま
で
一
人
か
ら
十
人
ま
で
と
少
な
か
っ
た
が
、
一
七
七
〇
年
代
は
十
九
人
、
一
七
七
〇
年
代
は
三
六
人
、
一
七
八
〇
年

代
は
五
五
人
、
一
七
九
〇
年
代
は
六
四
人
と
増
加
し
た(Stanton 250–51)

。
ま
た
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ロ
ン
ズ
デ
イ
ル
に
よ
れ
ば
、
十
八
世

紀
の
最
初
の
十
年
間
で
詩
集
を
出
し
た
の
は
た
っ
た
二
人
だ
っ
た
が
、
一
七
九
〇
年
代
に
は
三
〇
人
以
上
い
た(Lonsdale, 

introduction xxi)

。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ロ
バ
ー
ト
・
de
・
Ｊ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
一
七
七
〇
年
か
ら
一
八
三
五
年
の
い
わ
ゆ
る
ロ
マ
ン
主
義

時
代
に
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
詩
集
を
出
版
し
た
女
性
詩
人
の
数
を
、
一
九
八
五
年
出
版
の
『
英
詩
史

│
一
七
七
〇
年
か
ら
一
八
三

五
年
ま
で
』
で
は
、
約
四
五
〇
人
と
し
て
い
た
が(Jackson, A

nnals)

、
一
九
九
三
年
出
版
の
『
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
女
性
の
詩

│
出

版
目
録
』
で
は
、
倍
の
約
九
百
人
に
訂
正
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
期
間
の
詩
集
の
初
版
数
の
推
移
は
、
一
七
七
〇
年
代
五
八
冊
、
一
七
八

〇
年
代
一
一
四
冊
、
一
七
九
〇
年
代
一
六
三
冊
、
一
八
〇
〇
年
代
二
〇
五
冊
、
一
八
一
〇
年
代
二
九
九
冊
、
一
八
二
〇
年
代
四
二
一
冊
、
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一
八
三
〇
年
か
ら
一
八
三
五
年
ま
で
の
六
年
間
が
二
一
七
冊
で
あ
る(Jackson, R

om
antic Poetry 392–94)

。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
統
計
は

イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
両
国
の
総
計
で
あ
る
と
は
い
え
、
十
八
世
紀
末
以
降
女
性
詩
人
の
増
加
速
度
が
ま
す
ま
す
早
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

こ
れ
ら
の
数
字
は
、
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
文
芸
的
公
共
圏
が
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
マ
ス
の
い
う
よ
う
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
男
性

た
ち
だ
け
で
は
な
く (H

aberm
as esp. ch. 2)

、
女
性
た
ち
も
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。『
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
第
四
四
号 

（
一
七
七
七
） 

は
、
メ
ア
リ
・
サ
ヴ
ェ
ッ
ジ （
一
七
六
三
│
七
七
活
躍
） 

の 『
種
々
の
主
題
の
折
々
の
詩

集
』 （
一
七
七
七
） 

へ
の
書
評
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
自
国
の
状
況
を
、
次
の
よ
う
に
西
洋
最
初
の
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
を
輩
出
し
た
古
代
ギ
リ

シ
ャ
と
比
べ
て
、
誇
り
を
持
っ
て
記
し
て
い
る
。

古
代
の
一
人
の
サ
ッ
ポ
ー
の
代
わ
り
に
、
わ
れ
わ
れ
の
小
さ
な
島
で
は
、
同
等
の
価
値
の
あ
る
多
く
の
名
前
と
そ
れ
よ
り
優
れ
た
価
値
を

持
つ
名
前
を
何
人
か
呼
び
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
は
そ
の
能
力
を
抒
情
詩
の
狭
い
区
域
に
閉
じ
込
め
る
ど
こ
ろ
か
、
韻
文
と
散
文

の
両
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
書
き
物
に
お
い
て
一
流
で
あ
る
。( C

ritical R
eview

 44 [1777]: 151)

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
抒
情
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
抒
情
詩
人
た
ち
や
抒
情
詩
以
外
の
分
野
に
お
い
て
も
才
能
を
示

す
女
性
作
家
・
詩
人
た
ち
を
称
賛
す
る
際
に
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
サ
ッ
ポ
ー

は
女
性
詩
人
た
ち
の
業
績
を
評
価
す
る
際
の
一
つ
の
重
要
な
指
標
で
あ
る
と
同
時
に
、
女
性
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
文
芸
的
公
共
圏
内

に
自
分
た
ち
の
場
を
確
保
す
る
た
め
の
基
準
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、
サ
ッ
ポ
ー
を
常
に
意
識
し
た
十
八
世
紀
の
女
性
詩
人
た
ち
と
文
芸

的
公
共
圏
の
あ
り
方
の
一
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
分
離
領
域

　

ま
ず
、
十
八
世
紀
の
文
芸
的
公
共
圏
に
女
性
作
家
た
ち
が
含
ま
れ
る
と
言
っ
て
も
、 

世
紀
初
期
に
す
で
に
「
公

パ
ブ
リ
ッ
ク」

と
「
私

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト」（

も
し

く
は
「
家ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

庭
内
」）
の
分
離
領
域
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
用
語
で
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
論
を
進
め
る
。
た
と
え
ば
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ア
デ
ィ

ソ
ン
は
、『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
誌
第
八
一
号 （
一
七
一
一
年
六
月
二
日
） 

に
お
い
て
、
上
流
階
級
の
女
性
た
ち
の
間
で
、
つ
け
ぼ
く
ろ
を
顔

の
左
側
か
右
側
か
ど
ち
ら
の
側
に
つ
け
る
か
に
よ
っ
て
、
ホ
イ
ッ
グ
党
支
持
か
ト
ー
リ
ー
党
支
持
か
を
示
す
の
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
に

眉
を
ひ
そ
め
、「
女
性
の
美
徳
は
家
庭
的
な
性
質
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
家
庭
は
私

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

人
の
女
性
た
ち
が
輝
く
に
ふ
さ
わ
し
い
領
域
で
あ
る
」 

(Joseph A
ddison 1: 349) 

と
主
張
し
た
。
ま
た
同
誌
第
三
四
二
号 （
一
七
一
二
年
四
月
二
日
） 

で
は
、「
女
性
の
評
判
の
最
高
の
も
の
は
家

庭
生
活
に
あ
る
。
女
性
は
そ
の
立
ち
居
振
る
舞
い
が
父
の
家
も
し
く
は
夫
の
家
に
影
響
を
及
ぼ
す
に
従
っ
て
、
咎
め
ら
れ
る
か
賞
賛
に
値

す
る
。
女
性
が
こ
の
世
で
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
み
な
、
娘
、
姉
（
妹
）、
妻
、
母
と
し
て
の
義
務
の
中
に
あ
る
の
だ
」 (Joseph 

A
ddison 3: 271–72) 

と
、
私
的
な
家
庭
領
域
に
お
け
る
女
性
の
役
割
を
強
調
し
た
。
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
も
「
あ
る
レ
デ
ィ
へ

の
書
簡
」 （
一
七
三
五
） 

の
中
で
、
男
性
の
公
的
領
域
と
女
性
の
私
的
な
家
庭
領
域
と
を
峻
別
し
て
い
る
。

B
ut grant, in Public M

en som
etim

es are show
n,

A
 W

om
an ’s seen in Private life alone:

O
ur bolder Talents in full light display ’d,

Your V
irtues open fairest in the shade.　

(Pope, “E
pistle II : To a Lady, O

f the C
haracters of W

om
en,” lines 199–203)

し
か
し
、
男
ど
も
が
と
き
ど
き
公
共
の
場
に
姿
を
見
せ
る
と
し
て
も
、／
女
性
は
私
生
活
だ
け
の
中
に
い
る
。／
わ
れ
ら
の
大
胆
な
才
能
は

白
昼
の
明
る
い
と
こ
ろ
で
披
露
さ
れ
る
が
、／
あ
な
た
の
美
徳
は
日
影
の
中
で
一
番
き
れ
い
に
開
く
の
だ
。
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『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
誌
か
ら
の
最
初
の
引
用
中
に
あ
る
「
私
人
の
女
性
た
ち
」 ( “Private W

om
en ”) 

と
い
う
語
は
、
そ
れ
と
全
く
対

蹠
的
な
立
場
に
あ
る
「
売
春
婦
」 ( “public w

om
an ”) 

を
想
起
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
十
八
世
紀
に
本
を
出
版
し
、
文
芸
的
公
共
圏
の
一
員
に

な
ろ
う
と
す
る
女
性
た
ち
は
ま
さ
に
「
私
人
」
で
は
な
く
「
公
の
女
」
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
故
、
売
春
婦
の
よ
う

に
淫
ら
で
不
道
徳
で
あ
る
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
恐
れ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ

ー
を
祖
と
す
る
女
性
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
と
り
わ
け
強
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
同
時
代
に
伝
わ
っ
て
い
た
サ
ッ
ポ
ー
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
一
方
で
は
、「
男
性
的
な
」
詩
的
能
力
や
知
性
を
持
つ
例
外
的
で
特
別
な
女
性
と
し
て
賞
賛
さ
れ
た
が
、
他
方
で
は
、
そ
の
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
も
「
男
性
的
」
で
淫
乱
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
サ
ッ
ポ
ー
に
対
す
る
こ
う
し
た
毀
誉
褒
貶
は
、
結

局
の
と
こ
ろ
、
名
を
成
し
た
知
的
な
女
性
に
対
し
て
男
性
が
い
だ
く
脅
威
や
女
性
一
般
へ
の
蔑
視
が
い
か
に
根
強
い
も
の
で
あ
っ
た
か
の

証
左
で
あ
ろ
う
。

　
「
イ
ギ
リ
ス
最
初
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
」 (H
ill) 

と
か
「
初
期
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
」 (Perry, C

elebrated) 

と
し
て
知
ら
れ
る
メ
ア
リ
・
ア
ス
テ

ル
は
、
一
七
〇
五
年
の
手
紙
の
中
で
、
そ
の
よ
う
に
男
性
の
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
知
的
な
女
性
に
対
す
る
男
性
側
の
見
方
に
つ
い
て
、
い

み
じ
く
も
こ
う
述
べ
て
い
る
。
男
性
た
ち
は
「
こ
れ
こ
れ
の
女
性
ら
は
彼
女
た
ち
の
性
を
超
え
て
行
動
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
賢
明
な
評
言
を
す

る
」
が
、「
そ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
、
卓
越
し
た
行
動
を
し
た
者
は
女
性
で
は
な
く
て
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
を
は

い
た
男
性
で
あ
る
と
」 (Perry, C

elebrated 25) 

言
い
た
い
の
だ
と
。
男
性
優
位
社
会
に
お
い
て
は
、
女
性
に
対
し
て
「
性
を
超
え
て
行

0

0

0

0

0

0

動
し
た

0

0

0

」
と
い
う
表
現
を
使
う
こ
と
は
、
最
大
の
褒
め
言
葉
の
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
は
「
男
性
と
同
等
の
」
と
か
「
男
性
の
よ
う
な
」

知
性
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
ア
ス
テ
ル
は
そ
の
褒
め
言
葉
が
実
は
女
性
蔑
視
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
知
的
な
女
性
は
「
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
を
は
い
た
男
性
」
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。
ペ

テ
ィ
コ
ー
ト
を
身
に
つ
け
、
外
見
は
女
ら
し
い
。
け
れ
ど
も
、
中
身
（
頭
の
中
）
は
女
性
で
は
な
く
男
性
な
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
女
性
詩
人
ア
ン
・
フ
ィ
ン
チ
・
ウ
ィ
ン
チ
ル
シ
ー
伯
爵
夫
人
は
、
ペ
ン
を
持
つ
女
性
が
男
性
の
特
権
的
な
領
域
に
侵
入
し
た
罪

で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
た
。
次
の
引
用
は
、「
序
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
知
ら
れ
る
詩2

か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
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D
id I m

y lines intend for public view
,

H
ow

 m
any censures w

ould their faults pursue!

Som
e w

ould, because such w
ords they do affect,

C
ry they ’re insipid, em

pty, incorrect.

A
nd m

any have attained, dull and untaught,

T
he nam

e of w
it, only by finding fault.

T
rue judges m

ight condem
n their w

ant of w
it;

A
nd all m

ight say, they ’re by a w
om

an w
rit.

A
las! a w

om
an that attem

pts the pen,

Such an intruder on the rights of m
en, 

Such a presum
ptuous creature is esteem

ed,

T
he fault can by no virtue be redeem

ed.

T
hey tell us w

e m
istake our sex and w

ay; 

G
ood breeding, fashion, dancing, dressing, play,

A
re the accom

plishm
ents w

e should desire;

To w
rite, or read, or think, or to enquire,

W
ould cloud our beauty, and exhaust our tim

e;

A
nd interrupt the conquests of our prim

e;

W
hilst the dull m

anage of a servile house
Is held by som

e our outm
ost art and use.　

(“T
he Introduction,” lines 1–20) 

も
し
私
が
自
分
の
詩
を
公
開
し
よ
う
と
考
え
た
ら
、／
ど
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
譴
責
が
そ
の
あ
ら
を
探
そ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
！
／
そ
の

詩
は
退
屈
で
中
身
が
な
く
て
正
し
く
な
い
と
叫
ぶ
者
も
い
る
だ
ろ
う
、／
そ
う
い
う
言
葉
を
好
ん
で
用
い
る
人
た
ち
だ
か
ら
。／
そ
し
て
多
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く
の
者
は
愚
鈍
で
無
学
な
の
に
、／
欠
陥
を
見
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
け
、
才
人
の
名
前
に
到
達
し
て
い
た
。／
真
の
判
断
者
は
私
の
詩

の
才
知
の
欠
如
を
批
判
す
る
か
も
し
れ
な
い
。／
そ
し
て
誰
も
が
言
う
か
も
し
れ
な
い
、
そ
れ
は
女
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
だ
と
。／
あ

あ
！　

書
く
こ
と
を
試
み
る
女
性
は
／ 

男
性
の
権
利
の
侵
入
者
、／
生
意
気
な
や
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
、／
そ
の
罪
が
贖
わ
れ
る
こ
と
は

絶
対
な
い
の
だ
。／
彼
ら
は
私
た
ち
に
言
う
、
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
性
と
や
り
方
を
誤
っ
て
い
る
と
。／
良
い
行
儀
作
法
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
ダ
ン
ス
、
服
装
、
遊
戯
が
／
私
た
ち
が
望
む
べ
き
女
性
の
た
し
な
み
で
あ
り
、／
書
く
こ
と
、
読
む
こ
と
、
考
え
る
こ
と
、
あ
る
い

は
尋
ね
る
こ
と
は
／
私
た
ち
の
美
し
さ
を
曇
ら
せ
、
私
た
ち
の
若
い
時
を
使
い
果
た
し
て
し
ま
い
、／
そ
し
て
全
盛
期
に
恋
人
を
獲
得
す

る
こ
と
を
妨
げ
る
だ
ろ
う
と
。／
そ
の
間
、
私
た
ち
の
最
高
の
専
門
技
術
で
あ
り
有
用
で
あ
る
、
隷
属
的
な
家
の
／
単
調
な
管
理
は
、
誰

か
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
。

　
「
書
く
こ
と
、
読
む
こ
と
、
考
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
尋
ね
る
こ
と
」
は
男
性
の
領
域
で
あ
り
、「
良
い
行
儀
作
法
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

ダ
ン
ス
、
服
装
、
遊
戯
」
や
「
隷
属
的
な
家
の
単
調
な
管
理
」
は
女
性
の
領
域
で
あ
る
と
す
る
同
時
代
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
を
十
全
に
認

識
し
て
い
た
フ
ィ
ン
チ
は
、
こ
の
詩
の
最
後
で
、
そ
う
い
う
時
代
や
社
会
に
お
け
る
女
性
詩
人
の
処
世
術
を
示
し
た
。

B
e cautioned then m

y M
use, and still retired;

N
or be despised, aim

ing to be adm
ired;

C
onscious of w

ants, still w
ith contracted w

ing,

To som
e few

 friends, and to thy sorrow
s sing.

For groves of laurel thou w
ert never m

eant:
B

e dark enough thy shades, and be thou there content.　

(“T
he Introduction,” lines 59–64)  

そ
れ
故
、
私
の
ミ
ュ
ー
ズ
よ
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
ま
だ
隠
棲
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。／
賞
賛
さ
れ
る
の
を
目
指
し
て
、
軽

蔑
さ
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。／
必
要
な
も
の
を
自
覚
し
、
相
変
わ
ら
ず
縮
ん
だ
羽
で
／
少
数
の
友
人
た
ち
へ
の
歌
や
、
あ
な
た
の
悲
し
み
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の
歌
を
う
た
っ
て
く
だ
さ
い
。／
あ
な
た
は
か
つ
て
一
度
も
月
桂
樹
の
森
に
向
か
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。／
あ
な
た
の
木
陰
を
十
分
暗
く

し
て
、
そ
こ
で
満
足
し
て
く
だ
さ
い
。

　

実
際
、
フ
ィ
ン
チ
自
身
、
自
分
の
詩
を
公
表
す
る
こ
と
に
対
し
き
わ
め
て
慎
重
な
態
度
を
と
っ
た
。
上
記
の
「
序
」
を
含
む
多
く
の
詩

は
、
原
稿
の
ま
ま
「
友
人
た
ち
の
間
で
私
的
に
回
覧
し
て
い
た
」 (M

cG
overn 33) 

だ
け
だ
っ
た
。3

い
く
つ
か
の
詩
は
一
六
九
一
年
と
一

七
〇
一
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、
作
者
名
は
隠
さ
れ
て
い
た
。
一
七
一
三
年
に
は
生
前
唯
一
の
詩
集
『
諸
々
の
詩
』
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の

第
一
刷
の
表
紙
に
は
相
変
わ
ら
ず
「
あ
る
レ
デ
ィ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
た
。
彼
女
の
名
前
が
現
れ
た
の
は
そ
の
第

二
刷
以
降
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
「
サ
ッ
ポ
ー
」

　

詩
を
書
く
け
れ
ど
も
、「
公
の
女
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
。
フ
ィ
ン
チ
の
女
性
詩
人
と
し
て
の
処
世
術
は
、
十
七
世
紀
の
キ
ャ

サ
リ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
か
ら
学
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
で
最
初
に
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と
し
て

名
を
轟
か
せ
た
詩
人
で
あ
る
。
彼
女
の
あ
と
ア
フ
ラ
・
ベ
イ
ン （
一
六
四
〇
│
八
九
） 

も
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
。
十
八
世
紀
に
入
る

と
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
賞
賛
さ
れ
る
女
性
作
家
と
批
判
さ
れ
る
女
性
作
家
の
代
表
的
名
前
に
な
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
に
評
価
を
分
け
る
こ

と
に
な
っ
た
一
番
の
要
因
は
、
社
会
が
女
性
に
求
め
る
役
割
に
忠
実
か
否
か
の
点
で
あ
る
。

　

古
代
の
サ
ッ
ポ
ー
が
愛
の
詩
、
そ
れ
も
女
性
に
対
す
る
愛
の
詩
を
書
い
た
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
「
オ
リ
ン
ダ
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム

で
、「
ロ
ザ
ニ
ア
」
の
メ
ア
リ
・
オ
ー
ブ
リ
ー
や
「
ル
ー
カ
シ
ャ
」
の
ア
ン
・
オ
ー
エ
ン
へ
の
愛
を
う
た
っ
た
詩
を
数
多
く
書
い
た
の
で
、

最
初
の
女
性
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
を
連
想
さ
れ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
ベ
イ
ン
に
も
「
美
し
き
ク
ラ
リ
ン
ダ
へ

│
私
を
愛
し
た
、
女
性
以
上

の
存
在
と
想
像
さ
れ
る
人
」 （
一
六
八
八
）
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
。
だ
が
後
者
が
明
ら
か
に
女
性
と
の
性
愛
を
う
た
っ
た
の
に
対
し
、
フ
ィ
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リ
ッ
プ
ス
の
詩
は
女
性
間
の
清
い
友
情
を
称
え
る
も
の
だ
っ
た
。
ベ
イ
ン
は
ま
た
そ
の
他
に
も
多
く
の
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
詩
や
劇
な
ど
を

精
力
的
に
出
版
し
た
イ
ギ
リ
ス
最
初
の
女
性
職
業
作
家
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
両
性
愛
者
ジ
ョ
ン
・
ホ
イ
ル
の
愛
人
と
し
て
の
私
生
活
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
不
道
徳
性
が
問
題
視
さ
れ
た
。4

対
照
的
に
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
私
生
活
上
貞
淑
な
女
性
と
し
て
知
ら
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
詩
を
手
書
き
原
稿
の
ま
ま
友
人
の
間
で
回
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
生
前
中
に
彼
女
に
無
断
で
出
版
さ
れ
た
『
比
類
な
き

Ｋ
・
Ｐ
夫
人
の
詩
集
』 （
一
六
六
四
） 

は
出
版
直
後
に
回
収
さ
れ
、
結
局
、
彼
女
の
完
全
な
作
品
集
『
最
も
高
い
賞
賛
を
受
け
る
に
値
す
る

キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
夫
人
比
類
な
き
オ
リ
ン
ダ
の
詩
集
』
が
世
に
出
た
の
は
死
後
の
一
六
六
七
年
で
あ
る
。
同
詩
集
の
編
者
は

彼
女
の
友
人
で
王
室
式
部
官
の
サ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
コ
ッ
ト
レ
ル （
一
六
一
五
ー
一
七
〇
一
） 

で
あ
る
と
長
い
間
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、

現
在
で
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る(Loscocco, introductory note xiii)

。
そ
の
序
文
は
、
一
六
六
四
年
の
海
賊
版
出
版
に
立
腹
し
た
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
（「
オ
リ
ン
ダ
」）
が
「
ポ
リ
ア
ー
カ
ス
」
こ
と
コ
ッ
ト
レ
ル
に
宛
て
た
一
六
六
四
年
一
月
二
九
日
付
け
の
手
紙
を
掲
載
し
て
、

彼
女
が
い
か
に
詩
を
出
版
す
る
こ
と
は
女
ら
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
を
示
し
た
。

﹇
私
は
﹈
出
版
す
る
た
め
に
詩
を
書
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
一
度
た
り
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
中
略
）
殴
り
書
き
し
た
も
の
で
称
賛

さ
れ
る
な
ん
て
全
く
期
待
し
て
い
な
い
の
で
、許
さ
れ
る
と
も
ほ
と
ん
ど
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
私
は
と
き
ど
き
そ
の
仕
事
﹇
出
版
﹈

が
私
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
私
の
性
に
は
適
し
て
い
な
い
と
思
う
の
で
、
永
久
に
そ
れ
を
し
な
い
と
決
心
す
る
つ
も
り
で

す
。
私
の
手
か
ら
逃
れ
て
し
ま
っ
た
、
あ
の
偶
詠
を
記
し
た
紙
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
の
に
。
私
は
ず
っ
と
前
に
そ
れ
ら
す

べ
て
を
捨
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
の
こ
と
を
申
し
ま
す
と
、（
中
略
）
数
名
の
親
し
い
友
人
た
ち
に
私
の
バ
ラ
ッ
ド
（
そ
れ
ら
は
そ

れ
以
上
ま
し
の
名
が
な
い
か
ら
）
が
見
つ
か
っ
た
と
き
、
彼
女
た
ち
は
そ
れ
ら
を
嫌
い
じ
ゃ
な
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
た
の
で
、
う
っ
か
り

彼
女
た
ち
の
気
晴
ら
し
の
た
め
に
何
部
か
複
製
す
る
の
を
許
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
と
、
大
半
の
原
詩
を
無
く
し

て
し
ま
う
ほ
ど
複
製
に
ほ
と
ん
ど
関
心
な
か
っ
た
こ
と
が
、
私
の
現
在
の
不
幸
の
原
因
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

(Preface, Poem
s [1667] n. pag.)
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つ
ま
り
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
詩
を
書
い
た
け
れ
ど
も
、
男
性
の
領
域
で
あ
る
公
の
場
に
侵
入
す
る
こ
と
を
し
な
い
で
私
的
領
域
に
と
ど

ま
り
、「
公
の
女
」（
売
春
婦
）
の
よ
う
に
女
性
と
し
て
の
美
徳
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
女
が
賞
賛
さ
れ
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
点

だ
。
上
記
の
『
詩
集
』
の
匿
名
編
者
は
、
序
文
の
中
で
、「
オ
リ
ン
ダ
」
を
古
代
の
サ
ッ
ポ
ー
に
匹
敵
す
る
才
能
を
持
つ
「
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

」
と
し
て
褒
め
た
た
え
る
が
、
同
時
に
「
徳
」
の
点
で
は
古
代
の
サ
ッ
ポ
ー
に
勝
っ
て
い
る
と
強
調
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

か
っ
た
。
ち
な
み
に
下
記
引
用
中
の
古
代
基
本
徳
目
と
は
知
恵
、
勇
気
、
正
義
、
節
制
の
自
然
徳
の
こ
と
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
基
本
徳

目
は
そ
れ
に
信
、
望
、
愛
の
三
徳
を
加
え
て
七
徳
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
彼
女
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

と
呼
ん
だ
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
。
彼
女
は
詩
と
徳
の
両
方
に
お
い
て
、
前
の
時
代
の

す
べ
て
の
女
性
詩
人
の
中
で
最
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
女
は
自
分
自
身
を
オ
リ
ン
ダ
と
呼
ん
だ
。
そ
の
名
前
は
ミ
ュ

ー
ズ
の
九
女
神
に
加
わ
り
、
彼
女
た
ち
の
よ
う
に
永
遠
に
崇
め
ら
れ
つ
づ
け
る
に
値
す
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
の
言
葉
が
古
代
に
お
け
る
ギ

リ
シ
ャ
語
や
ラ
テ
ン
語
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
よ
う
に
、
世
界
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
の
な
ら
、
彼
女
の
詩
は
わ
れ
わ
れ
の
狭
い
島
国

の
境
界
内
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
、
大
陸
に
住
民
が
い
る
限
り
、
あ
る
い
は
海
に
岸
が
あ
る
限
り
、
遠
く
ま
で
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ

う
。
彼
女
の
徳
に
関
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
基
本
徳
目
が
古
代
の
基
本
徳
目
に
勝
る
よ
う
に
、
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

の
徳
に
勝
っ
た
。（
古
代
の
基

本
徳
目
の
点
で
も
、
オ
リ
ン
ダ

0

0

0

0

は
劣
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
。） (Preface, Poem

s [1667] n. pag.) 

　

同
様
に
、
同
詩
集
に
所
収
さ
れ
た
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
カ
ウ
リ
ー 

（
一
六
一
八
│
六
七
） 

の
献
詩
も
、
サ
ッ
ポ
ー
と
い
う
名
前
に
よ
っ
て
不

名
誉
な
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
懸
念
を
示
し
、「
オ
リ
ン
ダ
」
が
い
か
に
つ
つ
ま
し
く
貞
淑
で
あ
る
か
を
強
調
し
た
。

T
hey talk of Sappho, but, alas! the sham

e

Ill M
anners soil the lustre of her fam

e.
O

rinda’s inw
ard Vertue is so bright,

T
hat, like a Lantern ’s fair enclosed light,
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It through the Paper shines w
here she doth w

rite,

H
onour and Friendship, and the gen ’rous scorn

 
O

f things for w
hich w

e w
ere not born,

(T
hings that can only by a fond disease,

Like that of G
irles our vicious stom

acks please)

A
re the instructive subjects of her Pen.　

(A
braham

 C
ow

ley, “U
pon M

rs. K
. Philips her Poem

s,” stanza 4, lines 5–10)

人
は
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

に
つ
い
て
話
す
。
だ
が
、
あ
あ
！　

恥
ず
べ
き
／
悪
行
が
彼
女
の
名
声
の
輝
き
を
汚
す
。／
オ
リ
ン
ダ

0

0

0

0

の
内
な
る
美
徳
は

非
常
に
輝
い
て
い
る
の
で
、／
灯
ろ
う
の
美
し
い
囲
ま
れ
た
光
の
よ
う
に
／
そ
れ
は
彼
女
が
書
い
て
い
る
紙
を
通
し
て
き
ら
め
く
。／
名
誉

と
友
情
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
／
（
少
女
た
ち
の
よ
う
に
恋
の
病
に
よ
っ
て
だ
け
、
わ
れ

わ
れ
の
汚
れ
た
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
）
／
へ
の
手
厳
し
い
軽
蔑
こ
そ
、／
彼
女
の
ペ
ン
の
教
訓
的
な
主
題
で
あ
る
。

　

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
最
初
の
女
性
職
業
作
家
と
言
わ
れ
る
ア
フ
ラ
・
ベ
イ
ン
は
、
一
六
八
九
年
に
出
版
し
た
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
カ
ウ
リ
ー

の
ラ
テ
ン
語
の
『
植
物
に
つ
い
て
』
の
第
六
巻
の
英
訳
中
に
お
い
て
、「
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

と
オ
リ
ン
ダ

0

0

0

0

と
と
も
に
私
を
／
永
久
に
聖
な
る
ニ
ン

フ
に
し
て
く
だ
さ
い
」 (B
ehn, C

ow
ley’s O

f Plants 143) 
と
、
文
学
的
名
声
を
望
む
言
葉
を
挿
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ベ
イ
ン
が
「
サ

ッ
ポ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
侮
辱
的
な
使
わ
れ
方
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
大
成
功
を
収
め
た
猥
雑
な
劇
『
都
会
の
女
相
続
人
』

に
つ
い
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
グ
ー
ル
ド
（
一
六
六
〇
頃
│
一
七
〇
八
／
〇
九
）
は
諷
刺
詩
「
劇
場
」 （
一
六
八
九
） 

で
、「
貞
淑
な
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

0

0

0

に
よ

っ
て
書
か
れ
た
、
あ
の
汚
れ
の
な
い
知
の
作
品
で
あ
る
都
会
の
女
相
続
人

0

0

0

0

0

0

0

」 (G
ould, “Play-H

ouse” 173) 

と
皮
肉
っ
た
。
ま
た
『
シ
ル

ビ
ア
の
復
讐
と
呼
ば
れ
る
詩
の
女
性
作
家
へ
の
諷
刺
的
書
簡
』 （
一
六
九
一
）
で
は
、
ベ
イ
ン
を
「
痛
風
と
犯
罪
で
有
名
な
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

」 
(G

ould, Satyrical E
pistle 5)

と
呼
ん
だ
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
チ
ャ
リ
ー （
一
六
四
〇
頃
│
一
七
一
五
） 

の
詩
「
愛
の
病

0

0

0

も
し
く
は
劇0

の
お

産
の
床
に
つ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
当
代
の
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

0

0

0

に
寄
せ
て
」 （
一
七
〇
四
） 

は
、「
陰
部
」
を
世
間
に
さ
ら
け
出
す
こ
と
と
劇
の
公
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開
、
子
ど
も
の
出
産
と
作
品
の
出
版
を
同
一
視
し
、
売
春
婦
と
し
て
の
ベ
イ
ン
像
を
広
め
た(W

ycherley 191–92)

。

　
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
名
前
の
侮
辱
的
な
使
わ
れ
方
は
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
を
英
訳
し
た
ポ

ー
プ
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
才
知
あ
る
女
性
に
つ
い
て
最
も
辛
辣
な
言
葉
を
残
し
た
男
性
の
一
人
で
、『
髪
の
毛
盗
み
』 （
一

七
一
二
、 
一
七
一
四
）
第
四
歌
で
は
、
次
の
よ
う
に
女
性
の
詩
作
を
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
同
一
視
し
た
。

Parent of vapours and of fem
ale w

it,

W
ho give th ’ hysteric, or poetic fit,

O
n various tem

pers act by various w
ays,

M
ake som

e take physic, others scribble plays;　

( T
he R

ape of the Lock, C
anto IV, lines 59–62)

憂
鬱
症
と
女
性
の
才
知
の
親
は
、／
ヒ
ス
テ
リ
ー
も
し
く
は
詩
の
発
作
を
感
染
さ
せ
、／
さ
ま
ざ
ま
な
気
性
の
人
に
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
で

処
置
を
し
、／
あ
る
者
に
は
薬
を
と
ら
せ
、
別
の
者
に
は
劇
を
殴
り
書
か
せ
る
。

　

こ
の
四
行
に
二
七
歳
年
上
の
友
人
ア
ン
・
フ
ィ
ン
チ
・
ウ
ィ
ン
チ
ル
シ
ー
伯
爵
夫
人
が
憤
慨
し
て
い
る
の
を
伝
え
聞
い
た
ポ
ー
プ
は
、

次
の
「
即
興
詩
」
を
彼
女
に
捧
げ
た
。

In vain you boast poetic nam
es of yore,

A
nd cite those Sapho ’s w

e adm
ire no m

ore:

Fate doom
’d the fall of ev ’ry fem

ale w
it,

B
ut doom

’d it then w
hen first A

rdelia w
rit.

O
f all exam

ples by the w
orld confest,

I knew
 A

rdelia could not quote the best;
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W
ho, like her m

istress on B
ritannia ’s throne;

Fights, and subdues in quarrels not her ow
n.

To w
rite their praise you but in vain essay;

E
v ’n w

hile you w
rite, you take that praise aw

ay:

Light to the stars the sun does thus restore,

B
ut shines him

self till they are seen no m
ore.　

(“Im
prom

ptu To Lady W
inchelsea”)

あ
な
た
が
昔
の
詩
人
た
ち
の
名
前
を
誇
り
、／
わ
れ
わ
れ
が
も
は
や
賞
賛
し
て
も
い
な
い
あ
の
サ
ッ
ポ
ー
た
ち
を
引
き
合
い
に
出
し
て
も

無
駄
で
あ
る
。／
運
命
は
あ
ら
ゆ
る
才
知
あ
る
女
性
の
落フ

ォ

ー

ル

下
／
堕
落
を
定
め
た
の
だ
が
、／
そ
の
後
ア
ー
デ
リ
ア
が
は
じ
め
て
書
い
た
と

き
、
そ
れ
を
定
め
た
の
だ
。／
私
は
知
っ
て
い
た
、
世
間
で
認
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
手
本
の
う
ち
で
／
最
上
の
人
を
ア
ー
デ
リ
ア
が
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
。／
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
王
座
に
ま
し
ま
す
女
王
の
よ
う
に
、／
自
分
の
も
の
で
は
な
い
論
争
で
戦
い
、
そ
し
て
勝

つ
人
を
。／
あ
な
た
が
彼
女
た
ち
の
称
賛
を
書
こ
う
と
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。／
ま
さ
に
書
い
て
い
る
と
き
に
、
あ
な
た
は
そ
の
称
賛
を
取

り
上
げ
て
い
る
の
だ
。／
太
陽
は
こ
の
よ
う
に
星
々
を
光
る
よ
う
に
し
て
や
る
が
、／
星
が
も
う
見
え
な
く
な
る
ま
で
ず
っ
と
自
分
で
輝
い

て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
詩
の
中
で
、
ポ
ー
プ
は
「
ア
ー
デ
リ
ア
」（
フ
ィ
ン
チ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
を
賞
賛
し
な
が
ら
、
才
知
あ
る
女
性
た
ち
へ
の
誹
謗
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
に
よ
れ
ば
、
ア
ー
デ
リ
ア
は
過
去
の
女
性
詩
人
た
ち
（「
サ
ッ
ポ
ー
た
ち
」）
を
褒
め
た
た
え
る
が
、
そ

の
称
賛
を
書
い
た
時
点
で
彼
女
た
ち
を
け
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ア
ー
デ
リ
ア
は
彼
女
た
ち
よ
り
も
優
れ
た
詩
人
だ
か
ら

だ
。
ち
な
み
に
彼
が
「
才
知
あ
る
女
性
の
落フ

ォ

ー

ル

下
／
堕
落
」
と
言
う
と
き
、
サ
ッ
ポ
ー
の
レ
フ
カ
ス
か
ら
の
投
身
自
殺
を
念
頭
に
お
い
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
サ
ッ
ポ
ー
は
ま
さ
に
落フ

ォ

ー

ル

下
／
堕
落
し
た
最
初
の
「
才
知
あ
る
女
性
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
ポ
ー
プ
が
特
に
そ
の
名
で
呼
ん
だ
女
性
は
、
メ
ア
リ
・
ウ
ォ
ー
ト
リ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
だ
っ
た
。
彼
女
が
一
七
一
六
年
か
ら
一

八
年
に
外
交
官
の
夫
と
ト
ル
コ
に
旅
行
し
た
と
き
書
い
た
書
簡
形
式
の
旅
行
記
は
、
手
書
き
原
稿
の
ま
ま
回
し
読
み
さ
れ
、
大
評
判
に
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な
っ
た
。5

ポ
ー
プ
も
そ
れ
を
読
ん
で
、「
僕
が
サ
ッ
ポ
ー
の
断
篇
を
楽
し
ん
だ
よ
う
に
、
彼
女
﹇
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
﹈
の
断
篇
を
楽
し
ん
だ
」 

(R
eynolds, Soppho C

om
panion 123) 

と
絶
賛
し
て
い
た
。
し
か
し
、
二
人
の
仲
が
政
治
的
な
立
場
の
相
違
な
ど
に
よ
っ
て
断
絶
す
る

と
、
ポ
ー
プ
は
自
分
の
詩
の
中
で
彼
女
を
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
し
て
何
度
も
登
場
さ
せ
な
が
ら
、
彼
女
を
汚
く
て
、
乱
交
に
ふ
け
っ
て
い

て
、
梅
毒
に
か
か
り
、
う
ぬ
ぼ
れ
が
強
い
女
と
し
て
猛
烈
に
攻
撃
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
は
ト
ル
コ
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
天
然
痘(sm

allpox)

の
予
防
接
種
を
イ
ギ
リ
ス
で
広
め
た
こ
と
で
有
名
で
、
友
人
た
ち
に
も
予
防
接
種
し
た
の
だ
が
、

ポ
ー
プ
は
そ
れ
を
「
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
模
倣
第
二
編
第
一
の
諷
刺
詩
」 （
一
七
三
三
） 

で
、「
梅
毒
に
感
染
さ
せ
ら
れ
る
」 (pox) 

と
い
う
語

に
引
っ
か
け
て
揶
揄
し
た
。

Slander or Poison, dread from
 D

elia ’s rage,

H
ard w

ords or hanging, if your Judge be Page.

From
 furious Sappho scarce a m

ilder fate,

P̶
x ’d by her love, or libell ’d by her hate.

(“T
he First Satire of the Second B

ook of H
orace Im

itated, To M
r. Fortescue,” lines 81–84

6)  

デ
リ
ア
の
激
怒
か
ら
く
る
恐
怖
の
中
傷
か
毒
薬
、／
君
の
裁
判
官
が
ペ
ー
ジ
な
ら
、
の
の
し
り
か
絞
首
刑
。／
怒
り
狂
っ
て
い
る
サ
ッ
ポ
ー

か
ら
は
、
も
っ
と
穏
や
か
な
運
命
は
ま
れ
で
あ
る
。／
彼
女
の
愛
に
よ
っ
て
＊
＊
＊
感
染
さ
せ
ら
れ
る
か
、
彼
女
の
憎
悪
に
よ
っ
て
誹
謗
さ

れ
る
か
だ
。

　
「
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
卿
と
レ
デ
ィ
・
メ
ア
リ
・
ウ
ォ
ー
ト
リ
へ
」
と
題
す
る
未
刊
行
の
詩
（
一
七
三
三
頃
作
）
で
も
、
彼
女
の
道
徳
と
外
観
が

中
傷
さ
れ
て
い
る
。
詩
中
で
「
ア
ド
ニ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
彼
女
の
友
人
の
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
（
一
六
九
六
│
一
七
四
三
）
も
、
ポ
ー
プ

と
の
間
で
お
互
い
に
激
し
く
攻
撃
し
合
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
戦
争
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
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W
hen I but call a flagrant W

hore unsound,

 
O

r have a Pim
p or Flaterer in the W

ind,

Sapho enrag ’d crys out your B
ack is round,

 
A

donis scream
s̶

A
h! Foe to all M

ankind!

T
hanks, dirty Pair! you teach m

e w
hat to say,

 
W

hen you attack m
y M

orals, Sense, or T
ruth,

I answ
er thus̶

poor Sapho you grow
 grey,

	
A

nd sw
eet A

donis—
you have lost a T ooth.　

(“To Ld. H
ervey &

 Lady M
ary W

ortley”) 7

私
が
悪
名
高
い
淫
婦
は
堕
落
し
て
い
る
と
思
っ
た
り
、／
あ
る
い
は
ポ
ン
引
き
か
お
べ
っ
か
使
い
の
う
わ
さ
を
か
ぎ
つ
け
た
だ
け

で
、／
怒
っ
た
サ
ッ
ポ
ー
は
お
前
の
背
中
は
丸
い
と
大
声
で
叫
び
、／
ア
ド
ニ
ス
は
金
切
り
声
を
あ
げ
る

│
あ
あ
、
全
人
類
の
敵
だ
！　

と
。／
あ
り
が
と
う
。
汚
い
お
二
人
さ
ん
よ
！　

あ
ん
た
方
は
／
私
の
道
徳
、
判
断
力
、
あ
る
い
は
真
実
を
攻
撃
し
て
い
る
と
き
に
、／
私

が
何
を
言
う
べ
き
か
教
え
て
く
れ
て
い
る
。／
私
は
こ
う
答
え
る
の
さ

│
哀
れ
な
サ
ッ
ポ
ー
よ
、
あ
ん
た
は
白
髪
に
な
っ
た
。／
そ
し
て

甘
っ
た
る
い
ア
ド
ニ
ス
よ

│
あ
ん
た
は
歯
な
し
に
な
っ
た
。

女
性
の
弁
解

　
「
サ
ッ
ポ
ー｣

の
名
前
が
こ
の
よ
う
に
才
知
あ
る
女
性
を
中
傷
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
時
代
、
女
性
詩
人
た
ち
は
し
ば
し
ば
一
六

六
七
年
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
詩
集
に
収
め
ら
れ
た
彼
女
の
手
紙
を
手
本
に
し
た
。
つ
ま
り
、
世
間
か
ら
の
批
判
を
逃
れ
、
自
分
の
名
誉
を

守
る
た
め
に
、
女
性
た
ち
は
詩
集
の
作
者
で
あ
る
こ
と
を
匿
名
や
偽
名
や
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
隠
す
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
堂
々
と
本
名
を
明
記

す
る
場
合
、
序
文
な
ど
に
お
い
て
、
女
性
が
出
版
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
弁
解
を
記
し
た
の
で
あ
る
。8

　

た
と
え
ば
、
メ
ア
リ
・
チ
ャ
ド
リ
ー
（
一
六
五
六
│
一
七
一
〇
）
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
的
な
詩
『
女
性
の
擁
護
』 （
一
七
〇
一
） 

で
は
作
者
名
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を
イ
ニ
シ
ャ
ル
に
し
て
い
た
が
、
本
名
で
出
版
し
た
『
折
々
の
詩
集
』 （
一
七
〇
三
） 

で
は
、「
は
し
が
き
」
に
お
い
て
、
そ
れ
は
「
私
の
余

暇
に
し
た
こ
と
、
孤
独
な
生
活
の
慰
み
だ
っ
た
」 (C

hudleigh, preface, Poem
s n. pag.)

と
、
自
分
の
詩
作
活
動
は
私
的
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
強
調
し
た
。
ま
た
セ
ア
ラ
・
フ
ァ
イ
ジ
・
エ
ジ
ャ
ト
ン
（
一
六
七
〇
│
一
七
二
三
）
は
『
折
々
の
詩
集
』 （
一
七
〇
三
） 

で

著
者
名
と
し
て
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
用
い
た
だ
け
で
は
な
く
、「
献
辞
」
で
は
、「
世
間
を
騒
が
す
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
偶
然
の

出
来
事
が
あ
っ
て
出
版
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
」 (E

gerton, dedication, Poem
s n. pag.) 

と
弁
解
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
メ

ア
リ
・
バ
ー
バ
ー
（
一
六
九
〇
頃
│
一
七
五
七
） 

は
生
前
何
冊
も
本
名
で
出
版
し
た
詩
人
だ
が
、
彼
女
も
ま
た
『
折
々
の
詩
集
』 （
一
七
三
四
） 

の 「
は
し
が
き
」
で
、「
女
性
が
大
胆
に
も
出
版
の
た
め
に
書
こ
う
と
す
る
と
き
は
い
つ
で
も
彼
女
の
領
域
か
ら
踏
み
外
し
て
い
る
こ
と

を
、
私
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
、
私
の
読
者
に
是
非
お
伝
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
こ
と
は
、
私
の
詩
は
、
詩
を
出

版
し
よ
う
と
す
る
他
の
人
た
ち
が
示
し
て
き
た
考
え
の
ど
れ
と
も
全
く
違
う
考
え
の
も
と
で
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
私

の
目
的
は
主
と
し
て
私
の
子
ど
も
た
ち
の
心
を
教
育
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
」 (B

arber, preface, Poem
s xvii) 

と
、
自
己
弁
護
し
た
。

彼
女
が
詩
集
を
出
版
す
る
の
は
、
名
声
を
得
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

詩
は
女
性
読
者
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
内
容
も
私
的
で
女
性
的
な
も
の
に
限
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
弁
解
の
常
套
句
だ
っ
た
。

チ
ャ
ド
リ
ー
は
『
散
文
と
詩
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
評
論
』 （
一
七
一
〇
） 

の
「
読
者
へ
」
に
お
い
て
、「
私
は
自
分
の
書
い
た
も

の
が
男
性

0

0

の
注
意
を
引
く
の
に
値
す
る
と
思
う
ほ
ど
う
ぬ
ぼ
れ
が
強
く
な
い
」
と
述
べ
、
自
分
の
詩
は
「
レ
デ
ィ
に
」
向
け
て
だ
け
書
い

た
も
の
で
あ
る
と
断
言
し
た(C

hudleigh, to the R
eader, E

ssays n. pag.)

。
エ
ジ
ャ
ト
ン
も
前
述
の
詩
集
の
「
献
辞
」
の
中
で
、「
私

た
ち
の
性
は
非
常
に
狭
い
行
動
の
範
囲
内
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
大
き
い
重
要
な
事
柄
が
私
た
ち
の
目
に
留
ま
る
こ
と
は
め
っ

た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
の
ペ
ン
に
唯
一
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
（
ふ
さ
わ
し
い
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
で
す
が
）
は
愛
の
よ
う
に
思
え
ま

す
」
と
、
詩
の
テ
ー
マ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
が
あ
る
こ
と
も
認
め
た
。

　

面
白
い
こ
と
に
、
詩
を
書
く
こ
と
に
対
す
る
女
性
の
弁
解
そ
の
も
の
が
詩
の
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ー
ン
・
ブ
リ
ア
ト

ン
（
一
六
八
五
│
一
七
四
〇
）
は
、
生
前
は
匿
名
で
詩( M

erlin)

を
出
版
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
死
後
の
一
七
四
四
年
に
な
っ
て
は
じ
め
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て
詩
集
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
詩
集
に
収
め
ら
れ
た
「
一
七
一
八
年
ロ
ン
ド
ン
で
書
か
れ
た
ア
ン
・
グ
リ
フ
ィ
ス
夫
人
へ
の
手
紙
」
で
、

彼
女
は
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。

　

T
hat I am

 dull is w
hat I ow

n and know
;

B
ut w

hy I m
ayn ’t be privileged to show

T
hat D

ullness to a private Friend or tw
o

(A
s to the W

orld M
ale W

riters often do),

I can ’t conceive. D
ullness alone ’s m

y Fault,

G
uiltless of im

pious Jest, or obscene T
hought!

N
one e ’er can say that I have loosely w

rit,

N
or w

ould at that dear R
ate be thought a W

it.

Fair M
odesty w

as once our Sex ’s Pride,

B
ut som

e have throw
n that bashful G

race aside:

T
he B

ehns, the M
anleys, head this m

otley T
rain,

Politely lew
d and w

ittily profane;

T
heir W

it, their fluent Style (w
hich all m

ust ow
n)

C
an never for their Levity atone:

B
ut H

eaven that still its goodness to denote,

For every Poison gives an A
ntidote;

First, our O
rinda, spotless in her Fam

e,

A
s chaste in W

it, rescu ’d our Sex from
 Sham

e;

A
nd now

, w
hen H

eyw
ood’s soft seducing Style

M
ight heedless Youth and Innocence beguile,
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A
ngelic W

it and purest T
houghts agree

In tuneful Singer, and great W
inchilsea.

　
For m

e, w
ho never durst to m

ore pretend

T
han to am

use m
yself, and please m

y Friend:

If she approves of m
y unskilful Lays,

I dread no C
ritic, and desire no Praise. 

(B
rereton, “E

pistle to M
rs A

nne G
riffiths. W

ritten from
 London, in 1718,” lines 69–95)

私
が
鈍
い
こ
と
は
自
分
で
認
め
て
知
っ
て
い
る
。／
し
か
し
、
な
ぜ
そ
の
鈍
さ
を
友
達
の
一
人
や
二
人
に
／（
男
性
の
作
家
た
ち
が
し
ば
し

ば
世
間
に
向
か
っ
て
示
す
よ
う
に
）／
見
せ
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、／
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
鈍
さ
だ
け
が
私
の
欠
点
で
、／

不
敬
な
ふ
ざ
け
や
卑
猥
な
考
え
を
し
た
こ
と
が
な
い
の
に
！
／
今
ま
で
誰
一
人
私
が
ふ
し
だ
ら
に
書
い
た
と
言
え
る
者
は
い
な
い
し
、／

そ
ん
な
調
子
な
ら
利
巧
者
だ
と
思
う
者
も
い
な
い
だ
ろ
う
。／
汚
れ
の
な
い
慎
み
は
か
つ
て
私
た
ち
の
性
の
誇
り
だ
っ
た
。／
し
か
し
、
そ

の
恥
じ
ら
い
を
含
ん
だ
し
と
や
か
さ
を
わ
き
に
置
い
て
し
ま
っ
た
者
も
い
た
。／
ベ
イ
ン

0

0

0

一
派
、
マ
ン
リ
ー

0

0

0

0

一
派
は
慇
懃
に
猥
褻
で
、
当

意
即
妙
に
下
品
な
／
こ
の
種
々
雑
多
な
一
行
の
先
頭
に
立
つ
。／
彼
女
た
ち
の
才
知
、
彼
女
た
ち
の
能
弁
な
ス
タ
イ
ル
（
そ
れ
は
皆
が
持

た
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
が
）
は
、／
彼
女
ら
の
は
し
た
な
さ
を
少
し
も
償
っ
て
い
な
い
。／
し
か
し
、
ま
だ
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
天
の

善
を
示
す
た
め
に
、／
と
い
う
の
は
、
ど
の
毒
も
解
毒
剤
が
あ
る
か
ら
、／
最
初
に
、
才
知
に
お
い
て
貞
淑
な
よ
う
に
、
名
声
に
汚
れ
の
な

い
／
私
た
ち
の
オ
リ
ン
ダ

0

0

0

0

が
、
私
た
ち
の
性
を
恥
辱
か
ら
救
っ
た
。／
そ
し
て
今
や
、
ヘ
イ
ウ
ッ
ド

0

0

0

0

0

の
柔
ら
か
な
魅
惑
的
な
ス
タ
イ
ル
が

／
不
注
意
な
若
さ
や
無
垢
を
た
ぶ
ら
か
し
て
い
る
と
き
、／
天
使
の
よ
う
な
才
知
と
最
も
清
い
考
え
が
／
音
楽
的
な
シ
ン
ガ
ー

0

0

0

0

と
偉
大
な

ウ
イ
ン
チ
ル
シ
ー

0

0

0

0

0

0

0

の
中
で
同
じ
に
な
る
。／
私
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
楽
し
み
や
友
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
よ
り
他
の
こ
と
を
／
生
意
気
に

も
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
一
度
も
な
か
っ
た
の
で
、／
も
し
友
人
が
私
の
下
手
な
歌
を
認
め
て
く
れ
た
ら
、／
私
は
ど
ん
な
批
評
家
も
恐
れ

な
い
し
、
ど
ん
な
賞
賛
も
望
ま
な
い
。
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こ
こ
で
は
、
女
性
作
家
た
ち
が
ベ
イ
ン
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
二
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ベ
イ
ン
側
の
メ
ア
リ
・
ド
ラ
リ
ヴ
ィ

エ
ー
ル
・
マ
ン
リ
ー
（
一
六
六
三
│
一
七
二
四
）
は
四
つ
の
劇
や
『
ニ
ュ
ー
・
ア
タ
ラ
ン
テ
ィ
ス
』 （
一
七
〇
九
） 

な
ど
の
小
説
や
政
治
的
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
書
い
た
職
業
作
家
で
、
政
治
的
な
雑
誌
『
女
性
の
タ
ト
ラ
ー
』 （
一
七
〇
九
） 

や 『
エ
グ
ザ
ミ
ナ
ー
』 （
一
七
一
一
） 

の
編
集
に

も
携
わ
っ
た
。
エ
リ
ザ
・
ヘ
イ
ウ
ッ
ド
（
一
六
九
三
│
一
七
五
六
）
は
生
前
ロ
マ
ン
ス
、
小
説
、
劇
、
翻
訳
、
詩
、
政
治
的
な
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
七
〇
以
上
を
出
版
し
た
多
作
家
で
あ
り
、
月
刊
誌
『
女
性
の
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』 （
一
七
四
四
│
四
六
） 

の
編
者
で
も
あ
っ
た
。

一
六
九
七
年
の
劇
『
才
女

│
も
し
く
は
下
稽
古
中
の
詩
人
三
人
組
』9

の
中
で
は
、
マ
ン
リ
ー
は
劇
作
家
・
小
説
家
・
詩
人
・
哲
学
者
の

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ト
ロ
ッ
タ
ー
・
コ
ッ
ク
バ
ー
ン
（
一
六
七
九
│
一
七
四
九
）
や
劇
作
家
・
小
説
家
の
メ
ア
リ
・
ピ
ッ
ク
ス
（
一
六
六
六
│
一
七

〇
九
）
と
と
も
に
、
ベ
イ
ン
以
後
の
「
才
女
」 ( “Fem

ale W
its ”)

三
人
組
と
し
て
揶
揄
さ
れ
て
い
た
が
、
一
七
二
五
年
以
降
は
、
ヘ
イ

ウ
ッ
ド
の
著
作
集
に
賛
辞
を
寄
せ
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
命
名
に
従
っ
て
、
ベ
イ
ン
、
マ
ン
リ
ー
、
ヘ
イ
ウ
ッ
ド
が
「
美
し

い
才
女
三
人
組
」 ( “the fair T

rium
virate of W

it ”)

と
し
て
有
名
だ
っ
た(Sterling 1: sig. a2)

。
上
記
に
引
用
し
た
一
七
一
八
年
作
の

詩
で
は
、
ブ
リ
ア
ト
ン
は
早
く
も
こ
の
三
人
組
を
「
ベ
イ
ン
一
派
」
と
ひ
と
ま
と
め
に
し
、
そ
の
「
は
し
た
な
さ
」
を
批
判
す
る
一
方

で
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
側
の
女
性
作
家
と
し
て
、「
フ
ィ
ロ
メ
ラ
」（
ギ
リ
シ
ャ
神
話
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
変
身
し
た
ア
テ
ネ
の
王
女
）
の
名
前

で
詩
集
を
出
版
し
て
い
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
シ
ン
ガ
ー
・
ロ
ウ
（
一
六
七
四
│
一
七
三
七
）
と
ア
ン
・
フ
ィ
ン
チ
・
ウ
ィ
ン
チ
ル
シ
ー
伯
爵
夫

人
の
名
前
を
挙
げ
て
、
彼
女
た
ち
の
貞
節
さ
を
賞
賛
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
も
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
一
派｣

で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る

た
め
に
、
自
分
の
詩
の
読
者
は
私
的
な
狭
い
親
密
圏
内
に
い
る
友
人
た
ち
で
あ
る
と
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

ペ
ン
と
縫
い
針
の
文
芸
的
公
共
圏

　

十
八
世
紀
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
女
性
が
出
版
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
た
。
一
七
六
九
年
、
ク
ラ
ラ
・
リ
ー
ヴ
（
一
七
二

九
│
一
八
〇
七
）
は
『
独
創
的
な
詩
集
』
の
「
読
者
へ
の
挨
拶
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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自
分
が
物
書
き
で
あ
る
と
人
に
知
ら
れ
て
は
い
け
な
い
、
私
の
性
は
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
欠
点
で
あ
る
、
人
類
一
般
は
私
の
性

の
文
学
的
功
績
の
主
張
に
対
し
て
偏
見
を
持
っ
て
い
る
、
と
私
は
以
前
に
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
、
そ
の
逆
の
例
が

日
々
起
こ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。
私
は
多
く
の
女
性
の
書
き
手
た
ち
が
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら

れ
、
作
家
の
階
層
に
入
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
公
衆
に
た
っ
ぷ
り
褒
美
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
を
目
に
し
ま
す
。
彼
女
た
ち
の
成
功
に
励

ま
さ
れ
て
、
私
は
同
じ
有
利
な
立
場
へ
の
候
補
者
と
し
て
一
身
を
捧
げ
て
い
ま
す
。

(R
eeve, address to the R

eader, O
riginal Poem

s xi)

　

し
か
し
な
が
ら
、
女
性
の
出
版
物
に
対
す
る
評
価
基
準
は
相
変
わ
ら
ず
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
分
離
領
域
と
道
徳
的
美
徳
に
そ
っ
て
い
る
か
否

か
と
い
う
点
だ
っ
た
。
前
に
引
用
し
た
ジ
ェ
ー
ン
・
ブ
リ
ア
ト
ン
は
す
で
に
一
七
一
八
年
時
点
で
女
性
作
家
た
ち
を
二
つ
に
分
け
て
考
え

て
い
た
が
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
、
男
性
た
ち
も
そ
う
し
た
基
準
に
基
づ
い
て
女
性
の
文
学
伝
統
を
二
つ
に
類
別
し
、
一
方
の
伝
統
の
み

を
賞
賛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ラ
ー
ド
（
一
七
〇
六
│
五
五
）
は
、『
グ
レ
イ
ト
ブ
リ
テ
ン
女
性
回
顧
録
』 （
一

七
五
二
） 

の 「
は
し
が
き
」
に
お
い
て
、「
わ
が
国
の
非
常
に
多
く
の
才
能
あ
る
女
性
た
ち
」
が
こ
れ
ま
で
無
視
さ
れ
て
き
た
け
れ
ど
、「
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
の
国
よ
り
も
文
学
の
才
芸
で
有
名
な
女
性
を
数
多
く
産
出
し
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」 ( B

allard 

vi) 

と
力
説
し
た
。
そ
し
て
同
書
に
、
十
四
世
紀
に
神
の
啓
示
を
著
し
た
ノ
リ
ッ
ジ
の
ジ
ュ
リ
ア
ナ
（
一
三
四
二
頃
│
一
四
一
三
頃
）10

か
ら
、

十
八
世
紀
は
じ
め
の
詩
人
・
古
典
学
者
の
コ
ン
ス
タ
ン
シ
ア
・
グ
リ
ア
ソ
ン
（
一
七
〇
五
頃
│
三
二
）
ま
で
、
そ
の
書
き
物
や
豊
か
な
学
識

で
称
え
ら
れ
て
き
た
六
二
人
の
女
性
た
ち
の
伝
記
を
収
め
た
。
そ
れ
ら
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
才
能
あ
る
女
性
作
家
た
ち
は
、
あ
る
基
準

で
選
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、
詩
人
・
哲
学
者
・
ロ
マ
ン
ス
作
家
・
劇
作
家
の
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
侯
爵
夫
人
（
一
六
二
四
頃
│
七
四
）、
詩
人
・
画
家
の
ア
ン
・
キ
リ
グ
リ
ュ
ー

（
一
六
六
〇
│
八
五
）、
メ
ア
リ
・
チ
ャ
ド
リ
ー
、
詩
人
の
メ
ア
リ
・
モ
ン
ク
（
一
六
七
八
頃
│
一
七
一
五
）、
ア
ン
・
フ
ィ
ン
チ
・
ウ
ィ
ン
チ

ェ
ル
シ
ー
伯
爵
夫
人
、
詩
人
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ノ
ー
ト
ン
（
一
六
四
四
│
一
七
三
一
）、
メ
ア
リ
・
ア
ス
テ
ル
な
ど
、
道
徳
的
美
徳
、
し
と

や
か
さ
、
慈
悲
深
さ
、
信
心
深
さ
、
家
庭
的
な
こ
と
で
有
名
な
作
家
た
ち
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ア
フ
ラ
・
ベ
イ
ン
、
メ
ア
リ
・
ピ
ッ
ク
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ス
、
メ
ア
リ
・
ド
ラ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
・
マ
ン
リ
ー
の
よ
う
な
不
道
徳
で
悪
名
高
い
職
業
作
家
た
ち
は
除
外
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
・
Ｋ
・
Ｍ
・
イ
ー
ゼ
ル
は
、
バ
ラ
ー
ド
の
こ
う
し
た
選
別
を
男
性
の
書
き
物
と
は
違
う
女
性
の
書
き
物
の
領
域
の
創
出
と
し
て

解
釈
し
て
い
る(E

zell 88)

。

　

ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
カ
ム
（
一
七
二
九
│
八
六
）
は
、『
女
性
讃
歌
』 （
初
版
一
七
五
四
、
第
二
版
一
七
五
七
）11 

に
お
い
て
、
ジ
ェ
ー
ン
・
ブ
リ
ア
ト

ン
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
女
性
作
家
た
ち
を
二
種
類
に
分
け
た
。
彼
は
ま
ず
、
女
性
の
土
地
相
続
権
や
王
位
継
承
権
を
否
認
し
た
サ
リ
カ

法
典
（
フ
ラ
ン
ク
サ
リ
支
族
の
制
定
し
た
法
律
）
の
よ
う
に
女
性
詩
人
の
権
利
が
「
横
柄
な
男
性
」
に
よ
っ
て
不
当
に
奪
わ
れ
て
い
る
現
状

を
指
摘
し
、
そ
の
是
正
に
乗
り
出
す
。

Shall lordly m
an, the them

e of ev ’ry lay,

U
surp the m

use ’s tributary bay;

In kingly state on Pindus’ sum
m

it sit,

T
yrant of verse, and arbiter of w

it?

B
y Salic law

 the fem
ale right deny,

A
nd view

 their genius w
ith regardless eye?

Justice forbid! and every m
use inspire

To sing the glories of a sister-quire!　

(D
uncom

be, Fem
iniad, lines 1–6)

横
柄
な
男
性
に
、
あ
ら
ゆ
る
歌
の
テ
ー
マ
を
、／
ミ
ュ
ー
ズ
の
貢
物
の
月
桂
樹
を
、
簒
奪
さ
せ
る
の
か
？
／
詩
の
暴
君
、
そ
し
て
才
知
の

権
威
者
に
、／
ピ
ン
ド
ス

0

0

0

0

の
山
頂
の
王
座
に
座
ら
せ
る
の
か
？
／
サ
リ
カ

0

0

0

法
典
に
よ
っ
て
女
性
の
権
利
を
否
定
し
、／
彼
女
た
ち
の
天
分
を

無
関
心
な
目
で
眺
め
さ
せ
る
の
か
？
／
正
義
が
禁
じ
、
あ
ら
ゆ
る
ミ
ュ
ー
ズ
が
女
性
歌
手
団
の
／
栄
光
を
う
た
う
よ
う
霊
感
を
与
え
ま
す

よ
う
に
！
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今
や
「
わ
が
ブ
リ
テ
ン
の
乙
女
た
ち
」
は
、「
く
び
き
」
に
つ
な
が
れ
た
東
洋
の
女
性
た
ち
と
違
っ
て
、「
知
恵
の
聖
な
る
森
」
を
自
由

に
歩
き
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
る( Fem

iniad, lines 45–50)

。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。

W
ith various arts our rev ’rence they engage,

Som
e turn the tuneful, som

e the m
oral page,

T
hese, led by C

ontem
plation, soar on high,

A
nd range the heav ’ns w

ith philosophic eye;

W
hile those, surrounded by a vocal choir,

T
he canvas tinge, or touch the w

arbling lyre.　

( Fem
iniad, lines 57–62)

彼
女
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
で
わ
れ
わ
れ
の
尊
敬
を
呼
び
起
こ
す
。／
あ
る
者
は
美
し
い
調
べ
の
頁
を
、
あ
る
者
は
道
徳
的
な
頁
を
め

く
る
。／
黙
想
に
導
か
れ
た
者
は
高
み
に
舞
い
上
が
り
、／
哲
学
の
目
で
天
空
を
さ
ま
よ
う
。／
一
方
、
声
楽
隊
に
囲
ま
れ
た
者
は
、／
画
布

に
色
を
つ
け
る
か
、
美
し
い
音
色
の
リ
ラ
を
奏
で
る
。

　

こ
の
よ
う
に
女
性
た
ち
が
多
方
面
で
活
躍
す
る
グ
レ
イ
ト
ブ
リ
テ
ン
島
は
サ
ッ
ポ
ー
一
人
を
輩
出
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
レ
ス
ボ
ス
島

を
し
の
ぐ
も
の
で
あ
る
。

 
N

or need w
e now

 from
 our ow

n B
ritain rove

In search of genius, to the Lesbian grove,

T
ho ’ Sappho there her tuneful lyre has strung,

A
nd am

orous griefs in sw
eetest accents sung,　

( Fem
iniad, lines 104–07)

今
や
わ
れ
わ
れ
は
天
才
を
探
し
に
、
わ
が
ブ
リ
テ
ン
か
ら
／
レ
ス
ボ
ス
の
森
へ
と
彷
徨
う
必
要
は
な
い
。／
レ
ス
ボ
ス
の
森
で
は
サ
ッ
ポ
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ー
が
快
い
響
き
の
リ
ラ
を
奏
で
、／
恋
の
悲
し
み
を
最
も
美
妙
な
口
調
で
う
た
っ
た
け
れ
ど
。

　

し
か
し
、
ダ
ン
カ
ム
は
い
わ
ゆ
る
新
旧
論
争
に
お
い
て
、
数
の
多
さ
だ
け
で
近
代
の
優
勢
を
唱
え
る
つ
も
り
は
な
い
。
上
の
引
用
に
続

く
詩
行
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
サ
ッ
ポ
ー
の
才
能
は
場
所
と
時
間
を
超
え
て
直
接
イ
ギ
リ
ス
最
初
の
「
サ
ッ
ポ
ー
」
た
る
キ
ャ
サ
リ

ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（「
オ
リ
ン
ダ｣

）
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
記
す
が
、
後
者
の
「
貞
淑
」、「
清
純
」、「
慎
み
深
さ｣

な
ど
を
称
賛
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
の
優
勢
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

Since here, in C
harles’s days, am

idst a train 

O
f sham

eless bards, licentious and profane,

T
he chaste O

r
in

d
a rose; w

ith purer light,

Like m
odest C

ynthia, beam
ing thro’ the night:

Fair Friendship’s lustre, undisguis’d by art,

G
low

s in her lines, and anim
ates her heart;

Friendship, that jew
el, w

hich, tho’ all confess

Its peerless value, yet how
 few

 possess!　

( Fem
iniad, lines 108–15)

彼
女
の
あ
と
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
時
代
に
、／
恥
知
ら
ず
の
吟
遊
詩
人
た
ち
の
一
行
の
間
か
ら
、／
貞
淑
な
オ
リ
ン
ダ
が
立
ち
あ
が
っ
た

の
だ
。
さ
ら
な
る
清
純
な
光
で
、／
慎
み
深
い
月
の
女
神
キ
ュ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
に
、
夜
を
通
し
て
輝
き
な
が
ら
。／
美
し
い
友
情
の
光
彩

は
、
作
為
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
ず
に
、／
彼
女
の
詩
行
の
中
で
輝
き
、
彼
女
の
心
を
活
気
づ
け
る
。／
誰
も
が
そ
の
無
双
の
価
値
を
認
め
て
い

る
け
れ
ど
、／
友
情
を
、
あ
の
宝
石
を
、
持
っ
て
い
る
人
が
ど
ん
な
に
少
な
い
こ
と
か
！

　

ダ
ン
カ
ム
は
そ
れ
か
ら
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
あ
と
を
継
い
だ
ア
ン
・
フ
ィ
ン
チ
・
ウ
ィ
ン
チ
ル
シ
ー
伯
爵
夫
人
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ト
ロ
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ッ
タ
ー
・
コ
ッ
ク
バ
ー
ン
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
シ
ン
ガ
ー
・
ロ
ウ
、
詩
人
の
フ
ラ
ン
セ
ス
・
シ
ー
モ
ア
・
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
伯
爵
夫
人
（
の

ち
サ
マ
セ
ッ
ト
公
爵
夫
人
） （
一
六
九
九
│
一
七
五
四
）、
詩
人
の
ア
ン
・
ハ
ワ
ー
ド
・
ア
ー
ウ
ィ
ン
子
爵
夫
人
（
一
六
九
六
頃
│
一
七
六
四
）、

詩
人
の
メ
ヘ
タ
ベ
ル
・
ウ
ェ
ズ
リ
ー
・
ラ
イ
ト
（
一
六
九
七
│
一
七
五
〇
）、
詩
人
の
「
コ
ー
ネ
リ
ア
」
こ
と
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ク
ー
パ
ー
・

マ
ダ
ン
（
一
七
〇
二
│
八
一
）、
詩
人
の
メ
ア
リ
・
リ
ー
パ
ー
（
一
七
二
二
│
四
六
）、
詩
人
・
古
典
学
者
・
翻
訳
家
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
カ
ー

タ
ー
、
詩
人
の
「
フ
ラ
ビ
ア
」
こ
と
マ
ー
サ
・
フ
ェ
ラ
ー
（
一
七
二
九
│
一
八
〇
五
）、
詩
人
の
「
フ
ロ
リ
メ
ル
」
こ
と
Ｅ
・
ぺ
ニ
ン
グ
ト

ン
（
一
七
三
四
│
五
九
）、
コ
ン
ダ
ク
ト
・
ブ
ッ
ク
作
家
・
教
育
理
論
家
の
「
デ
リ
ア
」
こ
と
ヘ
ス
タ
ー
・
マ
ル
ソ
・
シ
ャ
ポ
ー
ン
（
一
七

二
七
│
一
八
〇
一
）、
そ
し
て
詩
人
・
画
家
の
「
ユ
ー
ジ
ー
ニ
ア
」
こ
と
ス
ザ
ン
ナ
・
ハ
イ
モ
ア
（
一
七
二
五
│
一
八
一
二
）
と
い
う
称
賛
す

べ
き
女
性
作
家
た
ち
の
系
譜
を
掲
げ
た
。
第
二
版
で
は
、
小
説
家
・
劇
作
家
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ム
ー
ア
・
ブ
ル
ッ
ク 

（
一
七
二
四
│
八
九
） 

の
名
前
も
追
加
し
て
い
る
。12

　

彼
女
た
ち
が
「
貞
淑
な
ミ
ュ
ー
ズ
」
の
も
と
で
書
い
て
い
る
に
対
し
、「
淫
ら
な
ミ
ュ
ー
ズ
」
の
も
と
に
い
る
の
は
メ
ア
リ
・
ド
ラ
リ

ヴ
ィ
エ
ー
ル
・
マ
ン
リ
ー
、
劇
作
家
の
ス
ザ
ン
ナ
・
セ
ン
ト
リ
ー
ヴ
ァ
ー
（
一
六
六
七
頃
│
一
七
二
三
）、
ア
フ
ラ
・
ベ
イ
ン
、
そ
し
て
自

分
の
恥
辱
を
公
表
し
た
三
人
の
自
伝
作
家
た
ち
、
テ
レ
シ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
シ
ャ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（
一
七
〇
九
│
六
五
）、
レ
テ
ィ
シ
ア
・

ピ
ル
キ
ン
グ
ト
ン
（
一
七
〇
八
頃
│
五
〇
）、
フ
ラ
ン
セ
ス
・
ア
ン
・
ハ
ウ
ズ
・
ヴ
ェ
イ
ン
子
爵
夫
人
（
一
七
一
五
頃
│
八
八
）
だ
っ
た
。
ダ

ン
カ
ム
は
後
者
の
作
家
た
ち
を
「
悪
徳
の
友
で
あ
り
、
美
徳
の
女
性
の
敵
」
と
見
な
し
、
彼
女
ら
に
い
く
ら
才
能
が
あ
ろ
う
と
も
前
者
の

作
家
た
ち
の
よ
う
に
褒
め
た
た
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
断
定
し
た
。

 
T

he m
odest M

use a veil w
ith pity throw

s

O
’er V

ice ’s friends and V
irtue ’s fem

ale foes;

A
bash ’d she view

s the bold unblushing m
ien

O
f m

odern M
anley, C

entlivre, and B
ehn;

A
nd grieves to see O

ne nobly born disgrace



141　第六章　十八世紀のサッポーたち

H
er m

odest sex, and her illustrious race.

T
ho ’ harm

ony thro ’ all their num
bers flow

’d,

A
nd genuine w

it its ev ’ry grace bestow
’d,

N
or genuine w

it nor harm
ony excuse

T
he dang ’rous sallies of a w

anton M
use:

N
or can such tuneful, but im

m
oral lays,

E
xpect the tribute of im

partial praise:

A
s soon m

ight Phillips, Pilkington and V̶
D

eserv ’d applause for spotless virtue gain.　

( Fem
iniad, lines 139–52)

貞
淑
な
ミ
ュ
ー
ズ
は
哀
れ
ん
で
ベ
ー
ル
を
か
け
る
、／
悪
徳
の
友
で
あ
り
、
美
徳
の
女
性
の
敵
の
上
に
。／
彼
女
は
、
現
代
の
マ
ン
リ
ー
、

セ
ン
ト
リ
ー
ヴ
ァ
ー
、
ベ
イ
ン
の
／
大
胆
で
恥
知
ら
ず
の
態
度
を
見
て
赤
面
す
る
。／
そ
し
て
高
貴
な
生
ま
れ
の
者
が
彼
女
の
慎
み
深
い

性
と
、／
彼
女
の
輝
か
し
い
一
族
を
汚
す
の
を
見
て
悲
し
む
。／
心
地
よ
い
音
は
彼
女
ら
の
調
べ
の
中
を
流
れ
、／
本
物
の
才
知
は
そ
の
あ

ら
ゆ
る
気
品
を
授
け
た
け
れ
ど
も
、／
本
物
の
才
知
も
、
心
地
よ
い
音
も
、／
淫
ら
な
ミ
ュ
ー
ズ
の
危
険
な
ほ
と
ば
し
り
を
赦
す
こ
と
は
な

い
。／
こ
の
よ
う
な
美
し
い
調
べ
だ
が
不
道
徳
な
詩
は
／
公
明
正
大
な
称
賛
を
授
か
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。／
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、
ピ
ル

キ
ン
グ
ト
ン
、
Ｖ
＊
＊
＊
が
た
や
す
く
／
汚
れ
な
き
美
徳
に
は
当
然
の
喝
采
を
博
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
。

　

こ
の
よ
う
な
女
性
作
家
た
ち
の
二
種
類
の
区
別
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ダ
ン
カ
ム
に
お
い
て
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
分
離
領
域
に
基
づ
い

て
い
た
。
つ
ま
り
、「
淫
ら
な
ミ
ュ
ー
ズ｣

側
は
、「
分
別
あ
る
主
婦
」
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
「
学
者
」
で
あ
る
こ
と
を
優
先
し
、
夫
に
犠

牲
を
強
い
る
女
性
作
家
で
あ
る
に
対
し
、「
貞
淑
な
ミ
ュ
ー
ズ
」
側
は
、「
家
事
が
優
秀
な
こ
と
に
喜
び
」
を
感
じ
、
暇
な
時
間
を
「
訪

問
、
ト
ラ
ン
プ
遊
び
、
そ
し
て
陰
口
」
で
浪
費
す
る
の
で
は
な
く
、「
ペ
ン
」
を
使
っ
て
い
る
女
性
作
家
な
の
で
あ
る( Fem

iniad, lines 

84–85, 94–98)

。
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従
っ
て
、『
女
性
讃
歌
』
の
最
後
に
登
場
す
る
「
ア
ー
オ
ニ
ア
の
乙
女
」
の
言
葉
は
、
女
性
作
家
の
あ
る
べ
き
姿
を
端
的
に
示
し
て
い

る
点
で
見
逃
せ
な
い
。「
ア
ー
オ
ニ
ア
の
乙
女｣

は
ま
ず
「
う
た
う
の
を
や
め
よ
、
優
し
き
若
者
よ
」 ( Fem

iniad, lines 342)

と
詩
人
の

「
私
」（
＝
ダ
ン
カ
ム
）
に
呼
び
か
け
、
彼
が
女
性
讃
歌
を
う
た
っ
た
こ
と
を
褒
め
た
た
え
る
。
ジ
ョ
ス
リ
ン
・
ハ
リ
ス
は
オ
ー
ガ
ス
タ

ン
・
リ
プ
リ
ン
ト
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
版
の
序
文
の
中
で
、
こ
の
最
後
の
部
分
は
別
の
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
よ
う
だ
と
指
摘
し
て
い
る

(H
arris v)

。
シ
ル
ビ
ア
・
ハ
ー
ク
ス
タ
ー
ク
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
の
推
測
に
よ
れ
ば
、
ダ
ン
カ
ム
の
友
人
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
カ
ー
タ
ー
か
も

し
れ
な
い
が
、
た
ぶ
ん
の
ち
に
彼
の
妻
に
な
る
ス
ザ
ン
ナ
・
ハ
イ
モ
ア13

ら
し
い(M

yers 129)

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
ア
ー
オ
ニ
ア
の
乙

女｣

は
次
に
「
姉
妹
の
歌
い
手
た
ち
」
に
向
か
っ
て
、
次
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
で
あ
る
。

 
“A

nd ye, our sister choir! proceed to tread
“T

he flow
’ry paths of Fam

e, by Science led! 
“E

m
ploy by turns the needle and the pen 

“A
nd in their fav ’rite studies rival m

en!
“M

ay all our sex your glorious track pursue,
“A

nd keep your bright exam
ples still in view

!　
( Fem

iniad, lines 345–50)

「
そ
し
て
、
あ
な
た
方
、
わ
が
姉
妹
の
歌
い
手
た
ち
よ
！
／
知
識
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
名
声
の
花
道
を
辿
り
な
さ
い
！
／
縫
い
針
と
ペ
ン

を
代
わ
る
代
わ
る
使
い
、／
そ
し
て
お
気
に
い
り
の
分
野
で
男
性
た
ち
と
競
い
合
い
な
さ
い
！
／
す
べ
て
の
女
性
が
あ
な
た
方
の
栄
光
に

満
ち
た
足
跡
を
追
い
、／
あ
な
た
方
の
輝
か
し
い
見
本
を
い
つ
も
目
を
離
さ
ず
見
て
い
ま
す
よ
う
に
！
」

　

女
性
詩
人
が
「
名
声
の
花
道
」
を
辿
る
た
め
に
は
、
男
性
の
よ
う
に
ペ
ン
を
使
う
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
的
な
道
具
で
あ
る
縫
い
針
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ
し
て
男
性
と
競
い
合
う
た
め
に
は
、
男
性
の
公
的
な
領
域
を
侵
す
の
で
は
な
く
、
女
性
の
私
的
で
家
庭
的
な
領

域
で
活
躍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
芸
的
公
共
圏
内
の
こ
う
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
分
離
領
域
の
主
張
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
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フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
で
し
ば
し
ば
唱
え
ら
れ
た
文
学
伝
統
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
別
の
単
純
な
見
方

│
主
流
の
男
性
の
文
学
伝
統
と
反
主
流
の

女
性
の
文
学
伝
統

│
で
は
十
分
に
説
明
で
き
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
。14

ダ
ン
カ
ム
の
詩
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
女
性
の
文
学
伝

統
自
体
が
望
ま
し
い
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ベ
イ
ン
の
系
列
の
女
性
作
家
た
ち
は
女

性
の
慎
み
を
忘
れ
、
ペ
ン
だ
け
を
持
っ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
男
性
作
家
た
ち
と
同
じ
文
芸
的
公
共
圏
に
属
し
て
い
た
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
は
女
性
作
家
と
し
て
は
望
ま
し
い
あ
り
方
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
系
列
の
女
性
作
家
た
ち
は
女
性

と
し
て
の
美
徳
を
な
く
す
こ
と
な
く
、
ペ
ン
と
縫
い
針
の
両
方
を
持
っ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
男
性
作
家
た
ち
と
同
じ
文
芸
的
公
共
圏
だ

け
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
普
通
の
女
性
た
ち
の
よ
う
に
私
的
で
家
庭
的
領
域
だ
け
に
と
ど
ま
る
の
で
も
な

く
、
そ
の
両
方
の
領
域
が
重
な
っ
て
い
る
曖
昧
な
中
間
領
域
に
自
ら
の
場
を
お
い
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
女
性
の
文
芸
的
公
共
圏
と
し
て

望
ま
し
い
の
は
、
こ
の
曖
昧
な
領
域
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

貞
淑
な
サ
ッ
ポ
ー
の
伝
統

　

と
は
い
え
、
ダ
ン
カ
ム
の
『
女
性
讃
歌
』
出
版
頃
ま
で
に
は
、
ペ
ン
だ
け
を
持
つ
男
性
的
文
芸
公
共
圏
と
ペ
ン
と
縫
い
針
を
持
つ
女
性

的
文
芸
公
共
圏
の
ど
ち
ら
の
側
に
属
し
て
い
る
か
に
関
わ
り
な
く
、
女
性
作
家
た
ち
の
文
学
的
業
績
が
男
性
作
家
た
ち
と
同
じ
土
俵
の
上

で
称
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
セ
オ
フ
ィ
ラ
ス
・
シ
バ
ー
（
一
七
〇
三
│
五
八
）
の
編
纂15

と
推
定
さ
れ
て
き

た
『
ス
ウ
ィ
フ
ト
司
祭
の
時
代
ま
で
の
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
詩
人
伝
』 （
一
七
五
三
） 

全
五
巻
に
は
、
チ
ョ
ー
サ
ー

（
一
三
四
二
頃
│
一
四
〇
〇
）
か
ら
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
（
一
六
六
七
│
一
七
四
五
）
の
時
代
ま
で
の
詩
人
二
〇
一
名
が
所
収
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
女
性
は
十
四
名
で
、
第
二
巻
に
キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
侯
爵
夫
人
、
ア
ン
・
キ
リ
グ
リ
ュ
ー
、
第
三
巻
に
ア
フ
ラ
・
ベ
イ
ン
、
メ
ア
リ
・
チ
ャ
ド
リ
ー
、
ア
ン
・
フ
ィ
ン
チ
・

ウ
ィ
ン
チ
ェ
ル
シ
ー
伯
爵
夫
人
、
第
四
巻
に
メ
ア
リ
・
ド
ラ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
・
マ
ン
リ
ー
、
ス
ザ
ン
ナ
・
セ
ン
ト
リ
ー
ヴ
ァ
ー
、
エ
リ
ザ
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ベ
ス
・
ト
ー
マ
ス
（
一
六
七
五
│
一
七
三
一
）、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
シ
ン
ガ
ー
・
ロ
ウ
、
第
五
巻
に
コ
ン
ス
タ
ン
シ
ア
・
グ
リ
ア
ソ
ン
、
キ
ャ

サ
リ
ン
・
ト
ロ
ッ
タ
ー
・
コ
ッ
ク
バ
ー
ン
、
レ
テ
ィ
シ
ア
・
ピ
ル
キ
ン
グ
ト
ン
、
メ
ア
リ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
（
一
六
八
七
│
一
七
四
五
）
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ダ
ン
カ
ム
の
い
う
「
貞
淑
な
ミ
ュ
ー
ズ
」
側
も
「
淫
ら
な
ミ
ュ
ー
ズ
」
側
も
と
も
に
男
性
と
同
じ
名
誉
あ

る
席
に
つ
く
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
詩
的
能
力
が
同
時
代
の
男
性
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
絶
賛
さ
れ
た
よ

う
に
、
ベ
イ
ン
に
つ
い
て
も
男
性
作
家
た
ち
に
よ
る
賛
辞
の
声
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
彼
女
の
劇
が
猥
褻
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て

は
、「
当
時
の
趣
味
が
堕
落
し
て
い
た
」 (C

ibber 3: 24) 

た
め
そ
れ
に
合
わ
せ
た
だ
け
で
あ
る
と
擁
護
さ
れ
て
い
る
。

　

ダ
ン
カ
ム
の
『
女
性
讃
歌
』
出
版
の
一
年
後
の
一
七
五
五
年
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
コ
ー
ル
マ
ン
と
ボ
ン
ネ
ル
・
ソ
ー
ト
ン
編
集
の
『
著

名
女
性
詩
集
』
全
二
巻
も
出
版
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
女
性
詩
人
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
最
初
の
同
書
に
は
、
前
述
の
『
女
性
回
顧
録
』、

『
詩
人
伝
』、 『
女
性
讃
歌
』 

に
挙
が
っ
た
メ
ア
リ
・
チ
ャ
ド
リ
ー
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ト
ロ
ッ
タ
ー
・
コ
ッ
ク
バ
ー
ン
、
ア
ン
・
キ
リ
グ
リ
ュ

ー
、 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
侯
爵
夫
人
、 

キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、 

メ
ア
リ
・
モ
ン
ク
、

ア
ン
・
フ
ィ
ン
チ
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ル
シ
ー
伯
爵
夫
人
、
コ
ン
ス
タ
ン
シ
ア
・
グ
リ
ア
ソ
ン
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
シ
ン
ガ
ー
・
ロ
ウ
、
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
カ
ー
タ
ー
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ク
ー
パ
ー
・
マ
ダ
ン
、
メ
ア
リ
・
リ
ー
パ
ー
、
ア
フ
ラ
・
ベ
イ
ン
、
レ
テ
ィ
シ
ア
・
ピ
ル
キ
ン
グ
ト

ン
に
、
新
た
に
メ
ア
リ
・
バ
ー
バ
ー
、 

メ
ア
リ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
一
七
七
八
没
）、 

メ
ア
リ
・
マ
ス
タ
ー
ズ
（
生
没
年
未
詳
）、16 

メ
ア
リ
・
ウ
ォ

ー
ト
リ
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
が
加
わ
り
、
総
勢
十
八
人
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
悪
名
高
い
ベ
イ
ン
や
ピ
ル
キ
ン
グ
ト
ン
も
含
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
、
コ
ー
ル
マ
ン
と
ソ
ー
ト
ン
の
編
集
方
針
も
『
詩
人
伝
』
と
よ
く
似
て
い
る
。「
は
し
が
き
」
で
は
、
同
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
「
カ
ウ

リ
ー
、
ド
ラ
イ
デ
ン
、
ロ
ス
コ
モ
ン
、
ク
リ
ー
チ
、
ポ
ー
プ
、
あ
る
い
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
」 (C

olm
an and T

hornton, preface 1: iii) 

と

い
う
同
時
代
の
男
性
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
絶
賛
さ
れ
た
女
性
詩
人
た
ち
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
詩
人
伝
』

と
違
っ
て
、
バ
ラ
ー
ド
や
ダ
ン
カ
ム
寄
り
の
考
え
も
持
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
次
の
引
用
に
あ
る
よ
う
に
、
収
録
し
た
女
性
詩
人
た
ち
の

能
力
が
男
性
詩
人
に
匹
敵
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
な
が
ら
も
、 

能
力
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
、 

す
な
わ
ち
、 

女
性
は
男
性
よ
り
も
「
繊
細
」

な
点
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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本
書
は
お
そ
ら
く
女
性
に
呈
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
も
確
固
た
る
賛
辞
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
偉
大
な
能
力
が
男
性
た
ち
だ
け
に
限

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
天
分
が
女
性
の
胸
の
中
で
、
し
ば
し
ば
男
性
と
同
じ
よ
う
な
激
し
さ
で
輝
き
、
そ
し
て

お
そ
ら
く
男
性
よ
り
も
も
っ
と
繊
細
に
輝
く
と
い
う
こ
と
を
永
久
に
証
明
す
る
も
の
で
す
。(C

olm
an and T

hornton, preface 1: iii)

　

し
か
し
、
コ
ー
ル
マ
ン
と
ソ
ー
ト
ン
よ
り
も
ダ
ン
カ
ム
の
「
貞
淑
な
ミ
ュ
ー
ズ｣

の
言
説
の
方
が
影
響
力
が
強
く
、
そ
の
後
何
度
も
繰

り
返
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
カ
ー
タ
ー
の
『
折
々
の
詩
集
』 （
一
七
六
二
） 

所
収
の
リ
ッ
ト
ル
ト
ン
卿
（
一
七
〇
九
│
七
三
）

の
詩
「

│
夫
人
の
手
稿
詩
を
読
ん
で
」
で
は
、
サ
ッ
ポ
ー
に
比
し
て
カ
ー
タ
ー
の
道
徳
的
優
勢
が
褒
め
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。
引
用
最

終
行
の
「
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
」
は
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ル
ー
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
・
サ
ー
ク
ル
の
中
心
的
立
場
に
あ
っ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
モ
ン
タ
ギ
ュ

ー
の
こ
と
で
あ
り
、
カ
ー
タ
ー
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。

Such w
ere the N

otes that struck the w
ond ’ring E

ar

 
O

f silent N
ight, w

hen, on the verdant B
anks

O
f Siloe’s hallow

’d B
rook, celestial H

arps,

A
ccorded to seraphic Voices, sung

G
lory to G

od on high, and on the E
arth

Peace, and G
ood-w

ill to M
en!̶

R
esum

e the L
yre

C
hauntress divine, and ev ’ry B

riton call

It ’s M
elody to hear̶

so shall thy Strains,

M
ore pow

’rful than the Song of O
rpheus, tam

e

T
he savage H

eart of brutal V
ice, and bend

A
t pure R

eligion ’s Shrine the stubborn K
nees

O
f bold Im

piety̶
G

reece shall no m
ore
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O
f Lesbian Sappho boast, w

hose w
anton M

use, 

Like a false Syren, w
hile she charm

’d, seduc ’d 

To G
uilt and R

uin. For the sacred H
ead 

O
f B

ritain’s Poetess the V
irtues tw

ine

A
 nobler W

reath, by them
 from

 E
den’s G

rove

U
nfading gather ’d, and direct the H

and

O
f M

ontague to fix it on her B
row

s.　

(Lord L
yttleton, “O

n R
eading M

rs. —
’s Poem

s in M
anuscript”) 

感
嘆
す
る
耳
に
聞
こ
え
る
静
寂
な
夜
の
調
べ
は
こ
う
い
う
も
の
だ
っ
た
。／
そ
の
と
き
、
シ
ロ
エ

0

0

0

の
聖
な
る
小
川
の
青
葉
の
茂
っ

た
／
堤
の
上
で
、
天
上
の
竪
琴
が
／
天
使
の
歌
声
に
合
わ
せ
て
う
た
っ
て
い
た
、／
天
に
ま
し
ま
す
神
へ
の
賛
美
と
地
上
の
平
和
と
人
間

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

へ
の
親
善

0

0

0

0

を
！

│
リ
ラ
を
再
び
始
め
よ
、／
聖
な
る
女
性
歌
手
よ
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
ブ
リ
テ
ン
人

0

0

0

0

0

を
呼
ん
で
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聴

か
せ
よ

│
そ
の
よ
う
に
あ
な
た
の
詩
歌
は
／
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス

0

0

0

0

0

0

﹇
ギ
リ
シ
ャ
神
話
。
動
物
・
木
・
岩
で
さ
え
も
魅
了
し
た
竪
琴
の
名
手
﹈
の

歌
よ
り
も
力
強
く
、／
野
蛮
な
悪
徳
の
獰
猛
な
心
を
お
と
な
し
く
さ
せ
、／
清
ら
か
な
宗
教
の
聖
堂
で
ず
ぶ
と
い
不
敬
の
頑
固
な
膝
を
／
曲

げ
さ
せ
る
で
し
ょ
う
。

│
ギ
リ
シ
ャ

0

0

0

0

に
は
も
う
二
度
と
／
レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
自
慢
さ
せ
は
し
な
い
。
そ
の
淫
ら
な
ミ
ュ
ー
ズ

は
、／
不
実
な
セ
イ
レ
ン
﹇
ギ
リ
シ
ャ
神
話
。
美
し
い
歌
声
で
船
乗
り
を
誘
い
寄
せ
、
船
を
難
破
さ
せ
た
半
人
半
鳥
の
海
の
精
﹈
の
よ
う

に
、
人
を
魅
惑
し
な
が
ら
、／
罪
と
破
滅
へ
と
誘
惑
す
る
。
ブ
リ
テ
ン

0

0

0

0

の
女
性
詩
人
の
／
聖
な
る
頭
の
た
め
に
、
力
天
使
は
／
エ
デ
ン

0

0

0

の

木
立
か
ら
し
お
れ
る
こ
と
な
く
摘
ん
で
き
た
／
も
っ
と
崇
高
な
花
冠
を
編
み
、
彼
女
の
額
に
そ
れ
を
載
せ
る
よ
う
に
／
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー

0

0

0

0

0

0

の

手
を
導
い
て
や
る
の
だ
。

　

同
じ
く
ブ
ル
ー
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
・
サ
ー
ク
ル
に
属
し
て
い
た
ア
ン
ナ
・
レ
テ
ィ
シ
ア
・
エ
イ
キ
ン
・
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド17

も
、『
詩
集
』 （
一

七
七
三
） 

に
収
め
た
「
ロ
ウ
夫
人
へ
の
詩
歌
」
に
お
い
て
、
世
紀
は
じ
め
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
シ
ン
ガ
ー
・
ロ
ウ
を
「
私
た
ち
の
も
っ
と
貞

淑
な
サ
ッ
ポ
ー
」
と
呼
ん
で
、
同
様
の
賛
辞
を
呈
し
た
。
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SU
C

H
 w

ere the notes our chaster S
a

pph
o sung, 

A
nd every M

use drop’d honey on her tongue.  

B
lest shade! H

ow
 pure a breath of praise w

as thine, 

W
hose spotless life w

as fautless as thy line: 

In w
hom

 each w
orth and every grace conspire,

T
he chiristian’s m

eekness, and the poet’s fire.

Learn’d w
ithout pride, a w

om
an w

ithout art;

T
he sw

eetest m
anners and the gentlest heart.　

(B
arbaud, “Verses on M

rs R
ow

e,” lines 1–8

18) 

私
た
ち
の
も
っ
と
貞
淑
な
サ
ッ
ポ
ー
が
う
た
っ
た
調
べ
は
こ
ん
な
も
の
だ
っ
た
。／
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
ミ
ュ
ー
ズ
が
彼
女
の
舌
に
蜜
を
落

と
し
た
。／
聖
な
る
影
よ
！　

ど
れ
ほ
ど
清
純
な
称
賛
の
さ
さ
や
き
が
あ
な
た
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
か
。／
あ
な
た
の
汚
れ
の
な
い
人
生
は

あ
な
た
の
詩
と
同
じ
く
申
し
分
な
か
っ
た
。／
あ
な
た
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
価
値
と
あ
ら
ゆ
る
美
質
が
相
重
な
る
、／
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
柔
和

さ
と
詩
人
の
炎
が
。／
学
識
あ
る
の
に
傲
慢
で
は
な
く
、
わ
ざ
と
ら
し
さ
の
な
い
女
性
、／
最
も
し
と
や
か
な
物
腰
と
最
も
穏
や
か
な
心
。

　

同
詩
は
ロ
ウ
夫
人
が
夫
の
死
後
隠
遁
し
、
敬
虔
な
生
活
と
偽
善
活
動
を
送
っ
た
こ
と
を
綴
っ
た
あ
と
、
貞
淑
な
女
性
詩
人
の
伝
統
を
示

す
次
の
言
葉
で
締
め
く
く
る
。

B
right pattern of thy sex, be thou m

y M
use;

T
hy gentle sw

eetness thro ’ m
y soul diffuse:

Let m
e thy palm

, tho ’ not thy laurel share,

A
nd copy thee in charity and prayer.

T
ho ’ for the bard m

y lines are yet far too faint,
Yet in m

y life let m
e transcribe the saint.　

(“Verses on M
rs R

ow
e,” lines 39–44)
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あ
な
た
の
性
の
輝
か
し
い
か
が
み
よ
、
私
の
ミ
ュ
ー
ズ
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。／
あ
な
た
の
優
し
い
柔
和
さ
を
私
の
魂
に
広
め
て
く
だ
さ

い
。／
あ
な
た
の
月
桂
樹
﹇
＝
栄
冠
﹈
で
な
く
と
も
、
あ
な
た
の
ヤ
シ
の
木
﹇
＝
勝
利
﹈
を
私
に
分
か
ち
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。／
そ
し
て

慈
善
と
祈
り
に
お
い
て
あ
な
た
の
ま
ね
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。／
詩
人
と
し
て
私
の
詩
句
は
は
る
か
に
弱
々
し
い
け
れ
ど
も
、／
死
ぬ
ま
で

聖
者
を
書
き
写
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ブ
ル
ー
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
・
サ
ー
ク
ル
の
女
性
作
家
た
ち
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
よ
り
も
現
代
の
イ
ギ
リ
ス
の
文
学
的
優
勢
を
示
す
証
拠
で
あ

る
の
は
、
メ
ン
バ
ー
の
ハ
ン
ナ
・
モ
ア
（
一
七
四
五
│
一
八
三
三
）
に
と
っ
て
も
そ
う
だ
っ
た
。
モ
ア
の
『
幸
福
を
探
し
て

│
牧
歌
劇
』

は
初
版
が
一
七
七
三
年
だ
が
、
そ
の
年
の
う
ち
に
第
二
版
が
出
版
さ
れ
、
翌
年
に
は
第
三
版
か
ら
第
五
版
ま
で
い
き
、
翌
々
年
に
は
第
六

版
が
出
る
ほ
ど
人
気
が
あ
っ
た
詩
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
モ
ア
が
一
七
七
四
年
の
第
三
版
に
な
っ
て
は
じ
め
て
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
を

追
加
し
て
、
仲
間
の
女
性
作
家
た
ち
を
擁
護
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
は
二
人
の
若
い
レ
デ
ィ
の
会
話
か
ら
な
る
。
第
二
の
レ
デ
ィ
は
、
女
性
は
詩
を
書
く
こ
と
を
や
め
ね
ば
な
ら
な
い
と

言
う
。
な
ぜ
な
ら
、
男
性
た
ち
か
ら
は
、「
学
が
あ
る
女
性
」
は
怖
が
ら
れ
て
、
避
け
ら
れ
る
し
、
同
性
か
ら
も
次
の
よ
う
な
非
難
が
浴

び
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

“W
hat! —

does she w
rite? A

 slattern, as I live. —

“I w
ish she ’d leave her books, and m

end her cloaths,
“I thank m

y stars I know
 not verse from

 pose:
“H

ow
 w

ell foe ’er these learned ladies w
rite

“T
hey seldom

 act the virtues they recite;
“N

o useful qualities adorn their lives,
“T

hey m
ake sad M

others, and still sadder W
ives. ”　

(M
ore, Search after H

appiness 43)
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「
何
で
す
っ
て
！

│
彼
女
は
書
い
て
い
る

0

0

0

0

0

の
で
す
か
。
確
か
に
ふ
し
だ
ら
な
女
で
す
こ
と
。

│
／
彼
女
が
本
を
捨
て
て
、
服
を
繕
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
わ
。／
私
は
自
分
が
韻
文
と
散
文
の
見
分
け
が
つ
か
な
い
幸
運
に
感
謝
し
ま
す
。／
こ
れ
ら
の
学
識
あ
る
レ
デ
ィ
た

ち
が
い
つ
も
ど
ん
な
に
上
手
に
書
い
て
も

0

0

0

0

、／
彼
女
た
ち
は
自
分
た
ち
が
吟
詠
す
る

0

0

0

0

美
徳
を
お
こ
な
う

0

0

0

0

こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。／

彼
女
た
ち
の
人
生
を
飾
る
有
用
な

0

0

0

素
養
は
何
も
な
く
、／
彼
女
た
ち
は
嘆
か
わ
し
い
母
親

0

0

に
な
り
、
そ
し
て
さ
ら
に
も
っ
と
嘆
か
わ
し
い

妻0

に
な
る
の
で
す
。」

こ
れ
に
対
し
、
第
一
の
レ
デ
ィ
は
、
な
じ
み
の
新
旧
論
争
の
論
理
で
反
論
す
る
。

 
I grant this satire just, in form

er days,
W

hen S
a

pph
o’s and C

o
r

in
n

a’s tun’d their lays,

B
ut in our chaster tim

es ’tis no offence,

W
hen fem

ale virtue joins w
ith fem

ale sense;

W
hen m

oral C
a

r
t

e
r breathes the strain divine,

A
nd A

ik
in’s life flow

s faultless as her line;
W

hen all-accom
plish’d M

o
n

ta
g

u can spread

Fresh-gathered laurels round her S
h

a
k

e
spe

a
r

e’s head

W
hen w

it and w
orth in polish’d B

r
o

o
k

e
s unite,

A
nd fair M

a
c

a
u

lay claim
s a L

iv
y’s right.　

(Search after H
appiness 43–44)

も
っ
と
以
前
の

0

0

0

0

0

0

時
代
、
サ
ッ
ポ
ー
や
コ
リ
ン
ナ
が
詩
を
奏
で
て
い
た
時
代
に
は
、／
こ
の
嫌
味
は
正
し
い
と
私
は
認
め
ま
す
。／
し
か
し
、

私
た
ち
の
清
浄
無
垢
な

0

0

0

0

0

時
代
で
は
、
そ
れ
は
悪
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。／
こ
の
時
代
で
は
、
女
性
の
美
徳

0

0

が
女
性
の
分
別

0

0

と
結
合
し
、／
道

義
を
わ
き
ま
え
た
カ
ー
タ
ー
が
神
の
詩
歌
を
放
ち
、／
そ
し
て
エ
イ
キ
ン
の
人
生

0

0

が
彼
女
の
詩0

と
同
じ
よ
う
に
申
し
分
な
く
流
れ
、／
学
識
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の
あ
る
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
が
彼
女
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
頭
の
ま
わ
り
に
／
摘
ん
だ
ば
か
り
の
月
桂
樹
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、／
上
品
な

ブ
ル
ッ
ク
の
中
で
才
知

0

0

と
価
値

0

0

が
一
つ
に
な
り
、／
そ
し
て
美
し
い
マ
コ
ー
リ
ー
が
リ
ウ
ィ
ウ
ス
﹇
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
﹈
の
権
利

0

0

を
主
張
し

て
い
る
の
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
「
清
浄
無
垢
な
」
同
時
代
の
典
型
的
女
性
作
家
た
ち
と
し
て
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
名
前
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
カ
ー
タ

ー
、
ア
ン
ナ
・
レ
テ
ィ
シ
ア
・
エ
イ
キ
ン
・
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ム
ー
ア
・
ブ
ル
ッ
ク
、

歴
史
家
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
コ
ー
リ
ー
（
一
七
三
一
│
九
一
）
の
五
人
で
あ
る
。

　
『
マ
ン
ス
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
第
五
〇
号
（
一
七
七
四
年
四
月
）
は
、
ハ
ン
ナ
・
モ
ア
の
悲
劇
『
頑
固
な
捕
虜
』 （
一
七
七
四
） 

へ
の
書
評
の

冒
頭
で
、
上
の
五
人
の
う
ち
マ
コ
ー
リ
ー
を
除
く
四
人
と
、
モ
ア
、
そ
し
て
新
た
に
詩
人
・
小
説
家
・
劇
作
家
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
レ

ノ
ッ
ク
ス
（
一
七
三
〇
│
一
八
〇
四
）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
詩
人
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
グ
レ
ヴ
ィ
ル
（
一
七
二
四
│
八
九
）、
劇
作
家
・
翻
訳
家
・
小

説
家
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
リ
フ
ィ
ス
（
一
七
二
七
頃
│
九
三
）、
詩
人
の
メ
ア
リ
・
ホ
エ
ー
ト
リ
ー
（
一
七
三
八
│
一
八
二
五
）
を
足
し
た
総

計
「
九
女
神
」19

の
ブ
ル
ー
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
た
ち
の
活
躍
を
自
慢
す
る
詩
を
掲
載
し
た
。

To G
reece no m

ore the tuneful m
aids belong,

N
or the high honours of im

m
ortal song;

To M
o

r
e, B

r
o

o
k

s, L
e

n
o

x, A
ik

in, C
a

r
t

e
r due,

To G
r

e
v

ille, G
r

iffit
h, W

h
a

t
e

le
y, M

o
n

ta
g

u!

T
heirs the strong genius, theirs the voice divine;

A
nd favouring Phoebus ow

ns the B
r

it
ish N

in
e.　

(M
onthly R

eview
 50 [A

pril 1774]: 243)

美
し
い
調
べ
の
乙
女
た
ち
は
も
は
や
ギ
リ
シ
ャ
の
も
の
で
は
な
い
。／
不
滅
の
歌
の
名
誉
も
ギ
リ
シ
ャ
の
も
の
で
は
な
く
、／
モ
ア
、
ブ
ル

ッ
ク
、
レ
ノ
ッ
ク
ス
、
エ
イ
キ
ン
、
カ
ー
タ
ー
、／
グ
レ
ヴ
ィ
ル
、
グ
リ
フ
ィ
ス
、
ホ
エ
ー
ト
リ
ー
、
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
に
与
え
ら
れ
る
べ
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図版 14
ページによるリチャード・サミュエルの絵の彫版画「グレイトブリテンの九女
神」 (1777)。エリザベス・イーガーとルーシー・ペルツ『燦爛たる女性たち』 
(2008) 62頁に再録。

図版 13
リチャード・サミュエル油絵「アポロ神殿の女神たちに扮した肖像画」（「グレイ
トブリテンの九女神」）（1778）。エリザベス・イーガーとルーシー・ペルツ『燦
爛たる女性たち』（2008）60頁に再録。
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き
な
の
だ
！
／
強
い
天
分
は
彼
女
ら
の
も
の
、
聖
な
る
声
も
彼
女
ら
の
も
の
。／
そ
し
て
ポ
イ
ボ
ス
﹇
詩
・
音
楽
・
予
言
を
司
る
太
陽
神

ア
ポ
ロ
ン
﹈
は
え
こ
ひ
い
き
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
九
女
神
を
わ
が
も
の
と
す
る
。

　

一
七
七
四
年
に
は
、
メ
ア
リ
・
ス
コ
ッ
ト
（
一
七
五
二
頃
│
九
三
）
の
『
女
性
の
擁
護
者
』
も
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ダ
ン
カ
ム
の
『
女

性
讃
歌
』
第
二
版
に
挙
げ
ら
れ
た
十
五
人
の
「
貞
淑
な
ミ
ュ
ー
ズ
」
の
リ
ス
ト
を
拡
大
し
、
バ
ラ
ー
ド
の
『
女
性
回
顧
録
』
に
挙
げ
ら
れ

て
い
た
十
六
世
紀
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
パ
ー
（
一
五
一
二
│
四
八
）
か
ら
同
時
代
の
ア
ン
ナ
・
レ
テ
ィ
シ
ア
・
エ
イ
キ
ン
・
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド

ま
で
、
六
〇
余
名
の
女
性
作
家
た
ち
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
詩
で
あ
る
。
た
だ
し
、
レ
テ
ィ
シ
ア
・
ピ
ル
キ
ン
グ
ト
ン
に
軽
く
触

れ
る
こ
と
を
除
い
て
、
ダ
ン
カ
ム
の
い
う
「
淫
ら
な
ミ
ュ
ー
ズ
」
側
の
名
前
は
な
い
。
同
詩
の
最
後
で
ダ
ン
カ
ム
や
、「
女
性
の
学
問
の

権
利｣ 

（
一
七
四
八
）20

と
い
う
詩
の
中
で
女
性
教
育
を
提
唱
し
た
ト
マ
ス
・
シ
ー
ワ
ー
ド
（
一
七
〇
八
│
九
〇
）
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
し

て
い
る
け
れ
ど
も
、
ス
コ
ッ
ト
が
改
め
て
こ
こ
で
自
分
と
同
じ
性
の
作
家
た
ち
を
擁
護
す
る
た
め
に
自
ら
ペ
ン
を
と
っ
た
の
は
、
創
造
的

活
動
の
評
価
に
お
い
て
い
ま
だ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。「
あ
る
レ
デ
ィ
に
」
と
題
し
た
序
文
に
お
い
て
、
彼
女
は

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

魂
に
お
け
る
両
性
の
区
別
、
学
問
の
両
性
の
区
別
、
そ
し
て
女
性
に
と
っ
て
適
切
な
徳
目
と
い
う
区
別
に
つ
い
て
ま
で
も
、
こ
れ
ま
で
ど

れ
ほ
ど
立
派
な
名
声
を
博
し
た
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
、
私
た
ち
が
模
倣
芸
術
を
学
ぶ
の
を
許

し
て
き
た
と
し
て
も
、
私
た
ち
が
専
門
的
な
学
問
の
知
識
を
つ
け
る
の
を
禁
止
し
て
こ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
、
真
実
を
冷
静
に

追
究
す
る
女
性
よ
り
も
、
そ
の
能
力
を
物
憂
げ
に
怠
惰
な
状
態
で
さ
び
さ
せ
て
お
く
女
性
の
方
を
好
意
的
な
目
で
見
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
見
解
の
指
図
を
黙
諾
す
る
こ
と
が
、
女
性
に
お
け
る
分
別
の
唯
一
の
規
準
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。(M

ary Scott vi)

　

と
同
時
に
、
ス
コ
ッ
ト
は
現
在
の
文
学
的
状
況
を
見
て
、
女
性
に
対
す
る
偏
見
が
な
く
な
る
兆
し
を
感
じ
て
い
た
。
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し
か
し
、
男
性
た
ち
が
今
私
た
ち
の
性
の
能
力
に
関
し
て
自
分
た
ち
の
狭
い
偏
見
を
し
き
り
に
得
意
が
っ
て
い
る
の
と
同
じ
く
ら
い
、
そ

の
偏
見
を
公
言
す
る
の
を
恥
じ
る
時
代
が
く
る
だ
ろ
う
と
、
私
は
心
ひ
そ
か
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
く
少
数
の
そ
の
よ
う
な
変
化
を
私
は

す
で
に
見
て
き
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
事
実
は
そ
う
し
た
見
解
を
強
力
に
打
ち
砕
く
傾
向
に
あ
り
、
最
近
で
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る

文
芸
部
門
で
、
女
性
作
家
た
ち
が
栄
誉
を
担
っ
て
出
現
し
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
小
品
の
執
筆
後
も
数
人
が
出
て
き
ま
し
た
。
世

間
の
評
判
は
、
シ
ャ
ポ
ー
ン
夫
人
の
「
精
神
の
向
上
に
つ
い
て
の
書
簡
」
や
モ
ア
嬢
の
「
幸
福
を
探
し
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
優
雅
な

牧
歌
劇
の
優
れ
た
価
値
を
立
証
し
ま
し
た
。「
ボ
ス
ト
ン
の
ホ
イ
ー
ト
リ
ー
氏
の
黒
人
召
使
フ
ィ
リ
ス
・
ホ
イ
ー
ト
リ
ー
の
詩
集
」
や
ペ

イ
タ
ー
・
ノ
ス
タ
ー
・
ロ
ウ
の
Ｇ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
た
め
に
印
刷
さ
れ
た
新
刊
書
「
あ
る
レ
デ
ィ
の
詩
集
」
も
称
賛
に
値
す
る
価
値
を
か

な
り
持
っ
て
い
ま
す
。(M

ary Scott vii)

　
「
最
近
」
出
現
し
て
き
た
女
性
作
家
と
は
、
主
と
し
て
ブ
ル
ー
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
た
ち
や
彼
女
た
ち
と
親
交
が
あ
っ
た
人
々
で
あ
る
。
上

の
引
用
に
は
、
ハ
ン
ナ
・
モ
ア
と
ヘ
ス
タ
ー
・
マ
ル
ソ
・
シ
ャ
ポ
ー
ン
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
詩
の
中
で
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
モ
ン
タ

ギ
ュ
ー
、 

キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
コ
ー
リ
ー
、 

小
説
家
の
セ
ア
ラ
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（
一
七
一
〇
│
六
八
）、 

随
筆
家
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ト
ー

ル
ボ
ッ
ト
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
グ
レ
ヴ
ィ
ル
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
レ
ノ
ッ
ク
ス
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
リ
フ
ィ
ス
、
メ
ア
リ
・
ホ
エ
ー
ト
リ

ー
、
ア
ン
ナ
・
レ
テ
ィ
シ
ア
・
エ
イ
キ
ン
・
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド
に
も
触
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
上
の
引
用
中
に
は
ア
メ
リ
カ
出
身
の
黒
人
詩

人
フ
ィ
リ
ス
・
ホ
イ
ー
ト
リ
ー
（
一
七
五
三
頃
│
八
四
）
の
名
前
が
あ
り
、
詩
の
中
で
は
、
宗
教
作
家
の
ア
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ル 

（
一
七
一
七

│
七
八
）、
コ
ン
ダ
ク
ト
・
ブ
ッ
ク
作
家
の
セ
ア
ラ
・
ペ
ニ
ン
グ
ト
ン 
（
一
七
四
〇
│
八
三
） 

な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ

と
ん
ど
が
、
バ
ラ
ー
ド
、
シ
バ
ー
、
コ
ー
ル
マ
ン
と
ソ
ー
ト
ン
の
テ
ク
ス
ト
に
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
名
前
で
あ
り
、
女
性
作
家
の
す
そ

野
の
広
が
り
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
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料
理
本
作
家
の
サ
ッ
ポ
ー

　

こ
こ
で
本
章
の
第
一
節
で
引
用
し
た
『
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
第
四
四
号
に
お
け
る
メ
ア
リ
・
サ
ヴ
ェ
ッ
ジ
へ
の
書
評
が
一
七

七
七
年
に
出
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
い
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
名
を
成
し
た
女
性
作
家
が
詩
人
の
サ
ッ
ポ
ー
一
人
だ
っ
た
に
対
し
、
イ
ギ
リ

ス
の
一
七
七
〇
年
代
は
、
確
か
に
、
多
く
の
女
性
作
家
た
ち
が
多
種
多
様
な
文
芸
分
野
に
出
現
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。
そ
し
て
年
代
が

下
が
る
に
つ
れ
て
、
こ
う
し
た
女
性
作
家
た
ち
の
活
躍
は
加
速
度
的
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
メ
ア

リ
・
ス
コ
ッ
ト
が
い
ま
だ
に
性
差
別
主
義
が
あ
る
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ペ
ン
と
縫
い
針
を
両
方
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
女
性
独
特

の
文
芸
的
公
共
圏
の
考
え
は
形
を
変
え
て
根
強
く
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
マ
ン
ス
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
第
四
八
巻
（
一
七
七
三
）
の
一
月
号
と
二
月
号
の
二
回
、 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ル
（
一
七
四
六
│

一
八
〇
三
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド
の
『
詩
集
』 （
一
七
七
三
） 

へ
の
書
評
は
、
男
性
に
匹
敵
す
る
女
性
の
創
造
的
能
力
を
賞
賛

し
な
が
ら
も
、
女
性
作
家
に
は
な
お
一
層
の
女
性
ら
し
さ
を
求
め
る
と
い
う
時
代
を
反
映
し
て
い
る
。
書
評
の
対
象
は
前
述
の
「
ロ
ウ
夫

人
へ
の
詩
歌｣

が
収
め
ら
れ
て
い
た
詩
集
で
あ
る
。
ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ル
は
、
一
月
号
で
は
、
そ
れ
を
「
思
想
の
公
正
さ
、
想
像
力
の
活
力

は
ミ
ル
ト
ン
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
に
次
ぐ
」 (W

oodfall 54) 

と
絶
賛
し
た
。
だ
が
、
二
月
号
で
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
女
性

0

0

が
姿
を

見
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
た
」
と
本
音
を
も
ら
す
。

わ
れ
わ
れ
は
女
性

0

0

が
姿
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
女
の
荘
重
な
作
品
の
非
凡
な
才
能
や
学
識
に
感
服
し
な
が
ら

も
、
も
っ
と
優
し
い
小
品
の
感
受
性
や
熱
情
に
心
が
動
か
さ
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
エ
イ
キ
ン
嬢
は
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
作
家
た
ち
と

同
じ
よ
う
に
、
愛
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
幾
分
か
わ
れ
わ
れ
を
失
望
さ
せ
た
。
女
性
た
ち
は
そ
の
喜
ば
し
き
熱
情
に
よ
っ
て
世
界
を
支
配

し
、
そ
れ
を
完
全
に
理
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
の
に
、
女
性
作
家
た
ち
の
著
作
で
描
か
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
も
し
エ
イ

キ
ン
嬢
の
よ
う
な
手
か
ら
女
性
の
心
の
中
の
こ
の
熱
情
の
特
性
を
授
け
ら
れ
た
の
な
ら
、
ど
ん
な
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
！

(W
oodfall 133)
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な
ぜ
な
ら
ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ル
に
と
っ
て
、
両
性
は
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
心
か
ら
わ
が
国
の
女
性
作
家
た
ち
の
優
秀
さ
に
敬
意
を
表
す
る
。
だ
が
、
そ
の
性
が
識
別
さ
れ
る
時
代
は
来
て
い
な
い
。
身

体
と
同
じ
よ
う
に
精
神
に
も
性
が
あ
る
。
卓
越
を
め
ぐ
る
競
争
は
こ
の
事
実
に
対
す
る
無
知
か
ら
生
じ
て
お
り
、
男
で
も
女
で
も
な
い
混

合
種
の
論
争
者
た
ち
に
よ
っ
て
双
方
の
側
で
統
御
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
女
性
は
男
性
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
種
類
に
お
い
て
完
璧
で
あ
る
。

女
性
が
男
性
よ
り
劣
る
の
は
、
女
性
の
持
ち
場
を
離
れ
、
女
性
の
領
域
の
外
で
傑
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
き
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
芸
術
や
哲
学
の
全
分
野
に
お
い
て
、
真
実
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
た
ま
に
性
の
誤
り

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
規
則
に
も
例
外
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
公
正
な
観
察
者
は
自
然
の
一
定
不
変
性
を
見
て
、
自

然
の
意
図
に
耳
を
傾
け
る
の
で
あ
る
。(W

oodfall 137) 

　

ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ル
は
本
質
的
な
性
差
論
者
と
し
て
女
性
の
詩
の
望
ま
し
い
テ
ー
マ
は
「
愛｣

で
あ
る
と
考
え
た
が
、
同
様
の
声
は
女
性

か
ら
も
挙
が
っ
た
。
ハ
ン
ナ
・
モ
ア
は
『
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
に
関
す
る
随
筆
』 （
一
七
七
七
） 

の
序
文
に
お
い
て
、
詩
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
区
分
を
唱
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
女
性
の
詩
は
「
緑
の
牧
場
や
心
地
よ
い
谷
間
」
た
る
牧
歌
や
田
園
歌
で
あ
る
に
対
し
、

「
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
険
し
い
坂
」
た
る
「
高
尚
な
叙
事
詩
、
辛
辣
な
諷
刺
詩
、
そ
し
て
悲
劇
の
ミ
ュ
ー
ズ
の
も
っ
と
大
胆
な
成
功
裡
の
飛

翔
は
、
男
性
の
大
胆
な
冒
険
家
た
ち
の
た
め
に
取
っ
て
お
か
れ
て
い
る
と
思
え
る
」
の
だ
。
前
者
が
「
美
し
く
、
柔
ら
か
く
、
そ
し
て
繊

細
」
な
ら
、
後
者
は
「
崇
高
、
剛
気
、
そ
し
て
男
ら
し
さ
」
の
特
徴
を
示
す
。
さ
ら
に
前
者
が
「
気
楽
さ
、
純
真
、
そ
し
て
清
浄
」
な

ら
、
後
者
は
「
壮
大
、
威
厳
、
そ
し
て
力
」
で
あ
る
。
モ
ア
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
違
い
は
優
劣
を
示
す
の
で
は
な
い
。
両
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
領
域
に
お
い
て
「
そ
の
本
来
の
、
は
っ
き
り
し
た
、
借
り
物
で
な
い
価
値
」 (M

ore, introduction, E
ssays 6–9) 

で
輝
く
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
や
テ
ー
マ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
区
分
は
現
実
の
状
況
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
特
に
女
性
の
出
版
物

数
が
爆
発
的
に
増
え
た
一
七
八
〇
年
代
以
降
の
ロ
マ
ン
主
義
時
代
、
名
を
馳
せ
た
女
性
た
ち
は
男
性
的
な
叙
事
詩
や
諷
刺
詩
も
書
い
た
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し
、
女
性
の
テ
ー
マ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
愛
、
教
育
、
家
庭
的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、
政
治
、
戦
争
、
経
済
、
植
民
地
問
題
、
人

種
問
題
、
反
奴
隷
制
な
ど
も
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
詩
の
他
に
戯
曲
、
小
説
、
教
育
書
、
政
治
的
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
的
論
文
、
回
顧
録
な

ど
も
執
筆
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
一
人
の
女
性
作
家
が
一
つ
の
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
く
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
し
、
男
性
作
家
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
奴
隷
制
な
ど
に
関
す
る
公
の
意
見
を
形
成
す
る
の
に
貢
献
し
た
女
性
た
ち
も
い
た
。21

そ
れ
故
、
一
七
八

五
年
に
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
タ
ワ
ー
ズ
（
一
七
三
七
│
九
九
）
は
匿
名
で
出
版
し
た
『
女
性
た
ち
に
つ
い
て
の
対
話
』
中
の
第
七
の
対
話
で
、

「
こ
の
国
で
は
、
前
の
時
代
に
、
非
常
に
天
分
に
富
ん
だ
文リ

テ

ラ

リ

・

レ

デ

ィ

筆
を
た
し
な
む
女
性
た
ち
が
い
た
。
し
か
し
、
現
在
の
よ
う
に
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
女

フ
ィ
ー
メ
ー
ル
・
オ
ー
サ
ー

性
作
家
た
ち
が
い
て
、
同
時
に
こ
れ
ほ
ど
議
論
の
余
地
の
な
い
業
績
を
挙
げ
た
時
代
は
か
つ
て
な
か
っ
た
」 

(Tow
ers 152) 

と
称
え
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
馴
染
み
の
名
前
に
加
え
て
、
新
た
に
詩
人
の
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
、
詩
人
・
小
説

家
・
翻
訳
家
の
ヘ
レ
ン
・
マ
ラ
イ
ア
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（
一
七
六
一
頃
│
一
八
二
七
）、
小
説
家
・
劇
作
家
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
バ
ー
ニ
ー
（
一

七
五
二
│
一
八
四
〇
）、
劇
作
家
・
詩
人
の
ハ
ン
ナ
・
カ
ウ
リ
ー
（
一
七
四
三
│
一
八
〇
九
）
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
一
七
九
五
年
に
な
る
と
、

マ
ラ
イ
ア
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
（
一
七
六
七
│
一
八
四
九
）
が
『
文
筆
を
た
し
な
む
女
性
た
ち
へ
の
手
紙
』
の
中
で
、「
文
筆
を
た
し
な
む
女

性
た
ち
の
最
近
の
数
は
数
年
前
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
。
彼
女
た
ち
は
社
会
の
中
で
一
つ
の
階
級
を
形
成
し
、
公
衆
の
目
を
満
足
さ
せ
、

あ
る
程
度
高
い
地
位
と
ふ
さ
わ
し
い
評
判
を
得
て
い
る
」 (E

dgew
orth, Letters 7) 

こ
と
を
誇
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
も
女
性
作
家
に
対
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
区
分
の
評
価
は
容
易
に
は
消
え
去
ら
な
か
っ
た
。
男
性
と
同
等
の
女
性
の
権

利
の
擁
護
を
唱
え
た
メ
ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
死
後
、
保
守
派
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ポ
ル
ウ
ェ
ル
（
一
七
六
〇
│
一
八
三
八
）
は

『
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
た
ち
』 （
一
七
九
八
） 

に
お
い
て
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を
頭
と
す
る
「
ア
マ
ゾ
ン
軍
団
」
の
女
性
作
家
た
ち

│
ア
ン
ナ
・
レ
テ
ィ
シ
ア
・
エ
イ
キ
ン
・
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド
、
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
詩
人
・
小
説
家
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ス
ミ
ス

（
一
七
四
九
│
一
八
〇
六
）、
ヘ
レ
ン
・
マ
ラ
イ
ア
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
詩
人
の
ア
ン
・
イ
ヤ
ー
ズ
リ
ー
（
一
七
五
二
│
一
八
〇
六
）、
メ
ア
リ
・

ヘ
イ
ズ

│
を
「
自
然
の
法
」
に
背
く
「
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
た
ち
」
で
あ
り
、
性
的
に
奔
放
な
女
性
た
ち
と
し
て
痛
烈
に
批
判
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
ハ
ン
ナ
・
モ
ア
派
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
カ
ー
タ
ー
、
ヘ
ス
タ
ー
・
マ
ル
ソ
・
シ
ャ
ポ



157　第六章　十八世紀のサッポーたち

ー
ン
、
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
、
ヘ
ス
タ
ー
・
リ
ン
チ
・
ス
レ
ー
ル
・
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
バ
ー
ニ
ー
、
小
説
家
・
詩
人
の
ア

ン
・
ラ
ド
ク
リ
フ
（
一
七
六
四
│
一
八
二
三
）
を
女
性
の
慎
ま
し
さ
を
失
っ
て
い
な
い
作
家
と
し
て
称
賛
し
た
。
女
性
作
家
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
道
徳
的
美
徳
の
言
説
で
是
認
さ
れ
る
側
と
否
認
さ
れ
る
側
に
腑
分
け
す
る
や
り
方
は
相
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ポ
ル
ウ
ェ
ル
の
『
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
た
ち
』
が
出
版
さ
れ
た
年
の
十
二
月
に
は
、『
マ
ン
ス
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
の
編
者
ラ
ル
フ
・

グ
リ
フ
ィ
ス
（
一
七
二
〇
頃
│
一
八
〇
三
）
が
、
新
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
七
巻
に
掲
載
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ム
ー
デ
ィ
（
一
八
一
四
没
）
の
『
詩

的
な
些
細
な
こ
と
』 （
一
七
九
八
） 

へ
の
書
評
に
お
い
て
、「
独
創
的
で
学
識
の
あ
る
ごレ

デ

ィ
婦
人
方
の
時
代
」
の
到
来
を
告
げ
た
。

わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
洗
練
さ
れ
た
今
の
時
代
は
、
独
創
的
で
学
識
の
あ
る
ごレ

デ

ィ
婦
人
方
の
時
代
と
命
名
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

彼
女
た
ち
は
文
芸
の
優
雅
な
方
の
部
門
で
非
常
に
優
れ
て
い
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
躊
躇
な
く
次
の
結
論
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
両
性
間
の
長
年
に
わ
た
っ
て
世
間
を
騒
が
し
た
論
争
は
つ
い
に
終
結
を
迎
え
た
の
で
あ
り
、
女
性
が
生
ま
れ
な
が
ら
の
能
力
に
お

い
て
男
性
に
劣
っ
て
い
る

0

0

の
か
い
な
い

0

0

0

の
か
、
あ
る
い
は
男
性
よ
り
も
精
神
的
な
業
績
に
秀
で
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
と
い
う
の
は
も

は
や
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。(G

riffiths 442)

　

一
瞥
す
る
と
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
男
女
に
知
的
な
能
力
差
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
称
え
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
女
性
が
優
秀

な
の
は
「
文
芸
の
優
雅
な
方
の
部
門
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
も
ま
た
文
芸
的
公
共
圏
内
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
区
分
を
前
提
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
上
記
の
引
用
の
あ
と
、
書
評
の
対
象
の
ム
ー
デ
ィ
を
「
わ
が
国
の
卓
越
し
た
女
性
詩
人
た
ち
の
リ
ス
ト
」
に
加
え
る

と
き
で
も
、
詩
集
の
タ
イ
ト
ル
を
『
些
細
な
こ
と
』
に
し
た
彼
女
の
「
慎
み
深
い
」 (G

riffiths 442) 

と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
こ
こ
で
、
前
に
引
用
し
た
リ
ッ
ト
ル
ト
ン
卿
の
よ
う
に
、 “Poetess ”

（「
女
性
詩
人
」）
の
語
を
用
い

て
、“Poet ”

（
男
性
詩
人
）
と
一
線
を
引
い
て
い
る
。

　

ム
ー
デ
ィ
は
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
詩
人
だ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
親
し
か
っ
た
夫
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ
イ
ク
・
ム

ー
デ
ィ
（
一
七
五
三
│
一
八
一
五
）
と
と
も
に
、『
マ
ン
ス
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
の
定
期
的
な
投
稿
者
だ
っ
た
。
そ
れ
故
グ
リ
フ
ィ
ス
の
褒
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め
言
葉
も
さ
も
あ
り
な
ん
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
彼
女
自
身
は
『
詩
的
な
些
細
な
こ
と
』
に
収
め
た
一
編
の
詩
の
中
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に

褒
め
ら
れ
る
よ
う
な
女
性
詩
人
像
を
嘲
笑
の
対
象
に
し
て
い
た
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
に
、「
サ
ッ
ポ
ー
は
彼
女

の
本
を
焼
き
、
料
理
法
を
磨
く
」
で
あ
る
。
本
章
を
締
め
る
に
あ
た
り
、
最
後
に
こ
の
嘲
笑
詩
を
見
て
み
た
い
。

　

詩
人
の
「
私
」
は
ま
ず
大
好
き
な
イ
タ
リ
ア
詩
人

│
グ
ア
リ
ー
ニ
、
ダ
ン
テ
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
、
ア
リ
オ
ス
ト
、
タ
ッ
ソ
ー
の
本
を
全

部
焼
き
払
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
「
料
理
法
の
女
神
」
に
次
の
よ
う
な
願
い
事
を
す
る
。

 
G

oddess of C
ulinary A

rt,

N
ow

 take possession of m
y heart!

Teach m
e m

ore w
inning arts to try,

To salt the ham
, to m

ix the pie;

To m
ake the paste both light and thin,

To sm
ooth it w

ith a rolling-pin;　

(M
oody, “Sappho B

urns her B
ooks and C

ultivates the C
ulinary A

rts,” lines 17–22) 22 

料
理
法
の
女
神
よ
／
さ
あ
、
私
の
心
を
捕
ら
え
て
く
だ
さ
い
！
／
私
に
も
っ
と
人
を
引
き
つ
け
る
術
ア
ー
トを

私
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。／
豚
の

も
も
肉
を
塩
漬
け
に
し
、
パ
イ
を
混
ぜ
、／
生
地
を
ふ
わ
ふ
わ
に
薄
く
し
て
、／
麺
棒
で
滑
ら
か
に
す
る
術
を
。

　

な
ぜ
な
ら
、
自
分
の
死
後
残
る
も
の
は
男
性
と
同
じ
領
域
の
芸ア

ー
ト術 （

詩
） 

で
は
な
く
、
女
性
本
来
の
領
域
の
芸ア

ー
ト術 （

料
理
法
） 

だ
け
で
あ

る
こ
と
を
見
と
お
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 
N

ow
 fancy soars to future tim

es,

W
hen all extinct are Sappho ’s rhym

es;

W
hen none but cooks applaud her nam

e,
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A
nd naught but recipes her fam

e.　

(“Sappho B
urns her B

ooks and C
ultivates the C

ulinary A
rts,” lines 37–40)

　

今
や
空
想
は
未
来
の
時
へ
と
飛
翔
す
る
。／
そ
の
と
き
、
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
は
す
べ
て
消
滅
し
、
／
料
理
人
以
外
誰
も
彼
女
の
名
前
を
褒

め
そ
や
さ
な
い
。／
そ
し
て
レ
シ
ピ
以
外
何
も
彼
女
の
名
声
で
は
な
い
。

　

ム
ー
デ
ィ
は
こ
こ
で
一
人
称
で
は
な
く
三
人
称
の
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
し
て
語
り
、
詩
の
代
わ
り
に
料
理
法
を
書
く
こ
と
に
よ
り
、
愚
か

に
も
名
前
も
名
声
も
失
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
自
分
自
身
の
未
来
を
描
く
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
十
八
世
紀
末
の
女
性
作
家
の
置
か
れ

た
文
学
的
状
況
を
皮
肉
り
な
が
ら
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
サ
ッ
ポ
ー
が
今
や
、
男
性
に
匹
敵
す
る
詩
的
能
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
有
名
な

詩
人
像
か
ら
、
女
性
固
有
の
文
芸
領
域
で
あ
る
料
理
本
作
家
に
変
容
さ
せ
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
こ
と
も
暗
示
し
て
い
る
。
十
八
世
紀
末
に

な
っ
て
、
ペ
ン
と
縫
い
針
で
象
徴
さ
れ
る
女
性
の
文
芸
的
公
共
圏
に
、
サ
ッ
ポ
ー
も
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
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v
v

第
七
章v

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
と
サ
ッ
ポ
ー
の
伝
統

ブ
リ
テ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー

率
直
さ
と
哀
れ
み
と
審
美
眼
を
持
っ
て
ブ
リ
テ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
を
称
え
て
く
だ
さ
い
。「
彼
女
の
結
ば
れ
て
い
な
い
髪
の
毛
は
風
に
揺
れ
」、

ア
ポ
ロ
ー
ン
神
殿
に
奉
納
の
竪
琴
を
掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
パ
オ
ー
ン
の
よ
う
な
者
が
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。
彼
が
亡

く
な
っ
た
あ
と
、
サ
ッ
ポ
ー
は
彼
の
未
亡
人
に
年
百
ポ
ン
ド
差
し
出
す
と
と
も
に
、
娘
の
扶
養
も
十
分
し
ま
し
た
。

(Jane W
est to B

ishop Percy, qtd. in A
shm

un 276–77)

　

こ
の
よ
う
に
作
家
ジ
ェ
ー
ン
・
ウ
エ
ス
ト
（
一
七
五
八
│
一
八
五
二
）
は
、『
古
英
詩
拾
遺
』 （
一
七
六
五
） 

の
編
纂
者
で
ド
ロ
モ
ア
の
主
教

ト
マ
ス
・
パ
ー
シ
ー
（
一
七
二
九
│
一
八
一
一
）
に
宛
て
た
一
八
一
一
年
八
月
二
二
日
付
け
の
手
紙
の
中
で
、
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
を

「
ブ
リ
テ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と
呼
ん
だ
。

　

一
七
四
二
年
、
ダ
ー
ビ
ー
シ
ア
州
の
イ
ー
ム
で
ト
マ
ス
・
シ
ー
ワ
ー
ド
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
は
、
一
七
五

〇
年
に
父
親
が
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
シ
ア
州
の
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
聖
堂
参
事
会
員
に
な
っ
て
以
来
、
一
八
〇
九
年
に
亡
く
な
る
ま
で
の
ほ

と
ん
ど
の
生
涯
を
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
送
っ
た
。
シ
ー
ワ
ー
ド
家
の
友
人
で
医
師
の
エ
ラ
ズ
マ
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
鼓
舞
さ
れ
て
、
彼

女
は
幼
い
頃
か
ら
詩
を
書
き
始
め
、
や
が
て
当
代
で
最
も
高
名
な
女
性
詩
人
の
一
人
に
な
る
。
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
多
く
の
女
性
詩
人
た

ち
が
小
説
も
書
い
た
に
対
し
、
終
始
詩
人
と
し
て
通
し
た
シ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
け
ら
れ
た
異
名
は
多
い
。
最
も
有
名
な
異
名
は
「
リ
ッ
チ
フ
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ィ
ー
ル
ド
の
白
鳥
」
で
、
明
ら
か
に
「
エ
イ
ボ
ン
の
白
鳥
」
た
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
だ
。
そ
の
他
、
存
命
中
に
は
、

「
ブ
リ
テ
ン
の
詩
人
女
王
」
と
か
「
哀エ

レ
ジ
ー歌

の
ミ
ュ
ー
ズ
」
と
し
て
も
賞
賛
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
異
名
よ
り
も
も
っ
と
注
目
す
べ
き

は
、
ウ
エ
ス
ト
が
シ
ー
ワ
ー
ド
の
死
後
彼
女
の
詩
的
才
能
を
賞
賛
す
る
た
め
に
授
け
た
「
ブ
リ
テ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と
い
う
称
号
で
あ

る
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
最
初
の
抒
情
詩
人
と
し
て
有
名
な
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
は
、
西
洋
の
長
い
歴
史
の
間
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
各
国
で
幾

度
と
な
く
女
性
詩
人
た
ち
に
授
け
ら
れ
て
き
た
。1

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
マ
ン
主
義
時
代
で
は
、「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た

女
性
詩
人
は
、
シ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
く
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
最
初
の
詩
集
を
出
版
し
て
以
来
雑
誌
や
新
聞

で
そ
の
称
号
で
賞
賛
さ
れ
続
け
た
。
一
八
〇
一
年
に
死
後
出
版
さ
れ
た
『
故
ロ
ビ
ン
ソ
ン
夫
人
の
回
顧
録
お
よ
び
遺
稿
集
』
や
一
八
〇
六

年
に
出
版
さ
れ
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
三
巻
か
ら
な
る
詩
集
に
も
、
彼
女
を
サ
ッ
ポ
ー
と
呼
ぶ
賛
辞
の
詩
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。2

一
方
、

シ
ー
ワ
ー
ド
が
サ
ッ
ポ
ー
と
呼
ば
れ
た
の
は
ウ
エ
ス
ト
の
私
信
の
中
で
だ
け
で
あ
っ
て
、
公
の
場
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ウ
エ
ス
ト
か
ら
の
上
述
の
引
用
は
次
の
二
つ
の
点
で
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
第
一
に
、
ウ
エ
ス
ト
は
、
古
代
ロ
ー
マ
詩
人
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
が
『
女
主
人
公
た
ち
』 

中
の
第
十
五
番
目
の
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て

た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
で
描
い
た
よ
う
な
サ
ッ
ポ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ー
ワ
ー
ド
を
異
性
愛
者
と
し
て
描
い

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
は
、
年
下
の
美
青
年
の
渡
し
守
パ
オ
ー
ン
に
失
恋
し
た
た
め
、
レ
フ
カ
ス
の
岩
上

か
ら
海
へ
と
身
を
投
げ
て
自
殺
し
よ
う
と
す
る
直
前
に
、
彼
へ
の
愛
を
切
々
と
う
た
う
。
こ
の
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
の
話
は
、
ア
レ
グ

ザ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
た
詩
（
一
七
一
二
）
を
通
し
て
、
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
か
な
り
普
及
し
て
い
た
。
第
二
の
、

も
っ
と
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
ポ
ー
プ
が
サ
ッ
ポ
ー
を
同
性
愛
者
か
ら
の
転
向
者
と
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
サ
ッ
ポ
ー
は
パ
オ
ー
ン
と
い
う
一
人
の
男
に
夢
中
に
な
る
前
に
、
多
く
の
女
性
た
ち
を
愛
し
て
い
た
。
し
か
し
、
パ
オ
ー
ン
に
恋

に
落
ち
た
今
、
女
性
た
ち
に
か
つ
て
感
じ
た
熱
情
を
「
私
の
罪
深
き

0

0

0

愛
」 (“Sappho to Phaon,” line 18) （
傍
点
引
用
者
） 

と
し
て
退
け
る
。

彼
ら
は
こ
の
よ
う
に
サ
ッ
ポ
ー
の
同
性
愛
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
同
時
に
そ
れ
を
後
悔
す
べ
き
過
去
の
出
来
事
と
し
て
片
づ
け
て
し
ま
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う
。
と
な
れ
ば
、
ウ
エ
ス
ト
も
同
じ
よ
う
に
シ
ー
ワ
ー
ド
の
同
性
愛
的
傾
向
を
退
け
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。 

　

上
述
の
手
紙
の
中
で
「
パ
オ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
男
性
は
、
お
そ
ら
く
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
聖
堂
の
聖
歌
助
手
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
サ

ヴ
ィ
ル
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
パ
ー
シ
ー
主
教
の
意
見
で
は
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
サ
ヴ
ィ
ル
に
「
不
適
切
な
愛
着
」 (B

ishop Percy to Jane 

W
est, qtd. in A

shm
un 185, 275) 

を
持
っ
て
い
た
。
二
〇
世
紀
初
期
の
伝
記
作
家
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
シ
ュ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
独
身
の

シ
ー
ワ
ー
ド
と
既
婚
者
で
あ
る
が
別
居
し
て
い
た
サ
ヴ
ィ
ル
の
関
係
は
一
七
七
〇
年
代
初
期
か
ら
彼
が
亡
く
な
っ
た
一
八
〇
三
年
ま
で
続

き
、
近
隣
に
う
わ
さ
が
立
っ
て
い
た(A

shm
un 179–87)

。
そ
し
て
サ
ヴ
ィ
ル
の
死
後
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
彼
の
借
金
を
清
算
し
、「
彼
の

娘
と
孫
娘
の
安
楽
な
生
活
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
手
配
し
た
」 (A

shm
un 239–40) 

と
い
う
。

　

ア
シ
ュ
マ
ン
は
ま
た
二
〇
代
は
じ
め
の
シ
ー
ワ
ー
ド
に
Ｔ
氏
や
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヴ
ァ
イ
ス
騎
兵
隊
騎
手
な
ど
の
求
婚
者
た
ち
が
い
た
こ

と
も
指
摘
し
た(A

shm
un 179–87, 25–29)

。
生
涯
独
身
で
、
父
親
の
家
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
女
性
に
、
言
い
寄
る
男
性
や
結
婚
を
申
し

込
む
男
性
が
一
人
や
二
人
い
た
と
し
て
も
何
の
不
思
議
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
詩
や
手
紙
を
見
て
み
る
と
、
彼
女
が

人
生
の
中
で
最
も
愛
し
た
人
は
実
の
と
こ
ろ
、
サ
ヴ
ィ
ル
で
は
な
く
、
ま
た
他
の
ど
の
男
性
で
も
な
く
、
養
妹
の
ホ
ノ
ー
ラ
・
ス
ニ
ー
ド 

だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
ホ
ノ
ー
ラ
が
シ
ー
ワ
ー
ド
家
の
養
女
に
な
っ
た
の
は
一
七
五
五
年
、
五
歳
の
と
き
だ
っ
た
。
ア
ン
ナ
の
実

の
妹
の
セ
イ
ラ
が
一
七
六
三
年
に
亡
く
な
る
と
、
九
歳
違
い
の
ア
ン
ナ
と
ホ
ノ
ー
ラ
は
非
常
に
強
い
愛
情
の
き
ず
な
で
結
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
。
し
か
し
、
ホ
ノ
ー
ラ
は
自
分
の
父
親
の
家
に
戻
っ
て
か
ら
二
年
後
の
一
七
七
三
年
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
発
明
家
・
教
育
家
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ラ
ヴ
ェ
ル
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
（
一
七
四
四
│
一
八
一
七
）
と
結
婚
し
た
。
彼
は
五
ヶ
月
前
に
最
初
の
妻
を
亡
く
し
た
ば
か
り
で
、

そ
の
妻
と
の
間
に
で
き
た
子
ど
も
の
一
人
が
小
説
家
の
マ
ラ
イ
ア
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
（
一
七
六
七
│
一
八
四
九
）
で
あ
る
。3

ホ
ノ
ー
ラ
は
結

婚
し
て
わ
ず
か
七
年
後
の
一
七
八
〇
年
に
、
肺
病
で
突
然
こ
の
世
を
去
っ
た
。
シ
ー
ワ
ー
ド
は
数
多
く
の
詩
で
ホ
ノ
ー
ラ
に
対
す
る
情
熱

的
な
愛
情
や
彼
女
を
失
っ
た
深
い
悲
し
み
を
う
た
っ
て
い
る
。
ホ
ノ
ー
ラ
の
死
後
三
〇
年
た
ち
、
自
分
自
身
の
死
期
が
近
い
と
き
に
な
っ

て
も
な
お
、「
ホ
ノ
ー
ラ
よ
、
も
う
二
度
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
ね
！
／
私
の
魂
を
励
ま
し
て
く
れ
た
あ
な
た
の
感
情
豊
か
な
瞳
を
」 

(“To R
em

em
brance,” lines 66–67) 

と
嘆
き
悲
し
ん
で
い
た
。
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シ
ー
ワ
ー
ド
が
現
代
的
な
意
味
で
の
レ
ス
ビ
ア
ン
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
ホ
ノ
ー
ラ
の
死
を
嘆
い
て
い
る
間
、
彼
女
は
少

な
く
と
も
四
人
の
他
の
女
性
た
ち

│
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
、
モ
ン
ペ
ッ
ソ
ン
夫
人
、
ペ
ネ
ロ
ッ
ペ
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
、
フ
ァ

ー
ン
嬢

│
と
親
密
な
愛
情
関
係
に
あ
り
、
彼
女
た
ち
に
つ
い
て
の
詩
も
書
い
た
。「
ク
ラ
リ
ッ
サ
」
と
呼
ん
だ
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
一
八
〇
四
年
に
次
の
よ
う
な
意
味
深
長
な
言
葉
を
残
し
て
も
い
る
。「
そ
れ
が
発
覚
し
た
ら
、
あ
た
か
も
私
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
性
で
あ
り
、
私
た
ち
の
交
際
が
罪
深
い
か
の
よ
う
に
、
二
人
と
も
ひ
ど
く
苦
し
め
ら
れ
、
み
じ
め
に
な
る
に
ち
が
い
あ

り
ま
せ
ん
」 (Pearson 275)

。
シ
ー
ワ
ー
ド
は
ま
た
い
わ
ゆ
る
「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
」

│
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ス
ラ
ン
ゴ
ス

レ
ン
で
五
〇
年
以
上
も
一
緒
に
暮
ら
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
貴
族
出
身
の
二
人
の
女
性
、
エ
レ
ナ
ー
・
バ
ト
ラ
ー
と
セ
ア
ラ
・
ポ
ン
ソ
ン

ビ
ィ

│
と
も
親
し
く
、
彼
女
た
ち
を
称
え
る
詩
を
い
く
つ
か
書
い
た
。
彼
女
た
ち
の
家
プ
ラ
ー
ス
・
ネ
ウ
ィ
ズ
を
は
じ
め
て
訪
ね
た
次

の
年
に
発
表
し
た
「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
渓
谷
」 （
一
七
九
六
）
は
、
最
も
長
く
、
最
も
有
名
な
詩
で
あ
る
。4

　

女
性
へ
の
愛
を
う
た
っ
た
シ
ー
ワ
ー
ド
の
詩
は
同
時
代
の
人
々
に
よ
っ
て
発
禁
処
分
に
付
さ
れ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
不
道
徳
だ
と
批

判
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
女
性
へ
の
愛
が
熱
烈
に
表
現
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
い
つ
も
友
情
と
見
な
さ
れ
て
い
た
か
ら

だ
。
こ
の
よ
う
な
愛
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
メ
ー
ヴ
ァ
ー
が
一
九
七
一
年
出
版
の
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
伝
記
で
使
用
し
て
以

来
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
と
い
う
十
八
世
紀
に
流
行
っ
た
用
語
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
メ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の

貴
婦
人
た
ち
の
関
係
は
「
私
た
ち
が
現
代
の
用
語
で
結
婚
と
見
な
す
よ
う
な
も
の
」 (M

avor, Ladies xvii) 

だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
同
時
代

の
多
く
の
人
々
は
そ
れ
を
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
と
し
て
賞
賛
し
た
と
論
じ
た
。
フ
ェ
ダ
マ
ン
は
『
男
性
の
愛
を
超
え
て
』 （
一
九
八
一
）

で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
と
い
う
用
語
を
二
〇
世
紀
以
前
の
中
・
上
流
階
級
の
女
性
同
士
の
熱
烈
な
親
密
関
係
を
表
す
の
に
適
用
し
、

二
〇
世
紀
以
前
に
は
女
性
間
の
愛
は
性
的
に
無
垢
な
関
係
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
、
異
性
愛
社
会
の
中
の
女
性
の
美
徳
の
枠
内

で
広
く
許
容
さ
れ
、
尊
敬
す
ら
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
主
張
し
た
。「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
に
反
対
し
て
や
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と

は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
よ
う
だ
」
と
フ
ェ
ダ
マ
ン
は
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
関
係
の
女
性
た
ち
は
、
キ
ス
、
愛

撫
、
抱
き
締
め
な
ど
を
含
め
、
肉
欲
に
ふ
け
る
こ
と
で
す
ら
、
生
殖
に
関
係
あ
る
と
は
と
て
も
あ
り
そ
う
に
な
か
っ
た
の
で
、
性
に
対
し
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最
も
保
守
的
な
時
代
で
も
、
お
互
い
の
肉
体
を
愛
で
る
言
葉
を
は
っ
き
り
口
に
出
す
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
」
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
関
係
が
「
邪
悪
も
し
く
は
病
気
」
と
か
「
レ
ス
ビ
ア
ン
」
と
し
て
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
フ
ロ
イ
ト
以
後
の
時
代
だ

か
ら
だ(Faderm

an, Surpassing 77, 80, 411–42)

。

　

フ
ェ
ダ
マ
ン
の
画
期
的
な
研
究
書
の
お
か
げ
で
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
ホ
ノ
ー
ラ
に
つ
い
て
の
詩
や
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
に
つ

い
て
の
詩
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ク
ー
ト
編
集
の
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
同
性
愛
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
同
性
愛
詩
の
ペ
ン
ギ
ン
ブ
ッ

ク
』 （
一
九
八
三
）、
リ
リ
ア
ン
・
フ
ェ
ダ
マ
ン
編
集
の
十
七
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
女
性
同
性
愛
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
ク
ロ
ー
イ
・
プ

ラ
ス
・
オ
リ
ヴ
ィ
ア
』（
一
九
九
四
）、
エ
マ
・
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
編
集
の
『
女
性
間
の
詩
』 （
一
九
九
七
）、
テ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
編
集
の

『
女レ

ス
ビ
ア
ニ
ズ
ム

性
同
性
愛
文
学
』 （
二
〇
〇
三
）
な
ど
に
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。5

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
文
学
批
評
家

た
ち
は
依
然
と
し
て
「
エ
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
と
エ
ミ
ラ
」
や
『
ル
イ
ー
ザ
』 （
一
七
八
四
）
の
よ
う
な
異
性
愛
詩
を
女
性
詩
人
の
男
性
と
の
恋
愛

の
反
映
と
し
て
解
釈
す
る
傾
向
に
あ
る
。6

ま
た
、
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
女
性
詩
人
の
発
掘
作
業
の
一
環
と
し
て
一
九
九
〇
年
代
中
頃
か
ら

新
し
い
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
陸
続
と
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
編
者
た
ち
は
シ
ー
ワ
ー
ド
が
女
性
同
性
愛
詩
人
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
全
く

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
考
え
て
い
な
い
。
彼
ら
は
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
掲
載
の
詩
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
女
性
へ
の
愛
を
う
た
っ
て
い
る

詩
よ
り
も
自
然
描
写
な
ど
の
詩
を
多
く
選
び
、
伝
記
や
脚
注
や
注
解
で
は
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
人
生
に
お
け
る
同
性
愛
の
話
を
削
除
す
る

か
、
ホ
ノ
ー
ラ
と
の
関
係
を
単
な
る
友
情
と
し
て
提
示
し
、
ホ
ノ
ー
ラ
に
つ
い
て
の
詩
も
そ
の
よ
う
な
友
情
の
詩
と
し
て
紹
介
し
て
い

る
。7

最
も
奇
妙
な
の
は
、
ポ
ー
ラ
・
Ｒ
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
編
集
の
『
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
女
性
詩
人
選
集
』 （
一
九
九
七
）
で
あ

る
。
ど
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
よ
り
も
ホ
ノ
ー
ラ
に
つ
い
て
の
詩
を
多
く
収
録
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頭
注
欄
で
は
二
〇
世
紀
初
頭
の

伝
記
作
家
ア
シ
ュ
マ
ン
の
記
述
に
従
い
、
異
性
愛
者
と
し
て
の
シ
ー
ワ
ー
ド
を
印
象
づ
け
て
い
る
の
だ
。8

結
局
、
ロ
マ
ン
主
義
時
代
に
関

す
る
最
近
の
出
版
物
で
、
シ
ー
ワ
ー
ド
を
「
女サ

フ

ィ

ズ

ム

性
同
性
愛
」
の
項
で
扱
っ
て
い
る
の
は
、
イ
ア
ン
・
マ
ッ
カ
ル
マ
ン
編
集
の
『
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
版
ロ
マ
ン
主
義
時
代
必
携
』 （
一
九
九
九
）
だ
け
と
い
う
現
状
で
あ
る(C

lara T
uite, “Sapphism

,” M
cC

alm
an 688–89)

。
シ

ー
ワ
ー
ド
の
多
く
の
詩
に
は
ホ
ノ
ー
ラ
へ
の
愛
が
非
常
に
明
ら
か
な
の
に
、
ど
う
し
て
多
く
の
文
学
批
評
家
た
ち
は
そ
の
同
性
愛
的
な
意
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味
を
否
定
し
た
り
見
逃
し
た
り
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
女
性
同
性
愛
の
詩
に
対
す
る
偏
見
で
な
い
と
し
た
ら
、
フ
ェ
ダ
マ
ン
が
現
代
の

性
的
な
女
性
同
性
愛
と
そ
れ
以
前
の
時
代
の
性
的
で
な
い
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
を
区
別
し
た
た
め
、
皮
肉
に
も
後
者
の
関
係
が
普
通

の
友
情
関
係
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
間
に
、
女
性
同
性
愛
史
研
究
は
ま
す
ま
す
進
展
し
て
い
る
。
同
性
と
の
性
的
な
関
係
を
克
明
に
記
録
し
た
十
九
世
紀
は
じ
め
の
ア

ン
・
リ
ス
タ
ー
の
日
記
が
一
九
八
一
年
に
ヘ
レ
ナ
・
ホ
イ
ッ
ト
ブ
レ
ッ
ド
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
、
一
九
八
八
年
と
一
九
九
二
年
に
出
版
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
フ
ェ
ダ
マ
ン
の
理
論
は
他
の
歴
史
家
た
ち
に
よ
っ
て
異
論
を
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
特
に
、
エ
マ
・
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
は
『
女
性
間
の
情
念
』 （
一
九
九
三
）
に
お
い
て
、
王
政
復
古
時
代
か
ら
十
九
世
紀
は
じ
め
ま
で
の

多
種
多
様
な
女
性
同
性
愛
文
化
や
女
性
同
性
愛
者
（
お
よ
び
両
性
愛
者
）

│
性
的
で
な
い
女
性
間
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
か
ら
明

ら
か
に
性
的
な
関
係
ま
で

│
を
明
ら
か
に
し
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
は
支
配
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
な
く
、
ほ
ん
の
一
部
に
す

ぎ
な
い
」 (D

onoghue, Passions 268) 
と
断
言
し
て
い
る
。
ア
リ
ソ
ン
・
オ
ー
ラ
ム
と
ア
ン
マ
リ
・
タ
ー
ン
ブ
ル
も
、 『
女レ

ス

ビ

ア

ン

性
同
性
愛
史

原
典
資
料
集
』 （
二
〇
〇
一
） 

の
序
文
に
お
い
て
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
を
女レ

ス
ビ
ア
ニ
ズ
ム

性
同
性
愛
の
原
型
の
一
つ
と
見
な
し
た(O

ram
 and 

T
urnbull 50)

。
ま
た
、
テ
ィ
ム
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
は
『
イ
ギ
リ
ス
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

│
一
七
〇
〇
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
ま
で
』 

（
一
九
九
七
）
で
、「
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
は
た
だ
単
に
肉
体
的
な
愛
の
公
の
顔
だ
っ
た
」 (H

itchcock 87) 

と
述
べ
て
い
る
。
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
よ
う
に
、
同
一
カ
ッ
プ
ル
が
あ
る
時
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
理
想
と
し
て

見
な
さ
れ
、
あ
る
時
は
「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
で
な
い
」 (Lister, I K

now
 210) 

関
係
だ
と
疑
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
フ
ェ
ダ

マ
ン
は
ホ
ノ
ー
ラ
に
つ
い
て
の
シ
ー
ワ
ー
ド
の
詩
を
性
的
で
な
い
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
紛
れ
も
な
い
証
拠
で
あ
る
か
の
よ
う
に
読

ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
が
言
う
よ
う
に
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
支
配
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
説
明

│
す
な
わ
ち
、
性
的
で
な
く
、
道
徳
的
に
気
高
く
、
男
性
の
権
力
に
と
っ
て
脅
威
で
な
い
こ
と

│
と
、
女
性
間
の
そ
の
よ
う
な
繋
が

り
の
現
実
と
の
間
」 (D

onoghue, Passions 109) 

を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
は
ま
た
、
女
性
間
の
愛
の
詩
の
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
序
文
の
中
で
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
と
は
「
特
定
の
、
性
的
で
な
い
種
類
の
愛
で
は
な
く
て
、
愛
を
表
現
す
る
た
め
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の
文
学
的
な
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
」 (D

onoghue, Poem
s xxvi) 

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
詩
の
中
で
ど
の
よ
う
に
ホ
ノ
ー
ラ
へ
の
愛
を
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
そ
れ
を
詳
し
く
検

証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
が
文
字
通
り
「
ブ
リ
テ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
」

│
最
初
の
女
性
同
性
愛
詩
と
し
て
有
名
な
サ
ッ
ポ
ー
の
断
篇

詩
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
女
性
詩
人

│
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

喪
失
し
た
愛
の
詩

　

メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
違
っ
て
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
サ
ッ
ポ
ー
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
た
も
の
を
残
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
お
そ
ら
く

サ
ッ
ポ
ー
の
断
篇
詩
や
名
声
や
ポ
ー
プ
の
詩
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
に
つ
い
て
は
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
と
い

う
の
は
、
彼
女
は
早
熟
に
も
三
歳
の
と
き
に
、
父
親
か
ら
「
ミ
ル
ト
ン
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
そ
し
て
そ
の
あ
と
の
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
た

ち
、
特
に
ア
ン
女
王
時
代
の
作
家
た
ち
」 (A

shm
un 8) 

を
教
わ
っ
た
か
ら
だ
。
彼
女
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
ほ
ど
教
養
の
あ
る
女
性

に
な
っ
た
の
は
読
書
に
よ
っ
て
だ
っ
た
。
彼
女
が
飼
っ
て
い
た
雌
犬
の
名
前
が
「
サ
ッ
ポ
ー
」 (A

shm
un 180) 

で
あ
る
の
も
決
し
て
偶

然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
ま
た
、
あ
る
詩
の
中
で
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
ホ
ノ
ー
ラ
に
「
私
の
レ
ス
ビ
ア
」 (“Sonnet IX

,” line 1) 

と
呼

び
か
け
て
い
る
。「
レ
ス
ビ
ア
」
は
レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
を
想
起
さ
せ
る
名
で
あ
る
。
古
代
ロ
ー
マ
の
抒
情
詩
人
カ
ト
ゥ
ル
ス
は
「
レ

ス
ビ
ア
」
と
い
う
名
前
の
愛
人
に
宛
て
た
多
く
の
猥
雑
な
詩
を
書
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
編
の
「
51
番
」( “Ille m

i par esse deo 

videtur”) 

は
、
サ
ッ
ポ
ー
の
「
断
篇
31
」
の
リ
ラ
イ
ト
で
、
語
り
手
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
女
性
か
ら
男
性
に
変
え
て
い
る
。9

カ
ト
ゥ
ル
ス
と

同
じ
よ
う
に
、
後
世
の
作
家
た
ち
も
し
ば
し
ば
「
レ
ス
ビ
ア
」
を
異
性
愛
者
サ
ッ
ポ
ー
と
結
び
つ
け
た
。
た
と
え
ば
、
匿
名
作
家
の
詩

『
レ
ス
ビ
ア

│
一
つ
の
物
語
』 （
一
七
五
六
）
で
は
、
サ
ッ
ポ
ー
は
十
五
歳
の
魅
惑
的
な
レ
ス
ビ
ア
と
し
て
登
場
し
、
男
性
に
容
易
に
誘

惑
さ
れ
て
、
そ
れ
を
知
っ
た
父
親
に
「
売
女
！
」
と
叫
ば
れ
、
母
親
に
「
も
う
だ
め
だ
わ
！
」 ( Lesbia 12) 

と
嘆
か
れ
た
。『
サ
ッ
ポ
ー

と
パ
オ
ー
ン
』 （
一
七
九
六
）
に
お
い
て
サ
ッ
ポ
ー
を
完
全
に
異
性
愛
者
化
し
た
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
も
「
レ
ス
ビ
ア
と
彼
女
の
恋
人
」
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と
い
う
詩
を
書
い
た
。
そ
れ
は
男
性
の
恋
人
の
死
を
嘆
く
サ
ッ
ポ
ー
の
物
語
で
あ
る
。
シ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
ら
の
作
家
た
ち
と
全
く
違
っ

て
い
た
。
詩
人
／
語
り
手
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
女
性
で
あ
る
の
を
隠
そ
う
と
決
し
て
し
な
い
で
、「
レ
ス
ビ
ア
」
に
向
か
っ
て
、「
あ
な
た
の

役
割
は
／
人
生
の
主
た
る
天
恵 

の
中
で
大
き
い
の
だ
か
ら
」 (“Sonnet IX
,” lines 6–7)

、
ず
っ
と
自
分
と
一
緒
に
い
て
く
れ
る
よ
う
強

く
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
（
と
ポ
ー
プ
）
の
サ
ッ
ポ
ー
が
愛
す
る
女
性
た
ち
を
「
私
の
詩
の
テ
ー
マ
、
そ
し
て
私
の
情
熱
の
対
象
」 (Pope, 

“Sappho to Phaon,” line 233) 

と
見
な
し
た
よ
う
に
、
ホ
ノ
ー
ラ
は
シ
ー
ワ
ー
ド
の
ミ
ュ
ー
ズ
で
あ
り
、
詩
の
主
題
だ
っ
た
。
し
か
し
、

彼
ら
の
サ
ッ
ポ
ー
と
違
っ
て
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
一
人
の
男
性
の
た
め
に
詩
を
書
く
の
を
や
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
し
、
ホ
ノ
ー
ラ
を
愛

す
る
の
を
や
め
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
彼
女
が
ホ
ノ
ー
ラ
に
つ
い
て
の
詩
を
書
い
た
の
は
驚
く
ほ
ど
長
い
期
間
で
、
一
七
六
〇
年
代
後
期

か
ら
一
八
〇
九
年
に
亡
く
な
る
直
前
ま
で
に
及
ぶ
。
大
多
数
の
詩
は
巧
妙
に
サ
ッ
ポ
ー
の
「
断
篇
31
」
に
固
有
の
三
角
関
係
を
描
く
が
、

サ
ッ
ポ
ー
の
詩
に
見
ら
れ
る
愛
欲
的
で
熱
烈
な
傾
向
、
す
な
わ
ち
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ア
デ
ィ
ソ
ン
が
読
者
に
と
っ
て
読
む
に
は
あ
ま
り
に
も

「
危
険
」
す
ぎ
る
と
見
な
し
た
「
魅
惑
的
な
愛
情
と
恍
惚
」 (Joseph A

ddison 2: 366) 

の
よ
う
な
表
現
は
、シ
ー
ワ
ー
ド
の
詩
に
は
な
い
。

し
か
し
、
も
し
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
が
、
古
典
学
者
ペ
イ
ジ
・
デ
ュ
ボ
イ
ス
が
言
う
よ
う
に
、「
つ
か
ま
え
ど
こ
ろ
の
な
い
、
錯
覚
を
起
こ
さ

せ
る
断
片
的
な
言
葉
の
ネ
ッ
ト
の
中
で
不
在
の
人
、
欲
望
を
覚
え
る
相
手
を
創
り
出
す
た
め
に
書
く
」 (D

uB
ois 52) 

と
い
う
欲
望
で
動

機
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
詩
も
同
じ
よ
う
に
不
在
の
愛
す
る
人
、
失
わ
れ
た
時
間
、
失
わ
れ
た
喜
び
へ
の
熱

烈
な
切
望
や
思
慕
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

ホ
ノ
ー
ラ
が
結
婚
す
る
随
分
前
か
ら
、
喪
失
の
感
覚
は
シ
ー
ワ
ー
ド
の
詩
に
充
満
し
て
い
た
。
最
も
初
期
の
詩
の
一
つ
「
ホ
ノ
ー
ラ
、

哀
歌
」
は
、
ホ
ノ
ー
ラ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
の
シ
ュ
ロ
ッ
プ
シ
ア
に
一
ヶ
月
間
滞
在
す
る
た
め
に
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
離
れ
た
一
七

六
九
年
五
月
に
書
か
れ
た
。
同
詩
は
詩
人
の
大
げ
さ
な
嘆
き
の
声
で
始
ま
る
。「
ホ
ノ
ー
ラ
が
逃
げ
た
。
私
は
彼
女
の
大
好
き
な
景
色
を

探
し
て
い
る
、／
あ
わ
た
だ
し
い
足
取
り
で
。
彼
女
に
そ
こ
で
会
え
る
か
ら
。」
そ
れ
か
ら
ホ
ノ
ー
ラ
の
「
愛
し
い
変
わ
ら
ぬ
形イ

メ
ー
ジ象

」
を
捉

え
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
「
ア
ン
ナ
の
愛
の
よ
う
に
鮮
や
か
で
、
完
璧
な
」 (“H

onora, A
n E

legy,” lines 1–2, 18, 32) 

形イ
メ
ー
ジ象

で
あ
る
。
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「
ホ
ノ
ー
ラ
・
ス
ニ
ー
ド
嬢
へ
の
書
簡
、 

一
七
七
二
年
五
月
」
は
、 

ホ
ノ
ー
ラ
が
実
父
の
家
に
戻
っ
た
一
七
七
一
年
の
あ
と
に
書
か
れ
た
詩

で
あ
る
。
詩
人
は
こ
の
「
緑
の
人
里
離
れ
た
場
所
」
に
一
人
座
り
、「
私
の
魂
の
妹
」
の
喪
失
を
嘆
く
。「
あ
な
た
の
笑
み
は
も
う
二
度
と

私
の
滅
入
っ
た
心
を
元
気
づ
け
な
い
。／
あ
な
た
の
言
葉
も
私
の
耳
に
も
う
響
い
て
こ
な
い
。」
そ
れ
故
、
彼
女
は
「
そ
こ
に
佇
む
。
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
／
あ
の
不
在
の
乙
女
そ
っ
く
り
に
装
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
場
所
に
。／
そ
こ
で
は
木
陰
や
芝
生
が
彼
女
の
特
徴
や
形イ

メ
ー
ジ象

を
伝
え
る
。／
あ
あ
こ
ん
な
に
も
遠
く
に
あ
り
、
こ
ん
な
に
も
近
く
に
も
あ
る
も
の
を
！
」 (“E

pistle to M
iss H

onora Sneyd, M
ay 

1772,” lines 15, 35, 11–12, 49–52)

。

　

ホ
ノ
ー
ラ
の
結
婚
前
後
の
時
期
に
は
、
も
っ
と
深
い
喪
失
感
と
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
悲
し
み
が
表
現
さ
れ
る
。「
過
ぎ
去
っ
た
時
間
、

一
七
七
三
年
一
月
作
」
は
同
年
七
月
の
結
婚
を
予
期
し
て
作
ら
れ
、『
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
渓
谷
お
よ
び
そ
の
他
の
詩
』 （
一
七
九
六
）
の
中

に
収
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
。10

こ
の
詩
の
中
で
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
「
戻
れ
、
幸
い
な
る
時
よ
！
」 (“T

im
e Past. W

ritten Jan. 1773,” 

line 1) 

と
叫
ぶ
。
し
か
し
、
彼
女
は
知
っ
て
い
る
。
暖
炉
の
そ
ば
で
「
私
の
愛
す
る
ホ
ノ
ー
ラ
」
と
一
緒
に
過
ご
し
た
、
あ
の
陰
鬱
な
冬

の
夕
べ
を
二
度
と
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
。

A
ffection, ̶

Friendship, ̶
Sym

pathy, ̶
your throne

Is w
inter ’s glow

ing hearth; ̶
and ye w

ere ours,
T

hy sm
ile, H

o
n

o
r

a, m
ade them

 all our ow
n.

W
here are they now

? ̶
alas! their choicest pow

ers

Faded at thy retreat; ̶
for thou art gone,

A
nd m

any a dark, long eve I sigh alone,

In thrill ’d rem
em

brance of the vanish ’d hours,

W
hen storm

s w
ere dearer than the balm

y gales,
A

nd the grey barren fields than green luxuriant vales.　

(“T
im

e Past,” lines 28–36)
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愛
情

│
友
情

│
共
感

│
あ
な
た
の
玉
座
は
／
冬
の
赤
々
と
燃
え
る
暖
炉
。

│
そ
し
て
あ
な
た
は
私
た
ち
の
も
の
。／
ホ
ノ
ー
ラ

よ
、
あ
な
た
の
笑
み
は
そ
れ
ら
を
み
な
私
た
ち
の
も
の
に
し
た
。／
そ
れ
ら
は
今
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
？

│
あ
あ
、
そ
れ
ら
選
り
抜

き
の
力
は
／
あ
な
た
が
い
な
く
な
る
と
衰
え
て
し
ま
っ
た
。

│
あ
な
た
が
行
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。／
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
暗
い
、
長

い
夕
べ
を
私
は
一
人
で
嘆
く
。／
う
ら
ら
か
な
微
風
よ
り
も
嵐
の
方
が
好
ま
し
く
、／
緑
の
鬱
蒼
と
茂
っ
た
谷
間
よ
り
も
灰
色
の
荒
野
の
方

が
大
切
だ
っ
た
／
消
え
去
っ
た
時
間
を
、
身
震
い
し
つ
つ
思
い
出
し
な
が
ら
。

　

シ
ー
ワ
ー
ド
の
失
わ
れ
た
愛
は
ソ
ネ
ッ
ト
連
歌
で
も
表
現
さ
れ
る
。
ペ
ト
ラ
ル
カ
以
来
ソ
ネ
ッ
ト
形
式
の
詩
は
主
に
異
性
愛
関
係
を
う

た
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
形
式
を
シ
ー
ワ
ー
ド
が
女
性
へ
の
愛
を
描
く
た
め
に
用
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
シ
ー
ワ
ー
ド
の
ソ

ネ
ッ
ト
連
歌
は
ホ
ノ
ー
ラ
の
結
婚
直
前
か
ら
彼
女
の
死
後
何
年
も
経
る
ま
で
の
間
書
か
れ
、
他
の
ソ
ネ
ッ
ト
と
と
も
に
一
七
九
九
年
に

『
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
の
独
創
的
な
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　
「
ソ
ネ
ッ
ト
10
、
ホ
ノ
ー
ラ
・
ス
ニ
ー
ド
に
寄
せ
て
。
一
七
七
三
年
四
月
」
で
は
、
詩
人
は
ホ
ノ
ー
ラ
の
心
変
わ
り

│
「
私
が
そ
の

中
に
住
ん
で
い
る
暖
か
い
愛
の
ま
な
ざ
し
の
代
わ
り
に
、／
冷
た
い
挨
拶
が
私
を
迎
え
る
に
違
い
な
い
と
き
」

│
を
恐
れ
る
。
そ
し
て

次
の
よ
う
に
嘆
く
。

 
 

           . . . I could not bear

 
Such dire eclipse of thy soul-cheering rays;

 
I could not learn m

y struggling heart to tear

From
 thy loved form

, that thro ’ m
y m

em
ory strays;

 
N

or in the pale horizon of despair

 
E

ndure the w
intry and the darken’d days.　

(“Sonnet X
. To H

onora Sneyd. A
pril 1773,” lines 9–14)
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私
は
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、／
人
を
元
気
づ
け
る
あ
な
た
の
光
線
が
そ
の
よ
う
に
陰
る
の
を
。／
私
は
自
分
の
身
も
だ
え
す
る
心

に
教
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、／
私
の
記
憶
の
中
で
さ
ま
よ
っ
て
い
る
あ
な
た
の
愛
し
い
姿
を
引
き
は
が
す
こ
と
を
。／
ま
た
絶
望
の

青
白
い
地
平
線
で
、／
冬
の
よ
う
に
寒
い
、
暗
い
日
々
に
耐
え
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　

結
婚
し
た
同
じ
月
に
書
か
れ
た
い
く
つ
か
の
ソ
ネ
ッ
ト
で
は
、「
誓
っ
た
愛
が
冷
た
い
軽
蔑
に
変
わ
る
」 (“Sonnet X

II. July 1773,” 

line 10)

と
嘆
い
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
恩
知
ら
ず
！　

私
た
ち
が
か
わ
い
が
っ
て
愛
し
た
あ
の
姿
で
／
こ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
を
す
ば

や
く
す
る
な
ん
て
！
」 (“Sonnet X

IV. July 1773,” lines 1–2)

と
ホ
ノ
ー
ラ
を
責
め
る
。
し
か
し
、「
ソ
ネ
ッ
ト
19
、

│
へ
寄
せ
て
」

で
は
、「
さ
ら
ば
、
偽
り
の
友
よ
！

│
私
た
ち
の
愛
の
場
面
は
終
わ
っ
た
！
」
と
言
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
人
が
い
つ
か
再

び
会
う
だ
ろ
う
と
い
う
か
す
か
な
希
望
を
ま
だ
い
だ
い
て
い
る
。

O
! w

hen w
e m

eet, ̶
(to m

eet w
e ’re destin ’d, try

 
To avoid it as thou m

ay ’st) on either brow
,

 
N

or in the stealing consciousness of eye, 

B
e seen the slightest trace of w

hat, or how

 
W

e once w
ere to each other; ̶

(nor one sigh

 
Flatter w

ith w
eak regret a broken vow

!　

(“Sonnet X
IX

. To —
,” lines 9–14) 

あ
あ
！　

私
た
ち
が
会
う
と
き

│
（
私
た
ち
は
会
う
運
命
な
の
。／
そ
の
運
命
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
や
っ
て
み
な
さ
い
。）
二

人
の
表
情
に
／
私
た
ち
が
か
つ
て
お
互
い
に
何
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、／
ほ
ん
の
か
す
か
で
も
跡
が
浮
か
ん
で
い

る
の
が
、／
こ
っ
そ
り
盗
み
見
る
目
に
、
見
ら
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
！
／

│
誓
い
を
破
っ
た
こ
と
を
愚
鈍
に
も
後
悔
し
、
嘆
息
を
も
ら
し

ま
せ
ん
よ
う
に
！
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再
会
の
期
待
は
、
そ
の
後
、
ホ
ノ
ー
ラ
の
早
す
ぎ
る
死
に
よ
っ
て
完
全
に
打
ち
砕
か
れ
た
。
シ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
の
時
点
ま
で
自
分
か
ら

愛
す
る
ホ
ノ
ー
ラ
を
奪
っ
た
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
に
つ
い
て
何
も
語
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
や
彼
を
厳
し
く
批
判
し
始
め
る
。「
ソ
ネ
ッ
ト

31
、
疎
遠
に
な
っ
た
友
の
あ
の
世
へ
旅
立
ち
つ
つ
あ
る
魂
に
寄
せ
て
」
で
は
、
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
冷
血
さ
を
強
調
す
る
。
彼
の
「
目
は
陽

気
に
輝
く
、／
あ
な
た
の
命
が
急
速
に
引
き
潮
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。／（
中
略
）
沈
黙
の
悲
哀
で
う
な
だ
れ
る
べ
き
者
が
／

俳
優
に
つ
い
て
熱
弁
を
ふ
る
い
、
趣
味
に
決
定
を
下
し
て
い
る
の
だ
！
」 (“Sonnet X

X
X

I. To the D
eparting Spirit of an A

lienated 

Friend,” lines 11–14)
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
は
シ
ー
ワ
ー
ド
が
批
判
す
る
よ
う
に
残
酷
で
は
な
く
、
ホ
ノ
ー
ラ
の
病
気

を
非
常
に
心
配
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
医
者
や
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
エ
ラ
ズ
マ
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
な
ど
に
診
察
し
て
も
ら
っ
て
い
た

(K
elly, introduction, A

nna Sew
ard xv)

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ソ
ネ
ッ
ト
32
、
前
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
主
題
の
続
き
」
に
お
い
て
、

シ
ー
ワ
ー
ド
は
ホ
ノ
ー
ラ
の
死
を
彼
の
せ
い
だ
と
非
難
し
続
け
る
。
彼
と
の
結
婚
が
ホ
ノ
ー
ラ
の
死
を
早
め
、
ホ
ノ
ー
ラ
を
永
遠
に
失
う

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

B
ehold him

 now
 his genuine colours w

ear,

 
T

hat specious false-one, by w
hose cruel w

iles

 
I lost thy am

ity; saw
 thy dear sm

iles

 
E

clips ’d; those sm
iles, that used m

y heart to cheer,

W
ak ’d by thy grateful sense of m

any a year

 
W

hen rose thy youth, by Friendship ’s pleasing toils

 
C

ultured; ̶
but D

ying! ̶
O

! for ever fade

 
T

he angry fires. ̶
E

ach thought, that m
ight upbraid

T
hy broken faith, w

hich yet m
y soul deplores,

 
N

ow
 as eternally is past and gone
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A

s are the interesting, the happy hours,

D
ays, years w

e shared together. T
hey are flow

n!

 
Yet long m

ust I lam
ent thy hapless doom

,

 
T

hy lavish’d life and early-hasten’d tom
b.　

(“Sonnet X
X

X
II. Subject of the Preceding Sonnet C

ontinued”)
見
よ
、
彼
は
今
は
じ
め
て
本
性
を
あ
ら
わ
す
。／
あ
の
ま
こ
と
し
や
か
な
不
実
者
。
彼
の
あ
こ
ぎ
な
手
管
で
、／
私
は
あ
な
た
と
の
交
友
を

失
い
、
あ
な
た
の
か
わ
い
い
笑
み
に
／
影
が
さ
す
の
を
見
た
。
私
の
心
を
励
ま
し
て
く
れ
た
そ
の
笑
み
は
、／
あ
な
た
の
長
年
の
感
謝
の

気
持
ち
か
ら
起
こ
り
、／
青
春
時
代
に
は
、
友
情
の
心
地
よ
い
拘
束
に
よ
っ
て
／
養
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

│
し
か
し
、
今
に
も
消
え

そ
う
に
な
っ
て
い
る
！

│
お
お
！　

と
い
う
の
は
、
怒
り
の
激
情
は
／
い
つ
も
薄
れ
る
か
ら
だ
。

│
あ
な
た
が
誓
い
を
破
っ
た
こ
と

を
／
私
の
魂
は
ま
だ
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
を
厳
し
く
非
難
し
た
い
思
い
は
み
な
、／
今
や
永
遠
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。／
私
た

ち
が
一
緒
に
過
ご
し
た
面
白
く
幸
せ
な
時
間
、／
日
々
、
年
月
の
よ
う
に
。
そ
れ
ら
は
飛
ぶ
よ
う
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
！
／
し
か
し
、
私

は
こ
の
先
も
長
い
間
嘆
き
悲
し
む
に
違
い
な
い
、／
あ
な
た
の
不
幸
な
運
命
、
あ
な
た
の
豊
か
な
人
生
と
早
め
ら
れ
た
墓
を
。

　

こ
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
最
後
の
二
行
が
示
す
と
お
り
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
ホ
ノ
ー
ラ
を
哀
悼
し
続
け
た
。「
ソ
ネ
ッ
ト
33
、
一
七
八
〇
年
六
月
」

で
は
、「
夢
の
精
」
に
向
か
っ
て
、「
ホ
ノ
ー
ラ
を
私
の
目
の
前
に
現
し
て
く
だ
さ
い
」、「
彼
女
の
き
れ
い
な
顔
を
、
あ
あ
、
そ
れ
を
私
の

魂
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
！
」(“Sonnet X

X
X

III. June 1780,” lines 10–11, 14) 

と
懇
願
し
て
い
る
。「
ソ
ネ
ッ
ト
44
」
で
は
、「
恍
惚
と

し
た
瞑
想
」
に
「
ホ
ノ
ー
ラ
の
笑
顔
、
若
さ
、
美
し
さ
、
優
し
さ
が
輝
い
て
い
た
と
き
の
／
彼
女
の
姿
」 (“Sonnet X

LIV,” lines 5–6) 

を
取
り
戻
し
て
く
れ
と
頼
ん
で
い
る
。

　

シ
ー
ワ
ー
ド
が
こ
の
よ
う
に
ホ
ノ
ー
ラ
へ
の
愛
に
忠
実
だ
っ
た
に
対
し
、
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
は
彼
女
の
死
後
八
ヶ
月
で
そ
の
妹
の
エ
リ
ザ

ベ
ス
と
三
度
目
の
結
婚
を
し
た
。
シ
ー
ワ
ー
ド
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
彼
の
愛
が
気
ま
ぐ
れ
な
こ
と
を
示
す
証
左
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

「
眠
り
の
守
り
神
へ
の
祈
り
、
一
七
八
七
年
十
月
」
で
は
、
ホ
ノ
ー
ラ
の
墓
が
六
年
間
も
の
間
「
不
実
な
愛
に
よ
っ
て
見
捨
て
ら
れ
、
忘

れ
ら
れ
て
い
る
」 (“Invocation to the G

enius of Slum
ber, W

ritten, O
ct. 1787,” line 46) 

と
指
摘
す
る
。
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私
の
愛
の
幻
影

　

シ
ー
ワ
ー
ド
の
深
い
喪
失
感
は
、
以
上
の
よ
う
な
明
ら
か
に
自
伝
的
な
詩
だ
け
で
は
な
く
、『
ア
ン
ド
レ
少
佐
の
死
を
悼
む
哀モ

ノ
デ
ィ
ー

悼
詩
』

に
お
い
て
も
示
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
軍
人
ジ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
レ
（
一
七
五
〇
│
八
〇
）
が
一
七
八
〇
年
十
月
二
日
に
ア
メ
リ
カ
で
不
名
誉

に
も
ス
パ
イ
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
事
件
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
て
い
た
。
彼
の
処
刑
の
翌
年

の
一
七
八
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ア
ン
ド
レ
少
佐
の
死
を
悼
む
哀
悼
詩
』
は
、
一
七
八
〇
年
出
版
の
『
ク
ッ
ク
船
長
の
死
を
悼
む
哀エ

レ
ジ
ー歌

』

と
と
も
に
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
名
声
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
詩
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
賞
賛
者
の
一
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
イ
リ
ー
（
一
七

四
五
│
一
八
二
〇
）
は
、「
シ
ー
ワ
ー
ド
嬢
に
寄
せ
て
」11

と
い
う
献
詩
で
、
彼
女
を
「
哀エ

レ
ジ
ー歌

の
ミ
ュ
ー
ズ
」
と
呼
び
、「
こ
ん
な
に
も
優
し

く
う
た
わ
れ
た
死
者
た
ち
」 (H

ayley, “To M
iss Sew

ard. Im
prom

ptu,” line 10, 26) 

を
羨
ん
で
い
た
。

　

ア
ン
ド
レ
は
シ
ー
ワ
ー
ド
の
知
人
で
あ
り
、
短
期
間
だ
が
ホ
ノ
ー
ラ
の
恋
人
で
あ
っ
た
。
彼
の
処
刑
は
ホ
ノ
ー
ラ
の
死
の
数
ヶ
月
前
に

お
こ
な
わ
れ
た
。『
ア
ン
ド
レ
少
佐
』
で
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
ア
ン
ド
レ
と
ホ
ノ
ー
ラ
の
恋
愛
を
描
き
、
彼
ら
は
ひ
そ
か
に
婚
約
し
て
い
た

（「
誓
っ
た
愛
の
純
潔
な
絆
」）
が
、
ア
ン
ド
レ
に
金
が
な
い
た
め
ホ
ノ
ー
ラ
の
父
親
（「
親
の
権
力｣

）
に
よ
っ
て
反
対
さ
れ
た
の
だ
と
仄

め
か
す( M

onody on M
ajor A

ndre, lines 107–08)
。
こ
れ
は
金
銭
ず
く
の
結
婚
に
対
す
る
シ
ー
ワ
ー
ド
の
批
判
の
一
つ
の
表
れ
で
あ

る
。12

し
か
し
、
こ
こ
で
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
注
目
す
べ
き
は
、
シ
ー
ワ
ー
ド
が
二
人
の
恋
愛
を
誇
張
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
だ
。
す
な
わ

ち
、
ホ
ノ
ー
ラ
の
結
婚
の
噂
を
聞
い
て
、
ア
ン
ド
レ
は
陸
軍
に
入
隊
し
、
そ
の
結
果
処
刑
へ
と
至
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。
事
実
は

そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
ホ
ノ
ー
ラ
の
結
婚
の
二
年
前
の
一
七
七
一
年
に
、
失
恋
の
せ
い
で
は
な
く
、
会
計
係
の
仕
事
に
飽
き
た
か
ら

陸
軍
に
入
隊
し
た
の
で
あ
る(K

elly, introductory note to M
onody on M

ajor A
ndre, A

nna Sew
ard 58)

。
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
描
写

の
と
き
と
同
じ
く
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
こ
で
も
ア
ン
ド
レ
の
悲
恋
を
脚
色
し
て
い
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
自
分
自
身
の
喪
失
感
を
描
く
た

め
で
あ
ろ
う
。
ア
ン
ド
レ
が
ホ
ノ
ー
ラ
を
嘆
く
の
を
辿
り
な
が
ら
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
同
時
に
自
分
自
身
の
悲
し
み
を
詳
述
す
る
。
ア
ン
ド

レ
は
ホ
ノ
ー
ラ
の
細
密
画
を
二
枚
、
一
枚
は
自
分
の
た
め
、
も
う
一
枚
は
シ
ー
ワ
ー
ド
（
彼
女
は
ア
ン
ド
レ
に
よ
っ
て
「
ジ
ュ
リ
ア
」
と
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呼
ば
れ
た
）
の
た
め
に
描
い
た
。
そ
の
細
密
画
に
言
及
し
て
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
次
の
よ
う
に
嘆
き
悲
し
む
。

B
lest pencil! by kind fate ordain ’d to save

H
o

n
o

r
a’s sem

blance from
 her early grave.

O
h! w

hile on Ju
lia’s arm

 it sw
eetly sm

iles,

A
nd each lorn thought, each long regret beguiles,

Fondly she w
eeps the hand, w

hich form
’d the spell,

N
ow

 shroudless m
ould ’ring in its earthy cell!　

( M
onody on M

ajor A
ndre, lines 57–62)

聖
な
る
鉛
筆
よ
！　

情
け
深
い
運
命
に
よ
っ
て
／
ホ
ノ
ー
ラ
の
似
姿
を
彼
女
の
早
す
ぎ
る
墓
所
か
ら
救
い
出
す
よ
う
定
め
ら
れ
た
も
の

よ
。／
お
お
！　

そ
れ
が
ジ
ュ
リ
ア
の
腕
の
上
で
に
こ
や
か
に
微
笑
み
、／
孤
独
な
思
い
、
長
い
哀
惜
を
み
な
紛
ら
す
と
き
、／
彼
女
は
そ

う
し
た
魔
法
を
か
け
た
あ
の
手
を
悲
し
ん
で
泣
く
。／
今
は
経
帷
子
も
な
く
土
の
墓
の
中
で
朽
ち
果
て
た
手
を
！ 

　
「
親
愛
な
る
亡
き
友
よ
！　

永
久
に
変
わ
ら
ぬ
若
者
よ
」 ( M

onody on M
ajor A

ndre, line 81) 

と
ア
ン
ド
レ
を
悼
む
と
き
、
彼
女
は
同

時
に
ホ
ノ
ー
ラ
を
悼
ん
で
い
る
。

D
ear lost H

o
n

o
r

a! o’er thy early bier

Sorrow
ing the m

use still sheds her sacred tear!

T
he blushing rose-bud in its vernal bed,

B
y zephyrs fann ’d, by glist ’ring dew

-drops fed,

In June ’s gay m
orn that scents the am

bient air,

W
as not m

ore sw
eet, m

ore innocent, or fair.　

( M
onody on M

ajor A
ndre, lines 95–100) 
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親
愛
な
る
亡
き
ホ
ノ
ー
ラ
よ
！　

あ
な
た
の
早
す
ぎ
る
墓
の
上
に
／
詩
人
は
今
も
な
お
悲
し
み
な
が
ら
聖
な
る
涙
を
流
し
て
い

る
！
／
春
の
花
壇
の
赤
ら
ん
だ
薔
薇
の
つ
ぼ
み
は
、／
周
囲
の
大
気
を
香
ら
せ
る
六
月
の
陽
気
な
朝
に
、／
西
風
に
あ
お
ら
れ
、
き
ら
め
く

露
の
し
ず
く
に
養
分
を
与
え
ら
れ
る
が
、／
も
は
や
か
ぐ
わ
し
く
も
な
く
、
清
浄
で
も
き
れ
い
で
も
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ア
ン
ド
レ
の
嘆
き
の
声
が
「
ホ
ノ
ー
ラ
が
死
ん
だ
！　

私
の
幸
せ
な
ラ
イ
バ
ル
の
花
嫁
が
！
」 ( M

onody on M
ajor A

ndre, 

line 117) 

で
始
ま
る
と
き
、
そ
れ
は
シ
ー
ワ
ー
ド
の
声
と
区
別
し
が
た
い
。
特
に
ア
ン
ド
レ
に
ホ
ノ
ー
ラ
の
細
密
画
を
「
私
の
愛
の
幻

影
」 ( “Shade of m

y love ”)
と
し
て
言
わ
し
め
て
い
る
と
き
が
そ
う
だ
。

 
“W

hat though H
o

n
o

r
a’s voice no m

ore shall charm
!

“N
o m

ore her beam
y sm

ile m
y bosom

 w
arm

!

“Yet from
 these eyes shall force for ever tear

“T
he sacred im

age of that form
 so dear?̶

“Shade of m
y love!̶

though m
ute and cold thy charm

s,

“N
e’er hast thou blest m

y happy rival’s arm
s!

“To m
y sad heart each daw

n has seen thee prest!

“E
ach night has laid thee pillow

’d on m
y breast!

“Force shall not tear thee from
 thy faithful shrine;

“Shade of m
y love! thou shalt be ever m

ine!　

( M
onody on M

ajor A
ndre, lines 259–68)

「
ホ
ノ
ー
ラ
の
声
に
も
は
や
魅
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
！
／
彼
女
の
に
こ
や
か
な
笑
み
に
私
の
胸
が
熱
く
な
る
こ
と
も
な
い
！
／
け
れ
ど

も
、
何
が
こ
の
目
か
ら
力
ず
く
で
永
久
に
／
あ
ん
な
に
も
愛
し
い
あ
の
姿
の
聖
な
る
像
を
引
き
裂
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
？

│
／
私
の

愛
の
幻
影
よ
！

│
あ
な
た
の
魅
力
は
無
言
で
冷
た
い
け
れ
ど
、／
あ
な
た
は
か
つ
て
一
度
も
私
の
幸
せ
な
恋
敵
の
腕
を
祝
福
し
た
こ
と
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は
な
か
っ
た
！
／
ど
の
暁
も
、
あ
な
た
が
私
の
悲
し
い
心
に
抱
き
締
め
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
き
た
。／
ど
の
夜
も
、
あ
な
た
を
私
の
胸

を
枕
に
し
て
寝
か
し
て
き
た
！
／
力
ず
く
で
あ
な
た
を
あ
な
た
の
忠
実
な
聖
堂
か
ら
引
き
裂
く
こ
と
な
ん
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
。／
私
の

愛
の
幻
影
よ
！　

あ
な
た
は
永
遠
に
私
の
も
の
だ
！
」

　

シ
ー
ワ
ー
ド
に
と
っ
て
、「
私
の
愛
の
幻
影
」（
細
密
画
）
は
本
物
の
ホ
ノ
ー
ラ
の
代
替
で
あ
り
、
彼
女
と
の
永
遠
の
結
合
を
提
供
す
る

も
の
で
あ
る
（「
あ
な
た
は
永
遠
に
私
の
も
の
だ
！
」）。
同
じ
様
に
、
彼
女
の
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
詩
も
ま
た
二
人
の
失
わ
れ
た

関
係
の
代
替
と
し
て
、
そ
し
て
失
わ
れ
た
関
係
を
回
復
す
る
企
て
と
し
て
、
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
彼

女
の
詩
は
不
在
の
ホ
ノ
ー
ラ
の
も
と
に
達
し
、
失
わ
れ
た
時

0

0

0

0

0

、
失
わ
れ
た
喜
び

0

0

0

0

0

0

を
取
り
戻
す
手
段
だ
っ
た
。
シ
ー
ワ
ー
ド
が
愛
す
る
人
の

喪
失
を
嘆
く
詩
を
書
く
た
び
ご
と
に
、
ホ
ノ
ー
ラ
は
灰
の
中
か
ら
不
死
鳥
の
よ
う
に
蘇
る
。
そ
の
と
き
、「
私
は
彼
女
と
再
び
生
き
る
の

だ
。／
再
び
あ
の
穏
や
か
な
瞳
が
私
の
上
で
輝
く
の
だ
！
／
私
は
彼
女
の
声
を
聞
く
の
だ
！　

彼
女
の
腕
が
私
の
腕
に
置
か
れ
て
い
る
の

を
感
じ
る
の
だ
！
」 (“Invocation to the G
enius of Slum

ber, W
ritten, O

ct. 1787,” lines 32–34)

。

　

シ
ー
ワ
ー
ド
は
明
ら
か
に
わ
か
っ
て
い
た
。
自
分
と
ホ
ノ
ー
ラ
の
間
の
距
離
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
。
そ
れ
は
身
体
的
な
距
離
で

あ
る
と
同
時
に
、
時
間
的
な
距
離
で
あ
っ
た
。
ホ
ノ
ー
ラ
は
結
局
死
ん
で
い
た
。
シ
ー
ワ
ー
ド
自
身
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
シ
ー
ワ
ー

ド
の
同
時
代
の
読
者
た
ち
に
と
っ
て
も
そ
う
だ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
プ
ロ
の
詩
人
と
し
て
の
シ
ー
ワ
ー
ド
の
経
歴
が
ホ
ノ
ー

ラ
の
死
後
の
一
七
八
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ク
ッ
ク
船
長
の
死
を
悼
む
哀エ

レ
ジ
ー歌

』
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
だ
。
本
章
で
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
詩

は
す
べ
て
、
そ
の
あ
と
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ー
ワ
ー
ド
が
非
難
さ
れ
る
恐
れ
も
な
く
ホ
ノ
ー
ラ
へ
の
愛
を
公
然
と
う
た
う
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
ホ
ノ
ー
ラ
が
結
局
す
で
に
こ
の
世
に
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
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二
人
の
女
性
と
一
人
の
男
性
の
楽
園

　

│
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
の
『
ル
イ
ー
ザ
』

異
性
愛
的
読
み
の
傾
向

　
『
ク
ッ
ク
船
長
の
死
を
悼
む
哀
歌
』 （
一
七
八
〇
）
と
『
ア
ン
ド
レ
少
佐
の
死
を
悼
む
哀
悼
詩
』 （
一
七
八
一
）
に
よ
っ
て
名
声
を
確
立
し
た

ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
は
、
そ
の
後
『
ル
イ
ー
ザ
、
四
通
の
書
簡
の
詩
小
説
』 （
一
七
八
四
）
に
よ
っ
て
人
気
作
家
に
な
っ
た
。
一
七
八
六

年
司
法
長
官
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
宛
て
の
手
紙
の
中
で
、
シ
ー
ワ
ー
ド
も
「
私
は
そ
れ
が
私
の
作
品
中
最
上
で
最
良
の
も
の
で
あ

る
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
」 (A

shm
un 124) 

と
自
慢
し
た
書
簡
体
形
式
の
物
語
詩
だ
。
詩
人
自
身
の
序
に
よ
れ
ば
、
彼
女
は
十
九
歳
の
と

き
に
こ
の
物
語
詩
の
最
初
の
一
五
六
行
を
書
き
、
そ
の
後
長
い
間
放
置
し
て
い
た
の
を
、
出
版
の
十
六
ヶ
月
前
に
「
偶
然
に
発
見
し
」、

完
成
し
た
と
い
う( Poetical W

orks 2: 221)

。1

こ
の
完
成
理
由
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
同
詩
の
復
刻
版 （
一

九
九
六
）
に
付
け
加
え
た
序
文
で
、
当
時
シ
ー
ワ
ー
ド
は
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
聖
堂
の
聖
歌
助
手
で
既
婚
者
だ
が
妻
と
別
居
し
て
い
た

ジ
ョ
ン
・
サ
ヴ
ィ
ル
と
恋
愛
関
係
に
あ
り
、
こ
う
し
た
「
詩
人
自
身
の
絶
望
的
な
愛
の
体
験
」
が
彼
女
を
詩
の
完
成
へ
と
向
か
わ
せ
た
の

だ
と
推
定
し
て
い
る(Franklin viii)

。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
文
学
批
評
家
た
ち
の
間
で
は
、
恋
愛
詩
と
く
れ
ば
異
性
間
の
愛
を
前
提
に
し
て
読
み
、
女

性
詩
人
の
恋
愛
の
対
象
と
し
て
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
男
性
が
言
及
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
場
合
、
か
よ

う
な
異
性
愛
偏
重
は
彼
女
の
詩
を
誤
読
す
る
誘
因
に
な
る
だ
ろ
う
。
第
七
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
親
の
家
で
生
涯
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独
身
の
ま
ま
過
ご
し
た
シ
ー
ワ
ー
ド
は
男
性
よ
り
も
女
性
に
対
し
強
い
愛
情
を
い
だ
い
て
い
た
。
特
に
養
妹
の
ホ
ノ
ー
ラ
に
つ
い
て
は
、

彼
女
の
死
亡
後
も
ず
っ
と
長
い
間
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
女
へ
の
愛
や
彼
女
を
失
っ
た
悲
し
み
を
う
た
っ
た
詩
を
数
多
く
書
い
て
い

た
。
そ
れ
ら
の
詩
は
最
初
の
女
性
同
性
愛
詩
人
と
し
て
有
名
な
レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
の
伝
統
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
章
で
は
、
従
来
の
異

性
愛
中
心
主
義
の
批
評
傾
向
に
も
う
一
つ
石
を
投
ず
る
た
め
に
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
代
表
作
『
ル
イ
ー
ザ
』
を
取
り
上
げ
、
異
性
間
の
恋
愛

の
枠
組
み
を
と
る
同
詩
に
お
い
て
も
、
詩
人
の
関
心
が
い
つ
も
異
性
間
の
恋
愛
や
結
婚
よ
り
も
女
性
同
士
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
関

係
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

絶
望
的
な
愛
の
体
験

　

ま
ず
最
初
に
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
サ
ヴ
ィ
ル
と
の
「
絶
望
的
な
愛
の
体
験
」
か
ら
『
ル
イ
ー
ザ
』
を
完
成
し
た
と
い
う
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の

推
定
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
詩
人
の
「
絶
望
的
な
愛
の
体
験
」
が
こ
の
詩
を
完
成
さ
せ
た
と
し
て
も
、
そ
の
愛
と
は
男
性

の
サ
ヴ
ィ
ル
と
い
う
よ
り
も
女
性
の
ホ
ノ
ー
ラ
を
指
す
可
能
性
の
方
が
ず
っ
と
大
き
い
か
ら
だ
。『
ル
イ
ー
ザ
』
の
出
版
年
は
シ
ー
ワ
ー

ド
が
四
一
歳
の
と
き
だ
が
、
そ
れ
は
ホ
ノ
ー
ラ
の
死
（
一
七
八
〇
年
四
月
三
〇
日
）
か
ら
わ
ず
か
四
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
。
そ
の
頃
シ

ー
ワ
ー
ド
は
サ
ヴ
ィ
ル
に
つ
い
て
の
詩
を
全
く
書
い
て
い
な
い
の
に
、2

ホ
ノ
ー
ラ
を
喪
失
し
た
悲
し
み
を
う
た
っ
た
詩
だ
け
で
な
く
、
ホ

ノ
ー
ラ
の
夫
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
病
気
の
妻
に
対
す
る
冷
淡
さ
を
攻
撃
す
る
詩
や
、
ホ
ノ
ー
ラ
の
死
後
わ
ず
か
八
ヶ
月
後
に
彼
女
の
妹
と
三

度
目
の
結
婚
を
し
た
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
節
操
の
な
さ
を
仄
め
か
し
、
ホ
ノ
ー
ラ
の
死
後
六
年
間
彼
女
の
墓
が
「
不
実
な
愛
に
よ
っ
て
見
捨

て
ら
れ
、
忘
れ
ら
れ
て
い
る
」 (“Invocation to the G

enius of Slum
ber, W

ritten, O
ct. 1787,” line 46) 

の
を
批
判
す
る
詩
を
書
い
て

い
た
。
ま
た
、
四
〇
代
は
じ
め
に
書
い
た
手
紙
で
は
、
次
の
よ
う
に
男
性
の
愛
の
う
つ
ろ
い
や
す
さ
を
糾
弾
し
て
い
た
。

男
性
と
い
う
も
の
は
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
を
除
い
て
、
ど
ん
な
人
に
対
し
て
も
純
粋
で
混
じ
り
け
の
な
い
愛
情
を
い
だ
く
こ
と
が
め
っ
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た
に
で
き
な
い
の
で
す
。
一
般
に
、
最
も
立
派
な
男
性
で
す
ら
男
性
の
知
人
に
友
情
を
捧
げ
、
子
孫
に
愛
情
を
注
ぎ
ま
す
。
女
性
の
恋
人

や
妻
に
対
し
て
は
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、
も
っ
と
熱
烈
な
、
も
っ
と
神
聖
な
愛
情
を
、
も
っ
と
優
し
く
、
も
っ
と
活
気
に
満
ち
た
友
情

を
、
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
不
可
解
な
、
こ
の
魅
惑
的
な
感
情
は
（
そ
れ
を
私
た
ち
は
愛
と
い
う
名
前
で
理
解
し
て
い

る
の
で
す
が
）、
し
ば
し
ば
想
像
力
の
幻
覚
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

│
そ
れ
を
信
じ
る
女
性
を
惑
わ
す
流
星
で
、
平
安
や
自
由
を

の
み
込
ん
で
無
く
し
て
し
ま
う
池
や
流
砂
ま
で
そ
れ
を
追
い
か
け
た
と
き
に
、
消
え
て
し
ま
う
の
で
す
。(C

onstable 3: 29–30)

　

こ
の
よ
う
に
男
性
に
対
す
る
絶
望
的
な
愛
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
た
ど
こ
ろ
か
、
男
性
の
愛
へ
の
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
た
時
期
に
、
シ

ー
ワ
ー
ド
は
『
ル
イ
ー
ザ
』
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
物
語
詩
を
構
成
す
る
四
通
の
書
簡
の
日
付
を
見
て
み
る
と
、
第
一
の
書
簡
は
ホ
ノ
ー

ラ
が
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
最
後
に
戻
っ
た
年
で
あ
り
、
彼
女
の
死
の
前
年
に
あ
た
る
一
七
七
九
年
の
十
月
二
一
日
付
け
、
残
り
の
三
通

は
す
べ
て
彼
女
の
死
の
翌
年
に
あ
た
る
一
七
八
一
年
で
、
彼
女
の
死
の
月
で
あ
る
四
月
の
、
そ
れ
ぞ
れ
十
五
日
、
二
一
日
、
二
五
日
付
け

で
あ
る
。
物
語
の
書
簡
の
日
付
は
恣
意
的
か
も
し
れ
な
い
が
、
詩
人
が
創
作
の
間
他
の
誰
よ
り
も
ホ
ノ
ー
ラ
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
し

い
と
思
わ
せ
る
に
十
分
な
設
定
で
あ
ろ
う
。

恋
愛
書
簡
詩
の
伝
統
の
転
覆

　

実
際
、『
ル
イ
ー
ザ
』
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
一
瞥
す
る
と
男
女
間
の
恋
愛
や
結
婚
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
明
ら
か
に
、

ヒ
ロ
イ
ン
と
そ
の
婚
約
者
の
男
性
と
の
関
係
よ
り
も
、
ヒ
ロ
イ
ン
と
そ
の
女
友
達
と
の
関
係
の
方
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
『
ル
イ
ー
ザ
』
の
表
現
様
式
は
実
験
的
で
新
し
く
、
書
簡
体
形
式
の
感
傷
小
説
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。
四
通
の
書
簡
が
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ

ン
ド
へ
と
向
か
う
一
つ
の
長
い
物
語
の
四
章
に
あ
た
る
。
こ
の
物
語
詩
の
序
の
中
で
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
と

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
（
一
七
一
二
│
七
八
）
の
ス
タ
イ
ル
に
従
い
、「
出
来
事
」
よ
り
も
「
情パ

ッ
シ
ョ
ン念

」
を
描
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ポ
ー
プ
の
一
七
一
七
年
の
詩
「
ア
ベ
ラ
ー
ド
に
宛
て
た
エ
ロ
イ
ー
ザ
の
手
紙
」
に
お
け
る
エ
ロ
イ
ー
ザ
の
「
情
熱
的
な
愛
」
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と
、
マ
シ
ュ
ー
・
プ
ラ
イ
ア
ー
（
一
六
六
四
│
一
七
二
一
）
の
一
七
〇
九
年
の
詩
「
ヘ
ン
リ
ー
と
エ
マ
」
に
お
け
る
エ
マ
の
「
よ
り
貞
節
な

優
し
さ
」
を
融
合
し
、
か
つ
ま
た
「
前
者
の
官
能
性
と
後
者
の
あ
ま
り
に
も
屈
従
的
な
柔
弱
さ
」
を
避
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
性
詩
人

た
ち
の
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
よ
り
も
「
も
っ
と
欠
点
の
な
い
」、
理
想
的
な
感
受
性
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
創
り
出
す
こ
と
を
目
論
ん
だ
と
い
う

( Poetical W
orks 2: 219)

。
シ
ー
ワ
ー
ド
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
ル
イ
ー
ザ(Louisa)

と
い
う
名
前
自
体
、
歴
史
上
の
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
尼
僧
エ

ロ
イ
ー
ズ(H

éloïse)

を
モ
デ
ル
に
し
た
情
熱
的
な
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち

│
ポ
ー
プ
の
エ
ロ
イ
ー
ザ(E

loisa)

や
ル
ソ
ー
の
エ
ロ
イ
ー
ズ

(H
éloïse)  （『

新
エ
ロ
イ
ー
ズ
』﹇
一
七
六
一
﹈）3

な
ど

│
に
由
来
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

さ
ら
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
シ
ー
ワ
ー
ド
が
ポ
ー
プ
の
よ
う
な
男
性
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
恋
愛
書
簡
詩
に
お
け
る
ヒ
ロ
イ

ン
を
改
良
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
同
時
に
重
要
な
点
で
そ
の
恋
愛
書
簡
詩
の
伝
統
を
覆
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
リ
ン
ダ
・
Ｓ
・
カ
ウ
フ

マ
ン
に
よ
れ
ば
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
女
主
人
公
た
ち
』
か
ら
始
ま
っ
た
恋
愛
書
簡
文
学
の
伝
統
で
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
は
「
自
分
を
誘
惑

し
、
裏
切
り
、
あ
る
い
は
単
に
置
き
去
り
に
し
た
」
男
性
が
読
む
よ
う
に
彼
に
宛
て
て
手
紙
を
書
く
。
恋
愛
書
簡
の
前
提
条
件
は
ヒ
ロ
イ

ン
の
最
愛
の
人
の
不
在
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
最
愛
の
人
が
そ
ば
に
い
る
な
ら
、
手
紙
を
書
く
必
要
が
な
い
」 (K

auffm
an 17) 

か
ら
だ
。

伝
統
的
な
ヒ
ロ
イ
ン
は
不
在
の
愛
す
る
男
性
に
宛
て
て
、
二
人
を
別
れ
さ
せ
た
力
に
怒
り
、
過
去
の
喜
び
を
思
い
出
し
、
彼
の
不
義
を
推

察
し
、
彼
の
冷
淡
さ
を
嘆
く
な
ど
、
揺
れ
る
感
情
や
情
念
の
ほ
と
ば
し
り
を
書
き
綴
る
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
自
分

の
感
情
を
婚
約
者
の
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
に
手
紙
で
伝
え
な
い
し
、
彼
か
ら
の
手
紙
を
直
接
受
け
取
る
こ
と
も
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
ル

イ
ー
ザ
と
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
二
人
と
も
共
通
の
友
人
で
あ
る
女
性
エ
マ
に
宛
て
て
手
紙
を
書
く
。
シ
ー
ワ
ー
ド
の
物
語
詩
に
お
い
て
は
、

エ
ロ
イ
ー
ザ
と
ア
ベ
ラ
ー
ド
の
よ
う
な
男
女
の
悲
恋
物
語
に
相
当
す
る
ル
イ
ー
ザ
と
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
物
語
は
、
間
接
的
に
語
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

第
一
の
書
簡
は
、
四
年
前
か
ら
東
イ
ン
ド
に
在
住
す
る
エ
マ
に
宛
て
て
ル
イ
ー
ザ
が
書
い
た
も
の
で
、
ル
イ
ー
ザ
の
婚
約
破
棄
を
伝
え

て
い
る
。
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
は
父
親
の
貿
易
関
係
の
仕
事
の
た
め
に
旅
立
っ
た
が
、
四
ヶ
月
後
音
信
不
通
に
な
り
、
代
わ
り
に
彼
が
別
の
女

性
と
結
婚
し
た
と
い
う
噂
が
た
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
ル
イ
ー
ザ
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
自
殺
を
考
え
る
。
第
二
の
書
簡
は
、
東
イ
ン
ド
か
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ら
帰
国
途
中
の
エ
マ
に
宛
て
て
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
父
親
が
破
産
し
た
た
め
家
族
を
貧
窮
か
ら
救
う
た
め
、

や
む
な
く
以
前
悪
漢
か
ら
救
出
し
た
大
金
持
ち
の
女
性
相
続
人
エ
ミ
ラ
と
結
婚
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
彼
に

と
っ
て
ル
イ
ー
ザ
へ
の
愛
を
忘
れ
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
難
し
か
っ
た
か
、
彼
の
死
後
に
ル
イ
ー
ザ
に
伝
え
て
ほ
し
い
、
と
エ
マ
に
頼
ん
で

い
る
。
エ
マ
は
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
頼
み
を
無
視
し
て
、彼
の
死
を
待
た
ず
に
す
ぐ
さ
ま
彼
の
手
紙
を
ル
イ
ー
ザ
に
転
送
す
る
。「
彼
女
﹇
エ

マ
﹈
か
ら
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
弁
明
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
次
の
日
」 ( Poetical W

orks 2: 265)

、
ル
イ
ー
ザ
は
エ
マ
に
宛
て
て
第
三
の
書

簡
を
書
く
。
ル
イ
ー
ザ
は
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
本
当
の
気
持
ち
を
知
っ
て
慰
め
ら
れ
、
彼
と
別
れ
る
運
命
を
受
け
入
れ
、
自
殺
を
思
い
と
ど

ま
る
。
第
四
の
書
簡
は
、
ル
イ
ー
ザ
か
ら
エ
マ
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
父
親
で
あ
る
ア
ー
ネ
ス
ト
が
ル
イ
ー
ザ
の
も

と
を
訪
れ
、
エ
ミ
ラ
が
放
蕩
の
あ
ま
り
病
気
に
か
か
り
死
に
瀕
し
て
い
て
、
ル
イ
ー
ザ
に
会
い
た
が
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。
ル
イ
ー

ザ
が
行
く
と
、
臨
終
の
床
に
つ
く
エ
ミ
ラ
は
、
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
を
奪
っ
た
こ
と
の
赦
し
を
請
う
と
と
も
に
、
彼
と
の
間
の
娘
の
世
話
を
し

て
く
れ
る
よ
う
頼
む
。
こ
の
よ
う
に
『
ル
イ
ー
ザ
』
を
構
成
す
る
四
通
の
書
簡
の
す
べ
て
の
宛
先
が
エ
マ
で
あ
る
。
同
詩
に
お
け
る
エ
マ

の
役
割
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
フ
ェ
イ
は
、
エ
マ
が
「
テ
ク
ス
ト
の
理
想
的
な
読
者
、
共
感
的
だ
が
遠
く
に
い
る
読
者
と
し
て
の
役
を
つ
と
め
て
い

る
」 (Fay 132) 

と
注
釈
す
る
。
ル
イ
ー
ザ
も
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
も
、
エ
マ
に
対
し
、
現
実
の
詩
の
読
者
が
彼
ら
の
書
簡
を
読
ん
で
彼
ら
の

苦
境
に
同
情
し
て
く
れ
る
よ
う
な
感
情
的
な
反
応
を
求
め
て
い
る
か
ら
だ
。
エ
マ
の
役
割
を
理
想
的
な
読
者
と
す
る
フ
ェ
イ
の
解
釈
は
説

得
力
が
あ
り
、
一
七
六
二
年
十
月
か
ら
一
七
六
八
年
六
月
ま
で
に
至
る
シ
ー
ワ
ー
ド
の
若
い
頃
の
手
紙
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
手
紙
は
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
死
後
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
編
集
の
『
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
詩
集
』 （
一
八
〇
九
）
の
第
一
巻
に

「
シ
ー
ワ
ー
ド
嬢
の
文
学
的
書
簡
か
ら
の
抜
粋
」
と
し
て
出
版
さ
れ
、
す
べ
て
の
宛
先
が
虚
構
の
人
物
と
思
わ
れ
る
「
エ
マ
」
に
な
っ
て

い
る( Poetical W

orks 1: xliii–ccvi)

。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
ル
イ
ー
ザ
』
に
お
い
て
は
、
エ
マ
は
た
だ
単
に
ル
イ
ー
ザ
と
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
を
そ
れ
ぞ
れ
に

伝
え
る
仲
介
的
役
割
や
、
二
人
の
愛
の
物
語
を
読
む
一
般
的
な
読
者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
看
過
で
き
な
い
の
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は
、
彼
女
は
書
簡
の
書
き
手
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
書
簡
の
最
後
の
二
〇
行
、「
親
愛
な
る
ル
イ
ー
ザ
よ
！

│
彼
を
赦
し
て
あ
げ
な
さ
い
。／
あ
ん
な
に
も
残
酷
に
見
え
る
や
り
方
で
あ
な
た
の
愛
の
火
を
消
そ
う
と
し
た
人
を
！
」
で
始
ま
る
箇

所( Poetical W
orks 2: 263–64)

は
彼
女
の
手
に
よ
る
も
の
だ
。
換
言
す
れ
ば
、「
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
か
ら
エ
マ
へ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が

つ
け
ら
れ
た
第
二
の
書
簡
は
、
実
際
に
は
、
エ
マ
が
ル
イ
ー
ザ
に
直
接
宛
て
て
書
い
た
短
い
手
紙
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ル
イ
ー

ザ
は
第
二
の
書
簡
に
含
ま
れ
た
エ
マ
の
手
紙
を
読
ん
だ
あ
と
、
第
三
の
書
簡
を
書
く
。
彼
女
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
お
互
い
に
文
通
を
続
け

る
。
そ
の
上
、
テ
ク
ス
ト
の
四
通
の
書
簡
の
う
ち
三
通
が
ル
イ
ー
ザ
か
ら
エ
マ
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
シ
ー
ワ
ー
ド

が
二
人
の
女
性
の
関
係
に
特
別
に
重
き
を
置
い
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
人

　

テ
ク
ス
ト
の
登
場
人
物
の
一
人
と
し
て
、
エ
マ
は
ま
た
ル
イ
ー
ザ
と
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
共
通
の
友
人
よ
り
も
も
っ
と
重
要
な
役
割
が
あ

て
ら
れ
て
い
る
。
第
一
の
書
簡
で
、
ル
イ
ー
ザ
は
彼
女
と
エ
マ
が
幼
い
頃
か
ら
喜
び
も
悲
し
み
も
共
有
し
た
親
密
で
共
感
的
な
間
柄
で

あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。

 
. . . one have been our pleasures, one our cares, 

From
 the first daw

n of those delicious years, 

W
hat tim

e, inspir ’d by joy ’s enlivening pow
ers, 

W
e chas ’d the gilded insect through the bow

ers;　

( Poetical W
orks 2: 223)

私
た
ち
の
喜
び
は
一
つ
で
あ
り
、
私
た
ち
の
心
配
も
一
つ
だ
っ
た
、／
あ
の
か
ぐ
わ
し
き
年
月
の
最
初
の
夜
明
け
か
ら
ず
っ
と
。／
喜
び
の

命
を
与
え
る
力
に
鼓
舞
さ
れ
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
時
を
／
私
た
ち
は
木
陰
の
中
を
黄
金
色
の
虫
を
追
い
か
け
た
こ
と
か
。
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ル
イ
ー
ザ
に
と
っ
て
、
エ
マ
は
「
私
の
胸
の
痛
み
を
優
し
く
嘆
い
て
く
れ
る
人
！
／
私
の
魂
の
友
、
そ
し
て
私
の
心
の
妹
！
」 

( Poetical W
orks 2: 238) 

で
あ
る
。こ
れ
ら
の
表
現
は
い
わ
ゆ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
文
学
の
中
で
使
わ
れ
る
き
ま
り
文
句
で
あ
り
、

彼
女
た
ち
が
そ
う
し
た
親
密
な
関
係
で
あ
る
こ
と
を
仄
め
か
し
て
い
る
。4

そ
の
上
、
ル
イ
ー
ザ
は
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
に
裏
切
ら
れ
た
悲
し
み

を
わ
か
っ
て
く
れ
る
唯
一
無
二
の
友
と
し
て
エ
マ
に
手
紙
を
書
き
な
が
ら
、
同
時
に
、
父
親
と
一
緒
に
東
イ
ン
ド
に
旅
立
つ
エ
マ
と
の
別

離
ほ
ど
悲
し
い
も
の
は
な
か
っ
た
と
、
切
々
と
訴
え
て
い
る
。

 
N

o grief m
y bosom

 at our parting knew
, 

B
ut that of bidding thee a long adieu; 

A
nd the sw

eet tears, that such soft sorrow
s bring, 

Fall, as light rain-drops in the sunny spring;　

( Poetical W
orks 2: 225)

私
の
胸
は
、
私
た
ち
の
別
れ
に
際
し
て
あ
な
た
に
長
い
別
れ
を
告
げ
る
ほ
ど
の
／
悲
し
み
を
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。／
こ
の
よ
う
な
優
し
い
悲
し
み
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
甘
い
涙
が
／
落
ち
る
、
晴
れ
渡
っ
た
春
の
日
の
淡
い
雨
の
し
ず
く
の
よ
う

に
。

　

伝
統
的
な
恋
愛
書
簡
詩
が
ヒ
ロ
イ
ン
が
男
性
の
恋
人
と
遠
く
離
れ
、
直
接
話
が
で
き
な
い
と
い
う
前
提
条
件
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

る
な
ら
ば
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
詩
に
お
い
て
は
ヒ
ロ
イ
ン
が
手
紙
を
書
く
た
め
に
彼
女
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
人
を
遠
方
の
地
へ
向
か
わ

せ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

エ
マ
が
ル
イ
ー
ザ
の
も
と
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
彼
女
の
父
親
の
東
イ
ン
ド
で
の
お
そ
ら
く
通
商
の
仕
事
の
た
め
だ
っ

た
。
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
が
ル
イ
ー
ザ
の
も
と
を
去
っ
た
そ
も
そ
も
の
理
由
も
同
じ
で
あ
る
。
 

W
here T

ham
es expands w

ith freedom
’s w

ealthy pride,
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A
ttractive C

om
m

erce calls him
 to her tide; 

A
s w

ith firm
 step she runs along the strand,

A
nd points to the tall ship, the distant land.

H
is rising interests on the call attend, 

For w
ith a father ’s prosperous fate they blend.　

( Poetical W
orks 2: 232)

テ
ム
ズ
川
が
自
由
の
裕
福
な
誇
り
を
持
っ
て
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、／
魅
力
的
な
通
商
が
彼
を
そ
の
流
れ
に
呼
び
寄
せ
る
。／
川
は
確

か
な
歩
み
で
岸
辺
に
そ
っ
て
流
れ
、／
背
の
高
い
船
に
遠
方
の
地
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で
。／
彼
の
上
向
き
の
利
益
が
そ
の
呼
び
か
け
に

伴
う
。／
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
父
親
の
繁
栄
す
る
運
と
混
じ
り
合
っ
て
い
る
か
ら
。

　

当
時
大
流
行
し
て
い
た
感
受
性
文
学
は
通
商
よ
り
も
感
情
を
重
視
し
、
商
業
批
判
を
お
こ
な
っ
た
。
シ
ー
ワ
ー
ド
の
物
語
詩
は
感
受
性

文
学
の
典
型
と
し
て
、
愛
し
合
う
二
人
が
男
女
で
あ
れ
女
同
士
で
あ
れ
、
離
れ
ば
な
れ
に
な
る
原
因
を
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
主
義
に

置
い
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
ル
イ
ー
ザ
に
と
っ
て
、
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
と
の
別
れ
は
エ
マ
と
の
別
れ
ほ
ど
悲
し
く
は
な
い
。
彼
が
旅

立
つ
と
き
は
、「
別
れ
の
悲
し
み
」
の
感
情
よ
り
も
彼
の
愛
へ
の
「
寛
大
な
信
頼
」 ( Poetical W

orks 2: 233) 

の
気
持
ち
の
方
が
強
か
っ

た
。
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
エ
マ
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
彼
に
対
す
る
怒
り
を
、
故
意
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
第
二
人
称
で
直
接
ぶ
つ
け

る
と
こ
ろ
ま
で
い
く
。

T
hy love, a sacrifice to glut thy pride!

A
h! W

hat avail the riches of thy bride!

C
an they avail, rem

orseless as thou art,

To tear the w
rong’d L

o
u

isa from
 thy heart?

G
old, and ye gem

s, that lurk in eastern cave,
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O
r to the sun your gay resplendence w

ave,

C
an joys sincere, one heart-felt transport live

In aught ye purchase, or in aught ye give?　

( Poetical W
orks 2: 234)
あ
な
た
の
愛
は
、
あ
な
た
の
う
ぬ
ぼ
れ
を
満
た
す
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
。／
あ
あ
！　

あ
な
た
の
花
嫁
の
財
産
が
何
の
役
に
立
つ
の
で

し
ょ
う
！
／
あ
な
た
は
悔
や
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
も
、
花
嫁
の
財
産
は
得
に
な
る
の
か
し
ら
？
／
あ
な
た
の
心
か
ら
ル
イ
ー
ザ
を
不
当
に

も
引
き
裂
い
て
。／
黄
金
よ
、
そ
し
て
東
の
洞
穴
に
潜
む
か
、／
も
し
く
は
そ
の
き
ら
び
や
か
な
輝
き
が
太
陽
に
揺
ら
め
く
汝
ら
宝
石

よ
。／
汝
ら
が
買
う
も
の
、
あ
る
い
は
与
え
る
も
の
の
中
に
／
心
か
ら
の
喜
び
、
偽
り
の
な
い
感
情
の
高
ぶ
り
が
あ
る
か
し
ら
？

　

ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
は
ル
イ
ー
ザ
の
愛
よ
り
も
エ
ミ
ラ
の
財
産
を
選
ん
だ
。
彼
の
行
動
を
通
し
て
、
ル
イ
ー
ザ
は
ど
の
女
性
も
男
性
か
ら
同

じ
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
る
。「
と
い
う
の
は
、
黄
金
と
目
の
く
ら
む
地
位
は
い
つ
も
、／
男
性
の
堅
い
心
の
中
で
は
、
愛
の
殺

人
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
」 ( Poetical W

orks 2: 228) 

と
、
彼
女
は
言
う
。
実
際
、
ル
イ
ー
ザ
の
失
恋
の
物
語
は
「
珍
し
く
も
、

不
思
議
で
も
な
い
。／
私
の
苦
し
む
姉
妹
た
ち
は
ど
こ
の
谷
間
で
も
嘆
い
て
い
る
」 ( Poetical W

orks 2: 228)

。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、

『
ル
イ
ー
ザ
』
出
版
当
時
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
気
ま
ぐ
れ
や
男
性
一
般
の
愛
の
移
ろ
い
や
す
さ
を
攻
撃
し
て
い
た
。
ま
た
、

若
い
頃
か
ら
、
配
偶
者
の
財
産
目
当
て
の
結
婚
を
非
難
し
て
き
た
。「
文
学
的
書
簡
」
中
の
一
七
六
四
年
の
手
紙
で
は
、
彼
女
の
実
の
妹

の
セ
ア
ラ
と
金
持
ち
だ
が
中
年
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ポ
ー
タ
ー
と
の
結
婚
が
決
ま
っ
た
と
き
、
結
婚
を
女
性
を
幽
閉
す
る
「
鳥
か
ご
、
確
か
に

金
で
で
き
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
や
は
り
鳥
か
ご
」 ( Poetical W

orks 1: cxxiv) 

で
あ
る
と
見
な
し
た
。
初
期
の
詩
の
一
つ
「
エ
ミ

リ
ア
に
宛
て
た
エ
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
の
手
紙
」
で
は
、
大
金
持
ち
の
娘
エ
ミ
リ
ア
と
財
産
の
な
い
男
性
エ
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
の
愛
は
結
局
、
彼
女
の

「
父
親
の
高
慢
な
侮
蔑
」 (“E

vander to E
m

illia,” line 7

5) 

に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。『
ア
ン
ド
レ
少
佐
の
死
を
悼
む
哀

悼
詩
』
で
も
、
同
様
に
ア
ン
ド
レ
と
ホ
ノ
ー
ラ
の
ひ
そ
か
な
婚
約
が
ホ
ノ
ー
ラ
の
父
親
に
よ
っ
て
破
棄
さ
れ
た
と
仄
め
か
さ
れ
て
い
る

(M
onody on M

ajor A
ndre, lines 107–08)

。『
ル
イ
ー
ザ
』
で
は
、「
金
が
な
い
」 ( Poetical W

orks 2: 243) 

た
め
に
結
婚
相
手
と
し
て
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ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
さ
れ
る
の
は
ヒ
ロ
イ
ン
の
方
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
金
銭
ず
く
の
結
婚
は
シ
ー
ワ
ー
ド
が
繰
り
返
し
批
判
し
て
き
た
も

の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

多
く
の
恋
愛
書
簡
文
学
で
は
、
棄
て
ら
れ
た
ヒ
ロ
イ
ン
は
自
殺
を
考
え
る
。
し
か
し
、
自
分
の
命
を
終
わ
ら
す
よ
り
も
む
し
ろ
恋
人
が

自
分
の
も
と
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
幻
想
や
お
互
い
に
恋
情
に
燃
え
て
い
る
と
い
う
幻
想
を
育
み
、
そ
う
す
る
こ
と
で
彼
に
棄
て
ら
れ
た

と
い
う
自
分
の
運
命
に
逆
ら
お
う
と
す
る(K

auffm
an 17–18)

。
同
様
に
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
棄
て
ら
れ
た
ヒ
ロ
イ
ン
の
ル
イ
ー
ザ
も
い
っ

た
ん
は
自
殺
を
考
え
る
が
、
す
ぐ
さ
ま
思
い
直
す
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
恋
愛
書
簡
文
学
の
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
と
違
っ
て
、
彼
女
は
ユ
ー

ジ
ー
ニ
オ
を
「
私
の
軽
蔑
の
卑
劣
な
対
象
」
と
し
て
切
り
捨
て
、「
不
実
な
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
に
つ
い
て
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
考
え
る
よ
う

な
無
駄
な
こ
と
は
し
な
い
！
」 ( Poetical W

orks 2: 239) 

と
断
言
す
る
。
そ
の
と
き
彼
女
の
心
に
あ
る
の
は
エ
マ
の
こ
と
で
あ
り
、
エ
マ

の
帰
国
を
心
か
ら
望
む
言
葉
で
第
一
の
書
簡
が
終
わ
る
。

　

第
三
の
書
簡
で
は
、
ル
イ
ー
ザ
が
絶
大
な
信
頼
を
置
い
て
い
る
の
は
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
で
は
な
く
エ
マ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
。
ル
イ
ー
ザ
は
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
本
当
の
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
苦
悩
が
和
ら
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
第
二

の
書
簡
に
書
か
れ
た
彼
の
言
葉
を
信
じ
た
か
ら
で
は
な
い
。
彼
の
潔
白
と
愛
を
保
証
す
る
エ
マ
の
言
葉
を
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

O
h! how

 o’er-joy’d m
y dazzled sight surveyed

T
hese w

ords, in E
m

m
a’s characters pourtray’d,

“H
e is not guilty!” —

rapid from
 m

y tongue 

T
hey, exulting iteration, sprung.

“R
ead, dear L

o
u

isa, and acquit the heart,

“T
hat bears in all thy griefs so large a part.” 

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
D

isorder’d sounds m
y lips pronounce, nor spare
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T
he useless question to the unconscious air.

“D
oes that dear hand yet trace L

o
u

isa’s nam
e?

“W
ill it this love, his innocence proclaim

?

“H
ow

 m
ay this be? —

Yet E
m

m
a says ’tis so.”

T
hen did I read, and w

eep, and throb, and glow
,

A
pprove, absolve, adm

ire, and sm
ile, and sigh,

T
ill pensive Peace shone m

ildly in m
y eye;　

( Poetical W
orks 2: 267–68)

お
お
！　

ど
ん
な
に
大
喜
び
で
こ
れ
ら
の
言
葉
を
ま
ぶ
し
い
目
で
し
げ
し
げ
と
み
た
こ
と
か
。／
そ
れ
ら
は
エ
マ
の
筆
跡
で
こ
う
書
か
れ

て
い
る
。／
「
彼
は
無
実
で
す
！
」
と
。

│
そ
れ
ら
は
私
の
舌
か
ら
速
や
か
に
／
飛
び
出
し
た
。
こ
お
ど
り
し
て
何
度
も
何
度
も
。／

「
親
愛
な
る
ル
イ
ー
ザ
よ
、
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
あ
な
た
の
深
い
悲
し
み
の
中
で
こ
ん
な
に
も
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
／
心

を
無
罪
放
免
し
て
く
だ
さ
い
。」
／
（
中
略
）
／
私
の
唇
は
乱
れ
た
音
を
立
て
、／
無
益
な
問
い
を
意
識
を
持
た
な
い
空
中
に
発
す
る
の
を

控
え
も
し
な
い
。／
「
あ
の
愛
す
る
手
は
ま
だ
ル
イ
ー
ザ
の
名
前
を
な
ぞ
っ
て
い
る
の
か
し
ら
？
／
そ
れ
は
こ
の
愛
を
、
彼
の
無
実
を
、

は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
か
し
ら
？
／
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
う
る
の
？

│
け
れ
ど
も
、
エ
マ
が
そ
れ
は
そ
う
だ
と
言
っ
て
い

る
。」
／
そ
れ
で
私
は
読
み
、
涙
を
流
し
、
胸
が
ど
き
ど
き
し
、
ほ
て
り
、／
是
認
し
、
免
除
し
、
賞
賛
し
、
微
笑
み
、
た
め
息
を
つ

き
、／
や
が
て
哀
愁
を
帯
び
た
平
穏
が
私
の
目
の
中
で
穏
や
か
に
輝
い
た
。

　

ル
イ
ー
ザ
は
そ
れ
か
ら
故
郷
の
田
舎
に
引
き
こ
も
る
。「
私
の
出
生
地
の
谷
間
の
春
め
い
た
美
し
さ
」
は
、
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
が
飛
び
込

ん
だ
都
会
的
な
商
業
世
界
と
対
局
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
田
舎
の
自
然
風
景
で
あ
る
。
ル
イ
ー
ザ
は
そ
こ
の
「
お
気
に
入
り
の
木
陰
」
で
か

つ
て
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
と
幸
せ
に
過
ご
し
た
時
を
思
い
出
す
。「
こ
こ
で
私
は
は
じ
め
て
あ
の
優
雅
な
若
者
を
見
た
。／
そ
し
て
、
こ
こ
で
彼

は
永
久
不
変
の
真
実
を
約
束
し
て
く
れ
た
。」
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
牧
歌
的
な
風
景
に
も
う
一
人
重
要
な
人
物
、
す
な
わ
ち
エ
マ
が
い

た
こ
と
だ
ろ
う
。「
そ
し
て
、
こ
こ
で
、
私
の
お
友
達
よ
、
あ
な
た
に
向
か
っ
て
私
は
よ
く
嘆
き
悲
し
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。／
人
生
が
も
は
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や
魅
力
を
失
い
、
希
望
も
紛
ら
せ
て
く
れ
な
い
と
き
に
」 ( Poetical W

orks 2: 272)

。
ル
イ
ー
ザ
と
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
と
エ
マ
は
後
者
の
二

人
が
出
て
行
く
ま
で
、
こ
う
し
た
楽
園
的
な
場
所
で
子
ど
も
時
代
と
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
物
語
詩
の
大
団
円
に
お
い

て
、
復
楽
園
の
イ
メ
ー
ジ
が
巧
み
に
喚
起
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
で
も
、
ル
イ
ー
ザ
の
呼
び
か
け
は
元
恋
人
の
男
性
に
対
し
て
で

は
な
く
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
関
係
に
あ
る
女
性
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

O
 com

e, m
y E

m
m

a! . . . .

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

　

H
aste then to share our blessings, as they glow

T
hrough the receding shades of heaviest w

oe! ̶
A

s spring ’s fair m
orn, w

ith calm
, and dew

y light,

B
reaks through the w

eary, long, and storm
y night,

So now
, as through the vale of life w

e stray,
T

he S
ta

r of Jo
y relum

es, and leads us on our w
ay!　

(Poetical W
orks 2: 293–94)

お
お
、
来
て
く
だ
さ
い
、
私
の
エ
マ
よ
！
／（
中
略
）／
急
い
で
私
た
ち
の
幸
福
を
共
有
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。
最
も
激
し
い
悲
痛
の
影
が

退
く
に
つ
れ
、／
幸
福
は
輝
き
を
増
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
！

│
／
春
の
好
天
の
朝
が
、
穏
や
か
で
露
を
帯
び
た
光
と
と
も
に
、／
疲
れ

果
て
た
長
い
嵐
の
夜
を
切
り
開
く
よ
う
に
、／
今
や
、
私
た
ち
が
命
の
谷
間
を
さ
ま
よ
う
と
き
、／
至
福
の
星
が
再
び
点
り
、
私
た
ち
の
道

中
私
た
ち
を
導
く
の
で
す
！

　

日
常
世
界
か
ら
隔
絶
し
た
牧
歌
的
な
世
界
も
し
く
は
地
上
楽
園
は
同
性
愛
者
た
ち
の
場
所
と
し
て
し
ば
し
ば
文
学
で
描
か
れ
た
モ
チ
ー

フ
で
あ
る
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
詩
も
こ
の
文
学
伝
統
に
従
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。6

そ
の
意
味
か
ら
し
て
、
ル
イ
ー
ザ
の
楽
園

（「
命
の
谷
間
」） 

に
は
エ
マ
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、 

エ
マ
に
比
べ
る
と
、 

ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
存
在
は
い
つ
も
二
義
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
罰

　

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ト
ッ
ド
は
ル
ソ
ー
の
『
新
エ
ロ
イ
ー
ズ
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。「
サ
ン
＝
プ
ル
ー
と
ジ
ュ
リ
は

恋
人
同
士
で
あ
る
が
、
は
じ
め
は
サ
ン
＝
プ
ル
ー
と
ク
レ
ア
が
恋
人
同
士
で
あ
る
。
ジ
ュ
リ
と
ク
レ
ア
は
友
人
同
士
で
あ
り
、
お
そ
ら
く

│
ル
ソ
ー
の
遠
慮
が
ち
の
表
現
を
無
断
借
用
す
る
な
ら
ば

│
〈
友
人
以
上
の
何
か
〉 

で
あ
ろ
う
」 (Todd, W

om
en’s Friendship 

133)

。
つ
ま
り
、
ジ
ュ
リ
と
ク
レ
ア
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
関
係
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。7

シ
ー
ワ
ー
ド
は
、
一
七
六
二
年
十
月
付
け

の
「
文
学
的
書
簡
」
の
中
で
、
上
記
の
よ
う
に
ク
レ
ア
と
ジ
ュ
リ
を
サ
ン
＝
プ
ル
ー
の
愛
を
め
ぐ
る
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
描
く
や
り
方
に
反

駁
し
た
。

　

友
情
の
領
域
に
お
い
て
、
ク
ラ
ラ 
﹇
マ
マ
﹈ 

は
か
げ
り
の
な
い
光
で
輝
い
て
い
た
。
し
か
し
、
エ
ロ
イ
ー
ザ
の
恋
人
に
対
す
る
一
方
的

な
情
パ
ッ
シ
ョ
ン念は
、
優
し
い
よ
り
も
も
っ
と
活
発
で
、
恋
す
る
よ
り
も
も
っ
と
分
別
の
あ
る
気
質
の
者
に
は
適
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ

う
し
た
情
念
は
、
彼
ら
が
結
ば
れ
そ
う
だ
っ
た
と
き
彼
ら
を
幸
福
に
し
よ
う
と
し
、
彼
ら
の
別
離
が
避
け
が
た
く
な
っ
た
と
き
彼
ら
に
馬

鹿
な
ま
ね
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
彼
女
の
努
力
の
光
を
汚
す
こ
と
に
な
る
。

　

著
者
の
意
図
が
サ
ン
＝
プ
ル
ー
の
志
操
堅
固
を
賞
賛
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
は
、
新
し
い

0

0

0

対
象

0

0

が
導
入
さ
れ
る
方
が
よ
か
っ
た
と
思
う
。( Poetical W

orks 1: lii) （
傍
点
引
用
者
）

　

そ
れ
故
、
ジ
ュ
リ
、
ク
レ
ア
、
サ
ン
＝
プ
ル
ー
と
い
う
ル
ソ
ー
の
冒
頭
の
三
角
関
係
と
は
違
っ
て
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
自
分
自
身
の
エ
ロ

イ
ー
ズ
の
物
語
に
第
四
の
有
力
な
登
場
人
物
（「
新
し
い
対
象
」）
を
導
入
し
た
。
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
と
結
婚
し
た
エ
ミ
ラ
は
、
ル
イ
ー
ザ
と

家
柄
や
財
産
の
点
だ
け
で
な
く
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
点
に
お
い
て
も
対
照
的
で
あ
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
エ
ミ
ラ
は
放
蕩
な
貴

族
階
級
の
女
性
で
あ
り
、「
官
能
の
時
代
の
美
し
き
カ
リ
ュ
プ
ソ
ー
」
や
「
愛
の
手
管
に
た
け
た
女
プ
ロ
ー
テ
ウ
ス
」 ( Poetical W

orks 2: 

250, 252

8) 

の
よ
う
な
異
名
を
と
る
。
な
ら
ず
者
に
襲
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
に
救
わ
れ
て
、
彼
女
は
彼
を
愛
す
る
よ
う
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に
な
る
。
彼
が
「
村
娘
」 ( Poetical W

orks 2: 251) 

に
す
ぎ
な
い
ル
イ
ー
ザ
を
愛
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
エ
ミ
ラ
の
自
尊
心
は
ひ
ど

く
傷
つ
け
ら
れ
、
彼
を
そ
の
恋
人
か
ら
奪
い
取
る
た
め
に
、
彼
を
誘
惑
し
よ
う
と
す
る
。
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
は
そ
の
場
面
を
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

Som
etim

es, w
ith archness laughing in her eyes,

H
angs on m

y arm
, and ridicules m

y sighs;

A
nd oft w

ith coyer tenderness appears,

W
hile love ’s w

arm
 glances steal through shining tears;

N
ow

, w
ith arch ’d brow

, and supercilious stare,

A
ffects the em

press dignity of air;

A
nd now

, as reasoning w
ith a w

ayw
ard  heart,

In trances, broken by the frequent start,

W
ith pausing step she w

anders through the grove,

A
 fem

ale Proteus in the w
iles of love!　

( Poetical W
orks 2: 252)

時
々
、
目
に
ち
ゃ
め
っ
け
た
っ
ぷ
り
の
笑
み
を
浮
か
べ
、／
私
の
腕
に
す
が
り
つ
い
て
、
私
が
た
め
息
を
つ
く
の
を
冷
や
か
す
。／
そ
し
て

多
く
の
場
合
、
も
っ
と
恥
ず
か
し
そ
う
に
気
遣
う
様
子
を
見
せ
な
が
ら
、／
き
ら
き
ら
光
る
涙
ご
し
に
そ
っ
と
熱
烈
な
愛
の
目
配
せ
を
す

る
。／
今
、
ア
ー
チ
形
の
ま
ゆ
と
傲
慢
な
凝
視
で
／
女
帝
の
威
厳
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
の
に
、／
次
に
は
も
う
、
気
ま
ぐ
れ
な
心

で
考
え
て
い
る
よ
う
に
、／
忘
我
の
状
態
か
ら
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
は
っ
と
目
覚
め
な
が
ら
、／
森
の
中
を
休
み
休
み
、
歩
き
回
っ
て
い
る
。／

彼
女
は
愛
の
手
管
に
た
け
た
女
プ
ロ
ー
テ
ウ
ス
だ
！

　

結
婚
後
、
彼
女
は
良
い
妻
で
も
良
い
母
親
で
も
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
彼
女
は
赤
子
の
娘
に
母
乳
を
や
ら
な
い
。
家
で
子
ど
も
の
世

話
を
し
な
い
で
、
胸
や
手
足
を
露
わ
に
し
た
「
淫
ら
な
服
」 ( Poetical W

orks 2: 280) 
に
身
を
包
ん
で
オ
ペ
ラ
や
観
劇
や
仮
面
舞
踏
会
に



191　第八章　二人の女性と一人の男性の楽園

出
か
け
る
。
や
が
て
「
浅
黒
い
オ
ペ
ラ
・
ダ
ン
サ
ー
」 ( Poetical W

orks 2: 286) 

と
浮
気
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、「
恥
辱
の
愛
」 

( Poetical W
orks 2: 287) 

す
な
わ
ち
遊
蕩
の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
病
に
倒
れ
、
突
然
死
ぬ
。

　

こ
の
よ
う
に
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
上
極
め
て
都
合
よ
く
起
こ
る
エ
ミ
ラ
の
死
は
、
彼
女
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
「
財
産
、
地
位
、
そ
し
て

そ
れ
ら
に
伴
う
豪
華
絢
爛
さ
」 ( Poetical W

orks 2: 292) 

の
敗
北
を
指
す
だ
け
で
は
な
い
。
性
的
な
放
縦
に
ふ
け
っ
た
女
性
に
対
す
る
罰

や
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
拒
絶
も
意
味
し
て
い
る
。「
コ
ー
ネ
リ
ア
へ
の
書
簡
」
と
い
う
詩
の
中
で
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
ア
レ
グ
ザ

ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
の
考
え

│
男
性
は
「
仕
事
に
専
心
す
る
者
も
い
れ
ば
、
快
楽
に
溺
れ
る
者
も
い
る
が
、／
ど
ん
な
女
性
も
本
質
は
放

蕩
者
で
あ
る
」

│
を
攻
撃
し
た
こ
と
が
あ
っ
た(“E

pistle to C
ornelia,” lines 181–82)

。9

『
ル
イ
ー
ザ
』
で
は
、
彼
女
は
女
性
の
本

性
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
本
質
的
に
淫
ら
で
あ
る
と
見
な
す
ポ
ー
プ
の
考
え
は
絶
対
に
間
違
っ
て
い
る
と
仄
め
か
す
。
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ

の
父
親
ア
ー
ネ
ス
ト
が
言
う
よ
う
に
、「
自
然
の
法
の
聖
な
る
力
」 ( Poetical W

orks 2: 285) 

に
従
っ
て
い
る
の
は
、
性
的
に
淫
ら
な
女

性
で
は
な
く
母
性
的
な
女
性
だ
か
ら
だ
。

　

女
性
は
本
質
的
に
性
的
で
は
な
く
母
性
的
で
あ
る
と
す
る
シ
ー
ワ
ー
ド
の
女
性
観
は
当
時
の
新
し
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

ィ
観
を
反
映
し
て
い
る
。
ト
マ
ス
・
ラ
カ
ー
は
『
セ
ッ
ク
ス
の
発
明
』 （
一
九
九
〇
）
で
、
十
八
世
紀
後
期
に
生
物
学
的
性
差
の
概
念
が

「
一
つ
の
性
／
身
体
モ
デ
ル
」
か
ら
「
二
つ
の
性
／
身
体
モ
デ
ル
」
へ
と
移
行
す
る
に
伴
い
、
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
概
念
も
能

動
的
で
淫
ら
な
も
の
か
ら
、
受
動
的
で
貞
淑
な
も
の
へ
と
再
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る(Laqueur 3–8, 98–103, 149–

63)

。
ル
ー
ス
・
ペ
リ
ー
は
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
女
性
の
脱
性
化
」
の
動
き
は
「
主
に
、
女
性
を
性
的
な
存
在
で
は
な
く
母
性
的
な
存

在
と
し
て
再
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
」 (Perry, “C

olonizing” 116) 

と
言
う
。
つ
ま
り
、
十
八
世
紀
後
期
に
は
、
思

い
や
り
、
慈
愛
、
共
感
な
ど
母
性
的
な
感
情
は
肉
欲
と
正
反
対
の
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
、
子
ど
も
の
養
育
、
特
に
授
乳
と
い
う
母
親
の

役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
故
、『
ル
イ
ー
ザ
』
に
戻
れ
ば
、
ア
ー
ネ
ス
ト
が
ど
う
し
て
次
の
よ
う
に
嘆
い
た
の
か
わ
か
る
だ
ろ
う
。
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‘O
ne scene, alas! m

y heart can ne’er forget,

‘N
or m

em
ory paint it w

ithout keen regret,

‘T
hat in the fem

ale breast, so form
’d to prove 

‘T
he sw

eet refinem
ents of m

aternal love, 

‘D
isdain, and guilty pleasure, should controul, 

‘A
nd to its yearnings indurate the soul. 

‘C
onsum

m
ate from

 her toilette’s anxious task,

‘E
m

ir
a, hastening to the m

idnight m
ask,

‘T
he apartm

ent enter’d, w
here E

u
g

e
n

io stood,

‘A
nd near m

e lean’d, in deeply m
using m

ood.

‘M
y folding arm

s their rosy infant prest

‘To the fond throbbings of a grandsire’s breast.

‘She, w
ith the tones of petulant reproach,

‘A
nd neck averted, call’d her tardy coach.　

( Poetical W
orks 2: 280)

「
あ
あ
！　

わ
し
の
心
は
一
つ
の
情
景
を
決
し
て
忘
れ
な
い
。／
そ
れ
を
思
い
出
す
と
必
ず
身
を
切
る
よ
う
な
後
悔
の
念
に
か
ら
れ
る
。／

女
の
胸
は
甘
く
清
澄
な
母
の
愛
を
示
す
よ
う
に
／
造
ら
れ
た
の
に
、
そ
の
胸
の
中
で
は
、／
侮
蔑
と
や
ま
し
い
喜
び
が
支
配
し
、／
そ
の
渇

望
に
魂
を
慣
れ
さ
せ
て
い
る
情
景
を
。／
気
が
か
り
な
化
粧
の
仕
事
を
終
え
て
、／
真
夜
中
の
仮
装
舞
踏
会
へ
と
急
ぐ
エ
ミ
ラ
が
／
部
屋
に

入
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
が
い
て
、／
深
い
瞑
想
に
沈
ん
だ
様
子
で
、
わ
し
の
近
く
で
前
か
が
み
に
な
っ
て
い
た
。／
わ
し

の
組
ん
だ
腕
は
彼
ら
の
バ
ラ
色
の
幼
児
を
ひ
し
と
抱
き
寄
せ
た
、／
激
し
く
動
悸
を
打
つ
祖
父
の
胸
へ
と
。／
彼
女
は
、
怒
り
っ
ぽ
く
と
が

め
る
口
調
で
、／
顔
を
そ
む
け
な
が
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
馬
車
を
呼
ん
だ
。」
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エ
ミ
ラ
の
胸
は
赤
子
に
授
乳
す
る
器
官
と
い
う
よ
り
も
性
的
な
喜
び
の
象
徴
的
器
官
で
あ
る
。
エ
ミ
ラ
は
古
い
タ
イ
プ
の
女
性
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
代
表
す
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
ル
イ
ー
ザ
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
女
性
を
代
表
す
る
。
エ
ミ
ラ
が
「
ふ

ざ
け
戯
れ
る
」 ( “frolic ”)

、 「
不
遜
な
」 ( “insolent ”)

、 「
傲
慢
な
」 ( “haughty ”)

、 「
う
ぬ
ぼ
れ
の
強
い
」 ( “vain ”)

、 「
放
縦
な
」 ( “licentious ”)

、

「
手
練
手
管
を
用
い
る
」 ( “artful ”) ( Poetical W

orks 2: 248, 250, 251, 252)

な
ど
の
形
容
詞
で
性
格
づ
け
さ
れ
て
い
る
に
対
し
、
ル
イ

ー
ザ
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
言
葉
で
あ
る
。

. . . had I never seen the m
atchless grace,

T
he touching sw

eetness of L
o

u
isa’s face;

W
here from

 each feature beam
s, or m

ildly plays,

R
efined intelligence, w

ith varying rays;

W
here native dignity, w

ith air serene,

C
onscious, not arrogant, adorns her m

ien;

W
hile from

 those eyes, in scorn of artful w
iles,

T
he tender spotless soul looks out, and sm

iles, —
　

( Poetical W
orks 2: 249–50)

私
は
か
つ
て
一
度
も
ル
イ
ー
ザ
の
顔
の
よ
う
な
類
い
ま
れ
な
優
雅
さ
を
、／
人
の
心
を
動
か
す
愛
ら
し
さ
を
、
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。／

彼
女
の
顔
の
一
つ
一
つ
の
造
作
か
ら
、
洗
練
さ
れ
た
知
性
が
／
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
光
を
発
し
、
優
し
く
戯
れ
る
。／
生
ま
れ
な
が
ら

の
気
高
さ
が
澄
み
渡
っ
た
雰
囲
気
で
、／
自
覚
し
て
い
る
が
、
傲
慢
で
は
な
く
、
彼
女
の
物
腰
を
飾
っ
て
い
る
。／
そ
の
目
か
ら
は
、
手
練

手
管
を
用
い
る
奸
計
を
軽
蔑
し
て
、／
優
し
い
汚
れ
の
な
い
魂
が
覗
き
、
微
笑
ん
で
い
る

│

　

物
語
の
は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
ル
イ
ー
ザ
は
「
美
し
い
天
使
の
よ
う
な
乙
女
」 ( Poetical W

orks 2: 277) 

す
な
わ
ち
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
の
な
い
純
潔
無
垢
の
女
性
の
ま
ま
で
あ
る
。
男
性
作
家
た
ち
が
描
い
た
エ
ロ
イ
ー
ズ
た
ち
と
違
っ
て
、
婚
約
者
の
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
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と
性
的
な
関
係
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
、
彼
の
裏
切
り
を
知
っ
た
あ
と
、「
こ
の
よ
う
に
若
い
時
に
萎
れ
て
い
く
け
れ
ど
も
／

私
は
今
で
も
無
垢
の
平
安
、
真
実
の
誇
り
を
持
っ
て
い
る
」 ( Poetical W

orks 2: 239) 

と
断
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
だ
。
ま
た
、

手
紙
の
中
で
自
分
を
棄
て
た
男
性
へ
の
恋
情
や
欲
情
を
表
現
し
て
い
な
い
し
、
他
の
男
性
と
結
婚
す
る
よ
う
な
こ
と
も
し
て
い
な
い
。
さ

ら
に
、
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
妻
の
死
後
、
彼
と
結
婚
す
る
か
ど
う
か
す
ら
不
明
で
あ
る
。
死
の
床
で
悔
い
改
め
た
エ
ミ
ラ
は
ル
イ
ー
ザ
に
こ

う
言
っ
た
。

“Love her, L
o

u
isa—

love her—
I im

plore, 

“W
hen lost E

m
ir

a—
w

ounds thy peace no m
ore! 

“O
h! G

ently foster in her opening youth, 

“T
he seeds of virtue—

honour—
faith—

and truth.　

( Poetical W
orks 2: 291)

「
あ
の
子
を
愛
し
て
あ
げ
て
、
ル
イ
ー
ザ
よ

│
あ
の
子
を
愛
し
て
あ
げ
て

│
お
願
い
で
す
か
ら
、 

／
エ
ミ
ラ
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に

│
あ
な
た
の
平
安
は
も
う
二
度
と
傷
つ
か
な
い
わ
！
／
お
お
！　

あ
の
子
の
発
育
期
の
は
じ
め
に
優
し
く
育
ん
で
く
だ
さ
い
、／
美
徳

│
名
誉

│
信
義

│
そ
し
て
真
実
の
種
を
。」

　

エ
ミ
ラ
は
ル
イ
ー
ザ
に
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
の
二
番
目
の
妻
に
な
っ
て
彼
の
娘
を
継
母
と
し
て
育
て
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
が
、
結
局
、
詩
の
最
後
で
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ル
イ
ー
ザ
が
ユ
ー
ジ
ー
ニ
オ
と
エ
マ
と
一
緒
に
以
前
の
無
垢
な
牧
歌
的
世
界

へ
戻
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
ル
イ
ー
ザ
が
エ
ミ
ラ
の
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
。「
あ
な
た
が
そ
う
す

る
と
私
は
わ
か
っ
て
い
る
！
」 ( Poetical W

orks 2: 291) 

と
、
末
期
の
エ
ミ
ラ
が
確
信
し
て
い
た
よ
う
に
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
ル
イ
ー

ザ
と
ユ
ー
ジ
ニ
オ
が
結
婚
す
る
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
ル
イ
ー
ザ
は
テ
ク
ス
ト
を
通
し
て
性
的
に
無
垢
で
、
汚
れ
の
な
い
、

天
使
の
よ
う
だ
っ
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
物
語
が
終
わ
っ
た
の
ち
も
、
そ
う
で
あ
り
続
け
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
く
な
る
。
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彼
女
は
純
潔
を
保
持
し
た
ま
ま
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
母
親
に
な
る
だ
ろ
う
。
母
親
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
性
的
行
為
の
当
然
の
結
果
で

あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
性
的
で
な
い
母
親
と
い
う
概
念
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ー
ワ

ー
ド
の
時
代
、
女
性
は
「
生
ま
れ
つ
き
」
性
的
で
は
な
い
存
在
と
し
て
再
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
母
性
と
性
的
欲
望
は
互
い
に
両
立

し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ル
イ
ー
ザ
が
性
的
で
な
い
母
親
的
女
性
に
な
る
と
言
っ
て
も
決
し
て
不
適
切
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

二
人
の
女
性
と
一
人
の
男
性
の
楽
園

　
『
ル
イ
ー
ザ
』
は
、
一
七
八
四
年
の
出
版
年
の
う
ち
に
四
版
ま
で
い
き
、
一
七
八
九
年
に
は
ア
メ
リ
カ
版
、
一
七
九
二
年
に
は
第
五
版

が
出
る
ほ
ど
、
非
常
な
人
気
を
博
し
た
。
そ
の
人
気
の
秘
密
は
多
分
に
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
全
く
な
い
ヒ
ロ
イ
ン
の
描
き
方
に
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
十
八
世
紀
後
期
に
起
こ
っ
た
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
消
滅
と
母
性
に
対
す
る
新
た
な
強
調
の
動
き
に
一
致

し
て
い
た
。「
金
持
ち
と
貧
乏
人
、
貴
族
と
労
働
者
、
男
性
と
女
性
」
の
間
の
社
会
的
平
等
を
求
め
る
革
命
的
な
声
が
あ
が
っ
た
時
代
に

は
、「
女
性
が
政
治
的
平
等
を
求
め
て
お
こ
な
う
か
も
し
れ
な
い
潜
在
的
に
転
覆
的
な
主
張
を
相
殺
す
る
」
た
め
に
、「
男
性
と
女
性
の
生

理
学
的
性
差
」
を
再
発
明
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
女
性
を
「
脱
性
化
」 (Perry, “C

olonizing” 115) 

す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
一
七
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
人
々
の
詩
の
好
み
が
素
朴
で
日
常
的
な
詩
へ
と
移
り
変
わ
る
に
つ
れ
、
感
受
性
の
詩
の
代
表
で
あ
る
シ

ー
ワ
ー
ド
の
詩
は
そ
の
型
に
は
ま
っ
た
擬
人
法
や
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
た
古
典
的
な
書
き
方
が
時
代
遅
れ
に
な
り
、「
時
に
明
瞭
さ
の

欠
如
、
時
に
道
理
の
欠
如
、
そ
し
て
気
取
り
の
き
ざ
し
以
上
の
も
の
」 (R

ev. of Llangollen Vale, T
he B

ritish C
ritic 7 [A

pril 1796]: 

405) 

を
批
判
す
る
声
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
女
の
死
後
出
版
の
詩
集
を
編
集
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
も
、
序
の
中
で
、

「
あ
ま
り
に
も
日
常
生
活
や
自
然
の
表
現
か
ら
遠
い
の
で
、
人
気
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
っ
た
」 (W

alter Scott 1: 

xxv) 

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
守
派
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ポ
ル
ウ
ェ
ル
は
、
一
七
九
八
年
出
版
の
諷
刺

詩
『
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
た
ち
』
の
中
で
、
シ
ー
ワ
ー
ド
を
ハ
ン
ナ
・
モ
ア
側
の
貞
淑
な
女
性
作
家
た
ち
、「
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
」
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で
は
な
い

0

0

0

0

作
家
た
ち
の
一
人
に
数
え
て
、「
こ
の
国
の
女
性
詩
人
た
ち
の
う
ち
の
最
高
位
」
と
称
え
た
。
そ
し
て
、『
ク
ッ
ク
船
長
』
と

『
ア
ン
ド
レ
少
佐
』
の
二
編
の
哀
歌
と
『
ル
イ
ー
ザ
』
に
つ
い
て
、「
第
一
級
の
偉
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
魅
惑
的
な
詩
の
ど
れ
で
も
シ
ー

ワ
ー
ド
の
名
前
を
不
朽
に
す
る
の
に
十
分
で
あ
ろ
う
」 (Polw

hele 33) 

と
絶
賛
し
た
。
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
・
Ｌ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
解
釈
に
よ

れ
ば
、
ポ
ル
ウ
ェ
ル
は “unsex ’d ”

を
、
マ
ク
ベ
ス
夫
人
が“unsex m

e ”

と
言
っ
た
よ
う
に
、
男
性
を
憎
む
女
性
と
か
男
性
に
な
り
た

い
女
性
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
「
自
然
の
行
動
と
思
わ
れ
て
い
る
異
性
愛
」
に
逆
ら
う
女
（
す
な
わ
ち
不
自
然
な
同

性
愛
者
）
の
意
味
で
も
使
っ
て
い
な
い
。「
ま
る
で
そ
の
反
対
に
、
ポ
ル
ウ
ェ
ル
に
と
っ
て
、 

女
ら
し
さ
を
失
っ
た(unsexed)

女
は
性

欲
が
異
常
に
強
い(oversexed)

の
で
あ
る
。（
中
略
）
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
で
あ
る
こ
と
が
含
意
し
て
い
る
の
は
、（
中
略
）
異
性
愛

的
情
緒
な
し
に
際
限
な
く
異
性
愛
に
ふ
け
る
こ
と
で
あ
る
」 (C

laudia L. Johnson 9)

。
メ
ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
よ
う
な
急

進
的
な
女
性
作
家
た
ち
が
「
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
」
で
あ
る
の
は
、
彼
女
た
ち
が
淫
ら
で
、「
自
然
の
法
を
軽
蔑
し
て
い
る
」 

(Polw
hele 6

） 

か
ら
だ
。
一
方
、
一
生
独
身
を
貫
い
た
シ
ー
ワ
ー
ド
や
そ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
ル
イ
ー
ザ
が
「
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
」
で
は

な
い
の
は
、
二
人
と
も
一
度
も
男
性
と
性
交
渉
が
な
く
、
明
ら
か
に
新
し
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
に
従
っ
た
女
性
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

十
八
世
紀
末
の
「
性
的
で
は
な
い
女
性
」
の
台
頭
は
女
性
間
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
流
行
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
。
女
性

同
士
が
い
く
ら
親
密
で
も
、
彼
女
た
ち
は
結
局
男
性
と
何
の
関
係
も
な
い
故
に
、
不
道
徳
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

『
ル
イ
ー
ザ
』
が
人
気
を
博
し
た
時
代
は
、
女
性
間
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
が
流
行
の
絶
頂
期
に
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う

な
関
係
は
「
不
自
然
な
」
性
的
関
係
す
な
わ
ち
「
サ
フ
ィ
ズ
ム
」
で
は
な
い
か
と
疑
る
声
が
あ
が
り
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
性
的
で
な
い

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
と
性
的
な
「
サ
フ
ィ
ズ
ム
」
の
概
念
は
両
極
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
そ
う
で
は
な
い
。

ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
場
合
の
よ
う
に
、
同
じ
カ
ッ
プ
ル
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
理
想
と
し
て
称
え
ら
れ
た
り
、
サ

フ
ィ
ズ
ム
で
は
な
い
か
と
疑
ら
れ
た
り
し
た
。
こ
れ
ら
は
十
八
世
紀
後
期
の
女
性
同
性
愛
の
多
様
性
と
複
雑
性
を
示
す
証
で
あ
る
。

　

だ
が
、
強
い
て
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
と
サ
フ
ィ
ズ
ム
の
相
違
点
を
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
前
者
よ
り
も
後
者
の
方
が
結
婚
に
対

し
て
も
っ
と
軽
蔑
し
、
独
身
状
態
を
も
っ
と
賞
賛
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
ジ
ャ
ッ
ク
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
尊
敬
す
べ
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き
、
と
て
も
美
し
い
ダ
＊
＊
＊
＊
夫
人
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
風
の
書
簡
』 （
一
七
七
八
﹇
？
﹈）
で
、
匿
名
作
家
は
ダ
マ
ー
夫
人
を
サ
ッ
ポ
ー
の

伝
統
下
に
あ
る
女
性
同
性
愛
者
「
ト
ミ
ー
」
の
一
人
と
し
て
提
示
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
女
性
た
ち
が
い
か
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
分
離
主
義

を
好
み
、
異
性
と
の
結
婚
を
嫌
悪
し
た
か
に
つ
い
て
皮
肉
な
批
評
を
加
え
て
い
る
。

 
Ye Sapphick Saints, how

 ye m
ust scorn 

T
he dam

es w
ith vulgar notions born, 

W
ho prostitute to m

an; 

W
ho toil and sw

eat the tedious night, 

A
nd call the m

ale em
brace delight, 

T
he filthy m

arriage plan.　

( Sapphick E
pistle 372)

汝
ら
サ
ッ
ポ
ー
の
聖
徒
た
ち
よ
。
ど
う
し
て
卑
し
い
考
え
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
ご
婦
人
方
を
／
軽
蔑
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
い
張
る

の
か
？
／
そ
う
い
う
ご
婦
人
方
は
男
に
身
を
売
る
。／
単
調
で
退
屈
な
夜
、
骨
折
り
仕
事
を
し
て
汗
を
か
く
。／
そ
し
て
、
汚
ら
し
い
結
婚

の
目
的
で
あ
る
／
男
の
抱
擁
を
嬉
し
い
と
言
う
。

　

ピ
オ
ッ
ツ
ィ
夫
人
も
一
七
九
四
年
一
月
二
五
日
付
け
の
日
記
で
同
様
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
何
人
か
の
女
友
達
が
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
た
ラ
ス
ボ
ン
嬢
の
家
は
、「
罪
深
い
独
身
主
義
で
暮
ら
し
て
い
る
不
潔
な
鳥
た
ち
の
か
ご
だ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
る
。」
そ
し
て
ピ
オ
ッ

ツ
ィ
夫
人
は
、
シ
ー
ワ
ー
ド
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
人
の
一
人
で
あ
る
「
ウ
エ
ス
ト
ン
嬢
」
が
ど
う
し
て
あ
れ
ほ
ど
結
婚
を
嫌
が
る
の

か
と
訝
り
、
こ
う
結
論
づ
け
た
。「
ウ
エ
ス
ト
ン
嬢
は
ど
の
女
の
子
も
そ
の
よ
う
に
好
き
に
な
る
の
が
常
だ
っ
た
」 (Piozzi, T

hraliana 2: 

868n3)

。

　

上
記
の
よ
う
な
結
婚
に
対
す
る
極
度
の
嫌
悪
感
は
、
メ
ー
ヴ
ァ
ー
に
よ
っ
て
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
の
必
携
書
」 (M

avor, 

Ladies 83) 

と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
セ
ア
ラ
・
ス
コ
ッ
ト
の
小
説
『
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
ホ
ー
ル
』 （
一
七
六
二
）
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
い
。



　198

ス
コ
ッ
ト
は
未
亡
人
た
ち
や
婚
期
を
過
ぎ
た
独
身
女
性
た
ち
が
田
舎
で
一
緒
に
暮
ら
す
の
を
描
く
が
、
お
そ
ら
く
「
結
婚
嫌
い
と
し
て
非

難
さ
れ
な
い
た
め
に
」 (D

onoghue, Passions 127) 

彼
女
た
ち
に
教
区
の
貧
し
い
娘
た
ち
の
結
婚
の
手
助
け
を
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
は

次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。「
私
た
ち
は
婚
姻
制
度
を
社
会
の
善
人
た
ち
に
と
っ
て
絶
対
に
必
要
な
も
の
と
見
な
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
一
般
的
な
義
務
で
す
。
で
も
、
ど
ん
な
古
代
の
身
分
保
障
権
に
よ
っ
て
も
、
騎
士
の
務
め
を
果
た
す
義
務
を
負
わ
さ
れ
た
者
は
、
自

分
自
身
の
炉
辺
を
楽
し
む
の
を
選
ん
だ
と
し
た
ら
、
自
分
の
代
わ
り
に
代
理
の
者
を
お
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち
は
同
じ
特
権
を
使
う
の
に
多
く
の
人
に
代
理
に
な
っ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
確
か
に
自
分
た
ち
が
そ
の

中
に
入
っ
て
で
き
る
こ
と
よ
り
も
は
る
か
に
も
っ
と
結
婚
生
活
を
奨
励
し
て
い
る
の
で
す
」 (Sarah Scott 163)

。

　

生
涯
独
身
で
あ
っ
た
シ
ー
ワ
ー
ド
は
、
虚
構
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
関
係
を
描
く
際
、
ス
コ
ッ
ト
よ
り
も
は
る
か
に
も
っ
と
慎
重

だ
っ
た
。『
ル
イ
ー
ザ
』
で
は
首
尾
一
貫
し
て
、
女
性
間
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
は
異
性
間
の
関
係
に
影
を
落
と
し
、
金
銭
の
た
め

の
結
婚
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
婚
制
度
そ
の
も
の
に
は
反
駁
し
て
い
な
い
。
そ
の
上
、
女
性
間
の
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
は
少
し
も
性
的
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
異
性
間
の
恋
人
関
係
や
婚
姻
関
係
に
取
っ
て
代
わ
る
べ

き
望
ま
し
い
関
係
と
し
て
も
提
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
広
く
一
般
に
容
認
さ
れ
て
い
る
異
性
愛
社
会
や
異
性
間
の
結
婚
制
度
に
と
っ
て

脅
威
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、『
ル
イ
ー
ザ
』
の
終
わ
り
で
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
こ
の
先
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
人
の
女
性
と
恋
人
の
男
性
と
三
人
で
一
緒
に
幸
せ
に
暮
ら
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
の
よ

う
に
十
八
世
紀
後
期
に
お
け
る
異
性
愛
社
会
と
適
合
可
能
な
女
性
同
性
愛
の
一
様
相
を
描
い
た
。
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甦
っ
た
女
性
詩
人

　

│
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー

　

メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
一
七
九
一
年
出
版
の
『
詩
集
』
へ
の
書
評
で
、『
マ
ン
ス
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
第
六
号
（
一
七
九
一
）
は
、
彼

女
を
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と
呼
ん
だ
。

審
美
眼
と
判
断
力
の
あ
る
人
々
は
、（
中
略
）
本
詩
集
を
精
読
後
、
わ
れ
ら
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
を
よ
り
一
層
高
く
評
価
す
る

だ
ろ
う
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
の
詩
は
お
そ
ら
く
、
レ
ス
ボ
ス
の
婦
人
の
﹇
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
ま
で
伝
わ
り
、
知
っ
て
い
る
限
り
に
お

い
て
﹈
最
上
の
作
品
に
匹
敵
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
優
し
さ
、
感
情
、
詩
的
イ
メ
ー
ジ
、
思
い
や
り
、
気
品
、
そ
し
て
何
よ
り
も
ま
ず
表

現
の
繊
細
さ
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
最
後
の
点
で
は
、
わ
が
国
の
才
女
は
ギ
リ
シ
ャ
の
サ
ッ
ポ
ー
の
作
品
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て

い
る
も
の
す
べ
て
よ
り
は
る
か
に
優
れ
て
い
る
。( T

he M
onthly R

eview
 6 [1791]: 448)

　

一
七
九
四
年
十
月
十
四
日
の
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
紙
も
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
レ
ノ
ル
ズ 

（
一
七
二
三
│
九
二
） 

に
よ
る
一
七
八
四
年

作
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
肖
像
画
（
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ォ
レ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
）
を
暗
示
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
ロ
ビ

ン
ソ
ン
の
上
記
『
詩
集
』
の
口
絵
（
図
版
15
）
に
は
、
こ
の
レ
ノ
ル
ズ
が
描
い
た
絵
を
Ｔ
・
バ
ー
ク
が
彫
版
し
た
も
の
が
選
ば
れ
て
い
た
。
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彼
ら
は
彼
女
の
書
き
物
を
二
年
こ
の
か
た
偶
像
崇
拝
的
に
心

酔
し
、
彼
女
を
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
！｣

と
呼
ん

で
、
そ
れ
に
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
詩
の
「
銅
像
よ
り
も
末
長
く

0

0

0

0

0

0

0

0

残
る
記
念
碑
を
打
ち
立
て
た
！

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
を
加
え
、
彼
女
の
文
学
的

名
声
は
「
レ
ノ
ル
ズ
な
る
者
の
絵
筆
よ
り
も
長
く
続
く
で
あ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ろ
う
！

0

0

0

」
と
言
っ
た
。

( M
orning Post [14 O

ct. 1794] 3, qtd. in C
urran 20

1)

　

こ
の
よ
う
に
、
レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
は
、
西

洋
の
長
い
歴
史
の
間
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
各
国
で
幾
度

と
な
く
女
性
詩
人
た
ち
を
賞
賛
す
る
と
き
、
彼
女
た
ち
に

授
け
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス

で
は
、
マ
ド
レ
イ
ヌ
・
ド
・
ス
キ
ュ
デ
リ
ー 
が
「
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と
し
て
有
名
だ
っ
た
し
、
十
七
世
紀
後
期
の
イ
ギ
リ
ス
で

も
キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が
最
初
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
。
十
八
世
紀
に
は
「
ス
エ

ー
デ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
」、「
ロ
シ
ア
の
サ
ッ
ポ
ー
」、「
ド
イ
ツ
の
サ
ッ
ポ
ー
」
な
ど
も
い
た
。
十
九
世
紀
以
降
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
レ
テ
ィ
シ

ア
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ラ
ン
ド
ン
（
一
八
〇
二
│
三
八
）
や
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
（
一
八
三
〇
│
九
四
）
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
西
洋
諸
国
に
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ッ
ポ
ー
た
ち
が
い
た
し
、

現
代
で
す
ら
も
い
る
。
最
初
の
女
性
詩
人
と
し
て
の
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
は
ま
さ
に
西
洋
の
女
性
の
詩
の
伝
統
と
と
も
に
生
き
続
け
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
い
う
威
厳
あ
る
敬
称
が
女
性
に
と
っ
て
必
ず
し
も
非
常
な
名
誉
に
な
る
と
は
限
ら

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
多
く
の
点
で
、
そ
の
名
前
が
才
能
あ
る
女
性
た
ち
に
対
す
る
文
学
的
セ
ク
シ
ズ
ム
を
内
包

図版 15
Ｔ・バークによるレノルズの絵の彫版画「ロビンソ
ン夫人」、 メアリ・ロビンソン 『詩集』 （1791）口絵。
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し
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
。
一
七
九
六
年
出
版
の
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン

│
真
正
の
ソ
ネ
ッ
ト
連
歌
集
お
よ
び
ギ
リ
シ
ャ
の
女
性
詩

人
の
詩
的
話
題
と
逸
話
に
関
す
る
所
見
』
は
、
明
ら
か
に
同
時
代
の
文
学
的
セ
ク
シ
ズ
ム
を
攻
撃
し
、
自
分
自
身
や
他
の
女
性
作
家
た
ち

を
擁
護
す
る
と
い
う
政
治
的
意
図
を
持
っ
て
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
以
降
何
度
も
語
ら
れ
て
き
た
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
の
有
名
な
話
を
書

き
換
え
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
、
ま
ず
ロ
ビ
ン
ソ
ン
を
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』
を
書
く
こ
と
に
駆
り
立
て
た
動
機
を
吟
味
し
、
そ
れ

か
ら
い
か
に
彼
女
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
サ
ッ
ポ
ー
を
同
時
代
の
女
性
作
家
た
ち
の
象
徴
的
人
物
と
し
て
描
い
て
い
る
か
を
見
て
み
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
文
学
的
セ
ク
シ
ズ
ム

　
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』
の
序
文
に
あ
た
る
散
文
部
分
は
、「
序
」、「
読
者
へ
」、
そ
し
て
「
サ
ッ
ポ
ー
の
話
」
か
ら
な
り
、
テ
ク
ス

ト
全
体
の
三
分
の
一
以
上
も
占
め
る
。
そ
の
中
で
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
同
書
の
政
治
的
意
図
を
躊
躇
な
く
明
か
し
て
い
る
。
彼
女
が
繰
り
返

し
指
摘
す
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
同
時
代
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
よ
り
も
文
化
的
に
遅
れ
て
い
る
国
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
は
詩
人
た
ち
が
「
予
言
の
力
」 ( Sappho 15) 

を
持
っ
て
い
る
と
見
な
し
て
、
彼
ら
に

対
し
深
い
尊
敬
の
念
を
い
だ
い
て
い
た
。
ま
た
、「
自
由
な
教
育
」
の
お
か
げ
で
、
男
性
の
作
品
も
女
性
の
作
品
も
平
等
に
正
し
く
評
価

し
て
い
た
。
そ
れ
故
、「
彼
ら
が
サ
ッ
ポ
ー
に
敬
意
を
払
っ
た
と
き
、
女
性
で
は
な
く
ミ
ュ
ー
ズ
を
崇
拝
し
た
の
だ
」 ( Sappho 27)

。
こ

れ
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
、「
す
べ
て
の
啓
蒙
国
の
中
で
最
も
文
学
的
価
値
を
無
視
し
て
い
る
国
で
あ
る
」 ( Sappho 16)

と
、
ロ
ビ
ン
ソ

ン
は
批
判
す
る
。
こ
の
国
の
詩
人
は
「
妬
み
に
襲
わ
れ
、
悪
意
で
苦
し
め
ら
れ
、
姿
を
隠
し
た
刺
客
の
潔
癖
す
ぎ
る
批
評
に
よ
っ
て
傷
つ

い
て
い
る
」 ( Sappho 14)

。
し
か
し
、
詩
人
や
哲
学
者
た
ち
は
「
も
し
ど
こ
か
他
の

0

0

国
に
生
ま
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
最
も
誇
ら
し
い
栄
誉

を
授
け
ら
れ
、
子
々
孫
々
ま
で
不
朽
の
名
声
を
与
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
」 ( Sappho 16)

。
こ
こ
で
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
特
に
攻
撃
す
る
の
は
文

学
的
セ
ク
シ
ズ
ム
で
あ
る
。「
わ
が
国
の
傑
出
し
た
女
性
た
ち
」
は
、「
宮
廷
の
後
援
も
な
く
、
権
力
者
の
保
護
も
受
け
ず
に
、
文
学
の
道

を
た
ゆ
ま
ず
歩
み
、
精
神
的
卓
越
さ
と
い
う
消
え
る
こ
と
の
な
い
輝
き
で
、
自
分
た
ち
を
気
高
く
し
て
い
る
」 ( Sappho 16)

。
と
こ
ろ
が
、
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そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
た
ち
の
才
能
は
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

従
っ
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
と
っ
て
、
サ
ッ
ポ
ー
は
二
つ
の
理
由
で
重
要
だ
っ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
サ
ッ
ポ
ー
は
女
性
の
「
精
神
的
卓

越
」
を
世
に
広
く
知
ら
し
め
た
最
初
の
女
性
詩
人
と
し
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
や
他
の
女
性
作
家
た
ち
が
目
指
す
べ
き
理
想
像
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
は
サ
ッ
ポ
ー
を
「
第
十
番
目
の
ミ
ュ
ー
ズ
」
と
し
て
崇
め
た
が
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
そ
れ
に
付
け
加
え
て
、
サ
ッ
ポ
ー
の

才
能
は
他
の
作
家
た
ち
の
妬
み
を
か
き
た
て
た
ほ
ど
だ
っ
た
と
言
う
。
彼
ら
は
「
彼
女
の
私
的
な
性
格
に
影
を
落
と
そ
う
と
し
た
。」
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
影
は
「
彼
女
の
詩
的
才
能
の
輝
き
を
前
に
し
て
縮
み
上
が
っ
た
」 ( Sappho 22)

。
こ
の
よ
う
に
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
巧

み
に
サ
ッ
ポ
ー
と
十
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
の
光
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
結
び
つ
け
、
彼
女
の
詩
を
「
感
傷
的
な
も
の
、
熱
烈
な
も
の
、
そ
し
て

恋
情
的
な
も
の
の
規
範
」
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、「
こ
の
上
な
く
啓
発
的
な
魂
の
真
正
の
流
露
」 ( Sappho 25) 

と
し
て
掲
げ
る
。
友
人

の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
（
一
七
五
六
│
一
八
三
六
）
や
メ
ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
よ
う
に
、
社
会
の
「
ゆ
っ
く
り
と
し

た
緩
慢
な
進
歩
」
を
信
じ
、「
才
能
あ
る
人
々
が
朽
ち
る
こ
と
の
な
い
柱
の
よ
う
に
聳
え
立
つ
」 ( Sappho 14–15) 

新
し
い
時
代
、
と
り

わ
け
才
能
あ
る
女
性
た
ち
の
輝
き
が
彼
女
た
ち
を
抑
圧
し
て
き
た
闇
を
追
い
払
う
時
代
の
到
来
を
予
測
す
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
と
っ
て
、

サ
ッ
ポ
ー
は
「
予
言
的
媒
介
者
」 (M
cG

ann , “M
ary R

obinson” 70; M
cG

ann, Poetics 109) 

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

サ
ッ
ポ
ー
が
重
要
な
第
二
の
理
由
は
、
彼
女
の
「
精
神
的
卓
越
」
が
後
世
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
、
否
定
さ
れ
て
き
た
か
ら

だ
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
歴
史
上
の
サ
ッ
ポ
ー
と
後
世
に
伝
わ
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
虚
構
上
の
サ
ッ
ポ
ー
を
明
確
に
区
別
し
、
後
者
の
サ
ッ
ポ

ー
を
イ
ギ
リ
ス
の
抑
圧
さ
れ
た
女
性
作
家
た
ち
を
象
徴
し
て
い
る
と
見
な
す
。
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
伝
わ
っ
て
い
る
サ
ッ
ポ
ー
像
で

最
も
支
配
的
な
も
の
は
、
紀
元
後
一
世
紀
の
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
の
サ
ッ
ポ
ー
だ
っ
た
。
ロ

ビ
ン
ソ
ン
は
「
読
者
へ
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
そ
の
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
詩
と
そ
れ
を
英
訳
し
た
ポ
ー
プ
の
詩
に
言
及
し
、
彼
ら
の
描

く
サ
ッ
ポ
ー
像
は
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
を
軽
視
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
と
ポ
ー
プ
は
、
パ
オ
ー
ン
に
対
す
る
サ
ッ
ポ
ー
の
情
念
を
褒
め
た
た
え
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
描
写
は
ど
ん
な
に
美
し
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く
仕
上
げ
が
施
さ
れ
て
い
て
も
、
ギ
リ
シ
ャ
の
女
性
詩
人
に
光
彩
を
添
え
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
そ
の
価
値
を
下
げ
る
傾
向
に
あ
る
。

( Sappho 18)

　

サ
ッ
ポ
ー
の
受
容
史
が
彼
女
の
虚
構
化
の
歴
史
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
批
判
は
核
心
を
つ
い
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
自
身
に
向
け
ら
れ
た
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と
い
う
名
称
に
潜
む
軽
蔑
の
色
を
彼
女
が
充
分
承
知
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
紀
元
前
十
世
紀
頃
の
叙
事
詩
人
ホ
メ
ロ
ス
が
「
詩
人
」 (the Poet)

だ
っ
た
よ
う
に
、
紀
元
前
七
世
紀
頃
の

抒
情
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
は
「
女
性
詩
人
」 (the Poetess) 

と
し
て
有
名
だ
っ
た
。
し
か
し
、
死
後
数
世
紀
の
う
ち
に
、
彼
女
の
名
前
に
は
性

的
に
淫
ら
な
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
め
た
の
が
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス

だ
っ
た
。
彼
の
描
い
た
サ
ッ
ポ
ー
は
、
年
下
の
パ
オ
ー
ン
に
恋
に
落
ち
る
以
前
は
多
く
の
女
性
た
ち
を
愛
し
た
同
性
愛
者
で
あ
り
、
今
で

は
パ
オ
ー
ン
に
棄
て
ら
れ
て
も
な
お
、
羞
恥
心
も
捨
て
て
彼
へ
の
燃
え
る
よ
う
な
愛
を
赤
裸
々
に
告
白
す
る
多
情
な
女
性
だ
っ
た
。
彼
女

は
レ
フ
カ
ス
の
岩
上
か
ら
落
ち
る
以
前
に
、
性
的
に
堕
落
し
、
詩
人
と
し
て
の
名
声
を
落
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。2 

　

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
に
よ
っ
て
後
世
に
伝
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
サ
ッ
ポ
ー
の
好
色
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
才
能
が
あ
り
想
像
的
な
仕
事
を
す
る

女
性
作
家
た
ち
に
対
す
る
社
会
的
偏
見
を
端
的
に
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
。
特
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
時
代
に
は
、
女
性
作
家
た
ち
に
対
す

る
批
判
は
常
に
彼
女
ら
の
性
的
堕
落
の
暴
露
を
含
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
、『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』
の
出
版
の
二
年
後
に
は
、
保
守

主
義
者
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ポ
ル
ウ
ェ
ル
が
、
進
歩
主
義
的
な
女
性
作
家
た
ち
を
「
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
た
ち
」
と
し
て
非
難
し
、
彼
女

た
ち
の
政
治
的
思
想
を
過
度
の
感
受
性
す
な
わ
ち
淫
ら
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
結
び
つ
け
た
。
そ
し
て
ロ
ビ
ン
ソ
ン
を
、
ウ
ル
ス
ト
ン

ク
ラ
フ
ト
が
率
い
る
「
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
た
ち
」
の
グ
ル
ー
プ
の
一
人
と
見
な
し
た(Polw

hele 16)

。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
と
っ
て
、

こ
う
し
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
ポ
ル
ウ
ェ
ル
の
諷
刺
詩
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
個
人
的
な
意
味
に
お
い
て
も
受
け
る

恐
れ
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
女
は
人
気
の
あ
る
プ
ロ
の
作
家
に
な
る
十
年
以
上
前
に
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
の
よ
う
に

「
棄
て
ら
れ
た
女
性
」
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
「
堕
落
し
た
女
性
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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「
パ
ー
デ
ィ
タ
」

　

彼
女
は
若
い
頃
か
ら
そ
の
美
貌
が
一
目
を
集
め
、
わ
ず
か
十
五
歳
で
年
季
契
約
の
事
務
員
と
結
婚
し
、
夫
の
借
金
の
た
め
に
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
娘
と
と
も
に
監
獄
で
一
年
暮
ら
し
た
経
験
が
あ
る
が
、
そ
の
後
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
女
優
に
な
り
、
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
も
っ
と
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
一
七
七
九
年
十
二
月
三
日
、
彼
女
が
二
一
歳
の
と
き
、『
冬
物
語
』
の
パ
ー
デ
ィ
タ
役
の
演
技

で
当
時
十
七
歳
の 
プ
リ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
（
の
ち
の
ジ
ョ
ー
ジ
四
世
） （
一
七
六
二
│
一
八
三
〇
）
の
目
を
引
き
、
彼
の
最
初
の

愛
人
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
年
後
彼
が
他
の
女
性
に
心
を
移
し
た
た
め
棄
て
ら
れ
た
が
、
二
人
の
短
く
も
華
麗
な
情
事
は
す
ぐ
さ
ま

一
大
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
っ
て
世
を
騒
が
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
七
八
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
諷
刺
詩
「
フ
ロ
ー
リ
ゼ
ル
と
パ
ー
デ
ィ
タ
」

は
「
あ
あ
、
ポ
リ
ー
は
か
わ
い
そ
う
な
娼
婦
」
の
節
回
し
で
う
た
う
よ
う
指
示
し
、
プ
リ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と

彼
女
の
夫
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
か
ら
か
っ
て
い
る
。

She never play ’d her Part so w
ell,

 
In all her Life before,

Yet som
e, as w

ell as Florizel,

 
K

now
s how

 she plays the W
̶

H
er husband too, a puny Im

p,

 
W

ill often guard the D
oor,

A
nd hum

bly play Sir Peter Pim
p,

 
W

hile she perform
s the W

—
.　

(“Florizel and Perdita,” lines 25–32, qtd in Steen 123)

彼
女
は
今
ま
で
の
人
生
で
／
こ
ん
な
に
も
上
手
に
演
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。／
だ
け
ど
フ
ロ
ー
リ
ゼ
ル
だ
け
で
な
く
、
誰
か
さ
ん
も
／
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知
っ
て
い
る
の
さ
、
ど
ん
な
ふ
う
に
彼
女
が
売
＊
＊
を
演
じ
た
か
。／
け
ち
な
小
鬼
の
彼
女
の
旦
那
も
／
し
ば
し
ば
ド
ア
を
見
張
り
、／
か

し
こ
ま
っ
て
ポ
ン
引
き
ピ
ー
タ
ー
卿
を
演
じ
る
。／
彼
女
が
売
＊
＊
を
や
っ
て
い
る
間
に
ね
。

　

一
七
八
三
年
八
月
の
『
ラ
ン
ブ
ラ
ー
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
載
っ
た
諷
刺
画
（
図
版
17
）
で
は
、
プ
リ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
手

綱
を
引
く
大
き
な
山
羊
の
二
頭
立
て
馬
車
に
「
パ
ー
デ
ィ
タ
」
が
乗
り
、
後
ろ
に
従
僕
と
し
て
侍
る
彼
女
の
夫
が
彼
女
に
「
六
万
ポ
ン
ド

図版 16
シャーウィンとバークの彫版画「フローリゼルとパーディタ」、『メア
リ・ロビンソンの回顧録』（1895）162頁に面した挿絵。

図版 17
「新型馬車、あるいはパーディタを馬車で運ぶフローリゼル」、『ランブ
ラーズ・マガジン』（1783年 8月）中の戯画。マーガリ－ト・スティー
ン『迷える人─メアリ・「パーディタ」・ロビンソン伝』（1937）158頁
に面した挿絵。
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の
譲
渡
証
書
」
と
書
か
れ
た
紙
を
手
渡
し
し
て
い
る
様
が
描
か
れ
る
。
劇
場
で
彼
女
を
見
初
め
た
プ
リ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
、

彼
女
の
愛
を
射
止
め
る
た
め
に
自
分
が
成
人
に
な
っ
た
と
き
二
万
ポ
ン
ド
を
支
払
う
と
い
う
証
書
を
渡
し
て
い
た
。
結
局
そ
の
約
束
は
果

た
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
七
千
ポ
ン
ド
の
借
金
が
あ
っ
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
一
七
八
一
年
に
「
フ
ロ
ー
リ
ゼ
ル
」
た
る
彼
か
ら
の
熱
烈
な
ラ
ブ

レ
タ
ー
を
彼
の
父
親
の
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
に
五
千
ポ
ン
ド
で
売
る
こ
と
に
成
功
し
、
ま
た
翌
年
に
は
ホ
イ
ッ
グ
党
首
領
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ

ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
（
一
七
四
九
│
一
八
〇
六
）
の
仲
介
で
、
二
万
ポ
ン
ド
の
証
書
を
引
き
渡
す
の
と
引
き
替
え
に
五
百
ポ
ン
ド
の
年

金
を
確
保
し
た
。
上
記
の
諷
刺
画
は
、
こ
の
よ
う
な
金
銭
ず
く
の
二
人
の
関
係
を
茶
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。3

　

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
プ
リ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
の
仲
を
と
り
も
っ
た
モ
ー
ル
デ
ン
卿
や
、
上
記
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
と
も
つ
き
合
い
、

一
七
八
二
年
頃
か
ら
九
八
年
ま
で
は
、
対
米
戦
争
で
活
躍
し
た
バ
ナ
ス
タ
ー
・
タ
ー
ル
ト
ン
大
佐
（
一
七
五
四
│
一
八
三
三
）
の
愛
人
に
な

っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
恋
も
も
ち
ろ
ん
ゴ
シ
ッ
プ
の
種
で
あ
っ
た
。4

一
七
八
二
年
九
月
二
一
日
の
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
紙
は
「
船
の

ニ
ュ
ー
ス
」
で
次
の
よ
う
に
揶
揄
し
て
い
る
。

武
装
船
タ
ー
ル
ト
ン
号
は
パ
ー
デ
ィ
タ
・
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
を
捕
ま
え
た
。（
中
略
）
巡
航
中
多
く
の
捕
獲
物
、
特
に
フ
ロ
ー
リ
ゼ
ル
号
を

と
っ
た
、
巨
大
な
素
晴
ら
し
く
綺
麗
な
船
底
の
船
。（
中
略
）
数
年
前
に
は
フ
ォ
ッ
ク
ス
号
に
捕
ま
っ
た
が
、
す
ぐ
あ
と
で
モ
ー
ル
デ
ン

号
に
ま
た
捕
ま
り
、
タ
ー
ル
ト
ン
号
と
出
会
っ
た
と
き
贅
沢
な
ひ
と
そ
ろ
い
の
新
し
い
策
具
装
置
を
つ
け
て
い
た
。

(Q
td. in Ingam

ells 19)

　

一
七
八
二
年
八
月
二
〇
日
に
出
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ギ
ル
レ
イ
（
一
七
五
七
│
一
八
一
五
）
の
「
雷
神
」
と
題
す
る
諷
刺
画
（
図
版
18
）
で

は
、
雄
々
し
く
て
自
慢
に
満
ち
た
タ
ー
ル
ト
ン
、
頭
が
羽
飾
り
に
な
っ
て
い
る
プ
リ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
そ
し
て
背
景
の
い
か

が
わ
し
い
建
物
の
戸
の
上
に
足
を
大
き
く
広
げ
て
座
っ
て
い
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
描
か
れ
る
。
け
ば
け
ば
し
い
看
板
は
「
野
菜
と
煮
込
ん
だ

ビ
ー
フ
、
毎
晩
あ
つ
あ
つ
」
と
宣
伝
し
、
明
ら
か
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
を
消
費
さ
れ
、
楽
し
ま
れ
る
肉
と
同
一
視
し
た
。5
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彼
女
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
記
憶
は
そ
の
後
も
長
い
間

人
々
の
脳
裏
か
ら
消
え
な
か
っ
た
。
彼
女
に
「
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
」
の
タ
イ
ト
ル
を
授
け
た
『
マ
ン
ス
リ

ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
は
用
心
深
い
書
き
方
で
、「
こ
の
独
創
的

で
著
名
な
ご
婦
人
は
、
そ
の
個
人
的
な
魅
力
と
精
神
的
な

才
芸
の
両
方
で
公
衆
の
注
意
を
引
き
つ
け
て
き
た
」 (R

ev. 

of Poem
s [1791], by M

ary R
obinson, T

he M
onthly 

R
eview

 6 [1791]: 448) 

と
記
し
た
。
彼
女
が
一
八
〇
〇
年

に
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
、『
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
レ
ヴ
ュ
ー
』

第
三
三
号
（
一
八
〇
一
）
は
、
彼
女
の
自
伝
『
故
ロ
ビ
ン
ソ

ン
夫
人
の
回
顧
録
』 （
一
八
〇
一
）6

へ
の
書
評
の
中
で
、「
わ

れ
わ
れ
は
そ
の
時
期
を
思
い
出
し
、
話
を
書
き
足
す
こ
と

が
で
き
る
ほ
ど
年
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
彼
女
自
身
や
、
彼
女
の
死
後
こ
の
仕
事
を
引
き
継
い
だ
者
が
、
隠
そ
う
と
し
た
も
の
を
詳
し

く
述
べ
る
つ
も
り
は
な
い
。
彼
女
は
多
く
の
美
徳
と
多
く
の
欠
点
を
持
っ
て
い
た
。
願
わ
く
は
、
水
の
上
に
欠
点
が
書
か
れ
て
、
通
り
過

ぎ
る
そ
よ
風
に
よ
っ
て
消
さ
れ
ま
す
よ
う
に
！
」 ( T

he C
ritical R

eview
 33 [1801]: 295) 

と
、
複
数
の
男
性
た
ち
と
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

が
あ
っ
た
こ
と
を
仄
め
か
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
自
身
が
人
々
の
注
目
の
的
に
な
っ
て
い
た
な
ら
、
彼
女
の
詩
が
偏
見
な
く
正
当
に
評
価
さ
れ
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
、『
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
第
六
一
号
（
一
七
九
一
）
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
一
七
九
一
年
出
版
の
『
詩
集
』

へ
の
書
評
の
中
で
、
上
述
の
『
マ
ン
ス
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
の
書
評
に
水
を
さ
す
か
の
よ
う
に
、
次
の
よ
う
に
皮
肉
っ
て
い
る
。

図版 18
ジェイムズ・ギルレイ「雷神」（1782）。マーガリー
ト・スティーン『迷える人─メアリ・「パーディタ」・
ロビンソン伝』（1937）182頁に面した挿絵。
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彼
女
の
出
版
物
の
功
績
を
全
く
損
な
う
こ
と
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
以
下
の
こ
と
を
認
め
た
い
気
持
ち
で
あ
る
。
も
し
彼
女
が
そ
の
個
人
的

な
優
雅
さ
や
才
芸
で
目
立
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、（
中
略
）
彼
女
の
詩
的
な
趣
味
が
影
響
を
及
ぼ
す
範
囲
は
限
ら
れ
て
お
り
、
友
人
た
ち

か
ら
は
慇
懃
な
賞
賛
を
浴
び
る
だ
ろ
う
が
、
公
衆
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
注
目
も
さ
れ
ず
、
褒
賞
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
。

(T
he G

entlem
an’s M

agazine 61 [1791]: 560)

サ
ッ
ポ
ー
の
名
誉
回
復

　

従
っ
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
偏
見
に
満
ち
た
批
評
を
退
け
る
た
め
に
、
そ
し
て
何
よ
り
も
ま
ず
詩
人
と
し
て
の
自
分
の
名

誉
の
た
め
に
、
是
非
と
も
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
の
名
誉
を
回
復
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。7

『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』
の
序
文
中
の
「
サ
ッ
ポ
ー

の
話
」
で
、
彼
女
は
十
八
世
紀
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー
の
二
つ
の
賛
辞
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
つ
は
ア
デ
ィ
ソ
ン
が
一
七
一
一
年
の
『
ス
ペ

ク
テ
ー
タ
ー
』
誌
で
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
を
賞
賛
し
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
は
「
魅
惑
的
な
愛
情
と
恍
惚
」 

(Joseph A
ddison 2: 366) 

で
満
ち
て
い
る
と
ア
デ
ィ
ソ
ン
が
言
っ
た
箇
所
を
、「
感
受
性
の
鮮
明
な
輝
き
」
で
満
ち
て
い
る
と
い
う
表

現
に
変
え
て
、
そ
の
あ
と
で
「
全
部
残
存
し
て
い
た
ら
読
む
に
は
危
険
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
ア
デ
ィ
ソ
ン
の
表
現
を
少
し
変
え

て
引
用
し
た
。
だ
が
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
ア
デ
ィ
ソ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
評
に
不
満
足
で
、「
現
代
の
潔
癖
す
ぎ
る
上
品
さ
」
を
示
す
も
の
と
見

な
し
、
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
を
正
し
く
評
価
し
て
い
な
い
と
断
じ
た( Sappho 24–25, 27)

。

　

こ
れ
に
対
し
、
一
七
八
八
年
に
出
版
さ
れ
て
以
来
版
を
重
ね
、
一
七
九
一
年
に
英
訳
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
聖
職
者
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ

ク
・
バ
ル
テ
ル
ミ
の
『
小
ア
ナ
カ
ル
シ
ス
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
行
記
』
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
と
っ
て
、「
ギ
リ
シ
ャ
の
女
性
詩
人
の
擁
護
で
あ

る
と
同
時
に
賛
辞
」 ( Sappho 27) 

だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー
の
虚
構
化
の
歴
史
を
辿
っ
た
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
ジ
ャ
ン
は
、

バ
ル
テ
ル
ミ
が
「
政
治
的
サ
ッ
ポ
ー
」 (D

eJean 157) 

を
創
り
出
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
バ
ル
テ
ル
ミ
の
話
の
中
で
は
、
サ
ッ
ポ
ー
が

レ
ス
ボ
ス
か
ら
シ
チ
リ
ア
へ
渡
っ
た
の
は
、
ダ
シ
エ
夫
人
以
来
伝
統
的
に
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
パ
オ
ー
ン
を
追
い
か
け
た
か
ら
で
は
な
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く
、
腐
敗
し
た
レ
ス
ボ
ス
社
会
で
の
革
命
的
行
為
の
せ
い
で
亡
命

し
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
「
サ
ッ
ポ
ー
の
話
」
の

最
後
に
長
々
と
引
い
て
い
る
バ
ル
テ
ル
ミ
か
ら
の
抜
粋
は
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
者
の
先
駆
者
の
よ
う
な
サ
ッ
ポ
ー
の
こ
と
は
何
も
言
及

し
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
偉
大
な
詩
人
と
し
て
の
サ
ッ
ポ
ー

の
過
度
な
感
受
性
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。

サ
ッ
ポ
ー
は
レ
ス
ボ
ス
の
女
性
た
ち
に
文
学
の
趣
味
を
吹
き
込
む
仕
事
に
と
り
か
か
っ
た
。
彼
女
た
ち
の
多
く
は
彼
女
か
ら
教
え
を
受

け
、
外
国
の
女
性
た
ち
も
大
勢
彼
女
の
弟
子
に
な
っ
た
。
彼
女
は
彼
女
た
ち
を
愛
し
す
ぎ
る
ほ
ど
愛
し
た
。
別
な
ふ
う
に
愛
す
る
な
ん
て

で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
あ
ら
ん
限
り
の
激
し
い
情
念
で
自
分
の
愛
を
表
現
し
た
。
あ
な
た
方
が
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
の
極
端
な

感
受
性
の
こ
と
を
よ
く
ご
存
じ
で
、
彼
ら
の
間
で
は
最
も
無
垢
な
関
係
が
し
ば
し
ば
情
熱
的
な
愛
の
言
葉
を
借
用
し
て
い
る
こ
と
が
お
わ

か
り
に
な
っ
た
ら
、
そ
ん
な
表
現
に
驚
か
な
い
で
し
ょ
う
。( Sappho 28)

　

バ
ル
テ
ル
ミ
を
通
し
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
サ
ッ
ポ
ー
の
レ
ス
ボ
ス
の
女
性
た
ち
に
対
す
る
愛
を
非
難
か
ら
擁
護
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち

に
対
す
る
愛
こ
そ
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
の
源
泉
で
あ
り
、
そ
の
上
、
サ
ッ
ポ
ー
と
彼
女
た
ち
の
関
係
は
文
学
の
師
と
弟
子
の
関
係
で
あ
っ
た
の

だ
。
リ
ン
ダ
・
Ｈ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
サ
ッ
ポ
ー
は
「
女
性
の
共
同
体
と
女
性
の
文
学
伝
統
の
可
能
性
」 (Peterson, 

“B
ecom

ing” 41) 

を
象
徴
す
る
と
言
え
る
。

　

意
義
深
い
こ
と
に
、
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
的
創
造
や
女
性
の
文
学
伝
統
に
お
い
て
、
男
性
た
ち
は
主
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
サ
ッ
ポ
ー
の
有
名
な
異
性
愛
物
語
を
ソ
ネ
ッ
ト
連
歌
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
と
き
、
い
つ
も
彼
女
の
詩

図版 19
「サッポー」、メアリ・ロビンソン
『サッポーとパオーン』（1796）口絵。
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の
下
に
潜
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
の
節
で
は
、『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』
の
序
文
に
お
け
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
主
張
が
ど
の
よ
う
に

ソ
ネ
ッ
ト
連
歌
で
具
現
化
さ
れ
た
か
を
見
て
み
る
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
真
正
な
ソ
ネ
ッ
ト

　

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
彼
女
の
ソ
ネ
ッ
ト
形
式
が
「
真
正
」（
す
な
わ
ち
イ
タ
リ
ア
風
ソ
ネ
ッ
ト
も
し
く
は
ペ
ト
ラ
ル
カ
風
ソ
ネ
ッ
ト
）
で

あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
風
も
し
く
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
風
ソ
ネ
ッ
ト
は
三
つ
の
四
行
連
句
に
二
行
連
句
が
つ
く
に
対
し
、
真

正
な
ソ
ネ
ッ
ト
で
は
八
行
連
句
と
六
行
連
句( abbaabba cdecde or cdedcd)

か
ら
な
る
。
多
く
の
母
音
を
持
つ
イ
タ
リ
ア
語
と
違
っ
て
、

英
語
で
こ
の
韻
を
踏
む
の
は
か
な
り
難
し
い
。「
そ
れ
は
ミ
ル
ト
ン
以
来
ど
ん
な
著
名
な
人
物
﹇
男
性
﹈
も
使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」 

( Sappho 7) 

と
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
言
葉
を
引
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
ソ
ネ
ッ
ト
形
式
を
女
性
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が

採
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
女
が
作
詩
能
力
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
最
も
偉
大
な
男
性
詩
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
ミ
ル
ト
ン
に
匹

敵
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

真
正
な
ソ
ネ
ッ
ト
形
式
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
と
ポ
ー
プ
が
採
用
し
た
哀
歌
調
の
書
簡
体
形
式

と
、
彼
ら
が
描
く
サ
ッ
ポ
ー
像
に
対
す
る
批
判
を
示
そ
う
と
す
る
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
詩
の
冒
頭
部
分
で
は
、
サ
ッ
ポ
ー
は
す
で
に
パ

オ
ー
ン
に
棄
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
あ
と
で
あ
る
。
悲
し
み
に
く
れ
る
サ
ッ
ポ
ー
は
哀
歌
調
の
書
簡
を
彼
に
宛
て
て
書
く
。
な
ぜ
な
ら
、
彼

女
の
有
名
な
抒
情
詩
体
よ
り
も
哀
歌
形
式
の
方
が
深
い
悲
し
み
を
表
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
だ
。

Forsitan et quare m
ea sint alterna requiras

 
carm

ina, cum
 lyricis sim

 m
agis apta m

odis.

flendus am
or m

eus est̶
elgiae flebile carm

en;

 
non facit ad lacrim

as barbitos ulla m
eas.　

(O
vid, E

pistle X
V. “Sappho Phaoni,” lines 5–8)
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お
そ
ら
く
あ
な
た
は
ま
た
、
叙
情
詩
形
の
方
が
私
に
も
っ
と
ふ
さ
わ
し
い
の
に
、／
ど
う
し
て
私
の
詩
が
﹇
哀
歌
調
に
﹈
替
わ
っ
た
の
か

と
お
た
ず
ね
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。／
私
は
私
の
愛
の
た
め
に
泣
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

│
そ
し
て
哀
歌
は
涙
を
流
す
詩
歌

で
す
。／
私
の
涙
に
抒
情
詩
は
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

デ
ジ
ャ
ン
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
は
こ
の
よ
う
に
サ
ッ
ポ
ー
か
ら
抒
情
詩
人
と
し
て
の
彼
女
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

奪
い
、
彼
女
に
た
だ
単
に
哀
れ
な
、
棄
て
ら
れ
た
女
性
と
し
て
の
役
を
振
り
当
て
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
は

哀
愁
に
満
ち
た
書
簡
の
本
当
の
作
者
と
し
て
サ
ッ
ポ
ー
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
彼
女
の
不
滅
の
名
声
で
は
な
く
自
分
自

身
の
不
滅
の
名
声
を
確
立
で
き
た(D

eJean 74–77)

。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
こ
う
し
た
「
女
性
の
文
学
的
権
威
の
簒
奪
」 (D

eJean 77) 

に
反

論
し
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
そ
の
追
従
者
ポ
ー
プ
が
描
く
サ
ッ
ポ
ー
が
も
と
の
女
性
の
声
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
批
判
の
声

を
強
め
る
。
彼
女
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
か
ら
の
上
記
ラ
テ
ン
語
引
用
の
う
ち
の
最
後
の
二
行
と
、
ポ

ー
プ
に
よ
る
英
訳
「
愛
は
、
よ
り
悲
し
い
調
べ
で
私
の
涙
が
流
れ
る
よ
う
に
教
え
、／
そ
し
て
私
の
心
を
悲
し
み
の
哀
歌
へ
と
向
け
さ
せ

た
」( “Love taught m

y tears in sadder notes to flow
, / A

nd tun ’d m
y heart to elegies of w

oe ”) (“Sappho to Phaon,” lines 

7–8)

を
選
ん
だ
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー

　
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』
を
通
し
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
読
者
に
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
と
ポ
ー
プ
の
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の

手
紙
」
に
戻
る
よ
う
誘
導
す
る
。
導
入
的
な
最
初
の
三
つ
の
ソ
ネ
ッ
ト
と
結
論
部
の
「
ソ
ネ
ッ
ト
44
」
の
間
に
、
一
人
称
単
数
で
語
る

サ
ッ
ポ
ー
の
物
語
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
物
語
は
、
ソ
ネ
ッ
ト
の
タ
イ
ト
ル
に
従
え
ば
、「
サ
ッ
ポ
ー
が
自
分
の
情
欲
を
発
見
す
る
」 

（「
ソ
ネ
ッ
ト
4
」）
か
ら
、「
彼
女
は
彼
を
と
り
こ
に
し
よ
う
と
す
る
」 （「
ソ
ネ
ッ
ト
13
」）、「
パ
オ
ー
ン
は
彼
女
を
棄
て
る
」 （「
ソ
ネ
ッ
ト
22
」）、
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「
パ
オ
ー
ン
に
つ
い
て
い
く
こ
と
を
決
心
す
る
」 （「
ソ
ネ
ッ
ト
29
」）、「
シ
チ
リ
ア
に
到
着
す
る
」 （「
ソ
ネ
ッ
ト
33
」）
を
経
て
、「
非
業
の
死
を

遂
げ
る
前
、
レ
フ
カ
ス
の
岩
上
に
お
け
る
彼
女
の
黙
想
」 （「
ソ
ネ
ッ
ト
43
」）
に
ま
で
ゆ
っ
く
り
進
む
。8

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
け
だ
る
い

進
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
は
、
物
語
の
発
端
を
示
す
「
ソ
ネ
ッ
ト
4
」
か
ら
す
で
に
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
と

ポ
ー
プ
の
サ
ッ
ポ
ー
の
運
命
を
知
っ
て
い
る
。

W
hy, w

hen I gaze on Phaon ’s beauteous eyes,

 
W

hy does each thought in w
ild disorder stray?

 
W

hy does each fainting faculty decay,

A
nd m

y chill ’d breast in throbbing tum
ults rise?

M
ute, on the ground M

y L
yre neglected lies,

 
T

he M
use forgot, and lost the m

elting lay;

 
M

y dow
n-cast looks, m

y faultering lips betray,

T
hat stung by hopeless passion, ̶

Sappho dies!

 
N

ow
, on a bank of C

ypress let m
e rest;

C
om

e, tuneful m
aids, ye pupils of m

y care,

 
C

om
e, w

ith your dulcet num
bers soothe m

y breast;

A
nd, as the soft vibrations float on air,

 
Let pity w

aft m
y spirit to the blest,

To m
ock the barb ’rous trium

phs of despair!　

( “Sonnet IV. Sappho discovers the Passion”)

ど
う
し
て
、
私
が
パ
オ
ー
ン
の
美
し
い
目
を
見
つ
め
る
と
き
、／
ど
う
し
て
ど
の
思
い
も
激
し
く
混
乱
し
て
さ
ま
よ
う
の
か
し
ら
？
／
ど

う
し
て
失
神
の
機
能
も
衰
え
、／
私
の
冷
え
冷
え
と
し
た
胸
は
ど
き
ど
き
乱
れ
て
高
ま
る
の
か
し
ら
？
／
私
の
リ
ラ
は
忘
れ
去
ら
れ
て
地
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面
に
静
か
に
横
た
わ
る
。／
ミ
ュ
ー
ズ
は
忘
れ
ら
れ
、
哀
愁
を
そ
そ
る
歌
も
失
わ
れ
て
い
る
。／
私
の
う
な
だ
れ
た
眼
差
し
は
、
私
の
口
ご

も
る
唇
は
、
示
し
て
い
る
、／
望
み
の
な
い
情
欲
で
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
。

│
サ
ッ
ポ
ー
は
死
ぬ
！
／
さ
あ
、
イ
ト
ス
ギ
の
土
手
で

私
を
休
ま
せ
て
お
く
れ
。／
お
い
で
、
快
い
響
き
を
出
す
乙
女
た
ち
よ
、
私
が
世
話
す
る
弟
子
た
ち
よ
。／
お
い
で
、
お
前
た
ち
の
美
し
い

調
べ
で
私
の
胸
を
慰
め
て
お
く
れ
。／
そ
し
て
、
柔
ら
か
な
振
動
が
空
に
漂
う
と
き
、
憐
憫
に
私
の
魂
を
聖
な
る
者
へ
と
運
ば
せ
て
お
く

れ
。／
絶
望
の
無
慈
悲
な
勝
利
を
あ
ざ
け
る
た
め
に
！

　

第
一
行
目
か
ら
三
行
目
ま
で
は
、
こ
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
話
し
手
の
「
私
」
が
は
じ
め
て
パ
オ
ー
ン
を
見
た
と
き
、
い

か
に
狂
え
る
よ
う
な
熱
烈
な
情
欲
を
感
じ
た
か
を
示
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
四
行
は
明
ら
か
に
ポ
ー
プ
の
詩
の
一
二
六
行
目
（
下
記
の

引
用
の
最
終
行
）、
パ
オ
ー
ン
が
彼
女
を
棄
て
て
シ
チ
リ
ア
に
逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
く
言
葉
を
反
映
し
て
い
る
。

W
hen first I heard (from

 w
hom

 I hardly knew
)

T
hat you w

ere fled, and all m
y joys w

ith you,

Like som
e sad statue, speechless, pale, I stood,

G
rief chill’d m

y breast, and stopp’d m
y freezing blood;　

(Pope, “Sappho to Phaon,” lines 123–26)

最
初
に
私
が
、（
誰
か
ら
聞
い
た
か
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
け
れ
ど
）／
あ
な
た
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
、
私
の
喜
び
も
全
部
あ
な
た
と
と
も

に
消
え
去
っ
た
と
、
聞
い
た
と
き
、／
何
か
悲
し
い
彫
像
の
よ
う
に
、
言
葉
も
な
く
、
青
ざ
め
て
、
私
は
立
っ
て
い
た
。／
悲
嘆
が
私
の
胸

を
冷
た
く
し
、
私
の
凍
え
る
血
を
止
め
た
。

　

同
様
に
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
五
行
目
は
ポ
ー
プ
の
六
行
目
（
下
記
の
引
用
の
二
行
目
）
に
共
鳴
し
て
い
る
。

A
sk not the cause that I new

 num
bers chuse,
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T
he Lute neglected, and the L

yric m
use;

Love taught m
y tears in sadder notes to flow

,
and tun’d m

y heart to E
legies of w

oe.　

(Pope, “Sappho to Phaon,” lines 5–8)
私
が
新
し
い
韻
律
を
選
ん
だ
理
由
を
お
尋
ね
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。／
リ
ュ
ー
ト
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
、
抒
情
の
詩
風
も
忘
れ
去
ら

れ
た
。／
愛
は
私
の
涙
に
も
っ
と
悲
し
い
調
べ
で
流
れ
る
よ
う
に
教
え
、／
私
の
心
を
悲
し
み
の
哀
歌
の
気
分
に
合
わ
せ
た
。

　

そ
し
て
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
六
行
目
か
ら
八
行
目
は
、
ポ
ー
プ
の
次
の
詩
行
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
的
な
声
の
喪
失

は
パ
オ
ー
ン
の
愛
の
喪
失
が
原
因
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
箇
所
だ
。

A
las! the M

uses now
 no m

ore inspire,

U
ntun ’d m

y lute, and silent is m
y lyre,

M
y languid num

bers have forgot to flow
,

A
nd fancy sinks beneath a w

eight of w
oe.

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
A

bsent from
 thee, the Poet’s flam

e expires;　

(Pope, “Sappho to Phaon,” lines 228–31, 240)

あ
あ
！　

ミ
ュ
ー
ズ
の
女
神
た
ち
は
も
う
霊
感
を
与
え
て
く
れ
な
い
。／
私
の
リ
ュ
ー
ト
は
調
子
が
は
ず
れ
、
私
の
リ
ラ
は
音
を
出
さ
な

い
。／
私
の
も
の
う
い
調
べ
は
流
れ
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。／
そ
し
て
空
想
が
悲
し
み
の
重
み
の
下
に
沈
む
。／（
中
略
）／
あ
な
た
が

い
な
く
な
り
、
詩
人
の
炎
は
消
え
る
。

　

換
言
す
れ
ば
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
は
パ
オ
ー
ン
へ
の
熱
烈
な
愛
に
目
覚
め
る
や
い
な
や
、
そ
れ
が
「
望
み
が
な
い
」（
八
行
目
）

愛
で
あ
る
こ
と
や
、
自
分
が
も
は
や
詩
人
で
は
な
く
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
語
り
手
の
「
私
」
が
、「
私
は
死
ぬ
！
」
の
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代
わ
り
に
、「
サ
ッ
ポ
ー
は
死
ぬ
！
」
と
叫
ん
で
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
明
ら
か
に
第
一
人
称
の
「
私
」
と
第
三

人
称
の
「
サ
ッ
ポ
ー
」
を
区
別
し
、
前
者
を
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
に
囚
わ
れ
た
単
な
る
女
性
、
そ
し
て
後
者
を
リ
ラ
を
奏
で
、
歌
を
う
た
う

詩
人
と
し
て
考
え
た
。
詩
人
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
死
は
未
来
時
制
で
は
な
く
現
在
時
制
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
女
性
の
「
私
」
は
す
で
に

詩
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
喪
失
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、「
私
」
が
詩
人
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
死
を
自
覚

し
た
あ
と
、
六
行
目
で
、「
さ
あ
、
イ
ト
ス
ギ
の
土
手
で
私
を
休
ま
せ
て
お
く
れ
」
と
、
自
分
の
自
殺
願
望
を
口
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。（
イ
ト
ス
ギ
は
、
墓
地
に
多
く
植
え
ら
れ
る
針
葉
樹
で
、
喪
の
表
象
で
あ
る
。）「
私
」
は
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
ポ
ー
プ
が
描
い
た
よ

う
に
パ
オ
ー
ン
に
棄
て
ら
れ
て
絶
望
の
あ
ま
り
死
を
望
む
の
で
は
な
く
、
詩
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
っ
た
か
ら
、
自
ら
の

肉
体
的
な
死
を
望
ん
で
い
る
の
だ
。

　

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
の
物
語
は
、「
ソ
ネ
ッ
ト
4
」
に
す
べ
て
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は

こ
の
あ
と
も
意
図
的
に
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
に
と
り
つ
か
れ
た
「
私
」
と
詩
人
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
間
に
明
確
な
線
を
引
き
な
が
ら
、
後
者
の

死
を
何
度
も
描
く
。
た
と
え
ば
、「
ソ
ネ
ッ
ト
19
、
彼
の
不
変
の
愛
を
疑
る
」
は
、
語
り
手
の
「
私
」
の
「
さ
ら
ば
」
と
い
う
声
か
ら
始

ま
る
。Farew

ell, ye coral caves, ye pearly sands,

 
Ye w

aving w
oods that crow

n yon lofty steep;

 
Farew

ell, ye N
ereides of the glitt ’ring deep,

Ye m
ountain tribes, ye faw

ns, ye sylvan bands:

O
n the bleak rock your frantic m

instrel stands,

 
E

ach task forgot, save that, to sigh and w
eep;

 
I n vain the strings her burning fingers sw

eep,

N
o m

ore her touch, the G
recian L

yre com
m

ands!
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In C

irce ’s cave m
y faithless Phaon ’s laid,

H
er dæ

m
ons dress his brow

 w
ith opiate flow

’rs;

 
O

r, loit ’ring in the brow
n pom

granate shade,

B
eguile w

ith am
’ rous strains the fateful hours;

 
W

hile Sappho ’s lips, to paly ashes fade,

A
nd sorrow

’s cank ’ring w
orm

 her heart devours!　

( “Sonnet X
IX

. Suspects his constancy”)

さ
ら
ば
、
汝
ら
サ
ン
ゴ
の
洞
よ
、
汝
ら
真
珠
の
真
砂
よ
、／
向
こ
う
の
高
い
断
崖
を
飾
る
汝
ら
揺
れ
る
木
々
よ
。／
さ
ら
ば
、
汝
ら
き
ら
め

く
わ
だ
つ
み
の
海
の
精
た
ち
よ
、／
汝
ら
山
の
種
族
よ
、
汝
ら
小
鹿
よ
、
汝
ら
森
の
群
れ
よ
、／
荒
涼
た
る
岩
の
上
に
あ
な
た
方
の
狂
乱
し

た
詩
人
は
立
つ
。／
た
め
息
を
つ
い
て
泣
く
こ
と
以
外
の
ど
の
仕
事
も
忘
れ
て
。／
彼
女
の
燃
え
る
指
は
む
な
し
く
弦
を
か
き
な
ら
す
。／

も
は
や
彼
女
の
爪
弾
き
が
、
ギ
リ
シ
ャ
の
リ
ラ
を
意
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
は
な
い
！
／
キ
ル
ケ
の
洞
窟
に
、
私
の
不
実
な
パ
オ
ー
ン
は
い

る
。／
彼
女
の
悪
霊
た
ち
は
彼
の
額
を
催
眠
の
花
々
で
飾
る
。／
あ
る
い
は
、
褐
色
の
ザ
ク
ロ
の
木
の
日
陰
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、／
恋
の

調
べ
で
運
命
の
と
き
を
紛
ら
す
。／
そ
の
間
、
サ
ッ
ポ
ー
の
唇
は
青
白
い
灰
に
色
あ
せ
、／
そ
し
て
悲
し
み
の
害
虫
が
彼
女
の
胸
を
む
さ
ぼ

り
食
う
の
だ
！

　
「
私
」
は
、
か
つ
て
詩
の
主
題
で
あ
っ
た
レ
ス
ボ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
物
に
「
さ
ら
ば
」
と
告
げ
、「
荒
涼
た
る
岩
の
上
に
あ
な
た
方

の
狂
乱
し
た
詩
人
は
立
つ
」 （
第
五
行
）
と
嘆
く
。
あ
た
か
も
「
私
」
が
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
の
あ
の
最
も
有
名
な
場
面
、
レ

フ
カ
ス
の
岩
上
に
立
ち
、
今
に
も
飛
び
降
り
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
。
そ
し
て
「
私
」
は
、
詩
人

サ
ッ
ポ
ー
を
自
分
と
は
区
別
し
て
、「
彼
女
の
燃
え
る
指
」 （
第
七
行
）、「
彼
女
の
爪
弾
き
」 （
第
八
行
）、「
サ
ッ
ポ
ー
の
唇
」 （
第
十
三
行
）、

「
彼
女
の
胸
」 （
第
十
四
行
）
と
、
第
三
人
称
を
使
用
し
続
け
る
。
他
方
、
第
一
人
称
は
一
度
だ
け
第
九
行
目
で
使
わ
れ
、「
私
の
不
実
な
パ

オ
ー
ン
」
が
ホ
メ
ロ
ス
の
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
中
の
キ
ル
ケ
の
よ
う
な
妖
婦
に
パ
オ
ー
ン
が
囚
わ
れ
て
い
る
の
を
嘆
い
て
い
る
。

　
「
ソ
ネ
ッ
ト
23
、
サ
ッ
ポ
ー
の
憶
測
」
で
も
同
様
に
「
私
」
と
「
サ
ッ
ポ
ー
」
は
分
か
れ
て
い
る
。
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To Æ
tna ’s scorching sands m

y Phaon flies!

 
False Youth! can other charm

s attractive prove?

 
Say, can Sicilian loves thy passions m

ove,

Play round thy heart, and fix thy fickle eyes,

W
hile in despair the Lesbian Sappho dies?

 
H

as Spring for thee a crow
n of poppies w

ove,

 
O

r dost thou languish in th ’ Idalian grove,

W
hose altar kindles, fann ’d by Lover ’s sighs?

 
A

h! think, that w
hile on Æ

tna ’s shores you stray,

A
 fire, m

ore fierce than Æ
tna ’s, fills m

y breast;

 
N

or deck Sicilian nym
phs w

ith garlands gay,

W
hile Sappho ’s brow

s w
ith cypress w

reaths are drest;

 
Let one kind w

ord m
y w

eary w
oes repay,

O
r, in eternal slum

bers bid them
 rest.　

( “Sonnet X
X

III. Sappho’s C
onjectures”) 9

エ
ト
ナ
山
の
焼
け
つ
く
砂
地
へ
私
の
パ
オ
ー
ン
は
逃
げ
る
！
／
不
実
な
若
者
よ
！　

他
の
女
の
色
香
が
魅
力
的
だ
と
わ
か
る
か
し
ら
。／

ね
え
、
シ
チ
リ
ア
の
恋
人
た
ち
は
あ
な
た
の
情
欲
を
動
か
し
て
、／
あ
な
た
の
心
に
じ
ゃ
れ
つ
き
、
あ
な
た
の
気
紛
れ
な
目
を
止
め
さ
せ

る
の
か
し
ら
、／
レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
が
絶
望
の
あ
ま
り
死
ぬ
と
き
に
。／
春
は
あ
な
た
の
た
め
に
ポ
ピ
ー
の
花
の
王
冠
を
編
ん
だ

の
？
／
そ
れ
と
も
、
あ
な
た
は
イ
ダ
リ
ウ
ム
の
小
森
で
思
い
悩
ん
で
い
る
の
？
／
そ
の
祭
壇
は
火
が
つ
き
、
愛
す
る
人
の
た
め
息
に
あ
お

ら
れ
て
い
る
。／
あ
あ
！　

考
え
て
く
だ
さ
い
、
あ
な
た
が
エ
ト
ナ
山
の
地
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
間
、／
エ
ト
ナ
山
よ
り
も
も
っ
と
激
し
い

火
が
、
私
の
胸
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
。／
シ
チ
リ
ア
の
乙
女
た
ち
を
陽
気
な
花
輪
で
飾
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
、／
サ
ッ
ポ
ー
の
額
が
イ

ト
ス
ギ
の
花
冠
で
飾
ら
れ
て
い
る
と
き
に
。／
一
つ
の
優
し
い
言
葉
を
私
の
疲
れ
果
て
た
苦
悩
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。／
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
私
の
苦
悩
に
永
久
の
眠
り
に
つ
く
よ
う
命
じ
て
く
だ
さ
い
。
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こ
こ
で
も
、「
私
の
パ
オ
ー
ン
」 （
一
行
）、「
私
の
胸
」 （
十
行
）、「
私
の
疲
れ
果
て
た
苦
悩
」 （
十
三
行
）
と
言
う
「
私
」
が
、「
レ
ス
ボ
ス

の
サ
ッ
ポ
ー
が
絶
望
の
あ
ま
り
死
ぬ
」 （
五
行
）、「
サ
ッ
ポ
ー
の
額
が
イ
ト
ス
ギ
の
花
冠
で
飾
ら
れ
て
い
る
」 （
十
二
行
）
と
、「
サ
ッ
ポ
ー
」

の
死
を
現
在
時
制
で
語
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

詩
人
「
サ
ッ
ポ
ー
」
は
す
で
に
死
ん
で
い
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
代
の
女
性
作

家
た
ち
が
置
か
れ
た
文
学
的
状
況
を
暗
示
し
よ
う
と
す
る
。
ソ
ネ
ッ
ト
連
歌
を
通
し
て
、
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
は
「
光
を
嫌
い
、
死
を
望
む

こ
と
」 (“Sonnet V

I. D
escribes the characteristics of Love,” line 13) 

と
同
義
で
あ
り
、
語
り
手
の
「
私
」
を
理
性
の
光
か
ら
遠
ざ

け
「
狂
気
」 (“Sonnet X

I. R
ejects the Influence of R

eason,” line 10) 

に
追
い
や
り
、「
精
神
的
な
夜
の
荒
涼
と
し
た
迷
路
」 

(“Sonnet V
II. Invokes R

eason,” line 14) 

に
閉
じ
込
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
詩
や
詩
的
創
造
力
は
「
よ
り
崇
高
な
情
念
」 

(“Sonnet V. C
ontem

ns its Pow
er,” line 2) 

で
あ
る
理
性
、「
明
る
い
光
景
」 (“Sonnet V

II. Invokes R
eason,” line 13)

、「
太
陽
の

光
」 (“Sonnet X

X
V. To Phaon,” line 11) 

と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
異
性
愛
と
試
作
の
対
立
関
係
が
闇
と
光
の
対
比
で
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
に
と
り
つ
か
れ
、
詩
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
喪
失
し
て
い
る
語
り
手
の

「
私
」
は
、
啓
蒙
か
ら
永
久
に
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
サ
ッ
ポ
ー
の
死
」
を
嘆
く
「
私
」
の
声
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
時
代
の
抑

圧
さ
れ
た
女
性
作
家
た
ち
の
嘆
き
に
他
な
ら
な
い
。

　

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
サ
ッ
ポ
ー
の
物
語
を
さ
ら
に
進
め
る
。「
ソ
ネ
ッ
ト
41
、
レ
フ
カ
ス
か
ら
飛
び
降
り
る
決
心
を
す
る
」
に
な
る
と
、「
私
」

が
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
か
ら
解
放
さ
れ
、
詩
人
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
結
合
す
る
と
い
う
希
望
に
満
ち
た
未
来
像
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ

が
、 

そ
れ
は
、 

詩
の
舞
台
が
レ
ス
ボ
ス
か
ら
シ
チ
リ
ア
に
移
っ
た
「
ソ
ネ
ッ
ト
33
、 

シ
チ
リ
ア
に
到
着
す
る
」
で
す
で
に
暗
示
さ
れ
て
い
た
。

I w
ake! delusive phantom

s hence, aw
ay!

 
Tem

pt not the w
eakness of a lover ’s breast;

 
T

he softest breeze can shake the halcyon ’s nest,
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A
nd lightest clouds o ’ercast the daw

ning ray!
’T

w
as but a vision! N

ow
, the star of day

 
Peers, like a gem

 on Æ
tna ’s burning crest!

 
W

ellcom
e, ye H

ills, w
ith golden vintage drest;

Sicilian forests brow
n, and vallies gay!

 
A

 m
ournful stranger, from

 the Lesbian Isle,

N
ot strange, in loftiest eulogy of Song!

 
She, w

ho could teach the Stoic ’s cheek to sm
ile,

T
haw

 the cold heart, and chain the w
ond ’ring throng,

 
C

an find no balm
, love ’s sorrow

s to beguile;

A
h! Sorrow

s know
n too soon! and felt too long!　

( “Sonnet X
X

X
III. R

eaches Sicily”)

私
は
目
覚
め
る
！　

人
を
惑
わ
す
ま
ぼ
ろ
し
よ
、
こ
こ
か
ら
立
ち
去
れ
！
／
愛
す
る
人
の
胸
の
弱
さ
を
試
す
な
。／
最
も
柔
ら
か
な
そ
よ

風
が
ア
ル
キ
ュ
オ
ー
ン
の
巣
を
揺
ら
し
／
最
も
淡
い
雲
が
夜
明
け
の
光
を
お
お
う
！
／
あ
れ
は
幻
影
に
過
ぎ
な
か
っ
た
！　

今
や
、
日
中

の
星
が
／
エ
ト
ナ
の
燃
え
盛
る
山
頂
の
上
に
宝
石
の
よ
う
に
、
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
！
／
よ
う
こ
そ
、
金
色
の
葡
萄
の
収
穫
を
ま
と
っ
た
、

汝
ら
山
々
よ
。／
シ
チ
リ
ア
の
茶
色
の
森
と
陽
気
な
渓
谷
よ
！
／
レ
ス
ボ
ス
の
島
か
ら
来
た
、
悲
し
み
に
沈
ん
だ
見
知
ら
ぬ
人
よ
！
／
非
常

に
高
く
称
揚
さ
れ
て
い
る
歌
で
は
、
知
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
。／
彼
女
は
、
禁
欲
主
義
者
の
ほ
お
に
笑
う
こ
と
を
教
え
、／
冷
た
い
心
を
溶

か
し
、
感
嘆
し
て
い
る
人
の
群
れ
を
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
た
の
に
、／
今
は
愛
の
悲
し
み
を
紛
ら
す
乳
香
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。／
あ
あ
！　

あ
ま
り
に
も
早
く
知
ら
れ
、
あ
ま
り
に
も
長
々
と
感
じ
て
い
る
悲
し
み
よ
！

　
「
私
」
は
、
シ
チ
リ
ア
に
着
く
や
い
な
や
、「
目
覚
め
る
！
」
と
叫
ぶ
。
そ
し
て
「
日
中
の
星
が
／
エ
ト
ナ
の
燃
え
盛
る
山
頂
の
上
に
宝

石
の
よ
う
に
、
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
！
」
の
を
見
る
。
こ
れ
は
、「
私
」
が
男
性
へ
の
愛
に
監
禁
さ
れ
て
い
た
夜
の
闇
か
ら
目
を
覚
ま
し
、

夜
明
け
の
太
陽
（「
日
中
の
星
」）
も
し
く
は
太
陽
神
の
ア
ポ
ロ
（
詩
と
音
楽
と
予
言
の
神
）
を
歓
迎
す
る
、
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
で
あ
る
。
た



　220

だ
し
、
こ
の
ソ
ネ
ッ
ト
で
は
、「
私
」
は
依
然
と
し
て
「
レ
ス
ボ
ス
の
島
か
ら
来
た
、
悲
し
み
に
沈
ん
だ
見
知
ら
ぬ
人
」
た
る
「
サ
ッ
ポ

ー
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
彼
女
は
（
中
略
）
愛
の
悲
し
み
を
紛
ら
す
乳
香
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
、
詩
人
の
無

力
さ
も
嘆
い
て
い
る
。
し
か
し
、「
サ
ッ
ポ
ー｣

の
死
は
も
は
や
ど
こ
に
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
ソ
ネ
ッ
ト
34
、
サ
ッ
ポ
ー
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
へ
の
祈
り
」
で
は
、
女
性
の
「
私
」
と
詩
人
の
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
区
別
は
曖
昧
に
な
る
。

Venus! to thee, the Lesbian M
use shall sing,

 
T

he song, w
hich M

yttellenian youths adm
ir ’d,

 
W

hen E
cho, am

’rous of the strain inspir ’d,

B
ade the w

ild rocks w
ith m

add ’ning plaudits ring!

A
ttend m

y pray ’r! O
! Q

ueen of rapture ! bring

 
To these fond arm

s, he, w
hom

 m
y soul has fir ’d;

 
From

 these fond arm
s rem

ov ’d, yet, still desir ’d,

T
hough love, exulting, spreads his varying w

ing!

 
O

h! source of ev ’ry joy! of ev ’ry care!

B
lest Venus! G

oddess of the zone divine!

 
To Phaon ’s bosom

, Phaon ’s victim
 bear;

So shall her w
arm

est, tend ’rest vow
s be thine!

 
For Venus, Sappho shall a w

reath prepare,

A
nd Love be crow

n ’d, im
m

ortal as the N
ine!　

( “Sonnet X
X

X
IV. Sappho’s Prayer to Venus”)

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
よ
、
あ
な
た
に
レ
ス
ボ
ス
の
ミ
ュ
ー
ズ
は
う
た
う
だ
ろ
う
。／
ミ
テ
ィ
リ
ニ
の
若
い
人
た
ち
が
称
賛
し
た
歌
を
。／
そ
の
と
き

エ
コ
ー
は
見
事
な
調
べ
に
恋
し
て
、／
荒
れ
果
て
た
岩
々
に
拍
手
喝
采
で
鳴
り
響
く
よ
う
命
じ
た
の
だ
！
／
私
の
祈
り
を
聞
い
て
く
だ
さ



221　第九章　甦った女性詩人

い
！　

お
お
！　

歓
喜
の
女
王
よ
！
／
私
の
魂
が
燃
え
立
た
せ
た
彼
を
、
こ
の
愛
す
る
腕
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。／
こ
の

愛
す
る
腕
か
ら
立
ち
去
ら
れ
た
け
れ
ど
、
今
で
も
欲
望
を
感
じ
る
彼
を
。／
愛
は
、
有
頂
天
に
な
っ
て
、
移
り
気
の
羽
を
広
げ
て
い
る
け

れ
ど
も
！
／
お
お
！　

あ
ら
ゆ
る
喜
び
、
あ
ら
ゆ
る
懸
念
の
源
よ
！
／
聖
な
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
よ
！　

天
上
の
女
神
よ
！
／
パ
オ
ー
ン
の
胸

に
パ
オ
ー
ン
の
犠
牲
者
を
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。／
そ
う
す
れ
ば
、
彼
女
の
一
番
熱
く
、
一
番
優
し
い
誓
い
は
あ
な
た
の
も
の
で
し

ょ
う
！
／
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
た
め
に
、
サ
ッ
ポ
ー
は
花
冠
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。／
そ
し
て
九
女
神
の
よ
う
に
不
滅
な
恋
愛
の
神
に
冠
を
頂

か
せ
ま
し
ょ
う
！

　

は
じ
め
の
八
行
は
、
サ
ッ
ポ
ー
が
復
活
す
る
未
来
を
描
く
。「
レ
ス
ボ
ス
の
ミ
ュ
ー
ズ
」
た
る
サ
ッ
ポ
ー
は
、
か
つ
て
郷
里
の
レ
ス
ボ

ス
島
の
ミ
テ
ィ
リ
ニ
で
う
た
っ
た
よ
う
に
、
美
と
愛
の
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
う
た
う
だ
ろ
う
。
第
三
行
目
の
「
エ
コ
ー
」（
ギ
リ
シ
ャ
神
話

の
森
の
ニ
ン
フ
）
へ
の
言
及
は
、
エ
コ
ー
が
肉
体
が
消
滅
し
声
だ
け
に
な
っ
て
も
な
お
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
へ
の
愛
を
持
ち
続
け
た
よ
う
に
、

「
私
」
は
肉
体
が
滅
び
、「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
詩
的
な
声
を
取
り
戻
し
た
と
き
で
す
ら
、
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
印
象
は
第
五
行
目
以
降
す
ぐ
に
追
い
払
わ
れ
る
。「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
未
来

の
復
活
は
、「
私
」
が
死
ん
だ
あ
と
で
は
な
く
て
、
パ
オ
ー
ン
を
「
こ
の
愛
す
る
腕
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
「
私

の
祈
り
」
を
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
か
な
え
た
あ
と
な
の
で
あ
る
。
実
は
、「
ソ
ネ
ッ
ト
35
、
パ
オ
ー
ン
を
非
難
す
る
」
で
は
っ
き
り
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
祈
り
は
決
し
て
か
な
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ソ
ネ
ッ
ト
34
」
の
最
後
か
ら
四
行

目
で
、「
パ
オ
ー
ン
の
胸
に
、
パ
オ
ー
ン
の
犠
牲
者
を
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
の
虜
だ
っ
た
語
り
手
は
こ
れ
ま
で
常
に
第
一
人
称
単
数
形
で
示
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
「
パ
オ
ー
ン
の
犠

牲
者
」
と
し
て
客
観
視
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
あ
と
も
「
彼
女
の
一
番
熱
く
、
一
番
優
し
い
誓
い
」
と
第
三
人
称
の
使
用
が
続
く
。
と
同

時
に
、「
パ
オ
ー
ン
の
犠
牲
者
」
と
代
名
詞
の
「
彼
女
の
」
は
最
後
か
ら
二
行
目
の
「
サ
ッ
ポ
ー
」
を
指
す
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
の
よ

う
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
人
称
の
使
い
方
は
曖
昧
だ
が
、
そ
の
曖
昧
さ
は
そ
れ
だ
け
一
層
「
私
」
と
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
同
一
化
を
予
期
さ
せ
る

よ
う
に
働
く
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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「
私
」
と
詩
人
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
完
全
な
同
化
が
描
か
れ
る
の
は
、「
私
」
が
自
殺
す
る
決
意
を
し
た
様
を
描
く
「
ソ
ネ
ッ
ト
41
、
レ
フ

カ
ス
か
ら
飛
び
降
り
る
決
心
を
す
る
」
の
す
ぐ
あ
と
に
く
る
「
ソ
ネ
ッ
ト
42
、 

パ
オ
ー
ン
へ
の
彼
女
の
最
期
の
訴
え
」
に
お
い
て
で
あ
る
。

O
h! can ’st thou bear to see this faded fram

e,

 
D

eform
’d and m

angled by the rocky deep?

 
W

ilt thou rem
em

ber, and forbear to w
eep,

M
y fatal fondness, and m

y peerless fam
e?

Soon o ’er this heart, now
 w

arm
 w

ith passion ’s flam
e,

 
T

he how
ling w

inds and foam
y w

aves shall sw
eep;

 
T

hose eyes be ever clos ’d in death ’s  cold sleep,

A
nd all of Sappho perish, but her nam

e!

 
Yet, if the Fates suspend their barb ’rous ire,

If days less m
ournful, H

eav ’n designs for m
e!

 
If rocks grow

 kind, and w
inds and w

aves conspire,

To bear m
e softly on the sw

elling sea;

 
To Phoebus only w

ill I tune m
y L

yre,
“W

hat suits w
ith Sappho, Phoebus suits w

ith thee! ”　
( “Sonnet X

LII. H
er last A

ppeal to Phaon”)

お
お
！　

あ
な
た
は
こ
の
死
ん
だ
体
を
見
る
の
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、／
岩
だ
ら
け
の
海
原
に
よ
っ
て
変
形
し
、
押
し
つ
ぶ
さ

れ
た
も
の
を
。／
あ
な
た
は
覚
え
て
い
て
、
泣
く
の
を
こ
ら
え
る
だ
ろ
う
か
、／
私
の
破
滅
的
な
溺
愛
を
、
そ
し
て
私
の
比
類
な
き
名
声

を
。／
今
情
念
の
炎
で
熱
く
な
っ
て
い
る
こ
の
心
の
上
に
、
や
が
て
／
吹
き
す
さ
ぶ
風
と
泡
立
つ
波
が
押
し
寄
せ
る
で
し
ょ
う
。／
そ
の
眼

は
死
の
冷
た
い
眠
り
の
中
で
永
久
に
閉
じ
、／
そ
し
て
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
を
除
い
て
、
彼
女
の
す
べ
て
が
滅
び
る
で
し
ょ
う
。／
し
か
し
、
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も
し
運
命
の
三
女
神
が
そ
の
残
酷
な
怒
り
を
一
時
差
し
控
え
る
な
ら
ば
、／
も
し
岩
々
が
親
切
に
な
り
、
風
と
波
が
力
を
合
わ
せ
て
／
高

波
の
海
の
上
で
私
を
そ
っ
と
支
え
て
く
れ
る
な
ら
ば
、／
ポ
イ
ボ
ス
だ
け
に
私
は
私
の
リ
ラ
を
奏
で
る
で
し
ょ
う
。／
「
サ
ッ
ポ
ー
に
似
合

う
も
の
は
、
ポ
イ
ボ
ス
よ
、
あ
な
た
に
も
似
合
う
！
」

　

タ
イ
ト
ル
ど
お
り
パ
オ
ー
ン
へ
の
最
期
の
言
葉
で
始
ま
る
こ
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
、「
私
」
と
「
サ
ッ
ポ
ー
」
を
区
別
し
て
い
な
い
。
第
四

行
目
「
私0

の
破
滅
的
な
溺
愛
を
、
そ
し
て
私0

の
比
類
な
き
名
声
を
」（
傍
点
引
用
者
）
で
は
、
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
だ
け
で
な
く
詩
的
な
名
声

も
「
私
」
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
続
く
詩
行
で
は
、「
私
」
が
死
ん
だ
の
ち
、
詩
人
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
し
て
復
活
す
る
未
来
の
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
が
示
さ
れ
る
。
八
行
目
中
の
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
は
「
私
」
の
こ
と
で
あ
り
、
死
に
よ
っ
て
肉
体
が
朽
ち
て
も
、
偉
大
な
詩
人
と
し
て
の

名
声
（「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
い
う
名
前
）
だ
け
は
永
久
に
生
き
続
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
終
わ
り
の
六
行
が
「
し
か
し
」
で
始
ま
り
、
は
じ
め
の
八
行
で
暗
示
さ
れ
て
い
た
「
私
」
の
死
を
打
ち
消

し
、
か
わ
り
に
別
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
投
身
自
殺
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
場
合
の
こ
と
を
描
い
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
の
と
き
、「
私0

の
リ

ラ
を
奏
で
る
」
の
は
「
私0

」（
傍
点
引
用
者
）
で
あ
り
、
前
に
み
た
「
ソ
ネ
ッ
ト
」
と
違
っ
て
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
で
は
な
く
、
ポ
イ
ボ
ス
（
太

陽
神
と
し
て
の
ア
ポ
ロ
で
詩
歌
、
音
楽
、
予
言
な
ど
を
司
る
）
に
歌
を
捧
げ
る
の
で
あ
る
。「
私
」
の
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
が
い
つ
も
夜
や
暗
闇
と

結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
い
。
自
殺
未
遂
後
、「
私
」
は
暗
闇
か
ら
脱
し
て
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
を
完
全
に
忘
れ
、
詩
人
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
す
の
で
あ
る
。

　

重
要
な
こ
と
に
、「
ソ
ネ
ッ
ト
42
」
の
最
終
行
は
、
ポ
ー
プ
の
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ロ

ビ
ン
ソ
ン
は
注
で
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
ラ
テ
ン
語
の
同
箇
所
も
引
い
て
い
る
。
彼
ら
の
詩
で
は
、
こ
れ
は
サ
ッ
ポ
ー
が
自
殺
前
に
書
い
た

自
分
の
墓
碑
銘
の
中
の
言
葉
を
指
す
。
彼
ら
の
サ
ッ
ポ
ー
は
、
そ
れ
ほ
ど
自
ら
の
死
を
確
信
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は

そ
れ
ら
の
言
葉
を
自
殺
未
遂
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
置
く
こ
と
に
よ
り
、
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
に
と
り
つ
か
れ
て
い
た
「
私
」
の
完
全
な
消
滅

と
、
詩
人
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
し
て
蘇
生
す
る
未
来
を
確
信
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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従
っ
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
は
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
ポ
ー
プ
の
サ
ッ
ポ
ー
の
よ
う
に
死
を
パ
オ
ー
ン
か
ら
の
避
難
所
と
し
て
見

な
し
て
い
な
い
。「
ソ
ネ
ッ
ト
43
、
非
業
の
死
を
遂
げ
る
前
、
レ
フ
カ
ス
の
岩
上
に
お
け
る
彼
女
の
黙
想
」
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
私
」

は
「
理
性
の
静
穏
な
光
」
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
積
極
的
に
死
を
歓
迎
す
る
。
そ
し
て
、「
そ
の
と
き
、
私0

の
リ
ラ
は
愛
の
恐
ろ
し
い
支

配
を
軽
蔑
す
る
で
し
ょ
う
。／
そ
し
て
も
っ
と
高
尚
な
情
念
よ
、 

も
っ
と
高
尚
な
テ
ー
マ
を
呼
び
起
こ
し
て
お
く
れ
！
」 (“Sonnet X

LIII. 

H
er R

eflections on the Leucadian R
ock before she perishes,” lines 10, 13–14) 

（
傍
点
引
用
者
）。
換
言
す
れ
ば
、「
私
」
は
本
来

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
す
た
め
に
レ
フ
カ
ス
の
岩
上
か
ら
海
へ
と
飛
び
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
ポ
ー
プ
の

サ
ッ
ポ
ー
が
こ
の
世
で
生
き
る
に
は
あ
ま
り
に
も
弱
い
女
性
で
あ
っ
た
に
対
し
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
は
詩
人
と
し
て
蘇
生
す
る

(rise)

た
め
に
果
敢
に
も
飛
び
降
り
る(fall)

の
で
あ
る
。10

も
う
一
人
の
サ
ッ
ポ
ー

　

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
こ
の
よ
う
に
サ
ッ
ポ
ー
の
話
を
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
ポ
ー
プ
が
予
想
し
な
か
っ
た
筋
書
き

│
レ
フ
カ
ス
の
岩
上
か
ら

の
落
下
後
の
サ
ッ
ポ
ー
の
来
生
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

│
で
終
え
た
。
サ
ッ
ポ
ー
が
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
亡
く
な
っ
た
の
か
は

今
日
ま
で
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。11

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
「
サ
ッ
ポ
ー
の
話
」
の
中
で
、
サ
ッ
ポ
ー
が
伝
説
ど
お
り
「
レ
フ
カ
ス
か
ら
飛
び
降
り

て
、
海
で
亡
く
な
っ
た
！
」 ( Sappho 29) 

と
い
う
バ
ル
テ
ル
ミ
の
理
論
に
従
っ
た
。
そ
れ
故
、
彼
女
の
ソ
ネ
ッ
ト
連
歌
に
お
け
る
サ
ッ

ポ
ー
の
話
の
結
び
は
示
唆
に
富
む
。
と
い
う
の
は
、
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
人
と
し
て
の
蘇
生
は
明
ら
か
に
女
性
の
文
学
伝
統
の
真
の
意
味
で
の

始
ま
り
を
示
し
て
い
る
か
ら
だ
。
や
が
て
も
う
一
人
の
サ
ッ
ポ
ー
が
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
、
女
性
詩
人
の
声
を
黙
ら
せ
、
弱
々

し
く
、
淫
ら
で
、
男
性
へ
の
愛
に
悩
む
女
性
へ
と
変
え
て
し
ま
う
男
性
た
ち
の
陰
謀
や
企
て
を
巧
み
に
逃
れ
て
、
女
性
の
詩
的
権
威
を
取

り
戻
す
で
あ
ろ
う
。

　

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
彼
女
の
時
代
に
は
数
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
た
ち
が
潜
在
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。
死
の
一
年
前
に
ア
ン
・
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フ
ラ
ン
シ
ス
・
ラ
ン
デ
ー
ル
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
て
出
版
し
た
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
性
た
ち
へ
の
手
紙
』 （
一
七
九
九
）12

で
は
、「
現

在
、
地
球
上
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ほ
ど
数
多
く
の
気
高
く
て
傑
出
し
た
女
性
た
ち
（
精
神
的
に
、
と
い
う
意
味
だ
が
）
を
生
み
出
し
て
い
る

国
は
い
な
い
」 ( Letter 64) 

と
、
同
時
代
の
文
学
界
に
言
及
す
る
。
し
か
し
、「
彼
女
ら
の
多
く
は
世
に
知
ら
れ
ず
に
暮
ら
し
て
い
る
。

（
中
略
）
国
の
名
誉
の
し
る
し
も
、
一
般
の
人
々
に
賞
賛
さ
れ
る
と
い
う
公
の
評
判
も
、
高
い
地
位
も
、
肩
書
き
も
、
公
平
無
私
で
申
し

分
の
な
い
報
酬
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
女リ

テ
ラ
リ
・
ウ
イ
メ
ン

性
著
述
家
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。」
一
方
、
外
国
で
は
、「
優
れ
た
才
能
は
性
別
が
な
い
と
さ

れ
、
天
才
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
の
姿
の
下
に
隠
れ
て
い
よ
う
が
、
あ
る
い
は
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
・
ヘ
ラ
ク
レ
ー
ス
像
の
姿
の
下

に
隠
れ
て
い
よ
う
が
、
い
つ
も
、
創
造
者
の
最
も
優
れ
て
最
も
気
高
い
才
能
の
一
つ
の
天
才
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
」
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
の

女
性
作
家
た
ち
は
「
名
声
を
求
め
て
、
外
国
に
逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
そ
し
て
実
際
に
、
小
説
家
の
メ
ア
リ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
（
一

七
三
九
│
一
八
一
六
）
や
ヘ
レ
ン
・
マ
ラ
イ
ア
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、「
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
顧
み
ら
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
無
名
だ
っ
た
が
、
大

陸
で
は
偶
像
化
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
な
の
だ
！
」 ( Letter 64–65)

。

　

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
さ
ら
に
、
自
国
の
女
性
作
家
た
ち
に
対
す
る
男
性
の
根
強
い
セ
ク
シ
ズ
ム
を
指
摘
す
る
。「
私
は
、
男
性
の
教
育
者
や

演
説
家
、 

立
法
者
、 

そ
し
て
虐
げ
ら
れ
た
女
性
を
う
わ
べ
だ
け
賞
賛
す
る
者
が
、 

次
の
よ
う
に
断
言
す
る
の
を
聞
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

「
社
会
が
経
験
す
る
災
厄
の
最
た
る
も
の
が
、
女
性
著
作
家

0

0

0

0

0

だ
っ
た
！
」 ( Letter 65–66)

。
ま
た
、
別
の
箇
所
で
は
、
ポ
ル
ウ
ェ
ル
が
「
女

ら
し
さ
を
失
っ
た
女
」
た
ち
を
嘲
笑
し
、
攻
撃
し
た
よ
う
な
昨
今
の
反
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
風
潮
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

﹇
男
性
の
﹈
偏
見
（
も
し
く
は
方
針
）
は
、
い
わ
ゆ
る
男
性
的
な

0

0

0

0

女
性
に
悪
評
を
も
た
ら
す
よ
う
努
め
て
き
て
、
実
際
と
て
も
う
ま
く
い

っ
て
い
る
。
男
性
的
な

0

0

0

0

女
性
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
説
明
す
れ
ば
、
啓
蒙
的
な
理
解
力
の
あ
る
女
性
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
存
在
は

社
会
の
中
で
認
め
る
に
は
あ
ま
り
に
も
恐
ろ
し
く
、
許
容
さ
れ
る
こ
と
は
か
な
り
少
な
い
。( Letter 72)

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
女
性
の
ペ
ン
こ
そ
が
セ
ク
シ
ズ
ム
を
追
放
す
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る
と
力
を
込
め
て
断
言
し

た
。



　226

女
性
は
話
す
力
を
駆
使
す
る
こ
と
を
咎
め
ら
れ
て
き
た
の
で
、
首
尾
よ
く
ペ
ン
を
手
に
取
っ
て
き
た
。
彼
女
た
ち
の
書
き
物
は
精
神
の
精

力
と
最
も
該
博
な
知
識
を
獲
得
す
る
能
力
の
両
方
を
体
現
す
る
。
印
刷
機
は
、
そ
こ
か
ら
ブ
リ
テ
ン
の
女
性
た
ち
の
非
凡
な
才
能
が
不
滅

な
名
声
へ
と
あ
が
る
記
念
碑
に
な
る
だ
ろ
う
。
彼
女
た
ち
の
作
品
は
、
彼
女
た
ち
の
教
育
が
進
歩
的
に
な
る
に
つ
れ
て
、
年
ご
と
に
、
一

流
の
男
性

0

0

の
同
時
代
人
た
ち
の
労
作
と
対
等
の
名
声
の
分
け
前
を
要
求
す
る
だ
ろ
う
。( Letter 90–91)

サ
ッ
ポ
ー
の
蘇
生

　

従
っ
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
一
八
〇
〇
年
十
二
月
二
六
日
で
亡
く
な
る
年
に
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
名
前
で
詩
を
発
表
し
た
こ
と
は
、
象
徴
的

な
出
来
事
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
一
七
九
七
年
十
二
月
か
ら
一
八
〇
〇
年
十
月
ま
で
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
紙

に
夥
し
い
数
の
詩
を
発
表
し
て
い
た
と
き
に
使
用
し
た
少
な
く
と
も
八
個
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
う
ち
の
一
つ
で
、
一
八
〇
〇
年
の
一
月
か
ら

十
月
ま
で
の
間
頻
繁
に
使
わ
れ
た
。
詩
人
と
し
て
用
い
た
そ
の
他
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
、「
ロ
ー
ラ
・
マ
ラ
イ
ア
」、「
オ
ベ
ロ
ン
」、「
ジ
ュ

リ
ア
」、「
レ
ス
ビ
ア
」、「
ポ
ー
シ
ャ
」、「
ブ
リ
ジ
ェ
ッ
ト
」、「
タ
ビ
サ
・
ブ
ラ
ン
ブ
ル
」
で
あ
る(Pascoe, “M

ary R
obinson” 260)

。13

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
投
稿
詩
は
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
よ
っ
て
作
風
や
声
が
異
な
る
。
た
と
え
ば
、「
サ
ッ
ポ
ー
」
や
「
レ
ス
ビ
ア
」
は
愛
の
詩
、

「
オ
ベ
ロ
ン
」
と
い
う
男
性
名
は
女
性
を
称
賛
す
る
詩
、「
タ
ビ
サ
・
ブ
ラ
ン
ブ
ル
」
は
批
評
的
な
声
を
あ
げ
る
詩
を
書
い
た
。14

ジ
ュ
デ
ィ

ス
・
パ
ス
コ
ー
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
こ
の
よ
う
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
詩
的
実
験
を
お
こ
な
う
の
が
容
易
に
な
り
、

性
的
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
結
び
つ
い
て
い
た
「
彼
女
自
身
の
名
前
の
重
み
か
ら
一
息
つ
け
た
」 (Pascoe, “M

ary R
obinson” 262) 

と
説
明

し
て
い
る
。

　

実
際
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
亡
く
な
る
数
年
前
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
堕
落
し
た
女
性
と
し
て
の
過
去
の
自
分
を
殺
す
の
に
成
功
し
た
と

思
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
女
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
（
一
七
六
六
│
一
八
四
六
）
が
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
の
詩
の
コ
ラ

ム
の
有
給
寄
稿
者
と
し
て
雇
っ
た
一
番
最
初
の
詩
人
で
、
Ｓ
・
Ｔ
・
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
（
一
七
七
二
│
一
八
三
四
）、
ロ
バ
ー
ト
・
サ
ウ
ジ
ー
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（
一
七
七
四
│
一
八
四
三
）、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
な
ど
よ
り
も
早
か
っ
た
。
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
カ
ラ
ン
は
、
そ
れ
を
彼
女
が
誰
よ
り
も
知
ら
れ
て
い

た
か
ら
だ
と
指
摘
す
る(C

urran 19)

。
新
進
の
ロ
マ
ン
派
詩
人
た
ち
が
最
初
の
著
作
を
出
版
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
に
対
し
、
ロ
ビ
ン
ソ

ン
は
一
七
九
一
年
か
ら
一
七
九
七
年
ま
で
の
間
だ
け
を
見
て
も
、
詩
集
を
十
一
冊
、
小
説
を
六
冊
、
政
治
的
論
考
を
一
冊
出
版
し
、
作
家

と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
た
。
一
七
九
七
年
に
ロ
ン
グ
マ
ン
社
が
出
し
た
人
気
小
説
家
の
リ
ス
ト
の
中
に
彼
女
の
名
前
が
入
っ

た
ほ
ど
だ(C

urran 17)

。『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
は
そ
ん
な
彼
女
の
人
気
を
利
用
し
た
。
彼
女
の
名
字
を
太
字
で
印
刷
し
て
目
立
た

せ
、
彼
女
の
投
稿
詩
だ
け
で
な
く
、
次
の
投
稿
詩
の
宣
伝
、
追
従
的
な
評
、
彼
女
の
病
に
つ
い
て
の
最
新
の
記
事
、
新
刊
書
の
売
り
込
み

な
ど
も
頻
繁
に
掲
載
し
た
。
そ
し
て
、
一
七
九
八
年
一
月
二
〇
日
の
号
で
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

「
現
代
作
家
伝
」
の
出
版
業
者
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
夫
人
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
威
厳
あ
る
タ
イ
ト
ル
を
正
式
に
認
め
た
。
そ

れ
は
わ
が
国
の
文
壇

0

0

に
よ
っ
て
長
ら
く
彼
女
に
授
け
ら
れ
て
き
た
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

(M
orning Post [20 January 1798] 2, qtd. in Pascoe, “M

ary R
obinson” 258–59)

　
「
現
代
作
家
伝
」( “T

he Lives of Living A
uthors ”)

と
は
、
デ
ィ
ビ
ッ
ト
・
リ
ヴ
ァ
ー
ス
が
匿
名
で
一
七
九
八
年
に
出
版
し
た
『
グ

レ
イ
ト
ブ
リ
テ
ン
現
代
作
家
文
学
的
回
顧
録
』
全
二
巻
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。15

そ
の
第
二
巻
に
掲
載
さ
れ
た
「
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
夫

人
」
の
項
は
、
過
去
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
つ
い
て
は
「
あ
る
名
高
い
フ
ロ
ー
リ
ゼ
ル
の
目
に
止
ま
っ
て
、
公
衆
の
評
価
が
急
速
に
上
が
り

つ
つ
あ
る
最
中
に
舞
台
を
去
っ
た
」
と
ご
く
簡
単
に
触
れ
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
の
紙
幅
を
一
七
七
五
年
の
処
女
詩
集
出
版
か
ら
同
時
代

ま
で
の
彼
女
の
文
学
的
業
績
に
費
や
し
、
特
に
そ
の
詩
的
能
力
を
賛
美
し
た
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
詩
の
美
し
さ
は
彼
女
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
と
い
う
威
厳
あ
る
タ
イ
ト
ル
を
も
た
ら
し
た
。
彼
女
は
時
に
弱
々
し

く
、
時
に
誤
っ
た
好
み
に
落
ち
る
。
し
か
し
、
彼
女
の
詩
か
ら
た
だ
よ
っ
て
く
る
詩
的
イ
メ
ー
ジ
、
感
情
と
思
い
や
り
、
暖
か
さ
と
優
雅



　228

さ
、
そ
し
て
何
に
も
ま
し
て
、
表
現
の
繊
細
さ
に
、
彼
女
の
読
者
が
物
惜
し
み
な
く
拍
手
喝
さ
い
し
な
い
な
ん
て
ま
ず
め
っ
た
に
あ
り
得

な
い
。(R

ivers 2: 215)

　

一
七
九
八
年
と
言
え
ば
、『
ア
ン
テ
ィ
・
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
や
ポ
ル
ウ
ェ
ル
な
ど
の
保
守
派
か
ら
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
も
批
判
の

矢
が
投
げ
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
急
進
的
な
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
な
ど
か
ら
の
応
援
に
こ
た
え
る
か
の
よ

う
に
、
そ
の
後
も
同
紙
に
定
期
的
に
詩
を
寄
稿
し
な
が
ら
、
一
七
九
八
年
か
ら
自
伝
を
書
き
始
め
、
一
七
九
九
年
の
一
年
間
に
は
『
偽
り

の
友
人
』
や
『
庶
出
の
娘
』
の
よ
う
な
小
説
と
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
性
た
ち
へ
の
手
紙
』、
一
八
〇
〇
年
十
月
に
は
翻
訳
ジ
ョ
ゼ
フ
・

ヘ
イ
ガ
ー
の
『
パ
レ
ル
モ
の
絵
』、
同
年
十
一
月
に
は
生
前
最
後
の
詩
集
『
リ
リ
カ
ル
・
テ
ー
ル
ズ
』16

を
出
版
し
た
。
ま
た
、
死
後
出
版

さ
れ
た
『
故
ロ
ビ
ン
ソ
ン
夫
人
の
回
顧
録
お
よ
び
遺
稿
集
』
全
四
巻
の
う
ち
の
第
二
巻
の
終
わ
り
に
付
け
加
え
ら
れ
た
「
一
七
九
九
年
十

二
月
か
ら
一
八
〇
〇
年
十
二
月
ま
で
に
書
か
れ
た
詩
の
リ
ス
ト
」
に
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
人
生
最
後
の
一
年
間
に
七
四
編
の
詩
を
生
み
出

し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
は
一
七
八
三
年
以
来
流
産
の
あ
と
の
病
気
が
原
因
で
足
が
不
具
に
な
っ
て
い
た
上
、
晩
年
は
ま
す
ま

す
健
康
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
鑑
み
る
と
、
驚
く
べ
き
創
作
力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
晩
年
こ
れ
ほ
ど
精
力
的
に
執
筆
活
動
に
励
み
、
多
く
の
出
版
物
を
出
し
た
の
は
、
借
金
返
済
の
た
め
に
金
が
必
要
だ
っ

た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。17

だ
が
、
彼
女
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
し
て
蘇
生
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。18

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
紙
上
で
、
一
八
〇
〇
年
の
一
月
に
入
っ
て
か
ら
頻
繁
に
自
ら

「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
名
乗
っ
た
。
一
方
、『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
は
一
八
〇
〇
年
一
月
二
七
日
に
、
こ
う
い
う
記
事
を
載
せ
て
い
る
。

「
ジ
ョ
ー
ダ
ン
夫
人
は
二
三
日
前
の
本
紙
に
登
場
し
た
サ
ッ
ポ
ー
の
優
雅
な
詩
に
美
し
い
曲
を
作
っ
た
。」
そ
し
て
、
二
月
八
日
に
は
す
ぐ

に
、「
ジ
ョ
ー
ダ
ン
夫
人
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
た
サ
ッ
ポ
ー

0

0

0

0

の
詩
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
夫
人
の
ペ
ン
に
よ
る
」
と
、
正
体
を
明
か
し
た

(Pascoe, “M
ary R

obinson” 263)

。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
サ
ッ
ポ
ー
で
あ
り
、
サ
ッ
ポ
ー
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
回
顧
録
』
第
四
巻
の
最
後
に
は
、「
生
前
ロ
ビ
ン
ソ
ン
夫
人
に
宛
て
た
さ
ま
ざ
ま
な
友
人
か
ら
の
賛
辞
」
と
し
て
三
五
の
詩
や
散
文
が
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収
録
さ
れ
、
そ
の
う
ち
十
二
が
ロ
ビ
ン
ソ
ン
を
「
サ
ッ
ポ
ー
」
と
呼
ん
で
称
え
て
い
る
。
本
章
を
閉
め
る
に
あ
た
り
、
そ
の
中
の
一
つ
、

古
典
の
翻
訳
者
・
詩
人
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ス
カ
ー
（
一
七
四
〇
│
一
八
〇
〇
）
が
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』
を
読
ん
だ

あ
と
彼
女
に
宛
て
て
書
い
た
詩
を
紹
介
し
よ
う
。
タ
ス
カ
ー
は
サ
ッ
ポ
ー
が
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
見
な
し
て
い
た
。

W
hen S

a
pph

o, from
 the lofty steep,

 
O

’erw
helm

’d w
ith dire despair,

Plung ’d headlong in the foam
ing deep

 
To end her hopeless care;

V
e

n
u

s, w
ho saw

 the tuneful m
aid

 
B

end o ’er the yaw
ning w

ave,

Sent her ow
n son, the nym

ph to aid̶
 

H
e cam

e too late to save!

B
ut as her trem

bling spirit rose,

 
To seek its calm

 abode,
V

e
n

u
s, in pity to her w

oes,

 
T

his gentle boon bestow
’d:

N
o m

ore the victim
 of despair

	
Shall S

a
pph

o’s spirit rove; 

B
ut on the earth, divinely fair,

 
C

laim
 every gazer ’s love:
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In thee the w
ond ’rous N

ym
ph appears

 
M

ore tuneful, m
ore divine;

She brings new
 m

usic from
 the spheres,

 
For oh! her lyre is thine.　

(W
illiam

 Tasker, “To M
rs. R

obinson” M
em

oirs [1801] 4: 116–17)
サ
ッ
ポ
ー
が
聳
え
立
つ
絶
壁
か
ら
、／
絶
望
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
、／
望
み
な
き
心
労
を
終
わ
ら
す
た
め
に
／
泡
立
つ
海
原
へ
ま
っ
さ
か
さ

ま
に
身
を
投
げ
た
と
き
、／
美
し
い
歌
を
奏
で
る
乙
女
が
／
大
き
く
開
い
た
海
の
上
に
向
か
う
の
を
見
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、／
自
分
の
息
子

に
そ
の
娘こ

を
助
け
に
行
か
せ
た

│
／
彼
は
来
る
の
が
遅
す
ぎ
て
救
え
な
か
っ
た
！
／
し
か
し
、
彼
女
の
お
の
の
く
魂
が
／
穏
や
か
な
住

ま
い
を
求
め
て
上
が
っ
た
の
で
、／
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
彼
女
の
悲
し
み
を
哀
れ
み
、
次
の
優
し
い
恵
み
を
授
け
た
。／
も
う
二
度
と
サ
ッ
ポ
ー

の
魂
は
／
絶
望
の
犠
牲
者
と
な
っ
て
さ
ま
よ
わ
ず
に
、／
こ
の
地
上
で
、
神
々
し
い
ほ
ど
清
ら
か
に
、／
あ
ら
ゆ
る
見
つ
め
る
人
の
愛
を
求

め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。／
あ
な
た
の
中
に
、 

あ
の
驚
く
べ
き
乙
女
が
現
れ
る
、／
も
っ
と
美
し
い
歌
を
奏
で
、 

も
っ
と
神
々
し
く
な
っ
て
。／

彼
女
は
天
空
か
ら
新
し
い
音
楽
を
も
た
ら
す
。／
と
い
う
の
は
、
お
お
！　

彼
女
の
リ
ラ
は
あ
な
た
の
も
の
な
の
だ
。
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v
v

第
十
章v

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
と
サ
ッ
ポ
ー
と
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
の
サ
ッ
ポ
ー

　
「
サ
ッ
ポ
ー
、
エ
ロ
イ
ー
ズ
、
マ
コ
ー
リ
ー
夫
人
、
ロ
シ
ア
の
女
帝
、
マ
ダ
ム
・
デ
オ
ン
」 ( W

orks 5: 146n14) 1

│
こ
れ
ら
は
、
メ

ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』 （
一
七
九
二
）
に
お
け
る
自
分
自
身
の
注
で
、
男
性
に
施
さ
れ
る
よ
う
な
教
育

を
受
け
た
理
性
的
で
男
性
的
な
女
性
の
数
少
な
い
例
と
し
て
挙
げ
た
名
前
で
あ
る
。
サ
ッ
ポ
ー
は
紀
元
前
七
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ャ
の
レ
ス

ボ
ス
島
出
身
の
抒
情
詩
人
。
エ
ロ
イ
ー
ズ
は
師
・
恋
人
の
神
学
者
ピ
エ
ー
ル
・
ア
ベ
ラ
ー
ル
と
熱
烈
な
書
簡
を
交
わ
し
た
中
世
フ
ラ
ン
ス

の
尼
僧
。
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
と
し
て
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
の
詩
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手

紙
」 （
一
七
〇
七
）
と
「
ア
ベ
ラ
ー
ド
に
宛
て
た
エ
ロ
イ
ー
ザ
の
手
紙
」 （
一
七
一
七
）
を
通
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
他
の
三
人
は
ウ
ル
ス
ト

ン
ク
ラ
フ
ト
の
同
時
代
人
で
、
彼
女
に
影
響
を
与
え
た
『
教
育
に
関
す
る
書
簡
』 （
一
七
九
〇
）
の
著
者
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
コ
ー
リ
ー
、
ロ

シ
ア
の
皇
帝
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
后
で
、
皇
帝
の
死
後
即
位
し
た
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
（
一
七
二
九
│
九
六
）、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
外

交
官
で
ル
イ
十
五
世
の
密
使
と
し
て
ロ
シ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
で
暗
躍
し
た
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
・
デ
オ
ン
こ
と
エ
オ
ン
・
ド
・
ボ
ー
モ
ン 

（
一
七

二
八
│
一
八
一
〇
）
を
指
す
。
た
だ
し
、
最
後
の
人
物
だ
け
は
、
一
八
一
〇
年
に
亡
く
な
っ
た
と
き
は
じ
め
て
解
剖
学
的
に
男
性
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
三
〇
年
以
上
も
の
長
い
間
軍
事
上
の
才
能
や
政
治
お
よ
び
文
学
の
才
能
を
持
っ
た
女
性
と
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
で
最
も
有
名
な
異
性
装
者
だ
っ
た
。2

そ
れ
故
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
例
外
的
な
女
性
と
し
て
「
マ
ダ
ム
・
デ
オ
ン
」

を
挙
げ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
の
ち
に
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
も
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
性
た
ち
へ
の
手
紙
』 （
一
七
九
九
）
の
脚
注
の
中
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で
、
女
性
で
あ
る
が
故
に
不
当
な
評
価
を
受
け
て
い
る
生
き
た
例
と
し
て
「
マ
ダ
ム
・
デ
オ
ン
」
に
言
及
し
て
い
る
。「
こ
の
非
凡
な
女

性
が
軍
人
や
大
使
の
困
難
な
仕
事
に
つ
い
て
い
た
と
き
、
そ
の
特
殊
な
才
能
、
進
取
の
気
性
、
そ
し
て
強
固
な
意
志
は
殊
勲
の
誉
れ
を
も

た
ら
し
た
。
し
か
し
、
あ
あ
！　

彼
女
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
、
最
高
の
称
賛
表
現
が
、〈
奇
矯
、
ば
か
ば
か
し
く
て
男

性
的
な
無
鉄
砲
、
滑
稽
と
同
時
に
吐
き
気
を
催
す
〉
に
変
わ
っ
た
の
だ
」 (R

obinson, Letter 71n)

。

　

そ
こ
で
、
実
は
男
性
で
あ
っ
た
「
マ
ダ
ム
・
デ
オ
ン
」
を
除
い
て
、
上
記
の
四
人
の
女
性
た
ち
を
改
め
て
眺
め
て
み
る
と
、
最
も
奇
異

を
覚
え
る
名
前
は
サ
ッ
ポ
ー
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
サ
ッ
ポ
ー
は
確
か
に
「
男
性
的
」
と
い
う
形
容
を
授
か
っ
た
西
洋
最
初

の
女
性
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
古
代
以
来
、
そ
の
男
性
に
匹
敵
す
る
詩
的
能
力
の
女
性
詩
人
と
し
て
の
名
声
に
は
、
彼
女
の
「
男
性
的
」
な

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
（
女
性
同
性
愛
、
も
し
く
は
一
人
の
性
に
満
足
で
き
な
い
ほ
ど
の
過
剰
な
性
欲
）
に
対
す
る
批
判
や
揶
揄
が
常
に
つ

き
ま
と
っ
て
い
た
か
ら
だ
。3

一
方
、『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
に
つ
い
て
の
従
来
の
批
評
で
は
、「
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
対
す
る

否
定
的
で
規
範
的
な
非
難
」 (K

aplan 5)
、「
女
性
の
身
体
と
女
性
の
欲
望
」
へ
の
「
嫌
悪
」 (Poovey 77)

、「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
女
嫌
い
」 

(G
ubar 145)

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
ば
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
抑
圧
も
し
く
は
否
定
し
た
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
と
、

同
性
愛
者
と
し
て
の
サ
ッ
ポ
ー
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
二
人
の
関
係
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
ル

ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
提
示
す
る
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

サ
ッ
ポ
ー
に
関
す
る
知
識

　

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
友
人
の
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
ソ
ネ
ッ
ト
連
歌
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』 （
一
七
九
四
）
の
序
文
に
あ

た
る
散
文
部
分
で
、
サ
ッ
ポ
ー
の
伝
記
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
ポ
ー
プ
の
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」、『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ

ー
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
サ
ッ
ポ
ー
の
断
篇
詩
や
ア
デ
ィ
ソ
ン
の
コ
メ
ン
ト
、
古
来
の
評
価
の
変
遷
な
ど
、
サ
ッ
ポ
ー
に
関
す
る
か
な
り
な

知
識
を
披
露
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
ソ
ネ
ッ
ト
連
歌
で
は
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
ポ
ー
プ
の
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
の
話
を
大
胆
に
書
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き
換
え
、
女
性
詩
人
の
祖
た
る
サ
ッ
ポ
ー
の
名
誉
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
は
同
性
愛
者
で
は
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
に
囚
わ
れ
た
異
性
愛
者
と
し
て
の
「
私
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
か
ら
解
放
さ
れ
た
女
性
詩
人

と
し
て
の
「
サ
ッ
ポ
ー
」
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
。4

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
ま
た
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
性
た
ち
へ
の
手
紙
』
に
お
い
て
も
、
男

性
と
精
神
的
に
平
等
な
女
性
た
ち
の
一
人
と
し
て
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る( Letter 43)

。

　

こ
の
よ
う
な
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
違
っ
て
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
サ
ッ
ポ
ー
に
言
及
し
た
の
は
、
最
初
に
挙
げ
た
『
女
性
の
権
利
の
擁

護
』
の
他
に
は
、
一
七
八
九
年
の
『
ア
ナ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
第
四
巻
に
掲
載
し
た
書
評
中
に
一
ヶ
所
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
書
評

の
対
象
は
マ
ー
ク
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
メ
イ
ラ
ン
師
の
『
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
説
教
』 （
一
七
八
九
）
で
、
そ
の
中
に
所
収
の
讃
歌
の
「
一

つ
が
サ
ッ
ポ
ー
の
オ
ー
ド
の
模
倣
詩
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
中
の
ア
デ
ィ
ソ
ン
の
讃
歌
の
一
つ
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
で

あ
る
」 ( W

orks 7: 124) 

と
指
摘
し
た
。

　
「
サ
ッ
ポ
ー
の
オ
ー
ド
の
模
倣
詩
」
と
は
、
メ
イ
ラ
ン
師
の
第
十
四
番
目
の
説
教
「
病
の
あ
と
の
健
康
に
つ
い
て
」
の
あ
と
に
付
け
ら

れ
た
讃
歌
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
病
の
諸
々
の
症
状
を
示
す
た
め
に
、
サ
ッ
ポ
ー
の
「
断
篇
31
」
の
後
半
部
分 

（
ア
ン
ブ
ロ
ー
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
に
よ
る
英
訳
で
は
、
第
三
連
と
第
四
連
に
相
当
す
る
箇
所
）
に
近
い
表
現
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
最

後
に
健
康
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
神
に
感
謝
し
て
い
る(M

eilan 1: 205–06)

。
一
方
、「
ア
デ
ィ
ソ
ン
の
讃
歌
の
一
つ
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
」

と
は
、
メ
イ
ラ
ン
師
の
第
十
五
番
目
の
説
教
「
聖
金
曜
日
に
つ
い
て
」
の
あ
と
に
付
け
ら
れ
た
「『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
か
ら
変
え
た
讃

歌
」 (M

eilan 1: 220–21) 

の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ア
デ
ィ
ソ
ン
の
『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
誌
に
は
、
讃
歌
が
何
回
か
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
メ
イ
ラ
ン
師
が
も
じ
っ
た
の
は
、
第
二
二
三
号
（
一
七
一
一
年
十
一
月
五
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
訳
に
よ
る

サ
ッ
ポ
ー
の
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
へ
の
讃
歌
」 （「
断
篇
１
」） 

で
あ
る
。5

メ
イ
ラ
ン
師
は
、
恋
に
苦
し
む
サ
ッ
ポ
ー
が
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
助
け
を
求

め
る
内
容
を
、
死
後
罪
と
恐
怖
で
お
び
え
る
「
私
」
が
救
世
主
の
贖
罪
に
救
わ
れ
る
話
に
変
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
メ
イ
ラ
ン
師
の
両
方

の
讃
歌
と
も
原
詩
と
は
か
な
り
か
け
は
な
れ
て
い
る
の
で
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
、「
読
者
は
そ
れ
が
サ
ッ
ポ
ー
の
オ
ー
ド
の
模
倣

で
あ
る
と
聞
い
て
笑
う
だ
ろ
う
」
と
評
し
て
い
る
。
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な
に
ぶ
ん
に
も
言
及
が
少
な
い
の
で
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
サ
ッ
ポ
ー
に
つ
い
て
ど
の
程
度
知
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
、『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
に
お
け
る
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
描
き
方
を
見
て
み
る
と
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
も
ロ
ビ
ン

ソ
ン
の
よ
う
に
伝
統
的
な
サ
ッ
ポ
ー
像
を
書
き
換
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
場
合
、
そ
れ
は
女
性
の
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
見
方
の
修
正
を
意
味
し
た
。

放
蕩
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
批
判

　
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
に
お
い
て
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
ポ
ー
プ
の
「
あ
る
レ
デ
ィ
へ
の
書
簡
」
か
ら
の
有
名
な
詩
句
、「
ど
ん

な
女
性
だ
っ
て
内
心
で
は
放
蕩
者
だ
」
を
引
い
て
い
る( W

orks 5

：187)

。
こ
れ
は
、
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
生
来
的
に
ふ
し
だ

ら
で
あ
る
と
見
な
す
伝
統
的
な
考
え
を
端
的
に
示
す
。

　

ポ
ー
プ
は
皮
肉
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
女
性
の
放
蕩
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
そ
の
た

め
、
従
来
の
批
評
で
は
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
「
女
嫌
い
」 (G

ubar 145) 

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
こ
で
考
慮
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
女
性
の
性
欲
や
性
行
為
の
す
べ
て
を
否
定
し
た
の

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
次
の
引
用
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
殖
の
た
め
の
欲
望
な
ど
は
自
然
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
高
尚
な
も
の
と
し
て
認
め
て
い
た
の
だ
。

自
然
は
、 

他
の
事
柄
と
同
様
に
、 

性
欲
に
関
し
て
も
、 

性
欲
の
満
足
を
、 

種
を
保
存
す
る
た
め
の
自
然
な
厳
然
た
る
法
則
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、 

性
欲
を
高
尚
に
し
、 

そ
し
て
官
能
的
快
楽
に
多
少
の
知
性
や
愛
情
を
混
ぜ
る
。
人
の
親
に
な
る
の
だ
と
い
う
感
情
が
単
な
る
動
物
的

な
本
能
と
混
じ
り
合
っ
て
、
性
欲
に
威
厳
を
与
え
る
の
だ
。
そ
し
て
子
ど
も
を
宿
す
た
め
に
し
ば
し
ば
逢
瀬
を
重
ね
る
男
女
は
、
共
通
の

感
情
を
い
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、 

互
い
の
関
心
と
愛
情
を
深
め
る
。
そ
の
時
に
女
性
は
、 

容
姿
を
飾
る
こ
と
よ
り
も
、 

も
っ
と
高
貴
な
義
務

を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、 

男
性
の
気
紛
れ
な
色
欲
の
奴
隷
で
い
る
こ
と
に
甘
ん
じ
た
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。( W

orks 5: 208) 
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女
性
が
果
た
す
べ
き
「
高
貴
な
義
務
」
と
は
、
子
ど
も
を
生
み
、
理
性
的
な
人
間
に
育
て
る
と
い
う
母
親
と
し
て
の
義
務
の
こ
と
で
あ

る
。
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
、
そ
の
義
務
を
女
性
の
重
要
な
社
会
的
役
割
の
一
つ
と
し
て
考
え
た
。
そ
れ
故
、「
母
親
と
し
て
の
第
一

の
義
務
」 ( W

orks 5: 209) 

で
あ
る
と
こ
ろ
の
妊
娠
の
目
的
か
ら
は
ず
れ
た
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
「
淫
ら
」
と
か
「
慎
み
が
な

い
」
と
し
て
手
厳
し
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
で
は
、
そ
の
よ
う
に
淫
ら
な
女
性
と
し
て
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
た
ち
や
上
流
階
級
の
女
性
た
ち
が
や
り
玉

に
挙
が
っ
て
い
る
。「
一
種
の
感
傷
的
な
色
欲
」
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
「
女
性
た
ち
は
、
動
物
で
も
本
能
的
に
守
る
よ

う
な
節
度
ま
で
を
、
お
堅
い

0

0

0

と
見
な
す
」、
そ
し
て
「
肉
体
的
な
自
制(personal reserve)

や
、
家
庭
生
活
に
お
い
て
清
潔
さ
や
思デ

リい

やカ
シ
ーり

を
何
よ
り
も
大
切
に
尊
重
す
る
こ
と
」 ( W

orks 5: 66) 

を
軽
蔑
す
る
。
ま
た
、「
愚
か
で
き
ざ
な
」
上
流
階
級
の
女
性
た
ち
は
、「
早

熟
で
不
自
然
な
や
り
方
で
、
女
性
の
欲
望
や
愛
情
を
普
通
以
上
に
た
か
ぶ
ら
せ
る
の
で
、
美
徳
の
基
礎
そ
の
も
の
を
危
う
く
し
、
社
会
全

体
に
腐
敗
を
拡
げ
て
い
る
」 ( W

orks 5: 75)
。
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
そ
の
よ
う
な
女
性
た
ち
の
結
婚
生
活
を
「
合
法
的
な
売
春
」 

( W
orks 5: 129, 218) 

と
呼
び
、
男
性
の
性
の
奴
隷
に
な
っ
て
い
る
点
で
は
、
ト
ル
コ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ム
教
国
の
貴
族
男
性
の
妻
妾
た

ち
が
一
緒
に
住
ま
う
「
ハ
ー
レ
ム
」
に
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
と
説
く
。
結
婚
後
、「
着
飾
り
、
塗
り
た
く
り
、
そ
し
て
、
神
の
造
り
た

も
う
た
も
の
に
あ
だ
名
を
つ
け
て
喜
ぶ
」
よ
う
な
「
愚
か
な
」
女
性
は
、「
ハ
ー
レ
ム
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
け
だ
。
彼
女
た
ち
が
、
し
か
る

べ
き
判
断
力
を
持
っ
て
家
庭
を
管
理
す
る
な
ど
と
、
ど
う
し
て
期
待
で
き
よ
う
か
？　

ま
た
、
彼
女
た
ち
が
こ
の
世
に
生
み
落
と
し
た
哀

れ
な
赤
子
を
世
話
す
る
な
ど
と
、
ど
う
し
て
期
待
で
き
よ
う
か
？
」 ( W

orks 5: 76)

。「
ハ
ー
レ
ム
」
の
女
性
た
ち
の
よ
う
に
、
妻
は
、

「
夫
の
愛
情
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
こ
と
さ
ら
に
技
巧
を
用
い
た
り
病
的
な
か
弱
さ
を
装
う
こ
と
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
」 

( W
orks 5: 98)

。

　
「
ハ
ー
レ
ム
」
は
ま
た
、
リ
サ
・
Ｌ
・
ム
ア
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
勢
の
女
性
た
ち
が
一
緒
に
閉
じ
こ
も
っ
た
と
き
起
こ
る
同
性
愛

の
イ
メ
ー
ジ
を
か
き
た
て
る(M

oore, D
angerous 147)

。
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
、「
た
く
さ
ん
の
女
性
が
保
育
室
や
学
校
や
修
道

院
な
ど
で
一
緒
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
に
、
反
対
す
る
」 ( W

orks 5: 198)

。
な
ぜ
な
ら
、
彼
女
た
ち
は
「
同
じ
部
屋
で
眠
り
、
一
緒
に
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体
を
洗
う
」
と
き
に
「
汚
ら
わ
し
い
慎
み
の
な
い
習
慣
」 ( “nasty, or im

m
odest habits ”) 

を
身
に
つ
け
た
り
、「
無
知
な
召
使
た
ち
」
か

ら
「
汚
ら
わ
し
い
悪
戯
」 ( “nasty tricks ”) 

を
教
わ
る
か
ら
だ( W

orks 5: 197)

。
こ
れ
ら
は
、
寄
宿
学
校
の
男
子
生
徒
た
ち
が
仲
間
か
ら

教
わ
る
「
汚
ら
わ
し
い
下
品
な
悪
戯
」 ( “nasty indecent tricks ”) ( W

orks 5: 236)

か
ら
類
推
し
て
、 

自
慰
や
同
性
愛
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
だ
ろ
う
。
十
八
世
紀
に
は
、 

自
慰
は
身
体
的
精
神
的
に
有
害
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、 

と
り
わ
け
女
性
の
場
合
、 

自
慰
と
同
性

愛
は
関
連
が
あ
る
が
故
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、 

一
七
〇
八
年
に
出
版
さ
れ
、 

十
九
版
ま
で
い
っ
た
自
慰
禁
止
を
唱
え
る
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
書
『
オ
ナ
ニ
ア
』
の
補
遺
版
で
は
、
女
性
は
自
慰
を
す
る
と
ク
リ
ト
リ
ス
が
大
き
く
な
っ
て
、「
女
性
同
性
愛
者
」 ( “Fricatrices, ” 

“T
ribades, ” “Subigatrices”) 

と
か
「
両
性
具
有
者
」 ( “H

erm
ophrodites” [sic])  

に
な
り
、
他
の
女
性
と
男
が
す
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る

と
記
さ
れ
て
い
る( Supplem

ent to the O
nania 154–63)

。
ま
た
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
嫌
悪
し
て
い
る
も
の
に
、
寄
宿
学
校
で

大
勢
の
少
女
が
「
一
緒
に
体
を
洗
う
」 ( W

orks 5: 197) 

こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
ト
ル
コ
旅
行
記
な
ど
で
描
か
れ
た
、
公
衆
浴
場
に

お
け
る
女
性
同
士
の
淫
ら
な
行
為
を
暗
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。6

　

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
、「
適
度
に
肉
体
的
な
自
制(personal reserve)

を
す
る
こ
と
は
、
威
厳
の
あ
る
性
格
を
築
く
基
礎
な
の

だ
か
ら
、
女
性
同
士
の
間
で
も
保
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
い
と
、
彼
女
た
ち
の
精
神
が
、
強
さ
や
慎
み
を
得
る
こ
と
は
決
し

て
な
い
」 ( W

orks 5: 198) 

と
、
女
性
間
の
度
が
過
ぎ
た
身
体
的
な
接
触
に
警
告
を
発
し
た
。「
肉
体
的
な
自
制
」
と
い
う
表
現
は
、
上
流

階
級
の
女
性
た
ち
に
関
し
て
前
に
引
用
し
た
個
所
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
女
性
同
性
愛
者
と
上
流
階
級
の
女

性
の
ど
ち
ら
も
ポ
ー
プ
が
皮
肉
っ
た
と
お
り
の
「
放
蕩
者
」
で
あ
り
、
淫
ら
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
本
書
第
一
章
で
通
観
し
た
よ
う
に
、
サ
ッ
ポ
ー
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
伝
統
的
な
見
方
も
ま
さ
に
こ
の
線
に
沿
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ポ
ー
プ
と
違
っ
て
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
淫
ら
で
あ
る
の
は
生
来
的
な
も
の
で

は
な
く
、
男
性
の
「
放
蕩
者
」 ( W

orks 5: 187) 

に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
文
化
的
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、

「
男
性
に
お
け
る
清チ

ャ
ス
テ
ィ
テ
ィ

純
さ
の
欠
如
」 ( W

orks 5: 208) 

が
次
の
よ
う
に
す
べ
て
の
元
凶
な
の
だ
。
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実
際
、
こ
そ
こ
そ
う
ろ
つ
き
廻
っ
て
い
る
好
色
漢
は
、
し
ば
し
ば
ひ
ど
く
官
能
的
に
な
る
の
で
、
彼
は
女
性
の
心
地
よ
さ
を
微
に
入
り
細

に
入
っ
て
述
べ
た
て
る
。
そ
こ
で
、
女
性
の
心
地
よ
さ
以
上
に
も
っ
と
心
地
よ
い
も
の
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
イ
タ
リ
ア
や
ポ
ル

ト
ガ
ル
で
は
、
男
性
は
、
代
り
映
え
も
し
な
い
女
性
以
上
の
も
の
に
憧
れ
て
、
性
が
曖
昧
な
人
た
ち

0

0

0

0

0

0

0

0

の
会
に
出
席
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
男
性
族
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
女
性
は
組
織
的
に
淫
ら
に
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
男
性
の
す
べ
て
が
放
蕩
の
極
み
に

達
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
男
性
は
愛
情
な
き
性
行
為
に
ふ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女
の
双
方
を
堕
落
さ
せ
て
い
る
の

だ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
男
性
の
好
み
は
腐
敗
す
る
し
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
女
性
は
、
男
性
の
こ
の
悪
趣
味

を
満
足
さ
せ
る
よ
う
に
と
自
分
た
ち
の
行
為
を
合
わ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
快
楽
と
権
力
を
手
に
入
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
女
性

の
大
き
な
存
在
目
的
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
と
い
う
仕
事
を
考
え
る
な
ら
ば
、
当
然
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
心
身
の

強
さ
を
、
女
性
は
失
っ
て
し
ま
っ
て
、
母
親
と
し
て
の
第
一
の
義
務
を
果
た
す
だ
け
の
十
分
な
力
を
持
た
な
い
。
そ
し
て
、
本
能
を
高
貴

な
も
の
に
高
め
る
、
親
と
し
て
の
愛
情
な
ど
は
、
好
色
の
犠
牲
に
し
て
し
ま
い
、
彼
女
た
ち
は
子
宮
内
の
胎
児
を
駄
目
に
し
た
り
、
あ
る

い
は
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
捨
て
た
り
す
る
。( W

orks 5: 208–09)

（
傍
点
引
用
者
）

　

上
記
の
引
用
で
注
目
す
べ
き
は
、「
性
が

0

0

曖
昧

0

0

な
人
た
ち

0

0

0

0

の
会
」 （
傍
点
引
用
者
） 

と
い
う
表
現
で
あ
ろ
う
。「
性
が
曖
昧
な
人
た
ち
」
と

は
明
ら
か
に
男
性
同
性
愛
者
、
特
に
「
モ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
男
娼
（
女
役
の
男
性
同
性
愛
者
）
を
指
す
。
引
用
で
は
イ
タ
リ
ア
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
地
名
だ
け
が
挙
が
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ォ
ー
ド
の
『
第
二
部
ロ
ン
ド
ン
・
ク
ラ
ブ
』 ﹇
一
七
〇
九
？
﹈
が
示
す

よ
う
に
、
男
性
同
性
愛
者
た
ち
が
集
う
ク
ラ
ブ
の
発
祥
地
は
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
あ
り
、
十
八
世
紀
は
じ
め
か
ら
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

を
形
成
し
て
い
た(W

ard, Second Part 5–6)

。7

そ
の
中
で
「
モ
リ
ー
」
は
女
装
し
、
な
よ
な
よ
し
た
物
腰
を
し
た
女
性
的
な
男
性
で
、

ま
さ
に
「
性
が
曖
昧
な
人
た
ち
」
だ
っ
た
。
生
殖
の
た
め
の
性
行
為
し
か
認
め
な
い
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
に
と
っ
て
、
不
毛
な
同
性
愛

行
為
は
許
し
難
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
た
だ
し
、
上
記
の
引
用
で
彼
女
の
批
判
の
矢
が
、
性
が
曖
昧
な
「
モ
リ
ー
」
と
い
う
よ
り

も
、
女
に
飽
き
足
ら
ず
に
「
モ
リ
ー
」
の
も
と
に
通
う
男
性
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
種
の
両
性

愛
者
の
男
性
像
は
、
ラ
ン
ド
ル
フ
・
ト
ラ
ン
バ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
西
洋
に
お
い
て
古
く
か
ら
あ
る
も
の
で
、
十
八
世
紀
後
半
に
な
る
ま
で
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こ
と
さ
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
世
紀
後
期
に
は
、
男
性
は
女
性
を
能
動
的
・
積
極
的
に
求
め
る
異
性
愛
者
で
あ
る
こ
と

を
示
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
社
会
的
な
役
割
も
そ
う
し
た
性
的
欲
望
か
ら
生
じ
る
と
い
う
考
え
が
支
配
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た(T

rum
bach, 

“Sex” 90–91)

。
そ
の
よ
う
な
時
代
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
、
ト
ラ
ン
バ
ッ
ク
の
い
う
「
古
い
パ
タ
ー
ン
」 (T

rum
bach, “Sex” 91) 

の
両
性
愛
者
の
男
性
を
「
放
蕩
の
極
み
」
に
達
し
て
い
る
と
は
っ
き
り
と
断
じ
た
。
そ
し
て
、
女
性
が
「
放
蕩
者
」
に
な
る
の
は
、「
モ

リ
ー
」
に
な
び
く
男
性
の
「
放
蕩
者
」
を
性
的
に
満
足
さ
せ
て
女
性
の
も
と
に
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
か
ら
だ
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
故
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
他
の
女
性
た
ち
に
対
し
、「
も
っ
と
、
も
っ
と
男
性
的
に
」 ( W

orks 5: 74) 

な
れ
と
願
う
。「
放
蕩

な
男
性
た
ち
は
、
女
性
が
心
身
を
強
く
す
る
と
女
ら
し
さ
を
失
う
だ
ろ
う
、
と
叫
ぶ
だ
ろ
う
」 ( W

orks 5: 242)

。
だ
が
、
心
身
と
も
に
強

い
男
性
的
で
理
性
的
な
女
性
だ
っ
た
ら
、「
放
蕩
の
男
性
に
愛
着
す
る
こ
と
」 ( W

orks 5: 188) 

な
ど
絶
対
に
な
い
だ
ろ
う
、
と
ウ
ル
ス
ト

ン
ク
ラ
フ
ト
は
確
信
し
て
い
た
。

時
が
移
り
、
い
つ
の
日
に
か
女
性
が
私
が
心
か
ら
望
ん
で
い
る
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
と
し
ば
し
仮
定
し
て
み
る
な
ら
、
そ
の
時
に
は
、
あ

の
恋
愛
で
さ
え
も
今
よ
り
も
も
っ
と
厳
粛
な
威
厳
を
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
恋
愛
自
体
の
炎
の
中
で
清
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
美
徳

は
、
彼
女
た
ち
の
愛
情
に
真
の
思デ
リ
カ
シ
ー

い
や
り
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
彼
女
た
ち
は
放
蕩
の
男
性
な
ど
に
は
嫌
悪
を
感
じ
て
、
見
向
き
も

し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
、
女
性
の
本
領
は
感
じ
る
こ
と
だ
け
だ
が
、
そ
の
時
に
は
、
理
性
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
、
女
性
は

容
易
に
外
見
の
格
好
良
さ
に
迷
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
悪
徳
を
売
り
物
に
す
る
女
性
の
十
八
番
と
し
て
、
い
つ
も
駆
り
立
て

ら
れ
濫
用
さ
れ
て
き
た
あ
の
感
受
性
を
、
軽
蔑
す
る
こ
と
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
学
ぶ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
誘
惑
や
い
ち
ゃ
つ
き
を
軽
蔑
す
る

こ
と
を
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
学
ぶ
で
あ
ろ
う
。( W

orks 5: 188–89)

　

換
言
す
れ
ば
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
理
想
と
す
る
男
性
的
で
理
性
的
な
女
性
は
、
当
時
支
配
的
な
女
性
像
で
あ
る
と
こ
ろ
の

「
情パ

ッ
シ
ョ
ン
レ
ス

欲
の
な
い
女
性
」
で
あ
り
、
生
殖
以
外
の
目
的
で
は
性
行
為
を
し
な
い
「
母
性
的
な
女
性
」
に
近
い
。8

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の

「
情パ

ッ
シ
ョ
ン
レ
ス

欲
の
な
い
女
性
」
が
一
般
的
に
男
性
の
性
的
欲
望
の
受
動
的
な
対
象
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
に
対
し
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
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理
想
的
な
男
性
的
女
性
は
「
放
蕩
の
男
性
な
ど
に
は
嫌
悪
を
感
じ
て
、見
向
き
も
し
な
く
な
る
」 ( W

orks 5: 189)

。
か
よ
う
な
男
嫌
い
は
、

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
考
え
る
男
性
的
女
性
の
代
表
的
人
物
の
一
人
が
サ
ッ
ポ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
て
み
る
と
、
非
常
に
興
味

深
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
こ
こ
で
、
寄
宿
学
校
の
よ
う
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
空
間
に
お
い
て
起
こ
る
淫

ら
な
女
性
同
性
愛
を
修
正
す
る
よ
う
な
、
女
性
同
士
の
愛
情
関
係
の
可
能
性
を
示
唆
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

『
メ
ア
リ
』

　

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
最
初
の
小
説
『
メ
ア
リ
』 （
一
七
八
八
）
を
見
る
と
、
こ
の
推
論
は
な
ん
ら
突
飛
な
思
い
つ
き
で
は
な
い
。
主

人
公
の
メ
ア
リ
は
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
の
男
性
的
女
性
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
的
女
性
で
あ
る
。
友
人
ア
ン
が
典
型
的
な
弱
々
し
い
女
性

で
、「
美
し
い
も
の
や
可
愛
い
も
の
」 ( W

orks 1: 19)

を
愛
で
る
の
に
対
し
、
メ
ア
リ
は
「
考
え
る
力
」 ( W

orks 1: 5)

を
持
ち
、「
天
才
の

飛
翔
や
抽
象
的
な
思
索
」
を
好
み
、「
理
解
力
に
訴
え
る
」 ( W

orks 1: 19) 

書
物
を
読
む
男
性
的
な
女
性
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、

メ
ア
リ
は
ア
ン
に
対
し
同
性
愛
的
感
情
を
い
だ
い
て
い
る
。9

メ
ア
リ
は
ア
ン
を
「
世
界
の
誰
よ
り
も
愛
し
」、「
こ
の
友
と
始
終
一
緒
に
い

る
こ
と
こ
そ （
中
略
） 

最
高
の
至
福
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」 ( W

orks 1: 20) 

と
思
う
。
メ
ア
リ
の
「
ア
ン
へ
の
友
情
は
彼
女
の
心
を
占
め

て
お
り
、
情パ

ッ
シ
ョ
ン欲に

似
て
い
た
」 ( W

orks 1: 25)

。
メ
ア
リ
は
「
私
は
彼
女
な
し
に
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
！　

私
に
は
他
に
友
達
が

い
な
い
。
も
し
彼
女
を
亡
く
し
た
ら
、
こ
の
世
は
私
に
は
ど
ん
な
に
砂
漠
に
な
る
の
で
し
ょ
う
」 ( W

orks 1: 32) 

と
ま
で
言
う
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
小
説
は
、
二
人
の
女
性
の
関
係
を
性
的
な
も
の
と
し
て
描
い
て
い
な
い
。
メ
ア
リ
は
、
親
の
取
り
決
め
で
結
婚
し
た
留
学
中

の
夫
へ
の
手
紙
の
中
で
、
病
気
の
ア
ン
を
看
病
し
て
い
る
に
つ
れ
、
彼
女
に
対
し
「
母
親
の
よ
う
な
愛
情
」
を
い
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
と

打
ち
明
け
る
。
一
方
、
夫
も
二
人
の
女
性
の
関
係
を
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」 ( W

orks 1: 25) 

と
し
て
見
な
し
、
二
人
が
長
期
間
一

緒
に
い
る
の
を
黙
認
し
た
。
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
時
代
、
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
か
ら
派
生
し
た “Sapphism

”

や“Sapphist ”

が
淫
ら
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な
女
性
同
性
愛 （
者
） 

を
意
味
す
る
の
に
対
し
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
は
、
女
性
間
の
か
な
り
親
密
な
友
情
関
係
を
示
す
の
に
使

わ
れ
た
、
あ
り
ふ
れ
た
用
語
だ
っ
た
。
リ
リ
ア
ン
・
フ
ェ
ダ
マ
ン
の
よ
う
な
女
性
同
性
愛
史
家
は
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
は
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
で
な
い
関
係
を
示
し
、
そ
の
よ
う
な
関
係
は
二
〇
世
紀
以
前
に
は
社
会
的
に
容
認
さ
れ
て
い
た
と
説
明
し
て
い
る
。
ウ
ル
ス

ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
小
説
の
中
で
、
メ
ア
リ
の
夫
が
女
性
同
士
の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
を
何
ら
危
険
視
し
て
い
な
い
の
は
、
彼
に

と
っ
て
、
結
婚
生
活
を
脅
か
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
女
性
間
の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
に
対
す
る
当
時
の
一
般
的

な
反
応
は
ま
さ
に
そ
う
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
女
性
同
士
の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
関
係
は
夫
や
恋
人
な
ど
と
の
異
性
愛
関
係
と
両

立
し
う
る
関
係
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、『
メ
ア
リ
』
は
、「
単
な
る
肉
体
が
崇
拝
す
る
」 ( W

orks 1: 36) 

い
か
な
る
性
的
な
情パ

ッ
シ
ョ
ン欲も

否
定
的
に

描
く
。
い
や
、
そ
も
そ
も
メ
ア
リ
自
身
が
肉
体
を
有
し
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
存
在
で
は
な
い
。「
彼
女
の
理
解
や
愛
情
が
対
象
を
持
っ
た

と
き
、 

彼
女
は
滋
養
を
必
要
と
す
る
肉
体
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
も
う
少
し
で
忘
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
」 ( W

orks 1: 17)

。
い
わ
ば

「
脱
性
化
」
の
最
た
る
女
性
で
あ
る
メ
ア
リ
は
、
夫
と
の
夫
婦
生
活
で
す
ら
拒
む
。「
夫
が
彼
女
の
手
を
と
り
、
愛
の
よ
う
な
何
か
を
言
っ

た
ら
、
す
ぐ
さ
ま
気
分
が
悪
く
な
り
、
気
が
遠
く
な
っ
て
、
思
わ
ず
知
ら
ず
に
、
地
面
が
開
い
て
自
分
を
飲
み
込
ん
で
く
れ
た
ら
い
い
の

に
と
願
っ
て
し
ま
う
」 ( W

orks 1: 72)

。
そ
し
て
、
小
説
の
最
後
で
、「
娶
っ
た
り
、
嫁
い
だ
り
す
る
こ
と
の
な
い
」 ( W

orks 1: 73) 10

神
の

世
界
へ
行
く
こ
と
を
望
む
。
こ
の
よ
う
に
夫
に
対
す
る
メ
ア
リ
の
嫌
悪
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
親
の
取
り
決

め
に
よ
る
結
婚
を
批
判
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
異
性
愛
行
為
自
体
へ
の
極
端
な
性
的
拒
絶
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ア
ン
の
死
後
、
メ
ア

リ
は
有
徳
だ
が
病
弱
な
ヘ
ン
リ
ー
に
恋
に
落
ち
る
が
、
彼
と
の
愛
も
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
し
て
、
見
逃
せ
な
い
こ
と
に
、

メ
ア
リ
が
夫
に
対
し
て
い
だ
く
拒
絶
や
嫌
悪
の
感
情
を
癒
し
て
く
れ
た
の
が
、
ア
ン
と
の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
で
あ
っ
て
、
ヘ

ン
リ
ー
と
の
精
神
的
な
不
倫
関
係
で
は
な
か
っ
た
。「
極
度
の
嫌
悪
が
彼
女
の
心
に
根
を
は
っ
て
い
た
。
彼
﹇
夫
﹈
の
名
を
聞
い
た
だ
け

で
胸
が
む
か
つ
い
た
。
し
か
し
、 

ア
ン
の
咳
を
聞
く
と
き
や
、 

ア
ン
の
弱
っ
た
体
を
支
え
て
い
る
と
き
、 

す
べ
て
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

た
」 ( W

orks 1: 22)

。『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
で
は
、
男
性
的
な
女
性
は
放
蕩
な
男
性
に
「
愛
情
を
持
つ
こ
と
」 ( W

orks 5: 188) 

な
ど
決
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し
て
な
い
だ
ろ
う
と
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
確
信
し
て
い
た
が
、
そ
の
考
え
の
萌
芽
は
す
で
に
メ
ア
リ
に
体
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。ウ

ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
異
性
愛
者
化

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
理
想
と
す
る
男
性
的
女
性
に
は
、
他
の
女
性
に
対
す
る
母
性
的
か
つ
脱
性
的

な
女
性
同
性
愛
的
感
情
と
、
異
性
愛
関
係
へ
の
根
強
い
嫌
悪
が
同
居
し
て
い
た
。『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
の
著
者
と
し
て
の
ウ
ル
ス
ト

ン
ク
ラ
フ
ト
は
自
分
自
身
を
男
性
的
な
教
育
が
必
要
な
他
の
女
性
た
ち
と
区
別
し
、
例
外
的
な
男
性
的
女
性
の
一
人
と
し
て
提
示
し
て
い

る
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
彼
女
の
女
嫌
い
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
男
嫌
い
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
理
論
上
ど
ん
な
に
男
性
的
女
性
の
脱
性
化
を
唱
え
た
に
し
て
も
、
実
際
に
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
サ
ッ

ポ
ー
の
淫
ら
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
影
か
ら
完
全
に
逃
れ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
同
時
代
の
人
々
は
む
し
ろ
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ

ト
を
賞
賛
す
る
と
き
も
批
判
す
る
と
き
も
、
サ
ッ
ポ
ー
の
名
前
を
使
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
サ
ッ
ポ
ー
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
言
説
を

用
い
な
が
ら
、
彼
女
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
俎
上
に
載
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
詩
人
・
歴
史
家
・
奴
隷
貿
易
廃
止
論
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ス
コ
ー
（
一
七
五
三
│
一
八
三
一
）
は
、『
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ

ー
ク
の
人
生
、
死
、
そ
し
て
素
晴
ら
し
き
業
績
』 （
一
七
九
一
）
と
い
う
バ
ラ
ッ
ド
の
中
で
、
バ
ー
ク
の
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
省
察
』 （
一
七

九
〇
）
に
反
論
し
て
『
人
間
の
権
利
の
擁
護
』 （
一
七
九
〇
）
を
出
版
し
た
ば
か
り
の
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を
、「
ア
マ
ゾ
ン
」
の
登
場
と

し
て
称
え
た
。

A
nd lo! an A

m
azon stept out,

 
O

ne W
ollstonecraft her nam

e,
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R
esolv ’d to stop his m

ad career,

 
W

hatever chance becam
e.　

(R
oscoe 7)

そ
し
て
見
よ
！　

一
人
の
ア
マ
ゾ
ン
が
進
み
出
た
。／
彼
女
の
名
前
は
某
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
、／
彼
の
血
迷
っ
た
経
歴
を
終
わ
ら
せ
る

決
心
を
し
た
、／
ど
ん
な
機
会
で
あ
っ
て
も
。

　
「
ア
マ
ゾ
ン｣
と
は
、 
伝
説
上
の
勇
猛
な
女
戦
士
の
部
族
の
名
前
で
、 

古
く
か
ら
、 

戦
う
女
や
男
性
的
な
女
性
の
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ

て
き
た
語
で
あ
る
。
テ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
よ
れ
ば
、 

こ
の
語
は
ま
た
女
性
同
性
愛
者
の
別
称
で
も
あ
っ
た(C

astle, A
pparitional 9)

。

そ
の
よ
う
な
ア
マ
ゾ
ン
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
ロ
ス
コ
ー
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
ウ
ル
ス

ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
死
の
翌
年
に
出
版
し
た
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
の
著
者
の
思
い
出
』 （
一
七
九
八
）
に
お
い
て
、
か
な
り
は
っ
き
り
と
暗

示
し
て
い
る
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
よ
れ
ば
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
十
六
歳
の
と
き
知
り
合
っ
た
二
歳
上
の
フ
ァ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド
と

「
何
年
も
の
間
、
心
の
支
配
的
な
情パ

ッ
シ
ョ
ン念が

か
き
た
て
ら
れ
た
ほ
ど
の
熱
烈
な
友
情
」 (G

odw
in 19) 

を
結
ん
だ
。11

ま
た
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ

フ
ト
が
「
無
鉄
砲
だ
が
、
生
き
生
き
と
向
上
心
に
燃
え
た
」
男
性
的
女
性
で
あ
る
に
対
し
、
フ
ァ
ニ
ー
は
「
繊
細
で
敏
感
な
礼
儀
正
し

さ
」
を
備
え
た
女
性
的
女
性
で
あ
り
、
二
人
の
最
初
の
出
会
い
は
ゲ
ー
テ
の
「
ヴ
ェ
ル
テ
ル
と
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト｣

の
出
会
い
の
よ
う
だ
っ

た(G
odw

in 20–21)

。

　

リ
リ
ア
ン
・
フ
ェ
ダ
マ
ン
は
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
と
フ
ァ
ニ
ー
の
関
係
を
当
時
流
行
の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
の
例
と
し
て

挙
げ
て
い
る
が(Faderm

an, Surpassing 139–42)

、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ト
ッ
ド
は
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
最
近
の
伝
記
の
中
で
、
そ
れ

は
「
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
、
セ
ク
シ
ャ
ル
で
す
ら
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」 (Todd, M

ary W
ollstonecraft 23)

と
推
定
し
て
い
る
。

真
実
は
不
明
だ
が
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
見
方
は
明
ら
か
に
フ
ェ
ダ
マ
ン
と
同
じ
だ
っ
た
。
彼
は
、
二
人
の
関
係
が
『
メ
ア
リ
』
の
中
に
小
説

化
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る(G

odw
in 59)

。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
フ
ァ
ニ
ー
へ
の
尋
常
な
ら
ざ
る

愛
情
を
、
小
説
の
メ
ア
リ
の
夫
の
よ
う
に
、
社
会
で
容
認
さ
れ
て
い
る
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
と
し
て
示
し
た
の
で
あ
る
。
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フ
ァ
ニ
ー
と
の
関
係
で
強
調
さ
れ
た
男
性
的
な
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
像
は
、『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
の
話
に
進
ん
だ
と
き
、
そ
の

著
者
像
と
し
て
の
「
堅
く
て
、
や
や
ア
マ
ゾ
ン
的
な
気
性
」 (G

odw
in 82) 

に
再
び
現
れ
る
。「
ア
マ
ゾ
ン
」
の
語
に
よ
っ
て
か
き
た
て
ら

れ
る
同
性
愛
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
フ
ァ
ニ
ー
と
の
関
係
を
呼
び
起
こ
す
も
の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
看
過
で
き
な
い
こ
と
に
、
ゴ
ド
ウ
ィ

ン
は
こ
の
時
点
で
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を
男
性
的
か
ら
女
性
的
な
女
性
へ
と
転
換
し
よ
う
と
し
始
め
る
。
つ
ま
り
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ

フ
ト
を
「
た
く
ま
し
く
て
強
い
、
骨
が
ご
つ
ご
つ
し
た
女
丈
夫
」
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
美
し
い
容
姿
」
で
「
女
ら
し
い
態
度
」
の
女
性

と
し
て
提
示
す
る
の
で
あ
る(G

odw
in 82–83)

。
そ
の
上
さ
ら
に
、『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
を
出
版
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
ウ
ル

ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
画
家
の
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ュ
ー
ス
リ
（
一
七
四
一
│
一
八
二
五
）
に
失
恋
し
た
こ
と
、
革
命
期
の
フ
ラ
ン
ス
で
ア
メ
リ
カ

人
ギ
ル
バ
ー
ト
・
イ
ム
レ
イ
（
一
七
五
四
│
一
八
二
八
）
と
の
間
に
婚
姻
外
の
娘
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
正
式
に
結
婚
す

る
前
に
妊
娠
し
た
経
緯
ま
で
も
事
細
か
に
述
べ
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
と
自
分
自
身
を
含
む
男
性
た
ち
と
の
関

係
、
特
に
イ
ム
レ
イ
と
の
（
お
そ
ら
く
は
じ
め
て
の
）
性
体
験
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
を
異
性
愛
者
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
言
え
る
。
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
三
四
歳
で
イ
ム
レ
イ
に
出
会
っ
て
恋
に
落
ち
る
前
は
、『
メ
ア
リ
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
よ
う
に
異
性

愛
行
為
に
対
し
極
端
な
性
的
拒
絶
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
フ
ュ
ー
ス
リ
と
は
「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
」 (G

odw
in 97) 

な
関
係
だ
っ
た
と
、
ゴ

ド
ウ
ィ
ン
は
わ
ざ
わ
ざ
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
と
イ
ム
レ
イ
の
関
係
は
伝
説
上
の
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
の
関
係
に
似
て
い
る
。
い
ず
れ
の
女
性
も

一
人
の
男
性
と
出
会
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
性
愛
か
ら
異
性
愛
へ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
転
向
し
た
。
そ
し
て
、
愛
し
た
男
性
が
不
実

で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
悩
み
、
つ
い
に
彼
に
棄
て
ら
れ
た
。
サ
ッ
ポ
ー
は
パ
オ
ー
ン
へ
の
愛
を
忘
れ
る
た
め
に
レ
フ
カ
ス
の
岩
上
か
ら

身
を
投
げ
て
亡
く
な
っ
た
が
、
イ
ム
レ
イ
と
の
恋
に
悩
ん
だ
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
も
二
度
自
殺
未
遂
を
図
る
。
一
度
目
は
、
一
七
九
五

年
四
月
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
戻
っ
た
と
き
、
イ
ム
レ
イ
と
若
い
女
優
の
関
係
を
見
つ
け
た
か
ら
で
あ
る
。
同
年
五
月
に
ア
ヘ
ン

チ
ン
キ
の
よ
う
な
薬
物
を
過
量
摂
取
し
た
ら
し
い
が(Todd, M

ary W
ollstonecraft 287)

、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
何
に
よ
る
の
か
記
し
て
い
な

い
。
二
度
目
の
自
殺
未
遂
の
手
段
の
方
が
書
き
残
す
価
値
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
イ
ム
レ
イ
に
よ
っ
て
命
を
救
わ
れ
た
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
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フ
ト
は
そ
の
直
後
に
彼
の
仕
事
の
代
理
人
と
し
て
六
月
に
北
欧
へ
出
発
し
、
十
月
に
ド
ー
ヴ
ァ
ー
に
帰
着
す
る
。
そ
し
て
ま
た
も
や
イ
ム

レ
イ
の
不
貞
を
知
り
、
今
度
は
パ
ト
ニ
ー
橋
か
ら
テ
ム
ズ
川
に
身
を
投
げ
た
。12

ス
ケ
ー
ル
は
か
な
り
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
サ
ッ
ポ
ー
の
入

水
自
殺
さ
な
が
ら
だ
。
だ
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
サ
ッ
ポ
ー
と
違
っ
て
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
は
助
か
っ
た
。
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ア
デ
ィ
ソ

ン
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
伝
説
に
よ
れ
ば
、
レ
フ
カ
ス
か
ら
海
へ
投
身
し
て
助
か
る
と
、「
愛
の
傷
つ
き
や
す
い
感
情
の
す
べ
て
」
が

癒
さ
れ
て
、
二
度
と
そ
の
よ
う
な
「
情パ

ッ
シ
ョ
ン念」

に
逆
戻
り
し
な
い
と
い
う(Joseph A

ddison 2: 366)

。
そ
の
よ
う
に
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ

フ
ト
は
結
果
的
に
不
実
な
イ
ム
レ
イ
を
忘
れ
て
新
た
な
人
生
、
す
な
わ
ち
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
の
結
婚
に
踏
み
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ

る
。「

女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
」
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

　

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
よ
る
以
上
の
よ
う
な
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
描
き
方
は
、
一
七
三
五
年
の
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
ソ
ン
に
よ
る
サ
ッ
ポ
ー

擁
護
の
よ
う
に(John A

ddison, “T
he Life of Sappho” 252)

、13

結
局
異
性
愛
者
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
そ
れ
以
前
の

同
性
愛
的
な
関
係
を
容
赦
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す

る
反
動
期
に
入
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
彼
の
『
思
い
出
』
は
皮
肉
に
も
逆
の
効
果
を
も
た
ら
し
、『
思
い
出
』
と
同
時
に
出
版
さ
れ

た
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
の
著
者
の
遺
稿
集
』
中
の
未
完
の
小
説
『
女
性
の
虐
待
あ
る
い
は
マ
ラ
イ
ア
』
と
と
も
に
、
保
守
派
の
人
々
に

急
進
主
義
が
道
徳
的
堕
落
へ
導
く
典
型
的
な
例
と
し
て
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を
攻
撃
す
る
際
の
格
好
の
証
拠
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。『
女
性
の
虐
待
』
は
「
不
公
平
な
法
律
や
社
会
の
慣
習
か
ら
起
こ
る
、
女
性
特
有
の
苦
難
や
抑
圧
」 ( W

orks 1: 83) 

を
示

す
と
い
う
政
治
的
目
的
を
持
つ
が
、14

そ
こ
に
は
自
伝
的
要
素
が
多
く
織
り
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
著
者
の
名
前
の
変
形
で
あ
る
マ

ラ
イ
ア
と
イ
ム
レ
イ
を
彷
彿
さ
せ
る
男
性
の
姦
通
の
描
写
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
た
と
え
ば
、『
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
』

第
十
二
巻
（
一
七
九
八
）
は
、『
思
い
出
』
に
描
か
れ
た
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
恋
愛
や
死
の
床
で
の
無
神
論
的
態
度
に
嫌
悪
を
表
明
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し
、『
女
性
の
虐
待
』
を
女
性
の
美
徳
で
あ
る
貞
節
を
侮
辱
す
る
も
の
と
し
て
批
判
、
最
後
に
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を
「
優
雅
さ
も
な

く
快
楽
に
ふ
け
る
好
色
家
」
で
あ
っ
た
と
し
て
締
め
く
く
っ
た( T

he B
ritish C

ritic 12 [1798]: 228–33, 234–35)

。
ま
た
、
急
進
的
な

思
想
の
壊
滅
を
ね
ら
っ
て
一
七
九
八
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
『
ア
ン
テ
ィ
・
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
は
、『
女
性
の
虐
待
』

で
は
女
性
が
情
欲
に
従
う
こ
と
は
女
性
の
「
生
得
の

0

0

0

権
利
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
禁
じ
る
こ
と
は
「
女
性
の
虐
待
の
最
た
る
も
の
の
一
つ
」

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
酷
評
し
、
こ
の
理
論
を
実
践
し
た
さ
ま
が
『
思
い
出
』
に
描
か
れ
て
い
る
と
し
た( T

he A
nti-Jacobin R

eview
 

1 [1798]: 92–93, 98)
。
同
誌
は
二
年
後
の
死
亡
記
事
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
も
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を
「
売
春
婦
」
と
呼
び
、『
女
性
の

虐
待
』
に
お
い
て
は
「
女
性
の
最
も
酷
い
虐
待

0

0

は
結
婚

0

0

で
あ
り
、
最
も
神
聖
な
権
利

0

0

は
姦
通

0

0

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
」 ( T

he A
nti-

Jacobin R
eview

 5 [1800]: 93–94) 
と
批
判
し
た
。15

　

ま
た
、『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
の
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
い
み
じ
く
も
「
女
性
が
心
身
を
強
く
す
る
と
女
ら
し
さ
を
失
う

0

0

0

0

0

0

0(un-

sexed)

、
と
放
埓
な
男
ど
も
は
叫
ぶ
だ
ろ
う
」 ( W

orks 5: 242) 

（
傍
点
引
用
者
）
と
予
言
し
て
い
た
よ
う
に
、 “unsexed ”

と
い
う
語
が
急

進
的
な
女
性
作
家
を
攻
撃
す
る
武
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
サ
イ
ア
ス
（
一
七
五
四
頃
│

一
八
三
五
）
は
諷
刺
詩
『
文
学
の
営
み
』
の
第
一
部
を
一
七
九
四
年
五
月
、
第
二
・
三
部
を
一
七
九
六
年
六
月
、
第
四
部
を
一
七
九
七
年

六
月
に
出
版
し
た
。
そ
の
第
四
部
の
「
広
告
」
で
、
彼
は
「
わ
が
国
の
女
ら
し
さ
を
失
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

女
性
作
家
た
ち(O

ur unsexed fem
ale 

w
riters)

は
、
今
や
政
治
の
迷
路
で
わ
れ
わ
れ
や
自
分
た
ち
自
身
を
教
え
る
と
い
う
か
、
ま
ご
つ
か
せ
、
フ
ラ
ン
ス
の
狂
乱
で
わ
れ
わ
れ

を
暴
徒
に
変
え
る
」 (M

athias ii) 

と
記
し
た
。
一
七
九
七
年
九
月
の
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
死
の
翌
年
一
月
に
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
『
思

い
出
』
が
出
版
さ
れ
た
あ
と
、
国
教
会
派
の
牧
師
で
『
ア
ン
テ
ィ
・
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
の
寄
稿
者
の
一
人
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ポ
ル

ウ
ェ
ル
は
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
寄
り
の
急
進
派
女
性
作
家
た
ち
を
攻
撃
す
る
た
め
に
、
マ
サ
イ
ア
ス
の
言
葉
を
援

用
し
て
、
諷
刺
詩
『
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
た
ち
』 （
一
七
九
八
）
を
出
版
し
た
。
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
・
Ｌ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
解
釈
で
は
、
ポ

ル
ウ
ェ
ル
は“unsexed ”

の
語
に
よ
っ
て
、「
男
性
を
憎
む
か
、
男
性
に
な
り
た
い
」
女
性
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
「
同
性
愛
」
の
女
性

で
も
な
く
、
む
し
ろ
「
性
欲
が
異
常
に
強
い
」( “oversexed ”)

女
性
の
こ
と
を
意
味
し
た(C

laudia L. Johnson 9)

。
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し
か
し
な
が
ら
、
ポ
ル
ウ
ェ
ル
が
こ
の
語
に
よ
っ
て
男
性
的
女
性
と
女
性
同
性
愛
者
の
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
断
定
で
き

な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
彼
が
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
知
識
は
も
っ
ぱ
ら
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
『
思
い
出
』
に
よ

る
も
の
だ
か
ら
だ
。
し
か
も
、
ポ
ル
ウ
ェ
ル
は
注
の
中
で
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
よ
う
な
急
進
派
の
女
性
た
ち
を
「
ア
マ
ゾ
ン
軍
団
」 

(Polw
hele 6n) 

と
呼
ぶ
。
そ
し
て
、
そ
の
す
ぐ
下
で
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ス
の
第
六
の
諷
刺
詩
の
第
二
五
二
行
、
か
ぶ
と
を
か
ぶ
っ
た
女
性
は

女
で
あ
る
こ
と
を
捨
て
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
箇
所
を
ラ
テ
ン
語
で
引
い
て
い
る
。
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ス
の
第
六
の
諷
刺
詩
の
も
っ
と
前
の
方

で
は
、
古
代
の
女
性
だ
け
の
酒
神
祭
に
お
い
て
女
性
同
士
が
淫
ら
な
行
為
に
ふ
け
り
、
そ
の
あ
と
で
男
を
引
き
入
れ
る
シ
ー
ン
が
描
か
れ

て
い
た
。16

ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ス
の
『
諷
刺
詩
』
は
ジ
ョ
ン
・
ド
ラ
イ
デ
ン
（
一
六
三
一
│
一
七
〇
〇
）
が
一
六
九
三
年
に
英
訳
し
て
以
来
何
度
か

翻
訳
さ
れ
て
い
た
の
で
、17

十
八
世
紀
で
こ
れ
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
の
は
ラ
テ
ン
語
を
解
す
る
男
性
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ピ
オ
ッ
ツ
ィ

も
一
七
八
九
年
四
月
一
日
や
一
七
九
五
年
十
二
月
九
日
の
日
記
で
、
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ス
に
言
及
し
て
い
る(Piozzi, T

hraliana 2: 740, 

949n3)

。18

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
男
性
的
な
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
実
は
女
性
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
異
性
愛
者
化
し
た
け
れ
ど
も
、
ポ
ル

ウ
ェ
ル
は
そ
れ
こ
そ
男
性
的
女
性
た
る
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
淫
ら
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
証
左
と
し
て
捉
え
て
い
た
に
違
い
な

い
。
ち
ょ
う
ど
同
性
愛
か
ら
異
性
愛
へ
転
向
し
た
と
い
う
伝
説
上
の
サ
ッ
ポ
ー
が
、
そ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
一
つ
の
性
に
と
ど
ま
ら

な
い
ほ
ど
貪
淫
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
。



247　

v
v

第
十
一
章v

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

舞
台
の
上
の
異
性
装
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　

│
マ
ラ
イ
ア
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
『
ベ
リ
ン
ダ
』

『
ベ
リ
ン
ダ
』
の
真
の
ヒ
ロ
イ
ン

　

マ
ラ
イ
ア
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
『
ベ
リ
ン
ダ
』 （
一
八
〇
一
）
は
読
者
の
期
待
を
裏
切
る
小
説
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
バ
ー
ニ
ー
の
『
エ
ヴ
ェ
リ
ー
ナ
』 （
一
七
七
八
）
や
『
カ
ミ
ラ
』 （
一
七
九
六
）
の
よ
う
に
、
小
説
の
冒
頭
は
タ
イ
ト
ル
名

の
若
い
女
性
が
社
交
界
に
出
て
行
く
と
い
う
典
型
的
な
設
定
だ
。
美
し
く
て
教
養
も
あ
る
田
舎
娘
ベ
リ
ン
ダ
・
ポ
ー
ト
マ
ン
は
、
バ
ー
ス

在
住
の
伯
母
ス
タ
ノ
ッ
プ
夫
人
の
勧
め
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
も
と
に
預
け
ら
れ
、
社
交
界
に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
、
ふ

さ
わ
し
い
結
婚
相
手
を
探
す
。
ベ
リ
ン
ダ
は
パ
ー
テ
ィ
ー
で
知
り
合
っ
た
金
持
ち
の
貴
族
ク
ラ
レ
ン
ス
・
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
に
恋
心
を
い
だ
く

が
、
彼
に
は
秘
密
の
恋
人
が
い
る
ら
し
い
。
の
ち
に
、
こ
の
女
性
は
彼
に
よ
っ
て
理
想
の
妻
に
な
る
よ
う
純
粋
無
垢
の
ま
ま
に
育
て
ら
れ

た
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
間
、
ベ
リ
ン
ダ
は
浪
費
家
の
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
を
反
面
教
師
と
し
、
代
わ
り
に

レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
初
恋
の
相
手
の
妻
で
家
庭
的
な
レ
デ
ィ
・
ア
ン
・
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
を
規
範
と
し
、
レ
デ
ィ
・
ア
ン
に
勧
め
ら
れ

て
、
西
イ
ン
ド
諸
島
の
ク
レ
オ
ー
ル
で
あ
る
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏
と
婚
約
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
結
婚
式
前
日
に
、
彼
が
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
で

あ
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
、
破
談
と
な
る
。
一
方
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
が
恋
し
て
い
る
の
は
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
氏
で
は
な
く
絵
の
中
の
「
白
い
騎

士
」（
実
は
サ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
船
長
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
結
局
、
ベ
リ
ン
ダ
の
結
婚
相
手
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
男
性
は
初
恋
の
相

手
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
氏
で
あ
る
と
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
に
促
さ
れ
て
、
大
団
円
を
迎
え
る
。
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ベ
リ
ン
ダ
の
話
は
、『
ベ
リ
ン
ダ
』
の
中
の
一
つ
の
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
て
す
べ
て
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
全
三

巻
の
う
ち
最
初
の
二
巻
で
は
、
ベ
リ
ン
ダ
の
ロ
ン
ド
ン
の
滞
在
先
で
あ
る
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
を
め
ぐ
る
話
の
方
が
支
配
的
で
あ
る
。

そ
の
上
、
ベ
リ
ン
ダ
は
常
に
理
性
的
で
感
情
に
溺
れ
な
い
、
品
行
方
正
な
娘
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
面
白
味

の
な
い
、
退
屈
な
印
象
を
与
え
が
ち
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
社
交
界
の
華
で
遊
蕩
に
ふ
け
る
粋
な
上
流
階
級
夫
人

と
し
て
の
公
の
顔
と
、
乳
癌
に
罹
っ
て
い
る
の
を
ひ
そ
か
に
悩
み
苦
し
む
私
的
な
顔
を
併
せ
持
つ
と
い
う
複
雑
な
性
格
づ
け
が
な
さ
れ
て

お
り
、
女
同
士
の
決
闘
の
よ
う
な
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
事
欠
か
な
い
。
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
マ
ン
ス
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』 （
一
八

〇
二
年
四
月
）
は
、『
ベ
リ
ン
ダ
』
の
初
版
（
一
八
〇
一
）
を
書
評
し
た
と
き
、「
ヒ
ロ
イ
ン
の
性
格
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
面
白
く
な

い
の
で
、
作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
な
る
の
に
優
れ
て
い
る
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
権
利
を
強
奪
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
」
と
酷
評

し
た
。
い
や
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ベ
リ
ン
ダ
は
「
女
性
登
場
人
物
の
完
璧
な
モ
デ
ル
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
最
高
の
愛
と
尊
敬
を
得
る
資
格

も
な
い
」
と
ま
で
も
言
い
切
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
彼
女
が
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
氏
に
失
恋
し
た
あ
と
す
ぐ
に
、
い
と
も
容
易
に
ヴ
ィ
ン
セ
ン

ト
氏
の
求
婚
に
答
え
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
同
書
評
は
ま
た
、
第
二
版
（
一
八
〇
二
）
に
も
触
れ
、
そ
れ
が
「
修
正
・
改
良
版
」
と
銘

打
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
イ
ナ
ー
な
改
訂
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
不
満
の
意
を
表
し
た(C

huilleanáin 462–64)

。
そ
の

後
、
ジ
ュ
リ
ア
・
キ
ャ
ヴ
ァ
ナ
も
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
女
性
文
学
』 （
一
八
六
三
﹇
一
八
六
二
﹈）
の
第
二
巻
で
、「
真
の
ヒ
ロ
イ
ン
」
は
レ

デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
で
あ
る
と
断
言
し
た(K

avanagh 2: 140)

。
現
代
で
も
、「『
ベ
リ
ン
ダ
』
は
ベ
リ
ン
ダ
に
つ
い
て
の
小
説
で
は
な

い
」 (K

ow
aleski-W

allace 242)

と
主
張
す
る
批
評
家
が
い
る
。

　

お
か
し
な
こ
と
に
、
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
自
身
、
自
分
の
創
り
出
し
た
ベ
リ
ン
ダ
に
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。「
あ
の
棒
か
石
の
よ

う
な
ベ
リ
ン
ダ
の
冷
静
な
従
順
さ
に
本
当
に
腹
を
立
て
た
の
で
、
ペ
ー
ジ
を
び
り
び
り
に
破
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
ら
そ
う
し
た
か
っ

た

│
そ
れ
に
全
く
彼
女
を
訂
正
す
る

0

0

0

0

気
も
辛
抱
も
な
い
わ

│
貸
し
馬
車
の
御
者
が
『
お
前

0

0

を
直
す
だ
っ
て
！　

新
し
い
も
の
を
創
っ

た
方
が
い
い
』
と
言
っ
た
よ
う
に
」（
一
八
〇
九
年
十
二
月
二
六
日
付
け
Ｒ
夫
人
宛
て
の
書
簡
） (B

utler 494)

。
実
際
、
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド
夫
人

編
集
の
「
イ
ギ
リ
ス
小
説
家
シ
リ
ー
ズ
」
に
収
め
ら
れ
た
第
三
版
（
一
八
一
〇
）
で
は
、
大
幅
な
改
訂
が
施
さ
れ
た
が
、
ベ
リ
ン
ダ
像
に
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関
し
て
は
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。
第
三
版
の
主
た
る
改
訂
は
、
父
親
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
ヴ
ェ
ル
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従

い
、「
紳
士
方
が
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
嫌
う
」 （
一
八
一
〇
年
一
月
十
八
日
付
け
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド
夫
人
宛
て
の
書
簡
） (B

utler 495)

主
題
、
す
な
わ

ち
異
人
種
間
の
恋
愛
や
結
婚
の
話
の
削
除
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
ベ
リ
ン
ダ
と
ク
レ
オ
ー
ル
の
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏
と
の
婚
約
を
匂

わ
せ
る
も
の
は
全
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
と
と
も
に
、
貧
し
い
白
人
娘
の
ル
ー
シ
ー
と
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏
の
黒
人
召
使
い
ジ
ュ
ー
バ
と
の
結
婚

が
、
ル
ー
シ
ー
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
名
の
男
性
と
の
結
婚
に
修
正
さ
れ
た
。1

　

し
か
し
な
が
ら
、
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
は
一
八
一
〇
年
の
改
訂
に
負
け
ず
劣
ら
ず
大
き
な
改
訂
を
『
ベ
リ
ン

ダ
』
初
版
時
に
な
し
て
い
る
。
彼
女
の
三
番
目
の
継
母
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
『
マ
ラ
イ
ア
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
思
い
出
』 

（
一
八
六
七
）
の
中
に
収
め
ら
れ
た
一
八
〇
〇
年
五
月
十
日
付
け
の
『
家
庭
外
と
家
庭
内
』
と
題
さ
れ
た
「『
ベ
リ
ン
ダ
』
の
草
案
」
は
、

出
版
さ
れ
た
版
と
は
多
く
の
点
で
違
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
氏
は
借
金
を
か
か
え
た
放
蕩
者
だ
が
、
改
心
し
て
国
会
議
員

に
な
る
と
い
う
人
物
像
で
あ
る
。
ま
た
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏
や
ジ
ュ
ー
バ
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
や
彼
女
の
父
親
の
植
民
地
開
拓
者
な
ど
、
植

民
地
に
関
係
す
る
人
々
は
全
く
登
場
し
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
違
い
よ
り
も
も
っ
と
注
目
す
べ
き
は
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
が
乳

癌
の
手
術
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
彼
女
の
死
に
よ
っ
て
、
ベ
リ
ン
ダ
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
の
立
場
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
ベ
リ
ン
ダ
は
伯
父
の
遺
産
が
転
が
り
込
ん
だ
た
め
大
金
持
ち
に
な
り
、
最
後
に
「
家
庭
外
の
幸
福
よ
り
も
家
庭
内
の
幸

福
」 (C

huilleanáin 462) 

を
求
め
て
、
改
心
し
た
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
氏
と
結
婚
す
る
の
で
あ
る
。

　

草
稿
に
お
け
る
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
死
の
設
定
は
明
ら
か
に
、「
家
庭
外
」
で
は
華
麗
な
社
交
生
活
を
送
る
が
、「
家
庭
内
」
で
は

夫
と
の
仲
が
冷
え
切
り
、
母
親
と
し
て
の
役
目
も
果
た
さ
な
い
女
性
に
対
す
る
罰
で
あ
る
。
こ
こ
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
彼
女
が
次
の

よ
う
な
性
格
を
持
つ
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。「
威
勢
の
よ
い
、
無
鉄
砲
な
挙
動
は
た
ま
た
ま
流
行
の
も
の
だ
が
、
彼
女
は
、
女
だ
け

で
は
な
く
『
男
も
思
い
き
っ
て
や
る
す
べ
て
の
こ
と
』
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
先
人
や
競
争
相
手
を
超
え
よ
う
と
努
め
る
。
彼
女
の
野
心

は
風オ

ッ

ド

変
わ
り
で
あ
る
。」 

そ
し
て
「
ふフ

ロ
リ
ッ
ク

ざ
け
好
き
」
で
、「
賭
博
好
き
で
な
い
の
に
賭
博
を
し
」、「
威
勢
の
い
い
人
、
策
士
で
あ
り
、
夫
の

嫉
妬
を
か
き
た
て
る
た
め
に
好
き
で
も
な
い
男
と
い
ち
ゃ
つ
く
」、「
政
治
屋
、
選
挙
運
動
員
、
元
気
の
い
い
女
」 (C

huilleanáin 457–
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59)

。
こ
の
よ
う
な
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
性
格
は
、
出
版
さ
れ
た
い
ず
れ
の
版
に
お
い
て
も
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
奇
矯

を
代
わ
り
に
す
べ
て
担
う
の
は
、
草
稿
で
は
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
ク
夫
人
で
あ
る
。
出
版
さ
れ
た
版
で
は
、
フ

リ
ー
ク
夫
人
の
「
顔
つ
き
は
人
目
を
引
く
ひ
ど
く
風オ

ッ

デ

ィ

テ

ィ

変
わ
り
な
と
こ
ろ
が
あ
り
」、
行
動
は
「
奇

オ
ッ
デ
ィ
テ
ィ
ー
ズ

癖
」 ( B

elinda 37, 40) 2 

に
満
ち
て
い

る
。
彼
女
は
男
性
の
衣
装
を
着
続
け
、
男
性
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
す
る
。
そ
の
結
果
、
死
に
相
当
す
る
罰
を
受
け
る
。
レ
デ
ィ
・
ド
ラ

ク
ー
ル
が
乳
癌
で
は
な
い
と
判
明
す
る
の
は
、
そ
の
あ
と
だ
。
こ
の
と
き
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
悲
劇
の
話
は
喜
劇
に
変
容
す
る
。

　

フ
リ
ー
ク
夫
人
は
あ
る
意
味
で
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
を
『
ベ
リ
ン
ダ
』
の
真
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
持
ち
上
げ
た
立
役
者
で
あ
り
、
ベ
リ
ン

ダ
よ
り
興
味
深
い
と
さ
れ
た
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
よ
り
も
も
っ
と
興
味
深
い
人
物
で
あ
る
。
本
章
で
は
、『
ベ
リ
ン
ダ
』
に
お
け
る
こ

の
奇
妙
な
男
装
の
喜
劇
的
女
性
と
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
、
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
が
い
か
に
異
性
装
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
逸
脱
や
、
良
き
妻
、
良
き
母
と
し
て
の
「
適
切
な
女
性
」
像
を
描
い
た
か
を
考
察
す
る
。

フ
リ
ー
ク
夫
人
の
フ
リ
ー
ク

　

レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
ベ
リ
ン
ダ
を
社
交
界
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
た
仮
面
舞
踏
会
で
、
十
年
来
の
親
友
の
フ
リ
ー
ク
夫
人
が
、
か
ね
て
よ

り
反
目
し
合
っ
て
い
た
ラ
ト
リ
ッ
ジ
夫
人
側
に
寝
返
っ
た
こ
と
を
知
り
、
憤
る
。
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
帰
宅
後
ベ
リ
ン
ダ
に
乳
癌
の

秘
密
を
そ
っ
と
打
ち
明
け
る
。
そ
し
て
、
そ
の
翌
朝
、
ベ
リ
ン
ダ
に
こ
れ
ま
で
の
人
生
と
フ
リ
ー
ク
夫
人
と
の
い
き
さ
つ
を
語
る
。
第
三

章
「
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
話
」
と
第
四
章
「
続
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
話
」
は
、
そ
の
話
で
あ
る
。

　

彼
女
は
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
に
失
恋
し
、
彼
の
気
を
引
こ
う
と
し
て
ド
ラ
ク
ー
ル
卿
と
結
婚
し
た
。
だ
が
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
氏

は
挑
発
に
の
ら
ず
に
、
そ
の
六
ヶ
月
後
気
だ
て
の
よ
い
女
性
レ
デ
ィ
・
ア
ン
と
結
婚
し
て
し
ま
う
。
失
望
し
た
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は

贅
沢
三
昧
の
結
婚
生
活
を
送
る
が
、
愚
か
者
で
頑
固
な
上
大
酒
飲
み
の
夫
を
軽
蔑
し
、
冷
え
切
っ
た
夫
婦
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

結
婚
後
五
年
間
で
三
人
の
子
ど
も
を
も
う
け
た
が
、
長
男
は
死
産
し
、
母
乳
育
児
を
実
践
し
た
の
に
長
女
は
三
ヶ
月
で
病
死
し
た
の
で
、



251　第十一章　舞台の上の異性装とジェンダー

次
女
の
ヘ
レ
ナ
は
自
分
で
育
て
ず
乳
母
に
預
け
、
そ
の
後
家
庭
教
師
と
寄
宿
学
校
に
教
育
を
任
せ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
夫
や
子
ど

も
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
生
活
を
送
る
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
心
の
「
ず
き
ず
き
痛
む
空
虚
」 ( B

elinda 37) 

を
満
た
し
て
き
た
の
が
、

フ
リ
ー
ク
夫
人
だ
っ
た
の
だ
。

　

フ
リ
ー
ク
夫
人
は
、「
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
話
」
の
中
で
次
の
よ
う
な
登
場
の
仕
方
を
す
る
。
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
が
ロ
ー
レ

ス
大
佐
と
ラ
ト
リ
ッ
ジ
夫
人
宅
で
ト
ラ
ン
プ
遊
び
を
し
た
あ
と
、
帰
り
の
馬
車
に
乗
り
込
も
う
と
し
た
と
き
だ
。「
洗
練
さ
れ
た
様
子
の

若
者
」
が
馬
車
の
ド
ア
近
く
ま
で
や
っ
て
き
て
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
を
じ
っ
と
見
つ
め
た
。「
私
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
ど
ぎ
ま
ぎ

す
る
女
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
若
者
が
私
の
あ
と
に
続
い
て
馬
車
に
飛
び
乗
っ
た
と
き
は
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
彼
は
気

が
狂
っ
て
い
る
と
思
い
、
キ
ャ
ー
と
叫
ぶ
勇
気
だ
け
は
あ
り
ま
し
た
。
ロ
ー
レ
ス
は
侵
入
者
を
つ
か
ん
で
外
に
引
き
ず
り
出
そ
う
と
し
ま

し
た
。
引
き
ず
り
出
す
と
、
若
者
は
甲
高
い
声
で
こ
う
叫
び
ま
し
た
。『
こ
れ
は
ど
う
い
う
つ
も
り
？　

あ
な
た
は
一
体
誰
？
』

│

『
私
の
名
前
は
ロ
ー
レ
ス
だ
。

│
お
ま
え
は
一
体
誰
だ
？
』
こ
れ
に
対
す
る
答
え
は
哄
笑
で
し
た
。
そ
の
笑
い
声
で
私
は
そ
れ
が
ハ
リ

エ
ッ
ト
・
フ
リ
ー
ク
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

│
『
私
が
誰
で
す
っ
て
！　

た
だ
の
フ
リ
ー
ク(Freke)

よ
！
』
と
彼
女
は
叫
ん
だ
の
で

す
」 ( B

elinda 40)

。

　

実
際
、「
フ
リ
ー
ク
」 (Freke)

夫
人
は
「
フ
リ
ー
ク
」 (freak)

以
外
の
何
者
で
も
な
い
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
に
よ
れ
ば
、 

“freak ”

が
「
異
常
な
も
の
」、「
常
軌
を
逸
し
た
も
の
」、
あ
る
い
は
サ
ー
カ
ス
の
見
世
物
の
「
怪
物
」
や
「
奇
形
」
の
意
味
と
し
て
は
じ

め
て
使
わ
れ
た
の
は
一
八
四
七
年
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
「
気
ま
ぐ
れ
」、「
奇
行
」、「
悪
ふ
ざ
け
」、「
い
た
ず
ら
」
の
意
味
し
か
な
か
っ

た
。
コ
リ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
と
ジ
ョ
ー
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
は
そ
れ
を
根
拠
に
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
「
ふフ

ロ
リ
ッ
ク

ざ
け
」
好
き
の
面
を
指
摘
し
て

い
る(A

tkinson and A
tkinson 100)

。
そ
し
て
確
か
に
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
と
ロ
ー
レ
ス
大
佐
の
情
事
の
噂

（
そ
の
た
め
ロ
ー
レ
ス
大
佐
は
ド
ラ
ク
ー
ル
卿
に
よ
っ
て
決
闘
で
殺
さ
れ
た
）、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
と
ラ
ト
リ
ッ
ジ
夫
人
と
の
女
同
士

の
決
闘
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏
の
黒
人
召
使
い
ジ
ュ
ー
バ
を
夜
ご
と
脅
か
し
た
女
魔オ

ビ
ア術

師
の
光
る
人
影
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
を
悩
ま
せ

た
故
ロ
ー
レ
ス
大
佐
の
幽
霊
、
ベ
リ
ン
ダ
を
中
傷
す
る
内
容
の
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏
宛
て
の
匿
名
の
手
紙
な
ど
、
小
説
の
中
で
起
こ
る
ほ
と
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ん
ど
の
騒
動
、
事
件
、
陰
謀
に
裏
で
か
ら
み
、
主
要
な
登
場
人
物
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ッ
ト
に
コ
ミ
カ
ル
な
味
を
加
え
て
い
る
。
し

か
し
、
彼
女
に
と
っ
て
そ
う
し
た
行
動
は
す
べ
て
「
ふ
ざ
け

0

0

0

と
い
う
一
般
的
な
、
便
利
な
名
」 ( B

elinda 293) 

の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
「
フ
リ
ー
ク
」
は
た
だ
単
に
「
ふ
ざ
け
」
を
指
す
だ
け
で
は
な
い
。
時
代
錯
誤
と
は
い
え
、
彼
女

に
は
「
怪
物
」
や
「
奇
形
」
の
よ
う
に
人
目
を
引
く
異
様
性
も
つ
き
ま
と
う
。
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
は
じ
め
て
フ
リ
ー
ク
夫
人
に
出

会
っ
た
と
き
の
印
象
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
彼
女
は
紛
れ
も
な
く
不
器
量
な
印
象
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
彼
女
の
顔
は
ひ
ど
く

風
変
わ
り
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
誰
で
も
彼
女
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
女
は
人
に
見
つ
め
ら
れ
る
の
が
嬉

し
か
っ
た
の
で
す

│
特
に
私
に

│
。
そ
れ
で
、
私
た
ち
は
お
互
い
に
ぴ
っ
た
り
合
い
ま
し
た

│
私
が
見
つ
め
る
人
で
、
彼
女
が
見

つ
め
ら
れ
る
人
と
し
て
」 ( B

elinda 37)

。

　
「
人
に
見
つ
め
ら
れ
る
」
の
が
好
き
な
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
自
分
の
「
フ
リ
ー
ク
」（
異
様
）
性
を
あ
え
て
誇
示
す
る
よ
う
な
態
度
や
行
動

を
と
る
。
彼
女
の
「
フ
リ
ー
ク
」
が
最
も
顕
在
化
し
て
い
る
の
は
、
衣
装
だ
。
現
在
と
違
っ
て
、
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
衣
装
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
明
確
な
区
別
が
あ
り
、
男
性
は
ズ
ボ
ン
、
女
性
は
ス
カ
ー
ト
（
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
）
を
は
い
た
が
、
フ
リ
ー
ク
は
小
説
に
登

場
し
て
い
る
間
ず
っ
と
男
装
の
麗
人
な
ら
ぬ
、
男
装
の
醜
女
で
あ
る
（
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
彼
女
は
「
不
器

量
」
だ
っ
た
）。
そ
れ
も
、
女
性
が
男
装
し
て
い
る
こ
と
が
た
だ
ち
に
わ
か
る
よ
う
な
服
の
着
方
で
は
な
い
。
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
彼
女
は
非
常
に
快
活
か
つ
誠
実

0

0

に
若
い
放
蕩
者
の
役
に
な
り
き
っ
て
い
る
の
で
、
普
通
の
ま
じ
な
い
師
で

は
誰
も
彼
女
に
つ
い
て
何
か
女
性
的
な
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
、
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
」 ( B

elinda 41)

。

　

こ
こ
で
「
若
い
放
蕩
者
の
役0

」（
傍
点
引
用
者
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、フ
リ
ー
ク
夫
人
は
小
説
内
で
実
に
見
事
に
男
性
を
演
じ
て
い
る
。

「
無
遠
慮
に
男
っ
ぽ
い
腕
を
組
ん
で
馬
車
の
ド
ア
に
も
た
れ
か
か
る
」、「
コ
ー
ト
の
袖
で
銃
を
磨
く
」、「
テ
ー
ブ
ル
に
帽
子
を
投
げ
る
」、

「
ブ
ー
ツ
の
底
を
鞭
で
う
つ
」 ( B

elinda 43, 50, 212, 213) 

な
ど
、
一
挙
一
動
が
男
性
の
仕
草
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
小
説
内
の
登
場
人
物

た
ち
は
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
見
か
け
や
演
技
に
容
易
に
騙
さ
れ
、
男
装
の
人
物
の
正
体
が
フ
リ
ー
ク
夫
人
だ
と
判
明
す
る
ま
で
、
そ
の
人
物
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を
男
性
で
あ
る
と
信
じ
込
ん
で
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
、
こ
れ
も
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
ら
に
よ
れ
ば
時
代
錯
誤
に
な

る
が(A

tkinson and A
tkinson 100n12)

、
一
六
〇
五
年
を
最
後
に
廃
語
に
な
っ
て
い
る “freke ” （「
し
き
り
に
闘
い
た
が
る
人
」、「
戦

士
」
を
意
味
す
る
が
、
一
般
的
に
は
「
男
」
を
指
す
詩
語
。
そ
の
異
形
の
一
つ
が“freak ”

） ( O
E

D
)

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

舞
台
の
上
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル

　

異
性
装
に
よ
る
惑
わ
し
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
混
乱
は
、
十
八
世
紀
の
劇
に
お
い
て
お
な
じ
み
の
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る(Straub, “G

uilty” 

142; Straub, Sexual 127)

。『
ベ
リ
ン
ダ
』
に
は
そ
う
し
た
場
面
が
他
に
も
あ
る
。
ベ
リ
ン
ダ
が
社
交
界
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
仮
面
舞
踏
会

に
お
い
て
、「
男
の
服
を
着
た
未
亡
人
の
ブ
レ
ー
デ
ィ
ー
」 ( B

elinda 16) 

に
扮
す
る
の
は
は
じ
め
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
予
定
だ
っ
た

が
、
の
ち
に
フ
リ
ー
ク
夫
人
に
代
わ
る
。
し
か
し
、
仮
面
舞
踏
会
で
実
際
に
そ
の
役
に
な
っ
て
い
た
の
は
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
夫
フ
リ
ー
ク

氏
だ
っ
た
。
そ
れ
を
知
ら
な
い
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
「
未
亡
人
の
ブ
レ
ー
デ
ィ
ー
」
が
「
仮
面
を
と
る
」 ( B

elinda 60) 

ま
で
、
そ

の
正
体
に
気
づ
か
な
い
。
フ
リ
ー
ク
氏
は
こ
の
よ
う
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
時
代
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
喜
劇
に
お
い
て
男
性
に
扮
し
た
女
性
役

を
演
じ
る
男
優
の
ご
と
く
、
二
重
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
。
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
館
で
は
、
男
性
が
女
装
す
る
場
面
も

あ
る
。
訪
問
客
の
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
氏
は
張
り
骨
で
拡
げ
た
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
の
亡
命
貴
族
女
性
に
扮
し
、
初
対
面
の

貴
族
未
亡
人
を
だ
ま
せ
る
か
ど
う
か
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
と
賭
を
す
る
。
し
か
し
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
が
故
意
に
落
と
し
た
櫛

を
思
わ
ず
拾
お
う
と
し
た
と
た
ん
に
、
ス
カ
ー
ト
で
譜
面
台
を
な
ぎ
倒
し
て
し
ま
い
、
本
当
の
性
が
発
覚
し
て
し
ま
う( B

elinda 67–

68)

。

　

こ
れ
ら
の
男
性
た
ち
の
性
の
変
装
と
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
そ
れ
と
の
大
き
な
違
い
は
、
前
者
が
仮
面
舞
踏
会
や
上
流
階
級
の
館
で
の
お
茶

会
な
ど
数
時
間
だ
け
の
間
だ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
小
説
に
登
場
し
て
い
る
間
中
と
い
う
か
な
り
長
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
前
者
が
上
流
階
級
の
人
々
の
ゲ
ー
ム
や
座
の
余
興
的
意
味
合
い
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
後
者
は
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
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有
名
だ
っ
た
実
在
も
し
く
は
虚
構
の
男
装
の
女
性
た
ち
や
男
性
的
な
女
性
た
ち
の
総
合
カ
タ
ロ
グ
的
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
も
、
た

だ
単
に
そ
れ
ら
の
女
性
た
ち
の
集
合
体
も
し
く
は
寄
せ
集
め
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼
女
た
ち
を
あ
た
か
も
舞
台
の
上
に
い
る

か
の
よ
う
に
コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
て
い
る
の
だ
。

　

た
と
え
ば
、
十
八
世
紀
に
は
ハ
ン
ナ
・
ス
ネ
ル
の
よ
う
に
兵
士
と
し
て
男
装
し
、
戦
場
で
武
功
を
あ
げ
た
実
在
の
女
性
た
ち
の
話
や
、

そ
の
種
の
「
女
性
兵
士
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
劇
や
詩
や
バ
ラ
ッ
ド
が
流
行
っ
て
い
た
が
、3

フ
リ
ー
ク
夫
人
は
ま
さ
に
「
女
性
兵
士
」
の
よ

う
に
、「
紳
士
方
の
部
隊
と
一
緒
に
銃
を
撃
ち
、
揺
る
ぎ
岩
を
よ
じ
の
ぼ
っ
て
、
そ
の
て
っ
ぺ
ん
で
将
校
の
号
令
で
執
銃
教
練
を
お
こ

な
っ
た
」 ( B

elinda 236)
。
実
在
の
女
性
兵
士
た
ち
は
男
性
の
衣
服
を
着
て
、
男
性
の
行
動
を
う
ま
く
ま
ね
て
い
る
間
、「
男
性
」
と
し

て
見
な
さ
れ
、
本
当
の
性
が
ば
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
場
合
も
そ
う
だ
。
ベ
リ
ン
ダ
は
遠
方
か
ら
彼
女
の
姿
を
見

て
こ
う
言
う
。「
あ
そ
こ
に
登
っ
て
い
っ
た
の
は
一
人
の
男
性
だ
わ
。
彼
は
手
に
銃
を
持
っ
て
い
る
み
た
い
ね
？
」 ( B

elinda 235)

。
し

か
し
、
女
性
兵
士
た
ち
は
自
国
の
た
め
に
勇
敢
に
敵
と
戦
っ
た
が
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
が
銃
を
撃
つ
の
は
、
舞
台
の
上
で
役
者
が
演
技
を
す

る
以
上
の
意
味
は
な
い
。
ベ
リ
ン
ダ
が
「
彼
は
気
晴
ら
し
の
た
め
に
執
銃
教
練
し
て
い
る

│
い
え
、
下
の
観
客
た
ち
の
気
晴
ら
し
の
た

め
だ
わ
。
彼
を
眺
め
て
い
る
仲
間
た
ち
が
い
る
」 ( B

elinda 235) 

と
言
う
よ
う
に
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
あ
く
ま
で
も
観
客
の
た
め
に
女
性

兵
士
役
を
上
手
に
演
じ
て
い
る
。

　

別
の
時
に
は
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
と
同
時
代
の
男
装
の
女
性
た
ち
や
男
性
的
な
女
性
た
ち
の
戯
画
と
な
る
。
第
三
章
の

「
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
話
」
の
中
で
、
彼
女
が
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
に
、「
今
ま
で
ど
こ
に
い
た
と
思
う
？　

下
院
の
傍
聴
席
よ
。

四
時
間
死
ぬ
ほ
ど
詰
め
込
ま
れ
た
わ
。
だ
け
ど
シ
ェ
リ
ダ
ン
の
演
説
を
聴
く
と
約
束
し
て
い
た
か
ら
、
聴
い
た
の
」 ( B

elinda 40) 

と
自

慢
げ
に
い
う
場
面
は
、
現
代
の
読
者
に
は
な
ぜ
そ
れ
が
自
慢
に
な
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

女
性
は
議
会
の
傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
劇
作
家
・
議
員
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
リ
ン

ズ
リ
ー
・
シ
ェ
リ
ダ
ン
（
一
七
五
一
│
一
八
一
六
）
の
演
説
を
聴
く
た
め
に
、
音
楽
の
才
能
で
有
名
な
妻
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
リ
ン
レ
イ
・

シ
ェ
リ
ダ
ン
（
一
七
五
四
│
九
二
）
は
男
装
し
て
入
っ
た(A

tkinson and A
tkinson 105)

。
ま
た
『
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
一
七
八
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八
年
三
月
六
日
号
は
、
二
人
の
女
性
劇
作
家
レ
デ
ィ
・
エ
グ
ラ
ン
タ
イ
ン
・
ウ
ォ
レ
ス
（
一
八
〇
三
没
）
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
イ
ン
チ
ボ
ー

ル
ド
（
一
七
五
三
│
一
八
二
一
）
が
議
会
に
入
る
た
め
に
男
装
し
た
と
報
じ
て
い
る
。「
レ
デ
ィ
・
ウ
ォ
レ
ス
は
ブ
リ
ッ
チ
ズ

0

0

0

0

0

を
は
い
て
議

会
を
訪
れ
た
最
初
の
女
性
の
名
誉
を
担
っ
て
い
な
い
。
イ
ン
チ
ボ
ー
ル
ド
夫
人
は
男
装
し
て
上
院
と
下
院
の
両
方
に
頻
繁
に
出
席
し
て
い

る
」 (K

irkpatrick, explanatory notes 488n46)

。
議
会
を
傍
聴
す
る
フ
リ
ー
ク
夫
人
が
こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
。
男
装
す
れ
ば
、
男
性
の
公
共
圏
に
も
容
易
に
入
り
込
み
、
男
性
の
特
権
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
フ
リ
ー
ク

夫
人
の
場
合
、
何
か
高
邁
な
主
義
主
張
が
あ
っ
て
そ
う
し
た
の
で
は
な
い
。
女
性
で
あ
る
と
ば
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
ラ
ト
リ
ッ
ジ
夫

人
と
五
〇
ギ
ニ
ー
の
賭
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
そ
の
「
賭
け
に
勝
っ
た
」 ( B

elinda 50) 

こ
と
を
自
慢
し
た
の
だ
。

　

フ
リ
ー
ク
夫
人
は
は
じ
め
の
頃
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
「
卓
越
し
た
男
性
的
な
理
解
力
」 ( B

elinda 48) 

を
賞
賛
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
彼
女
は
メ
ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』 （
一
七
九
二
）
で
理
想
的
な
理

性
的
女
性
像
と
し
て
描
い
た
「
男
性
的
な
美
徳
の
模
倣
、
あ
る
い
は
、
も
っ
と
適
切
に
言
え
ば
、
そ
の
行
使
が
人
間
の
品
性
を
気
高
く

し
、
動
物
界
の
序
列
の
中
で
女
性
の
地
位
を
高
め
る
よ
う
な
才
能
や
美
徳
を
身
に
つ
け
た
」
女
性
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
ウ
ル
ス
ト
ン

ク
ラ
フ
ト
が
批
判
す
る
男
性
の
行
為
、
す
な
わ
ち
「
狩
猟
や
射
撃
や
賭
博
」 (W

ollstonecraft, W
orks 5: 74) 

に
夢
中
に
な
る
女
性
で
あ

る
。4

フ
リ
ー
ク
夫
人
は
ま
た
教
養
の
な
い
女
性
で
、
ベ
リ
ン
ダ
が
本
を
読
む
の
に
反
対
す
る
。「
本
な
ん
か
天
才
の
独
創
性
を
台
無
し
に

す
る
だ
け
だ
。
自
分
で
考
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
に
と
っ
て
は
い
い
。

│
け
れ
ど
、
自
分
の
意
見
を
作
り
上
げ
る
と
き
、
読
書
は
役

に
立
た
な
い
」 ( B

elinda 214) 

と
い
う
の
が
、
反
対
の
理
由
で
あ
る
。

　

非
常
に
滑
稽
な
こ
と
に
、
こ
の
発
言
が
な
さ
れ
る
の
は
、「
女
性
の
権
利
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
十
七
章
で
あ
る
。
ベ
リ
ン
ダ
は

今
や
自
分
と
ド
ラ
ク
ー
ル
卿
の
根
も
葉
も
な
い
噂
を
信
じ
た
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
と
仲
違
い
し
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
家
に
身
を
寄
せ
て
い

る
。
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
家
に
は
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
娘
ヘ
レ
ナ
や
ド
ラ
ク
ー
ル
卿
の
叔
母
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ド
ラ
ク
ー
ル
夫
人
、
そ

し
て
の
ち
に
ベ
リ
ン
ダ
が
婚
約
す
る
こ
と
に
な
る
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏
と
そ
の
黒
人
召
使
い
ジ
ュ
ー
バ
も
逗
留
し
て
い
た
。
フ
リ
ー
ク
夫
人

が
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
氏
と
も
レ
デ
イ
・
ア
ン
と
も
知
り
合
い
で
も
な
い
の
に
彼
ら
の
家
に
勢
い
よ
く
入
っ
て
き
た
と
き
、
ベ
リ
ン
ダ
は
一
人
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で
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
氏
に
勧
め
ら
れ
た
本
を
読
ん
で
い
た
。
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
読
書
を
軽
蔑
し
、
ベ
リ
ン
ダ
を
舞
踏
会
に
誘
い
出
そ
う
と
す

る
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
。
そ
の
と
き
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
氏
が
帰
宅
し
た
の
で
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
彼
に
対
す
る
ベ
リ
ン
ダ
の
評
価
を
下
げ

る
た
め
に
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
よ
う
な
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
を
気
取
り
な
が
ら
、
彼
に
論
争
を
挑
む
の
で
あ
る
。

　

保
守
派
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ポ
ル
ウ
ェ
ル
が
急
進
派
の
女
性
た
ち
を
「
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
た
ち
」
と
し
て
攻
撃
し
た
の
は
、
ウ
ル
ス

ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
死
の
翌
年
の
一
七
九
八
年
。『
ベ
リ
ン
ダ
』
出
版
当
時
に
は
反
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
嵐
は
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
に
抗
う
か
の
よ
う
に
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
保
守
的
な
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
氏
を
叩
き
の
め
そ
う
と
す
る
。
だ
が
、
彼
女
の
主

張
は
急
進
主
義
者
ら
か
ら
寄
せ
集
め
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
勇
ま
し
く
唱
え
る
だ
け
で
、
中
身
が
な
い
。
た
と
え
ば
、『
女
性
の
権
利

の
擁
護
』
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
に
、「
女
性
の
繊
細
さ

0

0

0

0

0

0

」
が
女
性
を
隷
属
状
態
に
す
る
と
い
い
、「
私
は
隷
属
が
嫌
い
！　

自
由
万
歳
！
」、

「
私
は
女
性
の
権
利
の
擁
護
者
で
す
」、「
私
は
女
性
の
繊
細
さ
の
敵
で
す
。
そ
れ
が
彼
女
た
ち
を
不
幸
に
す
る
と
確
信
し
て
い
る
か
ら
」 

( B
elinda 216) 

と
叫
ぶ
。
ま
た
、
メ
ア
リ
・
ヘ
イ
ズ
の
『
エ
マ
・
コ
ー
ト
ニ
ー
の
回
顧
録
』 （
一
七
九
六
）
の
ヒ
ロ
イ
ン
が
男
性
に
求
愛
し

た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
に(H

ays, E
m

m
a C

ourtney 79–83)

、「
女
が
男
を
好
き
に
な
っ
た
と
き
、
ど
う
し
て
彼
女
は
彼
の
と
こ
ろ

へ
行
っ
て
、
正
直
に
話
さ
な
い
の
か
？
」
と
問
い
、
そ
う
し
な
い
の
は
「
偽
り
の
繊
細
さ
」 ( B

elinda 216) 

だ
と
批
判
す
る
。
あ
げ
く
の

果
て
に
、「
現
代
の
社
会
制
度
は
根
本
的
に
間
違
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
も
の
で
あ
れ
、
間
違
っ
て
い
る
」 ( B

elinda 217) 

と
断
定
す
る
が
、

自
分
の
手
で
社
会
を
改
良
す
る
気
は
少
し
も
な
い
。

　

一
方
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
氏
が
「
人
生
の
上
品
な
衣
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
を
引
き
裂
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
物
事
が
改
良
さ

れ
る
の
を
見
る
べ
き
な
の
か
？
」 ( B

elinda 217) 

と
フ
リ
ー
ク
夫
人
に
反
論
す
る
と
き
、
彼
は
明
ら
か
に
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
の
『
フ

ラ
ン
ス
革
命
の
省
察
』 （
一
七
九
〇
）
か
ら
の
有
名
な
表
現
を
引
い
て
い
る
。
バ
ー
ク
は
「
人
生
の
上
品
な
衣
」
が
引
き
裂
か
れ
る
と
、
そ

の
結
果
必
ず
「
弑
逆
、
親
殺
し
、
瀆
聖
な
ど
」 (B

urke 171) 

が
起
こ
り
、
社
会
は
改
良
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
し
た
。
彼
の
い
う

「
人
生
の
上
品
な
衣
」
と
は
社
会
的
し
き
た
り
や
風
習
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
「
衣
」
を
「
濡
れ
て
い
よ
う

と
乾
い
て
い
よ
う
と
、
世
の
中
で
最
も
べ
ら
ぼ
う
に
下
品
な
も
の
」 ( B

elinda 217) 
と
し
て
一
蹴
す
る
。
そ
し
て
、
乱
暴
に
立
ち
上
が
っ
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た
あ
ま
り
、
自
分
の
「
服
の
一
部
」
を
引
き
裂
い
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
彼
女
の
急
進
主
義
的
主
張
を
実
際
に
遂
行
し
た
か
の
よ
う
な
場
面

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ー
ク
的
な
「
衣
」
へ
の
嫌
悪
観
は
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
男
装
に
対
す
る
執
着
と
は
全
く
相
容
れ
な
い
も
の

だ
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
彼
女
は
自
分
の
「
衣
」
を
破
い
た
と
き
、
自
ら
の
主
張
を
自
ら
大
き
な
声
で
笑
い
飛
ば
し
、
滑
稽
な
こ
と
に
ベ
リ

ン
ダ
の
部
屋
で
こ
そ
こ
そ
と
服
の
繕
い
を
す
る
の
で
あ
る
。

　

フ
リ
ー
ク
夫
人
は
ま
た
十
八
世
紀
後
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
登
場
し
た
サ
フ
ィ
ス
ト
た
ち
を
喚
起
す
る
。
当
時
、
男
性
的
な
女
性
は
し
ば
し

ば
同
性
に
対
し
て
不
自
然
な
欲
望
を
持
つ
女
性
と
し
て
見
な
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
諷
刺
詩
「
サ
ッ
ポ
ー
風
の
書
簡
」 （
一
七
七
八 ﹇
？
﹈） 

で
は
、
西
洋
最
初
の
女
性
同
性
愛
者
サ
ッ
ポ
ー
は
「
最
初
の
ト
ミ
ー
」 ( Sapphick E

pistle 359n) 

と
呼
ば
れ
、
十
八
世
紀
末
の
ダ
マ
ー
夫

人
は
そ
の
後
継
者
だ
っ
た
。
十
八
世
紀
末
の
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
の
日
記
で
は
、
サ
フ
ィ
ス
ト
は
「
怪モ

ン
ス
タ
ー物」

の
別
称
で
あ
り
、
そ
の
性
癖
は
男
性

的
な
意
味
合
い
を
込
め
て
「
奇ス

ト
レ
ン
ジ

妙
な
」
と
形
容
さ
れ
た(Piozzi, T

hraliana 2: 740, 949n3)

。
十
九
世
紀
初
頭
の
女
性
同
性
愛
者
ア
ン
・

リ
ス
タ
ー
の
日
記
で
も
、
同
じ
く
女
性
同
性
愛
者
の
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
嬢
が
友
人
仲
間
か
ら
「
ブ
ル
ー
﹇
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
﹈
で
、
男
性
的
」

と
見
な
さ
れ
、「
フ
ラ
ン
ク
・
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
や
、
リ
ス
タ
ー
も
「
彼
女
に
対
し
て
紳
士
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感

じ
、
そ
の
よ
う
に
待
遇
し
た
」 (Lister, I K

now
 234, 271) 

と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
リ
ス
タ
ー
自
身
も
男
っ
ぽ
い
外
見
と
雰
囲
気
を

持
っ
て
い
た
の
で
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
地
元
民
か
ら
は
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
」 (W

hitbread, introduction, I K
now

 

xxiv) 

と
呼
ば
れ
、
パ
リ
で
は
男
性
に
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た(Lister, N

o Priest 37)

。5

フ
リ
ー
ク
夫
人
は
こ
れ
ら
の
男
性
的
な

女
性
同
性
愛
者
を
模
倣
す
る
か
の
よ
う
に
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
前
に
「
洗
練
さ
れ
た
様
子
の
若
者
」
と
し
て
現
れ
、
後
者
を
ど
ぎ

ま
ぎ
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
後
者
の
耳
元
で
「
あ
な
た
は
私
た
ち
の
う
ち
誰
を
恐
れ
て
い
る
の
？　

ロ
ー
レ
ス
？　

私
？　

そ
れ
と
も
あ

な
た
自
身
？
」 ( B

elinda 42) 

と
さ
さ
や
い
て
、
女
性
間
の
妖
し
い
関
係
の
危
険
性
を
仄
め
か
す
。
そ
し
て
、
実
際
、
十
年
も
の
間
、
レ

デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
心
を
彼
女
の
夫
の
代
わ
り
に
占
有
し
て
き
た
。

　
「
女
性
の
権
利
」
の
章
で
は
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
家
に
い
る
ベ
リ
ン
ダ
の
前
に
、
囚
わ
れ
の
乙
女
を
救
い
に
き
た
中

世
の
騎
士
と
し
て
姿
を
見
せ
、
ベ
リ
ン
ダ
を
褒
め
た
た
え
、
彼
女
の
「
無
二
の
友
」 ( B

elinda 218) 

に
な
ろ
う
と
す
る
が
、
成
功
し
な
い
。
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ベ
リ
ン
ダ
に
と
っ
て
、「
彼
女
の
敵
意
よ
り
彼
女
の
友
情
の
方
が
も
っ
と
恐
ろ
し
い
」 ( B

elinda 219) 

か
ら
だ
。
男
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う

と
す
る
女
性
は
、
こ
れ
か
ら
結
婚
し
よ
う
と
す
る
若
い
娘
に
と
っ
て
、「
不
適
切
な
だ
け
で
な
く
危
険

0

0

な
友
人
」 (M

oore, D
angerous 

92) 
な
の
で
あ
る
。
ベ
リ
ン
ダ
と
違
っ
て
、
揺
る
ぎ
岩
の
と
こ
ろ
に
い
た
男

装
の
モ
ー
ト
ン
嬢
は
そ
の
危
険
な
関
係
に
陥
っ
て
い
る
。
彼
女
は
、「
こ
の

フ
リ
ー
ク
夫
人
と
一
緒
に
住
む
た
め
に
自
分
の
友
人
た
ち
の
も
と
か
ら
逃

げ
出
し
」、「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
悪
さ
と
ば
か
げ
た
こ
と
」
に
引
き

込
ま
れ
、「
今
や
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
以
外
の
友
人
は
だ
れ
も
い
な
い
」 

( B
elinda 237, 238)

。

　

フ
リ
ー
ク
夫
人
は
さ
ら
に
ま
た
小
説
の
中
で
ベ
リ
ン
ダ
の
叔
母
の
ス
タ

ノ
ッ
プ
夫
人
に
よ
っ
て
「
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
・
デ
オ
ン
と
の
相
似
」 ( B

elinda 

190) 

を
指
摘
さ
れ
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
・
デ
オ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
オ

ン
・
ド
・
ボ
ー
モ
ン
は
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
と
の
秘
密
外
交
に
暗

躍
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
十
五
世
の
密
使
で
あ
る
。
デ
オ
ン
は
一
八
一
〇

年
に
八
二
歳
で
亡
く
な
っ
て
は
じ
め
て
解
剖
学
的
に
男
性
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
三
〇
年
以
上
も
の
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
で
有
名
な

女
性
だ
っ
た
。6

デ
オ
ン
が
外
交
官
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
来
た
の
は
一
七
五

二
年
だ
が
、
一
七
六
〇
年
代
に
女
性
で
あ
る
と
の
噂
が
た
ち
は
じ
め
、
一

七
七
〇
年
代
に
は
デ
オ
ン
の
本
当
の
性
を
め
ぐ
っ
て
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
が
蔓

延
し
、
賭
け
の
対
象
に
も
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、『
都
市
と
田
園
』
第
三
巻

一
七
七
一
年
五
月
号
は
、「
一
七
七
一
年
五
月
二
四
日
、
メ
ド
メ
ン
ハ
ム
修

図版 20
「既婚婦人の陪審員団によるデオン嬢公判」、『都市と田園』3 (1771) 249頁に
面した挿絵。
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道
院
に
て
、
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
・
デ
＊
ン
の
身
体
に
関
し
て
既
婚
婦
人
の
陪
審
員
団
に
よ
る
調
査
」（
図
版
20
参
照
）、
同
年
六
月
号
は
そ
の

続
き
の
「
三
日
か
ら
二
二
日
に
延
期
さ
れ
た
審
判
、
デ
＊
ン
夫
人
欠
席
の
た
め
」
の
記
事
を
報
道
し
、
デ
オ
ン
の
曖
昧
な
性
を
女
性
に
決

め
た(“E

xam
ination of a Jury of M

atrons”; “Jury A
djourned”)

。
一
七
七
六
年
九
月
七
〜
十
日
付
け
の
『
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・

ガ
ゼ
ッ
ト
』
は
、
あ
る
紳
士
が
デ
オ
ン
は
女
性
で
あ
る
と
明
言
し
、「
も
し
デ
オ
ン
が
男
性
か
、
両
性
具
有
者
か
、
そ
れ
と
も
女
性
以
外

の
別
の
生
き
物
で
あ
る
と
判
明
し
た
ら
、
十
万
ポ
ン
ド
支
払
う
」
こ
と
を
約
束
し
た
と
報
じ
た(K

ates, “D
’E

on” 167)

。
一
七
七
七
年

に
は
、
賭
け
金
の
支
払
い
を
め
ぐ
っ
て
民
事
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
高
等
裁
判
所
に
よ
っ
て
正
式
に
女
性
で
あ
る
と
裁
定
さ
れ

た
。『
都
市
と
田
園
』
第
九
巻
一
七
七
七
年
七
月
号
の
「
ボ
ー
モ
ン
ト
嬢
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
）
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
・
デ
オ
ン
の
回
顧
録
」
の

記
事
は
こ
の
裁
定
内
容
を
は
じ
め
に
伝
え
て
い
る(“M

em
oirs of the (soy disant) C

hevalier D
’E

on” 339)

。
一
方
、
デ
オ
ン
の
曖
昧

な
性
へ
の
興
味
は
相
変
わ
ら
ず
続
き
、『
ロ
ン
ド

ン
・
マ
ガ
ジ
ン
』
第
四
六
巻
の
一
七
七
七
年
九
月

号
は
「
デ
オ
ン
・
ド
・
ボ
ー
モ
ン
嬢
の
回
顧
録
」

の
記
事
の
挿
絵
と
し
て
、
半
分
男
性
で
、
半
分
女

性
の
デ
オ
ン
の
肖
像
画
（
図
版
21
）
を
掲
載
し
た
。

し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー

ク
編
集
の
『
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
レ
ジ
ス
タ
ー
』
第
二

四
巻
（
一
七
八
一
）
中
の
「
シ
ュ
バ
リ
エ
・
デ
オ

ン
の
話
」
は
、「
彼
女
は
実
に
当
代
で
最
も
非
凡

な
人
物
で
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
わ
れ
わ

れ
は
何
度
も
女
性
が
男
性
に
変
身
し
て
、
戦
場
で

義
務
を
果
た
す
の
を
見
て
き
た
。
だ
が
、
こ
ん
な

図版 21
「ド・ボーモン嬢、 もしくはシュバリエ・デオン」、 『ロ
ンドン・マガジン』（1777年 9月）443頁（「デオン・
ド・ボーモン嬢の回顧録」の記事）に面した挿絵。
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に
も
多
く
の
軍
事
上
の
才
能
と
政
治
お
よ
び
文
学
の
才
能
を
併
せ
持
っ
た
人
物
を
見
た
こ
と
が
な
い
」 (“A

ccount of the C
hevalier 

d’E
on” 29) 

と
絶
讃
し
た
。

　

フ
リ
ー
ク
夫
人
は
衣
装
の
点
を
除
い
て
、
そ
の
よ
う
に
賞
賛
さ
れ
る
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
・
デ
オ
ン
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
が
、
第
二
二

章
で
ロ
ン
ド
ン
南
西
部
の
ト
ウ
ィ
ッ
ケ
ナ
ム
に
お
い
て
密
偵
活
動
に
携
わ
る
。
た
だ
し
、
彼
女
が
ひ
そ
か
に
探
る
の
は
国
家
的
機
密
で
は

な
く
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
不
倫
で
あ
る
。
不
倫
の
証
拠
を
掴
ん
で
公
表
し
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
を
辱
め
る
た
め
と
、
不
倫
の

手
助
け
を
し
た
ベ
リ
ン
ダ
の
名
声
を
傷
つ
け
る
と
い
う
二
重
の
目
的
の
た
め
に
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
「
作
戦
を
開
始
し
た
。
彼
女
は
密
偵

の
役
に
身
を
落
と
す
の
も
恥
じ
な
か
っ
た
。
ふ
ざ
け

0

0

0

と
い
う
一
般
的
な
、
便
利
な
名
が
そ
ん
な
卑
劣
な
言
行
も
隠
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

思
っ
た
。
彼
女
は
『
夜
、
男
の
服
を
着
て
、
敵
の
動
き
を
調
べ
に
出
撃
す
る
の
は
す
ば
ら
し
く
面
白
い
』
と
断
言
し
た
」 ( B

elinda 

293)

。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
病
の
床
に
あ
る
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
ベ
リ
ン
ダ
と
和
解
し
、
ま
た
夫
や
娘
と
も
仲
直
り
し
て
彼
ら
に
乳
癌
の
秘

密
を
打
ち
明
け
、
手
術
を
受
け
る
決
心
を
し
て
い
た
。
そ
の
手
術
の
た
め
に
、
ト
ウ
ィ
ッ
ケ
ナ
ム
に
居
を
移
し
て
い
た
の
だ
。
従
っ
て
、

フ
リ
ー
ク
夫
人
が
彼
女
の
寝
室
を
覗
く
密
偵
行
動
は
実
に
滑
稽
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ク
夫
人
は
外
科
医
を
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
恋
人
だ

と
勘
違
い
し
、
喜
び
勇
ん
で
帰
ろ
う
と
し
た
と
た
ん
、
庭
師
が
泥
棒
よ
け
に
し
か
け
た
バ
ネ
仕
掛
け
の
「
人マ

ン
ト
ラ
ッ
プ

捕
り
わ
な
」
に
足
が
と
ら
え

ら
れ
、
大
怪
我
を
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
、
彼
女
は
か
け
つ
け
た
ベ
リ
ン
ダ
に
向
か
っ
て
、「
レ
デ
ィ
に
と
っ
て
名
誉
よ
り
も
足
を

失
っ
た
方
が
い
い
と
あ
な
た
は
き
っ
と
認
め
る
。
私
と
し
て
は
、
寝
室
に
男マ

ン

を
捕
ま
え
る
な
ら
い
っ
そ
自
分
が
人マ

ン
ト
ラ
ッ
プ

捕
り
わ
な
に
か
か
り
た

い
」 ( B

elinda 293) 

と
空
威
張
り
を
す
る
元
気
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
足
の
怪
我
が
ひ
ど
く
て
「
二
度
と
男
の
服
を
着
て
有
利
な
立

場
に
見
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
」 ( B

elinda 294) 

こ
と
が
わ
か
る
と
荒
れ
狂
い
、
翌
朝
す
ご
す
ご
と
姿
を
消
す
。
フ
リ
ー
ク
夫
人
が
『
ベ

リ
ン
ダ
』
に
は
じ
め
て
登
場
し
た
と
き
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
「
こ
の
笑
劇
だ
か
気フ

リ

ー

ク

ま
ぐ
れ
だ
か
何
で
も
そ
う
い
っ
た
も
の
は
ど
こ

で
終
わ
る
の
？
」 ( B

elinda 41) 

と
尋
ね
て
い
た
が
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
が
「
男マ

ン
ト
ラ
ッ
プ

捕
り
わ
な
」
で
足
を
「
切
ら
れ
」 ( B

elinda 294)

、
象
徴
的

に
去
勢
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
笑
劇
」
も
「
フ
リ
ー
ク
」
も
幕
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
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性
転
換
の
脅
威

　
『
ベ
リ
ン
ダ
』
の
他
の
女
性
登
場
人
物
た
ち
と
同
様
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
が
身
体
的
に
女
性
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏

に「
彼
女
の
こ
と
を
愛
人
と
か
妻
と
し
て
考
え
る
よ
う
な
趣
味
の
男
は
ま
ず
い
な
い
ね
」 ( B

elinda 219) 

と
け
な
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

す
で
に
フ
リ
ー
ク
氏
と
結
婚
し
て
「
夫ミ

セ
ス人

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
彼
女
は
そ
の
男
性

的
な
衣
服
と
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
に
は
「
男
性
」
で
あ
る
。
い
や
、
あ
た
か
も
舞
台
の
上
の
ズ
ボ
ン
役
の
女
優
の
よ
う

に
、
上
手
に
「
男
性
」
を
演
じ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ズ
ボ
ン
役
の
女
優
な
ら
、
舞
台
を
下
り
れ
ば
女
性
に
戻
る
は
ず
だ
が
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
場
合
、
も
と
の
性
に
戻
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
れ
が
常
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
彼
女
は
「
男
性
の
服
を
着
て
い
る
と
き
が
一
番
く
つ
ろ
い
だ
」 

( B
elinda 41)

。
そ
れ
故
、 

二
度
と
窮
屈
な
女
性
の
衣
服
に
戻
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、 

男
装
し
続
け
、 「
男
性
」 

の
ま
ま

に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
随
筆
家
・
詩
人
の
リ
ー
・
ハ
ン
ト
（
一
七
八
四
│
一
八
五
九
）
は
実
際
に
こ
の
懸
念
を
い
だ
い
て
い
た
。
彼

は
当
代
き
っ
て
の
ズ
ボ
ン
役
の
喜
劇
女
優
ド
ロ
シ
ー
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
（
一
七
六
一
│
一
八
一
六
）
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
で
、
女
優
が
舞
台

の
上
で
男
性
の
権
威
を
侵
害
し
て
い
る
と
か
男
性
的
な
振
る
舞
い
を
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、 

男
性
の
服
を
着
て
い
る
こ
と
に
対
し
、 

次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

女
優
の
男
装
は
、
舞
台
の
習
慣
の
中
で
最
も
野
蛮
で
、
有
害
で
、
そ
し
て
不
自
然
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
劇
作
家
の
創
作
能

力
の
欠
如
か
ら
生
じ
た
り
、
好
色
な
心
か
、
あ
る
い
は
驚
い
た
こ
と
に
、
女
優
の
多
芸
な
気
質
か
ら
生
ま
れ
た
り
し
て
き
た
。
現
代
の
よ

う
に
俳
優
が
劇
作
家
を
支
配
し
て
い
る
と
き
、
上
手
な
役
者
は
た
い
て
い
自
分
た
ち
の
気
に
入
る
役
を
演
じ
て
よ
い
か
ら
だ
。
い
ず
れ
の

場
合
で
も
、
そ
れ
は
、
劇
作
家
の
見
込
み
と
女
優
の
適
切
な
芸
風
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
女
優
が
男
性
の
演
技
を

う
ま
く
成
し
遂
げ
る
な
ら
、
男
性
の
衣
装
と
と
も
に
男
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
完
全
に
抜
け
出
す
こ
と
は
決
し
て
な
い
か
ら
だ
。
彼
女
は
オ

ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
イ
ピ
ス

0

0

0

に
似
て
い
る
。
性
を
変
え
て
も
と
に
戻
ら
な
い
の
で
あ
る
。(Leigh H

unt 166–67) 7
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男
装
が
単
な
る
変
装
で
、
明
ら
か
な
パ
ロ
デ
ィ
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
何
ら
問
題
は
な
い
。
だ
が
、
性
を
変
え
て
も
と
に
戻
ら
な
い
な

ら
、
話
は
別
だ
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
語
』
中
の
「
イ
ピ
ス
と
イ
ア
ン
テ
の
話
」
で
は
、
男
の
子
と
し
て
育
て
ら
れ
た
イ
ピ
ス

は
長
じ
て
美
し
い
女
性
イ
ア
ン
テ
と
結
婚
す
る
た
め
に
、
イ
シ
ス
女
神
に
祈
願
し
て
、
本
当
の
男
性
に
変
え
て
も
ら
う
。
一
七
一
七
年
出

版
の
ジ
ョ
ン
・
ド
ラ
イ
デ
ン
の
英
訳
で
は
、
そ
の
変
身
の
過
程
は
ま
ず
肌
の
色
の
白
さ
が
消
え
、
顔
つ
き
、
眼
差
し
、
髪
の
毛
、
声
な
ど

が
男
ら
し
く
な
り
、
そ
し
て
最
後
に
、「
隠
れ
て
い
た
局
部
が
と
う
と
う
姿
を
見
せ
、／
飛
び
出
し
、
伸
び
、
そ
し
て
男
の
体
へ
と
膨
ら
み

始
め
た
」 (O

vid, “T
he Fable of Iphis and Ianthe” 329) 

と
、
性
器
の
変
化
で
終
わ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
脅
威

│
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
境
界
を
逸
脱
し
た
ら
、
二
度
と
戻
れ
な
い
脅
威

│
は
、
十
七
世
紀
中
頃
か
ら
十
八
世
紀
中
頃
ま

で
の
医
学
書
や
旅
行
記
に
多
く
散
見
す
る
「
両
性
具
有
者
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
。
そ
れ
ら
の
文
献
で
は
、
男
女
両
性
の
性
器
を
保
有
す

る
「
両
性
具
有
者
」
は
奇
形
な
「
怪モ

ン
ス
タ
ー物」

と
し
て
見
な
さ
れ
、
し
ば
し
ば
「
真
正
の
両
性
具
有
者
」、「
男
の
両
性
具
有
者
」、「
女
の
両
性

具
有
者
」
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
女
の
両
性
具
有
者
」
は
女
性
同
性
愛
者
だ
と
考
え
ら
れ
た
。8

フ
リ
ー
ク
夫
人
は
ま
さ
に

こ
の
「
女
の
両
性
具
有
者
」
に
な
り
は
て
る
。
黒
人
の
ジ
ュ
ー
バ
が
見
抜
い
た
よ
う
に
、
彼
女
は
女
で
も
な
く
、
さ
り
と
て
男
で
も
な

い
、「
男
女

0

0

」 (the m
an-w

om
an) ( B

elinda 207)
で
あ
る
。
彼
女
は
の
ち
に
去
勢
さ
れ
る
は
ず
の
「
足
」
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
し

て
さ
ら
に
恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
こ
う
し
た
身
体
変
化
に
伴
い
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
自
身
も
、
自
分
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

混
乱
を
き
た
す
よ
う
に
な
る
。
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
氏
が
ダ
ケ
ダ
イ
モ
ン
（
ス
パ
ル
タ
の
正
式
名
）
の
女
性
た
ち
の
ベ
ー
ル
は
彼
女
た
ち
を
「
冒

瀆
的
な
ま
な
ざ
し
」
か
ら
守
っ
て
い
る
と
言
っ
た
と
き
、
彼
女
は
切
り
返
し
て
い
る
。「
私
は
ダ
ケ
ダ
イ
モ
ン
の
女
た
ち
の
こ
と
な
ど
全

然
知
ら
な
い
。
私
が
男
子

0

0

│
女
子
と
言
う
べ
き
か

│
生
徒
だ
っ
た
と
き
、
お
さ
ら
ば
し
た
わ
」 ( B

elinda 217) （
傍
点
引
用
者
）。

　

男
装
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
境
界
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
身
体
的
な
性
転
換
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
。
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル

は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
性
転
換
の
蓋
然
性
に
ひ
そ
か
に
怯
え
、
悩
み
、
苦
し
み
続
け
る
。
そ
も
そ
も
の
原
因
は
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
に
よ
っ

て
、「
男
性
の
服
を
着
た
ら
見
物
人
す
べ
て
を
魅
了
す
る
だ
ろ
う
」 ( B

elinda 48) 
と
お
だ
て
ら
れ
、
男
装
し
て
ラ
ト
リ
ッ
ジ
夫
人
と
決
闘

し
た
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
、
二
人
は
田
舎
の
人
々
に
よ
っ
て
、
川
の
中
に
入
れ
ら
れ
そ
う
に
な
る
。
こ
の
騒
動
は
女
性
が
決
闘
し
た
か
ら



263　第十一章　舞台の上の異性装とジェンダー

で
は
な
く
、
女
性
が
「
男
性
の
服

0

0

0

0

を
着
て
」
決
闘
し
た
か
ら
だ
っ
た
。
男
装
は
彼
ら
の
「
粗
野
な
礼
儀
正
し
さ
」
の
規
準
か
ら
は
ず
れ
て

い
た
。
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
こ
う
言
う
。「
愚
か
な
馬
鹿
者
た
ち
だ
わ
！　

も
し
私
た
ち
が
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
を
着
て
な
ぐ
り
あ
っ
た

ら
、
彼
ら
は
絶
対
に
そ
の
半
分
も
憤
慨
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
に
。
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
が
な
か
っ
た
の
で
、
も
う
少
し
で
私
た
ち
の
破
滅
、

い
や
少
な
く
と
も
私
た
ち
の
不
名
誉
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
」 ( B

elinda 51–52)

。

　

し
か
し
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
に
と
っ
て
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
よ
う
に
「
見
物
人
」
の
た
め
に
男
装
し
、
決
闘
を
演
じ
た
報
い
は
大

き
か
っ
た
。
銃
が
暴
発
し
、
胸
に
傷
を
負
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
そ
の
傷
の
せ
い
で
乳
癌
に
罹
っ
た
と
思
い
こ
む
。
病
ん
だ
乳
房
は

「
見
る
も
恐
ろ
し
い
見ス

ペ
ク
タ
ク
ル

世
物
」 ( B

elinda 26) 

で
あ
り
、
そ
れ
を
切
除
し
な
け
れ
ば
必
ず
や
死
が
訪
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
は
長

い
間
自
分
の
病
気
を
女
召
使
い
の
マ
リ
オ
ッ
ト
と
、
の
ち
に
ベ
リ
ン
ダ
以
外
の
誰
に
対
し
て
も
秘
密
に
し
、
医
師
の
診
察
を
拒
み
続
け

た
。
そ
し
て
家
の
中
で
は
「
も
の
う
げ
で
、
気
む
ず
か
し
く
、
憂
鬱
」
だ
っ
た
が
、
公
の
場
や
人
前
で
は
「
活
気
が
あ
っ
て
、
元
気
で
、

機
嫌
よ
く
」
装
う
「
女
優
」、「
虚
構
の
人
物
」
で
あ
り
、「
お
祭
り
騒
ぎ
の
女
主
人
の
役
」 ( B

elinda 7) 

を
こ
な
し
た
。
フ
リ
ー
ク
夫
人

は
舞
台
の
上
で
「
男
性
」
を
演
じ
て
い
た
が
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
夫
や
子
ど
も
を
か
え
り
み
な
い
「
家
庭
的
で
な
い
女
性
」、「
母

性
的
で
な
い
女
性
」
を
演
じ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
健
康
で
賢
い
子
ど
も
た
ち
の
母
親
で
、
家
庭
的
な
「
女
性
の
鑑
」 ( B

elinda 111) 

の
レ
デ
ィ
・
ア
ン
・
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
と
対
照
的
に
、
母
親
の
役
目
を
全
く
果
た
し
て
い
な
い
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
「
怪モ

ン
ス
タ
ー物

」 
( B

elinda 93) 

と
呼
ば
れ
た
り
す
る
。
こ
の
名
称
は
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
と
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
類
似
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
興
味
深
い
の
は
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
が
三
度
「
ア
マ
ゾ
ン
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
だ( B

elinda 29, 182, 276)

。「
ア
マ
ゾ

ン
」
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
伝
説
で
黒
海
沿
岸
あ
た
り
に
住
む
と
さ
れ
た
女
性
戦
士
の
部
族
の
名
で
あ
る
。
弓
を
引
き
や
す
い
よ
う
に
右
乳
房

を
切
り
落
と
し
た
こ
と
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
（
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
乳
な
し
」
の
意
）
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
以
来
、
ア
マ
ゾ
ン
は
戦
う
女
や
男
性

的
な
女
性
の
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
十
八
世
紀
に
流
行
し
た
女
性
兵
士
た
ち
は
ま
さ
に
ア
マ
ゾ
ン
だ
っ
た
し
、
ウ
ル
ス

ト
ン
ク
ラ
フ
ト
ら
急
進
派
の
女
性
た
ち
も
「
ア
マ
ゾ
ン
軍
団
」 (Polw

hele 6n) 
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、
テ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
よ
れ

ば
、
ア
マ
ゾ
ン
は
女
性
同
性
愛
者
の
別
称
で
も
あ
っ
た(C

astle, A
pparitional 9)

。
従
っ
て
、『
ベ
リ
ン
ダ
』
で
は
直
接
言
及
さ
れ
て
い
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な
い
が
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
も
も
ち
ろ
ん
ア
マ
ゾ
ン
で
あ
る
と
言
え
る
。
一
方
、
乳
癌
に
か
か
っ
た
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
ベ
リ
ン
ダ
宛

て
の
手
紙
の
中
で
、
自
分
の
こ
と
を
「
ア
マ
ゾ
ン
」 ( B

elinda 29) 

と
同
一
視
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
長
い
間
「
ア
マ
ゾ
ン
の
手

術
」 ( B

elinda 182) 

た
る
乳
房
切
除
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
限
り
な
い
恐
怖
感
を
い
だ
き
続
け
る
。
そ
れ
は
女
性
と
し
て
の
身
体
を
喪
失

し
、
女
で
も
男
で
も
な
い
怪
物
の
身
体
へ
と
性
転
換
す
る
こ
と
に
対
す
る
恐
怖
に
他
な
ら
な
い
。
彼
女
は
結
局
生
き
る
た
め
に
手
術
を
受

け
る
決
心
を
す
る
が
、
そ
の
と
き
で
す
ら
、
術
後
に
世
間
の
人
々
か
ら
「
改
心
し
た
ア
マ
ゾ
ン
」 ( B

elinda 276) 

と
し
て
揶
揄
さ
れ
続
け

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。「
改
心
し
た
ア
マ
ゾ
ン
」
と
は
自
己
矛
盾
に
満
ち
た
語
で
あ
る
。
彼
女
が
「
改
心
」
す
る
と
は
、
公
の

場
で
か
む
っ
て
い
た
仮
面
を
脱
い
で
「
家
庭
的
な
女
性
」 ( B
elinda 96) 

に
戻
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
レ
デ
ィ
・
ア
ン
・
パ
ー

シ
ヴ
ァ
ル
は
そ
れ
が
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
「
自
然
の
性
格
」 ( B

elinda 95) 

で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
家
庭
的
な

女
性
」
に
な
る
こ
と
は
身
体
的
に
「
ア
マ
ゾ
ン
」
に
な
る
こ
と
と
相
反
す
る
。
そ
れ
故
、「
改
心
し
た
ア
マ
ゾ
ン
」
は
嘲
弄
の
対
象
で

あ
っ
て
、
賞
賛
の
対
象
に
は
絶
対
に
な
れ
な
い
の
で
あ
る
。

舞
台
の
上
の
女
性
の
幸
せ

　

エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
は
処
女
作
の
『
文
筆
を
た
し
な
む
女
性
た
ち
へ
の
手
紙
』 （
一
七
九
五
）
以
来
、
女
性
教
育
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

『
ベ
リ
ン
ダ
』
の
「
広
告
」
で
も
、
同
書
の
ジ
ャ
ン
ル
を
「
愚
劣
、
錯
誤
、
そ
し
て
悪
徳
」
を
ま
き
ち
ら
す
「
小ノ

ヴ
ェ
ル説

」
で
は
な
く
、「
教
訓

的
物テ

ー
ル語

」 ( B
elinda xxix) 

で
あ
る
と
提
示
し
て
い
る
。『
ベ
リ
ン
ダ
』
の
草
稿
で
は
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
乳
癌
に
よ
る
死
に
よ
っ

て
、
家
庭
内
で
の
女
性
の
役
割
の
重
要
性
と
女
性
の
幸
せ
が
よ
り
一
層
強
調
さ
れ
た
。
一
方
、
出
版
稿
で
は
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
男
性
性

が
除
去
さ
れ
、
テ
ク
ス
ト
か
ら
消
去
さ
れ
る
や
い
な
や
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
の
乳
癌
は
妄
想
の
産
物
で
あ
る
と
判
明
し
、
彼
女
は
性

転
換
の
脅
威
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
る
。
も
は
や
彼
女
が
「
家
庭
的
な
女
性
」
と
し
て
の
本
来
の
姿
に
戻
る
の
を
妨
げ
る
も
の
は
な
い
。

ベ
リ
ン
ダ
は
彼
女
が
レ
デ
ィ
・
ア
ン
・
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
の
よ
う
に
「
家
庭
生
活
の
喜
び
」 ( B

elinda 304) 

を
味
わ
う
だ
ろ
う
と
信
じ
る
。
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従
っ
て
、『
ベ
リ
ン
ダ
』
は
そ
の
草
稿
と
同
じ
く
、
女
性
に
と
っ
て
家
庭
的
な
女
性
に
な
る
こ
と
が
女
性
の
幸
せ
で
あ
る
と
い
う
教
訓
を

示
す
の
が
目
的
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
読
者
の
そ
う
し
た
期
待
は
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
見
事
に
裏
切
ら

れ
る
。
彼
女
自
身
が
自
分
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
客
観
視
し
、
新
た
な
恐
れ
を
口
に
し
て
い
る
か
ら
だ
。「
従
順
な
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー

ル
の
よ
う
な
女
性
は
気
の
毒
な
動
物
だ
わ
。
見
る
価
値
も
な
い
。
飼ド

メ
ス
テ
ィ
ケ
イ
ト

い
馴
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
彼
女
は
さ
ら
に
ひ
ど
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
」 ( B

elinda 296)

。

　

レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
が
家ド

メ
ス
テ
ィ
ケ
イ
ト

庭
的
に
な
る
こ
と
は
幸
せ
ど
こ
ろ
か
、「
さ
ら
に
ひ
ど
い
状
態
」
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。「
さ
ら
に
ひ
ど
い

状
態
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
こ
と
に
、
小
説
の
中
で
は
何
ら
明
確
な
答
え
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
、

フ
リ
ー
ク
夫
人
が
消
え
た
今
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
が
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
を
陰
で
操
作
す
る
役
を
担
わ
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
収
束

に
向
か
わ
せ
る
。
た
と
え
ば
、
彼
女
が
性
転
換
の
恐
怖
か
ら
解
消
さ
れ
る
前
は
、
フ
リ
ー
ク
夫
人
の
曖
昧
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
よ
う
に
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
と
西
イ
ン
ド
諸
島
の
植
民
地
間
の
境
界
、
あ
る
い
は
白
人
と
黒
人
の
人
種
間
の
境
界
も
曖
昧
で
、
黒
人
の
ジ
ュ
ー
バ
は
白
人

の
女
召
使
い
と
結
婚
で
き
た
。
今
や
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
こ
の
よ
う
な
異
人
種
間
の
結
婚
を
阻
止
し
、
両
者
の
境
界
に
明
確
な
線

を
引
こ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
会
議
員
は
世
間
の
目
（
そ
れ
が
自
分
が
見
る
唯
一
の
目
だ
が
）
か
ら
見
た
ら
、
西

イ
ン
ド
農
園
主
の
息
子
よ
り
も
よ
い
縁
組
み
だ
」 ( B

elinda 339) 

と
、
ベ
リ
ン
ダ
の
結
婚
相
手
と
し
て
ク
レ
オ
ー
ル
の
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
氏

よ
り
も
正
統
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
男
性
の
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
氏
を
強
く
薦
め
る
の
で
あ
る
。
十
八
世
紀
に
は
、「
ク
レ
オ
ー
ル
」
の
語
は
植
民
地

で
生
ま
れ
た
人
を
指
し
、
そ
の
親
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
か
ア
フ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
血
筋
を
引
く
ク
レ
オ
ー
ル
で
も
黒

人
の
血
が
混
交
し
て
い
る
と
い
う
烙
印
が
押
さ
れ
、
人
種
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
区
別
さ
れ
た(G

reenfield 219)

。
従
っ
て
、
レ
デ
ィ
・

ド
ラ
ク
ー
ル
の
考
え
は
、
本
章
の
は
じ
め
の
方
で
引
用
し
た
異
人
種
間
の
結
婚
を
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
嫌
う
「
紳
士
た
ち
」
と
同
じ
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

　
『
ベ
リ
ン
ダ
』
は
最
終
的
に
、 

異
人
種
間
の
関
係
を
排
除
し
た
白
人
同
士
の
適
切
な
伴
侶
と
の
理
想
的
な
結
婚
、 

そ
う
し
た
結
婚
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
幸
せ
、
そ
し
て
夫
と
子
ど
も
に
囲
ま
れ
た
幸
福
な
家
族
と
い
う
、
家
庭
小
説
に
お
け
る
典
型
的
な
結
末
に
よ
っ
て
文
字
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通
り
「
幕
を
閉
じ
る
」。「
大
団
円
」
と
題
し
た
最
後
の
章
で
、「
さ
て
、
私
の
お
友
達
の
皆
様
」
と
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
他
の
登

場
人
物
た
ち
に
向
か
っ
て
声
を
か
け
る
。「
あ
な
た
方
の
た
め
に
私
が
こ
の
小
説
を
終
わ
ら
せ
て
さ
し
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
？
」 ( B

elinda 

449)
。
ベ
リ
ン
ダ
は
「
小
説
家
た
ち
は
結
論
に
向
か
っ
て
物
事
を
急
が
せ
る
よ
う
な
間
違
い
を
何
も
犯
し
ま
せ
ん
わ
。
あ
の
感
情
の
変
化

の
た
め
に
十
分
な
時
間

0

0

を
与
え
な
い
よ
う
な
間
違
い
を
ね
。
状
況
の
変
化
で
感
情
の
変
化
が
す
ぐ
に
起
こ
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
」
と

忠
言
す
る
け
れ
ど
も
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
「
話
を
も
う
五
巻
引
き
延
ば
す
」 ( B

elinda 449) 

代
わ
り
に
、
小
説
と
は
全
く
別
の
ジ

ャ
ン
ル
の
終
わ
り
方
を
提
案
す
る
。
す
な
わ
ち
、
劇
の
閉
幕
で
あ
る
。
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
そ
の
舞
台
の
女
優
兼
演
出
家
だ
。
彼
女

は
次
の
よ
う
に
納
め
口
上
を
述
べ
る
。

舞
台
効
果
の
た
め
に
、
私
に
あ
な
た
方
全
員
を
適
切
な
姿
勢
に
配
置
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
が
幸
せ
に
見
え
な
い
な
ら
、
何
が
幸
せ

っ
て
い
う
の
？　

サ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
船
長

│
す
み
ま
せ
ん
が
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
と
一
緒
に
彼
女
の
父
親
の
足
下
に
跪
い
て
く
だ
さ
い
ま

せ
ん
か

│
（
中
略
）
ク
ラ
レ
ン
ス
よ
、
あ
な
た
は
ベ
リ
ン
ダ
に
結
婚
を
申
し
込
む
権
利
が
あ
る
し
、
そ
の
手
に
キ
ス
も
し
て
も
い
い
わ

│
い
い
え
、
ミ
ス
・
ポ
ー
ト
マ
ン
、
こ
れ
は
舞
台
の
ル
ー
ル
な
の

│
さ
て
、
私
の
ド
ラ
ク
ー
ル
卿
は
ど
こ
か
し
ら
？

│
私
た
ち
が

仲
直
り
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
彼
は
私
を
抱
擁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

│
ほ
ら
、
や
っ
て
来
た

│
小
さ
い
ヘ
レ
ナ
の
手
を
引

い
て
、
ド
ラ
ク
ー
ル
卿
の
登
場

│
と
て
も
い
い
わ
！　

さ
い
先
良
い
不
意
打
ち
よ
、
ご
主
人
様

│
じ
っ
と
立
っ
て
い
て
、
お
願
い
だ

か
ら
、
あ
る
が
ま
ま
の
あ
な
た
が
い
い
の

│
か
わ
い
い
ヘ
レ
ナ
、
お
父
さ
ま
の
手
を
離
さ
な
い
で

│
ほ
う
ら
、
と
っ
て
も
か
わ
い
く

て
自
然
だ
わ
！

│
で
は
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
、
彼
女
が
改
心
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
前
へ
進
ん
で
、
観
客
に
教
訓
を
授
け

ま
す

│
教
訓
！

│
し
か
り
、

　
　
「
私
た
ち
の
話0

は
教
訓

0

0

を
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
明
ら
か
に

　
　

あ
な
た
方
全
員
が
そ
れ
を
発
見
す
る
だ
け
の
理
解
力
は
持
っ
て
い
る
」 ( B

elinda 450–51)

　

小
説
の
中
で
は
、
ベ
リ
ン
ダ
も
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
も
そ
れ
ぞ
れ
の
初
恋
の
相
手
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
氏
と
サ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
船
長
と
の
結
婚
を
ま
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だ
承
知
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
は
、
二
組
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
に
よ
る
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
を

迎
え
る
の
を
予
期
さ
せ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
自
分
自
身
と
ド
ラ
ク
ー
ル
卿
と
娘
の
ヘ
レ
ナ
の
三
人
が
幸
せ
な
家
族
で
あ
る
の
を
示
す
よ
う

に
、
全
員
が
「
舞
台
効
果
」
と
「
舞
台
の
ル
ー
ル
」
に
の
っ
と
っ
て
、「
適
切
な
姿
勢
」
を
と
る
よ
う
に
指
図
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
人

為
的
な
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
は
、
適
切
な
相
手
と
の
結
婚
や
「
家
庭
内
の
幸
福
」
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
な
さ
を
露
呈
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。「
私
た
ち
が
幸
せ
に
見
え
な
い
な
ら
、
何
が
幸
せ
っ
て
い
う
の
？
」
と
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
女
性
が
幸

福
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、「
観
客
」
に
そ
の
よ
う
に
見
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
見
か
け
や
演
技
に
か
か
っ
て
い
る
。
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー

ル
が
舞
台
の
上
で
い
く
ら
ヘ
レ
ナ
が
「
か
わ
い
く
て
自
然
だ
わ
」
と
褒
め
た
た
え
よ
う
と
も
、
そ
の
「
自
然
さ
」
は
所
詮
演
技
に
す
ぎ
な

い
。
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
が
「
改
心
し
た
こ
と
」、
す
な
わ
ち
「
家
庭
的
な
女
性
」
に
な
っ
た
こ
と
も

演
技
に
す
ぎ
な
い
。

　

な
ら
ば
、
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
が
言
う
「
私
た
ち
の
話0

」
の
「
教
訓

0

0

」
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
ベ
リ
ン
ダ
』
は
そ
の

点
を
謎
に
し
た
ま
ま
で
幕
を
下
ろ
す
。
同
書
が
「
教
訓
的
物
語
」
と
し
て
「
広
告
」
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
き

わ
め
て
皮
肉
に
満
ち
た
終
幕
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
小
説
に
教
訓
性
を
求
め
る
読
者
を
か

ら
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
さ
に
レ
デ
ィ
・
ド
ラ
ク
ー
ル
が
言
う
よ
う
に
、「
物
事
っ
て
の
は
、
私
の
期
待
と
は
全
く
反
対
の
成

り
行
き
に
な
る
」 ( B

elinda 448)

。『
ベ
リ
ン
ダ
』
は
「
教
訓
的
物
語
」
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
エ
ヴ
リ
マ
ン
版
の
裏
表
紙
に
印
刷
さ

れ
た
「
摂
政
時
代
の
絶
頂
期
に
お
け
る
ロ
ン
ド
ン
の
風
俗

│
と
間
違
い

│
喜
劇
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
ど
お
り
の
作
品
で
あ

る
。
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
ラ
イ
ト
フ
ッ
ト
も
同
書
の
「
風
俗
喜
劇
」
的
諷
刺
を
指
摘
し
て
い
る(Lightfoot 122–31)

。
観
客
（
読
者
）
は
、

風
俗
喜
劇
の
舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
逸
脱
に
恐
怖
や
脅
威
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
男
装
の
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
戯
画
、

パ
ロ
デ
ィ
、
諷
刺
、
皮
肉
、
文
学
的
引
用
や
引
喩
に
笑
い
こ
ろ
げ
、
楽
し
め
ば
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。『
ベ
リ
ン
ダ
』
を
読
ん
だ
あ
と
、

劇
作
家
の
シ
ェ
リ
ダ
ン
が
「
マ
ラ
イ
ア
は
舞
台
の
た
め
に
書
く
べ
き
だ
と
示
唆
し
た
」 (B

utler 314) 

ら
し
い
が
、
そ
れ
も
無
理
か
ら
ぬ

こ
と
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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注は
じ
め
に

1. 

サ
ッ
ポ
ー
の
残
存
す
る
断
篇
詩
の
数
は
、
以
下
の
ロ
ー
ブ
古
典
文
庫
版
に
よ
る
。D

avid A
. C

am
pbell, trans., G

reek L
yric I: Sappho and 

A
lcaeus, Loeb C

lassical Library 142 (C
am

bridge, M
assachusetts: H

arvard U
P, 1982). 

2. 

本
書
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー
に
関
す
る
古
代
証
言( testim

onia)

は
ロ
ー
ブ
古
典
文
庫
版
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
と
キ
ャ
ン
ベ
ル
訳
に
よ
る
。

第
一
部　

サ
ッ
ポ
ー
の
歴ヒ

ス

ト

リ

ー

史
／
物
語

第
一
章　

レ
ス
ビ
ア
ン
誕
生
秘
話

1. 

こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
の
抒
情
詩
人
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
（
紀
元
前
五
七
〇
頃
│
四
七
五
頃
）
の
言
葉
。A

nacreon, test. 10, qtd. in C
am

pbell, introduction 
xii.

2. 

ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
、
ゼ
ウ
ス
と
ム
ネ
モ
シ
ュ
ネ
の
間
に
生
ま
れ
た
「
ミ
ュ
ー
ズ
の
九
女
神
」
は
、
弁
舌
と
叙
事
詩
を
つ
か
さ
ど
る
カ
リ
オ
ペ
ー
、

歴
史
を
つ
か
さ
ど
る
ク
レ
イ
オ
、　

抒
情
詩
・
恋
愛
詩
を
つ
か
さ
ど
る
エ
ラ
ト
、
笛
・
抒
情
詩
を
つ
か
さ
ど
る
エ
ウ
テ
ル
ペ
、
悲
劇
を
つ
か
さ
ど
る
メ

ル
ポ
メ
ネ
、
讃
歌
を
つ
か
さ
ど
る
ポ
リ
ュ
ヒ
ュ
ム
ニ
ア
、
舞
踏
と
合
唱
を
つ
か
さ
ど
る
テ
ル
ポ
シ
コ
レ
、
喜
劇
を
つ
か
さ
ど
る
タ
レ
イ
ア
、
天
文
を

つ
か
さ
ど
る
ウ
ラ
ニ
ア
で
あ
る
。

3. 

本
書
に
お
け
る
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
「
パ
オ
ー
ン
に
宛
て
た
サ
ッ
ポ
ー
の
手
紙
」
か
ら
の
引
用
は
、 

次
の
版
に
よ
る
。O

vid, H
eroides and A

m
ores, 

trans. G
rant Show

erm
an, Loeb C

lassical Library 41, 2nd ed. (C
am

bridge, M
assachusetts: H

arvard U
P, 1977).

4. 

古
代
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、D

over; H
alperin29–33

、
フ
パ
ー
ツ
を
参
照
。

5. 

ギ
リ
シ
ャ
の
学
者
ア
テ
ナ
イ
オ
ス
（
一
七
〇
頃
│
二
三
〇
頃
）
の
『
食
卓
の
賢
人
た
ち
』（
三
世
紀
初
期
頃
）
の
中
で
引
用
さ
れ
る(A

thenaeus 6: 
13. 596e)

。

6. 

サ
ッ
ポ
ー
の
詩
の
消
滅
に
関
し
て
は
、 

次
を
参
照
。Barnstone 274–75; Jay and Lew

is 14; W
. R. Johnson xvii-xix; Reynolds, Sappho C

om
panion 

81; Snyder 57. 
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7. 

十
五
・
六
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
評
に
関
し
て
は
次
を
参
照
。D

eJean 29–42; Lipking 71–72; Reynolds, Sappho C
om

panion 
83–85.　

十
六
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
評
に
関
し
て
は
次
を
参
照
。A

ndreadis, “Sappho” 110–11; A
ndreadis, Sappho 35; D

avid M
. 

R
obinson 188–91; Lipking 74; R

eynolds, Sappho C
om

panion 84–86. 

8. 

十
六
世
紀
イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー
の
詩
集
出
版
に
関
し
て
は
次
を
参
照
。D

eJean 313; R
eynolds, Sappho C

om
panion 84, 

97. 

9. T
he H

eroycall E
pistles of the Learned Poet Publius O

vidius N
aso, in E

nglish Verse, trans. G
eorge T

urbervile (London: H
enry D

enham
, 

1567) sig, O
5

v, qtd. in A
ndreadis, Sappho 30.

10. O
vids H

eroical E
pistles, trans. John Sherburne (London: printed for W

illiam
 C

ooke, 1639) sig. G
9

v, qtd. in A
ndreadis, Sappho 32.

11. 

本
書
に
お
け
る
ポ
ー
プ
か
ら
の
引
用
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、
次
の
版
に
よ
る
。A

lexander Pope, Poetical W
orks, ed. H

erbert D
avis (O

xford: 
O

xford U
P, 1966).

12. A
 T

reatise of H
erm

aphrodites
はJohn H

enry M
eibom

ius, A
 T

reatise of the U
se of Flogging in Venereal A

ffairs

と
一
緒
に
出
版
さ
れ
た
が
、

頁
付
け
な
ど
は
独
立
し
て
い
る
。

13. 

ラ
ン
ド
ル
フ
・
ト
ラ
ン
バ
ッ
ク
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
十
八
世
紀
末
期
ま
で
に
は
現
代
的
な
意
味
で
の
男
性
・
女
性
同
性
愛
者
が
登
場
し
た
と
考
え
、
異

性
愛
者
を
含
め
全
部
で
四
種
類
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
説
を
唱
え
て
い
る(T

rum
bach, “London’s Sapphists” 112–41)

。

14. 

本
書
に
お
け
る
フ
ィ
ン
チ
の
詩
「
序
」
か
ら
の
引
用
は
、Poem

s by A
nne, C

ountess of W
inchilsea, ed. John M

iddleton M
urry (London: 

Jonathan C
ape, 1928)

に
よ
る
。

15. 

詳
し
く
は
本
書
第
六
章
一
二
五
│
二
七
頁
参
照
。

16. 

詳
し
く
は
本
書
第
六
章
一
二
九
│
三
一
頁
参
照
。

17. 

出
版
の
い
き
さ
つ
に
関
し
て
は
、D

onoghue, Passions 54
を
参
照
。

18. 

リ
ク
タ
ー
・
ノ
ー
ト
ン
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
箇
所
は
匿
名
作
家
に
よ
るPretty D

oings in a Protestant N
ation (1734) 23–24

か
ら
の
盗
作
で

あ
る(N

orton, M
other 397)

。Pretty D
oings

の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
は
、E

ighteenth-C
entury B

ritish E
rotica II, vol. 1, ed. Janine B

archas 
(London: Pickering, 2004) 349–410

に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

19. 

ド
ノ
ヒ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
女
性
同
性
愛
者
の
意
味
と
し
て
の
「
ト
ミ
ー
」
の
最
初
の
使
用
例
は
匿
名
の
詩T

he A
dulteress (1773)

の
中
に
あ
る

(D
onoghue, Passions 5)

。

20. 

ペ
ト
ロ
ニ
ウ
ス
（
二
七
頃
│
六
六
）
と
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ス
（
六
〇
頃
│
一
二
八
頃
）
は
ロ
ー
マ
の
諷
刺
作
家
。
ウ
ェ
ス
ウ
ィ
ウ
ス
山
は
イ
タ
リ
ア
南
部

ナ
ポ
リ
湾
頭
の
活
火
山
。
な
お
、
へ
ス
タ
ー
・
リ
ン
チ
は
一
七
六
三
年
に
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
レ
ー
ル
と
結
婚
し
、
一
七
八
一
年
の
夫
の
死
後
、
一
七
八

四
年
に
イ
タ
リ
ア
の
音
楽
教
師
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
マ
リ
オ
・
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
と
再
婚
し
た
。
本
書
で
は
常
に
彼
女
を
ピ
オ
ッ
ツ
ィ
と
し
て
言
及
す
る
。

21. 

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
同
性
愛
の
噂
に
つ
い
て
、
詳
し
く
はC

astle, A
pparitional 127–31; L

ynn H
unt 118–21

を
参
照
。
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22. 
セ
ア
ラ
・
シ
ド
ン
ズ
夫
人
は
ロ
ン
ド
ン
の
有
名
な
悲
劇
女
優
。
そ
の
夫
の
詩
の
最
終
行
で
は
、“to D

am
n her”

が “to D
am

er”

と
地
口
に
な
っ
て
い

る
。

23. 

た
だ
し
フ
ー
コ
ー
が
言
及
す
る
の
は
主
と
し
て
男
性
同
性
愛
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ク
ス
は
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
女レ
ス
ビ
ア
ン

性
同
性
愛
と
異
性
愛
の
分

極
化
が
起
こ
っ
た
と
し
、
そ
れ
以
前
の
女
性
間
の
愛
に
「
レ
ス
ビ
ア
ン
」
の
語
を
適
用
す
る
の
を
控
え
た(Foucault 43; W

eeks 94–95)

。

第
二
章　
「
第
十
番
目
の
ミ
ュ
ー
ズ
」
の
系
譜

1. 

本
書
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー
の
断
篇
詩(fr.)

か
ら
の
引
用
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、
ロ
ー
ブ
古
典
文
庫
版
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
訳
に
よ
る
。

2. 

ダ
シ
エ
夫
人
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、D

eJean 57–58

を
参
照
。

3. 

プ
ル
タ
ル
コ
ス(

四
六
頃
│
一
二
〇
頃)

は
ギ
リ
シ
ャ
の
伝
記
作
家
・
歴
史
家
で
、『
英
雄
伝
』
を
書
い
た
。
バ
ル
カ
ン
は
ロ
ー
マ
神
話
の
火
と
鍛
冶

の
神
ウ
ル
カ
ヌ
ス
の
こ
と
。
バ
ル
カ
ン
の
息
子
カ
ー
ク
ス
は
三
つ
の
頭
を
持
ち
、
口
か
ら
火
を
吹
く
怪
物
で
夜
盗
。

4. 

実
際
に
は
、
こ
の
話
は
ベ
ー
ル
の
事
典
の
サ
ッ
ポ
ー
の
項
の
注 （
Ｂ
） 

で
要
約
さ
れ
て
い
た(B

ayle, [1710]4: 2670

）。

5. 

ヴ
ェ
リ
の
小
説
に
影
響
さ
れ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ト
レ
シ
ャ
ム
（
一
七
五
一
頃
│
一
八
一
四
）
は
そ
れ
を
題
材
に
し
た
十
八
枚
（
題

扉
含
む
）
の
ア
ク
ア
チ
ン
ト
を
一
七
八
四
年
に
出
し
た
。
ト
レ
シ
ャ
ム
の
一
連
の
絵
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
）
は
、
十
八
世
紀

後
期
の
サ
ッ
ポ
ー
の
絵
画
的
表
象
を
探
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
。
ヴ
ェ
リ
の
小
説
と
ト
レ
シ
ャ
ム
の
絵
に
関
し
て
、
詳
し
く
はStein 159–61, 

265–73; Tom
ory124–26

を
参
照
。

6. 

本
書
に
お
け
る
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』
か
ら
の
引
用
は
、
初
版
に
基
づ
く
以
下
の
版
に
よ
る
。M

ary R
obinson, 

Sappho and Phaon (D
elm

ar, N
ew

 York: Scholars ’ Facsim
iles &

 R
eprint, 1995.　

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
像
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
本
書

第
九
章
参
照
。
な
お
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
よ
る
バ
ル
テ
ル
ミ
か
ら
の
引
用
（
本
書
二
〇
九
頁
参
照
）
は
、
冒
頭
部
分
が
原
文
と
は
違
っ
て
い
る
。

第
二
部　

十
八
世
紀
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
表
象

第
三
章　
「
女
性
兵
士
」
の
異
性
装
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
境
界

1. 

チ
ャ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
本
書
第
四
章
七
六
頁
参
照
。

2. 

十
八
世
紀
後
期
に
な
る
と
、
ホ
ー
ラ
ス
・
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
は
近
代
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
母
メ
ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を
「
ペ
テ
ィ
コ
ー
ト
を
は
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い
た
ハ
イ
エ
ナ
」(Todd, M

ary W
ollstonecraft 168)

と
攻
撃
し
た
。
マ
デ
レ
ン
・
カ
ー
ン
は
こ
れ
を
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
が
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を

男
性
化
す
る
ど
こ
ろ
か
非
人
間
化
し
た
と
指
摘
す
る(K

ahn 43)

。
男
性
優
位
と
既
得
権
力
を
脅
か
さ
れ
る
男
性
側
の
恐
怖
の
大
き
さ
と
そ
れ
を
脅
か

す
女
性
に
対
す
る
侮
蔑
の
程
度
に
お
い
て
、「
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
」
と
し
て
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を
誹
謗
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ポ
ル
ウ
ェ
ル
よ

り
も
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
方
が
数
段
上
だ
っ
た
と
言
え
る
。

3. T
he Life and A

dventures of M
rs. C

hristian D
avies (1740); T

he Fem
ale Soldier; O

r, T
he Surprising Life and A

dventures of H
annah Snell 

(1750); T
he Life and A

dventures of M
aria K

now
les (1800?); T

he Intrepid Fem
ale: O

r, Surprising Life and A
dventures of M

ary-A
nne 

T
albot, otherw

ise John T
aylor, in K

irby’s W
onderful and E

ccentric M
useum

 (1820).　

な
お
、『
カ
ー
ビ
ィ
の
不
思
議
で
奇
妙
な
美
術
館
』
に

は
、
ト
ー
ル
ボ
ッ
ト
の
伝
記
「
勇
敢
な
女
性
」(K

irby 2: 160–225)

の
他
に
、
ス
ネ
ル(K

irby 2: 430–38)

、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス(K

irby 3: 420–26)

の

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
記
も
含
ま
れ
る
。

4. E
ighteenth C

entury C
ollections O

nline

に
は
本
文
の
頁
数
は
同
じ
だ
が
挿
絵
の
数
が
違
う
二
種
類
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
挿
絵
の
な
い
版
は
次
の

リ
プ
リ
ン
ト
版
が
出
て
い
る
。T

he Fem
ale Soldier; O

r, T
he Surprising Life and A

dventures of H
annah Snell (1750; Los A

ngeles: U
 of 

C
alifornia, 1989).

本
書
に
お
け
る
『
女
性
兵
士
』
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
に
よ
る
。

5. 

ス
ネ
ル
の
そ
の
後
の
人
生
に
つ
い
て
は
、Stephens ch. 10

を
参
照
。

6. T
he Valarous A

cts Perform
ed at G

aunt, by the B
rave B

onny Lass M
ary A

m
bree

に
関
し
て
、
詳
し
く
はD

ugaw
, introduction xii n15; 

D
ugaw

, W
arrior 31–42

を
参
照
。

7. 

十
八
世
紀
ま
で
の
女
性
戦
士
の
バ
ラ
ッ
ド
の
流
行
に
つ
い
て
、
詳
し
く
はD

ugaw
, W

arrior chs. 1–3

を
参
照
。

8. 

た
だ
し
フ
リ
ー
ド
リ
が
引
用
し
て
い
る
の
は
、
初
版
で
は
な
く
、
一
七
五
六
版
で
あ
る
。

9. T
he Second Part, of the London C

lubs

の
第
一
部
は
、T

he H
istory of the London C

lubs, or, the C
itizens Pastim

es

の
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ

た
。

10. ｢

女
性
の
夫｣

メ
ア
リ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
本
書
第
四
章
を
参
照
。

第
四
章　
「
女
性
の
夫
」
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
偽
装
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

1.	

チ
ャ
ー
ク
の
自
伝
は
一
九
八
〇
年
代
後
期
頃
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
次
を
参
照
。Folkenflik 97–116; Sm

ith 102–22; 
Straub, “G

uilty Pleasures” 142–66.

2.	London C
hronicle, or, U

niversal E
vening Post 5 (9 June 1759): 448; London C

hronicle 7 (2 February 1760): 117; London C
hronicle 7 

(24 M
arch 1760): 291; London C

hronicle 7 (5–8 A
pril 1760): 338; London C

hronicle 15 (17 February 1764): 161.　

出
典
は
、D

onoghue, 
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Passions 66–69

に
よ
る
。
ま
たN

orton, M
other 405–06

も
参
照
。

3.	“H
istorical C

hronicle,” 10 July, G
entlem

an’s M
agazine 36 (July 1776): 339; “A

 C
ircum

stantial A
ccount of an E

xtraordinary A
ffair 

w
hich Lately H

appened at Poplar,” G
entlem

an’s M
agazine 36 (A

ugust 1766): 359–60; “H
istorical C

hronicle,” 21 O
ctober, G

entlem
an’s 

M
agazine 36 (O

ctober 1766): 492–93.　

同
じ
話
は
『
カ
ー
ビ
ィ
の
不
思
議
で
奇
妙
な
美
術
館
』
の
第
三
巻
に
「
女
性
の
夫
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ハ
ウ

の
奇
妙
な
話
」
の
タ
イ
ト
ル
で
収
録
さ
れ
た(K

irby 3: 414–18)

が
、
説
明
の
細
か
い
と
こ
ろ
で
違
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
カ
ー
ビ
ィ
』
で
は
、

二
人
の
同
居
期
間
は
三
六
年
で
は
な
く
三
四
年
で
あ
り
、
メ
ア
リ
・
イ
ー
ス
ト
の
本
当
の
性
が
発
覚
し
た
経
緯
も
異
な
る
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
ン
に
よ

れ
ば
、
イ
ー
ス
ト
の
話
は
、『
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
レ
ジ
ス
タ
ー
』（
一
七
六
六
）
の
六
月
と
十
月
、『
ロ
ン
ド
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』（
一
七
六
六
）
の
七
・

八
・
九
月
号
に
お
い
て
も
掲
載
さ
れ
た(N

orton, M
other 425n33–35)

。 

こ
の
話
の
概
略
に
つ
い
て
は
、D

onoghue, Passions 70–73; N
orton, 

M
other 405–06

を
参
照
。 

4.	

最
初
の
話
は
次
に
掲
載
さ
れ
た
。 “H

istorical C
hronicle,” 18 June, G

entlem
an’s M

agazine 43 (June 1773): 298; “C
hronicle,” 19 June, 

A
nnual R

egister (1773): 111.　

ア
ン
・
マ
ロ
ウ
の
話
は
次
に
掲
載
さ
れ
た
。 “H

istorical C
hronicle,” 5 July, G

entlem
an’s M

agazine 47 (July 
1777) 348; “C

hronicle,” 3 July, A
nnual R

egister (1777): 191–92.　

こ
れ
ら
の
話
の
概
略
に
つ
い
て
は
、D

onoghue, Passions 69; N
orton, 

M
other 412

を
参
照
。

5.	

本
書
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
『
女
性
の
夫
』
か
ら
の
引
用
は
次
に
よ
る
。[H

enry Fielding,] T
he Fem

ale H
usband: or, T

he Surprising 
H

istory of M
rs. M

ary, A
lias M

r. G
eorge H

am
ilton (London: printed for M

. C
ooper, 1746). 

な
お
、
同
書
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
は
次
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。E

ighteenth-C
entury B

ritish E
rotica, Vol. 5, ed. R

ictor N
orton (London: Pickering, 2002) 393–417.

6.	

メ
ア
リ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
事
件
の
真
相
と
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
『
女
性
の
夫
』
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
詳
し
く
はB

aker 213–24

を
参
照
。

7.	

医
学
書
や
性
手
引
き
書
に
お
け
る
女
性
の
両
性
具
有
者
と
同
性
愛
者
に
関
し
て
は
、
本
書
第
一
章
二
六
│
二
八
頁
参
照
。

8.	Som
m

erst Q
uarter Sessions R

olls, R
ef. N

o. 314.7(6), qtd. in B
aker 220.

第
五
章　
「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
」

│
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
と
サ
フ
ィ
ズ
ム

1. 

本
書
で
は
、Ladies of Llangollen

を
邦
語
で
は
じ
め
て
紹
介
し
た
蛭
川
久
康
氏
に
従
い
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
読
み
の
表
記
の
「
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
」

に
し
た
。
メ
ア
リ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
の
伝
記
小
説
を
翻
訳
し
た
古
木
宜
志
子
氏
は
英
語
読
み
の
「
ラ
ン
ゴ
ー
レ
ン
」
を
用
い
て
い
る
。
な
お
、
本
書
に

お
け
る
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
の
伝
記
的
記
述
は
、M

avor, Ladies

に
よ
る
。 

2. A
nna Sew

ard, “Llangollen Vale, inscribed to the R
ight H

onourable Lady E
leanor B

utler, and M
iss Ponsonby,” line 86.　

本
書
に
お
け

る
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
の
作
品
か
ら
の
引
用
は
、
す
べ
てT

he Poetical W
orks of A

nna Sew
ard, ed. W

alter Scott, 3 vols. (1810; N
ew

 York: 
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A
M

S Press, 1974)

に
よ
る
。

3. W
illiam

 W
ordsw

orth, “T
o Lady E

leanor B
utler and the H

onble M
iss P

onsonby. C
om

posed in the grounds of P
las-N

ew
yed, 

Llangollen” (1827), lines 13–14.　

こ
の
詩
はB

ell 354; O
ram

 and T
urnbull 60

に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
本
章
注
14
も
参
照
。

4. 

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、Faderm

an, Surpassing; H
aggerty

を
参
照
。

5. 

女
性
間
の
愛
を
エ
デ
ン
的
で
精
神
的
な
関
係
と
捉
え
る
こ
と
は
、
十
九
世
紀
の
女
性
間
の
「
姉
妹
愛
」 (sisterhood) 

へ
と
通
じ
る
。
こ
れ
に
関
し
て

は
、C

ott 233–34

を
参
照
。
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
女
性
間
の
無
垢
な
関
係
に
つ
い
て
は
、Sm

ith-R
osenberg

を
参
照
。

6. 

詳
し
く
は
本
書
第
七
章
参
照
。

7. 

ち
な
み
に
、
ド
ナ
・
ラ
ン
ド
リ
ー
は
労
働
階
級
詩
人
の
メ
ア
リ
・
リ
ー
パ
ー
の
詩
の
特
徴
と
し
て
「
法
の
保
護
を
奪
わ
れ
た
女
性
た
ち
の
牧
歌
的
な

緑
の
世
界
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
女
性
間
の
関
係
を
示
す
の
に
、「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
」
で
は
な
く
「
サ
フ
ィ
ッ
ク
」
の
語
を
用
い
て
い
る

(Landry 82)

。

8. 

キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
詩
か
ら
の
引
用
は
次
の
版
に
よ
る
。Poem

s by the M
ost D

eservedly A
dm

ired M
rs. K

atherine Philips T
he 

M
atchless O

rinda (London: printed by J. M
. for H

. H
erringm

an, 1667). 

9. Ponsonby, “Song”(w
r. 1789, pub.1930)

の
引
用
は
、D

onoghue, Poem
s 32

に
よ
る
。

10. 

本
書
第
四
章
七
八
頁
参
照
。

11. 

ピ
オ
ッ
ツ
ィ
の
日
記
に
お
け
る｢

サ
フ
ィ
ス
ト｣

や
「
サ
フ
ィ
ズ
ム
」
の
記
述
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
本
書
第
一
章
三
七
│
三
九
頁
参
照
。

12. 

リ
ス
タ
ー
の
日
記
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
ア
ン
・
リ
ス
タ
ー
の
レ
ス
ビ
ア
ン
日
記
」
を
参
照
。

13. 

ト
ラ
ン
バ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
十
八
世
紀
末
期
は
強
制
的
な
異
性
愛
が
台
頭
し
た
時
代
だ
っ
た
。
詳
し
く
は
、T

rum
bach, “Sex”

を
参
照
。 

14. 

こ
の
詩
に
添
え
た
回
想
に
つ
い
て
は
、
次
の
版
を
参
照
。T

he Poetical W
orks of W

illiam
 W

ordsw
orth, ed. E

dw
ard D

ow
den, 7 vols. (London: 

G
eorge B

ell &
 Sons, 1892) 3: 352.　

な
お
、
こ
の
版
に
お
け
る
同
詩
の
タ
イ
ト
ル
は
、“To the Lady E

. B
. and the H

on. M
iss P”

に
な
っ
て

い
る(3: 47–48)

。

第
三
部　

イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
た
ち

第
六
章　

十
八
世
紀
の
サ
ッ
ポ
ー
た
ち

│
ペ
ン
と
縫
い
針
の
文
芸
的
公
共
圏

1. 

本
書
第
一
章
三
〇
│
三
一
頁
参
照
。

2. 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｈ
・
ヒ
ナ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ン
チ
は
こ
の
詩
を
一
七
一
三
年
出
版
の
『
諸
々
の
詩
』
の
序
詩
と
し
て
考
え
て
い
た
ら
し
い
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(H
innant 13)

。

3. 
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
・
コ
レ
ッ
ジ
所
有
の
フ
ィ
ン
チ
の
五
三
編
の
草
稿
詩
（
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
・
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
）
の
う
ち
、
ポ
ー
プ
へ
の
献
詩 “To M

r 
Pope In answ

er to a copy of verses occasion’d by a little dispute upon four lines in the R
ape of the Lock”

の
一
編
だ
け
が
、W

orks of 
M

r. A
lexander Pope (1717)

に
収
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
て
い
た(M

cG
overn and H

innant, editors’ note xliii)

。

4. 

ベ
イ
ン
と
ジ
ョ
ン
・
ホ
イ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、Todd, Secret Life esp. 174–84, 303–05

を
参
照
。

5. Letters of the R
ight H

onourable Lady M
—

y W
—

y M
—

e

の
出
版
は
彼
女
の
死
の
翌
年
の
一
七
六
三
年
で
あ
る
。 

6. 

ポ
ー
プ
の
詩
中
の
「
デ
リ
ア
」
は
、
メ
ア
リ
・
ス
コ
ッ
ト
・
デ
ロ
レ
イ
ン
侯
爵
夫
人
（
一
七
〇
三
│
四
四
）
の
こ
と
。
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
の
愛
人
で
、

嫉
妬
に
か
ら
れ
女
官
を
毒
殺
し
よ
う
と
し
た
噂
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
ペ
ー
ジ
」
と
は
、
弱
い
者
い
じ
め
で
有
名
な
裁
判
官
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ペ
ー
ジ
卿

（
一
六
六
一
│
一
七
四
一
）
の
こ
と
。

7. “To Ld. H
ervey &

 Lady M
ary W

ortley” 

の
引
用
は
、M

inor Poem
s, ed. N

orm
an A

ult, com
pleted by John B

utt (London: M
ethuen, 

1954) 357

に
よ
る
。

8. 

レ
ベ
ッ
カ
・
グ
ー
ル
ド
・
ギ
ブ
ソ
ン
に
よ
る
と
、
一
六
六
七
年
か
ら
一
七
五
〇
年
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
三
三
冊
の
女
性
の
詩
集
の
う
ち
半
分
が
そ
の

よ
う
な
弁
解
の
言
葉
を
掲
載
し
て
い
た(G

ibson 80)

。

9. T
he Fem

ale W
its, or, T

he T
rium

virate of Poets at R
ehearsal

の
劇
は
一
七
〇
四
年
に
匿
名
出
版
さ
れ
て
い
る
。

10. 

バ
ラ
ー
ド
は
ノ
リ
ッ
ジ
の
ジ
ュ
リ
ア
ナ
の
項
で
、
彼
女
の
『
神
の
愛
の
十
六
の
啓
示
』( Sixteen R

evelations of D
ivine Love, show

d to a D
evout 

Servant of our Lord, called M
other Juliana an A

nchorete of N
orw

ich; W
ho Lived in the D

ays of K
ing E

dw
ard the T

hird)

が
一
六
七
〇
年

に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る(B

allard 2)
。

11. 

ダ
ン
カ
ム
の
『
女
性
讃
歌
』
は
初
版( T

he Fem
iniad)

と
第
二
版( T

he Fem
inead)

で
書
名
の
綴
り
な
ど
が
異
な
る
。
本
書
に
お
け
る
『
女
性
讃
歌
』

か
ら
の
引
用
は
初
版
に
よ
る
。

12. 

第
二
版
で
は
、
初
版
の
第
二
六
七
行
目
の
あ
と
に
十
行
と
注
が
追
加
さ
れ
て
、B

rooke

を
賞
賛
し
て
い
る
。
別
の
文
献
で
は
、B

rookes, B
rooks

と
も
綴
ら
れ
る
。
本
書
一
四
九
、
一
五
〇
頁
の
原
文
を
参
照
。
本
書
で
は
常
に
「
ブ
ル
ッ
ク
」
と
表
記
す
る
。

13. 

ス
ザ
ン
ナ
・
ハ
イ
モ
ア
は
同
名
の
女
性
詩
人
と
肖
像
画
家
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ハ
イ
モ
ア
の
間
の
一
人
娘
で
、
彼
女
自
身
絵
を
描
き
、
詩
を
書
い
た
。

14. 

た
と
え
ば
、
ジ
ェ
ー
ン
・
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
女
性
の
小
説
の
勃
興
と
伝
統
を
論
じ
、
マ
ー
ロ
ン
・
Ｂ
・
ロ
ス
は
い
か
に
女
性
詩
人
た
ち
が
男
性
優
位

の
文
化
の
中
で
女
性
の
声
を
見
出
し
、
伝
統
を
作
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
・
Ｋ
・
メ
ラ
ー
は
「
男
性
的
な
」
ロ
マ
ン
主
義
と
「
女

性
的
な
」
ロ
マ
ン
主
義
を
明
確
に
区
別
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
（
男
性
詩
人
が
叙
事
詩
、
悲
劇
、
挽
歌
、
諷
刺
詩
、
預
言

詩
を
書
く
に
対
し
、
女
性
詩
人
は
短
い
オ
ー
ド
、
ロ
マ
ン
ス
、
バ
ラ
ッ
ド
、
短
い
物
語
詩
、
ソ
ネ
ッ
ト
を
書
く
）
や
テ
ー
マ
の
差
（
男
性
が
創
造
的

な
想
像
力
や
自
己
、
政
治
的
革
命
や
宗
教
的
救
世
主
と
し
て
の
役
割
に
関
心
が
あ
る
に
対
し
、
女
性
は
「
日
常
事
」
や
「
社
会
的
な
交
際
」
に
関
心

が
あ
る
）
を
強
調
し
た(Spencer; R

oss chs. 6–8; M
ellor, R

om
anticism

 2–11)

。
の
ち
に
メ
ラ
ー
は
上
記
の
考
え
を
修
正
し
、
女
性
的
な
詩
を
書
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く“T
he Poetess”

と
男
性
的
な
詩
を
書
く“T

he Fem
ale Poet”

の
二
つ
の
女
性
詩
人
の
伝
統
を
提
示
し
た
（M

ellor, “Fem
ale Poet”

）。

15. T
he Lives of the Poets of G

reat B
ritain and Ireland

第
一
巻
の
扉
頁
に
は
編
纂
者
と
し
て
、“M

r. C
ibber”

の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実

際
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
詩
人
の
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ー
ル
ズ
（
一
七
〇
〇
前
頃
│
五
三
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
第
二
巻
以
降
の
扉
頁

に
は“B

y M
r. C

ibber, and other hands”

と
あ
る
。E

ighteenth C
entury C

ollections O
nline

の
出
典
で
は
編
纂
者
名
は
シ
ー
ル
ズ
に
な
っ
て
い

る
。
本
書
で
は
便
宜
上
編
纂
者
を
セ
オ
フ
ィ
ラ
ス
・
シ
バ
ー
と
し
て
記
す
。
彼
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
座
元
兼
俳
優
・
劇
作
家
・
詩
人
の
コ
リ
ー
・

シ
バ
ー
の
息
子
で
、
本
人
も
俳
優
・
劇
作
家
だ
っ
た
。

16. 

メ
ア
リ
・
マ
ス
タ
ー
ズ
はPoem

s on Several O
ccasions (London: printed by T. B

row
ne for the A

uthor, 1733)

を
出
版
し
た
こ
と
だ
け
が
知

ら
れ
て
い
る
。

17. 

ア
ン
ナ
・
レ
テ
ィ
シ
ア
・
エ
イ
キ
ン
は
一
七
七
四
年
に
結
婚
し
て
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド
の
姓
に
な
っ
た
。
彼
女
は
エ
イ
キ
ン
よ
り
も
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
で
は
後
者
の
姓
を
常
に
使
用
す
る
。

18. “Verses on M
rs R

ow
e”

か
ら
の
引
用
は
、A

nna Laetitia A
ikin, Poem

s, 3rd ed. (London: printed for Joseph Johnson, 1773) 101–03

に
よ

る
。

19. 

ロ
ン
ド
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
（
一
七
八
七
没
）
の
油
絵
「
ア
ポ
ロ
神
殿
の
女
神

た
ち
に
扮
し
た
肖
像
画
」（「
グ
レ
イ
ト
ブ
リ
テ
ン
の
現
代
の
九
女
神
」） （
一
七
七
八
） （
図
版
13
）
は
、
一
七
七
九
年
の
ロ
ー
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
展

で
展
示
さ
れ
た
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
九
女
神
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
リ
フ
ィ
ス
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
カ
ー
タ
ー
、
シ
ャ

ー
ロ
ッ
ト
・
レ
ノ
ッ
ク
ス
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
リ
ン
レ
イ
・
シ
ェ
リ
ダ
ン
、
画
家
の
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
（
一
七
四
一
│
一
八
〇
七
）、
キ
ャ

サ
リ
ン
・
マ
コ
ー
リ
ー
、
ア
ン
ナ
・
レ
テ
ィ
シ
ア
・
エ
イ
キ
ン
・
バ
ー
ボ
ウ
ル
ド
、
ハ
ン
ナ
・
モ
ア
で
あ
る
。
こ
の
油
絵
に
先
立
っ
て
一
七
七
七
年

に
出
た
ペ
ー
ジ
彫
版
に
よ
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
絵 （
図
版
14
） 

は
、「
グ
レ
イ
ト
ブ
リ
テ
ン
の
現
代
の
九
女
神
」
の
タ
イ
ト
ル
を
も
ち
、
人
物
配
置
が
油

絵
の
も
の
と
は
左
右
逆
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
油
絵
の
ア
ポ
ロ
像
の
部
分
が
グ
レ
イ
ト
ブ
リ
テ
ン
を
象
徴
す
る
ブ
リ
タ
ニ
ア
像
に
な
っ
て
い
る
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
の
「
九
女
神
」
の
絵
を
め
ぐ
る
当
時
の
文
化
的
状
況
に
つ
い
て
は
、E

ger, “R
epresenting C

ulture”

を
参
照

20. “T
he Fem

ale R
ight to Literature, in a Letter to a young Lady, from

 Florence”

は
一
七
四
八
年
出
版
の
選
詩
集
に
匿
名
で
発
表
さ
れ
た( A

 
C

ollection of Poem
s, by Several H

ands, 2: 295–302)

。
ト
マ
ス
・
シ
ー
ワ
ー
ド
は
詩
人
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
の
父
親
で
あ
る
。

21. 

ア
ン
・
Ｋ
・
メ
ラ
ー
は
、『
国
家
の
母
た
ち
』（
二
〇
〇
〇
）
に
お
い
て
、
ロ
マ
ン
主
義
時
代
に
、
女
性
は
男
性
と
同
じ
公
共
圏
に
参
加
し
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
、
奴
隷
制
反
対
運
動
、
家
庭
や
国
家
の
経
済
な
ど
幅
広
い
ト
ピ
ッ
ク
に
対
し
て
自
由
な
意
見
を
新
聞
雑
誌
や
書
籍
な
ど
の
印
刷
物
を
通
じ
て

の
み
な
ら
ず
、
討
論
ク
ラ
ブ
や
劇
場
の
よ
う
な
公
の
場
に
お
い
て
も
発
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
特
に
奴
隷
制
や
奴
隷
貿
易
廃
止
問
題
は
、
一
七

八
七
年
の
奴
隷
貿
易
廃
止
委
員
会
結
成
か
ら
一
八
〇
七
年
の
奴
隷
貿
易
廃
止
法
案
の
議
会
通
過
ま
で
、
議
会
の
内
外
で
最
も
重
要
な
政
治
的
話
題
で

あ
り
、
男
性
だ
け
で
な
く
女
性
に
よ
っ
て
も
公
の
場
で
繰
り
返
し
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ばD

eirdre C
olem

an; 
C

olley 278; D
avies; Ferguson, Subject; M

idgley; R
ichardson

な
ど
を
参
照
。
拙
稿
「
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
女
性
詩
人
と
反
奴
隷
制
運
動
」
は
、
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主
と
し
て
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
反
奴
隷
制
の
詩
を
扱
っ
て
い
る
。

22. M
oody, “Sappho B

urns her B
ooks and C

ultivates the C
ulinary A

rts” 

か
ら
の
引
用
は
、Lonsdale, ed. E

ighteenth C
entury W

om
en Poets

に
よ
る
。

第
七
章　

ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
と
サ
ッ
ポ
ー
の
伝
統

1.	

西
洋
に
お
い
て
サ
ッ
ポ
ー
と
呼
ば
れ
た
女
性
詩
人
た
ち
に
関
し
て
、
本
書
第
六
章
と
第
九
章
の
他
にLipking 97–98; Prins 197, 208; R

eynolds, 
Sappho C

om
panion 8; D

avid R
obinson 170–71, and passim

を
参
照
。

2.	

メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
関
し
て
は
、
本
書
第
九
章
参
照
。

3.	

ホ
ノ
ー
ラ
の
死
後
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
ヴ
ェ
ル
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
は
そ
の
妹
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
結
婚
し
、
さ
ら
に
そ
の
三
番
目
の
妻
の
死
後
、
一
七

九
八
年
に
四
回
目
の
結
婚
を
す
る
。
子
ど
も
は
全
部
で
二
二
人
い
た
。
小
説
家
の
マ
ラ
イ
ア
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
は
一
番
目
の
妻
の
長
女
。
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ラ
ヴ
ェ
ル
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
子
ど
も
た
ち
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。B

utler, “A
ppendix A

: T
he C

hildren of R
ichard Lovell 

E
dgew

orth (1744–1817),” M
aria E

dgew
orth 499.

4.	

ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
の
貴
婦
人
た
ち
を
称
え
る
シ
ー
ワ
ー
ド
の
詩
に
関
し
て
は
、
本
書
第
五
章
九
六
│
一
〇
一
頁
参
照
。

5.	C
oote 177–81; Faderm

an, C
hloe 37–43; D

onoghue, Poem
s 26–27; C

astle, Literature 339–41.　

そ
の
他
、
シ
ー
ワ
ー
ド
を
同
性
愛
者
と
し
て

扱
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、Sum

m
ers 607–08

を
参
照
。

6.	

た
と
え
ば
、
次
を
参
照
。K

elly, introduction, A
nna Sew

ard xii–xiv; Franklin, introduction, Louisa viii–ix. 

7.	

以
下
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
参
照
。 A

rm
strong, B

ristow
 and Sharrock 28–29; A

shfield 1–9; B
reen 36–38; Feldm

an 647–61; W
u 1–7.

8.	Feldm
an, headnote to “A

nna Sew
ard,” 648–50. 

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
所
収
の
シ
ー
ワ
ー
ド
の
十
一
編
の
う
ち
、
四
編
が
ホ
ノ
ー

ラ
に
つ
い
て
の
詩
で
あ
る
。

9.	

カ
ト
ゥ
ル
ス
の
ラ
テ
ン
語
の
「
51
番
」
と
そ
の
英
訳
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。Reynolds, Sappho C

om
panion 75– 76.  

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ア
デ
ィ
ソ
ン

は
『
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
』
誌
第
二
二
九
号
（
一
七
一
一
年
十
一
月
二
二
日
）
で
、 

カ
ト
ゥ
ル
ス
の
「
51
番
」
の
ラ
テ
ン
語
版
を
掲
載
し
た
が
、
最
後
の

四
行
を
省
略
し
た (Joseph A

ddison 2: 390–91)

。
サ
ッ
ポ
ー
の
「
断
篇
31
」
と
カ
ト
ゥ
ル
ス
の
「
51
番
」
を
比
較
し
た
論
文
と
し
て
は
、 O’ H

iggins

を
参
照
。

10. “T
im

e Past. W
ritten Jan. 1773”

の
タ
イ
ト
ル
と
日
付
は
一
八
一
〇
年
出
版
の
ス
コ
ッ
ト
編
版
に
よ
る
。
一
七
九
六
年
の
『
ス
ラ
ン
ゴ
ス
レ
ン
渓
谷

お
よ
び
そ
の
他
の
詩
』
に
収
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
と
き
の
タ
イ
ト
ル
は
、“To T

im
e Past, W

ritten D
ec. 1772” 

だ
っ
た
。

11. W
illiam

 H
ayley, “To M

iss Sew
ard. Im

prom
putu”

は
、Sew

ard, Poetical W
orks 2: 66–67

に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
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12. 

金
銭
ず
く
の
結
婚
に
対
す
る
シ
ー
ワ
ー
ド
の
批
判
に
関
し
て
は
、K

elly, introduction, A
nna Sew

ard xiii–xvi

を
参
照
。

第
八
章　

二
人
の
女
性
と
一
人
の
男
性
の
楽
園

│
ア
ン
ナ
・
シ
ー
ワ
ー
ド
の
『
ル
イ
ー
ザ
』

1. 

本
書
に
お
け
る
『
ル
イ
ー
ザ
』
か
ら
の
引
用
は
、
ス
コ
ッ
ト
編
のPoetical W

orks

の
巻
数
と
頁
数
を
示
す
。

2. 

サ
ヴ
ィ
ル
に
つ
い
て
は
、
シ
ー
ワ
ー
ド
自
身
の
死
の
直
前
に
書
か
れ
た
彼
女
の
最
後
の
詩
「
思
い
出
に
寄
せ
て
」(“To R

em
em

brance”)

で
、
彼
の

死
に
言
及
し
た
だ
け
で
あ
る
。

3. 

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
神
学
者
の
ピ
エ
ー
ル
・
ア
ベ
ラ
ー
ル
（
一
〇
七
九
│
一
一
四
二
）
と
そ
の
教
え
子
の
エ
ロ
イ
ー
ズ
（
一
一
六
四
没
）
の
悲
恋

は
、
ポ
ー
プ
の
一
七
一
七
年
の
詩
「
ア
ベ
ラ
ー
ド
に
宛
て
た
エ
ロ
イ
ー
ザ
の
手
紙
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ル
ソ
ー
の
小
説Julie ou la nouvelle 

H
éloïse: Lettres de deux am

ants, habitants d’une petite ville au pied des A
lpes (1761)

に
も
影
響
を
与
え
た
。
ち
な
み
に
、
ル
ソ
ー
の
小
説
の

原
題
は
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
前
「
ジ
ュ
リ
」
が
最
初
に
き
て
い
る
が
、
最
初
の
英
訳
版
（
一
七
六
一
）
で
は
、
翻
訳
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ケ
ン
ウ
ィ
ッ
ク

に
よ
っ
て
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
前
が
「
エ
ロ
イ
ー
ザ
」
に
変
え
ら
れ
、
タ
イ
ト
ル
もE

loisa: or, A
 Series of O

riginal Letters

に
変
更
さ
れ
た
。「
ジ
ュ

リ
」
の
名
前
が
回
復
し
た
の
は
一
七
七
三
年
の
英
訳
版Julia: or, T

he N
ew

 E
loisa, A

 Series of O
riginal Letters

で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
ケ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
訳
の
『
エ
ロ
イ
ー
ザ
』
版
は
一
七
六
一
年
か
ら
一
八
一
〇
年
ま
で
十
五
回
ほ
ど
再
発
行
さ
れ
た
。

Stew
art, introduction, Julie xiii–xiv

と
同
書A

ppendix V
I

中
の
英
訳
版
の
リ
ス
ト(650)

を
参
照
。
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
小
説
に
与

え
た
ル
ソ
ー
の
『
新
エ
ロ
イ
ー
ズ
』
の
影
響
に
関
し
て
は
、
鈴
木
を
参
照
。

4. 

た
と
え
ば
、「
ホ
ノ
ー
ラ
・
ス
ニ
ー
ド
嬢
へ
の
書
簡
、
一
七
七
二
年
五
月
」
と
い
う
詩
の
中
で
、
シ
ー
ワ
ー
ド
は
ホ
ノ
ー
ラ
に
「
私
の
魂
の
妹
」
と
し

て
呼
び
か
け
て
い
る(“E

pistle to M
iss H

onora Sneyd, M
ay 1772,” line 35)

5. 

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ケ
リ
ー
は
、「
エ
ミ
リ
ア
に
宛
て
た
エ
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
の
手
紙
」
が
当
時
の
多
く
の
若
者
の
状
況
を
反
映
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る

(K
elly, introduction, A

nna Sew
ard xiv)

。
ロ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
十
八
世
紀
の
結
婚
は
「
厳
密
に
は
愛
と
至
福
に
つ
い
て
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
も
っ
と
広
い
問
題
で
あ
る
一
族
の
方
針
、
名
誉
と
血
統
と
財
産
の
確
保
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
」(Porter 26)

。

6. 

本
書
第
五
章
九
八
│
九
九
頁
参
照
。

7. 

ジ
ュ
リ
と
ク
レ
ア
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
友
愛
関
係
に
つ
い
て
、
詳
し
く
はFaderm

an, Surpassing 78–79

を
参
照
。

8. 

ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
、
カ
リ
ュ
プ
ソ
ー
は
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
オ
ー
ギ
ュ
ギ
ア
島
に
漂
着
し
た
と
き
七
年
間
引
き
留
め
た
ニ
ン
フ
。
プ
ロ
ー
テ
ウ
ス
は

変
幻
自
在
な
姿
と
予
言
力
を
有
し
た
海
神
。

9. 

シ
ー
ワ
ー
ド
は
ポ
ー
プ
の
次
の
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
。Pope, “E

pistle II: To a Lady: O
f the C

haracters of W
om

en,” lines 215–26.
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第
九
章　

甦
っ
た
女
性
詩
人

│
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』

1. 

記
事
中
の
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
の
引
用
は
、『
歌
章
』
第
三
巻
三
〇
の
一
行
目
か
ら
で
、
自
分
の
詩
の
価
値
と
不
滅
性
を
主
張
し
た
箇
所 (H

orace, 
T

he O
des III. O

de X
X

X
, lines 1–2)

。

2. 

サ
ッ
ポ
ー
の“fall”

の
二
重
の
意
味
に
関
し
て
は
、Lipking 61–68

を
参
照
。

3. “T
he new

 V
is-a-vis, or Florizel driving Perdita”

の
諷
刺
画
の
背
景
に
関
し
て
は
、Pascoe, R

om
antic T

heatricality 149–50

を
参
照
。

4. 

一
七
八
〇
年
代
初
期
の
間
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
そ
の
恋
人
た
ち
の
話
は
、『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』、『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』、『
モ
ー
ニ
ン

グ
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
な
ど
の
日
刊
紙
で
逐
一
報
じ
ら
れ
た
。
詳
し
く
は
、B

ass, chs. 18–19

を
参
照
。

5. Jam
es G

illray, T
he T

hunderer (1798)

の
戯
画
に
関
し
て
は
、Fergus and T

haddeus194; Pascoe, R
om

antic T
heatricality 140

を
参
照
。. 

6. 

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
自
伝
は
彼
女
の
死
に
よ
っ
て
未
完
に
終
わ
っ
た
が
、
あ
と
を
託
さ
れ
た
一
人
娘
で
作
家
の
メ
ア
リ
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に

よ
っ
て
完
成
さ
れ
、
一
八
〇
一
年
に
全
四
巻
の
『
故
ロ
ビ
ン
ソ
ン
夫
人
の
回
顧
録
お
よ
び
遺
稿
集
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

7. 

の
ち
に
メ
ア
リ
・
ヘ
イ
ズ
も
『
女
性
評
伝
集
』（
一
八
〇
三
）
の
「
サ
ッ
ポ
ー
」
の
項
で
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
を
再
評
価
し
、「
サ
ッ
ポ
ー
に
帰
さ
れ
て
き

た
淫
ら
な
こ
と
は
誹
謗
で
あ
る
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
」 (H

ays, Fem
ale B

iography 6: 381) 

と
断
定
し
た
。

8. 

『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
タ
イ
ト
ル
は
、“T

he Subject of E
ach Sonnet”

と
題
し
た
目
次
に
だ
け
記
さ
れ
て
い

る
が
、
本
書
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
ネ
ッ
ト
番
号
の
あ
と
に
も
記
す
。

9. 

詩
中
の
「
エ
ト
ナ
山
」
は
シ
チ
リ
ア
島
に
あ
る
活
火
山
。「
イ
ダ
リ
ウ
ム
」
は
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
が
祀
ら
れ
て
い
る
キ
プ
ロ
ス
近
く
の
古
代
都
市
。

10. 

相
似
し
た
表
現
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
メ
イ
ソ
ン
の
劇
詩
『
サ
ッ
ポ
ー
』（
一
七
九
七
）
の
終
幕
場
面
に
も
見
ら
れ
る
が
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
ソ
ネ
ッ
ト
と

違
っ
て
地
上
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ー
の
蘇
生
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
な
い
。
メ
イ
ソ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
は
死
を
決
意
し
た
あ
と
、
追
い
す
が
る
パ
オ
ー
ン
を
決

然
と
は
ね
の
け
、
レ
ス
ボ
ス
か
ら
一
緒
に
来
た
お
供
の
女
性
た
ち
に
向
か
っ
て
「
不
実
な
男
性
を
憎
む
こ
と
が
な
い
と
し
て
も
、
そ
ん
な
男
性
を
信

用
し
な
い
こ
と
を
学
び
な
さ
い
」(M

ason, Sappho 3. 7)

と
い
う
遺
言
を
残
す
。
こ
う
し
て
男
性
へ
の
愛
を
断
ち
切
っ
た
サ
ッ
ポ
ー
は
、
投
身
自
殺

す
る
と
、「
白
鳥
」（
す
な
わ
ち
、
偉
大
な
詩
人
）
と
し
て
天
に
舞
い
上
が
り
、
地
上
に
は
「
不
朽
の
名
声
」(M

ason, Sappho 3. 7) 

だ
け
が
残
る
。

メ
イ
ソ
ン
の
サ
ッ
ポ
ー
像
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
拙
稿
「
男
装
の
サ
ッ
ポ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
参
照
。

11. 

サ
ッ
ポ
ー
の
死
の
年
や
場
所
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
推
測
に
関
し
て
は
、R

oche 36–38

を
参
照
。

12. A
 Letter to the W

om
en of E

ngland, on the Injustice of M
ental Subordination

の
第
二
版
は
著
者
名
を
記
し
、
タ
イ
ト
ル
をT

houghts on the 
C

ondition of W
om

en, and on the Injustice of M
ental Subordination

に
変
え
て
、
同
年
に
出
版
さ
れ
た
。
本
書
に
お
け
る
引
用
は
初
版
に
よ
る
。

13. 

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
カ
ラ
ン
は
、『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
紙
で
ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
用
い
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
詩
と
散
文
含
め
約
十(Sappho, Laura, 

Laura M
aria, Lesbia, M

. R
., O

beron, the Sylphid, T. B
. , Tabitha B

ram
ble, T

itania)
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る(C

urran 34n15)

。
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14. 

ロ
ビ
ン
ソ
ン
が 『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』 

紙
に
ど
の
詩
を
ど
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
た
か
は
、 

パ
ス
コ
ー
編
集 『
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
詩
選
集
』

（
二
〇
〇
〇
）
中
の“A

ppendix D
: Publication histories of R

obinson’s poem
s”

の
リ
ス
ト
を
参
照
。

15. 
ち
な
み
に
、[D

avid R
ivers,] Literary M

em
oirs of Living A

uthors of G
reat B

ritain

に
は
サ
ウ
ジ
ー
の
項
は
あ
る
が
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
と
ワ
ー

ズ
ワ
ス
の
項
は
な
い
。

16. 

『
リ
リ
カ
ル
・
テ
ー
ル
ズ
』
の
大
部
分
は
、『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
紙
へ
の
寄
稿
詩
か
ら
な
る
。
ロ
ン
グ
マ
ン
社
は
こ
の
詩
集
を
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と

コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
『
リ
リ
カ
ル
・
バ
ラ
ッ
ズ
』
第
二
版
を
出
す
一
ヶ
月
前
に
、
そ
し
て
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
死
の
八
日
前
に
、
同
じ
印
刷
業
者
ビ
ッ
ク
ス
・

ア
ン
ド
・
コ
ッ
ト
ル
か
ら
一
二
五
〇
部
出
版
し
、
六
三
ポ
ン
ド
支
払
っ
た
。
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
カ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
ヶ
月
以
内
に
こ
れ
ほ
ど
似
て

い
る
タ
イ
ト
ル
を
載
せ
、
印
刷
部
数
も
そ
れ
に
対
す
る
支
払
い
金
も
か
な
り
高
額
で
あ
る
の
は
、
市
場
に
敏
感
な
ロ
ン
グ
マ
ン
社
が
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と

コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
よ
り
も
は
る
か
に
名
が
売
れ
て
い
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
能
力
と
人
気
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
両
者
の
詩
が
同
じ
特
徴
を
持
つ

と
解
釈
さ
れ
る
の
は
有
益
で
あ
る
と
計
算
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
（C

urran 17–19

）。

17. 

次
の
論
文
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
出
版
が
金
銭
的
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
詳
し
い
証
拠
を
挙
げ
て
い
る
。Fergus and T

haddeus 191–97, 
200–01. 

18. 

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
『
回
顧
録
』
に
お
い
て
も
、「
こ
れ
ら
の
頁
は
真
実
の
頁
で
、
架
空
の
物
語
に
飾
ら
れ
て
い
な
い
し
、
優
雅
な
言
葉
遣
い
で
潤
色
さ
せ

て
も
い
な
い
」( M

em
oirs of the Late M

rs. R
obinson 1: 122)

と
主
張
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
際
は
過
去
の
汚
名
を
晴
ら
す
た
め
に
、
プ
リ
ン
ス
・

オ
ヴ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
以
外
の
他
の
男
性
た
ち
と
の
関
係
な
ど
を
巧
妙
に
隠
し
つ
つ
、
作
家
と
し
て
の
天
賦
の
才
能
に
恵
ま
れ
た
内
省
的
な
女
性
と
し

て
の
自
己
像
を
提
供
し
た
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
『
回
顧
録
』
や
そ
の
他
の
著
作
品
に
お
け
る
戦
略
的
な
自
己
表
現
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
拙
稿
「『
私
』

を
売
る
女
」、Peterson, “B

ecom
ing” 36–44; T

y
を
参
照
。

第
十
章　

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
と
サ
ッ
ポ
ー
と
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

1. 

本
書
に
お
け
る
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
作
品
か
ら
の
引
用
は
、
次
の
版
に
よ
り
、
巻
数
と
頁
数
を
示
す
。T

he W
orks of M

ary W
ollstonecraft, ed. 

Janet Todd and M
arilyn B

utler, 7 vols. (London: Pickering, 1989).

2. 

デ
オ
ン
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
次
を
参
照
。Friedli 244–46; K

ates, “D
’E

on”; K
ates, M

onsieur d’E
on; Peakm

an 211–17.　

デ
オ
ン
に
対
す
る

当
時
の
マ
ス
コ
ミ
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
十
一
章
二
五
八
│
六
〇
頁
も
参
照
。
な
お
、
心
理
学
者
ハ
ヴ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
は
デ
オ
ン
の
名
か

ら
、
主
に
男
性
の
「
服
装
倒
錯
」
を
意
味
す
る
「
エ
オ
ニ
ズ
ム
」
の
語
を
作
っ
た(E

llis, E
onism

 and O
ther Supplem

entary Studies)

。
し
か
し
、

ゲ
ー
リ
ー
・
ケ
イ
ツ
に
よ
れ
ば
、
デ
オ
ン
は
男
性
の
服
や
男
性
的
活
動
に
強
い
不
快
を
示
さ
な
か
っ
た
よ
う
だ(K

ates, “D
’E

on” 185)

。

3. 

本
書
第
一
章
参
照
。
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4. 
本
書
第
九
章
参
照
。

5. 
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
訳
に
よ
る
サ
ッ
ポ
ー
の
「
断
篇
31
」
はJoseph A

ddison 2: 392

、「
断
篇
1
」
は Joseph A

ddison 2: 367–69

に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

6. 

本
書
第
一
章
二
三
│
二
五
頁
、
旅
行
書
に
お
け
る
ト
ル
コ
風
呂
の
描
写
を
参
照
。

7. 

本
書
第
三
章
六
八
│
六
九
頁
参
照
。
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
男
性
同
性
愛
者
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、T

rum
bach,  “Sex” 

92– 94

参
照
。

8. 

十
八
世
紀
末
期
の
「
情パ
ッ
シ
ョ
ン
レ
ス

欲
の
な
い
女
性
」
像
や
「「
母
性
的
な
女
性
」
像
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
、
本
書
五
章
一
一
〇
頁
に
お
け
る
ト
マ
ス
・
ラ
カ
ー

や
ル
ー
ス
・
ペ
リ
ー
の
論
議
を
参
照
。
そ
の
他
、
ナ
ン
シ
ー
・
Ｆ
・
コ
ッ
ト
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
女
性
の
「
情
欲
の
な
さ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

の
発
生
を
一
七
九
〇
年
代
か
ら
一
八
三
〇
年
代
の
福
音
主
義
信
仰
の
台
頭
と
関
連
し
て
い
る
と
指
摘
す
る(C

ott 221)

。

9. 

メ
ア
リ
の
「
男
ら
し
さ
」
と
同
性
愛
的
傾
向
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ばC

laudia Johnson 48–58; Tauchert

を
参
照
。

10. 

「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
二
三
・
三
〇
参
照
。

11. 

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
自
身
の
当
時
の
手
紙
か
ら
も
フ
ァ
ニ
ー
に
対
す
る
熱
愛
が
伺
え
る
。
た
と
え
ば
、
友
人
の
ジ
ェ
ー
ン
・
ア
ー
デ
ン
（
一
七
五

八
│
一
八
四
〇
）
宛
て
の
一
七
七
九
年
五
・
六
月
頃
の
手
紙
で
は
、
フ
ァ
ニ
ー
の
こ
と
を
「
世
界
中
の
誰
よ
り
も
私
が
愛
す
る
人
」、「
感
謝
と
好
き

な
気
持
ち
の
あ
ら
ゆ
る
絆
で
私
が
結
ば
れ
て
い
る
友
人
」
と
呼
び
、「
こ
の
友
人
と
一
緒
に
住
む
こ
と
は
私
の
大
望
の
極
致
な
の
で
す
」 ( C

ollected 
Letters 67) 

と
述
べ
て
い
る
。

12. 

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
よ
る
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
二
度
の
自
殺
未
遂
の
描
写
は
、G

odw
in 123–34

を
参
照
。.

13. 

詳
し
く
は
、
本
書
第
二
章
五
三
│
五
四
頁
参
照
。

14. 

た
だ
し
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
が
『
女
性
の
虐
待
』
で
目
指
し
た
の
は
、
た
だ
単
に
女
性
の
虐
待
の
例
を
列
挙
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
彼
女
は
母

親
＝
著
者
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
、
娘
＝
読
者
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
虐
待
物
語
を
警
告
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
中
で
「
あ

る
が
ま
ま
の
自
分
」
で
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
諭
す
。「
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
」
と
は
、『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
が
提
示
し
た
よ
う
な
男
性
的
な
理

性
を
持
つ
自
己
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
男
性
優
位
の
社
会
に
順
応
す
る
よ
う
な
偽
り
の
感
受
性
に
囚
わ
れ
た
自
己
で
も
な
く
、
女
性
の
中
で
自
発
的

に
生
じ
る
「
真
の
感
受
性
」
に
忠
実
な
自
己
を
指
す
。
し
か
し
、
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
考
え
る
「
真
の
感
受
性
」
の
概
念
自
体
、
女
性
の
自
己

と
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
矛
盾
を
は
ら
み
、
袋
小
路
に
突
き
当
た
っ
て
い
る
。『
女
性
の
虐
待
』
に
お
け
る
ジ
レ
ン
マ
や
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の

感
受
性
観
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
拙
稿“Self and Society”

、「
感
受
性
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
参
照
。

15. 

そ
の
他
、
次
の
雑
誌
な
ど
が
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
や
『
女
性
の
虐
待
』
の
不
道
徳
性
を
非
難
す
る
書
評
を
載
せ
た
。T

he C
ritical R

eview
 22 

(1798): 414–19; T
he M

onthly M
irror 5 (1798): 153–57; T

he M
onthly R

eview
 27 (1798): 321–27; T

he E
uropean M

agazine 33 (1798): 
246–51.

16. 

『
ア
ン
テ
ィ
・
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
』
の
編
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ
フ
ォ
ー
ド
（
一
七
五
六
│
一
八
二
六
）
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
た
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ス
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の
『
諷
刺
詩
』
は
一
八
〇
二
年
に
出
版
さ
れ
た
。
ポ
ル
ウ
ェ
ル
は
『
女
ら
し
さ
を
失
っ
た
女
た
ち
』
の
脚
注
で
、「
私
は
、
こ
の
諷
刺
詩
の
見
事
な
翻

訳
の
手
書
き
原
稿
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
の
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ウ
ス
完
全
版
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
期
待
が
ま
も
な
く
満
た
さ
れ
た
い
も
の
だ
」

(Polw
hele 6n)

と
、
述
べ
て
い
る
。

17. 

ジ
ョ
ン
・
ド
ラ
イ
デ
ン
に
よ
る
一
六
九
三
年
の
英
訳
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ
フ
ォ
ー
ド
の
一
八
〇
二
年
の
英
訳
ま
で
の
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ス
の
『
諷
刺
詩
』

に
つ
い
て
、
詳
し
く
はD

onoghue, Passion 212–13

参
照
。

18. 

十
九
世
紀
は
じ
め
に
は
、
リ
ス
タ
ー
も
一
八
二
三
年
六
月
二
六
日
と
同
年
八
月
五
日
の
日
記
の
中
で
記
し
て
い
る(Lister, I K

now
 268, 273)

。

第
十
一
章　

舞
台
の
上
の
異
性
装
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

│
マ
ラ
イ
ア
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
『
ベ
リ
ン
ダ
』

1. 

一
八
一
〇
年
の
改
訂
の
詳
細
に
関
し
て
は
、K

irkpatrick, “‘G
entlem

en’”; K
irkpatrick, note on the text, B

elinda

を
参
照
。

2. 

本
書
に
お
け
る
『
ベ
リ
ン
ダ
』
か
ら
の
引
用
は
、
初
版
に
基
づ
くB

elinda, ed. E
iléan N

i C
huilleanáin(London: E

verym
an, 1993)

の
版
に
よ

る
。

3. 

十
八
世
紀
の
女
性
兵
士
に
関
し
て
は
、
本
書
第
三
章
参
照
。

4. 

こ
の
読
み
はK

irkpatric, introduction, B
elinda xx

の
指
摘
に
よ
る
。

5. 

そ
の
他
、
男
性
的
な
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
嬢
に
つ
い
て
の
言
及
は
、Lister, I know

 256, 270

を
参
照
。

6. 

デ
オ
ン
の
生
涯
に
関
す
る
文
献
は
、
本
書
第
十
章
注
2
参
照
。

7. 

ド
ロ
シ
ー
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
の
ズ
ボ
ン
役
に
対
す
る
当
時
の
反
応
に
関
し
て
、
詳
し
く
はM

arsden

を
参
照
。

8. 

本
書
第
一
章
二
六
│
二
八
頁
参
照
。
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v
v

あ
と
が
きv

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

　

リ
ラ
を
手
に
し
た
白
い
彫
像
に
、
誰
が
い
つ
何
の
た
め
に
色
ペ
ン
キ
で
落
書
き
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ミ
ソ
ロ
ン
ギ
で
開
催
さ
れ
た
第
三

五
回
バ
イ
ロ
ン
国
際
学
会
に
参
加
し
た
あ
と
、
念
願
の
レ
ス
ボ
ス
島
に
渡
っ
た
私
は
、
ア
メ
リ
カ
人
芸
術
家
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
・
フ
ォ
ー
シ

ュ
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
サ
ッ
ポ
ー
の
無
残
な
姿
を
目
に
し
て
言
葉
を
失
っ
た
。
汚
さ
れ
て
い
な
い
サ
ッ
ポ
ー
は
も
は
や
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
中
に
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

二
年
前
の
九
月
に
見
た
サ
ッ
ポ
ー
の
彫
像
は
、
ま
さ
し
く
西
洋
の
長
い
歴
史
を
通
し
て
誹
謗
中
傷
を
受
け
て
き
た
レ
ス
ボ
ス
の
サ
ッ
ポ

ー
で
あ
る
。
今
で
は
ミ
テ
ィ
リ
ネ
市
に
よ
っ
て
ペ
ン
キ
が
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
が
、
十
八
世
紀
末
期
の
イ
ギ
リ
ス

で
、
古
代
詩
人
の
名
誉
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
の
が
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
ポ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
メ
ア
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
だ
っ
た
。
イ

ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
女
性
作
家
た
ち
を
研
究
対
象
と
し
て
い
た
私
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
『
サ
ッ
ポ
ー
と
パ
オ
ー
ン
』
を
読
ん

で
、
サ
ッ
ポ
ー
と
は
じ
め
て
出
会
っ
た
。
そ
し
て
、
科
学
研
究
費
に
よ
る
大
規
模
な
共
同
研
究
「
古
典
学
の
再
構
築
」
中
の
「
伝
承
と
受

容
（
世
界
）」
班
の
末
席
を
汚
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
す
っ
か
り
サ
ッ
ポ
ー
に
の
め
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
サ
ッ
ポ
ー
の
伝
承
と
受
容
を

辿
る
た
め
に
は
、
私
が
そ
れ
ま
で
と
っ
て
き
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

や
歴
史
の
視
点
が
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
批
評
道
具
を
携
え
て
、
古
代
の
サ
ッ
ポ
ー
や
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
た
ち
を
追
い
か

け
て
か
ら
、
十
年
経
つ
。
今
で
は
私
の
興
味
は
男
性
の
ロ
マ
ン
派
詩
人
が
描
い
た
サ
ッ
ポ
ー
像
へ
と
移
っ
て
い
る
が
、
詳
細
な
分
析
を
要

す
る
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
ポ
ー
た
ち
の
テ
ク
ス
ト
も
ま
だ
多
く
残
っ
て
お
り
、
畢
生
の
仕
事
に
な
る
と
予
想
す
る
。
そ
れ
故
、
サ
ッ
ポ
ー
研

究
十
周
年
記
念
の
年
に
、
一
応
の
区
切
り
と
し
て
、
本
書
を
刊
行
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
最
大
の
喜
び
で
あ
る
。

　

こ
の
十
年
の
間
に
研
究
環
境
は
激
変
し
た
。
最
初
の
頃
は
、
サ
ッ
ポ
ー
受
容
関
連
の
文
献
を
求
め
て
、
大
英
図
書
館
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
図
書
館
の
稀
覯
書
室
に
足
を
運
び
、
高
い
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
代
を
払
う
か
、
自
分
で
筆
写
し
た
り
し
た
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
版
フ
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ル
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
のE

ighteenth C
entury C

ollections O
nline

やE
arly E

nglish B
ooks O

nline

の
登
場
に
よ
り
、
一

次
資
料
を
簡
単
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
検
索
も
可
能
に
な
っ
た
。
本
書
で
使
用
し
て
い
る
十

七
世
紀
や
十
八
世
紀
の
一
次
資
料
の
多
く
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
手
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
本
国
内
でE

C
C

O

や

E
E

B
O

を
導
入
し
て
い
る
恵
ま
れ
た
大
学
は
ま
だ
数
え
る
く
ら
い
し
か
な
い
上
、
他
大
学
者
に
は
ア
ク
セ
ス
権
も
な
い
の
で
、
閲
覧
許
可

書
保
持
者
全
員
に
開
放
し
て
い
る
海
外
の
上
記
図
書
館
な
ど
を
利
用
し
た
。
な
お
、
貴
重
な
資
料
収
集
を
思
う
存
分
に
で
き
た
の
は
、
平

成
十
三
│
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
定
領
域
研
究 （
Ａ
） 

118
） (13018235)

、
平
成
十
五
│
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基

盤
研
究 （
Ｃ
）） (15510224)

、
平
成
十
九
│
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究 （
Ｃ
）） (19510282)

と
（
基
盤
研
究 （
Ｂ
）） 

(19320047)

の
助
成
の
お
か
げ
で
あ
る
。
こ
こ
に
付
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　

本
書
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
国
内
外
の
多
く
の
方
々
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
教
示
と
ご
支
援
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深

甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。
社
会
人
を
経
て
大
学
院
に
入
っ
た
未
熟
な
私
を
根
気
よ
く
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
三
浦
修
先
生
、
川
崎
寿
彦
先

生
、
そ
し
て
神
尾
美
津
雄
先
生
の
学
恩
に
は
、
感
佩
し
て
い
る
。
川
崎
先
生
は
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
か
ら
二
〇
余
年
経
ち
、
三
浦
先
生
も
病

床
に
つ
か
れ
て
か
ら
久
し
い
。
お
二
人
に
本
書
を
批
評
し
て
い
た
だ
け
な
い
の
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
大
学
院
修
了
後
も
何
か
と
お

世
話
に
な
り
、
本
の
出
版
を
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
神
尾
先
生
に
は
、
重
ね
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
名
古
屋
大
学
文
学
研

究
科
大
学
院
の
岩
田
扶
美
氏
に
は
、
校
正
や
索
引
作
成
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
助
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
す
る
。

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
科
研
費
助
成
申
請
時
か
ら
出
版
に
い
た
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
音
羽
書
房
鶴
見
書
店
の
山

口
隆
史
氏
に
、
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図
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の
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成
を
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た
も
の
で
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る
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